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第

一

部

六
社
分
立
か
ら
統
合
ま
で
（
昭
和

-+¥’
 
一
十
年
）



わ
が
国
自
身
も
、

>

j

o

 

f
 爾

「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
、
勝
つ
ま
て
は
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に

敗
戦
と
国
民
生
活
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
猛
威

昭
和
二
十
年
(
-
九
四
五
）
八
月
十
五
日
、

表
明
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
終
結
し
た
。

昭
和
六
年
九
月
の
満
州
事
変
に
端
を
発
し
た
日
中
間
の
摩
擦
は
、
十
二
年
七
月
に
は
日
中
戦
争
へ
と
拡

大
し
た
。
そ
し
て
十
六
年
十
二
月
八

H
、

（
第
二
次
世
界
大
戦
）

の
渦
に
巻
き
込
み
、

章

わ
が
国
は
内
外
に
向
け
て
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
の
受
諾
を

わ
が
国
は
米
英
両
国
に
宣
戦
を
布
告
、

＊
 

「
一
億
総
火
の

へ
と
突
入
し
て
い
っ
た
。
こ
の
戦
争
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
一
円
を
広
く
戦
火

そ
れ
ら
の
諸
国
に
多
大
な
恐
怖
と
損
害
を
与
え
、
後
世
に
禍
根
を
残
す
結
果
と
な
っ

玉
」
と
な
っ
て
、
人
的
に
も
、
物
的
に
も
、
持
て
る
資
源
の
す
べ
て
を
動
員
し
て
戦
っ
た
が
、
結
局
は
三

1
0
万
人
に
も
の
ば
る
戦
死
者
を
出
し
、
主
要
都
市
の
大
半
は
焦
土
と
化
し
、
膨
大
な
生
活
・
産
業
基
盤

を
喪
失
し
た
。
幸
い
、
ボ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
り
本
土
決
戦
は
免
れ
た
も
の
の
、
昭
和
二
十
七
年
四

第
一

節
終
戦
時
の
わ
が
国
の
状
況

廃
墟
か
ら
の
復
興

つ
い
に
太
平
洋
戦
争

＊
 

一
億
総
火
の
玉
11

一
億
総
決
戦
体
制

昭
和
十
五
年
(
-
九
四

0
)
の
人
日
調
査
て
は
、
内
地
人

日
七
三
―

一
万
人
、
外
地
（
朝
鮮
・
台
湾
・
樺
太
等
）
人
口

三
ニ

―
一
万
人
、
合
計

一
億
五
ニ
ニ
万
人
て
あ
っ
た
の
て
そ

う
呼
ん
だ
。

焦土と化した終戦直後の東京都心の風景（昭和20年）

3
 



や
く
半
分
を
満
た
す
程
度
て
あ
っ
た
（
図
ー
ー
1
)
。

連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部

(
G
e
n
e
r
a
l
H
e
a
d
q
u
a
r
t
e
r
s
,
 Su

p
r
e
m
e
 C
o
m
m
a
n
d
e
r
 for the 

Allied P
o
w
e
r
s
 :
 略
称
G
H
Q
S
C
A
P
I
I
G
H
Q
)

た
）
の
四
五
％
を
失
い
、
ま
た
本
土
に
お
い
て
も
、
戦
災
に
よ
る
国
富
の
喪
失
は
二
五
％
に
も
逹
し
た
。

住
宅
事
情
は
と
い
え
ば
、
戦
災
に
よ
る
焼
失
、
疎
開
に
よ
る
取
り
壊
し
、
戦
時
中
の
供
給
不
足
な
ど
に

よ
り
、
終
戦
時
に
は
お
よ
そ
三
八

0
万
戸
の
住
宅
が
不
足
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
敗
戦
に
よ
り
海
外
か
ら
の

移
住
家
族
の
引
き
揚
げ
が
一
時
に
集
中
し
た
た
め
、
住
む
と
こ
ろ
の
な
い
人
の
数
は
九

0
0万
人
に
も
逹

こ
れ
ら
の
人
々
て
親
類
や
緑
者
を
頼
っ
て
一
時
そ
こ
に
寄
寓
て
き
る
人
は
恵
ま
れ
た
方
て
、
相
当

数
の
人
々
は
焼
け
残
っ
た
工
場
や
倉
庫
の
片
隅
に
住
み
、
あ
る
い
は
焼
け
跡
に
掘
っ
立
て
小
屋
を
つ
く
り
、

た
う
え
、
不
運
な
こ
と
に
、

ま
て
総
供
給
鼠
の
一
―

0
％
近
く
を
占
め
て
い
た
旧
植
民
地
や
南
方
地
域
か
ら
の
米
穀
類
の
輸
入
が
途
絶
え

明
治
以
降
最
悪
の
天
候
不
順
に
見
舞
わ
れ
、
米
の
作
柄
は

満
た
す
こ
と
は
て
き
な
か
っ
た
。
戦
時
中
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
食
糧
の
配
給
制
度
は
引
き
続
き
実
施
さ
れ

て
は
い
た
が
、

六
年
八
か
月
の
長
き
に
わ
た
り
、

昭
和
二
十
年
は
、

わ
が
国
は
主
権
を
剥
奪
さ
れ
、

の
統
治
下
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
緊
急
食
糧
援
助
も
あ
っ
た
が
、

そ
れ
て
も
、

と
て
も
国
民
の
空
腹
を

そ
の
甚
準
配
給
量
は
国
民
一
人
当
た
り
必
要
と
さ
れ
る
平
均
―
二
五
〇
カ
ロ
リ
ー
の
よ
う

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
て
も
、
職
に
あ
り
つ
い
て
い
る
者
や
屈
強
な
若
者
は
ま
だ
ま
し
な
ほ
う
て
あ
っ

同
年
末
に
は

わ
っ
た
た
め
、
極
度
の
食
糧
不
足
に
陥
っ
た
。

前
年
度
の
三
分
の
二
に
ま
て
落
ち
込
ん
だ
。

こ
れ
に
五

0
0
万
人
に
も
の
ば
る
海
外
か
ら
の
帰
国
者
が
加

食
糧
事
情
は
さ
ら
に
厳
し
く
、
ま
さ
に

「塗
炭
の
苦
し
み
」
を
味
わ
う
と
い
う
状
況
て
あ
っ
た
。
そ
れ

辛
う
じ
て
雨
露
を
し
の
ぐ
と
い
う
有
様
て
あ
っ
た
。

こ。
↑
 

し
敗
戦
の
結
果
、
わ
が
国
は
旧
国
土
（
朝
鮮
・
台
湾
・
樺
太
等
の
旧
植
民
地
を
含
め
て
そ
う
呼
ん
て
い

月
に
対

H
平
和
条
約
が
発
効
す
る
ま
て

図 1-1 昭和12年と 21年の男子小学生の体重・身長の比較

身長(cm) 体重(kg)
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30 
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出典： r経済実相報告書J 昭和22年、経済安定本部

五
年
生

ハ
年
生 終戦直後、焼け跡のパラック（毎日新聞

月）

昭和22年9
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た
。
会
社
勤
め
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
は
、
給
料
が
遅
配
続
き
て
、

ー
シ
ョ
ン
に
悩
ま
さ
れ
は
し
た
も
の
の
、

行
わ
れ
、
な
ん
と
か
命
脈
を
保
つ
こ
と
が
て
き
た
。
従
前
よ
り
資
産
の
蓄
え
の
あ
る
人
も
着
物
や
家
財
道

具
等
を
食
物
と
交
換
す
る
、

い
わ
ゆ
る

「竹
の
子
生
活
」
に
よ
り
、
な
ん
と
か
飢
え
を
し
の
ぐ
こ
と
が
て

き
た
（
た
だ
し
、
預
貯
金
等
の
金
融
資
産
は
昭
和
二
十
一
年
二
月
の

「金
融
緊
急
措
置
令
」
に
よ
る
預
金

封
鎖
や
新
円
切
換
な
ど
の
措
置
に
よ
り
、
預
金
の
引
出
し
額
は
一
人
当
た
り
月
額
五

0
0
円
に
制
限
さ
れ

た
。
こ
の
た
め
猛
烈
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
し
て
い
た
こ
の
時
期
、
金
融
資
産
だ
け
の

「
お
金
持

ち
」
に
は
大
し
た
メ
リ
ッ
ト
は
な
か
っ
た
）
。
ま
た
、

野
を
耕
し
、
あ
る
い
は
ま
た
戦
時
物
資
を
物
色
し
て
は
ヤ
ミ
商
売
て
稼
ぐ
な
ど
し
て
、
な
ん
と
か
食
物
を

確
保
す
る
こ
と
が
て
き
た
。

一方、

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
て
、
戦
火
に
両
親
や
身
寄
り
を
な
く
し
た
子
供
た
ち
は
、
あ
る
者
は
進

駐
軍
に
食
物
を
ね
だ
り
、
あ
る
者
は
ガ
ー
ド
下
て
靴
磨
き
を
し
た
り
し
て
飢
え
を
し
の
い
て
い
た
が
、
な

か
に
は
、
な
す
術
も
知
ら
ず
栄
養
失
調
に
陥
り
、
施
設
に
収
容
さ
れ
た
者
も
数
多
く
あ
っ
た
。
ま
た
稚
児

を
抱
え
て
一
家
の
働
き
手
を
失
っ
た
母
親
は
子
供
を
連
れ
て
、
実
家
や
親
戚
、
あ
る
い
は
知
人
を
頼
っ
て

そ
こ
に
寄
寓
し
、
不
慣
れ
な
仕
事
に
汗
を
流
し
痩
せ
衰
え
た
手
て
、

と
い
う
姿
も
見
う
け
ら
れ
、
誠
に
哀
れ
て
気
の
毒
な
光
景
て
あ
っ
た
。

た
だ
こ
の
よ
う
に
う
ち
ひ
し
が
れ
た
生
活
の
中
に
も
、
終
戦
に
よ
っ
て
な
ん
と
か
一
命
を
取
り
と
め
た

と
い
う
安
堵
感
と
、

芽
を
吹
く
木
々
の
緑
と
と
も
に
、

し
か
も
急
激
に
高
進
す
る
イ
ン
フ
レ

そ
れ
て
も
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
臨
時
加
給
や
諸
々
の
現
物
支
給
が

生
活
力
の
あ
る
若
者
た
ち
は
、
野
草
を
摘
み
、

山

よ
う
や
く

H
々
の
糧
を
手
に
入
れ
る

旧
来
の
苛
酷
な
抑
圧
か
ら
解
き
放
た
れ
た
解
放
感
の
中
て
国
民
誰
も
が
同
じ
よ
う
に

味
わ
う
窮
乏
は
逆
に
あ
る
種
の
安
心
感
を
伴
う
も
の
て
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
廃
墟
の
中
を
無
邪
気
に
走
り

ま
わ
る
子
供
た
ち
の
姿
や
、
早
く
も
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
流
れ
始
め
た

「り
ん
ご
の
歌
」
の
メ
ロ
デ
ィ
は
、

明
日
へ
の
希
望
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
て
あ
っ
た
。

＊
 
金
融
緊
急
措
置
令

戦
後
の
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
対
策
の

一
環
と
し
て
昭
和
二

十

一
年
二
月
に
日
本
銀
行
券
預
入
令
と
と
も
に
施
行
さ
れ
た

勅
令
。
こ
の
勅
令
に
よ
り
金
融
機
関
は
、
同
年
二
月
十
七
日

現
在
の
預
金
そ
の
他
の
債
務
の
支
払
を
原
則
と
し
て
停
止
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
以
後
は
法
令
の
定
め
る
範
囲
内
に
お
い

て
の
み
そ
の
支
払
が
認
め
ら
れ
た
。

5 第 1部 第 1嵌 廃城からの復興



に
軍
需
工
場
に
転
用
さ
れ

の
依
存
率
が
高
く
、

い
わ
ゆ
る

焼
け
出
さ
れ
た
人
々
の
家
財
道
具
等
の
消
失
も
膨
大
な
も
の
て
あ
っ
た
。

さ
に

マ
ッ
チ
は
国
民
一
人
当
た
り

そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
て
、
終
戦
直
後
か
ら
猛
烈
な
勢
い
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
国
民
生
活
を
襲
っ

た
。
昭
和
二
十
一
年
に
は
年
率
三

0
0％
を
超
え
た
こ
の
異
常
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
原
因
は
、
第
一

に
需
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
あ
っ
た
。
戦
時
中
は
す
べ
て
の
物
資
が
軍
事
目
的
に
振
り
向
け
ら
れ
、
生
活

物
資
は
極
端
に
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め
、
国
民
の
耐
乏
生
活
も
限
界
に
達
し
て
い
た
。
昭
和
十
九
年
の
国

家
財
政
の
支
出
の
内
訳
を
見
る
と
、

そ
の
支
出
の
八
五
％
が
軍
需
支
出
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
ま

「
死
物
狂
い
」
て
戦
争
を
遂
行
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
戦
火
に
よ
り

食
糧
や
住
宅
の
状
況
に
つ
い
て
は
先
に
も
触
れ
た
と
お
り
て
あ
る
が
、

動
の
状
況
を
示
す
「
鉱
工
業
生
産
指
数
」
は
終
戦
の
翌
年
の
昭
和
二
十
一
年
に
は
、
戦
前
の
水
準
（
昭
和

の
三

0
％
ま
て
蕗
ち
込
み
、
戦
前
の
水
準
に
ま
て
回
復
し
た
の
は
五
年
後
の
二
十
五

九
ー
十
一
年
平
均
）

年
に
な
っ
て
か
ら
て
あ
る
。
な
か
て
も
打
撃
が
最
も
大
き
か
っ
た
の
は
、
衣
料
品
や
日
用
雑
貨
品
な
ど
の
、

1
ー

2
)
。

そ
の
他
の
工
業
製
品
の
生
産
活

「軽
工
業
製
品
」
て
あ

っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
綿
紡
績
な
ど
の
よ
う
に
、
海
外
か
ら
の
原
料
へ

か
つ
、
労
働
集
約
型
の
軽
工
業
は
、
戦
前
の
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
既
に
、
朝
鮮
・

満
州
・
台
湾
等
の
旧
植
民
地
へ
の
工
場
移
転
が
進
ん
て
お
り
、
国
内
に
残
さ
れ
て
い
た
工
場
も
、
戦
時
中

わ
ず
か
に
残
っ
て
い
た
工
場
も
戦
災
に
よ
り
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
て
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
仮
に
工
場
が
残
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
原
料
の
大
部
分
は
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ

て
お
り
、
敗
戦
に
よ
る
貿
易
の
途
絶
（
敗
戦
に
よ
る
自
主
貿
易
の
停
止
、
資
金
の
欠
乏
と
国
際
信
用
の
失

墜
、
船
舶
等
輸
送
手
段
の
喪
失
等
に
よ
る
）

は
、
生
産
再
開
を
は
ば
む
決
定
的
要
因
と
な
っ
て
い
た
（
図

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
昭
和
二
十
一
年
の
配
給
割
当
て
は
、

図 1-2敗戦時生産能力残存率・戦災喪失率・間接喪失率
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閥
解
体
、
農
地
解
放
、
私
的
独
占
の
禁
止
な
ど
の
経
済
の
民
主
化
政
策
、
社
会
面
て
は
、
婦
人
の
解
放
、

あ
ら
ゆ
る
封
建
的
な
旧
法
体
制
の
改
廃
、
経
済
面
て
は

「産
業
報
国
会
」
の
解
散
を
は
じ
め
と
し
、
財

7 第 1部

政
治
面
て
は

第 1章

ア
メ
リ
カ
軍
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
を
最
高
司
令
官
と
す
る

G
H
Q
の
当
初
の
対
日
政
策
は
、

の
軍
事
国
家
体
制
を
解
体
し
、
民
主
的
な
平
和
国
家
を
再
建
さ
せ
る
こ
と
」
に
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

軍
需
生
産
体
制
を
全
面
的
に
停
止
さ
せ
、
戦
争
責
任
を
追
及
し
、
被
災
国
へ
の
損
害
賠
償
を
実
行
に
移
さ

せ
、
そ
の
碁
盤
と
な
っ
て
い
る
政
治
・
経
済
・
社
会
制
度
を
抜
本
的
に
改
革
す
る
こ
と
て
あ
っ
た
。

「治
安
維
持
法
」
を
は
じ
め
と
す
る
秘
密
審
問
司
法
制
度
の
撤
廃
や
、
憲
法
も
含
む
、

「

H
本

連
合
国
の
初
期
の
対

B
政
策

れ
た
。

年
倍
増
の
ペ
ー
ス
と
な
り
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
再
燃
、
の
ち
に

「復
金
イ
ン
フ
レ
」
と
名
付
け
ら

日
四
本
、
石
鹸
は
一
年
に
二
個
と
い
う
状
態
て
あ
り
、
綿
製
品
、

無
と
も
い
え
る
状
態
て
あ
っ
た
。

ゴ
ム
製
品
、
皮
革
製
品
等
の
供
給
は
皆

第
二
の
原
因
は
通
貨
の
急
増
て
あ
っ
た
。
極
端
な
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
っ
て
火
が
付
い
た
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
、
通
貨
の
増
発
は
さ
ら
に
そ
れ
に
油
を
注
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
、
当
時
の
国
家
予
算
の
一
年
分
を
も
上
回
る
戦
時
公
債
の
償
還
資
金
や
膨
大
な
軍
需
補
償
費
の
-

支
払
い
に
よ
る
も
の
て
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
市
場
に
流
出
し
た
資
金
も
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
に

発
令
さ
れ
た

「金
融
緊
急
措
置
令
」
に
よ
り
一
時
的
に
抑
え
ら
れ
は
し
た
も
の
の
、
同
年
十
月

「復
興
金

融
金
庫
」
の
設
立
や
、
同
年
十
二
月
「
傾
斜
生
産
方
式
」
の
採
択
な
ど
に
よ
り
、
日
銀
券
発
行
残
高
は
年

*
1

復
興
金
融
金
庫

敗
戦
に
よ
り
崩
壊
し
た
日
本
経
済
を
再
建
す
る
目
的
て
、

経
済
復
興
に
必
要
て
あ
り
、
か
つ
一
般
の
金
融
機
関
て
は
供

給
困
難
な
産
業
資
金
を
供
給
す
る
た
め
に
、
昭
和
二
十

一
年

十
月
公
布
の
復
興
金
融
金
庫
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
政
府

金
融
機
関
。
そ
の
発
行
す
る
復
興
金
融
債
の
日
銀
引
受
け
が

復
金
イ
ン
フ
レ
の
原
因
と
な
っ
た
。

二
十
四
年
、
新
規
業
務

を
停
止
し
、

二
十
七
年
、
日
本
開
発
銀
行
に
債
権
・
債
務
を

譲
渡
し
て
解
散
し
た
。

*
2

傾
斜
生
産
方
式

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
の
閣
議
決
定
に
よ
り
、
日
本
経
済

全
体
の
生
産
増
大
に
と
っ
て
沿
路
と
な
っ
て
い
る
鉄
鋼

•
石

炭
産
業
に
超
重
点
的
に
資
金
・
資
材
を
投
入
し
、
戦
後
の
経

済
危
機
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
経
済
政
策
。

廃墟からの復典



は
台
湾
に
の
が
れ
た
。

が
鮮
明
に
な
っ
て
き
た
。

の
変
化
に
伴
い
大
幅
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
最
古
向
司
令
官
に
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

い
わ
ゆ
る

ま
ま
残
し
て
活
用
す
る
、

い
わ
ゆ
る

「
間
接
統
治
」
の
手
法
が
と
ら
れ
た
が

一
切
の
最
終
権
限
が
連
合

イ
タ
リ
ア
の
場
合
と
は
異
な
り
、

わ
が
国
の
旧
米
の
統
治
機
構
（
議
会
、
内
閣
、
官
僚
機
構
等
）
を
そ
の

G
H
Q
の
政
策
は
、
当
初
二
年
間
ぐ
ら
い
は
か
な
り
徹
底
し
た
も
の
て
あ
っ
た
が
、

昭
和
―

―十
二
年
四
月
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
お
い
て
、

治
が
ア
メ
リ
カ
単
独
の
信
託
統
治
に
切
り
替
え
ら
れ
、

ソ
連
を
中
心
と
す
る
束
欧
九
か
国
に
よ
る

二
十
一
年
七
月
、
内
戦
が
始
ま
り
、

*
1
 

そ
の
後
世
界
情
勢

わ
が
国
に
対
す
る
連
合
国
に
よ
る
委
任
統

さ
ら
に
、
同
年
十
月
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、

「
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
」
が
結
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

合
国
間
て
の
、
政
治
経
済
体
制
の
相
違
や
利
害
の
対
立
が
表
面
化
し
、

「
東
西
冷
戦
」

朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も
、
統
一
政
権
樹
立
の
方
式
に
つ
い
て
大
国
間
の
意
見
が
一
致
せ
ず
、

旧
連

の
構
図

ア
ジ
ア
て
も
、
長
く
西
欧
諸
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た
諸
民
族
が
、
戦
後
次
々
と
独
立
を
獲
得
し
た
。

中
国
て
は
、
抗
日
戦
争
を
つ
う
じ
て
勢
力
を
拡
大
し
た
共
産
党
と
国
民
政
府
の
対
立
が
強
ま
っ
て
昭
和

昭
和
二
十
四
年
一
月
中
華
人
民
共
和
国
が
樹
立
さ
れ
、
国
民
政
府
軍

昭
和
二
十

三
年
七
月
に
は
南
部
に
大
韓
民
国
が
、
同
年
八
月
に
は
北
部
に
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
が
分
立
し
た
。

こ
う
し
た
世
界
情
勢
を
背
景
に
昭
和
二
十
三
年

一
月
に
は
、

ア
メ
リ
カ
の
対
H
政
策
も
「
H
本
を
極
東

に
お
け
る
ソ
連
へ
の
対
抗
力
と
す
る
た
め
に
、

*
2
 

て
い
き
、
同
年
末
に
は
「
経
済
九
原
則
」
が
指
令
さ
れ
、
翌
二
十
四
年
に
入
る
と
、

日
本
経
済
を
積
極
的
に
援
助
す
る
」
と
の
方
針
へ
変
わ
っ

*
3
 

「
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ

G
H
Q
の
わ
が
国
に
お
け
る
統
治
・
改
革
の
方
式
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
同
じ
敗
戦
国
ド
イ
ツ
や

労
働
組
合
結
成
の
奨
励
、
学
校
教
育
の
民
主
化
な
ど
て
あ
っ
た
。

*
1

世
界
情
勢
の
変
化

第
二
次
世
界
大
戦
の
結
果
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
弱
体
化

し
た
反
面
、
資
本
主
義
陣
営
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
地
位
は

圧
側
的
な
も
の
と
な
り
、
他
方
ソ
連
の
影
響
の
も
と
て
東
欧

に
人
民
民
主
主
義
国
が
誕
生
し
、
社
会
主
義
陣
営
が
形
成
さ

れ
る
に
至
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
と
は
国
際
秩
序
を
め
ぐ

っ
て
対
立
を
深
め
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
て
、

ア
メ
リ
カ
の
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
昭
和
二
十
二
年

(
-
九

四
七
）
三
月
、
共
産
勢
力
の
国
際
的
進
出
に
対
抗
す
る
こ
と

を
宣
言
し
た
。
（
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
）

*
2

経
済
九
原
則

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
総
司
令
部

(
G
H
Q
)
か
ら
日
本
政
府
に
指
令
さ
れ
た
次
の
九
項
目
の
施

策
を
い
う
。
①
総
合
予
算
の
真
の
均
衡
化
、
②
税
収
の
強
化
、

③
融
資
の
規
制
、
④
賃
金
の
安
定
、
⑤
価
格
統
制
の
強
化
、

⑥
為
替
管
理
の
強
化
、
⑦
配
給
制
度
の
改
善
、
⑧
鉱
工
業
生

産
の
増
強
、
⑨
食
糧
供
出
の
能
率
化
。
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
や

シ
ャ
ウ
プ
税
制
勧
告
は
こ
の
線
に
そ
っ
て
行
わ
れ
た
政
策
て

あ
る
。

*
3

ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン

(
D
o
d
g
e
L
i
n
e
)
 

ア
メ
リ
カ
の
ド
ッ
ジ
公
使
に
よ
っ
て
指
導
・
実
施
さ
れ
た

昭
和
二
十
四
・
ニ
十
五
年
度
予
算
に
み
ら
れ
る
緊
縮
財
政
・

超
均
衡
予
算
主
義
を
い
い
、

二
十
三
年
十
二
月
G
H
Q
に
よ

っ
て
示
さ
れ
た
経
済
九
原
則
の
具
体
化
て
あ
る
。

8
 



こ
の
財
閥
解
体
の
指
令
は
、
必
ず
し
も
、
財
閥
系
企
業
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
も
の
て
は
な
く
、

も
、
大
規
模
組
織
て
独
占
的
地
位
の
高
い
企
業
に
広
く
適
用
さ
れ
、

参
照
）
と
並
ん
て

「経
済
の
民
主
化
」

昭
和
二
十
年
十
二
月
八
日
、

の
柱
を
な
す
も
の
て
あ
っ
た
。

く
国
民
に
分
散
し
、
会
社
所
有
の
民
主
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
て

同
時
に

い
わ
ゆ
る

「
持
株
会
社
の
解
体
に
関
す
る
覚
書
」

委
員
会

(Holding
C
o
m
p
a
n
y
 Liquidation C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 :
 略
称

H
C
L
C
)
」
を
発
足
さ
せ
、

「四
大
財
閥
（
三
井
、
三
菱
、
住
友
、
安
田
）
及
び
財
閥
家
族
所
有
の
財
産
移
転
の
禁
止
」、

「
独
占
的
組
織
解
体
計
画
の
設
定
」
等
の
、

き
続
き
、
同
年
十
一
月
六
日
に
は

G
H
Qは

昭
和
二
十
年
(
-
九
四
五
）
九
月
二
日

財
閥
解
体
の
指
令

第

一
節
財
閥
解
体

*
1
 

ン
」
や
「
シ
ャ
ウ
プ
税
制
勧
告
」
も
実
施
さ
れ
、

ア
・
エ
ロ
ア
の
援
助
」
も
開
始
さ
れ
た
。

わ
が
国
の
経
済
的
自
立
を
促
す
と
と
も
に
、

「軍
需
生
産
全
面
停
止
」
の
指
令
を
発
し
、
引

に
甚
づ
き
「
持
株
会
社
整
理

「
財
閥
解
体
の
指
令
」
を
発
し
た
。

こ
れ
ら
の
措
置
は
、
戦
争
体
制
に
加
担
し
た
重
化
学
工
業
等
の
基
幹
産
業
を
支
配
し
、

占
し
て
き
た
持
株
会
社
の
所
有
者
や
経
営
者
を
追
放
し
、

そ
の
利
益
を
独

そ
の
所
有
す
る
株
式
を
H
C
L
C
を
通
じ
て
広

「
農
地
改
革
」

（
第
三
章
第
一
節

ーよ
n

-

―

ー
~
ヵ

i

G
H
Q
 

*
2
 

「
ガ
リ
オ

*
1

シ
ャ
ウ
プ
税
制
勧
告

昭
和
二
十
四
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
日
し
た
シ
ャ
ウ
プ
税

制
使
節
団
が
わ
が
国
税
制
の
改
革
の
方
向
に
関
し
て
行
っ
た

勧
告
。
昭
和
二
十
五
年
の
税
制
改
正
て
ほ
ぼ
全
面
的
に
実
施

さ
れ
、
あ
る
意
味
て
は
そ
の
後
の
わ
が
国
の
税
体
系
の
根
幹

を
な
し
た
。

*
2
・
ガ
リ
オ
ア
・
エ
ロ
ア

G
A
R
I
O
A
 (
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 A
p
p
r
o
p
r
i
a
t
i
o
n
 for 
R
e
 ,
 

lief 
in 
O
c
c
u
p
i
e
d
 A
r
e
a
 F
u
n
d
)
占
領
地
域
救
済
資
金
。

第
二
次
大
戦
後
ア
メ
リ
カ
が
占
領
地
に
対
し
て
軍
事
予
算
か

ら
支
出
し
た
援
助
資
金
。

E
R
O
A
 (
E
c
o
n
o
m
i
c
 Rehabilitation 
in 
O
c
c
u
p
i
e
d
 

A
r
e
a
)
占
領
地
域
経
済
復
興
資
金
。
第
二
次
大
戦
後
、
ア

メ
リ
カ
が
占
領
地
の
経
済
復
興
の
た
め
に
軍
事
予
算
か
ら
支

出
し
た
援
助
資
金
。
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二
、
海
外
か
ら
の
引
揚
者
と
そ
の
家
族
の
援
護
を
十
分
に
す
る
。

め
た
。

田
俊
之
助
は

か
ら
の
「
制
限
会
社
に
関
す
る
覚
書
」
に
よ
り
、
財
閥
系
を
主
と
す
る
三
五
四
社
が
活
動
の
規
制
や
資
産

の
凍
結
を
指
令
さ
れ
、
以
降
八
次
に
わ
た
り
追
加
指
定
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
指
定
会
社
は

G
H
Q
の
指
令
に
従
い
解
体
作
業
を
進
め
る
か
た
わ
ら
、
昭
和
二
十
一
年
十
月

十
九
日
公
布
の
戦
時
補
償
特
別
措
置
法
、
企
業
再
建
整
備
法
な
ど
の
一
連
の
法
令
に
基
づ
き
、
非
軍
事
的

こ
の
よ
う
な
未
曾
有
の
事
態
に
直
面
し
た
住
友
本
社
は
、

下
H
時
を
追
っ
て
そ
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

終
戦
の
一
一
日
前
の
昭
和
二
十
年
八
月
十
三
日
、
既
に
敗
戦
近
し
の
報
を
入
手
し
た
住
友
本
社
て
は
、
人

事
部
長
の
田
中
常
務
理
事
を
中
心
に
終
戦
後
の
普
後
策
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

八
月
十
五
日

正
午
、

天
皇
の
終
戦
の
放
送
直
後
の
午
後
―
一
時
に
は
、
住
友
本
社
に
各
社
の
幹
部
を
集
め
て
総
理
事
古

「住
友
の
名
に
恥
じ
ぬ
態
度
を
取
り
、
冷
静
に
事
に
当
た
れ
」
と
訓
示
し
た
。

九
月
に
入
る
と
間
も
な
く
、
住
友
本
社
は
、
今
後
の
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
に
次
の
五
つ
の
原
則
を
定

一
、
拡
張
し
切
っ
た
各
方
面
の
事
業
の
収
拾
を
図
る
と
と
も
に
、
人
材
の
離
散
を
防
ぎ
、

に
て
き
る
限
り
の
仕
事
を
与
え
る
。
そ
の
た
め
に
新
し
い
事
業
を
企
画
す
る
。

株
式
会
社
住
友
本
社
の
対
応

民
主
的
企
業
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
て
あ
ろ
う
か
。
以

そ
れ
ぞ
れ

＊
企
業
再
建
整
備
法

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
会
社
経
理
応
急
措
置
法
の
適
用
を

受
け
る
も
の
に
つ
い
て
、
戦
時
補
償
特
別
税
を
課
せ
ら
れ
る

こ
と
等
に
因
り
生
じ
た
損
失
を
適
正
に
処
理
し
、
そ
の
速
か

な
再
建
設
備
を
促
進
し
、
以
て
産
業
の
健
全
な
回
復
及
び
復

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

JO 



事、
四、

住
友
家
は
家
憲
に
よ
り
政
治
に
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。
小
倉
正
恒
（
第
六
代
総
理

一
九
三

0
ー
四
一
）

は
大
蔵
大
臣
に
就
任
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
住
友
を
退
職

る
も
の
が
こ
れ
を
掌
握
し
て
い
た
こ
と
。

い
な
か
っ
た
こ
と
。

住
友
本
社
は
他
の
財
閥
と
異
な
り
現
業
部
門
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

う
に
努
め
た
。
そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
て
あ
っ
た
。

三
、
住
友
本
社
と
住
友
系
各
社
の
債
権
者
に
て
き
る
限
り
誠
実
に
対
処
す
る
。

四
、
住
友
の
全
事
業
を
て
き
る
だ
け
滅
ば
さ
ず
に
転
換
し
、
将
来
民
族
と
国
家
の
繁
栄
に
つ
な
が
る

九
月
十

H
・
十
一
日

住
友
本
社
は
、
河
井
常
務
理
事
以
下
関
係
課
長
以
上
の
幹
部
と
連
系
各
社
の
幹
部
（
表
1

—

1
)
、
合

わ
せ
て
五
十
数
名
を
集
め
、
各
社
の
復
興
方
策
、
事
業
転
換
案
等
を
協
議
す
る
と
と
も
に
、
本
社
の
直
営

事
業
て
あ
る
鉱
業
（
北
海
道
鴻
之
舞
金
山
）
、
林
業
、
不
動
産
、
販
売
所
、
病
院
な
ど
の
処
理
案
が
協
議

さ
れ
た
。
こ
の
時
、
新
規
事
業
分
野
へ
の
転
換
と
人
材
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
の
受
け
皿
と
し
て
商
事
部
門

を
新
設
す
る
こ
と
な
ど
も
提
案
さ
れ
た
。

北
沢
常
務
理
事
お
よ
び
大
島
監
事
は

G
H
Q
に
出
向
き
、
住
友
本
社
の
実
情
に
つ
き
詳
細
に
説
明
し
、

特
に
当
時
戦
犯
の
噂
の
あ
っ
た
社
長
住
友
吉
左
衛
門
の
立
場
を
釈
明
し
て
累
を
住
友
家
に
及
ば
さ
な
い
よ

住
友
系
諸
会
社
は
戦
時
中
は
軍
の
監
督
下
に
あ
り
、
住
友
本
社
は
完
全
な
支
配
権
は
持
っ
て

社
長
住
友
吉
左
衛
門
は
住
友
家
の
伝
統
に
よ
り
事
実
上
の
実
権
を
有
せ
ず
、
総
理
事
職
に
あ

十
月
五
日

五
、
極
力
、
累
を
住
友
家
に
及
ば
さ
な
い
。

よ
う
に
運
営
す
る
。

表 1-1 終戦時の住友本社役員

構成（昭和20年）

監

役

員

代
表
取
締
役
社
長

代

表

取

締

役

取

締

役
II II II II II II II 

査

役

監常 理総

II II m II II II II 理

事事 事事

大河田北梶 三 春吉岡古住

島井中沢井村日田橋田士
友 I氏
Eコ

堅昇良敬起貞俊左
三二 之衛 I名

造郎雄郎剛一弘吉林助門

職

制
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り
引
退
し
、
直
接
間
接
を
問
わ
ず
一
切
業
務
に
関
与
せ
ざ
る
こ
と
。

し
た
後
の
こ
と
て
あ
り
、
人
格
と
そ
の
手
腕
を
見
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
て
あ
る
こ
と
。

な
お
、

そ
の
間
に
も
諸
般
の
対
策
を
練
る
か
た
わ
ら
、

政
府
お
よ
び

G
H
Qと
の
折
衝
を
重
ね
た
。

十
月
十
八
H

G
H
Q経
済
科
学
局
長
ク
レ
ー
マ
ー
大
佐
が
住
友
本
社
を
訪
れ
、
古
田
総
理
事
に
財
閥
解
体
の
指
令
を

申
し
渡
し
た
。
古
田
総
理
事
は
か
ね
て
よ
り
用
意
し
て
い
た
解
体
方
針
等
を
説
明
し
、
具
体
策
に
つ
い
て

の
協
議
を
し
た
。

G
H
Q
に
よ
る
「
財
閥
解
体
の
指
令
」
が
公
表
さ
れ
た
。
そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

一
、
三
井
本
社
、
三
菱
本
社
、
住
友
本
社
、
安
田
保
善
社
は
そ
の
所
有
す
る
一
切
の
証
券
お
よ
び
あ

ら
ゆ
る
商
社
、
法
人
、

三
井
、

三
菱
、
安
田
と
も
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、

そ
の
他
企
業
に
対
し
て
有
す
る
一
切
の
所
有
権
、
管
理
、
利
権
、
証
憑
を

日
本
政
府
の
設
置
す
る
持
株
会
社
整
理
委
員
会

(
H
C
L
C
)
に
移
管
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
自
発

二
、
こ
の
移
管
財
産
に
対
し
て
一

0
年
以
上
換
価
譲
渡
を
禁
ず
る

H
本
政
府
発
行
の
公
債
を
以
て
弁

済
す
る
こ
と
。

三
、
持
株
会
社
の
役
員
は
持
株
会
社
に
占
む
る

一
切
の
現
職
よ
り
引
退
し
、
直
接
間
接
を
問
わ
ず

一

切
業
務
に
関
与
せ
ざ
る
こ
と
。

四、

三
井
、
岩
崎
、
住
友
お
よ
び
安
田
一
族
の
成
員
は
銀
行
お
よ
び
事
業
に
占
む
る
一
切
の
現
職
よ

五
、
持
株
会
社
は
傘
下
の
銀
行
、
会
社
に
対
し
て
指
令
権
ま
た
は
管
理
権
を
行
使
せ
ざ
る
こ
と
。

十
一
月
七

B

的
に
解
散
す
る
こ
と
。

十
一
月
六
日

12 



五 四

住
友
本
社
は
、
す
か
さ
ず
、
次
の
よ
う
な
「
住
友
本
社
解
散
の
方
針
」
を
関
係
会
社
に
通
達
す
る
と
と

文
第
―
二
四
号

終
戦
後
ノ
内
外
情
勢
二
鑑
ミ
、
今
般
住
友
本
社
ヲ
解
散
シ
テ
住
友
系
各
事
業
ノ
統
轄
機
関
ヲ
廃
止
シ
、

現
下
情
勢
二
即
応
ス
ル
態
勢
ヲ
確
立
ス
ル
為
、
左
記
措
置
ヲ
講
ス
ル
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候
二
付
イ
テ

ハ
、
之
レ
ガ
返
上

H
二
関
シ
、
貴
部
下
各
員
二
周
知
徹
底
方
御
配
慮
相
煩
度
、
此
段
依
命
御
通
知
労

々
得
貴
意
候
也

住
友
本
社
総
務
部
長

住
友
本
社
ノ
有
ス
ル
現
業
部
門
ノ
設
置
二
就
テ
ハ
、
鉱
業
及
農
林
業
ハ
住
友
鉱
業
会
社
二
移
管

住
友
本
社
ノ
所
有
二
係
ル
住
友
系
各
社
ノ
株
式
ハ
、
政
府
ノ
指
定
ス
ル
機
関
二
引
渡
シ
、
逐
次

住
友
本
社
ノ
解
散
ニ
ト
モ
ナ
ヒ
、
本
社
々
長
以
下
全
役
員

ハ
、
自
然
退
任
ス
ル
コ
ト
、
尚
家
長

様
ハ
住
友
系
各
社
全
部
ノ
取
締
役
ヲ
、
古
田
総
理
事
ハ
同
ジ
ク
取
締
役
会
長
ヲ
、
夫
々
辞
任
セ
ラ

右
二
伴
ヒ
、
住
友
系
各
社
ハ
、
夫
々
自
主
的
独
立
ノ
会
社
ト
シ
テ
、
事
業
ノ
運
営
二
当
ル
コ
ト

住
友
系
各
社
ノ
社
名
中
「
住
友
」
ノ
名
称
ハ
、
之
レ
ヲ
避
ク
ル
コ
ト
ト
シ
、
逐
次
社
名
ノ
変
更

ル
ル
コ
ト

公
開
セ
ラ
ル
ル
コ
ト

ノ
計
画
ナ
ル
コ
ト

記

住
友
本
社
解
散
二
関
ス
ル
件

昭
和
二
十
年
十
一
月
七
日

も
に

一
般
に
も
公
表
し
た
。

北
沢
敬
二
郎
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二
十
一
年
十
月
十
六
日

賓
）
、
経
理
課
（
課
長

菅
野
秀
次
郎
）
の
二
課
制
と
し
た
。

務
、
会
計
、
保
安
、
人
事
、
厚
生
、
労
政
、
査
業
、
企
画
、
調
査
）
制
を
廃
し
、
総
務
課
（
課
長

植
村

組
織
に
つ
い
て
は
、
本
社
の
事
務
章
程
を
改
正
し
て
従
来
の
三
部
（
総
務
、
人
事
、
経
理
）
九
課
（
総

” 

理
事

梶

井

剛

” 

” 

河
井
昇
三
郎

取
締
役

平

賀

五

郎

” 

常
務
理
事

” 

” 

三
村

北
沢
敬
二
郎

新
任
役
員

代
表
取
締
役

菅
野
秀
次
郎

起

取
締
役

理
事

春
H

弘

大

島

堅

造

総
理
事

住
友
本
社
は
臨
時
株
主
総
会
を
開
催
し
、
役
員
の
更
迭
（
人
事
担
当
等
の
一
部
の
役
員
は
外
地
か
ら
の

引
き
揚
げ
援
護
等
の
た
め
そ
の
区
切
り
が
つ
く
ま
て
暫
時
留
任
）
、
組
織
の
縮
小
等
を
決
議
し
、
清
算
業

務
を
主
体
と
す
る
残
務
を
、
新
任
の
代
表
取
締
役
・
菅
野
秀
次
郎
（
経
理
課
長
）
以
下
に
引
き
継
ぎ
、
事

実
上
解
散
し
た
。

辞
任
役
員

代
表
取
締
役

監
査
役
（
監
事
）

昭
和
二
十
一
年
一
月
二
十
H

ヲ
ナ
ス
コ
ト

ら
の
問
題
は
後
に
残
す
こ
と
と
し
て
、

古
田
俊
之
助

留
任
役
員

取
締
役
（
常
務
理
事
）

田

中

良

雄

そ
し
て
さ
っ
そ
く

G
H
Qと
そ
の
具
体
的
な
詰
め
の
作
業
を
開
始
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
特
に
必
要
と
さ

れ
た
現
業
部
門
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
許
可
手
続
き
な
ど
が
手
間
取
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

そ
れ

と
り
あ
え
ず
住
友
本
社
の
解
体
縮
小
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。 以

上
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年
の
暮
れ
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
て
あ
っ
た
。

151第 1部

子
会
社
の
工
場
敷
地
や
事
務
所
建
物
と
し
て
貸
与
し
て
い
た
。

住
友
吉
左
衛
門
一
族
の
所
有
す
る
住
友
本
社
の
株
式
お
よ
び
住
友
本
社
の
所
有
す
る
連
系
各
社
の
株
式

の
大
半
（
残
り
は
翌
二
十
二
年
五
月
六
日
引
渡
し
）
が

H
C
L
C
に
寄
託
さ
れ
、

住
友
本
社
は
、

の
ち
に
同
委
員
会
の
手

に
よ
っ
て
、
徐
々
に
民
主
化
へ
の
処
分
が
実
行
に
移
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
株
式
の
大
部
分
が
住
友
吉
左
衛
門
お
よ
び
そ
の
一
族
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
た
。

住
友
本
社
の
傘
下
の
企
業
群
は
、
住
友
鉱
業
梱
を
は
じ
め
、
住
友
金
属
工
業
昧
、
住
友
電
気
工
業
仰
、
住

友
化
学
工
業
昧
、
昧
住
友
銀
行
な
ど
、

、こ`
、`、

し
↑
カ

か
な
り
古
い
時
期
か
ら
、
独
立
し
た
別
会
社
と
し
て
運
営
さ
れ
て

そ
れ
ら
の
会
社
の
株
式
の
相
当
数
は
住
友
吉
左
衛
門
お
よ
び
そ
の

一
族
、
住
友
本
社
に
よ
っ
て

所
有
さ
れ
て
お
り
、
住
友
本
社
は
そ
れ
ら
の
連
系
会
社
の
役
員
を
含
む
主
要
な
人
事
と
、
金
融
を
含
む
主

要
な
業
務
に
つ
い
て
の
管
理
監
督
権
を
保
有
し
、
そ
れ
ら
の
会
社
を
事
実
上
支
配
し
て
い
た
。

同
社
は
ま
た
、
株
式
の
は
か
に
、
土
地
・
建
物
等
の
不
動
産
も
相
当
所
有
し
て
お
り
、
そ
の

一
部
は
、

住
友
本
社
の
直
営
部
門
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
G
H
Q
お
よ
び
H
C
L
C
と
の
協
議
を
通
じ
て
、

鉱
業
部
門
は
井
華
鉱
業
昧
（
住
友
鉱
業
昧
が
昭
和
二
十
一
年

一
月
二
十

一
日
改
名
し
た
も
の
。

の
ち
の
住

友
金
属
鉱
山
昧
と
住
友
石
炭
鉱
業
昧
の
前
身
）
に
譲
渡
し
、
販
売
部
門
は
閉
鎖
し
て
そ
の
財
産
を
換
金
処

分
し
、
所
有
不
動
産
の
売
却
代
金
と
と
も
に
住
友
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
の
返

済
に
充
当
、
病
院
は
別
に
財
団
法
人
を
設
立
し
、

そ
こ
に
移
管
す
る
、

と
い
う
具
合
に
、
新
住
友
本
社
が

引
き
継
い
だ
清
算
業
務
の
大
半
は
、
予
定
ど
お
り
、
順
調
に
進
行
し
て
い
っ
た
。
最
後
ま
て
残
っ
て
難
航

し
た
の
が
農
林
部
門
の
処
理
て
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は

「林
業
の
特
殊
性
」
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ

た
か
ら
て
は
あ
る
が
、

よ
う
や
く
決
着
し
た
の
は
、
本
社
の
事
実
上
の
解
散
か
ら
二
年
後
の
昭
和
二
十
二

第 1席廃櫨か らの復輿



方
が
望
ま
し
い
。

の
は
分
割
す
る
」
と
い
う
こ
と
て
、
昭
和
二
十
一
年
、

1
0社
か
ら
一
―

0
社
程
度
に
分
割
す
る
案
を
提
示

「と
に
か
く
大
き
い
も

う
よ
り
は
か
は
な
か
っ
た
。

一
方
、
山
林
部
門
に
つ
い
て
の
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
の
指
令
は

「山
林
を
細

G
H
Q
の
農
林
部
門
に
つ
い
て
の
処
理
方
針
の
う
ち
農
地
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
年
十
二
月

「農
地

調
整
法
改
正
」
が
公
布
さ
れ
、

分
化
し
て
第
二
会
社
を
設
立
し
、

っ
た
の
て
、

し
て
き
た
。

こ
足
、
‘

(
/
f
l
 

既
に
政
府
に
よ
る
買
収
作
業
が
実
行
に
移
さ
れ
て
い
た
の
て
、

そ
の
第
二
会
社
の
株
式
を
広
く
一
般
に
公
開
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
て
あ

G
H
Q
お
よ
び

H
C
L
C
の
窓
日
ス
タ
ッ
フ
は
、
極
め
て
素
直
に
、

と
こ
ろ
が
山
林
は
、
実
は
、

て
仮
眠
を
と
る
な
ど
し
て
、

そ
れ
に
従

そ
れ
は
ど
容
易
に
分
割
て
き
な
い
要
素
を
多
分
に
含
ん
て
い
る
の
て
あ
る
。

先
の
本
社
の
解
体
の
事
例
て
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
大
抵
の
こ
と
は
素
直
に

G
H
Q
お
よ
び
政
府
の
方
針

む
し
ろ
率
先
し
て
戦
後
の
改
革
に
取
り
組
ん
て
き
た
住
友
本
社
も
、
こ
と
山
林
に
関
し
て
だ
け

は
、
そ
う
簡
単
に
応
ず
る
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
て
あ
る
。

住
友
本
社
は
、
菅
野
•
平
賀
（
元
住
友
本
社
林
業
所
所
長
）
両
取
締
役
以
下
、

り
強
い
交
渉
を
開
始
し
た
。
そ
の
論
旨
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
て
あ
っ
た
。

阿
澄
経
理
課
長
、
土
居

総
務
課
長
、
落
合
施
業
課
長
な
ど
を
ス
タ
ッ
フ
に
そ
ろ
え
、
資
料
を
整
え
て
、
食
糧
事
情
や
交
通
事
情
が

極
め
て
困
難
な
な
か
を
、
あ
る
い
は
食
糧
（
わ
ず
か
な
配
給
米
）
を
携
え
、
あ
る
い
は
夜
行
列
車
の
通
路

た
び
た
び
東
京
に
出
向
い
て

G
H
Q
お
よ
び

H
C
L
C
に
対
し
、
真
摯
て
粘

（
一
）
山
林
の
安
定
し
た
管
理
を
継
続
す
る
た
め
に
は
労
務
管
理
上

一
定
規
模
以
上
の
経
営
単
位
て
あ
る

農
林
部
門
に
関
す
る
G
H
Q
の
方
針
と
住
友
本
杜
の
主
張
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（
三
）
山
林
は
山
と
し
て
一
体
の
も
の
と
し
て
の
管
理
が
必
要
て
あ
る
。

し
た
く
な
い
人
な
ど
も
い
て
合
理
的
な
運
営
は
困
難
と
な
る
。

れ
ら
の
作
業
を
計
画
的
に
調
整
す
る
こ
と
は
、
理
論
上
は
可
能
て
あ
る
が
、
実
際
に
は
各
人
の
家
庭
の
事

上
の
ま
と
ま
っ
た
山
林
の
方
が
好
都
合
て
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
山
林
経
営
を
永
続
的
に
行
う
た
め
に
は

長
期
の
事
業
方
針
に
基
づ
い
た
輪
伐
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
毎
年
安
定
し
た
植
伐
行
為
を
維
持

伐
等
の
直
接
的
な
作
業
か
ら
、
林
道
や
防
火
帯
の
敷
設
と
そ
の
保
全
管
理
な
ど
の
間
接
的
作
業
に
至
る
ま

て
の
一
連
の
山
林
業
務
を
、
年
間
を
通
じ
て
、

法
て
は
一

0
0
0
町
歩
当
た
り
二

0
1
三
0
人）

畜
産
業
と
の
兼
業
て
も
可
）
、
ま
た
逆
に
、
労
務
者
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
年
間
を
通
じ
て
、

仕
事
が
安
定
的
に
用
意
さ
れ
て
い
な
い
と
困
る
の
て
あ
る
。

も
あ
る
の
て
、

も
ち
ろ
ん
、

（
一
度
に
数
十
人
の
作
業
員
を
動
員
す
る
こ
と
も
あ

つ
る
切
り
、
枝
打
ち
、
除
伐
、
間
伐
、
主

そ
れ
ぞ
れ
最
も
適
切
な
時
期
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、

の
労
務
者
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し

そ
れ
ら
の

さ
ら
に
山
林
労
働
は
危
険
度
の
高
い
仕
事
て

そ
れ
ら
の
労
務
者
は
長
い
期
間
を
通
じ
て
、
経
験
と
勘
の
養
成
を
要
求
さ
れ
る
。

山
林
の
所
有
を
細
分
化
し
て
も
、
多
数
の
小
所
有
者
が
、
協
同
組
合
等
を
組
織
し
て
、

情
に
よ
り
、
例
え
ば
成
育
途
上
て
も
早
く
伐
採
し
換
金
し
た
い
人
や
、
伐
採
後
の
再
植
や
撫
育
に
再
投
資

（
二
）
法
正
林
の
体
系
維
持
。

*
5
 

経
営
山
林
は
全
体
を
一
括
す
れ
ば
法
正
林
に
近
い
体
系
を
な
し
て
い
る
の
て
継
続
し
て
経
営
て
き
る
が
、

こ
れ
を
数
個
に
分
割
す
れ
ば
、

い
ず
れ
も
不
法
正
な
森
林
と
な
り
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
の
面
か
ら
も

継
続
的
な
経
営
が
困
難
に
な
る
。

そ

（
農
業
や

の
山
林
か
ら
、
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
地
域
（
片
道
一
時
間
以
内
ぐ
ら
い
）

に
一
定
の
人
数
（
当
時
の
作
業
方

る
火
入
れ
作
業
〈
山
焼
き
〉
等
を
含
む
）
、
植
栽
、
下
刈
り
、

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
ま
た
育
苗
、
地
ご
し
ら
え

山
林
を
継
続
し
て
安
定
的
に
経
営
し
て
い
く
に
は

そ

一
か
所
に
一
定
規
模
（
通
常
一

0
0
0
町
歩
）
以

*
1

輪
伐
体
制

伐
採
か
ら
次
の
伐
採
ま
て
に
一
定
の
年
限
（
回
帰
年
）
を

設
け
て
、
山
林
を
循
環
的
、
永
続
的
に
利
用
す
る
方
式
。

*
2

除
伐
（
じ
ょ
ば
つ
11
c
l
e
a
n
i
n
g
 cutting) 

育
成
の
対
象
と
な
る
樹
木
の
成
育
を
妨
げ
る
他
の
樹
木
を

伐
り
払
う
作
業
。
一
般
に
、
下
刈
り
を
終
了
し
て
か
ら
、
植

栽
木
の
枝
葉
が
茂
り
互
い
に
接
し
合
う
状
態
に
な
る
ま
て
の

間
、
数
回
行
わ
れ
る
。

*
3

間
伐
（
か
ん
ば
つ
=
t
h
i
n
n
i
n
g
)

育
成
過
程
の
林
分
て
林
間
が
う
っ
閉
し
林
木
相
互
間
の
競

合
が
開
始
し
た
後
、
目
的
樹
種
を
主
体
に
そ
の
一
部
を
伐
採

し
て
林
分
密
度
を
調
節
す
る
こ
と
に
よ
り
、
種
内
競
合
を
緩

和
し
、
木
材
の
利
用
価
値
の
向
上
と
森
林
の
有
す
る
諸
機
能

の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
の
伐
採
を
い
う
。
間
伐
し
た
材
を

間
伐
材
と
い
う
。

*
4

主
伐
（
し
ゅ
ば
つ
11
r
e
g
e
n
e
r
a
t
i
o
n
 cutting) 

利
用
て
き
る
時
期
（
伐
期
）
に
達
し
た
立
木
を
伐
採
す
る

こ
と
て
、
次
の
世
代
の
樹
木
の
育
成
（
更
新
）
を
伴
う
伐
採
゜

更
新
伐
採
と
も
い
い
、
更
新
を
伴
わ
な
い
間
伐
、
保
育
伐
と

区
別
さ
れ
る
。

*
5

法
正
林
（
は
う
せ
い
り
ん
=
n
o
r
m
a
l
 forest) 

材
積
収
穫
が
計
画
に
碁
づ
い
て
毎
年
正
し
く
継
続
て
き
る

条
件
を
備
え
た
森
林
。
経
営
目
的
に
従
っ
て
林
木
を
伐
採
し

て
も
、
そ
の
森
林
の
生
産
力
を
保
続
す
る
こ
と
が
て
き
る
森

林
を
い
う
。
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（六）

山
林
て
利
益
は
上
げ
て
い
な
い
。

レ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
お
ら
れ
て

戦
時
中
に
軍
か
ら
の
緊
急
増
伐
の
要
請
な
ど
に
よ
り
過
去
数
年
、
通
常
年
度
の
五

0
％
を
も
超
え
る
増

一
方
て
は
緊
急
動
員
令
に
よ
る
山
林
労
務
者
の
軍
需
工
場
へ
の
動
員
や
輸
送
手
段
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
な
ど
に
よ
り
、
伐
採
さ
れ
た
木
材
は
山
に
放
置
さ
れ
腐
る
に
ま
か
さ
れ
、
跡
地
は
植
林

も
さ
れ
ず
荒
れ
果
て
た
ま
ま
て
あ
る
。

（
五
）
経
済
倫
理
の
荒
廃
。

戦
後
、
外
か
ら
突
然
与
え
ら
れ
た
自
由
主
義
や
民
主
主
義
の
風
潮
は
、
折
か
ら
の
物
資
欠
乏
や
イ
ン
フ

ヤ
ミ
経
済
を
助
長
し
、
国
民
の
経
済
倫
理
に
は
目
を
覆
う
も
の
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
と
き
に
山
林
を
小
分
け
し
て
売
却
し
た
り
、

に
よ
っ
て
買
い
占
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
て
も
な
れ
ば
、

に
も
ひ
と
し
く
、
国
土
の
荒
廃
を
さ
ら
に
加
速
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

伐
を
行
い
な
が
ら

（
四
）
既
に
国
士
の
荒
廃
が
進
ん
て
い
る
こ
と
。

山
林
は
田
畑
の
よ
う
に
、

って、

そ
の
立
地
条
件
（
自
然
条
件
や
法
的
規
制
）

は
均
一
て
は
な
い
。
例
え
ば
、

H
照
条
件
等
の
自
然
条
件
や
、

そ
の
林
地
の
土
壌
の
特
性
（
岩
盤
の
浅
深
、
酸
性
度
等
）
や
標
高
差
、

「
保
安
林
」
の
指
定
等
の
法
的
条
件
に
よ
っ
て
、
そ
の
運
営
の
経
済
性
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
し
た
が

そ
の
個
別
の
部
分
が
経
済
性
の
み
を
追
求
し
て
乱
伐
さ
れ
放
置
さ
れ
た
り
す
る
と
、
下
流
の
水
利

権
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
関
係
地
域
全
体
の
国
民
福
祉
も
阻
害
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

う
し
た
見
地
か
ら
も
、
て
き
る
だ
け
山
林
全
体
を
「
一
体
の
山
」
と
し
て
治
山
治
水
を
も
考
慮
に
入
れ
た
、

し
か
も
経
済
性
を
も
満
足
さ
せ
る
施
業
案
（
山
林
の
経
営
計
画
ま
た
は
事
業
計
画
）
が
立
て
ら
れ
る
よ
う

な
規
模
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
林
道
や
防
火
帯
等
の
管
理
施
設
を
設
置
す
る
に
も
、
山
全
体
の
視
点
か
ら

最
適
効
率
の
敷
設
を
行
う
た
め
に
は
、
個
々
の
利
害
の
衝
突
が
少
な
い
ほ
ど
合
理
的
に
実
施
さ
れ
る
。

そ
の
所
有
会
社
の
株
式
が
、
新
興
資
本
家
の
手

そ
れ
は
ま
さ
に
「
狼
に
稚
児
を
ゆ
だ
ね
る
」

r

)

 

＊
 
保
安
林
（
ほ
あ
ん
り
ん
11
protection forest) 

水
源
の
涵
養
、
土
砂
の
流
失
そ
の
他
災
害
の
防
備
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
提
供
な
ど
特
定
の
公
共
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
森
林
法
に
基
づ
い
て

一
定
の
制
限
（
立
木
竹
の

伐
採
、
土
地
の
形
質
の
変
更
な
ど
の
制
限
、
植
栽
の
義
務
）

が
課
せ
ら
れ
て
い
る
特
定
の
森
林
を
い
う
。
保
安
林
は
、
そ

の
指
定
の
目
的
に
よ
り
次
の

一
七
種
類
が
あ
る
。
水
源
涵
養

保
安
林
、
土
砂
流
出
防
備
保
安
林
、
土
砂
崩
壊
防
備
保
安
林
、

飛
砂
防
備
保
安
林
、
防
風
保
安
林
、
水
害
防
備
保
安
林
、
潮

害
防
備
保
安
林
、
干
害
防
備
保
安
林
、
防
雪
保
安
林
、
防
霧

保
安
林
、
な
だ
れ
防
止
保
安
林
、
落
石
防
止
保
安
林
、
防
火

保
安
林
、
魚
つ
き
保
安
林
、
航
行
目
標
保
安
林
、
保
健
保
安

林
、
風
致
保
安
林
。
平
成
四
年
(
-
九
九
二
）
現
在
の
保
安

林
の
指
定
延
面
積
は
約
八
八
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
国
有
林
四

二
七
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
民
有
林
四
五
九
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
て

あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
、
当
初
小
規
模
分
割

(
1
0
1
二
0
社
）
を
主
張
し
て
い
た

G
H
Qも、

昭
和
二
十
二
年
夏
に
は
二
社
に
分
割
す
る
こ
と
を
了
解
し
た
。
そ
こ
て
九
月
二
十

H
、

整
備
法
に
甚
づ
く
整
備
計
画
認
可
申
請
書
な
ら
び
に
許
可
申
請
書
を
大
蔵
・
商
工
・
農
林
の
三
大
臣
あ
て

に
提
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
は
、
当
初
の
方
針
ど
お
り
最
低
て
も
―
一
社
程
度
に
分
割
す

っ
た
。

も
の
と
考
え
て
い
る
。

住
友
の
山
林
は
遠
く
元
禄
時
代
の
別
子
銅
山
開
坑
の
と
き
よ
り
、

そ
の
周
辺
の
幕
府
の
山
林
や
西
条
藩
、

土
佐
藩
な
ど
近
隣
諸
藩
の
山
林
を
、
銅
を
製
錬
す
る
た
め
の
燃
料
や
坑
木
の
資
源
林
と
し
て
、

き
対
価
を
支
払
っ
て
利
用
し
て
き
た
。
明
治
以
降
は
製
錬
に
よ
っ
て
出
る
亜
硫
酸
ガ
ス
に
よ
っ
て
荒
し
て

し
ま
っ
た
山
林
や
、
薪
木
・
木
炭
用
に
伐
採
し
た
雑
木
林
の
跡
地
に
マ
ツ
や
ス
ギ
、

つ
い
に
折
れ
て

し
か
る
べ

ヒ
ノ
キ
を
植
栽
し
、

そ
れ
が
後
世
に
坑
木
や
建
築
用
材
と
し
て
利
用
て
き
る
よ
う
に
と
山
林
を
管
理
し
て
き
た
。

ま
た
大
正
六
年
(
-
九
一
七
）
に
は
住
友
総
本
店
に
林
業
課
（
大
正
十
年
、
住
友
合
資
会
社
林
業
所
に

改
組
）
を
設
置
し
て
、
当
時
の
政
府
の
政
策
や
地
元
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
北
海
道
や
九
州
、
さ
ら
に

「業
」
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る

「林
業
経
営
」
に
取
り
組
ん
て
き
た
。
そ

れ
ら
の
山
林
（
四
国
の
山
林
を
除
く
約
―
二
万
町
歩
）

の
萌
芽
更
新
や
植
栽
が
一
通
り
完
了
し
た
昭
和
十

一
年
ま
て
の
約
二

0
年
間
に
、
林
地
購
人
や
新
植
な
ど
に
投
下
し
た
い
わ
ゆ
る

「起
業
支
出
」
は
、
累
計

て
お
よ
そ
六

0
0万
円
に
も
達
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
山
林
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
ま
だ
成
育
中
て
、
利
益

は
お
ろ
か
、
投
下
資
本
の
回
収
す
ら
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
遠
い
将
来
に
お
い
て
投
下
資
本
の

回
収
と
な
に
が
し
か
の
利
益
を
目
論
む
も
の
て
は
あ
る
が
、

以
上
の
よ
う
な
意
見
を
る
る
述
べ
て
、
な
る
べ
く
大
き
な
規
模
て
の
第
二
会
社
設
立
案
を
主
張
し
た
。

そ
れ
は
、
ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
、

は
朝
鮮
半
島
に
ま
て
進
出
し
て

そ
れ
と
て
、
ま
た
再
投
資
に
回
さ
れ
る
べ
き

山
を
慈
し
み
、
守
り
育
て
て
き
た
者
の
情
感
か
ら
出
た
も
の
て
も
あ

正
式
に
企
業
再
建

＊
 
労
務
費
碁
準
換
算
て
今
日
の
約
四

0
0億
円
に
相
当
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誠
に
御
苦
労
て
し
た
。

め
と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

B
六
つ
の
第
二
会
社
が
誕
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

林
、
⑥
四
国
林
業
の
六
社
分
割
案
て
決
着
し
た
。

つ
い

こ
の
た
め

G
H
Qと
新
住
友
本
社
に
よ
る
山
林
部
門
の
第
二
会
社
設
立
の
協
議
は
、
ま
た
振
り
出
し
に

戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
半
年
の
間
互
い
に
妥
協
点
を
求
め
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、

に
同
年
十
二
月
、
最
終
的
に
、
①
兵
庫
林
業
、
②
東
海
農
林
、
③
扶
桑
林
業
、
④
北
海
農
林
、
⑤
九
州
農

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十
H
、
改
め
て
各
申
請
書
を
再
提
出
、
翌
二
十
三
年
一
月
十
四
H
、
六
社
分
割

案
は
正
式
に
認
可
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
二
十
三
年
―
一
月
十
九
日
、
住
友
本
社
林
業
所
は
解
散
し
、

こ
の
よ
う
な
二
年
間
に
も
及
ぶ
粘
り
強
い
真
摯
な
交
渉
態
度
に
つ
い
て
は
、
本
件
が
認
可
さ
れ
た
後
、

菅
野
代
表
取
締
役
が
関
係
先
に
お
礼
の
挨
拶
に
回
っ
た
と
き
、
各
当
事
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
慰

O
H
C
L
C
 

翌
一
十

当
委
員
会
の
面
子
に
も
係
る
こ
と
故
、
新
会
社
は
絶
対
に
つ
ぶ
さ
ぬ
よ
う
に
御
願
い
す
る
。
貴
社
の

態
度
は
終
始
誠
実
て
あ
っ
た
の
て
、
当
委
員
会
と
し
て
は
全
力
を
あ
げ
て
協
力
し
た
つ
も
り
て
あ
る
。

0
大
蔵
省
当
局

企
業
再
建
整
理
法
は
つ
く
り
っ
ば
な
し
て
あ
っ
た
の
て
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。
本
法
に
よ
る
第

一
号
の
第
二
会
社
だ
か
ら
増
資
の
計
画
な
ど
あ
っ
た
ら
第

一
に
持
っ

て
来
な
さ
い
。

〇
商
工
省
当
局

現
業
を
擁
護
し
て
く
れ
た
の
は
有
難
い
、

〇
農
林
省
（
金
融
課
長
）

H
本
産
業
の
庇
護
に
役
立
つ
と
思
う
、
有
難
う
。

る
よ
う
に
と
の
指
令
が
か
え
っ
て
き
た
。

住友本社の解散式（昭和23年 2月）
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時
に
、
何
よ
り
の
は
な
む
け
と
な
っ
た
。

プ
ッ
シ
ュ
氏

ブ
リ
ッ
カ
ー
氏

永
く
待
た
せ
て
気
の
毒
だ
っ
た
。

万
事
迅
速
て
適
切
て
あ
っ
た
。

よ
く
や
っ
て
く
れ
た
。
自
分
は
初
め
か
ら
大
い
に
支
援
し
た
つ
も
り
だ
。

苦
心
の
計
画
が
実
を
結
ん
だ
の
は
ま
こ
と
に
め
て
た
い
。
本
件
は
歴
史
的
大
事
件
て
あ
る
。

今
後
地
方
銀
行
と
も
そ
れ
ぞ
れ
取
引
さ
れ
る
こ
と
に
異
議
は
な
い
、

れ
ぞ
れ
の
支
店
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
も
よ
ろ
し
い
。
し
っ
か
り
や
っ
て
下
さ
い
。

こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
永
年
山
林
の
成
育
に
心
血
を
注
い
て
き
た
当
事
者
に
と
っ
て
は
ほ
っ
と
す
る
と
同

ま
た
、

シ
ョ
ン
や
、

こ
の
よ
う
に
長
期
間
に
わ
た
る
交
渉
て
培
わ
れ
た
信
頼
関
係
は
そ
の
後
の
猛
烈
な
イ
ン
フ
レ
ー

そ
れ
に
対
す
る
緊
急
金
融
引
き
締
め
に
よ
り
、
分
立
後
半
年
に
し
て
早
く
も
立
ち
行
か
な
く

0
住
友
銀
行
首
脳
部

ス
ピ
ッ
ト
ル
氏
長
期
に
わ
た
っ
て
、
仲
々
う
ま
く
や
っ
た
。

ラ
ン
ド
ー
ル
氏

た
の
て
好
都
合
だ
っ
た
。

ウ
エ
ル
シ
ュ
氏

0
日
本
銀
行
当
局

措
筐
法
に
よ
っ
て
や
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
再
建
法
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
上
手
に
や
っ
て

O
G
H
Q経
済
科
学
局G

H
Q
の
意
を
体
し
て
よ
く
勉
強
し
て
く
れ
た
。
又
迅
速
に
対
案
を
出
し
て
く
れ

貰
っ
た
の
て
結
果
は
却
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。

れ
ば
一
社
よ
り
は
却
っ
て
よ
い
か
も
知
れ
ぬ
。

一
社
案
が
最
善
て
あ
っ
た
が
、
誠
に
已
む
を
得
な
か
っ
た
。
六
社
が
全
力
を
あ
げ
て
経
営
し
て
下
さ

又
本
店
営
業
部
と
の
取
引
を
そ
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な
っ
た
近
畿
・
東
海
地
区
の
三
社
が
合
併
申
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、

H
C
L
C
を
は
じ
め
関
係
者

各
位
が
索
早
く
合
併
の
承
認
を
も
っ
て
対
応
し
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
に
も
つ
な
が
る
布
石
と
も
な
っ
た
。
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昭
和
二
十
三
年
(
-
九
四
八
）
二
月
二
十
日
、
住
友
本
社
林
業
所
を
母
体
に
設
立
さ
れ
た
林
業
会
社
六

社
は
そ
の
後
、
経
済
の
大
混
乱
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
も
、
幾
多
の
熊
難
辛
苦
を
乗
り
越
え
、
前
後

三
回
に
わ
た
る
合
併
を
繰
り
返
し
、
三
十
年
二
月
一

H‘

念
願
の
一
元
化
を
図
る
こ
と
が
て
き
た
の
て
あ

る
（
図
1

ー

3
)
が
、
こ
の
間
、
社
業
の
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
ま
た
社
業
の
積
極
的
発

展
を
図
る
た
め
に
、
各
社
は
共
に

「
木
材
業
」
に
進
出
し
、
山
林
事
業
と
木
材
事
業
の
二
本
建
て
経
営
の

基
盤
づ
く
り
を
行
っ
た
。

住
友
の
林
業
部
門
に
お
け
る
木
材
業
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
別
子
山
林
に
お
い
て
は
、
元
来
別
子
銅

山
の
鉱
山
備
林
と
し
て
の
経
営
が
主
眼
て
あ
っ
た
た
め
、
広
く
一
般
市
場
を
対
象
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
木

材
業
」
と
は
ほ
と
ん
ど
無
縁
の
も
の
て
あ
っ
た
。
ま
た
、
住
友
本
社
林
業
所
時
代
の
各
事
業
所
に
お
い
て

も
、
朝
鮮
、
北
海
道
、
九
州
に
お
い
て
、
わ
ず
か
に
坑
木
納
入
事
業
や
製
炭
事
業
を
、
近
畿
地
区
に
お
い

て
は
戦
時
中
、
住
友
連
系
各
社
に
対
す
る
木
材
供
給
事
業
を
、
ま
た
、
ボ
ル
ネ
オ
に
お
い
て
は
軍
の
指
令

冨
総
説

第
一
節
住
友
本
社
林
業
所
を
冊
体
に
六
社
発
足

一章

第小

一
会
社
六
社
の
誕
生
と
そ
の
足
ど
り

二
十
三
年

十
二
月

二
十
六
年

二
月

平
年

一月
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の
下
に
木
材
伐
採
事
業
、
製
材
事
業
な
ど
を
行
っ
て
は
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
、

る
特
殊
な
木
材
業
て
、

の
各
地
区
に
お
い
て
、

た
営
業
を
展
開
し
、

一
般
の
木
材
商
事
業
と
は
異
質
の
も
の
て
あ
っ
た
。
本
格
的
に
木
材
業
者
の
仲
間

入
り
を
し
た
の
は
分
離
独
立
以
降
の
こ
と
て
あ
る
。

六
社
分
立
か
ら
再
統
合
ま
て
の
前
後
七
年
間
に
、
分
立
各
社
は
近
畿
・
東
海
・
北
海
道
・
九
州
•
四
国

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
条
件
の
下
て
木
材
業
を
開
業
し
、

つ
い
に
、
住
友
林
業
へ
の
一
元
化
を
実
現
す
る
の
て
あ
る
が
、
住
友
林
業
に
な
っ
て

か
ら
の
木
材
部
門
の
飛
躍
的
発
展
を
見
る
と
、
こ
の
七
年
間
は
、
今
ま
て
山
に
木
を
植
え
、
育
て
る
こ
と

だ
け
に
し
か
経
験
の
な
か
っ
た
社
員
に
と
っ
て
は
苦
し
い
道
の
り
て
は
あ
っ
た
が
、
ま
た
同
時
に
、

貴
重

な
試
練
の
時
期
て
も
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十
日
第
二
会
社
設
立
の
再
申
請
、

お
よ
び
翌
一
十
三
年
一
月
十
H
認
可
の
第
二

会
社
六
社
の
設
立
認
可
申
請
書
の
概
要
は
次
の
と
お
り
て
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
順
応
し

（
一）

新
会
社
の
発
起
人
の
氏
名
、
最
初
の
役
員
の
氏
名
、
資
本
金
の
百
分
の
一
以
上
の
株
式
の
割
当
を

株
式
会
社
住
友
本
社

①
発
起
人
の
氏
名

②
最
初
の
役
員
の
氏
名

③
資
本
金
の
百
分
の
一
以
上
に
当
る
株
式
割
当
を
受
け
る
株
式
引
受
人
の
氏
名

新
会
社
設
立
時
に
は
一
応
、
株
式
会
社
住
友
本
社
が
引
受
け
る
が
、
第
（
五
）
項
に
記
載
の
如
く
遅

省
略
（
第
一
節
第
三
項
参
照
）

受
く
る
株
式
引
受
人
の
氏
名

新
会
社
設
立
の
申
請

い
ず
れ
も
戦
時
下
に
お
け
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①
従
業
員

区
分

望
し
て
い
る
。

③
一
般

①
農
林
業

②
農
林
産
品
の
生
産
、
加
工
並
び
に
販
売

③
前
各
号
に
関
連
並
び
に
付
帯
す
る
一
切
の
事
業

①
兵
庫
林
業
株
式
会
社

②
東
海
農
林
株
式
会
社

③
扶
桑
林
業
株
式
会
社

④
北
海
農
林
株
式
会
社

⑤
九
州
農
林
株
式
会
社

⑥
四
国
林
業
株
式
会
社

壱
百
五
拾
万
円

壱
千
万
円

各
社
共
株
式
総
数
の
引
受
け
あ
っ
た
後
、
第
一
回
払
込
金
と
し
て
全
額
を
徴
収
す
る
。

株
式
会
社
住
友
本
社
は
そ
の
引
受
け
た
各
会
社
の
株
式
全
部
を
直
ち
に
持
株
会
社
整
理
委
員
会
に

譲
り
渡
し
、
同
委
員
会
の
手
に
お
い
て
之
を
処
分
す
る
事
と
す
る
が
、
当
社
と
し
て
は
次
の
如
く
希

②
地
元
民

（
五
）
引
受
株
式
の
売
買
其
他
の
処
分
計
画

株
式
会
社
住
友
本
社
に
お
い
て
、
先
づ
株
式
総
数
を
引
受
け
る
。

（
四
）
新
会
社
の
株
式
の
引
受
け
又
は
募
集
方
法

四
百
万
円

弐
百
万
円

参
百
万
円

参
百
万
円

（
三
）
新
会
社
の
資
本
金
額
並
び
に
第
一
回
払
込
の
時
期
及
び
金
額

（
二
）
新
会
社
の
営
む
主
な
事
業

滞
な
く
こ
れ
を
処
分
す
る
。
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御
認
可
後
遅
滞
な
く
。

（
七
）
新
会
社
に
出
資
お
よ
び
譲
渡
す
る
資
産
・
負
債
の
額
及
企
業
再
建
整
備
法
に
定
む
る
新
勘
定
・
旧

し‘
ヽ

勘
定
の
区
分

省
略
（
表
1
|
4
の
開
始
貸
借
対
照
表
お
よ
び
現
物
出
資
主
要
勘
定
内
訳
参
照
）

（
八
）
新
会
社
の
設
立
を
必
要
と
す
る
理
由

持
株
会
社
と
し
て
の
株
式
会
社
住
友
本
社
の
解
体
を
促
進
す
る
た
め
林
業
部
門
を
分
離
独
立
せ
し

め
、
そ
の
事
業
の
地
理
的
位
阪
、
能
力
等
の
点
よ
り
之
を
六
つ
の
会
社
と
し
て
出
発
せ
し
め
ん
と
す

る
も
の
て
あ
る
。

（
九
）
新
会
社
設
立
の
予
定
時
期

(+
）
開
始
貸
借
対
照
表
及
主
要
勘
定
科
目
内
訳
（
表
1
ー
4
参
照
）

②
損
益
計
画
お
よ
び
資
金
計
画
（
表
ー
ー
3
参
照
）

（
※
面
積
・
蓄
積
量
等
は
昭
和
二
十
三
年
二
月
―

-+
H
時
点
て
の
現
物
出
資
高
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な

①
事
業
計
画
（
表
1
ー
2
参
照
）

（六
）
新
会
社
設
立
の
日
か
ら

一
ヶ
年
の
事
業
計
画
の
大
要
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表 1-3 損益計画およぴ資金計画 表 1-2 事薬計画

金 利 損 計 生 生 蓄所経主

事融株役納別法益金 払純営生益

：計主員税途定処腐 産計

竺算配賞引積積分本 業品算

屯又 当与当立立
利

収
超

益
‘’ 金 金 金 金 金 率益費入

其木製素産 其木製素 右経 有営 た

品 産 以営 山山 る
外 山 林林 事業

材 収 材 所林内 面面
入 高立有立 積積積 地

他炭品材 他炭品材 木木

四四
兵

四 、、 兵

二〇三 ー四七

＾四四五二 七三〇 庫
五 年五、〇、七、六、六、 ー 四 二 六

八 、、、 ゜
四六 0 兵 庫

~ /¥ 〇六 0 五五 0 六八
庫

゜
三00000 ・000  林

゜
分00000 二 000

゜
~o o o o o 七 000

業
円 II II II II 円 ％／／／／円 ゜

000  000  三八 県 林

0 1000  1000  ／＼八

0 000  000  ／＼五
業

円 ／／／／ 円 俵／／石 石石 町町

九〇
東

゜
〇九

東

七 五五一
海

＾二四 一六一 五 四 0
年0、0、九、五、二、 六五 一

A 、、、
農

゜
四00000 ・000  

三一五
愛和三 海

゜
七四八 ーー四 四五

知歌重八、三、〇、 五九四 五五
山

゜
000  00五 五七 ~" ~ " 県県県 農

゜
分00000 五 000

゜
~o o o o o 三 000

林
円 II II II II 円 ％／／／／円

01000  1000  五四 ....1.... ノヽ ....1.... /'  

0 000  000  五五 四 四
林

円 ／／／／円 俵／／石 石石 町町

三四
扶

四 四 〇
扶

四 四 七八 五
桑

四 五四三八一 二 〇 三

＾ 年0、0、五、九、五、 九ニー
ー 、、、

五 三 00 ー四
京大和 桑

九六七 四 二匹l
ー 一都阪嗽‘’ 〇六五 五七四 〇、七、 、、 山

゜
五00000 四 000 林

゜
000  〇五五 ー五 00  府府県 林

゜
分00000 ・000  

゜
~o o o o o 三 000

業
円 II II II II 円 ％／／／／円

0 1000  1000  七七

0 000  000  五二 四四
業

円 ／／／／ 円 俵／／石 石石 町町

五五
北

五
塁 北、、

四 四二六 一ノ‘ 他
七 八四 三四 一八九 海

＾ 年0、0、八、五、九、 二七九
ー、、、

九七 00ニ 九 北 海
九、二、七、 0、0、 三 00 八 四四

海

゜
八00000 0000  農 00000  二五 00 九九 道 農

゜
分00000 ・000  

゜
~o o o o o 六 000

林
円 II II II II 円 ％／／／／ 円

00000  0000  
I盆

~ Iヽ~Iヽ

00000  0000  五五
林

円／／／／／／円 敷俵／／石 石 町町

一ノヽ ~ ノ‘
九

木
九

~ ノ‘ ー四 工
品

--; 

四 五四九
州

゜
ニ四九五一 二 〇三

五 ＾ 年0、0、七、九、二、 八八六

九四五一七 七 『呂ム庶ヒ 州
三 六八〇八
六八 ー一六 四四ニー ~ Iヽ 九、一、 崎本、、、、、 、、、、

゜
三0 0000 三 000 農

00000  00五 0

゜
ーノ一‘ 県県 農

゜
分00000 ・000  

゜
~o o o o o 二 000

林
円 II II II II 円 % II II 円

00000  0000  
1言

＿ ノ‘
00000  00 00  林
円 II II II 円 ケ俵／／石 石 町町

- 0 ニ
四

五 五 塁 四
、、

他
五 四 七三一

国
九 i 〇o、七o、二五、三九、 三三、

六九六

’‘ 
一七六三
七‘‘‘

林

゜
四00000 ・000  

ー五四ー 0 八
ーニ 高愛 国

六四八三〇 ー四 〇
三一六六〇 一八七〇 九 三、〇、 知媛、、、、、 、、、、

00000  六〇 三 〇 六三 県県 林

゜
分ヽ0 0 0 0 0 六 000

゜
00000  七 000

業
円 II II II II 円 % II II 円

00000  八 000
／忍

七二
00000  00 00  八七

業
円 II II II 円 屯俵／／石 石 町町
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（単位 ：千円）

嬰l

釦 頁条王預仮未売前生仕貯工運機立に釜預仮内未生仕家貯工投長起立運機構建土面
に業

ょ再金
ょ業

金る建
る再被 期

新整
収 具搬械承建金買収 具 業搬械

懃備現払掛渡産掛蔵 木継整払収産掛蔵資貸木 築
現生去は三金 入 備車装新備現

‘去
農入 備 支車装

勘午 地
付

包 金芭占他金金金金品金品品輌置竹芭条金金代金品金畜品品他金出竹輌置物物地芭

産

勘

（

五

一

）

〈
三
、
二
六
六
〉

二五―――

-
l

一
五
五

四
四
九

一
六
二

四
＿
九

七
六

(
＿
‘
七
一
五

一
五
五

四
九六

兵

庫

林

業

（
一
、
五

0
0
)
 

―――九
六
五

一
五

＿
八
〇

六
二

四
三
〇

＾^  
--: 
ニー
八〇
七七-.., ~ 

二、

0
―
二

五
七
七

六
四
三

二、

0
八
六

二
、
七

0
五

一
七
七

八
、
一
八
〇

-: 
四ー

六一三
四七八五

＇^東
海

七ニニ 0 
八四〇 九六〇

農

五ー 0 --0  
林

(

―

二

八

）

〈
一
四
、
四
五

0
〉

（
＿
＿
―
-
三
二

二、

0
0
八

五
四

八
五

二―――
三
五

_
＿
-
、
八
＿
八

―
―
-
＿
七

一
、
一

l

-

＿

二、

0
―-＿

o

一＿一九二

＿
‘
三
四
＿

＿
一
七

二
、
七
四
七

ー

桑

林

業

(

O

O

O

 

二
五

0三

（

四

七

四

）

〈
六
、
七
九
六
〉

二、

0
七
0

七
一
七

=
＿
一
三

一、

0
六

0

一
六
ニ

四

二／、一ノ‘
九七一

四
五

一、

0
1
六

北

海

農

林0
 0
0
 

一
九
＿

=
 
1
0
 I 

一
六
〇

一、

0
五
二

三
七
二

一
、
九
六
八

一
、
六
三
〇

＝
―
-
三
四

二

0
八

五―-＿

（

五

0
四）

〈
1
0
、
二
八
四
〉

五
、
七
八
〇

ニ
四

七
一

＿
―
-
三

一
六

一
、
四

0
八

一
、
八
七
ニ

九

州

農

林

（
四
、

0
0
0

四
一
＿
一
五

二
七

＾^  
五

三

0
)

二
七
四
〉

一
五
八

一
、
六
六
八

一
、
四
一
七 一八

六
二
五

-＝-、

0
0
七

一
、
六
五
七

一
、
六
六
八

一
、
四
四
八

五
、
二
四
三
）

四、

0
五
七

二

0
1

七
〇

四

国

林

業

(lo、
0
0
0

一
、
九
四
一
＿
―

一
五

二
九

＿
六
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住
友
本
社
よ
り
昭
和
二
十
三
年
二
月
二
十

H
分
離
・
独
立
し
た
六
社
の
発
足
当
初
の
概
要
は
以
下
の
と

お
り
て
あ
る
。

二
、
本
社
所
在
地

一
、

資

本

金

兵
庫
県
宍
粟
郡
西
谷
村
上
野
八
八
九

一五
0
万
円

29第 1部

①
兵
庫
林
業
株
式
会
社

表 1-4 各社開始貸借対照表

第 2意

新
設
六
社
の
概
要

貸
方

合 法条玉前未仮預買短に記現玩短買仮預未前五
(—業 ょ 業

定よ再 期る再物主期
る建 承建資 債

積勘新整備巴又払 受り 掛借 継整 出本借掛受り払 受
定 備勘

立利法~ 入勘新ン` 去資勘入
益ー+ + 

包 金色 四金金金 金金金芭 条額芭金 金金金金金包

....... ,,......,. ,,......,. ,,......,. ,,......,. 

二 五五 八 ニー五 七
六 五 五 〇五 00七四 一
ハ ーー 0 0 -0ー五 〇 五、.,,,,,. .._ _ ,、一 、一、 一

＾ ＾＾＾＾  一 三三四ーニ八

ニーー 0ーニ 九 0 -
八 0 0 000-―五八
七七七 0 0 七 00四 二五 0 、,, 、、

,,,,...., ,--.,. ,--.,. ,--.,. ,--.,. 

四 ―― ―五一三 三、、、、、、 、

四 ―- -0  五五三 0-
五ー一 七四一八〇二〇ニ
〇 八八 五三七七〇二〇八 〇、,, ~ 

＾＾ ＾  六 ー一四ニニ、 、、、

七 四四 五八 九三〇四
九 七七 二 七二 〇二〇七
六 五五 三〇一九〇二〇四 0 
‘’’ ‘ ‘ 

,,,,..... ,,-..._ ,,-..._ ,,-..._ ,,-..._ 

〇 ー五 四四、、、 、

二 五五 八 三 五 七〇 五
八 0 0 五ーニ三五八 0 0
四四四 四九〇七 0 0 0 四 0 、.,,

........ ,.,-.,. ,.,-.,. ,.,-.,. ,.,-.,. 

五五 0 0

二 二六ニ ニ 00
七三三一三九九 四 〇三
四 0 0 六七二八 三 0 0 0 、- 、

注 ：四捨五入の関係て合計数字は必ずしも一致しない

く主な勘定科目の内訳〉

土 地山林、原野、田、畑、雑種地、宅地

建 物工場、事務所、倉庫、納屋、住居

構築物搬出用軌道他

機械装置 製材機、発動機、ペルトン水車、木炭ガス発生機他

起業支出 造林起業支出他

家 畜役馬、役牛、乳牛、緬羊、羊、鵠他

仕掛金索材（丸太）、製材品、木炭

生産品素材、製材品、木炭

未収入金 随l林業分1:は農随改革による被員収晨地代金(1,651祖）を含む
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監

査

役

市

川

繁

取

締

役

中

浦

好
飯

田

社

長

榊

原

透

四
、
陣

容

二
、
本
社
所
在
地

三

、

事

業

内

容

一

、

資

本

金

監

査

役

土

居

万

之

助

取

締

役

吉

樹

ー
伊
賀
事
業
所

ー
新
宮
事
業
所

ー
本

社

ー
神
戸
営
業
所

実

ー

戸

倉

事

業

所

中

村

秀

雄

ー

上

野

工

場

社

長

井

上

利

雄

ー

総

務

部

四
、
陣

容

三

、

事

業

内

容

①
農
林
業
、
②
農
林
産
品
の
生
産
・
加
工
並
び
に
販
売
、
③
前
各
号
に
関
連
並
び

に
付
帯
す
る
一
切
の
事
業

五
、
役
員
名
お
よ
び
組
織

常
務
取
締
役

②
東
海
農
林
株
式
会
社

一
四
名
（
役
員
・
職
員
合
計
）

三
0
0
万
円

ー
山
崎
営
業
所

名
古
屋
市
中
区
新
栄
町
一
の
二

①
農
林
業
、
②
農
林
産
品
の
生
産
・
加
工
並
び
に
販
売
、
③
前
各
号
に
関
連
並
び

に
付
帯
す
る
一
切
の
事
業

二
五
名
（
役
員
・
職
員
合
計
）

五
、
役
員
名
お
よ
び
組
織

常
務
取
締
役

四
三
九

ー
豊
橋
事
業
所

ー
松
阪
事
業
所
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四
、
陣

容

二
、
本
社
所
在
地

三

、

事

業

内

容

一

、

資

本

金

二
六
名
（
役
員
・
職
員
合
計
）

―1
0
0
万
円

北
海
道
丸
瀬
布
村
番
外
地

①
農
林
業
、
②
農
林
産
品
の
生
産
・
加
工
並
び
に
販
売
、
③
前
各
号
に
関
連
並
び

に
付
帯
す
る
一
切
の
事
業

④
北
海
農
林
株
式
会
社

監

査

役

北

村

勝

三

郎

ー

田

辺

事

業

所

II 

阿

澄

常
務
取
締
役

松

本

文

夫

社

四
、
陣

容

二
、
本
社
所
在
地

三

、

事

業

内

容

一

、

資

本

金

長

③
扶
桑
林
業
株
式
会
社

五
、
役
員
名
お
よ
び
組
織

日

比

文

雄

三
0
0
万
円

ー

農

事

研

究

所

ー

熊

野

事

業

所

ー

吉

野

事

業

所

ー
和
歌
山
事
業
所

ー

企

画

部

ー

営

業

部

ー

総

務

部

大
阪
市
東
区
北
浜
五

T
目
ニ
―
一
番
地

①
農
林
業
、
②
農
林
産
品
の
生
産
・
加
工
並
び
に
販
売
、
③
前
各
号
に
関
連
並
び

に
付
帯
す
る
一
切
の
事
業

四
一
名
（
役
員
・
職
員
合
計
）
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監

査

役

細

井

清

取

締

役

後

藤

正

敏

常
務
取
締
役

落

合

嘉

普

社

長

塩

見

嘉

四
、
陣

容

三
、
事

業

内

容

三
四
名
（
役
員
・
職
員
合
計
）

五
、
役
員
名
お
よ
び
組
織

⑤
九
州
農
林
株
式
会
社

一
、

資

本

金

二
、
本
社
所
在
地

四
0
0
万
円

熊
本
県
人
吉
市
中
青
井
町
二
五
七
番
地

m農
林
業
、
②
農
林
産
品
の
生
産
・
加
工
並
び
に
販
売
、
③
前
各
号
に
関
連
並
び

に
付
帯
す
る
一
切
の
事
業

監

査

役

尾

取

締

役

佐
々
木

ヽ
-
／
 

仲

久

常
務
取
締
役

保

田

克

己

社

長

平

五
、
役
員
名
お
よ
び
組
織

岩

舟

経

営

部

」

事

業

課
西
村
詰
所

[

総

務

課

富

島

支

店

事

業

課

総

務

部

［

東

京

駐

在

員

ー
鴻
之
舞
事
業
所

ー
上
渚
滑
事
業
所

ー

沙

留

事

業

所

ー
沼
ノ
上
事
業
所

ー

丸

瀬

布

工

場

ー

事

業

課

ー

総

務

課
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常
務
取
締
役

常
任
監
査
役

社

” 

加

藤

正

延

中

本

元

行

山

口

幸

次

郎

長

植

村

五
、
役
員
名
お
よ
び
組
織

四
、
陣

容

⑥
四
国
林
業
株
式
会
社

二
、
本
社
所
在
地

三
、
事
業
内
容

一

、

資

本

金

1
0
0
0
万
円

賓

新
居
浜
市
乙
一
番
地
の
一

に
付
帯
す
る
一
切
の
事
業

一
七
一
名
（
役
員
・
職
員
・
エ
員
合
計
）

r ; 1 
経人総

畠

1-h 地営計

所

課

別

子

牧

場

ロ

山

田

農

園

林

課

1

高

藪

事

務

所

高

薮

販

売

店
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画

課
理

課

事

課

務

課

I I I 
西五葛
之良籠
川津尾
事事事
務務 務
所所所□ 凸中川城筏

山来
須

師津

詰詰詰詰

戸斤 p斤 戸斤 戸斤

ー

日

浦

事

務

所
1

中
七
番
詰
所

①
農
林
業
、
②
農
林
産
品
の
生
産
・
加
工
並
び
に
販
売
、
③
前
各
号
に
関
連
並
び

「―]
大河
永之

北
事事
務務
所所

h 山阿

根島

苗詰

畑所

f + 神仲椎
門塔葉
至士 吾士 吾士
巳口 叩 ~"' 
所所所
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て
あ
る
だ
け
に

兵
庫
林
業
は
住
友
本
社
林
業
所
上
野
支
所
の
事
業
基
盤
（
資
材
林
、
製
材
工
場
等
）
を
引
き
継
い
て
設

立
さ
れ
た
も
の
て
、
上
野
支
所
は
、
戦
時
中
、
住
友
化
工
材
工
業
咋
（
住
友
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
掠
の
前
身
）

の
航
空
機
用
木
製
プ
ロ
ペ
ラ
向
け
の
単
板
を
製
造
す
る
目
的
て
設
置
さ
れ
た
も
の
て
あ
る
。

同
所
の
所
管
す
る
山
林
は
二
八
三
町
歩
（
約
―

一八
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
面
積
も
小
さ
く
、
立
木
の
蓄
積

量
も
―
二
万
八

0
0
0
石
（
約
三
万
六

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
）
程
度
と
少
な
く
、

手
し
た
資
材
林
て
あ
る
の
て
簿
価
に
対
し
て
の
含
み
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
地
は
冬
季
の
四

か
月
間
ぐ
ら
い
は
積
雪
の
た
め
作
業
も
て
き
ず
、

し
か
も
戦
時
中
に
入

さ
ら
に
奥
地
て
あ
る
た
め
交
通
の
便
も
悪
く
、
と
て
も

ま
た
、
上
野
工
場
の
方
も
、
当
初
の
目
的
が
特
殊
用
途
の
単
板
製
造
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の

一
般
建
築
用
材
等
を
製
材
す
る
に
は
効
率
も
悪
く
、
製
材
能
力
は
せ
い
ぜ
い
月
間
一
三

経
営
の
足
し
に
な
る
よ
う
な
も
の
て
は
な
か
っ
た
。

兵
庫
林
業

第

一
節
発
足
当
初
の
六
社
の
業
況

I ， 
~ 本宇新企
山和居
営 島 浜

業
常常
業業

所所所

岩

松
出

張
戸斤

画

課

＊
 

戸倉山林詰所（昭和23年）

資
材
林

当
社
の
所
有
山
林
の
性
格
を
区
分
す
る
た
め
の
便
宜
上
の

定
義
て
「
資
材
林
」
は
木
材
を
伐
採
す
る
た
め
に
人
手
し
た

山
林
を
い
う
。
こ
れ
に
対
し
「
資
産
林
」
は
、
長
期
に
わ
た

り
植
栽
、
撫
育
、
伐
採
を
繰
り
返
す
た
め
、
施
業
計
画
を
立

て
管
理
す
る
、
い
わ
ば
「
経
営
山
林
」
の
こ
と
を
い
う
。
た

だ
し
本
用
語
法
は
本
誌
に
限
定
す
る
も
の
て
必
ず
し
も
一
般

的
な
も
の
て
は
な
い
。
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東
海
農
林

て
き
た
。

欠
損
が
免
れ
な
い
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。

出
し
た
。

0
0石
（
約
三
六

0
立
方
メ
ー
ト
ル
）
て
、
会
社
に
と
っ
て
は
、

む
し
ろ
重
荷
に
な
る
よ
う
な
工
場
て
あ

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
て
も
、
独
立
会
社
と
し
て
は
、
な
ん
と
か
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
当
然
の
成
り
行
き
と
し
て
新
規
事
業
と
し
て
木
材
業
へ
進
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
て
、

さ
っ
そ
く
所
有
山
林
の
ふ
も
と
に
あ
る
山
崎
に
営
業
所
を
設
罹
し
、
従
来
か
ら
小
規
模
な
が

ら
と
り
進
め
て
き
た
近
隣
の
民
有
林
の
立
木
の
買
い
付
け
事
業
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
製
材
品
の
買
い
付

け
に
も
手
を
広
げ
て
い
っ
た
。
昭
和
二
十
三
年
四
月
に
は
消
費
地
て
あ
る
神
戸
市
の
福
原
に
木
材
土
場

（
ど
ば
11
貯
木
場
）
を
設
潰
し
、
神
戸
営
業
所
を
開
設
し
て
、
木
材
の
卸
売
、
小
売
、
納
材
業
へ
と
踏
み

し
か
し
な
が
ら
、
な
に
ぶ
ん
に
も
、
今
ま
て
も
っ
ぱ
ら
山
林
を
育
て
る
こ
と
だ
け
に
し
か
経
験
の
な
い

人
た
ち
に
よ
る
不
慣
れ
な
商
売
て
あ
る
上
に
、
折
か
ら
の
猛
烈
な
イ
ン
フ
レ
や
、
金
融
の
梗
塞
に
抗
す
る

す
べ
も
な
く
、
発
足
後
九
か
月
間
の
合
計
売
上
高
は
七

0
0万
円
ぐ
ら
い
に
し
か
達
せ
ず
、
二
期
連
続
の

こ
う
し
て
同
年
十
二
月
に
は
、
同
様
に
苦
境
に
あ
っ
た
東
海
農
林
、
扶
桑
林
業
と
の
合
併
案
が
浮
上
し

東
海
農
林
は
住
友
本
社
林
業
所
名
古
屋
営
業
所
、
伊
賀
支
所
、
新
宮
支
所
の
事
業
基
盤
（
資
材
林
、
製

材
工
場
等
）
を
引
き
継
い
て
発
足
し
た
も
の
て
、

っ
た
。

山
林
に
つ
い
て
は
新
宮
支
所
管
下
の
四
村
（
和
歌
山
県

上野製材工場（昭和23年）
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昭
和
二
十

一
年
八
月
に
設
置
さ
れ
た
も
の
て
あ
っ
た
。

扶
桑
林
業

需
要
に
対
応
し
て
購
入
さ
れ
た
資
材
林
て
、

そ
の
蓄
積
鼠
も
合
わ
せ
て

一
五
万
五
七

0
0
石
（
約
四
万
三

0
 0
0立
方
メ
ー
ト
ル
）
程
度
と
わ
ず
か
な
量
て
あ
っ
た
。
ま
た
、
製
材
工
場
は
新
宮
と
布
引
に
設
置
さ

れ
て
い
た
が
、
両
工
場
共
、
設
備
や
操
業
状
態
は
あ
ま
り
芳
し
い
も
の
て
は
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
同
社
の
発
展
を
図
る
に
は
、

お
の
ず
か
ら
木
材
業
へ
の
進
出
以
外
に
道
は
な

く
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
に
は
名
古
屋
市
中
区
下
堀
川
に
木
材
土
場
を
設
置
し
、
名
古
屋
方
面
や
四
日
市

方
面
へ
の
販
売
開
拓
に
努
め
た
。
そ
の
結
果
、
設
立
第
二
期
目
（
二
十
三
年
四
月
1
九
月
）
に
は
総
売
上
高

一
六
三
四
万
一

0
0
0
円
を
計
上
す
る
ま
て
に
な
っ
た
が
、
折
か
ら
の
輸
送
難
・
経
費
高
・
資
金
難
等
に

見
舞
わ
れ
、
結
局
は
設
立
後

一
0
か
月
間
て
三
九
万
九

0
0
0
円
の
欠
損
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
同
様
の
難
局
に
陥
っ
て
い
た
兵
庫
林
業
、
扶
桑
林
業
と
合
併
し
て
急
場
を
し
の
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

扶
桑
林
業
の
営
業
甚
盤
は
住
友
本
社
林
業
所
大
阪
営
業
所
お
よ
び
田
辺
支
所
の
事
業
を
引
き
継
い
だ
も

の
て
あ
る
。
大
阪
営
業
所
は
昭
和
十
八
年
に
、
太
平
洋
戦
争
の
激
化
に
伴
い
、
住
友
金
属
工
業
、
住
友
化

学
工
業
等
の
連
系
各
社
の
急
増
す
る
木
材
需
要
に
対
応
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
て
（
当
初
大
阪
支
所
）
戦

時
中
は
相
当
の
実
績
を
示
し
た
。

田
辺
支
所
は
大
阪
営
業
所
て
確
保
し
た
山
林
（
利
歌
山
県
下
の
佐
本
山
林
ほ
か
）
を
管
理
す
る
た
め
、

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
所
有
し
て
い
た
が

い
ず
れ
も
数
年
前
に
主
と
し
て
住
友
連
系
各
社
の
急
増
す
る
木
材

東
牟
婁
郡
）
と
、
名
古
屋
営
業
所
管
下
の
振
草
村
（
愛
知
県
北
設
楽
郡
）

に
合
計
六
六
四
町
歩
（
約
六
六
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め
の
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
対
応
て
あ
っ
た
。

る
大
阪
営
業
所
の
所
管
山
林
は
、
佐
本
山
林
（
和
歌
山
県
、
九
六
四
町
歩
11
約
九
六
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、

黒
滝
山
林
（
奈
良
県
、

四
一
町
歩
11
約
四
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

お
よ
び
京
都
府
下
な
ど
に
も
数
か
所
の
小
規
模
の
資
材
林
を
所
有
し
て
い
た
が
、

足
時
に
は
四
四
万
七
五

0
0
石
（
約
―
二
万
四
0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
、

仕
掛
品
四
万
石
（
約
一
万
―

1
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
、

近
に
な
っ
て
緊
急
に
人
手
し
た
山
林
て
あ
る
の
て
、

の
ほ
か
に
、
和
歌
山
県
下
（
高
野
山
は
か
）
、

そ
の
合
計
蓄
積
鼠
は
発

五
0
0
万
円
相
当
）
、

四
0
0
万
円
相
当
）
て
あ
っ
た
が
、

生
産
品
、

そ
の
資
産
に
含
み
を
も
つ
も
の
て
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
て
も
同
社
に
は
相
応
の
営
業
甚
盤
（
連
系
各
社
お
よ
び
大
阪
市
内
の
一
般
市
場
等
）
も
あ
り
、
第

二
期
目
（
二
十
三
年
四
月
ー
九
月
）

切
れ
ず
、

に
は
売
上
高
も
三
三

0
0
万
円
を
計
上
し
、
相
当
の
発
展
が
期
待
さ

れ
た
の
て
あ
っ
た
が
、
折
か
ら
の
イ
ン
フ
レ
に
加
え
復
員
に
よ
る
人
件
費
増
や
諸
経
費
の
暴
騰
に
は
抗
し

五
0
万
円
の
欠
損
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
結
局
は
前
記
の
二
社
（
兵
庫
、
東
海
）
と
と
も
に
経
営

北
海
農
林
の
経
営
甚
盤
は
住
友
本
社
林
業
所
渚
滑
支
所
管
下
の
資
産
林
約
一
万
五

0
0
0
町
歩
（
約
一

万
五

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
蓄
積
量
約
一
三

0
万
石
）
が
主
体
て
あ
っ
た
。

（表
1

ー

9
参
照
）
が
、

新
会
社
設
立
後
の
業
績
は
、
他
の
分
立
各
社
に
比
べ
る
と
か
な
り
安
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

そ
れ
は
、

主
と
し
て
所
管
林
の
増
伐
に
よ
る
も
の
て
、
そ
れ
も
山
林
の
経
営

体
制
が
完
成
さ
れ
た
結
果
に
よ
る
も
の
て
は
な
く
、
期
間
収
益
の
確
保
や
、
資
金
の
流
動
性
の
確
保
の
た

四

北

海

農

林

の
刷
新
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

い
ず
れ
も
最

＊
 
増
伐

所
定
の
植
林
伐
採
計
画
を
上
回
る
伐
採
を
い
う
。
通
常
の

山
林
の
経
営
計
画
（
施
業
案
）
て
は
、
伐
採
械
は
、
そ
の
山

林
の
立
木
の
成
長
撮
以
下
て
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
極
端
な
増
伐
は
「
過
伐
」
と
も
い
わ
れ
、

こ
れ
が
行
わ
れ
る
と
「
法
正
林
」
の
体
系
が
崩
れ
、
個
別
の

山
林
計
画
の
崩
壊
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
国
土
の
治
山
治
水
計

画
も
乱
れ
る
こ
と
に
な
る
。
戦
中
、
戦
後
に
か
け
て
わ
が
国

全
体
に
過
伐
の
現
象
が
見
ら
れ
た
。
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い
っ
た
。

制
度
も
同
年
末
に
は
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
）
。

住
友
の
諸
炭
鐵
と
の
取
引
は
昭
和
十
五
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
た
が

そ
の
割
に
は
取
引
実
績
が
上
が

表 1-5 北海農林の売上構成
（昭和24年 4月-25年 3月）

品目 数量

素材 45,676石

製材品 12,804石

木炭 37トン

合計
58、480石

37トン

金額

26,971,000円

17,429,000円

308,000円

44,708,000円

割合

60% 

39% 

1% 

100% 

大夕張貯木場に集積された坑木
（手前はラッセル車、昭和27年）

業
の
大
夕
張
炭
鐵
そ
の
他
へ
の
販
路
開
拓
に
努
め
た
。

独
立
し
て
新
会
社
と
な
っ
た
北
海
農
林
て
は
、
陣
容
も
増
え
経
費
も
か
さ
み
、

だ
け
に
依
存
す
る
こ
と
も
て
き
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
て
あ
っ
た
。
そ
こ
て
、
従
来
か
ら
小
規
模
に
行
っ

て
い
た
坑
木
納
入
事
業
や
製
材
事
業
等
の
付
帯
事
業
を
積
極
的
に
拡
大
す
る
方
針
が
立
て
ら
れ
た
。

ま
ず
坑
木
事
業
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
納
入
先
て
あ
る
住
友
連
系
の
諸
炭
績
の
ほ
か
、
新
た
に
三
菱
鉱

ら
ず
、
む
し
ろ
三
菱
炭
績
の
方
が
取
引
量
も
漸
次
増
大
し
、
つ
い
に
は
住
友
炭
硼
を
し
の
ぐ
ほ
ど
に
な
っ
た
。

製
材
事
業
と
し
て
は
、

昭
和
二
十
一
年
、
住
友
鉱
業
の
鴻
之
舞
鉱
山
よ
り
移
管
を
受
け
た
丸
瀬
布
製
材

工
場
の
操
業
を
続
け
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
、
十
八
年
か
ら
閉
山
し
て
い
た
鴻
之
舞
鉱
山
が
、

七
月
か
ら
再
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
同
鉱
よ
り
復
興
工
事
に
伴
う
所
要
木
材
の
注
文
を
受
け
た
。
発
足

後
間
も
な
い
当
杜
に
と
っ
て
こ
の
受
注
は
ま
さ
に
恵
み
の
雨
と
な
っ
た
。

二
十
四
年

昭
和
―
-
＋
三
年
末
に
は
岩
手
県
竜
沢
駅
前
に
製
材
工
場
を
買
収
し
竜
沢
営
業
所
を
開
設
し
、
同
県
産
出

の
ア
カ
マ
ツ
材
を
主
体
と
す
る
製
材
業
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
原
木
入
手
難
な
ど
も
あ
っ
て
そ
の
運
営

に
難
渋
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
年
末
に
、
傾
斜
生
産
方
式
に
伴
う
石
炭
増
産
政
策
の
一
環
と
し
て
「
坑
木

運
賃
補
償
制
度
」
が
設
け
ら
れ
、
東
北
地
方
か
ら
北
海
道
へ
の
坑
木
移
送
が
採
算
に
乗
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
、
製
材
事
業
は
中
止
し
て
坑
木
事
業
へ
と
重
点
を
移
し
た
。
そ
の
結
果
第
四
営
業
期
（
―
-
十
四
年
四

月
ー
九
月
）

に
は
自
山
の
増
伐
に
よ
る
こ
と
も
な
く
一
七

0
万
円
の
利
益
を
計
上
し
た
（
た
だ
し
同
補
償

昭
和
二
十
五
年
に
は
国
策
パ
ル
プ
工
業
と
の
間
に
、
新
し
く
パ
ル
プ
材
の
納
入
契
約
も
成
立
し
、
ま
た

H
産
農
林
工
業
か
ら
は
マ
ッ
チ
の
軸
木
用
材
の
注
文
を
受
け
る
な
ど
、

し
だ
い
に
凸
呂
業
分
野
も
拡
大
し
て

い
つ
ま
て
も
経
営
山
林

＊
 
坑
木
（
こ
う
ば
く
11
m
i
n
i
n
g
 t
i
m
b
e
r
 p
i
t
p
r
o
p
)
 

主

に
炭
坑
用
の
支
柱
に
使
う
木
材
。
坑
道
の
掘
進
と
と
も

に
落
盤
防
止
、
坑
道
保
全
の
た
め
枠
組
材
と
し
て
使
う
。
強

靭
・
耐
水
湿
性
・
直
材
・
末
落
ち
の
少
な
い
も
の
が
条
件
と

さ
れ
、
マ
ツ
類
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
坑
木
の

H
本
農
林

規
格
に
よ
る
規
定
が
あ
る
。
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か
っ
た
。
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お
お
む
ね
北
海
道
外
の
国
土
、

道
材
（
北
海
道
て
産
出
す
る
木
材
）
の
内
地
（
北
海
道
て
は
、

州
、
九
州
、
四
国
等
の
地
域
を
そ
う
呼
ぶ
）
移
出
に
つ
い
て
は
、
九
州
農
林
、
四
国
林
業
そ
の
他
か
ら
の

引
き
合
い
も
活
発
て
あ
っ
た
が
、
な
か
な
か
成
約
ま
て
に
は
至
ら
ず
、
そ
れ
が
実
現
し
た
の
は
九
州
農
林

お
よ
び
扶
桑
農
林
と
の
三
社
合
併
が
実
現
し
て
東
邦
農
林
に
な
っ
た
後
の
昭
和
二
十
六
年
三
月
に
な
っ
て

か
ら
の
こ
と
て
あ
っ
た
。

＊
 

「交
流
材
」
第
一
陣
は
、

て
あ
っ
た
。

即
ち
本

ナ
ラ
材
貨
車
一
台
分
を
東
海
支
店
管
下
の
白
鳥
駅
に
向
け
て
発
送
し
た
も
の

ち
な
み
に
北
海
農
林
の
昭
和
二
十
四
年
四
月
か
ら
二
十
五
年
三
月
の
売
上
構
成
は
表
1

ー

5
の
と
お
り

九
州
農
林
の
経
営
基
盤
は
、
住
友
本
社
林
業
所
西
村
支
所
（
熊
本
県
人
吉
市
）
管
下
の
資
産
林
九
四
〇

町
歩
（
約
九
四
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
蓄
積
量
約
三

0
万
石
）

資
産
林
（
地
上
権
設
定
部
分
を
含
む
）

四
0
万
石
）
て
あ
っ
た
。

が
主
体
て
、

五
九
州
農
林

て
、
大
半
は
索
材
（
丸
太
）
と
製
材
品
て
あ
っ
た
。

お
よ
び
富
島
支
所
（
宮
崎
県
富
島
町
）
管
下
の

一
万
七
二
二
町
歩
（
約
一
万
七
ニ
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
蓄
積
鼠
約
二

新
会
社
発
足
当
時
、
熊
本
県
の
所
有
林
は
相
応
の
蓄
積
量
は
あ
っ
た
が
そ
の
樹
種
は
雑
木
（
広
葉
樹
）

し
か
も
、
昭
和
十
八
年
に
入
手
し
た
も
の
て
あ
る
の
て
簿
価
に
対
す
る
含
み
は
ほ
と
ん
ど
な

一
方
、
宮
崎
県
の
山
林
は
大
正
十
年
(
-
九
ニ
―
)
ご
ろ
か
ら
昭
和
十
年
ご
ろ
に
か
け
て
植
林

さ
れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
主
体
と
す
る
人
工
林
と
雑
木
主
体
の
自
然
林
か
ら
成
っ
て
い
た
が
、
人
工
林
の

＊
 
交
流
材

生
産
地
区
に
あ
る
店
部
て
生
産
ま
た
は
仕
入
れ
た
木
材
を

消
費
地
に
あ
る
店
に
送
っ
て
販
売
す
る
こ
と
、
社
内
て
は

一

般
に
こ
れ
ら
の
材
を
「
交
流
材
」
と
称
し
た
。
当
社
特
有
の

用
語
法
て
あ
り
必
ず
し
も

一
般
的
な
用
語
て
は
な
い
。
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の
道
が
開
け
業
績
の
伸
長
に
貢
献
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

平
均
林
齢
は
一
―0
年
ぐ
ら
い
て
ま
だ
標
準
伐
期
齢
に
は
程
遠
く
、
蓄
積
量
の
大
半
は
雑
木
て
構
成
さ
れ
て

、
`
J
o

し

f

さ
ら
に
同
地
区
（
椎
菓
村
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
区
）

に
数
え
ら
れ
て
い
た
ぐ
ら
い
て
交
通
が
極
め
て
不
便
な
所
（
そ
の
後
昭
和
二
十
六
年

「上
椎
葉
ダ
ム
」

工
事
が
開
始
さ
れ
、

る
よ
う
な
状
況
て
は
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
、

な
ど
に
よ
っ
て
一
挙
に
従
業
員
数
も
増
え
、
折
か
ら
の
イ
ン
フ
レ
と
相
ま
っ
て
経
費
は
急
増
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
て
生
き
て
い
く
た
め
に
は
戦
前
か
ら
多
少
経
験
の
あ
る
製
炭
事
業
や
木
材
業
を

そ
こ
て
、

は
、
当
時
は
ま
だ

「日
本
の
秘
境
」

に
支
店
を
置
い
て
、
本
格
的
に
木
材
業
に
進
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

の
一
っの

山
麓
ま
て
車
輌
の
乗
り
入
れ
が
て
き
る
よ
う
に
な
っ
た
）
て
未
だ
経
営
の
足
し
に
な

終
戦
に
よ
り
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
職
員
の
受
入
れ

昭
和
―
-
＋
三
年
十
二
月
、
本
社
を
人
吉
市
か
ら
福
岡
市
に
移
し
、
人
吉
市
と
富
島
町
（
現
H

マ
ツ
等
を
購
入
、
伐
採
し
取
扱
鼠
の
拡
大
を
図
っ

た
。
さ
ら
に
、
炭
磯
向
け
の
坑
木
需
要
の
急
増
に
対
応
し
て
坑
木
事
業
に
も
力
を
注
ぎ
、
同
県
下
の
芦
北

の
井
華
鉱
業
（
住
友
石
炭
鉱
業
昧
の
前
身
）

ら
え
た
。

一
方
販
売
の
方
は
、
幸
い
に
し
て
九
州
地
区
に
は
住
友
連
系

の
忠
隈
炭
峨
（
福
岡
県
）
、
潜
龍
炭
績
（
長
崎
県
）
、
唐
津

い
ず
れ
の
炭
懺
か
ら
も
九
州
農
林
の
坑
木
は
快
く
受
け
入
れ
て
も

ま
た
昭
和
二
十
五
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
従
来
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
広
葉
樹
も
パ
ル
プ
材
と

日
本
パ
ル
プ
工
業
、

山
賜
パ
ル
プ
工
業
な
ど
の
パ
ル
プ
会
社
に
も
納
材

こ
れ
に
反
し
富
島
支
店
の
方
は
、
製
炭
事
業
と
阿
切
・
方
木
の
両
製
材
工
場
て
の
マ
ツ
材
等
の
製
材
事

炭
鐵
（
佐
賀
県
）
等
の
炭
鐵
が
あ
り

方
面
に
ま
て
も
集
荷
網
を
拡
げ
て
い
っ
た
。

新
た
に
社
有
林
の
近
く
の
民
有
林
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、

人
吉
支
店
に
お
い
て
は
、
所
管
林
の
シ
イ
、
カ
シ
等
を
利
用
し
て
製
炭
事
業
を
拡
大
す
る
と
と
も
に

向
市
）

拡
大
し
て
い
く
よ
り
ほ
か
に
道
は
な
か
っ
た
。

製炭事業（昭和24年ごろ）

＊
標
準
伐
期
齢
（
ひ
ょ
う
じ
ゅ
ん
ば
っ
き
れ
い
11
stand' 

a
rd
 c
u
t
t
i
n
g
 a
g
e
)
 

森
林
生
産
力
（
森
林
の
有
す
る
機
能
）
が
高
度
に
発
揮
さ

れ
る
年
齢
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
森
林
の
伐
期
齢
て
あ
り
、

全
回
森
林
計
画
て
は
プ
ロ
ッ
ク
別
に
定
め
る
樹
種
ご
と
の
年

齢
を
基
準
と
し
、
森
林
の
も
つ
公
益
的
機
能
や
既
往
の
平
均

伐
採
齢
お
よ
び
森
林
の
構
成
を
勘
案
し
て
上
下

一
0
年
の
範

囲
内
て
原
則
と
し
て
五
の
倍
数
を
も
っ
て
森
林
計
画
ご
と
に

定
め
ら
れ
て
い
る
。

伐
期
齢

(fina
l
c
u
tting a
g
e
)

材
木
が
成
熟
し
て
伐
採

時
期
に
達
し
た
林
齢
。
伐
期
齢
に
は
経
営
目
的
に
よ

っ
て
次

の
よ
う
な
区
分
が
あ
る
。
①
自
然
的
伐
期
齢
、
②
工
芸
的
伐

期
齢
、
③
材
積
収
穫
最
多
伐
期
齢
、
④
金
員
収
穫
最
多
伐
期

齢
、
⑤
森
林
純
収
穫
最
多
伐
期
齢
、
⑥
土
地
純
収
穫
最
多
伐

期
齢
、
⑦
林
利
最
古回
（
収
潤
率
）
伐
期
齢
、
⑧
理
財
的
輪
伐

期
伐
期
齢
、
⑨
労
働
生
産
性
最
大
伐
期
齢
。
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六

四
国
林
業

あ
っ
た
。

た
東
邦
農
林
の
運
転
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

と
二

0
0
0
万
円
て
山
隔
パ
ル
プ
に
売
却
し

て 業
を
行
っ
て
い
た
が
、
地
理
的
な
悪
条
件
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、

つ
い
に
、
第
六
営

さ
ら
に
経
営
能
力
の
問
題
も
あ
っ

こ
の
よ
う
に
人
吉
を
中
心
と
し
て
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
始
め
た
木
材
部
門
も
、
好
況
の
と
き
に
は
得

意
先
か
ら
の
前
受
金
や
、
仕
入
れ
先
へ
の
後
払
い
な
ど
の
他
人
資
本
て
な
ん
と
か
運
転
す
る
こ
と
が
て
き

た
の
て
あ
る
が
、

て
欠
損
を
計
上
、

そ
こ
て
、

も
と
も
と
手
元
の
運
転
資
金
が
皆
無
に
近
い
状
態
か
ら
の
出
発
て
あ
っ
た
の
て
、
昭
和

二
十
四
年
後
半
か
ら
の
急
激
な
金
融
引
き
締
め
に
遭
遇
す
る
と
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
‘

業
期
（
二
十
五
年
四
月

1
九
月
）
、
第
七
営
業
期
（
二
十
五
年
十
月

1
二
十
六
年
二
月
）
と
二
期
連
続
し

ヽ

さ
ら
に

そ
の
後
も
欠
損
は
拡
大
し
て
い
く
傾
向
を
示
し
た
（
表
ー
ー
9
参
照
）
。

つ
い
に
背
に
腹
は
代
え
ら
れ
ず
、
創
業
以
来
先
輩
諸
氏
に
よ
っ
て
慈
し
み
育
て
ら
れ
て
き
た

資
産
林
の
一
部
（
宮
崎
県
の
南
郷
村
尾
崎
山
林
約
三
六

0
0
町
歩
11
約
三
六

0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
山
ご

（
昭
和
―
―
十
六
年
三
月
）
、
急
場
を
し
の
ぐ
こ
と
に
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
扶
桑
農
林
、
北
海
農
林
と
の
合
併
話
が
進
行
し
て
お
り
、
昭
和
二
十
六
年
二
月

に
三
社
合
併
が
実
現
、
九
州
農
林
の
苦
悩
の
時
代
は
終
わ
っ
た
。
売
却
し
た
山
林
代
金
は
新
し
く
誕
生
し

な
お
、
九
州
農
林
の
昭
和
二
十
四
年
四
月
か
ら
二
十
五
年
三
月
の
売
上
構
成
は
表

1
ー
6
の
と
お
り
て

四
国
林
業
の
事
業
基
盤
の
主
な
も
の
は
住
友
本
社
よ
り
現
物
出
資
を
受
け
た
、
愛
媛
県
別
子
山
林
周
辺

い
ず
れ
の
事
業
も
採
算
に
乗
る
ま
て
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

表 1-6 九州農林の売上構成
（昭和24年 4月-25年 3月）

品目 数量

素材 52,863石

製材品 5,398石

木炭 432トン

合計
58,261石

432トン

金額

24,057,000円

5,901,000円

3、686,000円

33,644,000円

割合

71% 

18% 

11% 

100% 
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と
高
知
県
本
川
村
周
辺
の
社
有
林
、

元
禄
四
年
（
一

六
九
一
）

お
よ
び
別
子
山
林
周
辺
の
国
有
地
借
用
林
な
ど
合
計
面
積
約
二
万
町

の
開
坑
以
来
別
子
銅
山
の
鉱
山
備
林
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
愛

媛
・
高
知
両
県
下
の
山
林
は
、
昭
和
―
一
年
に
別
子
銅
山
が
住
友
合
資
会
社
か
ら
独
立
し
て
住
友
別
子
鉱
山

株
式
会
社
に
な
っ
た
際
、
所
有
権
等
は
住
友
合
資
会
社
に
残
さ
れ
た
ま
ま
、

子
鉱
山
昧
の
農
林
課
に
委
託
さ
れ
、
実
態
上
は
鉱
山
会
社
の

一
部
門
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
―
―

十
三
年
二
月
に
こ
の
農
林
課
が
所
管
す
る
農
地
と
山
林
を
主
体
に
新
会
社
が
設
立
さ
れ
た
の
て
あ
る
が
、

農
地
に
つ
い
て
は
、
既
に
農
地
改
革
が
実
行
に
移
さ
れ
、

買
収
代
金
11
未
収
人
金
一
九
六
万
七

0
0
0
円）

約
―
一
万
町
歩
の
山
林
て
あ
っ
た
。

そ
の
大
部
分
（
四
九
一
六
筆
、
約
四
六
九
町
歩
、

は
買
収
さ
れ
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
主
な
事
業
甚
盤
は
、

そ
れ
て
も
四
国
林
業
の
山
林
事
業
は
、
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
他
の
五
社
に
比
べ
て
は
る
か
に
恵
ま
れ

①
立
木
の
中
に
は
既
に
伐
期
齢
に
達
し
た
林
木
も
含
ま
れ
て
お
り
、
簿
価
の
含
み
も
大
き
か
っ
た
。

②
井
華
鉱
業
（
昭
和
二
十
一
年
に
住
友
別
子
鉱
山
仰
が
社
名
変
更
し
た
も
の
）
別
子
鉱
業
所
へ
の
納
材

③
仕
切
条
件
や
支
払
条
件
等
に
つ
い
て
も
特
別
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
。

例
え
ば
①
に
つ
い
て
は
、
北
海
農
林
や
九
州
農
林
の
場
合
、
針
葉
樹
の
植
林
木
に
つ
い
て
は
そ
の
植
林

の
開
始
時
期
は
最
も
早
い
時
期
の
も
の
て
も
大
正
六
年
ご
ろ
か
ら
て
あ
り
、

二
十
三
年
）
最
高
齢
の
林
木
て
も
ま
だ
三

0
年
生
に
な
っ
た
ば
か
り
て
、
平
均
林
齢
は
二

0
年
前
後
に
す

ぎ
ず
伐
期
に
は
程
遠
い
も
の
ば
か
り
て
あ
っ
た
。
ま
た
、
兵
庫
林
業
、
東
海
農
林
、
扶
桑
林
業
の
林
木
は
、

先
に
も
触
れ
た
と
お
り
、
戦
時
中
、
取
り
急
ぎ
資
材
確
保
の
目
的
て
人
手
し
た
い
わ
ゆ
る
資
材
林
て
購
入

を
は
じ
め
販
売
先
が
確
立
し
て
い
た
。

た
条
件
の
下
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は

歩
（
約
二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
立
木
蓄
積
約
四

0
0
万
石
）
て
あ
っ
た
。

そ
の
管
理
と
運
用
は
住
友
別

し
た
が
っ
て
、
当
時
（
昭
和
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う
大
海
原
に
放
り
出
さ
れ
た
よ
う
な
状
態
て
あ
っ
た
。

さ
ら
に
資
金

表 1-7 

た
第
二
会
社
の
手
元
流
動
性
は
極
め
て
乏
し
く
、
あ
た
か
も
、
オ
ー
ル
の
な
い
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
荒
れ
狂

後
間
も
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
簿
価
の
含
み
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

の
ち
の
総
理
事
広
瀬
宰
平
が
ま
だ
別
子
銅
山
の
会
計
係
の
こ
ろ
か
ら
植
林
が
開
始
さ
れ
て
お
り
（
植

栽
本
数
等
は
不
詳
）
、
第
二
代
総
理
事
を
務
め
た
伊
庭
貞
剛
も
ま
た
さ
ら
に
植
林
を
奨
励
し
、
彼
が
明
治

二
十
七
年
初
め
て
別
子
鉱
山
支
配
人
と
し
て
別
子
に
赴
任
し
た
と
き
か
ら
、
別
子
を
離
れ
る
ま
て
の
六
年

間
(
-
八
九
四
ー
九
九
）

て
お
り
、
伐
期
を
迎
え
た
ヒ
ノ
キ
、

ス
ギ
な
ど
の
有
用
造
林
木
の
蓄
積
が
相
当
贔
あ
っ
た
わ
け
て
あ
る
。

ま
た
新
会
社
設
立
時
に
現
物
出
資
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
林
地
や
立
木
の
簿
価
は
、
ほ
と
ん
ど
修
正
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
て
、

②
に
つ
い
て
は
、

③
に
つ
い
て
は
、

時
期
て
あ
っ
た
が
、

に
植
林
さ
れ
た
山
林
の
面
積
は
四
四
六
町
歩
（
約
四
四
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
植

を
担
う
産
業
の
一
っ
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
林
木
は
、

昭
和
二
十
三
年
に
は
既
に
五

0
年
生
に
達
し

そ
れ
ら
の
資
産
は
当
然
相
当
の
含
み
を
有
す
る
も
の
て
あ
っ
た
。

四
国
林
業
の
山
林
部
門
は
分
離
直
前
ま
て
鉱
山
会
社
の
一
部
門
と
し
て
、
同
社
へ
の

坑
木
お
よ
び
建
築
用
、
営
繕
用
資
材
の
納
入
業
務
を
主
体
と
し
て
お
り
、
鉱
山
会
社
は
ま
た
、
戦
後
復
興

そ
の
生
産
活
動
も
回
復
（
表
1

—

7
)
途
上
に
あ
っ
た
の
て
、
当
初
の
販

昭
和
二
十
三
年
二
月
第
二
会
社
六
社
が
分
離
独
立
し
た
こ
ろ
は
、
先
に
も
触
れ
た
と

お
り
、
猛
烈
な
イ
ン
フ
レ
と
そ
れ
に
対
す
る
急
激
な
金
融
引
き
締
め
に
よ
り
、
金
融
事
情
の
最
も
苦
し
い

そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
て
、
固
定
資
産
を
中
心
と
す
る
現
物
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ

そ
の
な
か
て
四
国
林
業
に
関
し
て
だ
け
は
、
井
華
鉱
業
が
分
離
独
立
に
際
し
左
記
の
よ
う
な
業
務
分
割

要
領
を
作
成
し
、
き
め
細
か
く
、
業
務
分
担
区
分
、
事
務
所
等
の
利
用
の
ル
ー
ル
を
決
め
、

別子鉱山の生産量の推移

年 粗鉱量（トン）

昭和20年 (1945) 269,602 

21年 (I946) I 13, 788 

22年 (I94 7) IO I , 787 

23年 (1948) 125,656 

24年 (1949) 205,434 

25年 (1950) 263、009

26年(I951) 299,924 

27年(1952) 376,081 

28年 (I953) 431 , 782 

29年 (I954) 499,324 

30年 (I955) 509,384 

出典：r住友別子鉱山史」別巻、 I991年

売
先
は
ひ
と
ま
ず
安
定
し
た
も
の
て
あ
っ
た
。

栽
本
数
は
約
ニ
ニ

0
万
本
て
あ
っ
た
。

ろ
そ
れ
に
対
し
四
国
林
業
の
山
林
の
植
林
木
は

一
番
早
い
も
の
は
、
既
に
嘉
永
三
年
(
-
八
五

0
)
っヽ・
ヽ

＊
 
現
物
出
資
財
産
の
簿
価

過
去
に
林
地
の
購
入
や
苗
木
の
植
付
に
支
払
わ
れ
た
起
業

支
出
勘
定
を

一
定
期
間
（
立
木
の
場
合
、
大
半
は

二

0
年）

経
過
後
、
そ
れ
ぞ
れ
林
地
勘
定
お
よ
び
立
木
竹
勘
定
に
捩
り

替
え
た
も
の
て
、
し
か
も
現
物
出
資
時
の
再
評
価
は
法
令
の

許
す
範
囲
て
最
小
限
の
評
価
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
た
。 私設軌道による自山材の出材風景、後

ろからついてくる馬は主に空 トロッコの

引き上げる時に使う（昭和20年代）
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さ
ら
に
四
国
林
業
の
経
営
を
た
す
け
た
の
は
、
現
物
出
資
の
中
に
山
林
と
は
別
に
広
大
な
宅
地
（
農
地

解
放
の
対
象
外
の
土
地
約
四

0
万
坪
11
約
一
三
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）

こ
と
て
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
宅
地
は
大
部
分
は
井
華
鉱
業
を
は
じ
め
連
系
各
社
に
賃
貸
中
の
も
の
て
あ
っ

こ`
≫ヽ`
↑
力

そ
の
地
代
収
入
は
年
間
一

0
0
万
円
を
も
上
回
る
も
の
て
、

収
入
源
て
あ
っ
た
。 変

更
を
要
す
る
場
合
は
更
め
て
協
議
す
る
。

（
三
）
事
務
所
は
現
在
の
場
所
を
そ
の
ま
ま
貸
与
す
る
。

四
国
林
業
に
と
っ
て
は
大
き
な
安
定

（
二
）
鉱
業
特
設
電
話
は
法
規
の
許
す
限
り
使
用
を
認
め
る
。

（
一
）
電
気
は
当
分
の
間
鉱
業
よ
り
供
給
す
る
。

（
一
）
証
憑
は
現
在
使
用
せ
る
伝
票
そ
の
他
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
取
引
す
る
。

（
二
）
決
済
は
月
末
締
切
と
し
翌
月
一

0
日
迄
に
証
憑
を
取
り
ま
と
め
請
求
書
を
附
し
て
交
換
し
、

五
H
以
内
に
差
額
を
住
銀
口
座
振
込
（
又
は
小
切
手
）
を
以
て
決
済
す
る
。

分
離
実
施
の
月
に
於
て
農
林
事
業
所
の
運
転
資
金
と
し
て
鉱
業
は
一

0
0
万
円
木
材
代
前
渡
金

九
、
そ
の
他

別
子
方
面
生
産
木
炭
の
受
渡
場
所
は
筏
津
と
す
る
。

を
支
払
う
。

八
、
木
炭
受
渡
場
所
に
関
す
る
事
項

七
、
運
転
資
金
に
関
す
る
事
項

六
、
取
引
に
関
す
る
事
項

「農
林
部
門
分
離
に
伴
う
業
務
分
割
要
領
」
抜
粋

繰
り
の
配
慮
ま
て
さ
れ
て
い
た
。

（図
1

ー

4
)
が
含
ま
れ
て
い
た

図 1-4 小作地および賃貸土地（昭和22年 7月現在）

個人貸地（農地）
I, 391,400坪

(75%) 

四国機械工業
10、279坪
(0.5%) 

住友共電
37,059坪

(2%) 
I 

日新化学工業
38,608坪
(2.1%) 70, 179坪

(3.8%) 
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こ
の
よ
う
に
分
離
独
立
し
た
六
社
の
中
て
は
一
番
恵
ま
れ
た
境
遇
に
は
あ
っ
た
が
、

そ
れ
て
も
、
猛
烈

な
イ
ン
フ
レ
や
激
動
す
る
労
働
攻
勢
の
中
て
は
必
ず
し
も
安
閑
と
し
て
お
れ
る
よ
う
な
状
態
て
は
な
か
っ

た
。
ま
た
独
立
し
た
以
上
は
い
つ
ま
て
も
井
華
鉱
業
に
頼
っ
て
い
く
わ
け
に
も
い
か
ず
、
新
し
く
独
自
に

独
立
し
て
半
年
後
の
昭
和
二
十
三
年
八
月
、
高
松
市
に
外
販
用
の
営
業
所
を
開
設
し
、

三
名
の
人
員
を
配
躍
し、

直
営
の
本
山
製
材
工
場
（
古
向
知
県
）

大
工
、

タ
ン
ス
業
者
な
ど
て
、
確
た
る
営
業
方
針
な
ど
と
い
う
も
の
は
な
く
、

黒
子
所
長
以
下

の
製
材
品
を
貨
車
て
高
松
（
香
川
県
）
に

送
り
、
こ
れ
を
高
徳
線
栗
林
駅
隣
接
の
士
場
て
売
り
さ
ば
い
た
。
買
い
手
は
地
元
の
木
材
業
者
の
ほ
か
に

と
に
か
く
買
っ
て
く
れ
る

新
し
い
木
材
業
の
第
一
歩
は
こ
の
よ
う
に
自
山
の
木
材
を
製
材
し
て
そ
れ
を
消
費
地
に
持
っ
て
行
っ
て

販
売
す
る
と
い
う
、
極
め
て
手
堅
い
ス
タ
ー
ト
て
あ
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
二
十
五
年
八
月
に
は
高
知
市
に

な
お
、

四
国
林
業
の
営
業
所
は
、
会
社
設
立
と
同
時
に
、
新
居
浜
・
宇
和
島
•
本
山
に
配
置
し
、
さ
ら

宿
毛
出
張
所
（
古
向
知
県
）
、
二
十
七
年
大
栃
出
張
所
、
窪
川
出
張
所
（
共
に
高
知

県
）
、
二
十
八
年
岩
国
出
張
所
（
山
口
県
）
と
順
次
拡
張
し
て
い
っ
た
の
て
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
新
設
の

分
性
格
の
晃
な
る
も
の
て
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
当
初
は
も
っ
ば
ら
鉱
山
会
社
へ
の
納
材
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
木
材
業
も
、
生
産
・
集
荷
能

カ
の
増
大
と
と
も
に
販
路
も
各
方
面
に
開
拓
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
代
の
後
半
に
は
阪
神
・
東
海
地
区
に
ま

て
得
意
先
を
広
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
売
上
高
の
得
意
先
別
構
成
も
当
初
は
別
子
鉱
山
て
は
ば
一
〇

集
荷
目
的
て
配
置
さ
れ
た
も
の
て

一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
販
売
の
た
め
の

い
わ
ゆ
る
営
業
所
と
は
幾

営
業
拠
点
は
、
そ
の
立
地
場
所
か
ら
も
分
か
る
と
お
り

い
ず
れ
も
、
鉱
山
会
社
に
納
入
す
る
坑
木
等
の

に
昭
和
二
十
六
年
、

も
営
業
拠
点
を
開
設
し
た
。

人
な
ら
誰
に
て
も
売
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
て
あ
っ
た
。

発
展
の
道
を
切
り
開
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

r:: 

新居浜営業所貯木場 ―-高松営業所（昭和23年）

,lt, "'~, 
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利
用
を
図
る
た
め
に
購
入
し
た

い
わ
ゆ
る
「
資
材
林
」
て
あ
っ
た
。

戦
後
に
か
け
て
、
住
友
連
系
各
社
の
逼
迫
す
る
木
材
需
要
を
満
た
す
な
ど
の
目
的
て
、

そ
の
立
木
の
伐
採

兵
庫
林
業
、
東
海
農
林
、
扶
桑
林
業
の
各
社
の
山
林
は

い
ず
れ
も
そ
の
主
体
を
な
す
も
の
は
戦
中
、

各
社
の
経
営
概
況

兵
庫
林
業
、
東
海
農
林
、
扶
桑
林
業
の
合
併
と
扶
桑
農
林
の
誕
生

第
三
節

分
立
各
社
の
山
林
と
経
営
状
況

あ
っ
た
。

な
み
に
四
国
林
業
の
二
十
四
年
四
月
か
ら
二
十
五
年
三
月
の
品
目
別
取
扱
実
績
は
表
1

ー

8
の
と
お
り
て

に
は
四
万
石
（
約
一
万
一

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
）

へ
と
拡
大
し
、
営
業
面
の
拡
大
を
支
え
て
い
た
。
ち

0
％
近
く
を
占
め
て
い
た
も
の
が
、

二
十
八
年
三
月
期
に
は
、

や
く
自
前
の
販
売
力
が
身
に
つ
い
て
き
た
の
て
あ
る
が
、

そ
の
比
率
は
二
八
％
ま
て
低
下
し
、

そ
れ
て
も
、

そ
の
地
区
別
構
成
は
四
国
島
内
の

比
率
が
六
二
％
を
占
め
て
お
り
、
未
だ
地
方
会
社
の
域
を
出
る
も
の
て
は
な
か
っ
た
。

よ>フ

な
お
、
製
材
事
業
に
つ
い
て
は
、
農
林
課
時
代
よ
り
新
居
浜
に
製
材
工
場
を
設
置
し
て
自
家
用
材
の
生

産
を
行
っ
て
い
た
が
、
新
会
社
発
足
と
同
時
に
、
新
た
に
本
山
て
賃
引
き
の
製
材
工
場
も
運
営
し
、
製
材

量
は
昭
和
二
十
三
年
上
期
の
一
万
五

0
0
0
石
（
約
四
一
七

0
立
方
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
、
二
十
九
年
上
期

四国林業の品

目別取扱実績

品目数量

素材 141,000石

製材品 43,000石

木炭 I, 100俵

薪材 300トン

合計金額 1億8,400万円

注：素材・製材品の約80%

は自山材

表 1-8 

46 



” 

し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
山
林
は
、
北
海
農
林
、
九
州
農
林
、

い
時
期
に
入
手
（
地
上
権
の
設
定
お
よ
び
国
有
林
の
借
用
等
を
含
む
）
さ
れ
、
相
当
の
期
間
（
五

oi-

0
0年
）
に
わ
た
る
経
営
計
画
（
施
業
案
）
を
作
成
し
た
上
て
管
理
運
営
さ
れ
た
の
と
異
な
り
、

れ
適
宜
伐
採
ま
た
は
転
売
処
分
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

山
林
、

A
J
r
`
≫

ヽ

t
ヵ

旧
東
海
農
林
の
四
村
山
林
、
お
よ
び
旧
扶
桑
林
業
の
佐
本
山
林
、
黒
滝
山
林
は
伐
採
途
上
に
あ
っ

い
ず
れ
の
山
林
も
、
そ
う
多
く
含
み
の
あ
る
も
の
て
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
新
規
に
進
出
し
た
木
材
業
も
折
か
ら
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
更
新
と
金
融
の
逼
迫
に
遭
遇
し
、

陣
容
と
機
構

昭
利
二
十
三
年
(
-
九
四
八
）
十
二
月
二
十
四
日
、
兵
庫
林
業
、
東
海
農
林
、
扶
桑
林
業
の
三
社
が
合

一
、
本
社
所
在
地

四
二
名
（
役
員
・
職
員
合
計
）

三
、
主
要
役
員
名
お
よ
び
組
織

取
締
役
会
長

専
務
取
締
役

常
務
取
締
役

一て

陣

容

松

本

文

夫

阿

澄

桐

原

透

日

比

文

雄

I I 
本総

店

営

業

部部

_rr--rl 
牙、田和吉
都 辺 歌 野
事 事 山 事

業業
事
業業

所 所 所 所

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
二
ニ
番
地

扶
桑
農
林

務

併
し
て
新
た
に
扶
桑
農
林
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。

い
ず
れ
も
大
幅
欠
損
を
余
俄
な
く
さ
れ
た
。

四
国
林
業
等
の

「資
産
林
」
が
相
当
に
古

そ
れ
ぞ

旧
兵
庫
林
業
の
戸
倉
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方
索
材
生
産
事
業
の
拡
大
に
も
努
め
た
。

合
併
後
の
経
過

扶
桑
農
林
は
発
足
時
の
計
画
と
し
て
、
兵
庫
地
区
に
お
け
る
製
材
工
場
お
よ
び
戸
倉
山
林
を
換
金
処
分

し
て
自
己
資
金
（
約
四

0
0万
円
）
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

従
米
か
ら
採
算
の
良
く
な
い
製
材
事
業
お
よ
び
木
炭
事
業
を
縮
小
し
、
比
較
的
有
利
な
素
材
生
産
事
業
に

重
点
を
し
ば
り
、

さ
ら
に
人
員
も
縮
小
し
て
経
費
の
節
減
を
図
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
。

そ
し
て
昭
和
二
十
四
年
八
月
に
は
、
予
定
ど
お
り
兵
庫
県
山
崎
の
上
野
製
材
工
場
を
売
却
し
、
引
き
続

き
戸
倉
山
林
も
売
却
し
た
。

ま
た
、
数
次
に
わ
た
っ
て
人
員
の
縮
小
を
図
り
合
計
二
十
余
名
の
人
員
整
理
も
断
行
し
、

面
て
は
、
新
し
く
借
入
枠
（
五

0
0
万
円
）
の
設
定
も
実
現
す
る
な
ど
極
力
経
営
の
改
善
に
努
め
た
。

そ
の
結
果
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
か
ら
二
十
五
年
三
月
ま
て
の
一
年
間
の
売
上
品
は
、
当
初
の
計
画
を

” 

北

村

勝

三

郎

監

査

役

井

上

利

雄

” 

坂

日

善

雄

取

締

役

士

居

万

之

助

神

戸

支

東

海

支

扶
桑
農
事
研
究
所

二上山営

野崎

事営

業業
所所

そ
れ
を
再
出
発
の
資
金
に
充
当
し
、

業

三松豊伊新

阪橋賀宮

事事事事

業業業業
戸斤且斤刃rp, 斤

さ
ら
に
資
金

所
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法
正
林
の
体
系
は
乱
れ
が
ち
て
あ
っ
た
。

五
0
％
も
上
回
る
一
億
八

0
0
0万
円
に
も
達
し
、
利
益
も
わ
ず
か
に
計
上
す
る
こ
と
が
て
き
た
。

ま
た
昭
和
二
十
四
年
十
月
に
は
連
系
会
社
の
日
本
板
硝
子
昧
四
H
市
工
場
か
ら
輸
送
用
ガ
ラ
ス
箱
の
受

注
に
も
成
功
し
、
同
市
内
に
ガ
ラ
ス
箱
打
上
工
場
を
建
設
す
る
等
、
新
規
事
業
に
も
積
極
的
に
進
出
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
経
営
ぶ
り
は
ま
だ
必
ず
し
も
安
定
し
た
も
の
て
は
な
く
、
こ
と
に
経
営
内
部
の

（
第
四
土
早
第
一
節
第
六
項
参
照
）

は
前
途
に
一
抹
の
不
安
を
起
こ
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
こ
て
日
比
会
長
は
、
こ
の
打
開
策
と
し
て
、
他
の
兄
弟
会
社
（
北
海
農
林
、
九
州
農
林
、

業
）
と
の
合
併
を
策
し
、
後
記
（
第
四
章
第
一
節
第
一
二
項
参
照
）

+―

-H
四
国
林
業
を
除
く
三
社
が
合
併
し
東
邦
農
林
株
式
会
社
が
誕
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

北
海
農
林
、
九
州
農
林
、
四
国
林
業
の
山
林
経
営
と
分
立
各
社
の
業
績
の
推
移

る
も
の
て
、

四
国
林

の
過
程
を
経
て
、
昭
和
二
十
六
年
―

一月

そ
れ
ぞ
れ
経
営
計
画
（
施
業
案
）
を
立
て
計
画
的
に
運
営
管
理
さ
れ
る
べ
き
も
の
て
あ
っ
た

が
、
実
際
に
は
、
戦
時
中
の
軍
か
ら
の
強
制
的
な
増
伐
の
要
求
、

に
よ
る
人
手
不
足
、

山
林
作
業
資
材
の
不
足
、
輸
送
手
段
の
不
足
、

乱
に
よ
り
、
相
当
の
期
間
（
五

-
1
0年）

さ
ら
に
は
、

お
よ
び
終
戦
直
後
の
経
済
社
会
の
混

に
わ
た
り
、
植
栽
面
積
と
伐
採
面
積
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

こ
の
よ
う
な
状
況
も
昭
和
二
十
年
代
の
後
半
に
入
り
特
需
景
気
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
三
社
の
山
林
は

足
並
み
の
乱
れ

山
林
労
務
者
の
緊
急
動
員

わ
が
国
の
経
済
も
回
復
に
向

い
、
各
社
の
業
績
に
安
定
の
兆
し
が
見
え
始
め
る
と
、
徐
徐
に
山
林
の
回
復
に
も
手
が
回
る
よ
う
に
な
っ

て
く
る
の
て
あ
る
が
、
経
営
山
林
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
は
、
第
二
部
以
降
て
ま
と
め
て
触
れ
る
こ
と
と

い
ず
れ
も
「
資
産
林
」
と
し
て
長
期
間
に
わ
た
り
山
林
経
営
の
墓
盤
と
な

＊
 
特
需
景
気

昭
和
二
十
五
年
六
月
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
、
同
戦
争
は
二

十
八
年
七
月
ま
て
三
年
二
か
月
間
に
わ
た
り
、
東
西
の
威
信

を
か
け
た
大
戦
争
と
な
っ
た
。

そ
の
間
わ
が
国
は
南
鮮
側
を
支
援
す
る
ア
メ
リ
カ
軍
の
中

継
甚
地
、
兵
姑
基
地
と
し
て
「
戦
争
特
需
」
を
享
受
す
る
こ

と
と
な
り
、
昭
和
二
十
六
年
の
鉱
工
業
生
産
は
、

一
挙
に
戦

前
の
水
準
（
昭
和
九
ー
十
年
）
を
凌
駕
す
る
ま
て
に
回
復
し

こ。f
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推
移
は
表
1
I
9
の
と
お
り
て
あ
っ
た
。

れ
る
ま
て
の
七
年
間
の
各
社
の
業
績

友
林
業
株
式
会
社
と
し
て
一

元
化
さ

独
立
し

昭
和
三
十
年
二
月
―

B
住

昭
和
二
十
三
年
二
月
二
十
日
分
離

す
る
。

表 1-9 新設 6社の業績推移一覧表
上段 ：総売上高 千円

下段 ：純損益（税前）千円

期別・期間 兵庫林票蒻 東海農林器 扶桑林業株期別・期間 扶桑農林株期別・期間 北海農林徘九州農林採 期別・期間 東邦農林僻 期別・期間 四国林業條

第~昭22133//期2 3 
93 5, 125 7,206 

第~昭22133期/ / 2 3 
I, 711 3、057

第~昭22133期/ / 2 3 
13,619 

▲ 157 2 10 30 21 ▲ 342 

第2;期i 6,700 16,341 33,885 第2期j; 8、726 10、161
第~昭22233期/ / 4 9 

42,503 
昭23 昭23
~23 ▲ 51 ▲ 22 ▲ 500 ~23 

436 29 761 

第3期:: 

゜
5,406 

゜
第 1 期げ 63,628 第3期j130 16,464 18,785 

第~昭22334//期13 0 
42,525 

昭23 0 昭23 昭23
~23 2 ▲ 546 A 397 J,,., 195 ~24 98 ~24 501 40 816 

第2期j ~ 82,954 第4期j ~ 29, 127 18,979 
第~昭22444//期4 9 

48,386 
昭24 昭24
~24 69 ~24 1、685 66 865 

第3期; 130 97,555 第5期j130 22、407 18,080 
第5期?j゚

51,370 
昭24 昭24 昭24
~25 I 00 ~25 801 80 ~25 977 

第4期j ~ 97,093 第6期j~ 27,836 17、895 第6期; i 74, 151 
昭25 昭25 昭25
~25 

57 ~25 
1,528 ▲ 379 ~25 

2,985 

第5 期げ 45,526 
~第昭22756 期// 12 0 

8,872 9,598 
~第昭22756 // 期13 0 

91,432 
第7期?i゚

82、940
昭25 昭25
~26 61 61 ▲ 2,116 I ,474 

~26 7、988

~第昭22866 / /期4 9 
153,466 

~第昭22866 /期/ 4 9 
112,922 

3,053 11,863 

第~昭22967//期13 0 
165,516 第9期; 130 140、130昭263,263 ~27 

17,325 

第I0j期; 200,260 第10期j ~ 175、313
昭27 昭27
~27 

5, 185 ~27 23,220 

第II期jll 653,445 第II期?30 251,416 
昭27 昭27
~28 15,977 ~28 

50,267 

第12期；； 270,143 
*I年決算に変更 昭28

~28 52、677

第12j期190 1,002,265 第13期?30 354,476 昭28 昭28
~29 17、024 ~29 61、678

第14期j ~ 362,631 
昭29
~29 

42,417 

注 ：第II期から 1年決算に変更
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農
地
解
放
政
策
の
背
景

農
地
改
革
と
住
友
の
農
林
業

農
地
改
革
の
概
要

連
合
国
に
よ
る
わ
が
国
経
済
の
民
主
化
政
策
の
最
も
大
き
な
柱
と
も
い
う
べ
き
も
の
の
一
っ
が
、

地
改
革
」
て
あ
っ
た
。
住
友
本
社
の
農
林
部
門
を
継
承
し
て
設
立
さ
れ
た
第
二
会
社
の
中
て
も
、
そ
の
現

物
出
資
の
中
に
広
大
な
農
地
を
含
ん
て
い
た
北
海
農
林
、
九
州
農
林
、
四
国
林
業
の
三
社
は
、

革
の
嵐
を
正
面
か
ら
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
年
(
-
九
四
五
）
九
月
、
イ
ギ
リ
ス
の
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』

紙
の
論
説
て
は
、
「
H
本
の
軍
部
は
今
次
の
大
戦
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
が
、
財
閥
、
官
僚
、
地
主
は

依
然
と
し
て
存
続
し
て
お
り
、
こ
れ
に
変
革
を
加
え
る
も
の
は
、
米
国
の
積
極
的
政
策
か
、
さ
も
な
け
れ

ば
日
本
経
済
の
困
難
以
外
に
は
な
い
。
…
…
農
業
改
革
は
日
本
改
革
の
第
一
歩
て
あ
り
、
農
民
生
活
を
向

上
せ
し
め
る
こ
と
は
、
日
本
の
工
業
に
対
す
る
低
賃
金
労
働
の
供
給
源
を
絶
ち
、
ま
た
日
本
軍
の
徴
兵
力

第
一
節

第
三
章
農
地
改
革
と
証
券
の
民
主
化

こ
の
大
改 「農
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一
方
農
民
の
購
買
力
の
増
加
は
国
内
の
需
要
を
増
し、

ひ
い
て
は
対
外
輸
出
と

侵
略
と
を
緩
利
す
る
効
果
が
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
点
に
関
す
る
米
国
の
圧
迫
こ
そ
、

H
本
民
主
化
へ
の
唯

こ
れ
は
対
日
政
策
の
背
景
を
な
す
連
合
国
側
の
世
論
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
も
の
て
あ
っ
た
。

一
方
わ
が
国
内
部
て
も
、
こ
の
農
地
の
所
有
形
態
等
に
つ
い
て
は
、

も
前
か
ら
既
に
社
会
問
題
化
し
て
い
た
こ
と
て
も
あ
っ
た
。

大
正
六
年
(
-
九
一
七
）
、
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
の
農
業
恐
慌
を
契
機
に
本
格
化
し
た
小
作
争
議
は
、

沖
縄
を
除
く
全
国
に
波
及
し
、

そ
の
後
も
争
議
件
数
は
、
大
正
十
年
1
十
三
年
に
は
年
間
千
数
百
件
台
に
、

大
正
十
四
年
i
昭
和
五
年
に
は
二

0
0
0件
台
を
、
昭
和
十
年
、

そ
れ
よ
り
お
よ
そ
三

0
年
ぐ
ら
い

十
一
年
に
は
六

0
0
0件
台
を
記
録
し

争
議
の
手
段
も
、
当
初
は
個
人
的
、
哀
願
的
な
も
の
て
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
、
小
作
人
た
ち
は
一
致
団

結
し
て
小
作
人
組
合
を
組
織
し
、
さ
ら
に
は
全
国
的
な
農
民
組
合
へ
と
組
織
を
拡
大
し
、
統
一
さ
れ
た
指

「
小
作

導
の
下
に
運
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
生
ま
れ
た
地
主
組
合
を
相
手
に
、

料
の
減
免
」
や
「
地
主
の
小
作
地
取
上
げ
反
対
」
等
を
掲
げ
て
争
い
、
農
地
問
題
は
大
き
な
社
会
問
題
の

昭
和
十
二
年
の
日
中
戦
争
突
入
後
は
こ
れ
ら
の
争
議
も
戦
争
遂
行
目
的
の
下
に
一
時
棚
上
げ
状
態
と
な

っ
た
が
、
政
府
は
十
三
年
に
農
地
調
整
法
の
制
定
、
小
作
調
停
制
度
の
強
化
、
農
地
委
員
会
の
設
置
を
、

十
四
年
に
は
小
作
料
統
制
令
、
十
六
年
に
は
生
産
者
米
価
と
地
主
米
価
の
設
定
に
よ
る
小
作
人
へ
の
米
価

差
額
補
給
金
の
支
給
、
臨
時
農
地
価
格
統
制
令
、
臨
時
農
地
等
管
理
令
に
よ
る
農
地
の
移
動
統
制
、

年
に
は
農
地
調
整
法
施
行
令
等
に
よ
る
自
作
農
創
設
維
持
政
策
等
々
の
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
小
作
農
を
幾
分
支
援
す
る
も
の
て
は
あ
っ
て
も
‘

―
っ
と
な
っ
て
い
た
。

>

]

。t
 

一
の
途
て
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

を
減
ず
る
こ
と
と
な
り

十
八

旧
米
か
ら
の
「
地
主

＊
 
米
価
差
額
補
給
金

昭
和
十
八
年
の
例
て
は
生
産
者
米
価
六
二
円
／
石
、
地
主

米
価
四
五
円
／
石
、
そ
の
差
額

一
五
円
／
石
（
経
費
差
引
）

は
政
府
よ
り
直
接
小
作
人
に
支
払
っ
た
。
し
た
が
っ
て
小
作

料
は
一
石
に
つ
き

一
五
円
軽
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
な
お

こ
の
制
度
は
、
別
に
米
の
「
供
出
制
度
」
の
強
化
の
目
的
も

同
時
に
か
な
え
よ
う
と
し
た
も
の
て
も
あ
っ
た
。
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農
地
改
革
の
実
施

〔第

一
次
農
地
改
革
〕
戦
後
の
農
地
改
革
は
、

第
一
次
農
地
改
革
の
原
案
は
幣
原
内
閣
の
松
村
農
相
の
下
て
、
農
民
の
人
心
を
安
定
さ
せ
、
食
糧
の
増

産
を
図
る
こ
と
を
主
目
的
に
立
案
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
①
小
作
料
の
金
納
化
、
②
農
地
委
員
会
の
改
組

と
拡
充
、
③
強
制
譲
渡
方
式
に
よ
る
自
作
農
創
設
、
④
未
墾
地
開
発
の
促
進
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
農
地

所
有
制
度
の
抜
本
的
改
革
の
第
一
歩
を
し
る
す
も
の
て
は
あ
っ
た
が
、

を
五
町
歩
ま
て
認
め
る
な
ど
、
手
ぬ
る
い
も
の
て
あ
っ
た
。
こ
の
案
に
よ
れ
ば
解
放
面
積
は
全
小
作
面
積

そ
れ
て
も
議
会
て
は
、
地
主
側
を
代
表
す
る
議
員
等
に
よ
る
反
対
意
見
が
大
勢
を
占
め
、
審
議
未
了
に

な
る
可
能
性
が
大
と
思
わ
れ
て
い
た
の
て
あ
る
が
、
十
二
月
九
H
、
G
H
Qが
「
農
地
解
放
指
令
」
を
発

し
た
た
め
、
議
会
は
一
瞬
に
し
て
抵
抗
の
意
欲
を
失
い
、
十
二
月
十
八

H
法
案
は
成
立
し
、
同
月
二
十
八

日
法
律
第
六
四
号
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
法
律
に
対
し
て

G
H
Q
は
、
微
温
的
な
内
容
て

あ
る
と
不
満
を
示
し
た
た
め
、
小
作
料
金
納
化
以
外
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。

〔第
二
次
農
地
改
革
〕

月
十
二
日
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

の
三
八
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

の
主
導
の
下
に
開
始
さ
れ
た
。

G
H
Q
の
具
体
的
な
指
示
を
待
た
ず
に
、

昭
和
二
十
一
年
三
月
、

制
度
」
を
根
本
か
ら
解
決
す
る
も
の
て
は
な
か
っ
た
。

日
本
政
府
自
ら

そ
の
内
容
は
ま
だ
地
主
の
保
有
地

G
H
Q
は
、
先
の
第
一
次
農
地
改
革
は
不
十
分
な
も
の

て
あ
る
と
し
、
徹
底
し
た
改
革
を
指
令
し
た
。
そ
こ
て
政
府
は

G
H
Qと
の
協
議
を
重
ね
、
同
年
十
月
十

一
日
、
改
め
て

「
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
」
お
よ
び
「
農
地
調
整
法
改
正
法
」
を
公
布
し
、

翌
H
の
十

こ
の
第
二
次
改
革
案
て
は
、
在
村
地
主
の
保
有
限
度
は
内
地
平
均
一
町
歩
に
限
ら
れ
、
ま
た
不
在
地
主

＊
 
未
墾
地

自
作
農
創
設
特
別
措
四
法
（
法
律
四
三
号
）
第
三
十
条

一
、
農
地
以
外
の
土
地
て
農
地
の
開
発
に
供
し
よ
う
と
す

る
も
の
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実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
例
も
多
く
発
生
し

れ
の
せ
い
も
あ
っ
て
大
幅
に
遅
延
し
た
。

さ
ら
に

一
律
、
土
地
台
帳
に
甚
づ
く
実
施
て
あ
っ
た
た
め

の
保
有
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
小
作
地
の
解
放
率
は
七
六
％
に
達
し
、

す
る
者
が
所
有
す
る
」
と
い
う
趣
旨
は
、

は
ば
逹
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
第
二
次
農
地
改
革
法

り
確
実
な
根
拠
は
あ
り
得
ず
、
ま
た
過
激
な
思
想
に
対
抗
す
る
た
め
、
こ
れ
よ
り
確
実
な
防
衛
は
あ
り
得

前
記
二
法
は
、
そ
の
後
昭
和
二
十
六
年
六
月
ま
て
の
間
に
、

格
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、

五
回
、

お
よ
び
八
回
の
改
定

が
行
わ
れ
、
牧
野
の
解
放
、
自
作
経
営
の
適
不
適
判
定
規
準
の
明
確
化
、
薪
炭
林
、
放
牧
地
お
よ
び
採
草

地
の
保
護
な
ど
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。
な
お
、
同
法
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
政
府
に
よ
る
買
い
上
げ
価

田
は
賃
貸
価
格
の
四

0
倍
、
畑
は
賃
貸
価
格
の
四
八
倍
と
さ
れ
、
地
主
へ
の
代
金
支
払
方
法
は
、

大
半
（
九

0
％
前
後
）
を
長
期
預
金
ま
た
は
証
券
交
付
（
当
初
は
二
年
据
置
き
、
二
ニ
年
間
の
均
等
支
払

い
と
さ
れ
た
が
二
十
三
年
か
ら
期
限
前
償
還
も
実
施
さ
れ
た
）
て
即
金
払
い
は
わ
ず
か
て
あ
っ
た
。

一
方
、
耕
作
者
へ
の
売
り
渡
し
価
格
は
、
政
府
が
買
い
上
げ
た
価
格
と
同
額
て
あ
っ
た
が
、

方
法
に
つ
い
て
は
、
最
長
三

0
年
の
長
期
貸
付
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、

進
を
見
る
に
つ
け
、
実
態
上
は
、
は
ば
無
料
に
近
い
も
の
て
あ
っ
た
。
ま
た
、
実
施
期
間
に
つ
い
て
は
当

初
は
、
法
案
公
布
よ
り
二
年
以
内
と
さ
れ
て
い
た
が
、

の
問
題
、

そ
の
支
払

そ
の
後
の
急
激
な
イ
ン
フ
レ
の
高

そ
れ
を
実
行
に
移
す
要
員
の
絶
対
的
不
足
や
不
慣

（
例
え
ば
、
実
際
に
は
宅
地
に
転
用
さ
れ
、
既
に
家
屋
が
設
置
さ

れ
て
い
る
等
）
、
特
に
林
野
等
の
未
墾
地
解
放
に
つ
い
て
は
測
量
地
点
の
適
否
や
、
現
状
認
識
に
つ
い
て

さ
ら
に
は
買
収
済
地
に
つ
い
て
も
、
未
転
用
の
ま
ま
放
置
す
る
等
の
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
昭
和
二
十
七
年
の
農
地
調
整
法
の
改
定
に
よ
り
、

異
議
申
立
お
よ
び
売
り
戻
し
の
手

続
き
の
緩
和
な
ど
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
徐
々
に
解
決
の
方
向
へ
向
か
っ
た
。
そ
れ
て
も
大
方
の
案

な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

案
の
成
立
に
当
た
っ
て

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
健
全
・
穏
健
な
民
主
主
義
を
打
ち
立
て
る
た
め

r

こ
れ
よ

「耕
作

農地買収令書
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用
さ
れ
て
い
た
が

ル）

は

件
が
片
付
い
た
の
は
三
十
年
代
の
後
半
に
な
っ
て
か
ら
て
あ
り
、

分
立
各
社
の
農
地
被
買
収
状
況

昭
和
一
十
三
年
二
月
、
住
友
本
社
か
ら
の
現
物
出
資
を
受
け
て
独
立
し
た
第
二
会
社
六
社
の
当
初
の
土

地
保
有
状
況
（
山
林
を
除
く
）

ト
ル
）

お
よ
び
農
地
等
の
被
買
収
状
況
は
次
の
と
お
り
て
あ
っ
た
。

①
兵
庫
林
業
所
有
の
畑
二

0
0坪
（
約
六
六

0
平
方
メ
ー
ト
ル
）

時
は
同
社
の
工
場
お
よ
び
事
務
所
用
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
農
地
買
収
の
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ

っ

r
o

f
 ②

東
海
農
林
の
田
四
反
五
畝
（
約
四
四
六

0
平
方
メ
ー
ト
ル
）

は
地
目
は
畑
と
な
っ
て
い
る
が
、
当

お
よ
び
畑
八
畝
（
約
七
九
四
平
方
メ
ー

は
い
ず
れ
も
現
況
山
林
て
農
地
買
収
の
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

③
扶
桑
林
業
の
田
一
反
二
畝
（
約
一
了
几

0
平
方
メ
ー
ト
ル
）

五
平
方
メ
ー
ト
ル
）

が
、
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
第
二
部
て
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

お
よ
び
畑
一
畝
（
約
九
九
平
方
メ
ー
ト

い
ず
れ
も
滋
賀
県
大
津
市
石
山
に
所
在
す
る
も
の
て
、
同
社
の
宅
地
二
三
三
八
坪
（
約
七
七
一

お
よ
び
山
林
約
一
町
八
反
（
約
ニ
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
と
も
に
、
住
友
家
第
二
代

総
理
事
伊
庭
貞
剛
の
隠
棲
場
所
「
活
機
園
」
を
構
成
す
る
も
の
て
、
当
時
は

「農
事
研
究
所
」
と
し
て
利

一
部
農
地
解
放
に
か
か
り
買
収
さ
れ
た
。
し
か
し
、
活
機
園
な
ら
び
に
研
究
所
用
地

は
関
係
者
の
尽
力
に
よ
り
な
ん
と
か
、
住
友
の
事
業
用
地
と
し
て
残
さ
れ
た
。
な
お
同
園
の
一
部
は
住
友

林
業
に
移
管
さ
れ
て
の
ち
の
昭
和
三
十
六
年
に
名
神
高
速
道
路
用
地
と
し
て
買
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

④
北
海
農
林
の
農
地
（
田
一
〇
六
反
七
畝
お
よ
び
畑
八
四
九
反
二
畝
、
計
九
五
六
反
1
1

約
九
五
•
六
へ

一
部
は
四
十
年
代
に
ま
て
ず
れ
込
ん
だ
。

＊
農
事
研
究
所

滋
賀
県
の
委
託
を
受
け
、
稲
な
ど
の
育
苗
試
験
を
行
っ
て

、
こ
。

し

t
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ク
タ
ー
ル
）

未
だ
人
口
の
極
め
て
ま
ば
ら
な
未
開
の
地
て
あ
っ
た
た
め
、

既
墾
農
地
を
買
収
し
、
あ
る
い
は
未
墾
の
農
耕
適
地
を
開
拓
し
て
入
植
者
を
募
り
、

作
と
山
林
労
務
を
組
み
合
わ
せ
て
、
な
ん
と
か
生
活
の
安
定
が
図
れ
る
よ
う
に
と
考
え
て
、
農
地
経
営
を

始
め
た
も
の
て
あ
っ
た
。
終
戦
の
年
の
昭
和
二
十
年
の
小
作
人
の
数
は
お
よ
そ
三

0
人
て
、

族
は
、

は
、
大
正
六
年
に
住
友
本
社
が
北
海
道
て
初
め
て
山
林
経
営
を
開
始
し
た
と
き
、
同
地
区
が

ほ
ぼ
全
員
、
農
業
の
か
た
わ
ら
山
林
作
業
に
も
従
事
し
て
い
た
。
農
地
解
放
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、

し
か
し
、
農
地
の
所
有
名
義
は
変
わ
っ
て
も
、
山
林
労
務
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
彼
ら
の

協
力
が
得
ら
れ
た
の
て
、

山
林
経
営
の
人
手
不
足
を
補
う
た
め
近
隣
の

そ
れ
に
よ
っ
て
山
林
の
経
営
に
支
障
を
来
す
よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
よ
り
も
、
北
海
道
の
場
合
、
農
地
改
革
に
よ
っ
て
予
想
外
に
打
撃
を
受
け
た
の
は
未
墾
地
解
放
て

あ
っ
た
。
北
海
道
の
林
地
は
、
内
地
に
比
べ
、
比
較
的
傾
斜
の
ゆ
る
い
所
が
多
く
‘

極
的
に
拓
殖
を
勧
め
る
土
地
柄
て
あ
り
、
戦
後
の
食
糧
難
は
、

海
農
林
の
社
有
林
て
も
明
ら
か
に
農
地
に
は
向
か
な
い
所
ま
て
買
収
さ
れ
、

代
末
に
は
、

入
植
者
が
農
地
の
小

し
か
も
従
前
よ
り
積

そ
れ
に
一
層
拍
車
を
か
け
る
こ
と
と
な
り
、

農
地
に
は
不
適
当
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
、
林
野
や
原
野
も
積
極
的
に
未
墾
地
解
放
の
対
象
に
さ
れ
た
。
北

そ
の
面
積
は
、
昭
和
二
十
年

七
ニ
ニ
町
歩
（
約
七
ニ
―
―
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
も
達
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
未
墾
地
の
大
部
分

は
結
局
、
農
地
に
転
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
放
涸
さ
れ
た
ま
ま
て
あ
っ
た
。
二
十
七
年
の
農
地
法
等
の
改

定
（
売
戻
し
及
取
消
条
項
の
追
加
）

に
よ
っ
て
、
徐
々
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、

そ
の
う
ち
お
よ
そ
半
分
ぐ

ら
い
の
面
積
（
約
三
五

0
町
歩
）
が
元
の
持
主
（
当
社
）
に
売
り
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

の
処
理
が
一
通
り
完
了
し
た
の
は
昭
和
三
十
年
代
も
終
わ
り
に
近
い
こ
ろ
て
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
家

そ
れ
ら

⑤
九
州
農
林
の
熊
本
県
下
の
農
地
（
球
磨
郡
西
村
所
在
の
田
一
〇
反
三
畝
お
よ
び
畑
一

0
四
反
八
畝
、

計
―
一
五
反
一
畝
1
1
約
―
―
•
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

農
地
の
ほ
ぼ
半
分
が

は
、
昭
和
十
八
年
、
住
友
本
社
林
業
所
が
、
資
産
林
と

そ
れ
ら
の
農
民
に
譲
渡
さ
れ
た
。
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し
て
購
入
し
た
西
村
山
林
（
九
七

0
町
歩
11
約
九
七

0
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
一
体
を
な
す
も
の
て
あ
っ
た
。

農
地
は
農
地
改
革
以
前
に
は
周
辺
の
十
数
軒
の
農
家
に
小
作
さ
れ
て
い
た
が
、
二
十
二
年
九
月
に
は
、
既

に
そ
の
大
部
分
（
七
八
反
）
が
買
収
さ
れ
て
お
り
、
新
会
社
発
足
前
後
に
は
さ
ら
に
、
未
墾
地
買
収
に
よ

な
お
、
買
収
さ
れ
た
同
地
区
の
農
地
お
よ
び
未
墾
地
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
七
年
の
農
地
法
等
の
改

定
に
よ
る
売
り
戻
し
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

と
な
っ
た
。

宮
崎
県
下
の
農
地
、

地
と
し
て
支
店
長
社
宅
等
の
敷
地
に
使
用
さ
れ
て
お
り
買
収
を
免
れ
た
。
西
臼
杵
郡
西
郷
村
又
江
の
畑
、

約
ご
一
反
（
約

一
・
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

免
れ
た
。
ま
た
同
地
区
の
山
林
は
約

一
〇
七
反
（
約
一

0
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
未
墾
地
買
収
に
か
か
っ

っ
J
r
`
A

、

f
ヵ

臼
杵
郡
富
島
町
の
田
お
よ
び
畑
計
七
畝
（
約
六
九
三
平
方
メ
ー
ト
ル
）

そ
の
う
ち
約
七
四
反
（
約
七
•
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

⑥
四
国
林
業
の
農
地
等
の
面
積
は
、

六
三
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
あ
り
、

タ
ー
ル
）
て
あ
っ
た
が
、

受
け
、
元
の
山
林
に
返
さ
れ
た
。

そ
の
ま
ま
農
地
お
よ
び
林
地
の
減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と

は
現
況
宅

は
樹
木
の
育
苗
畑
と
し
て
使
用
中
て
あ
っ
た
の
て
こ
れ
も
買
収
を

は
昭
和
二
十
年
代
の
後
半
に
至
り
売
り
戻
し
を

田
四
七
五
反
六
畝
、
畑
一
四
三
五
反
二
畝
、
雑
地
三
四
五
反
二
畝

の
計
―
―
―
―
五
六
反
（
約
ニ
ニ
五
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
て
あ
っ
た
が
、

か
か
り
、
別
途
未
収
入
金
勘
定
（
一
六
五
万
六
四
九
九
円
）

り
、
主
と
し
て
山
林
部
分
約
六

0
0反
が
買
収
さ
れ
た
。

ほ
か
に
設
立
当
時
既
に
農
地
買
収
に

に
計
上
さ
れ
て
い
る
田
三
六
三
三
反
（
約
三

そ
れ
を
合
わ
せ
た
合
計
面
積
は
五
八
八
九
反
（
約
五
八
八
・
九
ヘ
ク

そ
の
う
ち
農
地
買
収
に
か
か
っ
た
農
地
等
の
面
積
は
未
収
入
金
勘
定
計
上
分
も

含
め
て
四
五
三
〇
反
（
約
四
五
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
も
達
し
、
耕
作
適
地
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
買
収
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
農
地
の
入
手
の
経
緯
等
に
つ
い
て
は
既
に
上
巻
第
二
部
第
三
立
早
第
二
節
て
も
触
れ
た
と
お
り

て
あ
る
が
、
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
る
と
そ
の
入
手
時
期
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
末
期
よ
り
始
ま
り
、

明
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降
に
ず
れ
込
ん
て
お
り
、
当
時
そ
の
大
半
の
部
分
が

「
買
戻
し
見
込
」
と
し
て
申
請
中
と
な
っ
て
お
り

ル
）
は
ほ
ば
確
定
的
な
も
の
て
あ
る
が
、
未
墾
地
、

一
万
四
四
六
反
（
約
一

0
四
四
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

治
期
に
は
そ
の
大
半
は
既
に
入
手
さ
れ
て
お
り
、
大
正
、

昭
和
期
に
は
あ
ま
り
増
減
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

入
手
目
的
は
、
当
初
は
、
①
別
子
銅
山
労
働
者
の
食
糧
米
の
確
保
、
②
金
融
逼
迫
時
に
備
え
て
の
担
保

物
件
確
保
、
③
不
況
時
農
民
へ
の
貸
金
に
対
す
る
流
質
物
件
の
入
手
な
ど
て
あ
っ
た
が
、

半
よ
り
、
銅
製
錬
所
か
ら
の
煙
害
対
策
（
買
取
補
償
）
と
農
地
経
営
が
主
目
的
と
な
っ
た
。
な
お
、

ら
の
農
地
は
、
新
居
浜
市
を
中
心
と
す
る
愛
媛
県
下
二
市
五
町
四
一
か
村
、
高
知
県
下
の
本
川
村
、
大
川

0
0
0
人
て
、

こ、

ま
i

ほ
と
ん
ど
全
部
が
小
作
に
供
さ
れ
て
お
り
、

明
治
時
代
の
後

昭
和
十
年
ご
ろ
の
小
作
人
数
は
約
三

そ
の
徳
米
収
入
（
現
物
納
小
作
料
11
年
約
五

0
0
0石
）
は
住
友
別
子
鉱
山
農
林
課
の
大

き
な
収
入
源
と
し
て

一
時
期
（
昭
和
十
年
ご
ろ
）
ま
て
の
林
業
部
門
の
起
業
支
出
を
支
え
て
い
た
。

山
林
お
よ
び
原
野
の
中
て
未
墾
地
と
し
て
買
収
さ
れ
た
も
の
は
二
五
ニ
―
反
（
約
―
一
五
―
-
•
一

こ
の
う
ち
か
な
り
の
部
分
は
昭
和
二
十
七
年
の
農
地
法
等
の
改
定
に
よ
り
買

以
上
新
設
の
第
二
会
社
六
社
の
農
地
等
の
被
買
収
状
況
の
概
要
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
の

各
社
が
住
友
林
業
と
し
て
統
合
さ
れ
た
の
ち
の
昭
和
三
十
六
年
九
月
末
に
ま
と
め
た
農
地
等
被
買
収
地
の

た
だ
し
こ
の
総
計
表
に
よ
る
農
地
に
つ
い
て
の
被
買
収
面
積
四
九
五
九
反
（
約
四
九
五
・
九
ヘ
ク
タ
ー

に
つ
い
て
は
、

昭
和
二
十
七
年
の
農
地
法
改
定
に
よ
る
売
り
戻
し
の
実
施
が
、
実
際
に
は
、
三
十
六
年
以

そ
の
相
当
部
分
は
そ
の
後
買
い
戻
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
、
未
墾
地
の
売
り
戻
し
は
、
そ
の

総
計
表
を
見
て
み
る
と
表
1

ー

10
の
と
お
り
て
あ
る
。

い
戻
さ
れ
た
。

ヘ
ク
タ
ー
ル
）

に
逹
し
た
。

こ
れ
ら
の
農
地
は

村
等
を
併
せ
る
と
合
計
五

0
か
市
町
村
に
も
及
ん
て
い
た
。

こ
れ

表 1-10 被買収地の総計表（昭和36年 9月末）

農 地 未墾地 合 計
支店

面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数

四 国 4,530反 5,669 2,521反 156 7,051反 5,825 

九州日向 106 7 106 7 

九州人吉 78 6 599 2 677 8 

北海道 351 17 7,217 39 7、569 56 

合 計 4,959 5,692 I 0、446 204 15、406 5、896

注：反未満切り捨てのため合計数字とは必ずしも一致しない。

設立時未収入金勘定に含まれていた分も含む
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後
も
長
期
（
一
部
は
昭
和
四
十
年
代
に
も
ま
た
が
る
）
に
、
し
か
も
散
発
的
に
実
施
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ

ら
は
他
の
林
地
な
ど
の
一
般
的
取
引
と
混
同
さ
れ
、
そ
の
後
の
明
確
な
集
計
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

株
式
の
寄
託

G
H
Q
に
よ
る
財
閥
解
体
の
趣
旨
は
、
少
数
の
株
主
（
財
閥
家
族
等
）
に
よ
っ
て
独
占
的
に
所
有
、
支

配
さ
れ
て
お
り
、

し
か
も
市
場
て
の
独
占
的
地
位
の
古
向
い
大
企
業
を
分
割
細
分
化
し
て
、

式
の
所
有
も
細
分
化
し
一
般
市
場
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
社
所
有
の
民
主
化
（
証
券
の
民
主

化
）
を
図
り
、
競
争
原
理
の
働
く
、
自
由
て
公
正
な
経
済
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
住
友
本
社

の
農
林
部
門
の
解
体
と
六
つ
の
第
二
会
社
の
設
立
も
、
当
然
、
そ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

昭
和
二
十
三
年
(
-
九
四
八
）
二
月
二
十
日
、
住
友
本
社
の
発
起
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
第
二
会
社
六

社
の
株
式
は
、
直
ち
に
翌
々

8
の
同
月
二
十
二
日
、
全
株
、
住
友
本
社
か
ら
持
株
会
社
整
理
委
員
会

(
H

C
L
C
)
に
寄
託
さ
れ
、
そ
の
後
の
議
決
権
の
行
使
、

会
に
一
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

お
よ
び
そ
の
処
分
等
の
す
べ
て
の
権
限
は
同
委
員

第
二
節
証
券
の
民
主
化
と
分
立
六
社

さ
ら
に
そ
の
株
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株
式
分
散
の
督
促
と
一
時
保
留

第
二
会
社
六
社
が
誕
生
す
る
と
、

い
う
の
が
実
情
て
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
先
に
も
触
れ
た
と
お
り
、
近
畿
、
東
海
地
区
の
三
社
（
兵
庫
、

東
海
、
扶
桑
）
は
設
立
当
初
か
ら
経
営
の
先
行
き
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
の
て
あ
っ
た
が
、
設
立
直
後
か

ら
の
猛
烈
な
イ
ン
フ
レ
、
金
融
梗
塞
等
は
、

決
算
期
、
第
二
決
算
期
を
通
算
（
昭
和
二
十
三
年
二
月
1
九
月
）
し
て
、
兵
庫
は
二

0
万
八

0
0
0
円、

東
海
は
二
万
円
、
扶
桑
は
四
九
万
円
の
欠
損
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（
表
ー
ー
9
参
照
）
。

そ
こ
て
こ
れ
ら
の
三
社
は
と
り
あ
え
ず
合
併
し
て
経
営
の
合
理
化
を
図
る
よ
り
は
か
に
途
は
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
、

H
C
L
C
お
よ
び
公
正
取
引
委
員
会
に
合
併
の
申
請
を
し
、
そ
の
内
諾
を
得
て
昭
和
二

十
三
年
十
二
月
二
十
四

H
各
社
は
解
散
す
る
と
同
時
に
新
し
く
、
扶
桑
農
林
株
式
会
社
と
し
て
再
出
発
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
生
六
社
の
合
併
に
つ
い
て
は
、

て
一
元
化
さ
れ
る
ま
て
、
各
社
間
て
断
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
く
の
て
あ
る
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は

「
第
四
章
第
一
節
再
統
合
に
向
け
て
」
て
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

株
式
の
分
散
に
つ
い
て
は
、

H
C
L
C
は
さ
っ
そ
く
各
社
に
対
し
、
そ
の
株
式
の
公
開
を
迫
っ
て

H
増
し
に
そ
の
困
難
の
度
を
加
え
て
い
き
、
発
足
後
の
第
一

そ
の
後
も
、
昭
和
三
十
年
二
月
に
住
友
林
業
と
し

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

H
C
L
C
も
一
時
延
期
も
や
む
を
得
な
い
も
の

と
判
断
し
、
昭
和
二
十
五
年
以
降
各
社
と
も
数
次
に
わ
た
っ
て
実
行
に
移
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
て
あ

る
が
、
こ
の
点
は
次
の
第
三
項
新
設
六
社
の
資
本
金
お
よ
び
株
主
の
異
動
て
改
め
て
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

き
た
。
と
こ
ろ
が
、
誕
生
し
た
ば
か
り
の
各
社
に
と
っ
て
は

「
と
て
も
、
そ
れ
ど
こ
ろ
て
は
な
い
」
と
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か
ら
譲
渡
を
受
け
る
に
当
た
っ
て

61 第 1部 第 3意

資
産
の
再
評
価

終
戦
の
年
か
ら
わ
ず
か
三

1
四
年
の
間
に
、

の
下
て
は
、

G
H
Q
の
主
張
す
る
証
券
の
民
主
化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
実
は
、

に
当
た
っ
て
、

そ
の
公
開
価
格
の
決
定
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
て
あ
っ
た
。

と
い
う
の
も
、
既
に
触
れ
た
と
お
り
、
新
生
六
社
の
よ
う
に
現
物
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
会
社
の
場

合
、
そ
の
出
資
額
の
算
定
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、

事
前
に
再
評
価
し
修
正
さ
れ
た
金
額
て
は
あ
っ
た
が
、
大
半
の
資
産
の
評
価
額
は
、
終
戦
時
点
て
の
簿
価

を
基
準
と
す
る
も
の
て
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
新
会
社
が
幸
い
に
し
て
戦
後
の
混
乱
を
乗
り
越
え
て
存
在
し
続
け
る
こ
と
が
て
き
れ
ば
、

例
え
ば
、
北
海
、
九
州
、
四
国
の
三
社
の
よ
う
に
か
な
り
古
い
時
期
か
ら
の
土
地
や
資
産
林
（
立
木
も
含

む
）
を
受
け
継
い
だ
所
は
相
当
の
資
産
の
含
み
益
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
他
方
兵
庫
、
東
海
、
扶
桑
の

三
社
の
よ
う
に
土
地
も
少
な
く
、

し
か
も
受
け
継
い
だ
資
材
林
の
大
部
分
は
戦
時
中
に
急
ぎ
、
当
時
の
時

価
て
入
手
し
た
も
の
て
あ
っ
た
の
て
、

そ
の
合
み
益
は
は
と
ん
ど
期
待
て
き
な
い
も
の
て
あ
っ
た
。
現
に
、

こ
れ
ら
の
三
社
が
合
併
し
た
直
後
の
昭
和
二
十
四
年
、

ら
れ
、

そ
の
処
分
見
込
価
格
に
つ
き
意
見
聴
収
さ
れ
た
時
、
扶
桑
農
林
の
幹
部
は
、
額
面
五

0
円
の
自
社

株
に
つ
い
て
、
処
分
可
能
価
格
は
四

i
五
円
て
あ
ろ
う
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
社
株
を

H
C
L
C

い
た
ず
ら
に
懸
け
引
き
を
し
て
安
値
を
つ
け
よ
う
と
し
た
も
の
て
は

な
く
、
自
社
の
経
営
の
先
行
き
と
資
産
の
評
価
、

お
よ
び
市
場
の
現
状
を
総
合
判
断
し
て
見
積
っ
た
実
感

資
産
の
再
評
価
と
増
資

は
ば
一

0
0倍
に
も
達
す
る
猛
烈
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

そ
の
株
式
を
公
開
す
る

そ
の
根
拠
と
な
る
法
律
（
企
業
再
建
整
備
法
）

ヽ

こ
よ
り

'
,
 

G
H
Q
お
よ
び

H
C
L
C
か
ら
株
式
の
公
開
を
迫
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価
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
ほ
ば
修
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

強
制
再
評
価
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

こ
れ
に
よ
っ
て
、
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
実
勢
価
格
と
簿

さ
ら
に

昭
利
二
十
五
年
四
月
に
は

「
急
激
な
イ
ン
フ
レ
に
伴
う
資

く
や
む
を
得
ず
、
役
員
が
代
表
し
て
そ
れ
を
引
き
受
け
（
資
金
は
会
社
て
立
替
）
ざ
る
を
得
な
い
状
況

て
あ
っ
た
て
あ
ろ
う
。

な
お
そ
の
後
の
こ
と
て
は
あ
る
が
、
同
社
が
、
昭
和
二
十
五
年
に
な
っ
て

H
C
L
C
か
ら
実
際
に
第

一

回
目
の
自
社
株
の
譲
渡
を
受
け
た
と
き
の
価
格
は
、
額
面
五

0
円
を
大
き
く
下
回
る
一
株

一
五
円
て
あ
っ

た
。
ま
た
、

て
あ
っ
た
。

し
か
し
、

そ
の
譲
渡
を
受
け
た
株
式
を
、
所
期
の
目
的
に
従
っ
て
、
従
業
員
に
再
分
譲
（
売
り
出
し
価

格
一
株
五

0
円
）
し
よ
う
と
希
望
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
従
業
員
の
中
か
ら
は
、

こ
う
し
た
状
況
下
、
昭
和
二
十
四
年
七
月
、
経
済
安
定
本
部
は
「
企
業
会
計
制
度
中
間
報
告
」
と
し
て

戦
後
の
企
業
会
計
の
思
想
的
基
礎
を
な
す
「
企
業
会
計
原
則
」
を
発
表
し
、
会
計
の
近
代
化
を
提
唱
し
た
。

シ
ャ
ウ
プ
税
制
勧
告
に
よ
る
、

評
価
と
実
施
さ
れ
、

目
（
勘
定
科
目
）

そ
の
後
も
数
次
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
が
、
毎
回
、

ほ
と
ん
ど
希
望
者
は
な

産
の
名
目
価
値
を
修
正
し
、
実
質
的
な
資
本
価
値
を
維
持
す
る
に
足
る
原
価
償
却
を
可
能
に
し
、
資
本
の

食
い
つ
ぶ
し
を
防
ぎ
、
企
業
の
経
理
を
合
理
化
し
て
資
本
構
成
の
改
善
を
図
る
こ
と
」
を
実
現
す
る
た
め
、

「
資
産
再
評
価
法
」
が
公
布
さ
れ
た
o

こ
の
資
産
再
評
価
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
五
年
の
第
一
次
再
評
価
、
二
十
六
年
の
第
二
次
再

そ
の
対
象
と
な
る
資
産
の
科

や
評
価
倍
率
、
課
税
の
有
無
、
実
施
の
任
意
性
等
は
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
お
り
、

必
ず

し
も
徹
底
し
た
も
の
て
は
な
か
っ
た
が
、

二
十
九
年
に
は
、
特
定
大
法
人
に
対
し
て
、
資
本
充
実
の
た
め

山
林
資
産
に
つ
い
て
は
、
①
客
観
的
な
評
価
に
な
じ
み
が
た
い
点
が
あ
る
こ
と
、
②
当
該
各

社
が
将
来
に
備
え
て
て
き
る
だ
け
法
定
最
低
限
の
再
評
価
に
抑
え
た
こ
と
、
③
そ
の
後
も
木
材
価
格
は
上

＊
資
産
再
評
価
法

第

一
章

総

則

（
目
的
）

第

一
条
こ
の
法
律
は
、
資
産
の
再
評
価
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

法
人
及
び
個
人
を
通
じ
て
、
適
正
な
減
価
償
却
を
可
能
に
し

て
企
業
経
理
の
合
理
化
を
図
り
、
資
産
譲
渡
等
の
場
合
に
お

け
る
課
税
上
の
特
例
を
設
け
て
そ
の
負
担
を
適
正
に
し
、
も

つ
て
経
済
の
正
常
な
運
営
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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る
こ
と
と
し
、
半
ば
強
制
的
に
購
入
希
望
者
の
リ
ス
ト
を
整
え

H
C
L
C
に
対
し
て
全
額
買
い
取
り
の

昇
し
続
け
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
各
社
の
資
産
は
な
お
相
当
の
合
み
を
有
す
る
も
の
て
あ
っ
た
。

H
本
経
済
の
民
主
化
の
主
眼
の
一
っ
て
あ
っ
た
証
券
民
主
化
の
実
施
は
、
新
設
の
林
業
六
社
に
つ
い
て

は
か
な
り
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、

戻
し
を
皮
切
り
に

一
挙
に
進
め
ら
れ
た
。
実
施
に
当
た
っ
て
は
次
の
よ
う
な
手
順
て
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、

昭
和
二
十
五
年
に
入
る
と

H
C
L
C
か
ら
各
第
二
会
社
に
対
し
、
住
友
本
社
か
ら
受
託
し
て
い

る
各
社
の
株
式
を
当
該
会
社
を
通
じ
て
一
般
に
分
譲
す
る
の
て
、
当
該
各
社
は
、
役
員
・
従
業
員
・
縁
故

者
な
ど
、
て
き
る
だ
け
数
多
く
の
購
入
希
望
者
を
募
り
、

四
国
林
業
・
北
海
農
林
・
扶
桑
農
林
・
九
州
農
林
の
各
社
は
、

希
望
者
は
な
か
な
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
①
各
社
と
も
自
社
株
に
そ
れ
だ
け
の
価

値
（
額
面
の
五

0
円
）
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
②
役
員
を
含
め
大
半
の
従
業
員
は
株

式
を
持
つ
こ
と
に
な
じ
み
が
な
か
っ
た
こ
と
、
③
従
業
員
の
大
半
は
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
、

を
買
う
よ
う
な
余
裕
は
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
こ
て
、

申
し
人
れ
を
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
六
月
の

H
C
L
C
か
ら
四
国
林
業
へ
の
売
り

そ
の
リ
ス
ト
を
提
出
せ
よ
、
と
の
通
知
を
受
け

さ
っ
そ
く
社
内
て
希
望
者
を
募
っ
た
が
、

や
む
を
得
ず
購
入
資
金
は
会
社
て
用
意
（
銀
行
借
入
）

し
、
そ
れ
を
購
入
希
望
者
に
融
通
す

H
C
L
C
は
、
当
然
、
そ
の
辺
の
手
の
う
ち
は
察
知
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
当

時
は
ほ
か
に
も
同
様
の
案
件
を
多
数
抱
え
て
い
た
上
、
早
急
に
株
式
の
分
散
を
図
る
こ
と
を
迫
ら
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
該
各
社
か
ら
の
申
請
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
こ
と
と
し
、

と
て
も
株

昭
和
二
十
五
年
六
月
か
ら

'
J
o
 

f
 新

設
六
社
の
資
本
金
お
よ
び
株
主
の
異
動

各
社
の
資
産
再
評
価
の
実
施
状
況
は
表
1
_
1
1
の
と
お
り
て
あ
っ
た
。

表 1-11 各社の資産再評価実施状況 （単位：千円）

回次別 基 準 日 会社別 対象科目 再評価前簿価 再評価後簿価 再評価益 振替科目

昭和25年 4月 1日 扶桑農林
立木 10,308 17,574 7,266 再評価積立金償却資産

1月 1日 北海農林
立木 I, 173 17,130 15,957 再評価積立金
償却資産

第 1次

4月 1日 九州農林
立木 2,238 47,299 45,061 再評価積立金
土地他

4月 1日 四国林業
土 地 821 10,280 9,458 再評価積立金
償却資産

第 2次 昭和26年 4月 1日 四国林業 .JL ． 木 3,796 138、303 134、506 再評価積立金

土 地
第 3次 昭和28年 4月 1日 四国林業 .lL ． 木 138,401 605, 173 466,771 再評価積立金

償却資産

第 4次 昭和29年10月 1日 四国林業 土 地 374 16,594 16,219 再評価積立金斗． 木
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表 1-12 各社の資本金の推移および株主の異動

昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭
和 和 和 和十和 和 和 和 和 和 和 和 和 和 和 和和 十和 和

年
二五ニ ニ 四二 二七二 - I ヽ—

十三十 十七十 月十 十 九十 十月十 五十 月十 二十 十月十 ＋ 十月＋ 月＋ 二十
月

三年 月九 三九 月八 二七 六 月六 Iヽ Iヽ ー9ヽ 月六 - 月六 - I' 二五 七五 七五 二五 月三

月 十年 月年 二年 十年 十年 十年 月年 十年 十年 十年 十年 月年 十年 月年 月年 十年 十年 二年
日

五 十 五 四 五 四 八 九 四 十 四 十
日 日 日 日 日 月 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

住

! 
四 I 四 雷

四 東 東 東 東 東 四 九 扶 北 四 扶 四九 北扶 東兵 会
友 匡 目 国 邦 邦 邦 邦 邦 目 州 桑 海 国 桑 国州 海桑 海庫

社
林 林 農 林 農 林 農 農 農 農 農 林 農 農 農 林 辰曲 林農 農林 農林
業 林 業 林 業 林 業 林 林 林 林 林 業 林 林 林 業 林 業林 林業 林業 別

資
六 五 五 五 本

゜゚゜
四

゜ ゜
七 七 〇四 金、、 、、

゜゚ ゜゚゜ ゜
。 五 五 0 0 0 0 〇五 手

゜゚ ゜゚゜
。

゜ ゜ ゜
0 0 0 0 0 0 円ヽ

゜゚ ゜゚
。

゜゜ ゜
。 0 0 0 0 0 0 

~ " 再二 倍

i且i 
倍 ⑥ 倍 ⑤ ④ 扶 譲証 ③ ② ① H 兵 出

゜
評倍 額

五
額 八株 額 当六 三H 桑 I)券 円H OH 円H C 庫 II II II II ” 資

゜
価増 増

倍
増 0式 増 分月 ニC 受処 ~c 円c~c L 設

四 万 積資 資 増 資 万会 資 OL 北 け理 譲L ~L 譲L C 東 立 畑曰
国 円 立^ ヽ 資

八社 万十 円c ,西~ 調 りc譲cりc よ 海
合 ＾ 金一 二住 二五 ツよ 整 受ょ りよ 受ょ り 資

併 万 取対 対 ＾ 対 0友 対 一日 譲り 九 協 けIJ 受り けIJ 扶 お
朋しこ— 円本 四倍 り二 州 議 会七 けー 会八 桑

＾ 住 対 よ

゜
無

ツ社 ツ社 0額 受三 の 会 社九 会万 社一 万 の
友

゜
債

おで 譲よ 株増 け万 よ で。 社六 で五 株 び: ^゚ 
五 よ保 りり 資^ 会七 社 リ 保。 で0 保。 社
~ 

び留 忠又一一 社八 合 八 留株 保九 留株 ’‘ 合 株

誕 ぎ 対 役株 け三 •" — ム云 で六 併 万 留〇

゜
併 主

生 新 員式 会万 0社 保〇 株 株 :::: 0 

株
に五 社七 万保 留株

＾ 
三万 の

有 分四 で八 七留 四 一円 異
債 譲万 保六

息~割

,、

゜
万 四 万ツ

＾ 株 留〇 四 。 六 万 六譲 動

対
を 株 万

゜
O り

: 万 、円ノ

゜
〇受

八

゜
五 〇け、-

二 役^ 言役 役
十 十 十 + 六只C 

年 九 八 員 二者 員
九 年 年 年従 従 t' 従

株
月 九業 業 翌 業

月 月 月員 員 訊
II II II 

員
主十 八従

日 十 十 十
縁 縁

月業
縁

四 一日
故 故

一員
故 数

者 者 者

゜
三日 九日 八 九ヘ

名 名 名
七 八

゜ 註,、
き き き II II II II II 名名 名 名 名 名 名

住 住
友 友 井 別 主
金 金 i 子 H H 
属 属 鉱 C II C 

要

鉱 鉱 業 業 L 
II II II II 

L 株
山 山 條 帷 C C 
採 掬 他 他 主
他 他

＾ ＾ 

株 株

;;蒻; 五 II II II II ／／ 五

五 五 五 四 四 五

゜
0 

ッ円 ッ円七

゜゚
七

゜゚
五

゜
。

円 円 円 円 円 円 円 円 円
格

五 五 五 ~ 諷

゜ ゜ ゜円 円 円 格
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法
人
株
主
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
株
主
の
安
定
と
い
う
点
て

そ
の
七

0
％
は
住
友
グ
ル
ー
プ
各
社
を
は
じ
め
と
す
る
大
手

表 1-13 

し
た
時
点
て
は
、
総
株
主
数
は
四

0
七
名
と
な
っ
て
い
た
が
、

林
業
と
東
邦
農
林
が
合
併
し
新
し
く
住
友
林
業
と
し
て
発
足

そ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
昭
和
三
十
年
二
月
一
日
四
国

な
ど
、
少
数
株
主
の
数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

四国林業株主な株主

(1,000株以上、昭和27年 7月31日）

中
か
ら
も
、
自
社
株
の
保
有
を
希
望
す
る
者
が
出
て
き
た
。

そ
の
後
会
社
の
業
績
が
安
定
し
て
く
る
と
、
従
業
員
の

有されることとなった（表1ー13、表ー114)。

株 主 名 住所 所有株式数
発行済株式総数
に対する割合

住友金属鉱山株式会社 東京都 8,000株 20.00% 

住友生命保険相互会社 大阪府 4,000 10.00 

日本生命保険相互会社 大阪府 3,000 7.50 

朝 日 生 命 保 険 相 互 会 社 東京都 2,000 5.00 

大 同 生 命 保 険 相 互 会 社 大阪府 2,000 5.00 

株 式 会 社 伊 予銀行 愛媛県 2,000 5.00 

株 式 会 社 百 十 四 銀 行 香川県 2,000 5.00 

大 阪 商 事 株 式 会 社 大阪府 I, 700 4.25 

大阪住友海上火災保険株式会社 東京都 I ,000 2.50 

明 光 證 券 株 式会社 大阪府 I ,000 2.50 

住 友 共 同 電 力 株 式 会 社 愛媛県 1,000 2.50 

計 27、700 69.25 

安
定
株
主
に
譲
渡
し
た
。

翌
一
十
六
年
六
月
ま
て
の
間
に
全
株
を
そ
れ
ぞ
れ
の
当
該
各
社
に
売
り
戻
し
た
（
一
部
は
住
友
本
社
経

由
）
。
な
お
、
譲
渡
価
格
は
、
各
社
の
内
容
や
希
望
を
加
味
し
て

一
株
当
た
り
一
五
円
（
扶
桑
農
林
）

自
社
株
全
部
の
譲
渡
を
受
け
た
四
国
林
業
と
、

ヵ

昭
和
一
十
六
年
二
月
に
北
海
農
林
・
扶
桑
農
林
・
九
州

農
林
の
三
社
が
合
併
し
て
新
発
足
し
た
ば
か
り
の
東
邦
農
林
と
て
は
、
安
定
株
主
を
求
め
て
、
四
国
林
業

て
は
植
村
社
長
が
、
東
邦
農
林
て
は
乎
岩
社
長
が
自
ら
住
友
連
系
各
社
、
金
融
機
関
、
大
手
取
引
先
な
ど

を
め
ぐ
り
、
な
ん
と
か
大
半
の
株
式
に
つ
い
て
そ
の
引
き
受
け
の
内
諾
を
得
る
ま
て
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
そ

い
っ
た
ん
役
員
、
従
業
員
な
ど
の
名
義
て
買
い
受
け
て
い
た
株
式
を
、
改
め
て
こ
れ
ら
の

こ
う
し
て
両
社
の
株
式
は
二
十
六
年
末
ま
て
に
は
、
大
部
分
が
安
定
株
主
に
保

ま
た
、
商
法
の
一
部
改
定
（
取
締
役
会
の
決
議
て
増
資
時
の

第
三
者
割
当
も
可
）
が
行
わ
れ
る
と
、
定
款
の
一
部
を
変
更

し
、
増
資
時
に
そ
の
一
定
割
合
を
従
業
員
に
も
割
り
当
て
る

こ
て
両
社
は

ら
五

0
円
（
四
国
林
業
）
ま
て
て
あ
っ
た
（
表
1

ー

12)
。

表 1-14 東邦農林昧株主名簿（昭和26年11月29日）

株数 株 主 名 株数 株 主 名

100、000株 井華鉱業株式会社 I 0,000株 四国機械工業株式会社

50,000 日本板硝子株式会社 5,000 泉不動 産株式 会 社

50,000 別子鉱業株式会社 5,000 大阪住友海上火災保険株式会社

50、000 三菱鉱業株式会社 5,000 株 式 会社住友倉庫

20,000 本 州 製 紙 株 式 会 社 5、000 富士信託銀行株式会社

30,000 新扶桑金属工業株式会社 5、000 日建設計工 務 株式会 社

20,000 株 式 会 社 大 阪 銀 行 3,000 別子建 設株式 会 社

20,000 国策パルプ工業株式会社 21,000 平岩井一

20,000 山陽パルプ工業株式会社 21,000 塩見嘉一

20,000 十条製紙株式会社 5,000 落合嘉善

20,000 住友電気工業株式会社 5、000 保田克已

20,000 日新化学工業株式会社 5,000 土居万之助

20,000 日本建設産業株式会社 5、000 細井 清

計 540,000株 26名
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う
に
な
り
、
そ
の
弊
害
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

の
ち
に

「
法
人
資
本
主
義
」
と
か

を
助
長
す
る
こ
と
に
も
な
り
、

そ
の
後
の
労
働
組
合
の
衰
え
と
も
相
ま
っ
て
、

「主
な
き

コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム

（
企
業
至
上
主
義
）
」
と
呼
ば
れ
る
よ

一
部
の
有
識
者
か
ら
は

そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
自
主
性
・
独
立
性
は
強
ま
っ
た
も
の
の

一
方
て
株
主
と
企
業
の
遊
離

米
の
同
系
列
の
有
力
企
業
や
金
融
機
関
な
ど
の
法
人
に
よ
る

「
横
の
持
ち
合
い
」

に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。

う
な
財
閥
一
族
や
そ
の
持
株
会
社
に
よ
る

「
縦
の
支
配
」
は
解
消
さ
れ
た
が

そ
の
株
式
は
、
結
局
、
従

G
H
Q
に
よ
る
日
本
の
経
済
構
造
の
民
主
化
の
―
つ
の
柱
、
財
閥
解
体
（
証
券
の
民
主
化
）

盤
石
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
（
表
1
1
1
5
)
。

の
過
程
は

こ
う
し
て
ひ
と
ま
ず
終
了
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
徹
底
度
は
、
途
中
の
世
界
情
勢
の
急
変
や
証
券
市
場
の

未
成
熟
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
農
地
改
革
に
比
べ
る
と
不
徹
底
な
も
の
と
な
っ
た
。
確
か
に
、
従
来
の
よ

表 1-15 住友林業発足時の株主構成（昭和30年 2月1日）

株 主 名 持株数 株 主 名 持株数

住友金属鉱山株式会社 70、000株 大同生命保険相互会社 15,000株

住友生命保険相互会社 31,000 株式会社百十四銀行 15,000 

住友吉左 衛門 24,200 住友海上火災保険株式会社 12、400
住友石炭鉱業株式会社 23、750 日本板硝子株式会社 10,000 

日本生命保険相互会社 22,500 三菱鉱業株式会社 10,000 

朝日生命保険相互会社 15,000 株式会社住友銀行 9,000 

株式会社伊予銀行 15,000 住友化学工業株式会社 8,500 

上位 14名

その他 393名

計 407名

t
t
 

―-＝ローーーーロ

281,350株 (=a70%) 

138,650株 (=a30%)

420,000株 (100%)
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既
に
触
れ
た
と
お
り
、
近
畿
、
東
海
地
区
の
三
社
は
経
営
難
か
ら
の
緊
急
避
難
と
し
て
合
併
を
認
め
ら

れ
、
昭
和
二
十
三
年
(
-
九
四
八
）
＋
二
月
、
扶
桑
農
林
株
式
会
社
と
し
て
再
出
発
し
た
が
、
そ
の
後
、

同
社
は
、
上
野
工
場
、
戸
倉
山
林
な
ど
の
資
産
を
売
却
処
分
し
て
資
金
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
人
員

整
理
な
ど
に
よ
り
極
力
経
蟄
の
節
減
を
図
り
、
経
営
の
合
理
化
に
よ
る
立
ち
直
り
を
策
し
た
が
、
合
併
直

後
に
突
然
実
施
さ
れ
た
緊
急
金
融
引
き
締
め
政
策
に
よ
る
経
済
界
の
不
況
の
下
て
は
、
業
績
は
依
然
と
し

て
好
転
せ
ず
、
資
金
難
は
い
よ
い
よ
深
刻
に
な
る
ば
か
り
て
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
て
、
昭
和
二
十
四
年
三
月
、
扶
桑
農
林
の
会
長

H
比
文
雄
は
、
こ
の
苦
境
を
乗

り
切
る
に
は
、
目
下
分
立
し
て
い
る
林
業
四
社
が
合
併
し
て
経
営
の
安
定
を
図
る
よ
り
ほ
か
に
道
は
な
い
、

と
の
結
論
に
達
し
、
同
年
四
月
、
株
式
の
処
分
問
題
や
、
そ
の
他
の
用
務
て
、
北
海
、
九
州
、
四
国
の
三

四
社
合
併
の
希
望
を

社
の
社
長
が
来
阪
し
た
機
会
を
と
ら
え
、
扶
桑
農
林
の
窮
状
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

開
陳
し
た
。
三
社
の
社
長
も
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
将
来
の
会
社
運
営
に
は
少
な
か
ら
ず
不
安
を
抱
い

扶
桑
農
林
か
ら
四
杜
合
併
の
提
案

第
一
節
再
統
合
に
向
け
て

＿
第
四
章

分
立
六
社
の
再
統
合
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G
H
Q担
当
官
ラ
ン
ド
ー
ル
の
実
情
視
察

Q
の
担
当
官
ラ
ン
ド
ー
ル
の
実
情
視
察
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
、
合
併
比
率
は
（
扶
桑
三
分
の
一
、
北
海

一
、
九
州
一
、
四
国

一
）
と
す
る

円
、
九
州
四

0
0
万
円
、
四
国

一
0
0
0
万
円
）

て
い
た
の
て
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
同
年
八
月
に
は
四
社
合
併
の
契
約
書
も
作
成
調
印
さ
れ
た
。

一
、
新
資
本
金
を

一
八
五

0
万
円
と
す
る
（
扶
桑
二
五
0
万
円
〈
三
分
の
二
減
資
〉
、
北
海
二
0
0
万

さ
ら
に
、
付
帯
条
項
と
し
て
合
併
後
の
資
本
金
が
五

0
0
0
万
円
に
な
る
よ
う
、
各
社
と
も
中
間
増
資

す
る
よ
う
努
力
す
る
、
な
ど
が
約
束
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
基
づ
く
合
併
申
請
書
は
十
月
初
旬
、

H
C
L
C
に
提
出
さ
れ
、
十
二
月
に
は
、
各
社
は
、

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
六
日
、
ま
ず
扶
桑
農
林
が
ラ
ン
ド
ー
ル
の
来
訪
を
受
け
、
扶
桑
農
林
の
幹
部
と

の
間
に
合
併
申
請
に
関
す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
時
の
模
様
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
の
て

次
に
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
当
時
は
、
国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
、

G
H
Q
の
対
日
政
策
も
漸
次
緩
和

の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
対
談
の
中
に
は
財
閥
解
体
（
証
券
の
民
主
化
）
に
つ
い
て
は
、

早
く
結
論
を
出
さ
せ
た
い

G
H
Qと
、
不
況
の
中
て
呻
吟
す
る
新
会
社
の
様
子
が
つ
ぶ
さ
に
見
ら
れ
る
。

一
、
本
店
を
大
阪
に
移
す

一
、
商
号
は
朝
H
林
業
株
式
会
社
と
す
る

一
、
四
国
林
業
を
存
続
会
社
と
し
他
の
三
社
を
合
併
す
る

合
併
条
件
の
大
要
は

G
H
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扶
桑

R
氏

か
な
い
の
て
す
。

香
田
、

阿
澄
、

田
中
氏

山
下

一
番
大
き
い
理
由
は
金
詰
り
て
あ
り
ま
す
。
金
詰
り
に
よ
り
取
引
先
が
破
綻
し
て
其
の
飛
沫
を
浴

び
る
の
が
一
番
怖
し
い
の
て
す
。
し
か
し
い
ま
の
経
済
情
勢
や
取
引
機
構
て
は
飛
沫
を
浴
び
な
い

自
分
の
立
場
は
扶
桑
の
株
を
ど
う
し
て
早
く
処
分
す
る
か
に
あ
り
ま
す
。
合
併
前
に
処
分
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
株
式
処
分
後
に
合
併
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

仮
り
に

G
H
Q並
ぴ
に
日
本
政
府
の
政
策
て
大
量
の
資
金
が
市
中
銀
行
に
流
入
し
た
ら
会
社
に
そ

H
銀
が
貸
出
緩
和
方
針
を
と
っ
て
も
な
か
な
か
市
中
銀
行
か
ら
事
業
会
社
へ
の
貸
出
は
う
ま
く
ゆ

A
、
優
良
な
大
規
模
会
社

B
、
然
ら
ざ
る
大
規
模
会
社

の
金
が
廻
り
ま
す
か
。

わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
の
て
す
。

扶
桑
新
会
社
発
足
後
経
済
情
勢
が
悪
化
し
た
の
て
困
惑
し
て
い
る
の
て
す
。

R
氏
扶
桑
農
林
の
経
営
状
況
は
い
か
が
て
す
か
。

扶
桑
農
林

H
C
L
C
 

出
席
者

G
H
Q

ラ
ン
ド
ー
ル
氏

場
所
大
阪
市
内
、
東
邦
ホ
テ
ル
・
ロ
ビ
ーI

日
時

そ
の

了
几
四
九
年
十
二
月
六
日
午
前
七
時
三
十
分
ー
八
時

ラ
ン
ド
ー
ル

(
R
氏
と
記
す
）
と
の
対
談
（
抜
粋
）
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扶
桑

け
て
す
。

R
氏
金
が
集
ま
り
ま
す
か
。

せ
ん
か
。

扶
桑
そ
れ
は
実
際
折
衝
に
当
る
者
に
と
っ
て
は
困
る
わ
け
て
す
。

合
株
式
は
誰
が
持
ち
ま
す
か
。

R
氏

潰
さ
れ
て
し
ま
う
処
が
あ
る
か
ら
て
す
。

の
て
す
。

扶
桑

R
氏
優
良
て
な
い
大
会
社
に
市
中
銀
行
は
金
を
貸
し
ま
す
か
。

理
が
あ
り
ま
す
。

一
般
投
資
家
は

一
流
株
を
漁
る
し

と
わ
け
て
事
業
会
社
の
立
場
か
ら
言
え
ば
借
入
の
し
や
す
い
の
は

A
B
C
D
の
順
序
て
あ
り
ま
す
。

A
に
対
し
て
は
市
中
銀
行
の
方
が
競
争
す
る
。

C
に
対
し
て
は
な
か
な
か
貸
さ
な
い
と
い
う
不
合

B
の
会
社
は
、

C
の
会
社
よ
り
立
直
り
に
弾
力
が
あ
る
か
ら
と
言
う
意
味
て
す
。

C
の
会
社
に
金

が
廻
り
得
る
よ
う
な
金
融
政
策
て
な
い
と
困
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
市
中
銀
行
が
中
小
会
社
が
た
と
え
優
良
て
も
金
を
貸
し
た
が
ら
な
い
心
理
は
よ
く
わ
か
る

木
材
業
界
は
い
ま
半
恐
慌
状
態
て
あ
り
ま
す
。
恐
慌
が
来
る
と
優
良
会
社
て
も
規
模
が
小
さ
い
と

い
ま
弱
体
会
社
の
ま
ま
株
式
を
処
分
す
る
の
は
問
題
て
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

扶
桑
農
林
が
合
併
す
れ
ば
此
の
問
題
か
ら
免
れ
ら
れ
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
が
、
合
併
し
な
い
場

扶
桑
農
林
の
株
は
結
局
役
員
と
従
業
員
と
か
が
主
と
し
て
持
つ
よ
り
仕
方
が
な
い
の
て
は
あ
り
ま

金
を
持
っ
て
い
る
人
は

一
流
株
へ
ゆ
く
し
、
扶
桑
の
株
を
持
ち
た
い
人
は
金
は
な
し
て
、
困
る
わ

D
、
然
ら
ざ
る
中
小
会
社

C
、
優
良
な
中
小
会
社
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R
氏

都
合
が
よ
い
と
言
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

注

扶
桑

た
だ
し
従
業
員
の
中
に
若
干
家
庭
の
裕
福
な
人
が
あ
り
ま
す
か
ら
そ
れ
ら
の
人
は
持
つ
て
し
ょ
う
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
昔
通
の
意
味
の
投
資
て
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
株
式
投
資
の
対
象
と
し
て

北
浜
五
丁
目
二
ニ
番
地
住
友
ビ
ル
第
二
特
別
室
（
扶
桑
農
林
本
社
は
同
ビ
ル
所
在
）

貴
社
の
合
併
問
題
は
前
々
か
ら
自
分
も
聴
い
て
知
っ
て
い
ま
し
た
。
又
其
の
必
要
が
あ
る
と
い
う

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
株
式
の
処
分
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
こ
と
て
あ
っ
て

G
H
Q

と
し
て
は
こ
れ
を
一
日
も
早
く
完
了
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
て
す
。

G
H
Q
の
立
場
も
よ
く
考

扶
桑
と
し
て
は
会
社
発
足
の
後
幾
度
も
株
式
の
公
開
と
増
資
に
つ
き
努
力
し
ま
し
た
が
確
信
の
あ

る
成
案
を
得
な
か
っ
た
の
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
会
社
設
立
後
の
経
済
情
勢
が
余
り
に
も
急
速
に

悪
化
し
た
か
ら
て
も
あ
り
ま
す
。
十
月
三
日
に
株
式
処
分
の
御
指
示
が
あ
っ
た
の
て
次
の
よ
う
な

措
置
を
と
り
ま
し
た
。

資
料
「
株
式
処
分
命
令
受
領
後
当
社
が
採
り
た
る
措
濯
」
を
提
出
、
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

其
の
結
果
は
合
併
後
株
式
を
処
分
す
る
方
が
当
社
も
清
算
法
人
も
新
株
主
も
債
権
者
も
従
業
員
も

え
て
方
法
を
発
見
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

扶
桑
農
林
日
比
、
榊
原
、
阿
澄
、
松
本
、
山
下

H
C
L
C

香
田
、
神
谷
、
田
中
氏

出
席
者

G
H
Q

ラ
ン
ド
ー
ル
氏

場
所

H
時

同

H
、
午
前
九
時
1
十
時
三
十
分

そ
の

妙
味
の
あ
る
株
式
を
一
般
の
大
衆
に
提
供
し
た
い
の
て
す
。
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扶
桑

R
氏

R
氏

株
価
は
ど
う
し
て
算
定
し
ま
す
か
、
幾
ら
を
妥
当
と
思
い
ま
す
か
。

株
価
算
定
方
法
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
第
一
の
収
益
力
を
甚
礎
と
し
た
方
法
に
よ
れ
ば
株
価
は
零
と

な
り
ま
す
。
第
二
の
正
味
資
産
を
基
礎
と
し
た
方
法
に
よ
れ
ば
四
円
な
い
し
五
円
と
な
り
ま
す
。

資
料

「株
価
算
定
の
基
礎
」
を
提
出
、
内
容
に
つ
き
説
明
、
計
数
そ
の
他
に
つ
き
若
干
質
疑
応

こ
れ
は
仮
定
の
場
合
て
あ
る
が
も
し

G
H
Qが
合
併
前
に
株
式
を
処
分
す
る
こ
と
を
強
制
し
た
ら

「株
式
処
分
後
会
社
内
容
が
悪
化
し
た
場
合
株
主
に
申
訳
な
い
こ
と
」
等

尚
此
の
際
申
上
げ
た
い
の
て
あ
り
ま
す
が
四
社
合
併
し
ま
し
て
も
其
の
規
模
は
独
占
禁
止
法
上
の

問
題
と
な
る
よ
う
な
も
の
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
資
料
を
集
め
て
研
究
し
た
結
果
こ
の
結

四
社
合
併
後
の
規
模
が
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
こ
と
は
自
分
も
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
事
情
は
と
も
あ
れ
一
社
て
は
い
け
な
い
と
言
う
こ
と
に
な
っ
て
分
割
さ
れ
た
も
の
が
、
其
の

ま
ま
ま
た
一
社
に
戻
る
と
い
う
点
に
取
り
扱
い
難
い
事
情
が
あ
る
の
て
す
。

会
社
設
立
後
の
経
済
情
勢
の
悪
化
に
よ
っ
て
新
た
に
合
併
が
必
要
に
な
っ
て
来
た
の
て
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
売
掛
金
の
貸
倒
れ
と
な
っ
た
も
の
、
今
後
貸
倒
れ
と
な
る
虞
の
あ
る
も
の
が

経
営
を
立
直
ら
せ
る
に
は
大
幅
の
増
資
か
合
併
か
、
何
れ
か
の
方
法
に
よ
る
外
は
な
い
と
思
い
ま

発
生
し
た
こ
と
な
ど
が
一
例
て
あ
り
ま
す
。

注

資

料

「会
社
規
模
に
関
す
る
資
料
」
を
提
出
。

論
に
到
達
し
ま
し
た
。

等
が
心
配
に
な
り
ま
す
。

も
知
れ
な
い
こ
と
」

扶
桑

「株
式
処
分
が
円
滑
に
ゆ
か
な
い
こ
と
」

ど
ん
な
事
態
が
起
り
ま
す
か
。

答
が
あ
っ
た
。

注

扶
桑

R
氏

「無
理
に
処
分
す
る
と
価
格
が
不
当
に
安
く
な
る
か
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注

扶
桑

R
氏

扶
桑

二
、
三
分
間
御
時
間
を
項
き
た
い
。

る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
諒
解
し
て
呉
れ
る
て
し
ょ
う
。

い
ま
自
分
が
そ
れ
を
な
し
得
な
い
立
場
に
あ

尚
他
の
二
社
へ
行
っ
て
懇
談
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

R
氏
四
社
が
合
併
し
た
暁
、
役
員
に
は
誰
が
な
る
の
て
す
か
。

会
社
と
な

っ
て
し
ま
う
虞
が
あ
り
ま
す
。

扶
桑

R
氏

す
が
、
扶
桑
農
林
の
現
状
の
ま
ま
大
幅
の
増
資
を
す
る
こ
と
は
出
米
な
い
相
談
て
あ
る
と
す
れ
ば
、

合
併
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
て
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
合
併
す
れ
ば
増
資
も
出
来
る
の
て
二
重
の
カ

弱
体
会
社
の
ま
ま
投
資
家
を
吸
引
す
る
の
は
良
心
的
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

事
情
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
の
て
す
。

合
併
に
関
し
他
の
三
社
の
考
え
方
は
ど
う
て
あ
り
ま
す
か
。

九
州
、
北
海
道
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
扶
桑
と
共
通
し
た
悩
み
が
あ
る
筈
て
あ
り
ま
す
。

四
国
も
将
来
の
こ
と
を
思
う
と
金
融
市
場
、
消
背
市
場
と
直
結
し
な
い
と
と
り
残
さ
れ
た
哀
れ
な

各
社
か
ら

一
人
宛
出
て
役
員
陣
が
構
成
さ
れ
る
予
定
て
あ
り
ま
す
が
、
誰
と
誰
と
が
な
る
か
は
ま

だ
確
定
し
て
居
り
ま
せ
ん
。

合
併
し
た
い
と
い
う
事
情
は
よ
く
わ
か
る
し
、

し
い
し
、
自
分
は
困
っ
た
立
場
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

皆
さ
ん
に
何
等
か
の
結
論
を
言

っ
て
上
げ
た
い
が
、

資
料

「資
本
構
成
一
覧
表
」
を
提
出
。

G
H
Qと
し
て
は
直
ち
に
株
式
処
分
を
や
っ
て
欲

各
社
ば
ら
ば
ら
て
は
資
本
構
成
は
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
て
あ
る
。
こ
れ
は
も
と
も
と

一
社
て
構
成
さ
れ

て
あ
っ
た
資
産
負
債
の
均
合
い
が
細
分
化
に
よ
り
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
な
っ
た
も
の
て
あ
り
ま
す
。

が
生
れ
る
わ
け
て
あ
り
ま
す
。
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の
陳
情
を
受
け
た
。

R
氏
御
厚
志
を
あ
っ
く
謝
し
ま
す
。

扶
桑

R
氏
は
い
は
い
。

注
の
表
の
よ
う
な
資
本
構
成
に
な
っ
て
し
ま
う
の
て
す
。

新
会
社
設
立
時
は
許
さ
れ
る
範
囲
て
資
本
構
成
を
是
正
し
た
の
て
あ
る
が
、
地
盤
関
係
其
他
て
此

其
他
御
参
考
と
な
る
資
料
を
作
成
し
て
罹
き
ま
し
た
か
ら
御
受
取
り
下
さ
い
。

資
料
を
提
出
。

永
ら
く
熱
心
に
わ
れ
わ
れ
の
説
明
を
聴
い
て
項
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

尚
粗
餐
を
差
上
げ
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
有
益
な
御
話
を
承
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
御
多
用
の

御
旅
行
て
其
の
機
会
を
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
残
念
に
存
じ
ま
す
。

さ
ら
に
ラ
ン
ド
ー
ル
は
同
月
末
に
九
州
農
林
の
実
情
視
察
の
た
め
九
州
に
も
赴
き
、
同
社
か
ら
も
同
様

四
国
林
業
の
脱
退

と
こ
ろ
が
、

四
国
林
業
て
は
、
他
の
三
社
に
比
べ
経
営
基
盤
に
も
比
較
的
恵
ま
れ
て
お
り
、
自
社
の
事

さ
ら
に
他
の
三
社
と
は
、

業
安
定
化
へ
の
努
力
（
昭
利
―

-
＋
四
年
十
二
月
、
約
二

0
％
の
人
員
整
理
の
断
行
な
ど
）

ま
た
他
社
の
経
営
内
容
に
対
す
る
不
安
も
あ
り
、

の
自
負
も
あ
り
、

そ
の
歴
史
を
異
に
す
る
な
ど

の
事
情
も
あ
っ
て
、
初
め
か
ら
社
内
に
合
併
反
対
の
空
気
が
あ
っ
た
の
て
あ
る
が
、

そ
れ
が
日
時
の
経
過

と
と
も
に
し
だ
い
に
濃
原
に
な
っ
た
。
合
併
に
備
え
て
の
他
の
三
社
の
中
間
増
資
の
実
現
が
ほ
と
ん
ど
不
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こ
こ
に
四
社
合
併
問
題
は
事
実
上
消
滅
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ギ
リ
ス
の
方
か
ら
、
四
国
林
業
は
、
合
併
に
反
対
し
て
い
る
の
て
は
な
い
か
、

撃
を
受
け
た
の
て
あ
る
が
、

社
合
併
が
不
可
能
て
あ
れ
ば
、

以
上
の
よ
う
な
経
過
の
後
、
同
年
二
月
末
、

側
も
合
併
見
送
り
の
腹
を
決
め
、

臼
紙
に
戻
す
こ
と
、
合
併
が
行
わ
れ
な
い
場
合
に
も
四
国
林
業
は
役
員
、
従
業
員
な
ら
び
に
地
方
の
縁
故

者
に
よ
っ
て
株
式
の
全
部
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
可
能
て
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
、
合
併
に
反
対
の
意
向

を
示
し
た
。

れ
た
。

さ
ら
に
種
々
意
見
を
交
換
し
た
後
、
結
局
、
北
海
農
林
と
し
て
は
、
も
し
四

四
国
を
除
い
た
三
社
だ
け
て
も
合
併
さ
せ
て
欲
し
い
と
の
希
望
を
申
し
入

H
C
L
C
に
対
し
、
中
間
増
資
が
不
可
能
な
場
合
は
四
社
合
併
問
題
は

等
々
の
問
題
点
を
掲
げ
て
現
状
打
開
の
た
め

三
、
こ
れ
か
ら
木
材
業
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
の
営
業
、
事
務
管
理
な
ど
が
て
き
る
人
材
が
少
な

く
、
ま
た
、
地
方
会
社
て
は
そ
れ
ら
の
新
人
を
養
成
す
る
の
も
困
難
て
あ
る
。

一
刻
も
早
い
四
社
合
併
の
承
認
を
訴
え
た
。
そ
の
時
、

四
国
林
業
に
お
い
て
は
、
従
業
員
の
み
な
ら
ず
、
経
営
者

二
、
市
場
と
直
結
し
た
販
売
組
織
が
な
い
。

可
能
に
近
い
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
、

四
国
林
業
の
反
対
運
動
は
つ
い
に
表
面
化
し
、
課
長
代

表
、
非
労
働
組
合
員
代
表
、
労
働
組
合
員
代
表
は
連
名
を
も
っ
て
、
合
併
反
対
の
声
明
書
を
住
友
本
社
代

一
方
、
同
年
二
月
中
旬
に
は

G
H
Q
の
係
官
ギ
リ
ス
が
、
北
海
農
林
視
察
の
た
め
四
日
間
に
わ
た
り
、

札
幌
、
丸
瀬
布
な
ど
を
訪
れ
た
の
て
あ
る
が
、

そ
の
際
、
北
海
農
林
か
ら
も
、

一
、
た
ま
た
ま
現
在
は
利
益
計
上
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
坑
木
運
賃
差
額
補
償
の
入
金
等
に
よ
る

も
の
て
一
時
的
な
も
の
て
あ
り
、
資
産
（
山
林
等
）

表
清
算
人
お
よ
び
四
社
の
社
長
あ
て
に
提
出
し
た
。

に
も
含
み
は
な
く
、
資
金
調
達
能
力
も
な
い
。

と
反
問
さ
れ
て
大
き
な
衝
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専
務
取
締
役

社

三
、
役
員
名
お
よ
び
組
織

一陣

長

平

容

塩

見

嘉

岩

舟

I
 
総

務

「

業

務

課

翁

部土糸経
理

課

前
述
の
よ
う
な
経
緯
て
四
国
林
業
の
合
併
参
加
が
絶
望
的
と
な
っ
た
の
て
、
残
る
三
社
は
、
と
り
あ
え

ず
三
杜
だ
け
て
も
合
併
し
て
事
態
の
打
開
を
図
る
こ
と
に
し
、
昭
和
二
十
五
年
七
月
五
日
、

H
C
L
C
に

合
併
契
約
の
大
要
は
、
九
州
農
林
を
存
続
会
社
と
し
、
扶
桑
農
林
お
よ
び
北
海
農
林
を
合
併
し
同
時
に

そ
の
商
号
を
東
邦
農
林
株
式
会
社
と
し
、
本
社
を
大
阪
市
に
移
す
。
新
資
本
金
は
一
三
五

0
万
円
（
三
社

の
資
本
金
の
合
計
額
）
と
し
、
合
併
実
行
期
日
は
昭
和
二
十
六
年
二
月
三

H
と
す
る
、
な
ど
て
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
五
年
十
二
月
七
日
、
公
正
取
引
委
員
会
あ
て
に
合
併
届
書
を
提
出
、
翌
二
十
六
年
二
月
十
二

H
、
臨
時
株
主
総
会
を
開
催
し
て
合
併
の
承
認
を
得
、
同
日
を
も
っ
て
新
会
社
発
足
の
日
と
し
、
同
時
に
、

資
本
金
を
倍
額
増
資
し
て
二
七

0
0
万
円
と
す
る
こ
と
も
決
議
さ
れ
た
。

一
、
本
社
所
在
地

約
一
五

0
名
（
役
員
・
職
員
・
エ
員
合
計
）

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
ニ
―
一
番
地

束
邦
農
林

合
併
契
約
の
調
印
は
同
年
七
月
五

H
に
行
わ
れ
た
。

対
し
て
合
併
の
陳
情
書
を
提
出
し
た
。

務

課

四

扶

桑

、

北

海

、

九

州

の

農

林

三

杜

合

併

、

東

邦

農

林

を

設

立
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て
ス
ギ

ま
た

し
た
。

電
柱
や
枕
木
等
の
特
殊
の
用
途
向
け
に
生
産
さ
れ
る
木
材
の
こ
と
て

「買

一
時
は
か
な
り
妙
味
の
あ
る
面
売

こ
れ
は

か
ら
東
海
支
店
管
内
の
白
島
駅
に
向
け
て
、
ナ
ラ
材
一
車
を
移
出
し
た
が

こ
れ
が
交
流
材
の
第
一
陣
て

東
邦
農
林
の
営
業
の
概
要

東
邦
農
林
の
事
業
基
盤
の
一
っ
て
あ
る
資
産
林
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
の
ち
に
触
れ
る
こ
と
と
し

（
第
二
部
第
二
章
第
三
節
参
照
）
、
ま
ず
木
材
営
業
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
当
社
の
木
材
業
は
、
九
州

農
林
お
よ
び
北
海
農
林
の
坑
木
・
パ
ル
プ
事
業
と
扶
桑
農
林
の
一
般
材
の
生
産
販
売
事
業
を
引
き
継
い
て

発
足
し
た
も
の
て
あ
る
が
、
新
会
社
と
し
て
合
併
後
、
新
た
に
加
わ
っ
た
も
の
に
、
当
社
の
い
わ
ゆ
る

「交
流
材
事
業
」
が
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
と
お
り
昭
和
二
十
六
年
三
月
、

北
海
道
支
店
管
内
の
渚
滑
駅

あ
る
。
そ
の
後
、
北
海
道
か
ら
道
材
を
東
海
地
区
や
東
京
地
区
へ
、
ま
た
、
九
州
か
ら
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

の
索
材
を
東
海
地
区
や
阪
神
地
区
に
送
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
取
扱
数
量
も
年
と
と
も
に
増
加
し
て
い
き
、

二
十
八
年
に
は
交
流
材
は
全
社
の
取
扱
数
鼠
の
三
分
の
一
を
占
め
る
ま
て
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
東
邦
農
林
時
代
に
脚
光
を
浴
び
た
も
の
と
し
て
特
殊
材
の
取
り
扱
い
が
あ
っ
た
。

て
あ
っ
た
が
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
等
の
代
替
品
が
出
現
し
取
扱
醤
も
漸
次
減
少

*
l
 

こ
の
時
代
、
立
木
を
立
ち
木
の
ま
ま
買
い
付
け
て
、
造
材
し
販
売
す
る
当
社
の
い
わ
ゆ
る

山
事
業
」
も
盛
ん
に
行
っ
た
。
こ
の
事
業
は
材
価
が
嵩
騰
し
続
け
て
い
る
間
は
相
当
の
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

仕
事
て
は
あ
っ
た
が
、

昭
和
二
十
九
年
に
人
り
、
特
需
景
気
の
反
動
て
物
価
が
低
落
傾
向
を
示
す
に
従
い
、

む
し
ろ
リ
ス
ク
の
方
が
大
き
く
な
り
、

し
だ
い
に
手
控
え
て
い
っ
た
。
な
お
、
昭
和
二
十
八
年
、
高
野
山

*
2
 

ヒ
ノ
キ
等
の
立
木
を
購
入
し
た
と
き
、
初
め
て
集
材
機
を
使
っ
て
集
材
に
当
た
っ
た
こ
と
は
、

五

*

1

造
材
（
ぞ
う
ざ
い

11
p
r
o
c
e
s
s
i
n
g
 
l
i
m
b
i
ng
 a
n
d
 

b
u
c
k
i
n
g
)
 

伐
倒
し
た
樹
木
の
枝
を
払
い
、
こ
れ
を
切
断
（
玉
切
り
）

し
て
索
材
（
丸
太
）
を
生
産
す
る
作
業
。
皮
は
ぎ
を
同
時
に

行
う
場
合
も
あ
る
。
林
内
ま
た
は
山
元
上
場
に
お
け
る
作
業

て
、
わ
が
国
て
は
主
と
し
て
チ
ェ
ー
ン
・
ソ
ー
に
よ
る
作
業

て
あ
る
が
（
皮
は
ぎ
を
除
く
）
、

最
近
て
は
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

に
よ
る
一
貫
し
た
機
械
化
作
業
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

*
2

集
材
機
（
し
ゅ
う
ざ
い
き
11
y
a
r
d
e
r
)
 

原
動
機
、
動
力
伝
逹
装
置
、
ド
ラ
ム
な
ど
を
備
え
、
鋼
索

を
使
っ
て
林
間
に
散
在
す
る
伐
倒
木
を
集
め
る
機
械
。
大
正

二

(
-
九

一
三
）
年
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
蒸
気
集
材
機
が
輸
入

さ
れ
、
昭
和
五
(
-
九
三

0
)
年
に
は
国
産
と
し
て
木
曽
型

が
製
造
さ
れ
、
昭
和
二
十
六
年
ス
イ
ス
か
ら
ウ
イ
ッ
セ
ン
式

集
材
機
が
輸
入
さ
れ
て
以
来
、
国
産
機
の
性
能
は
急
速
に
発

達
、
各
作
業
種
に
適
し
た
軽
量
小
型
か
ら
大
型
の
も
の
ま
て

が
、
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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そ
こ
て
、
新
生
東
邦
農
林
て
は

か
ね
て
か
ら
の
（
合
併
前
）
方
針
に
基
づ
き
、
同
社
発
足
一

0
日
後

パ
タ
ー
ン
は
一
向
に
改
ま
る
様
子
は
な
く
、

一
層
拡
大
し
て
い
く
気
配
て
あ
っ
た
。
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が
、
実
は
、
未
だ
未
解
決
の
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
て
あ
っ
た
。

六 の
ち
に
自
山
て
の
集
材
、
運
材
等
の
山
林
作
業
に
大
い
に
役
立
つ
良
い
経
験
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
ま
た
、
東
邦
農
林
時
代
に
開
始
し
た
事
業
に
外
材
の
取
り
扱
い
が
あ
る
。
こ
れ
は
住
友
商
事
が

も
の
て
、
昭
和
三
十
年
ま
て
（
東
邦
農
林
時
代
）

験
が
、

は
わ
ず
か
に
二
船
の
取
り
扱
い
て
あ
っ
た
が
、
こ
の
経

の
ち
に
住
友
林
業
に
な
っ
て
、
南
洋
材
、
米
材
等
の
外
材
取
り
扱
い
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
て
い

扶
桑
農
林
の
営
業
部
を
第
二
東
邦
林
業
と
し
て
分
離

大
略
前
記
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
東
邦
農
林
株
式
会
社
は
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の
て
あ
る

そ
れ
は
、
既
に
合
併
交
渉
の
段
階
か
ら
旧
扶
桑
農
林
内
部
か
ら
も
指
摘
さ
れ
、
特
に
九
州
農
林
側
か
ら

は
合
併
の
前
提
条
件
と
し
て
強
固
に
主
張
さ
れ
て
い
た
の
て
あ
る
が
、

農
林
内
部
に
お
い
て
の
営
業
部
（
そ
の
管
下
の
熊
野
、

じ
て
各
支
所
間
て
も
一
番
の
業
績
を
上
げ
る
な
ど
、

い
う
観
は
あ
っ
た
の
て
あ
る
が
、

そ
の
問
題
と
い
う
の
は
、

旧
扶
桑

田
辺
、
和
歌
山
、
吉
野
の
各
事
業
所
も
含
む
）

旧
林
業
所
内
に
あ
っ
て
は
、

の

か
ね
て
か
ら
の
営
業
姿
勢
の
こ
と
て
あ
っ
た
。
営
業
部
は
戦
時
中
か
ら
林
業
所
大
阪
支
所
と
し
て
連
系
会

社
に
対
す
る
納
材
業
務
を
所
管
す
る
な
ど
営
業
歴
も
比
較
的
古
く
、
終
戦
後
も
折
か
ら
の
イ
ン
フ
レ
に
乗

む
し
ろ
異
色
の
存
在
と

そ
の
後
、
扶
桑
林
業
、
扶
桑
農
林
時
代
に
な
っ
て
も
独
走
ぎ
み
の
行
動

＜
端
緒
と
な
っ
た
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
。

ジ
ャ
ー
デ
ン
マ
セ
ソ
ン
社
か
ら
輸
入
し
た
ボ
ル
ネ
オ
産
の
セ
ラ
ヤ

（
ラ
ワ
ン
材
）
の
販
売
を
引
き
受
け
た

ポルネオ産セラヤを積んで大阪港に入港した金津丸（昭和
29年）

分立六社の再統合



か
っ
た
の
は

文
夫
11
前
扶
桑
農
林
常
務
取
締
役
）
を
設
立
さ
せ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
同
じ
釜
の
飯

松
本

の
同
月
二
十
二

H
、
営
業
部
を
切
り
離
し
、
同
部
の
所
管
す
る
陣
容
(
-
九
名
）
お
よ
び
伐
採
途
上
の
資

材
林
（
和
歌
山
県
佐
本
山
林
の
は
か
、

村
山
林
等
の
立
木
、
評
価
額
合
計
約
―
―
―

1
0
0
万
円
）
を
付
け
て
、
資
本
金
五

0
0万
円
（
同
年
六
月
に

倍
額
増
資
に
よ
り
一

0
0
0万
円
）

旧
扶
桑
農
林
所
管
の
黒
滝
山
林
、

お
よ
び
旧
東
海
農
林
所
管
の
四

の
新
会
社
、
第
二
東
邦
林
業
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
専
務

資
本
金
の
構
成
は
大
半
は
、
新
し
く
同
社
に
移
籍
し
た
役
員
お
よ
び
職
員
等
に
よ
る
も
の
て
あ
っ
た
が
、

東
邦
農
林
側
か
ら
も
、
同
社
役
員
お
よ
び
幹
部
職
員
一
三
名
の
名
義
（
資
金
は
会
社
て
立
て
替
え
、
後
日

会
社
名
義
に
切
り
換
え
）
て
一
人
当
た
り
五
万
ー
一
五
万
円
、
計
一

0
0
万
円
（
二

0
%、
同
年
六
月
の

増
資
に
よ
り
二
六

0
万
円
、
二
六
％
）
を
出
資
し
た
。
ま
た
、
同
社
の
本
社
の
所
在
地
と
し
て
、
東
邦
農

林
の
本
社
所
在
地
（
大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
二
ニ
番
地
、
住
友
銀
行
四
階
）

用
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
（
昭
利
二
十
九
年
四
月
に
転
出
）
。

東
邦
農
林
が
い
っ
た
ん
切
り
離
し
た
会
社
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
曖
昧
な
関
係
を
保
た
ざ
る
を
得
な

―つ

に
は
、
分
離
に
際
し
て
割
譲
し
た
資
材
林
（
東
邦
農
林
の
貸
借
対
照
表
上
て
は
、

第

二
東
邦
林
業
勘
定
と
し
て
、

関
係
、

一
三

0
0万
円
計
上
）

の
保
全
に
気
を
配
っ
た
こ
と
、
二
点
目
は
、
人
的
な

即
ち
、
分
離
独
立
し
て
い
っ
た
人
々
は
住
友
本
社
林
業
所
時
代
か
ら
、

に
隣
接
す
る
小
部
屋
を
使

を
食
っ
た
」
仲
間
て
あ
っ
た
こ
と
、
三
点

H
は
、
商
売
に
つ
い
て
は
、
未
だ
不
慣
れ
て
、

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
、
不
器
用
な
東
邦
農
林
に
代
わ
っ
て
、
動
き
の
活
発
な
第
二
東
邦
林
業
を
別
働
隊
と
し
て
う
ま
く
活

用
し
た
い
と
の
期
待
が
あ
っ
た
こ
と
、
等
々
の
理
由
が
推
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ま
ぎ
ら
わ
し
い
両
社
の
関
係
が
世
間
を
騒
が
せ
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
二
十
六
年
二
月
東
邦
農
林
が
誕
生
し
、
ま
た
第
二
東
邦
林
業
を
分
離
独
立
さ
せ
た
こ
ろ
は
、
先
に

も
触
れ
た
と
お
り
、
国
内
経
済
の
状
況
は
、
前
年
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
特
需
の
影
響
も
あ
っ
て
極
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第
二
節
東
邦
農
林
と
四
国
林
業
の
合
併

か
っ
た
も
の
の
、
何
と
も
後
味
の
悪
い
苦
い
経
験
て
あ
っ
た
。

つ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
て
あ
っ
た
。

の
な
い
状
態
て
あ
っ
た
。

め
て
活
況
を
呈
し
、

い
わ
ゆ
る
善
意
の
第
三
者

（
問
題
が
起
こ
る

一
か
月
前
に
転
出
）

そ
の
好
況
は
翌
一
十
七
年
、
翌
々

二
十
八
年
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

二
十
八
年
七
月
に
休
戦
協
定
が
調
印
さ
れ
る
と
、
同
年
後
半
よ
り
国
内
景
気
は
急
激
に
下
降
し
翌
二
十
九

年
に
は
の
ち
に

「反
動
不
況
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
不
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。

第
一
―
東
邦
林
業
に
対
す
る
大
方
の
懸
念
は
や
は
り
的
中
し
た
。
同
社
は
昭
和
二
十
九
年
五
月
つ
い
に
不

渡
手
形
を
出
し
て
経
営
が
破
綻
す
る
の
て
あ
る
が
、

負
債
総
額
は
年
商
高
の
二
倍
（
約
四
億
円
）

び
、
し
か
も
裏
付
け
と
な
る
所
有
資
産
も
わ
ず
か
な
も
の
て
債
権
者
に
と
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
固
収
の
余
地

結
局
同
社
は
そ
の
後
解
散
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
東
邦
農
林
が
被
っ
た
損
害
は
金
銭
面
て

は一

0
0
0万
円
強
て
あ
っ
た
が
、

に
も
及

そ
れ
よ
り
も
困
っ
た
こ
と
は
、
東
邦
農
林
自
体
の
信
用
を
大
き
く
傷

そ
れ
と
い
う
の
も
、
商
号
の
類
似
性
、
本
社
所
在
地
が
同
一

陣
容
の
同
一
性
（
旧
扶
桑
農
林
時
代
ま
て
は
同
じ
会
社
の
人
た
ち
）
等
か
ら
、

か
ら
見
れ
ば
、
同
一
な
い
し
緊
密
な
関
係
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
く
ら
い
紛
ら
わ
し
い
も

の
て
あ
っ
た
。
た
だ
、
当
時
の
こ
と
と
て
、
幸
い
法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
ま
て
発
展
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な

昭
和
二
十
七
年
(
-
九
五
二
）
四
月
、
講
和
条
約
の
発
効
に
伴
っ
て
、

旧
財
閥
の
商
号
禁
止
に
関
す
る
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全
な
合
意
に
逹
し
、
そ
れ
ぞ
れ
取
締
役
会
て
合
併
の
議
決
を
行
っ
た
。

円
満
て
速
や
か
な
合
併
の
実
現
を
日
指
し
て
協
議
を
重
ね
、
合
併
問
題
の
最
大
の
難
関
て
あ
る
人
事
問
題

に
つ
き
統
一
見
解
を
ま
と
め
た
。
こ
の
案
を
託
さ
れ
た
河
井
は
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
十
五

H
、
病
床
に

あ
る
平
賀
を
訪
ね
、
協
議
を
重
ね
て
問
題
の
進
展
を
図
っ
た
。

平
賀
の
病
は
つ
い
に
癒
え
ず
、
昭
和
二
十
九
年
五
月
末
逝
去
し
た
が
、

に
軌
道
に
乗
っ
て
い
た
の
て
、

そ
の
斡
旋
の
線
に
沿
っ
て
と
り
進
め
ら
れ
た
。
同
年
六
月
末
、
両
社
は
完

ま
た

こ
の
合
併
問
題
は
、

ひ
と
り
平
賀
の
願
望
て
あ
る
の
み
て
は
な
く
、
住
友
本
社
の
元
重
役
、
特
に
最
後

か
ね
て
か
ら
、
平
賀
に
対
し
、

そ
の
推
進
を
要
請
し
て
い
た
の
て
、
平
賀
は

こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
腐
心
し
、
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
続
け
て

昭
和
二
十
八
年
十
月
、
平
賀
は
自
ら
新
居
浜
に
出
向
い
て
、

四
国
林
業
の
植
村
社
長
と
合
併
に
つ
い
て

こ
の
問
題
を
日
程
に
乗
せ
る
こ
と
の
合
意
を
取
り
付
け
た
。
翌
二
十
九
年
一
月
、

平
賀
は
不
幸
に
し
て
病
臥
し
た
が
、
病
床
に
お
い
て
も
関
係
者
の
来
訪
を
受
け
合
併
促
進
に
努
め
た
。

一
方
、
住
友
本
社
元
常
務
理
事
河
井
昇
三
郎
を
は
じ
め
岡
橋
、

最
初
の
懇
談
を
行
い

、
>

J

o

,
t
 

折
に
触
れ
、
事
に
当
た
っ
て

の
総
理
事
古
田
俊
之
助
は

平
賀
の
念
願
は

こ
の
両
社
の
合
併
実
現
の
一
点
に
し
ば
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
時
点
て
は
合
併
問
題
は
既

政
令
が
失
効
し
、
住
友
グ
ル
ー
プ
の
各
社
も
い
っ
せ
い
に
住
友
の
旧
名
に
復
帰
し
、
産
業
界
て
は
急
速
に

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
背
景
と
し
て
、
林
業
二
社
の
合
併
問
題
も
、
住
友
の
先
輩
お
よ
び
連
系
各
社
の
間

に
取
り
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
、
東
邦
•
四
国
両
社
の
内
部
に
お
い
て
も
、
住
友
林
業
の
名
の
下
に
両
社
が
合

併
し
て
新
発
展
を
期
す
べ
き
て
あ
る
と
の
気
運
が
し
だ
い
に
醸
成
さ
れ
て
き
た
。

昭
和
二
十
七
年
五
月
、
元
林
業
所
所
長
平
賀
五
郎
が
、
東
邦
農
林
の
監
査
役
に
復
帰
し
た
が
、

系
列
の
再
編
成
が
進
め
ら
れ
る
情
勢
と
な
っ
て
き
た
。

田
中
、
北
沢
な
ど
の
旧
役
員
も
、

こ
の
時

平
賀
元
林
業
所
所
長
の
経
歴

明
治
二
十
七
年
福
岡
県
に
誕
生

大
正
七
年
七
月
京
都
帝
国
大
学
農
科
大
学
農
学
科
卒
業

同
年
八
月
住
友
総
本
店
人
杜

大
正
十

一
年
五
月

1
+
-―一
年
十
一
月

林
業
な
ら
び
に
そ
の
付
帯
農
業
研
究
の
た
め
、
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
ヘ
留
学
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
視

察
昭
利
三
年
h
月
住
友
合
賓
会
社
林
業
所
経
理
課
長

昭
和
八
年
十
二
月
住
友
合
査
会
社
林
業
所
支
配
人

昭
和
十
八
年
八
月
株
式
会
社
住
友
本
社
林
業
所
所
長

昭
和
二
十

一
年
一
月
株
式
会
社
住
友
本
社
取
締
役

昭
和
二
十
三
年
二
月
同
社
取
締
役
退
任

昭
和
二
十
六
年
二
月
東
邦
農
林
株
式
会
社
相
諒
役

昭
和
二
十
七
年
五
月
東
邦
農
林
株
式
会
社
監
査
役

昭
利
二
十
九
年
五
月
二
十
九
日
逝
去
（
享
年
六

一
歳）

平賀五郎
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等
て
あ
っ
た
。

記

住
友
の
名
称
使
用
に
つ
い
て
御
願

昭
和
二
十
九
年
八
月

な
お
、
合
併
の
形
態
等
の
要
旨
は
四
国
林
業
を
存
続
会
社
と
し
、
商
号
を
住
友
林
業
に
改
め
、
合
併
比

率
は
一
対
一
と
し
、

H
 

社

長

植

村

賓

し
た
が
っ
て
新
資
本
金
は
両
社
の
資
本
金
を
合
計
し
た
二
億
一

0
0
0万
円
と
す
る

そ
し
て
、
昭
和
二
十
九
年
八
月
、
両
社
は
、
清
算
会
社
住
友
本
社
を
は
じ
め
と
す
る
諸
関
係
先
に
対
し
、

社
名
に
「
住
友
」
の
名
称
を
使
用
し
た
い
旨
の
次
の
よ
う
な
陳
情
書
を
提
出
し
た
。

四
国
林
業
株
式
会
社

東
邦
農
林
株
式
会
社

財
閥
解
体
の
至
上
命
令
に
よ
り
心
な
ら
ず
も
別
々
の
道
を
歩
む
こ
と
を
余
儀
無
く
さ
れ
て
七
年
余
を
閲

し
ま
し
た
四
国
林
業
株
式
会
社
と
東
邦
農
林
株
式
会
社
の
両
社
は
漸
く
今
般
機
が
熟
し
て
一
体
と
な
り
、

住
友
林
業
本
米
の
姿
に
立
ち
還
る
喜
び
を
得
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

社
長
平
岩
舟
一

申
す
迄
も
な
く
両
社
合
併
の
最
高
目
的
は
寸
断
さ
れ
た
伝
統
の
事
業
を
一
に
戻
し
名
実
共
に
住
友
の
林

業
部
門
と
し
て
こ
の
歴
史
と
性
格
を
護
っ
て
維
持
発
展
を
期
せ
ん
と
す
る
に
在
り
ま
す
。

就
き
ま
し
て
は
こ
の
新
会
社
の
発
足
に
当
り
、
是
非
共
「
住
友
林
業
株
式
会
社
」
の
社
名
を
名
乗
ら
せ

て
戴
き
た
い
念
願
て
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
先
輩
諸
会
社
の
格
別
の
御
同
情
と
御
賛
同
を
得
た
く
左
記
の
通

り
理
由
の
一
端
を
述
べ
偏
え
に
懇
願
申
し
上
げ
る
次
第
て
ご
ざ
い
ま
す
。
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五
、
対
外
信
用
に
つ
い
て

の
名
を
汚
す
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
の
決
意
を
持
っ
て
い
る
。

両
社
共
に
住
友
本
社
の
解
散
に
よ
り
分
離
独
立
し
た
第
二
会
社
て
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
役
職
は
旧

―
-
、
事
業
の
沿
革
と
住
友
家
と
の
関
係

住
友
の
林
業
の
創
成
は
遠
く
元
禄
の
昔
別
子
銅
山
の
稼
行
と
共
に
始
ま
り
、
住
友
家
の
事
業
の
一

部
門
と
し
て
連
綿
た
る
歴
史
を
有
し
、
歴
代
の
家
長
公
、
総
理
事
始
め
先
輩
各
位
の
深
く
意
を
注

が
れ
た
事
業
て
あ
っ
て
、
新
会
社
は
こ
の
先
人
刻
苦
の
賜
て
あ
る
遺
産
と
栄
誉
あ
る
国
家
的
事
業

を
継
承
す
る
も
の
て
あ
る
。

三
、
過
去
に
お
い
て
住
友
林
業
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と

住
友
林
業
（
所
）

の
名
称
は
既
に
住
友
合
資
会
社
当
時
よ
り
本
社
の
直
轄
事
業
部
門
と
し
て
現
実

に
使
用
さ
れ
、
今
日
他
の
称
号
を
用
い
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
世
間
的
に
は
依
然
と
し
て
住
友
林

四
、
全
従
業
員
の
希
望
て
あ
る
こ
と

合
併
に
当
り
両
者
の
全
従
業
員
は
住
友
林
業
の
名
称
に
復
帰
す
る
こ
と
を
熱
望
し
て
居
り
、

世
間
的
に
既
に
通
用
し
て
い
る
住
友
林
業
の
名
称
が
新
会
社
に
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
は
社
会
の
一

部
か
ら
却
っ
て
疑
惑
の
目
て
見
ら
れ
対
外
信
用
に
及
ぼ
す
影
響
は
勘
く
な
い
。

六
、
会
社
の
基
礎
は
睾
固
て
あ
り
、
経
営
に
何
等
不
安
は
な
い
こ
と

又
そ

合
併
後
の
新
会
社
は
先
人
刻
苦
の
結
晶
て
あ
る
四
万
町
歩
の
山
林
と
一
千
万
石
に
及
ぶ
蓄
積
を
承

継
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
不
動
の
資
産
と
信
用
を
根
幹
と
し
今
後
共
従
来
同
様
謙
虚
に
し
て
堅

業
と
し
て
通
用
し
、
誰
も
あ
や
し
む
者
も
な
い
。

住
友
本
社
並
ひ
に
住
友
鉱
業
の
職
員
て
構
成
さ
れ
て
居
る
。

一
、
旧
住
友
本
社
の
第
二
会
社
て
あ
る
こ
と
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次
い
て
昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
一

H
、
両
社
間
の
合
併
契
約
書
（
省
略
）
が
調
印
さ
れ
、
同
時
に
そ

れ
に
伴
う
覚
書
（
省
略
）
も
交
換
さ
れ
た
。
ま
た
、
両
社
間
の
諸
事
項
調
整
の
た
め
の
連
絡
員
と
し
て
、

四
国
林
業
側
、

田
上
・
塩
崎
、
東
邦
農
林
側
、
落
合
・
土
居
の
計
四
名
が
任
命
さ
れ
、

わ
た
る
協
議
を
重
ね
た
。

昭
和
三
十
年
二
月
一
日
、
合
併
承
認
の
株
主
総
会
の
議
を
経
て
、
こ
こ
に
、
待
望
の
住
友
林
業
の
一
元

化
が
実
現
し
た
。

は
な
い
も
の
と
信
じ
ら
れ
る
。

実
な
経
営
方
針
を
持
続
す
る
限
り
に
お
い
て
は
本
邦
屈
指
の
林
業
会
社
と
し
て
経
営
上
何
等
不
安

そ
の
後
、
数
次
に

以
上
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第
一
一
部

轟
度
経
済
成
長
期
と
事
業
の
拡
大
（
昭
和

-
+
＼
五
十
年
）



「
も
は
や
戦
後
て
は
な
い
、

成
長
は
終
っ
た
。
今
後
の
成
長
は
近
代
化
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
、

活
動
が
既
に
戦
前
（
昭
和
九
年
i
十
一
年
平
均
）

る
と
と
も
に
、

わ
が
国
の
経
済
構
造
が
従
来
と
は
大
き
く
異
な
る
、

の
水
準
を
上
回
っ
て
い
る

＊
 シ

ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
い
わ
ゆ
る
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
経
済
成
長
」
の
時
代
に
突
入
し
て
い
る
こ
と
を
予
告
す
る
も
の
て
も
あ
っ
た
。

当
社
が
住
友
林
業
株
式
会
社
と
し
て
新
発
足
し
た
昭
和
三
十
年
は
、

時
代
へ
の
出
発
の
時
て
あ
っ
た
。
以
後
、
当
社
は
わ
が
国
経
済
の
成
長
と
と
も
に
歩
を
進
め
、
成
長
し
て

嘉
神
武
景
気
戦
後
経
済
か
ら
の
離
陸

章

わ
が
国
経
済
に
と
っ
て
も
新
た
な

（図
2

ー

1
)
こ
と
を
告
げ

昭
和
三
十
一
年
(
-
九
五
六
）
七
月
に
経
済
企
画
庁
か
ら
発
表
さ
れ
た
年
次
経
済
報
告
書
（
『経
済
白

書
』
）
に
は
、
「
日
本
経
済
の
成
長
と
近
代
化
」
と
い
う
副
題
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
中
て
、
同
書
は

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
や
異
な
っ
た
事
態
に
直
面
し
て
い
る
。
回
復
を
通
じ
て
の

さ
ら
に
、
「
こ
の
よ
う
な

投
資
活
動
の
原
動
力
と
な
る
技
術
の
進
歩
と
は
、
原
子
力
の
平
和
利
用
と
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て

代
表
さ
れ
る
技
術
革
新
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
て
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
の
産
業

第
一
節
戦
後
経
済
か
ら
の
離
陸
と
高
度
経
済
成
長
時
代
の
幕
開
け

新
生
住
友
林
業
の
発
足
（
昭
利
三
十
年
代
）

図 2-1 

200 

150 

100 

50 

゜

わが国経済の戦前に対する回復水準

187 

149 

127 

94 

118 
130 

実鉱農輸輸消

昌エ業出入費
民業
所生 生数数水

得産産量量準

注：昭和 9~11年=100、ただし農業生産は 8~10年=100 

出典： rわたしの戦後経済史J161頁、東洋経済新報社、平成 7年

人

ロ
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以
下
に
当
社
の
歩
み
の
背
景
と
な
っ
た
昭
和
三
十
年
代
の
景
気
変
動
の
特
徴
を
略
述
し
て
お
く
。

昭
和
三
十
年
か
ら
一
二
十
二
年
に
か
け
て
の
わ
が
国
の
景
気
を
先
導
し
た
の
は
、
好
調
な
輸
出
と
活
発
な

設
備
投
資
て
あ
っ
た
。
輸
出
に
つ
い
て
は
、
海
外
市
況
の
好
転
に
伴
い
旧
来
の
軽
工
業
品
に
加
え
、
朝
鮮

戦
争
を
契
機
に
い
ち
早
く
設
備
の
更
新
を
終
え
た
鉄
鋼
、
造
船
、
重
機
な
ど
の
重
工
業
分
野
の
製
品
も
加

わ
っ
て
き
た
。
茨
城
県
の
東
海
村
の
原
子
力
研
究
所
に
”
太
陽
の
火
“
が
点
火
さ
れ
、
新
居
浜
市
、
岩
国

市
、
四
H
市
市
、
川
崎
市
な
ど
に
お
い
て
は
第
一
次
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
建
設
が
始
ま
っ
た
。
ニ

十
八
年
に
放
送
が
開
始
さ
れ
た
テ
レ
ビ
な
ど
の
家
電
製
品
の
設
備
投
資
も
い
っ
せ
い
に
開
始
さ
れ
た
。
東

京
通
信
工
業
（
現
ソ
ニ
ー
）
が
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
の
生
産
を
開
始
し
、

業
し
た
の
も
こ
の
こ
ろ
て
あ
る
。
ち
な
み
に
昭
和
三
十
一
年
の
設
備
投
資
の
前
年
比
伸
び
率
は
、
三
八
％

こ
の
よ
う
な
設
備
投
資
の
拡
大
は
、
間
も
な
く
外
貨
の
壁
に
は
ば
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
こ
の
時
の
好
況
は
開
闘
以
来
と
い
う
実
感
が
あ
っ
た
の
て
「
神
武
景
気
」
と
名

岩
戸
景
気
と
所
得
倍
増
計
画

昭
和
三
十
二
年
の
下
期
に
な
っ
て
不
況
局
面
（
な
べ
底
不
況
と
い
わ
れ
た
）

三
十
三
年
に
な
っ
て
引
き
締
め
が
緩
和
さ
れ
る
と
景
気
は
急
速
に
回
復
、
再
び
高
度
成
長
期
に
人
る
。
景

気
回
復
を
先
導
し
た
の
は
前
回
同
様
、
好
調
な
輸
出
と
活
発
な
設
備
投
資
て
あ
っ
た
が
、
今
回
は
さ
ら
に
、

付
け
ら
れ
た
。

と
史
上
最
古
向
を
記
録
し
た
。

き
た
と
い
え
よ
う
。

に
あ
っ
た
わ
が
国
経
済
は

一
時
的
に
後

ス
ー
。
ハ
ー
の
ダ
イ
エ
ー
が
開

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
(
-
八
八
三
ー
一
九
五

0
)

経
済
学
者
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
て
活
躍
の
の
ち
米
国
に
移
住
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技
術
革
新
）
と
は
、

一
、
革
新
的
な
技
術
の
誕
生

二
、
新
し
い
商
品
の
製
造

三
、
新
し
い
生
産
方
式
の
導
入

四
、
新
し
い
販
路
の
開
拓

五
、
新
し
い
原
料
の
獲
得

六
、
旧
組
織
の
破
壊
ま
た
は
新
組
織
の
形
成

等
を
含
む
も
の
と
し
、
い
っ
た
ん
技
術
革
新
が
始
ま
る
と
、

そ
れ
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
（
業
種
、
業

態
、
地
方
）
に
剰
数
効
果
を
伴
い
な
が
ら
波
及
し
て
い
き
、

そ
の
結
果
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
生
産
性
は
拡
大
し
、
所
得
は

向
上
し
、
市
場
規
模
は
拡
大
す
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
互
い

に
作
用
し
あ
っ
て
経
済
は
循
環
的
に
拡
大
発
展
し
、
そ
れ
は
、

そ
の
経
済
を
構
成
す
る
基
本
的
要
索
（
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル

ズ
）
が
硲
路
（
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
）
に
到
達
す
る
ま
て
続
く
と

い
う
も
の
て
、
そ
の
期
間
は
通
常
二

o
i三
0
年
続
く
て
あ

ろ
う
こ
と
を
予
言
し
た
。
こ
の
説
は
コ
ン
ド
ラ
チ
ェ
フ
の
唱

え
た
お
よ
そ
五

0
年
を
一
サ
イ
ク
ル
と
す
る
「
経
済
の
長
期

波
動
」
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
て
あ
る
。

＊
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国
際
収
支
の
悪
化
の
た
め
引
き
締
め
政
策
が
実
施
さ
れ

さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
「
岩
戸
景
気
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

「
三
十
七
年
不
況
」
と
い
わ
れ
る
事
態
に
陥

昭
和
三
十
五
年
一
月
に
貿
易
為
替
の
自
由
化
の
方
針
が
発
表
さ
れ
、

が
誕
生
し
て
「
所
得
倍
増
計
画
」
が
発
表
さ
れ
る
と
、
官
民
挙
げ
て
生
産
の
合
理
化
に
取
り
組
み
、

と
高
度
成
長
に
邁
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
の
主
力
輸
出
品
目
は
、
従
前
の
軽
工
業
品
か
ら
、

鉄
鋼
、
造
船
、
重
機
、
肥
料
、
石
油
化
学
製
品
な
ど
へ
と
主
役
が
交
替
、

テ
レ
ビ
な
ど
の
家
電
製
品
も
戦
力
に
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
産
業
分
野
て
は
さ
ら
に
設
備
を
拡
張
し
、

「
三
種
の
神
器
」
と
い
わ
れ
、

さ
ら
に
、
同
年
十
二
月
池
田
内
閣

さ
ら
に
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
、

そ
れ
に
伴
っ
て
国
民
所
得
も
向
上
、
国
内
消
費
市

場
も
一
段
と
拡
大
し
た
。
な
か
て
も
、
家
電
製
品
は
メ
ー
カ
ー
の
量
産
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
相
ま
っ

て
急
速
に
国
内
市
場
に
普
及
し
た
。
特
に
、
白
黒
テ
レ
ビ
、
電
気
洗
濯
機
、
電
気
冷
蔵
庫
の
三
つ
は
、

そ
れ
を
持
つ
こ
と
が
国
民
の
憧
れ
て
あ
り
、

―
つ
の
ス
テ
ー
タ
ス
と
も
な

っ
た
（
図
2

ー

2
)
。
こ
の
よ
う
に
し
て
拡
大
し
て
い
っ
た
景
気
も
、
海
外
市
場
が
停
滞
し
て
く
る
と
再

び
外
貨
の
手
持
ち
が
底
を
つ
き
、
当
局
は
再
度
引
き
締
め
政
策
に
転
ず
る
こ
と
と
な
る
。

な
お
、
今
回
の
好
況
は
前
回
の
好
況
を
上
回
る
規
模
て
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
神
武
天
皇
の
時
代
よ
り
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
と
投
資
ブ
ー
ム

っ
て
い
た
わ
が
国
経
済
は
、
昭
和
三
十
七
年
秋
に
引
き
締
め
が
解
除
さ
れ
る
と
徐
々
に
景
気
は
回
復
し
た
。

主
導
し
た
の
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
激
化
に
伴
う
特
需
の
増
加
な
ど
の
海
外
要
因
て
、
そ
れ
に
伴
い
内
需
や

活
発
な
国
内
消
費
も
加
わ
っ
て
き
た
。

一
段

図 2-2 家庭電化製品の普及率
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た
と
は
い
い
が
た
く
、
特
に
都
市
部
に
お
い
て
は
昭
和
三
十
年
代
は
ま
だ
バ
ラ
ッ
ク
建
築
が
そ
こ
こ
こ
に

へ
の
加
盟
も
決
定
、
先
進

こ
の
よ
う
に
し
て

経
済
統
計
」
参
照
）
。

企
業
の
設
備
投
資
も
活
気
を
帯
び
て
き
た
の
て
あ
る
が
、
今
回
は
そ
れ
に
公
共
投
資
も
加
わ
っ
た
。
三
十

水
島
地
区
な
ど
一
三
か
所
）
」
、

八
年
七
月
に
重
化
学
工
業
の
分
散
と
地
域
間
の
経
済
格
差
の
解
消
を
目
指
し
た
「
新
産
業
都
市
（
岡
山
県

お
よ
び
「
工
業
整
備
特
別
地
域
（
茨
城
県
鹿
島
地
区
な
ど
六
か
所
）
」
の

指
定
が
行
わ
れ
る
と
、

そ
れ
ら
の
地
区
て
は
第
二
次
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
建
設
や
大
手
鉄
鋼
メ
ー

カ
ー
な
ど
の
新
鋭
工
場
の
建
設
が
計
画
さ
れ
、
企
業
の
設
備
投
資
が
再
び
活
況
を
呈
し
て
き
た
。
加
え
て
、

翌
二
十
九
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
て
、
高
速
道
路
や
国
鉄
の
新
幹
線
工
事
が
急
が
れ
、
上
下
水

道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
競
技
場
の
建
設
な
ど
へ
の
公
共
投
資
が
東
京
を
中
心
に
実
施
さ
れ
、
民
間

て
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
備
え
て
の
宿
泊
・
観
光
施
設
な
ど
へ
の
投
資
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
波
は
全
国

各
地
に
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
に
行
き
渡
り
、

水
準
を
引
き
上
げ
、
国
内
消
費
市
場
の
拡
大
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
（
別
巻
資
料
編
24
「
長
期
主
要

一
段
と
国
際
競
争
力
を
身
に
つ
け
た
わ
が
国
は
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
、

I
M
F

（
国
際
通
貨
甚
金
）
八
条
国
へ
移
行
し
、

O
E
C
D
 

国
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
、

わ
が
国
全
体
の
生
産
性
と
所
得
の

（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

し
か
し
、
こ
の
間
、
木
材
需
要
の
大
宗
を
占
め
る
住
宅
の
分
野
は
未
だ
戦
後
の
荒
廃
か
ら
復
帰
し
て
い

残
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
て
よ
う
や
く
目
が
向
き
始
め
た
住
宅
用
を
は
じ
め
と
し
、
土
木
用

資
材
や
梱
包
用
資
材
と
し
て
、
ま
た
、
製
紙
用
、
人
絹
用
パ
ル
プ
原
料
な
ど
と
し
て
の
木
材
需
要
は
旺
盛

て
、
木
材
価
格
は
他
の
物
価
に
先
駆
け
て
値
上
が
り
傾
向
を
示
し
て
い
た
。
国
土
面
積
に
占
め
る
森
林
の

割
合
の
比
較
的
大
き
い
わ
が
国
て
は
木
材
の
潜
在
供
給
能
力
は
あ
る
と
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
実
際
の

*
I
M
F
八
条
国

(Article
8
 

nation of I
M
F
)
 

I
M
F
協
定
八
条
に
規
定
す
る
加
盟
国
の

一
般
的
義
務
の

履
行
を
受
諾
し
た
国
。
そ
の
主
要
な
も
の
は
、
経
常
取
引
は

制
限
し
な
い
こ
と
、
差
別
的
通
貨
措
置
を
と
ら
な
い
こ
と
、

他
の
加
盟
国
の
保
有
す
る
自
国
通
貨
に
交
換
性
を
付
与
す
る

ァ）と
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そ
の
要
因
の
一
っ
に
戦
中
・
戦
後
の
乱
伐
に
よ
り
法
正
林
の
体
系
が
破
壊
さ
れ
、
伐
期
に
達
し
た
森
林

の
比
率
が
低
下
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
昭
和
三
十
年
ご
ろ
か
ら
は
精
力
的
に
植
林
が
再
開
さ
れ

、
こ

r

、n
‘

て
は
し
↑
カ

そ
れ
ら
の
林
木
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
伐
期
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
戦
中
・
戦
後

の
伐
採
は
作
業
性
の
よ
い
山
林
か
ら
優
先
的
に
行
わ
れ
た
た
め
林
道
の
未
整
備
な
奥
地
林
が
残
さ
れ
、
労

務
費
の
上
昇
な
ど
も
加
わ
っ
て
コ
ス
ト
も
高
く
な
り
、
残
さ
れ
て
い
た
山
林
も
あ
ま
り
利
用
す
る
こ
と
が

こ
う
し
た
こ
と
が
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
よ
り
他
の
業
種
に
先
駆
け
て
木
材
の
輸
入
が
促
進
さ
れ
る
要

因
と
も
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
一
方
て
、
国
産
材
の
国
際
競
争
力
を
低
下
さ
せ
、
森
林
を
荒
廃
さ
せ
る
遠

住
友
林
業
株
式
会
社
の
誕
生

組
織
の
概
要

昭
和
三
十
年
(
-
九
五
五
）
二
月
一
日
、

部
、
旧
林
業
所
O
B
、
住
友
連
系
各
社
、
な
ら
び
に
取
引
先
各
位
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
両
社
の
従
業

第
二
節

因
と
も
な
っ
て
い
っ
た
。

新
生
住
友
林
業
の
概
要

て
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

四
国
林
業
お
よ
び
東
邦
農
林
の
二
社
は
、
住
友
本
社
の
旧
幹

供
給
能
力
は
需
要
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
た
。
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店
の
下
、 取

締
役
社
長

専
務
取
締
役

郷
平
（
四
国
林
業
常
務
取
締
役
）

嘉
普
（
東
邦
農
林
取
締
役
）

元
行
（
四
国
林
業
常
務
取
締
役
）

土
居
万
之
助
（
東
邦
農
林
取
締
役
）

克
己
（
東
邦
農
林
取
締
役
）

飯
田
四
三
九
（
四
国
林
業
生
産
部
長
）

清
（
東
邦
農
林
監
査
役
）

研
究
所
一
営
業
所
の
体
制
て
、
大
阪
支
店
、

な
お
、
役
員
を
除
く
従
業
員
数
は
四

0
九
名
て
、
組
織
は
図
2ー

3
の
と
お
り
、
本
社
が
四
部
七
課
一

四
国
支
店
、
九
州
支
店
、
東
海
支
店
、
北
海
道
支
店
の
五
支

一
六
営
業
所
を
擁
し
、
そ
の
下
部
機
構
と
し
て
出
張
所
、
駐
勤
所
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
図
て

一
見
す
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
発
足
当
初
は
木
材
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
供
給
不
足
気
味
（
売
手
市
場
）

て
あ
っ
た
の
て
、
店
所
の
配
置
も
集
荷
に
便
利
な
生
産
地
に
多
く
分
布
し
て
い
た
。

監

査

役

細

井

” ” 

保
田

” 

塩
崎

治
男
（
四
国
林
業
取
締
役
）

” ” 

中
本

＂ 

落
合

取

締

役

田

上
塩
見

嘉

植
村

員
一
同
の
期
待
の
中
て
合
併
し
、
新
し
く
資
本
金
二
億
一

0
0
0
万
円
の
住
友
林
業
株
式
会
社
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
会
社
の
本
社
は
大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
二
ニ
番
地
に
置
か
れ
、
代
表

取
締
役
社
長
に
は
四
国
林
業
社
長
て
あ
っ
た
植
村
｛
貫
が
就
任
し
た
。

発
足
当
初
の
経
営
陣
は
以
下
の
と
お
り
て
あ
る
。

取
締
役
会
長

（
東
邦
農
林
社
長
）

賓
（
四
国
林
業
社
長
）

乎

岩

舟

（
束
邦
農
林
専
務
取
締
役
）
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図 2-3 新会社発足当時の会社機構組織図（昭和30年 2月）

旦構）i三 :!:L
福岡駐勤所(0)

（支大店阪機構支）店（※〇）［口［嘉旦I
総務部---e総務課

経理課

四国支店 (0※)

九州支店 (0※)

阿島駐勤所

河之北出張所ーロ忍ザ;力:

山田農園
大永出張所
日浦出張所 中七番駐勤所

営 林 課 I葛籠尾出張所―----[
筏津駐勤所
城師駐勤所

五良津出張所

西之川駐勤所
川来須駐勤所
中山駐勤所

高藪出張所 高藪販売店
別子牧場

地所課 I 
別子ミルクプラント

西条出張所(※0)
新居浜営業所 (0※)f岩国出張所 (0)

宿毛出張所 (0)
宇和島営業所 (0※)f十川出張所 (0)

高松営業所（※） 脇町出張所 (0※)

高知営業所 (0※)

本山営業所 (0)

宮崎営業所 (0)

人吉営業所 (0※)

水俣営業所 (0※)

打除駐勤所(0)

岩松駐勤所(0)

大栃駐勤所(0)
窪川駐勤所(0)
安田駐勤所(0)
大野見駐勤所(0)
須崎駐勤所(0※)
大杉駐勤所(0)
椎葉駐勤所(0)
諸塚駐勤所(0)
西村駐勤所(0)
大口駐勤所(0)

益田駐勤所(0)

東海支店(※ol--f三三□／□::::;;i:l 
四日市工場

北海道支店 (0※)

北見営業所 (0※)

紋別営業所 (0)

丸瀬布工場

沼ノ上駐勤所

鴻之舞駐勤所
上渚滑駐勤所
沙留駐勤所

帯広駐勤所(0)
注：（ ）内〇※印は営業関係の店所で、 〇印は集荷業務を主体とし、※印は販売業務を主体とする店所、

〇※印は集荷および販売を行うがどちらかといえば集荷業務を主体とする店所、 ※〇印は集荷および
販売を行うがどちらかといえば販売業務を主体とする店所
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な
お

こ
れ
ら
経
営
山
林
か
ら
生
産
さ
れ
た

（
立
木

い
わ
ゆ
る
自
山
材
の
当
社
の
国
内
材
取
扱
高

上
匝
る
三
万
九
八
九

0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ん
て
い
た
。

所
有
山
林
・
経
営
山
林
の
概
要

当
社
が
新
発
足
し
た
昭
和
―
二
十
年
の
期
末
（
九
月
）
時
点
て
の
所
有
山
林
の
面
積
は
三
万
四

七
九
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
て
あ
っ
た
。
別
子
銅
山
の
鉱
山
備
林
を
出
発
点
と
す
る
当
社
の
山
林
経
営

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
別
子
銅
山
周
辺
の
四
国
の
山
林
を
中
心
と
し
て
い
た
が
、
本
誌
上
巻

て
も
既
に
触
れ
た
と
お
り
、
大
正
期
以
降
、
九
州
、
北
海
道
な
ど
の
ほ
か
広
く
海
外
に
も
拠
点

を
有
し
て
い
た
。
敗
戦
と
と
も
に
、
海
外
の
拠
点
は
す
べ
て
失
わ
れ
た
も
の
の
、

山
林
は
農
地

解
放
の
影
響
も
比
較
的
少
な
く
国
内
の
住
友
の
管
理
し
て
い
た
山
林
は
借
地
林
も
含
め
て
ほ
ば

す
べ
て
当
社
に
継
承
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
経
営
山
林
（
所
管
山
林
）

こ
れ
ら
山
林
の
立
木
蓋
積
量
は
九
五

0
万
石
（
約
二
六
四
万
立
方
メ
ー
ト
ル
）
て
、

産
を
簿
価
て
み
る
と
、
林
木

a
/
c

造
林
起
業

a
/
c

た
（
表
2

ー

1)。

に
占
め
る
割
合
は
、

は
、
所
有
山
林
を

山
林
資

二
一
年
生
以
上
の
も
の
）
五
億
八
九

0
0
万
円
、

（二

0
年
以
下
の
も
の
）

ニ
ニ
0
0
万
円
、
計
六
億
―

1
0
0
万
円
て
あ
っ

昭
和
三
十
年
当
時
、
数
量
比
て
―
―
%
、
売
上
高
て
約
四

0
％
て
あ
っ
た
。

そ
の
他
は
買
材
（
仕
入
材
）
、
買
山
材
て
占
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
て
あ
る
が
、
買
材
は
収
益
性

が
低
く
、
買
山
材
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
場
合
も
あ
る
が
リ
ス
ク
も
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
当

時
の
収
益
の
大
半
は
、
払
い
出
し
原
価
に
含
み
の
あ
る
自
山
材
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
。

表 2-1 昭和30年 9月末の貸借対照表（抜粋）

資 産 の 部 負債およぴ資本の部

流 動 資 産 1,077、907,235円 流動負債 707,484,324円

固 定 資 産 849,476,445 固定負債 164、588,015

建 物 62、795,529 長期借入金 I 5 I , 6 I 9, 930 

構 築 物 17,782,676 退職給与引当金 12,968,085 

機 械 装 置 I 0,433、791 資 本 1,055,311,341 

車輌運搬具 12,795,419 資 本 金 210,000,000 

工具器具備品 3,679,640 資本準備金 21,302,651 

土 地 38,275,471 再評価積立金 657、680、499

林 木 589,496,278 利益準備金 14,600,000 

造 林 起 業 22、304,359 任意積立金 80,040,508 

家 畜 I, 087、419 繰越利益剰余金 IO, 307, 154 

起 業 支 出 22,992,849 当期利益金 61,380,529 

利 用 権 16,507,596 

有 価 証 券 23,127、696

組合出資金 228、250

長期貸付金 18,630,727 

退職給与引当資産 6,023,811 

役員退職給与引当資産 3、314,934

合 計 I, 927,383、680円 合 計 I ,927、383,680円
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卒）。
米

植
村
社
長
の
経
営
理
念

植
村
社
長
の
新
年
の
挨
拶
は
例
年
、
ま
る
て
判
て
押
し
た
よ
う
に
「
昨
年
の
景
気
は
…
…
昨
年
の
業
績

は
…
…
今
年
の
世
界
経
済
の
動
向
は
…
…
わ
が
国
の
経
済
の
見
通
し
は
…
…
私
の
見
方
は
…
…
」
と
続
き
、

最
後
に
は
必
ず

「
業
務
の
合
理
化
に
努
め
、

し
っ
か
り
勉
強
し
て
慎
重
に
対
処
す
る
よ
う
に
」
と
い
う
こ

と
て
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
為
せ
ば
成
る
、
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も
、
成
ら
ぬ
は
己
が
、
為
さ
ぬ
な
り
け

り
」
と
、
絶
え
ず
社
員
一
人
ひ
と
り
の
エ
夫
・
努
力
と
、
仕
事
へ
の
真
摯
な
取
り
組
み
を
求
め
た
。

植
村
社
長
の
経
営
理
念
に
一
貫
し
て
い
た
も
の
は
、
そ
れ
を
住
友
家
に
伝
わ
る
家
訓
（
別
巻
2

「
文
書

資
料
」
参
照
）
に
な
ぞ
ら
え
る
と
、
「
確
実
ヲ
旨
ト
ス
ル
」
と
こ
ろ
に
力
点
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
、
住
友
家
が
長
年
に
わ
た
り
蓄
積
し
て
き
た
山
林
資
産
を
、
財
閥
解
体
に
よ
っ
て
一
手
に
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
っ
た
会
社
の
社
長
と
し
て
は
、
当
然
の
心
構
え
て
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

会
社
合
併
式
典
で
の
社
長
挨
拶

新
会
社
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、
植
村
社
長
は
社
員
に
向
け
て
次
の
よ
う
に
所
信
を
表
明
し
た

本
日
、
私
た
ち
の
会
社
は
住
友
林
業
株
式
会
社
の
名
の
下
に
、
名
実
共
に
住
友
の
林
業
会
社
と
し

て
、
そ
の
本
来
の
姿
に
立
返
り
ま
し
て
、
新
し
い
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
終
戦

の
結
果
、

分
割
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

心
な
ら
ず
も
別
々
の
道
を
歩
ん
て
参
っ
た
の
て
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
、
お
め
て
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

初
代
社
長
に
植
村
賓
就
任

（抜

植
村
社
長
の
経
歴

明
治
四
十
三
年
東
京
都
文
京
区
に
誕
生

昭
利
八
年
三
月
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
卒
業

同
年
四
月
住
友
合
資
会
社
入
社

昭
和
二
十

一
年
株
式
会
社
住
友
本
社
総
務
課
長
兼
井
華
鉱
業

株
式
会
社
別
子
鉱
業
所
業
務
部
農
林
課
長

昭
和
二
十
三
年
二
月
四
国
林
業
株
式
会
社
社
長

昭
和
三
十
年
二
月
住
友
林
業
株
式
会
社
社
長

昭
和
四
十

一
年
五
月
三
十

―
H
逝
去
（
享
年
五
六
歳
）

植村 賓社長
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こ
の
程
漸
く
一
体
化
の
機
運
に
め
ぐ
ま
れ
、
多
年
の
念
願
が
か
な
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
社
が
今
日
の
佳
き
日
を
迎
え
る
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
は
亡
き
古
田
さ
ん
、
平
賀
さ
ん
を
始
め

旧
住
友
の
先
輩
方
並
び
に
連
系
諸
会
社
の
幹
部
の
方
々
の
一
方
な
ら
ぬ
御
好
意
、
御
力
添
え
に
負
う

と
こ
ろ
が
甚
だ
大
き
い
の
て
あ
り
ま
す
。
先
ず
も
っ
て
、
皆
さ
ん
と
共
に
、
こ
の
先
輩
方
の
御
懇
情

に
対
し
、
衷
心
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
終
始
協
調
的
な
態
度
を
も

っ
て
、

む
づ
か
し
い
合
併
の
仕
事
を
進
め
て
項
き
ま
し
た
両
社
の
幹
部
の
方
々
に
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
と
共
に
、
忙
し
い
事
務
に
従
事
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
関
係
当
局
の
皆
さ
ん
の
御
労
苦
に
対
し
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
（
中
略
）

会
社
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

逐
次
順
序
を
経
て
皆
さ
ん
に
も
御
承
知
願
う
よ
う
に
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
本
日
は
取
敢
え
ず

私
が
日
頃
考
え
て
お
り
ま
す
こ
と
の
一
端
を
申
し
述
べ
て
、
皆
さ
ん
の
御
参
考
に
供
す
る
と
共
に
、

私
た
ち
の
会
社
は
本

H
か
ら
住
友
と
い
う
名
称
を
掲
げ
、
名
実
共
に
住
友
の
事
業
の
仲
間
入
り
を

さ
せ
て
項
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
数
多
い
住
友
の
事
業
の
中
て
は
決
し
て
大
き
い
も
の
て
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
会
社
の
事
業
は
終
戦
時
ま
て
住
友
本
社
の
直
系
事
業
と
し
て
残
り
、
最
も
古

い
歴
史
と
由
緒
あ
る
伝
統
を
持
っ
て
い
る
の
て
あ
り
ま
す
。
今
更
申
し
上
げ
る
ま
て
も
な
く
、
住
友

の
山
林
事
業
は
、
住
友
の
事
業
の
発
祥
の
地
て
あ
る
別
子
の
地
に
お
き
ま
し
て
、
銅
山
の
開
坑
と
共

に
始
め
ら
れ
た
の
が
そ
の
発
端
て
あ
り
ま
し
て
、
今
年
て
二
六
五
年
の
歴
史
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
事
業
は
大
正
時
代
に
な
っ
て
か
ら
急
速
に
拡
張
せ
ら
れ
、
住
友
本
社
の
林
業
所
と
し
て
、
戦

前
に
は
内
地
は
も
と
よ
り
朝
鮮
に
ま
て
、
ま
た
、
戦
時
中
に
は
南
方
に
ま
て
進
出
し
て
い
ま
し
た
こ

御
協
力
を
お
願
い
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
中
略
）

い
ず
れ
幹
部
の
方
々
と
十
分
御
相
談
を
致
し
ま
し
て
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と
は
、
皆
さ
ん
御
承
知
の
通
り
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
住
友
の
山
林
事
業
は
、
私
た
ち
の
先
輩
が
国
土

報
恩
、
林
業
報
国
と
い
う
尊
い
一
念
か
ら
、
殊
に
力
を
注
が
れ
た
も
の
て
あ
り
ま
し
て
、
遠
い
将
来
、

仮
に
他
の
住
友
の
事
業
が
亡
び
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
山
林
だ
け
は
永
遠
に
伝
え
残
さ

れ
る
べ
き
も
の
て
あ
る
と
い
う
信
念
を
も
っ
て
、
苦
心
経
営
さ
れ
て
来
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
会
社
は
こ
の
よ
う
な
先
輩
の
尊
い
お
考
え
と
御
苦
心
の
こ
も
っ
た
遺
産
を
受
継
い
て
い

る
の
て
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
負
託
に
応
え
る
だ
け
の
覚
悟
と
努
力
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
た
と
え
会
社
の
規
模
や
資
本
金
の
額
は
い
わ
ゆ
る
大
会
社
の
比
て
は
な
く
と
も
、
常
に

高
い
誇
り
と
品
格
を
も
っ
た
会
社
て
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
世
の
中
の
御
役
に
立
ち
、
社

会
か
ら
信
用
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
会
社
て
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
住
友
の
社
名
を
名
乗
ら
せ
て

項
く
に
つ
き
ま
し
て
も
、
果
し
て
こ
の
会
社
が
そ
の
名
に
値
す
る
だ
け
の
資
格
を
備
え
て
い
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
先
輩
諸
会
社
の
間
て
い
ろ
い
ろ
問
題
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
も
あ
る
の
て
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
責
任
は
ま
こ
と
に
重
大
て
あ
る
と
申
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
私
た
ち
の
会
社
は
何
よ
り
も
先
ず
堅
実
な
経
営
を
図
り
ま
し
て
、

立
派
な
成
績
を
あ
げ
、

林
業
と
い
う
仕
事
は
、
非
常
に
長
い
年
月
を
要
す
る
地
味
な
事
業
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
何
事
も
地
道

に
着
実
に
考
え
、
て
き
る
限
り
無
駄
を
は
ぶ
き
、
徹
底
的
に
合
理
化
を
は
か
っ
て
行
く
と
い
う
こ
と

て
な
け
れ
ば
成
り
立
ち
難
い
事
業
て
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
常
に
百
年
の
大
計
と
い
う
こ
と
を
念
頭

に
置
き
、

か
り
そ
め
に
も
目
前
の
安
き
に
流
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
の
デ

あ
り
ま
す
。
（
中
略
）

よ
り
強
固
な
事
業
の
基
礎
を
打
ち
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
と
も
と

合
併
に
よ
り
ま
し
て
、
経
営
山
林
の
面
積
は
四
万
町
歩
を
超
え
、
集
荷
販
売
の
機
構
も
は
ば
全
国

に
ま
た
が
り
、
林
業
会
社
と
し
て
は
我
が
国
有
数
の
地
歩
を
占
め
る
こ
と
が
て
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け 一

層
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昭
和
三
十
年
二
月
一
日

こ
れ
を
も
っ
て
私
の
御
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

た
め
に

ど
う
か
今
日
の
佳
き
日
に
当
り

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
て
あ
り
ま
す
。

す
。
又

い
る
と
、

む
し
ろ
反
対
に
経
費
ば
か
り
が
増
大
す
る
と
い
う
結
果
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
て
あ
り
ま

一
般
経
済
情
勢
も
見
透
し
は
困
難
て
あ
り
ま
す
し
、
木
材
業
界
も
決
し
て
楽
て
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
い
た
ず
ら
に
業
界
の
好
転
に
期
待
を
か
け
る
こ
と
な
く
、

が
常
態
て
あ
る
と
い
う
心
構
え
を
も
っ
て
、
こ
の
難
局
を
き
り
ぬ
け
て
行
く
工
夫
と
努
力
を
重
ね
な

一
層
覚
悟
を
新
た
に
し
、
決
意
を
堅
く
し
て
、
会
社
の
発
展
の

一
段
の
御
努
力
、
御
精
進
を
お
願
い
し
て
や
ま
な
い
次
第
て
あ
り
ま
す
。

業
の
成
績
が
上
っ
た
り
す
る
も
の
て
は
な
い
こ
と
は

む
し
ろ
こ
れ

い
う
ま
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
う
っ
か
り
し
て

将
来
へ
の
発
展
の
索
地
も
固
め
ら
れ
た
わ
け
て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
会
社
の
規
模
が
大
き
く
な
り
、

会
社
の
名
前
が
住
友
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

た
だ
そ
れ
だ
け
て
会
社
の
信
用
が
増
し
た
り
、
事
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第
三
節

組
織
の
整
備

そ
れ
ま
て
東
京
に
は
東
海
支
店
の
管
轄
の
下
に
、
中
央
官
庁
、
住
友
連
系
会
社
、
金
融
機
関
等
へ
の
接

衝
や
情
報
収
集
の
窓
日
と
し
て
東
京
営
業
所
を
箇
い
て
い
た
だ
け
て
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
一
年
(
-
九

五
六
）
三
月
、
関
東
以
北
の
営
業
の
拠
点
と
す
べ
く
東
京
支
店
を
開
設
し
た
。

戦
後
の
木
材
の
需
給
状
況
が
一
貫
し
て
供
給
不
足
の
状
態
て
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
社
の
組
織
も
仕
入

れ
重
点
主
義
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
の
木
材
需
要
は
一
般
用
材
の
は
か
坑
木
・
電

柱
・
パ
ル
プ
材
な
ど
て
あ
り
、

そ
れ
ら
の
目
的
に
か
な
っ
た
材
を
い
か
に
早
く
、
ま
た
多
く
集
め
る
か
が

最
も
重
要
な
課
題
て
あ
っ
た
た
め
、
当
社
の
営
業
拠
点
も
集
荷
に
都
合
の
よ
い
生
産
地
近
く
に
多
く
立
地

し
て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
年
ご
ろ
に
な
る
と
木
材
需
要
は
急
速
に
建
築
用
材
や
パ
ル
プ
用
材
な
ど

が
比
重
を
高
め
て
き
て
い
た
。
販
売
市
場
開
拓
の
面
か
ら
、
大
消
費
地
の
東
京
に
拠
点
を
も
つ
こ
と
の
重

要
性
は
増
し
て
い
た
の
て
あ
る
。

東
京
支
店
開
設
へ
の
意
向
は
既
に
昭
和
三
十
年
二
月
の
発
足
当
初
か
ら
視
野
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
同

年
十
月
に
は
早
く
も
そ
の
た
め
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
①
社
名
に
ふ
さ
わ
し
い
大
木
材
会
社
に
成
長

す
る
に
は
、

わ
が
国
最
大
の
消
費
地
て
あ
る
東
京
に
進
出
す
べ
き
て
あ
る
、
②
今
後
、
急
増
が
予
想
さ
れ

る
外
材
の
輸
入
業
務
な
ど
を
推
進
す
る
に
は
主
務
官
庁
の
あ
る
東
京
が
便
利
て
あ
る
、
な
ど
の
た
め
、
仕

東
京
支
店
開
設
—

|
―
大
消
費
地
へ
の
布
石

旺
盛
な
需
要
に
対
応
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国
内
営
業
拠
点
の
拡
充

ノ
キ
丸
太
な
ど
扱
い
樹
種
を
同
じ
く
す
る
グ
ル
ー
プ

一
六
代
も
続
き
次
々
と
分
家
の
増
え
た
グ
ル

ー
プ

っ
た
。

入
れ
重
点
主
義
の
組
織
を
見
直
す
と
き
が
き
た
の
て
あ
る
。

い
ち
ば

当
時
、
東
京
の
木
材
市
場
は
い
わ
ば
揺
藍
期
に
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
住
友
と
い
う
大
き
な
名
前
を
も

っ
て
お
り
、
そ
の
信
用
は
絶
大
て
あ
っ
た
。
木
材
市
場
も
浜
問
屋
も
信
用
の
上
に
な
り
た
っ
て
い
る
。
当

し

2
ょ
う

社
の
最
大
の
武
器
の
信
用
を
最
も
効
果
的
に
発
揮
て
き
る
の
は
東
京
市
場
て
あ
る
。
ま
た
、
わ
が
国
の
ラ

ワ
ン
合
板
の
対
米
輸
出
は
急
上
昇
中
て
あ
り
、
南
洋
材
丸
太
の
輸
入
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
。

外
材
時
代
が
目
前
に
近
づ
い
て
い
る
の
に
、
当
社
は
昭
和
二
十
九
年
以
来
ラ
ワ
ン
材
の
取
り
扱
い
を
始
め

て
は
い
る
も
の
の
、
な
お
、

ト
ラ
イ
ア
ル
の
域
を
脱
し
て
い
な
か
っ
た
。
東
京
に
強
力
な
拠
点
を
も
ち
、

外
材
情
報
の
広
範
正
確
な
収
集
と
対
応
を
図
り
、
外
材
時
代
を
迎
え
る
準
備
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
当
時
は
「
外
貨
割
当
枠
制
度
」
が
あ
り
、
木
材
の
輸
入
に
は
「
外
貨
」
の
入
手
が
先
決
て
、

に
は
通
産
省
の
認
印
を
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
も
東
京
に
支
店
を
開
設
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

束
京
支
店
の
初
代
支
店
長
に
は
保
田
取
締
役
が
就
任
し
、
総
勢
七
名
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
こ
ろ
の

東
京
の
問
屋
は
秋
田
会
・
吉
野
会
•
紀
州
会
な
ど
仕
入
れ
地
区
を
同
じ
く
す
る
グ
ル
ー
プ
、
広
葉
樹
・
ヒ

親
戚
関
係
な
ど
、
縦
横
の
つ
な
が
り
が
錯
綜
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
東
京
支
店
の
活
動
は
こ
れ
ら
の

実
態
を
解
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
実
質
的
に
支
店
と
し
て
機
能
す
る
の
は
、
な
お
し
ば
ら
く
後

の
こ
と
て
あ
る
。

合
併
後
の
拠
点
展
開
の
第
一
号
と
し
て
、
昭
和
三
十
年
五
月
、

四
国
支
店
の
管
轄
下
に
徳
島
出
張
所
を

開
設
し
た
。
次
い
て
同
年
八
月
、
同
じ
く
四
国
支
店
の
下
に
松
山
出
張
所
を
開
設
し
た
。

ヽ

さ
ら
に

そ
れ

四
国

＊
 
浜
問
屋

市
場
会
社
が
集
荷
問
屋
に
貸
す
区
画
を
浜
と
い
い
、
浜
に

製
材
品
を
出
品
す
る
問
屋
を
浜
問
屋
と
い
う
。
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支
店
は
翌
三
十
一
年
三
月
に
は
広
島
県
に
三
原
出
張
所
を
、
三
十
三
年
一
月
愛
媛
県
に
三
島
出
張
所
を
と
、

昭
和
三
十
一
年
十
一
月
、
広
島
市
に
中
国
支
店
を
新
設
、
六
支
店
体
制
と
し
た
。
中
国
支
店
は
開
設
と

同
時
に
三
田
尻
駐
勤
所
を
、
翌
年
六
月
に
宇
品
駐
勤
所
を
開
設
し
た
。
三
十
六
年
十
一
月
に
は
岡
山
に
出

ま
た
、
昭
和
三
十
一
年
に
は
九
州
支
店
も
対
馬
駐
勤
所
を
開
設
し
て
い
る
。
次
い
て
九
州
支
店
は
三
十

三
年
に
宮
崎
と
熊
本
県
の
人
吉
に
山
林
事
業
所
が
新
設
さ
れ
た
の
に
伴
い
熊
本
営
業
所
を
開
設
、
そ
の
下

に
人
吉
出
張
所
と
水
俣
出
張
所
を
罹
き
、
水
俣
出
張
所
の
下
に
は
川
内
駐
勤
所
と
八
代
駐
勤
所
を
設
け
た
。

さ
ら
に
、
翌
二
十
四
年
に
は
佐
伯
駐
勤
所
の
地
盤
を
背
景
に
大
分
出
張
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
急
速
に
拠

点
を
拡
充
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
九
州
支
店
は
三
十
五
年
二
月
、
宮
崎
•
福
岡
両
支
店
に
分
割
し
て

九
州
地
区
を
カ
バ
ー
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

以
上
、
こ
の
時
期
、
西
日
本
を
中
心
に
営
業
網
が
構
築
さ
れ
、
東
日
本
に
つ
い
て
は
昭
和
三
十
一
年
の

東
京
支
店
の
設
置
以
外
は
、

わ
ず
か
に
昭
和
三
十
三
年
に
北
海
道
支
店
の
下
に
一
ノ
橋
営
業
所
が
増
設
さ

れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
、
宮
崎
•
福
岡
両
支
店
は
三
十
七
年
二
月
再
び
統
合
、
九
州
支
店
と
な
っ

そ
し
て
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
、
業
容
の
多
角
化
に
対
応
し
て
営
業
本
部
が
新
設
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
営
業
拠
点
展
開
は
、
仕
入
れ
面
、
販
売
面
に
か
か
わ
ら
ず
、
商
機
の
存
在
す
る
と
こ
ろ
に
は

積
極
的
に
進
出
し
て
い
っ
た
当
社
の
姿
勢
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。
た
だ
当
社
の
営
業
は
林
木
の
売
買
と

い
う
特
性
か
ら
、
林
木
の
伐
り
出
し
が
終
了
し
た
時
点
て
撤
収
す
る
出
先
拠
点
も
多
く
、
発
足
一

0
年
目

の
昭
和
四
十
年
現
在
の
国
内
の
営
業
体
制
は
、

所
と
な
っ
て
お
り
、

>

J

o

 
t
 

張
所
を
開
設
、
米
子
に
駐
勤
所
を
設
け
た
。

矢
つ
ぎ
ば
や
に
拠
点
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

七
支
店
、

―
二
課
、
四
営
業
所
、

1
0出
張
所
、
九
駐
勤

そ
の
内
訳
は
幾
分
販
売
店
所
へ
重
点
が
移
っ
て
い
た
も
の
の
出
先
営
業
店
所
の
合
計
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ー
ル
に
及
ん
だ
。

て
も
三
十
年
代
に
は
こ
う
し
た
政
策
と
旺
盛
な
需
要
を
背
景
に
、
三
十
年
九
月
期
か
ら
三
十
九
年
九
月
期

ま
て
の
一

0
年
間
て
六
三

0
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
新
植
が
行
わ
れ
、
う
ち
、
拡
大
造
林
は
三
―
二
五
ヘ
ク
タ

昭
和
三
十
五
年
か
ら
三
十
六
年
に
か
け
て
木
材
価
格
が
急
騰
し
た
（
図
2

—

4
)。
こ
う
し
た
情
勢
を

背
景
に
三
十
六
年
の
民
有
林
造
林
長
期
計
画
て
は
人
工
造
林
適
地
の
す
べ
て
を
対
象
と
し
て
拡
大
造
林
が

進
め
ら
れ
、
当
社
も
こ
の
こ
ろ
毎
年
四
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
拡
大
造
林
を
行
っ
た
。
四
十
年
代
以
降

分
収
方
式
に
よ
る
造
林
事
業
が
始
ま
っ
た
。

の
伐
採
跡
地
の
植
林
は
ほ
ば
完
了
し
て
い
た
。

活
発
な
新
植

わ
が
国
の
森
林
政
策
に
つ
い
て
は
第
二
章
第
三
節
て
詳
述
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
戦
後
の
森
林
政
策
は

”
復
興
は
国
士
の
緑
か
ら
“
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

募
金
な
ど
一
連
の
国
の
行
事
が
発
足
、
以
後
、
国
レ
ベ
ル
て
積
極
的
な
造
林
が
推
進
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

わ
が
国
の
山
林
は
三
十
一
年
ご
ろ
ま
て
に
は
、
未
植
地
や
戦
中
戦
後
の
乱
伐
・
過
伐
て
放
置
さ
れ
た
ま
ま

昭
和
―
二
十
一
年
四
月
「
森
林
開
発
公
団
法
」
が
公
布
さ
れ
、
森
林
開
発
公
団
が
設
立
さ
れ
た
。
三
十
三

年
四
月
「
分
収
造
林
特
別
措
置
法
」
（
第
三
節
「
森
林
政
策
と
経
営
山
林
の
動
き
」
参
照
）
が
施
行
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
一
挙
に
造
林
が
進
み
、
当
社
に
お
い

新
し
い
森
林
施
策

名
増
加
し
た
。

数
に
は
そ
う
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
な
お

昭
和
二
十
五
年
よ
り
全
国
植
樹
祭
、
緑
の
羽
根

こ
の
間
、
人
員
は
四
0
九
名
か
ら
四
八
二
名
へ
と
七

＊
拡
大
造
林
（
か
く
だ
い
ぞ
う
り
ん
11
e
x
p
a
n
s
i
v
e
 affor ,
 

estation) 

天
然
林
を
伐
採
し
た
跡
地
、
原
野
な
ど
に
人
工
造
林
を
行

う
こ
と
。
増
大
す
る
木
材
需
要
に
こ
た
え
る
た
め
、
昭
和
三

十
二
年
(
-
九
五
七
）
か
ら
四
十
年
代
半
ば
に
か
け
て
強
く

推
進
さ
れ
た
。

図 2-4

千円/22

20 

当時の木材価格の推移（而単価）
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に
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

1051第 2部

い
く
。
ま
た

第 1章

‘̀n 

る
カ

も
引
き
続
き
拡
大
造
林
は
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
比
重
は
三
十
年
代
が
最
も
大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
、

に
自
然
環
境
問
題
な
ど
て
そ
の
是
否
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
当
時
は
国
民
的
要
請
の
も
と
に
足
り

な
い
木
材
資
源
の
確
保
に
官
民
と
も
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
の
て
あ
る
。

昭
和
三
十
年
代
に
拡
大
造
林
に
重
点
が
移
さ
れ
た
経
済
社
会
的
背
景
に
は
、
木
材
に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
）
、
代
わ
っ
て
、
針
葉
樹
を
主
体
と
す
る
パ
ル
プ
、
建
築
用
材
の
需
要
が
急
増
し
始
め
た

伐
期
齢
の
変
遷

（
広
葉
樹
を
主
体
と
す
る
薪
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
石
炭
、
石
油
、
電
気
な
ど
へ
の
エ

昭
利
三
十
年
代
は
マ
ス
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
11
近
代
化
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
、
と
か
く
生
産
性
の
向

上
が
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
特
に
木
材
に
関
し
て
は
供
給
不
足
傾
向
も

あ
っ
て
「
質
よ
り
も
鼠
」
と
い
う
こ
と
が
強
く
叫
ば
れ
た
。
当
社
て
も
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
を
受

け
て
林
木
の
伐
期
齢
を
短
縮
す
る
意
見
が
大
勢
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
伐
期
齢
を
変
更
、

ヒ
ノ
キ
三
五
ー
五

0
年、

マ
ツ
三

0
年、

カ
ラ
マ
ッ
三
五
年
と
し
、

標
準
伐
期
齢
の
設
定
は
地
区
の
特
質
や
樹
種
、

ス
ギ
、

わ
が
国
が
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
、

>

f

o

 

f
 

こ
と
が
あ
っ
た
。

ー
の
需
要
が
減
少
し

の
ち

ス
ギ
三

0
年、

さ
ら
に
は
経
済
的
理
由
や
労
務
事
情
な
ど
に
よ
り
異
な

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
成
長
率
は
お
お
む
ね
三

0
ー
四

0
年
て
ピ
ー
ク
に
な
り
、
そ
の
後
は
漸
減
し
て

ヒ
ノ
キ
は
こ
の
年
齢
に
逹
す
る
と
建
築
用
材
と
し
て
有
用
性
を
発
揮
し
経
済
的
効

率
も
良
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
伐
期
齢
の
短
縮
が
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
北
米
材
な
ど
が
安
価

一
方
て
国
産
材
の
品
質
価
値
を
高
め
よ
う
と
す
る
動
き
も
う
ま
れ
、
ま
た
、

山
林
労
務
者
の
減
少
や
労
務
費
の
上
昇
を
み
る
に
至
り
、
昭
和
四

い
わ
ゆ
る
短
伐
期
時
代
へ
と
突
入
し

新生住友林業の発足（昭和30年代）



き
く
異
な
る
が

面
な
ど
に
難
点
が
あ
り
、

そ
の
後
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

④
林
地
肥
培
試
験
…
…
わ
が
国
の
林
木
の
成
長
率
は
、
気
候
、
樹
種
、
樹
木
の
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
大

こ
れ
を
少
し
て
も
早
め
、
ま
た
林
地
の
痩
化
を
防
ぐ
目
的
か
ら
施
肥
を
試
み
た
。

結
果
は
費
用
対
効
果
が
必
ず
し
も
明
確
に
測
定
て
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
中
断
し
た
。

⑤
精
英
樹
（
エ
リ
ー
ト
）

の
選
定
（
選
抜
育
種
）
…
…
種
子
の
採
集
や
挿
し
穂
の
採
取
に
当
た
っ
て
、

試
植
し
て
そ
の
成
長
ぐ
あ
い
を
調
査
し
た
。

こ
れ
ら
の
樹
種
は
確
か
に
成
長
は
速
か
っ
た
が
、
材
質

を
継
続
し
て
い
る
。

を
目
指
し
た
。

林
業
技
術
研
究
室
の
開
設

昭
和
三
十
二
年
、
滋
賀
県
大
津
市
の
「
活
機
園
」
の
一
角
に
林
業
技
術
研
究
室
石
山
研
究
所
が
新
設
さ

れ
た
。
三
十
年
代
は
既
述
の
よ
う
に
旺
盛
な
木
材
需
要
に
対
応
す
る
た
め
「
量
」

の
増
大
が
要
請
さ
れ
た
。

当
研
究
所
て
も
こ
の
時
期
最
終
的
な
目
的
は
そ
こ
に
置
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

①
適
地
適
木
調
査
…
・
：
従
来
新
植
時
の
樹
種
の
選
定
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
「
経
験
と
勘
」
に
頼
っ
て

い
た
。
こ
れ
を
同
研
究
所
て
は
新
植
予
定
地
の
土
壌
や
気
候
な
ど
を
科
学
的
に
調
査
し
、
適
地
適
木

②
ス
ギ
の
品
種
別
植
栽
試
験
…
…
妖
肥
ス
ギ
な
ど
の
挿
木
系
ス
ギ
品
種
や
秋
田
ス
ギ
な
ど
の
寒
地
性
ス

ギ
品
種
等
の
植
栽
を
行
い
、
資
源
造
成
に
効
果
的
な
品
種
の
育
成
実
験
林
を
設
け
、
今
日
ま
て
観
察

③
早
成
樹
種
の
試
植
…
…
量
の
増
大
要
請
に
応
え
る
た
め
に
、
外
来
樹
種
の
中
て
も
成
長
が
速
い
と
さ

れ
る
メ
タ
セ
コ
イ
ア
や
ポ
プ
ラ
、

ア
カ
シ
ア
、
外
国
産
マ
ツ
類
な
ど
の
苗
木
を
所
有
山
林
の
一
隅
に

れ
た
主
た
る
テ
ー
マ
は
次
の
よ
う
な
も
の
て
あ
っ
た
。

こ
こ
て
取
り
上
げ
ら

十
一
年
に
は
「
ス
ギ
四
四
年
、
ヒ
ノ
キ
四
七
ー
七
三
年
」
と
、
再
び
も
と
の
伐
期
齢
に
戻
さ
れ
た
。

＊
 
住
友
活
機
園

活
機
園
は
、
住
友
の
第
二
代
総
理
事
伊
庭
貞
剛
が
、
明
治

三
十
七
年
(
-
九

0
四
）
住
友
を
引
退
す
る
に
当
た
っ
て
、

生
涯
の
隠
棲
の
地
と
し
て
設
営
し
た
も
の
て
あ
る
。
同
敷
地

（
敷
地
二
三
九

0
坪
、
付
属
農
地
八
六

0
0
坪
、
計

一
万
九

九
0
坪
）
は
、
既
に
明
治
二
十
年
に
本
人
が
将
来
の
隠
棲
地

と
し
て
買
い
求
め
て
い
た
も
の
。
住
友
を
引
退
し
た
貞
剛
は
、

そ
こ
に
、
和
風
、
洋
風
の
木
造
家
屋
二
棟
を
建
て
、
大
正
十

五
年
(
-
九
二
六
）
八

0
歳
て
こ
の
世
を
去
る
ま
て
、
同
地

て
過
ご
し
た
。

な
お
、
同
園
の
名
称
の
「
活
機
」
と
い
う
の
は
、
禅
宗
の

用
語
て
「
俗
界
を
離
れ
な
が
ら
も
人
情
の
機
微
に
も
通
じ

る
」
と
い
う
意
。

貞
剛
の
死
後
、
同
園
は
し
ば
ら
く
彼
の
子
孫
に
よ
り
維
持

管
理
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
十
六
年
「
今
後
は
住
友
の
社
員

の
教
育
研
修
や
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
し
て
下
さ
い
。
そ
れ

が
故
人
の
喜
ぶ
こ
と
に
も
な
る
て
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
て
、

住
友
本
社
が
譲
り
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
住
友
本
社
は
付
近
の
農
家
か
ら
隣
接
の
農
地
五

0
0
0
坪
を
買
い
増
し
、
合
計
面
積

一
万
五
九
九

0
坪
の
農

事
研
究
所
と
し
て
管
理
し
て
い
た
。
戦
後
の
財
閥
解
体
時
、

同
地
が
、
農
地
も
含
ん
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
社
の
前

身
の

一
っ
扶
桑
林
業
に
現
物
出
資
と
し
て
移
管
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
年
代
に
敷
地
の
大
半
は
名
神
高
速
道

路
用
地
等
に
買
収
さ
れ
た
が
、
現
在
は
、
残
る
敷
地
ニ
―
六

0
坪
に
木
造
家
屋
二
棟
、
お
よ
び
そ
れ
に
付
帯
す
る
土
蔵
、

茶
室
な
ど
が
、
は
ば
昔
の
ま
ま
の
姿
て
残
さ
れ
て
お
り
、
名

称
も
「
住
友
活
機
園
」
（
伊
庭
貞
剛
記
念
館
）
と
し
て
、
住

友
連
系
二

0
社
の
協
力
の
下
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
。
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る゚
-
T
、

4
1
し

そ
の
後
の
山
林
経
営
の
効
率
化
に
貢
献
し
た
。

H
も
広
く
一
般
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

ト
を
利
用
す
る
と
い
う
も
の
て

究
内
容
は
広
く
採
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

か
も
樹
幹
が
直
通
て
、
病
虫
害
に
強
い
、
な
ど
の
優
良
な
形
質
を
も
っ
た
も
の
を
選
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
て
、
選
抜
さ
れ
た
精
英
樹
か
ら
、

ク
ロ
ー
ン
挿
木
苗
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
研

⑥
ポ
ッ
ト
苗
の
試
育
…
…
花
舟
や
樹
木
の
育
苗
用
の
ポ
ッ
ト
と
し
て
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
ポ
ッ

こ
れ
は
保
水
機
能
も
あ
り
運
搬
の
便
も
よ
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
今

林
業
技
術
研
究
室
て
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
病
虫
害
の
予
防
、
駆
除
の
た
め
の
薬
剤
の
散
布
実
験
な
ど
も

な
お
、
石
山
研
究
所
は
昭
和
三
十
四
年
に
名
神
高
速
道
路
用
地
と
し
て
、
ま
た
三
十
六
年
に
は
国
鉄
新

幹
線
用
地
と
し
て
合
計
七

0
三

0
坪
の
用
地
買
収
を
受
け
、
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
三
十
八
年
に
琵
琶
湖

西
岸
の
北
小
松
に
代
替
地
を
求
め
移
転
し
た
。
そ
し
て
、
名
称
を
近
江
研
究
所
と
改
め
、
引
き
続
き
前
記

の
よ
う
な
研
究
を
続
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
同
地
も
ま
た
、

四
十
七
年
に
国
鉄
湖
西
線
の
拡
張
工
事
の
た

め
用
地
の
中
央
部
を
買
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
近
江
研
究
所
を
閉
鎖
し
、
残
っ
た
用
地
も
六
十
年
に
売

却
処
分
し
た
。
そ
し
て
研
究
器
材
の
一
部
は
新
居
浜
市
の
観
音
原
苗
畑
に
移
管
さ
れ
、
石
山
研
究
所
時
代

か
ら
続
い
て
き
た
育
種
、
育
苗
の
研
究
体
制
は
現
在
、
同
地
の
樹
木
育
種
セ
ン
タ
ー
に
引
き
継
が
れ
て
い

そ
の
対
象
と
な
る
母
樹
を
選
ぶ
と
き

一
群
の
林
木
の
中
か
ら
て
き
る
だ
け
成
長
力
が
大
き
く
、
し

近江研究所（昭和45年頃）
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れ
わ
が
国
の
外
材
輸
入
の
歴
史

今
日
、

わ
れ
わ
れ
の
い
う

「外
材
」
の
輸
入
は
、

（
ダ
グ
ラ
ス
フ
ァ
ー
）

通
関
統
計
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
明
治
三
十
五
年
に
は
、
造
船
用
材
や
車
両
用
材
と
し
て
、

レ
ッ
ド
シ
ダ
ー
、
米
マ
ツ
な
ど
の
丸
太
や
製
材
品
二
万
一

0
0
0
石
（
約
五
八

0
0立
方
メ
ー
ト

ル
）
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
八
年
に
は
、

え
、
さ
ら
に
明
治
四
十
四
年
に
は
一
五
万
六

0
0
0
石
へ
と
増
加
し
た
。
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
大
正

十
二
年
(
-
九
二
三
）
に
は
、
政
府
は
そ
の
復
興
資
材
確
保
の
た
め
、

そ
の
後
米
材
輸
入
は
年
間
一

0
0
0
万
石
を
超
え
る
ま
て
に
な
る
が
、
昭
和
十
二
年
に
日
中
戦
争
が
勃

発
す
る
と
対
米
貿
易
は
縮
小
に
向
か
い
、
十
六
年
に
は
途
絶
し
て
し
ま
っ
た
。

目
し
始
め
た
の
は
、
大
正
時
代
の
こ
と
て
あ
る
。
大
正
七
ー
八
年
ご
ろ
事
業
家
た
ち
が
ゴ
ム
園
な
ど
の
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
行
う
か
た
わ
ら
、

て
、
わ
が
国
に
持
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
に
入
る
と
、
事
業
会
社
や
貿
易
会
社
の
数
が
急
増
、
昭

和
十
年
ご
ろ
に
は
そ
の
数
も
十
数
社
に
及
び
、
輸
入
醤
は
十
五
年
に
は
四
万
四

0
0
0
石
て
あ
っ
た
。

戦
後
の
木
材
貿
易
に
つ
い
て
は
、
未
だ

G
H
Q
の
管
理
下
に
あ
っ
た
昭
和
二
十
三
年
に
輸
人
が
再
開
さ

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
南
洋
材
丸
太
が
、

わ
が
国
が
南
洋
諸
国
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

万
二

0
0
0
石
の
直
接
輸
入
を
実
施
し
て
い
る
。

イ
ン

リ
カ
か
ら
の
米
マ
ッ

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
な
ど
）

記
録
に
よ
る
と
、

の
木
材
資
源
に
着

明
治
十
年
(
-
八
七
七
）

の
大
割
製
品
が
最
初
て
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

の
ア
メ。、ノ

B
露
戦
争
の
影
響
も
あ
っ
て
七
万
七

0
0
0
石
に
増

外
材
の
導
入
と
海
外
拠
点
網
の
構
築

ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
か
ら
一
〇
六

そ
こ
か
ら
出
て
く
る
木
材
を
製
材
し
、

「山
板
」
と
称
し

ア
メ
リ
カ
か
ら
イ
ン
セ
ン
ス
シ
ダ
ー
が
輸
入
さ
れ
た
。
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
木
材
輸
入
も
開
始
さ
れ
、

よ
う
や
く
四
大
外
材
が
出
そ
ろ
っ
た
。
三
十
四
年
に
は
米
材
の
自
由
化

(
A
A
制
11
輸
入
自
動
承
認
制
）

ー
ト
ル
が
初
入
荷
し
た
。
次
い
て
三
十
三
年
に
は

1091第 2部

昭
和
二
十
九
年
、

第 1意

昭
和
二
十
五
年
、
厳
し
い
外
国
為
替
管
理
法
下
な
が
ら
自
由
貿
易
が
再
開
さ
れ
、

が
結
成
さ
れ
た
。
当
初
の
会
員
数
は
三
十
余
名
て
あ
っ
た
が
、
外
材
輸
入
の
外
貨
の
割
当
は
極
め
て
少
な

く
、
第
一
回
目
（
昭
和
二
十
五
年
一
月
1
四
月
）

日
本
木
材
輸
入
協
会

の
割
当
額
は
三
五
万
四
0
0
0ド
ル
て
、
こ
の
割
当
を

め
ぐ
っ
て
申
込
み
数
は
二
六
四
件
に
も
達
し
た
。
な
お
、
こ
の
こ
ろ
の
木
材
の
需
給
量
は
、
国
産
材
二
五

0
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
対
し
、
外
材
は
一

0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
程
度
て
あ
っ
た
。
同
年
六
月
に
朝
鮮
戦

争
が
勃
発
す
る
と
諸
物
資
の
需
給
も
一
挙
に
拡
大
し
、
外
材
の
輸
入
量
も
膨
張
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の

外
貨
の
割
当
は
、
基
本
的
に
は
合
板
業
界
な
ど
の
よ
う
に
、
輸
出
て
外
貨
を
稼
げ
る
事
業
者
が
そ
の
原
料

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
、
輸
出
入
を
同
時
に
手
が
け
る
総
合
商
社
は
、
外
貨
獲
得
に
は
比

較
的
優
位
な
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
高
社
、
合
板
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
間
に
い
わ
ゆ
る
「
商
社
に

よ
る
系
列
化
」
が
進
行
し
、
輸
入
だ
け
の
商
社
や
木
材
業
者
は
大
き
く
立
ち
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
六
年
、
政
・
官
・
財
界
に
よ
り
、
将
来
の
木
材
資
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
活
動
団
体
と
し

て
「
森
林
資
源
総
合
対
策
協
議
会
（
林
総
協
）
」
が
結
成
さ
れ
た
。
林
総
協
は
、
国
内
資
源
の
開
発
や
育

林
の
必
要
性
を
啓
蒙
す
る
と
と
も
に
、
国
外
資
源
の
開
発
・
輸
入
の
促
進
を
訴
え
る
な
ど
、
戦
後
の
わ
が

国
の
森
林
・
木
材
政
策
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
、
の
ち
に
ア
ラ
ス
カ
て
の
パ
ル
プ
資
源
の

開
発
（
ア
ラ
ス
カ
パ
ル
プ
昧
の
設
立
）

社
（
―
-
三
頁
参
照
）

の
設
立
は
か
）
な
ど
の
推
進
母
体
と
な
っ
た
。

ソ
連
が
船
舶
修
理
代
金
の
支
払
い
方
法
と
し
て
、
木
材
て
の
バ
ー
タ
ー
取
引
を
希
望

し
た
こ
と
か
ら
北
洋
材
（
ソ
連
材
）

や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
て
の
森
林
開
発

(
F
D
C

の
輸
入
が
再
開
さ
れ
、
同
年
十
月
に
は
清
水
港
に
二
四
五
五
立
方
メ

を
輸
入
す
る
場
合
に
の
み
優
先
的
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
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全
国
て
一

0
0港
を
超
え
る
に
至
っ
た
。

そ
の
結
果
、
入
港
枠
の
制
限
を
受
け
て
い
た
後
発
の
商
社
や
木
材
業
者
も

揚
げ
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

い
っ
せ
い
に
地
方
荷
揚
げ

昭
和
三
十
四
年
九
月
に
、
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
死
者
・
行
方
不
明
者
五
三

0
0人、

重
軽
傷
者
三
万
五

0
0
0人
、
被
災
家
屋
五
七
万
戸
を
出
す
大
惨
事
と
な
っ
た
、
名
古
屋
港
に
繋
留
中
の

原
木
の
流
出
も
原
因
の
一
っ
と
さ
れ
、
以
降
、
主
要
港
て
は
災
害
防
止
の
立
場
か
ら
水
面
調
整
の
名
の
下

に
、
輸
入
木
材
に
つ
い
て
数
量
の
自
主
規
制
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
規
制
開
始
当
時
は
業
界
内
部

て
も
そ
の
数
量
の
割
当
方
法
を
め
ぐ
っ
て
混
乱
を
生
じ
た
が
、

の
輸
人
競
争
に
参
入
し
始
め
、

こ
の
た
め
、

そ
こ
て
、

そ
の
後
輸
入
業
者
は
競
っ
て
地
方
港
に
荷

昭
和
三
十
年
に
は
一
五
港
て
あ
っ
た
外
材
荷
揚
げ
港
は
、
四
十
三
年
に
は

そ
れ
ま
て
主
要
港
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
た
外
材
の
製
材
工
場
を
全
国
に
拡
散
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
、
外
材
の
普
及
を
一
段
と
促
進
し
、
ま
た
、
当
社
の
よ
う
に
外
貨
割
当
事
情
な
ど
か
ら
、
外
材
取

り
扱
い
に
出
遅
れ
て
い
た
業
者
に
と
っ
て
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
も
な
っ
た
。

海
外
部
の
設
置

当
社
が
新
発
足
し
た
昭
和
三
十
年
九
月
期
の
取
り
扱
い
廂
品
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
山
材
、

仕
入
材
、

交
流
材
な
ど
い
ず
れ
も
国
内
材
て
あ
っ
た
。
し
か
し
同
年
八
月
、

い
を
開
始
し
た
の
を
は
じ
め
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
プ
ツ
ア
ン
材
の
取
り
扱

翌
年
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
よ
り
直
輸
人
を
開
始
、
三
十
三
年
に
は
米
材
の
直

輸
入
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
材
の
取
り
扱
い
も
開
始
し
、

そ
の
取
扱
高
も
徐
々
に
拡
大
し
て
き
た
。

昭
和
三
十
五
年
、
東
京
に
海
外
部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
大
阪
、
東
京
、
東
海
の
各
支
店

に
外
材
課
を
設
け
た
。
次
い
て
翌
三
十
六
年
に
は
シ
ア
ト
ル
に
初
の
海
外
駐
在
員
事
務
所
（
水
野
首
席
駐

が
実
施
さ
れ
、
翌
年
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ラ
ワ
ン
材
、
ア
ピ
ト
ン
材
も

A
A
制
に
移
行
し
た
（
表
2

ー

2
)
。

表 2-2 貿易再開から 10年間の外材輸入量 （単位：千m')

昭和25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 
種 別

1950 1951 1952 I 953 I 954 I 955 1956 1957 1958 1959 

南 洋 材 91 342 424 l、002 I ,064 1、556 2,039 I ,879 2,632 2,536 

米 材 5 21 47 309 331 155 172 267 290 422 

北 洋 材

゜゜゜゜
2 20 69 162 473 738 

ニュージーランド材 35 146 

合 計 96 363 471 I ,311 I ,397 I, 731 2、280 2,308 3,430 3、842

出典：日本木材輸入協会 乃0年の歩み」、昭和48年
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在
員
）
を
開
設
し
た
。
こ
の
こ
ろ
を
境
に
当
社
の
米
材
取
扱
星
は
急
速
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
八
年
ご
ろ
当
社
の
前
身
、
東
邦
農
林
の
大
阪
に
、
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
社
よ
り
、
北

（
現
在
の
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
サ
バ
州
）

の
売
り
込
み
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
は
外
貨
事
情
が
厳
し
く
、
東
邦
農
林
に
は
直
接
輸
人
す
る
力
は

な
く
、
連
系
会
社
の
住
友
商
事
に
頼
ん
て
輸
入
し
て
も
ら
い
、

昭
和
三
十
年
八
月
、
当
社
は
合
板
工
場
に
販
売
す
る
予
定
て
東
邦
物
産
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ブ
ツ
ア
ン

材
を
三
二

0
0
石
（
約
八
几

0
立
方
メ
ー
ト
ル
）
購
入
し
た
。
し
か
し
材
が
不
ぞ
ろ
い
て
あ
っ
た
た
め
、

結
局
は
用
途
別
小
日
販
売
て
処
分
し
た
。
ま
た
同
年
に
は
、

社
か
ら
、
同
社
の

H
本
総
代
理
店
、
金
星
商
事
を
通
じ
て
当
社
と
住
友
商
事
に
開
発
資
金
調
逹
の
た
め
の

増
資
の
引
き
受
け
を
依
頼
さ
れ
、
当
社
は
そ
の
う
ち
一

0
0
万
円
分
を
引
き
受
け
た
（
の
ち
に
安
宅
産
業
、

三
菱
商
事
も
参
加
）
。
翌
年
か
ら
出
材
が
始
ま
り
、
当
社
も
よ
う
や
く
直
接
輸
入
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
は
か
北
ボ
ル
ネ
オ
材
（
サ
バ
材
）

区
や
東
海
地
区
て
の
南
洋
材
の
取
り
扱
い
も
こ
の
年
に
始
ま
っ
た
。
翌
二
十
二
年
の
南
洋
材
の
取
扱
高
は

約
―
二
万
六

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、

三
十
三
年
に
は
約
五
万
八
三

0
0立
方
メ
ー
ト
ル
、
三
十
四

年
に
は
北
ボ
ル
ネ
オ
、

サ
ラ
ワ
ク
材
の
取
り
扱
い
も
始
ま
り
、
六
万
九

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
ヘ
と
徐
々

ま
た
昭
和
三
十
四
年
に
は
、

に
取
扱
量
も
増
加
し
て
い
っ
た
。
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ト
ル
（
東
京
港
揚
）
お
よ
び
セ
ラ
ヤ
約
―
二
七
八
立
方
メ
ー
ト
ル

売
り
を
し
て
い
た
。

ボ
ル
ネ
オ

南
洋
材
の
取
り
扱
い
開
始

の
ボ
ル
ネ
オ
・
テ
ィ
ン
バ
ー
社

(
N
B
T
社）

の
木
材

そ
れ
を
国
内
て
用
途
別
に
仕
訳
し
て
小
口

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
リ
ア
ン
ガ
ベ
イ
・
ロ
ギ
ン
グ

の
セ
ラ
ヤ
、

ク
ル
イ
ン
約
一
四

0
0立
方
メ
ー

（
名
古
屋
港
揚
）
も
始
ま
り
、
関
東
地

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ニ
ュ
ー
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
テ
ィ
ン
バ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
社

新生住友林業の発足（昭和30年代）
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)
 

森
林
調
査
が
行
わ
れ
、

翡
て
、

ノー 図 2-5 昭和30~40年代に当社社員が足跡を残した南洋材産地図

フィリピン

南
シ
ナ
海

の
申
し
出
を
受
け
、
同
国
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
最
西
南
端
、

サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
林
区
の

翌
二
十
五
年
に
当
社
て
融
資
買
材
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
永
渕
社
員
が
出
材
指
導

兼
貸
付
金
の
監
視
役
と
し
て
同
地
に
一
年
間
派
遣
さ
れ
た
（
当
時
は
滞
在
可
能
期
間
は
最
大
一
年
間
て
あ

っ
た
）
。
し
か
し
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

太
平
洋

そ
の
後
、
相
手
側
の
資
金
事
情
、
林
区
の
立
木
蓄
積
量
の
問
題

な
ど
に
よ
り
、
あ
ま
り
長
続
き
は
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
同
三
十
五
年
五
月
に
は
、
林
総
協
等
の
支
援
を

カ
リ
マ
ン
タ
ン
の
森
林
開
発
を
目
的
と
し
た
業
界
ぐ
る
み
の
「
南
方
林
業
開
発
委
員
会
」
が
設
涸

さ
れ
、
当
社
か
ら
は
保
田
常
務
が
委
員
の
一
人
と
し
て
調
査
団
に
参
加
し
た
。

D' 

、
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以
上
の
よ
う
に
、
南
洋
材
部
門
は

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
て
、
そ
れ
ぞ
れ
活

先
鞭
を
つ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

市
場
に
も
浸
透
し
、
そ
の
後
の
有
力
華
僑
や
、
日
イ
合
弁
企
業
に
よ
る

こ
の
ク
ダ
ク
ダ
材
は

シ
ッ
パ
ー
の
色
分
け
も
済
み
、

北
ボ
ル
ネ
オ
材
に
つ
い
て
は
、

当
初
は
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
社
は
か
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
を
碁
に

ジ
ョ
ン
コ
ン
等
の
特
殊
材
や
製
材
品
を
ス
ポ
ッ
ト
的
に
取
り
扱
う
程
度
て
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
カ

リ
マ
ン
タ
ン
島
に
つ
い
て
は
、
先
の
「
南
方
林
業
開
発
委
員
会
」

月
、
同
地
に
「
カ
リ
マ
ン
タ
ン
森
林
開
発
協
力
会
社
」

(
K
a
l
i
m
a
n
t
a
n
F
o
r
e
s
t
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 C
o
r
 ,
 

p
o
r
a
t
i
o
n
 C
o
., 
L
t
d
.
 :
 略
称
F
D
C
社
）
が
設
立
さ
れ
、
当
社
も
出
資
参
加
す
る
と
と
も
に
、
同
社
に
、

村
上
、
佐
藤
の
両
社
員
を
出
向
派
遣
し
た
。
当
時
の
同
地
は
ま
だ
極
め
て
未
開
の
地
域
て
、
気
候
の
厳
し

さ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
食
料
事
情
や
交
通
・
通
信
な
ど
の
便
も
悪
く
、
病
虫
害
や
猛
禽
類
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
、

有
す
る
、

躍
進
す
る

「
経
済
大
国
H
本」

度
の
高
い
任
務
て
あ
っ
た
。
同
島
て
は
、

の
結
論
に
基
づ
き
、

昭
和
三
十
八
年
七

の
先
端
を
い
く
企
業
の
社
員
の
責
務
と
は
い
え
、

そ
の
よ
う
な
開
発
事
業
の
は
か
に
、
戦
前
か
ら
同
地
に
経
験
を

亜
南
産
業
（
の
ち
に
当
社
系
列
と
な
り
新
南
開
発
と
な
る
）
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
現
地
の
人

カ
、
水
流
等
を
利
用
し
た
い
わ
ゆ
る
「
ク
ダ
ク
ダ
材
」
の
取
り
扱
い
も
開
始
し
た
。

品
質
の
バ
ラ
ッ
キ
や
、
古
材
の
混
入
等
の
問
題
は
あ
っ
た
が
、
価
格
が
安
い
こ
と
が
う
け
て
徐
々
に
日
本

フ
ィ
リ
ピ
ン
、

「
機
械
出
し
材
」

の
市
場
拡
大
の

か
な
り
危
険

り
、
困
難
の
多
い
仕
事
て
あ
っ
た
。

業
績
の
方
は
徐
々
に
上
が
っ
て
い
っ
た
が

融
資
金
が
焦
げ
つ
い
た
り
、
入
荷
材
に
ク
レ
ー
ム
が
つ
い
た

昭
和
三
十
七
年
、

マ
ニ
ラ
駐
在
員
事
務
所
（
岩
橋
駐
在
員
）
が
開
設
さ
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
既
に
優
良

さ
ら
に
同
国
の
資
源
対
策
も
強
化
さ
れ
始
め
た
こ
ろ
て
も
あ
っ
た
の
て
、

地
区
て
は
、
日
産
農
林
・
桜
井
木
材
、
関
西
地
区
て
は
北
新
合
板
な
ど
て
あ
っ
た
。

な
お
、
当
時
の
南
洋
材
の
販
売
先
は
、
関
東
地
区
て
は
、
H

野
木
材
・
内
外
化
工
•
浜
田
産
業
、
東
海

＊
 
ク
ダ
ク
ダ
材

ク
ダ
ク
ダ

(
k
u
d
a
,
 
k
u
d
a
)

と
は
木
馬
の
こ
と
。
ク
ダ
ク

ダ
方
式
の
出
材
と
は
、
林
内
て
伐
倒
し
造
林
し
た
丸
太
を
木

馬
に
載
せ
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
人
力
て
水
辺
ま
て
運
び
、
そ
れ

以
降
川
を
筏
て
輸
送
す
る
方
法
。
出
材
は
天
候
に
左
右
さ
れ

る
た
め
作
業
効
率
が
悪
い
が
資
金
力
の
な
い
村
民
に
は
適
し

た
方
法
と
い
え
る
。
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こ。f
 

し
当
社
が
本
格
的
に
米
材
に
取
り
組
み
、
継
続
的
に
販
売
に
乗
り
出
し
た
の
は
昭
和
三
十
三
年
二
月
に
、

大
阪
支
店
が
秋
田
木
材
か
ら
米
ヒ
ニ

0
0
0石
（
約
五
五
五
立
方
メ
ー
ト
ル
）
を
購
入
し
、
小
口
販
売
を

始
め
て
か
ら
て
あ
る
。
同
年
八
月
に
は
、
輸
入
業
者
名
義
は
山
長
商
店
に
頼
み
、
現
地
て
の
入
札
名
義
お

よ
び
シ
ッ
パ
ー
名
義
は

C
T
タ
カ
ハ
シ
社
の
協
力
を
得
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
社
よ
り
米
ヒ

な
お
、
当
時
の
米
ヒ
丸
太
の
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
最
大
手
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
社
て

も
加
わ
り
、

大
小
入
り
乱
れ
、

ユ
ー
エ
ス
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
社
、

シ
ン
プ
ソ
ン
社
な
ど

さ
ら
に
中
小
の
シ
ッ
パ
ー
や
ブ
ロ
ー
カ
ー
も
参
入
し
て
き
た
。
片
や
日
本
側
の
輸
入
業
者
も

入
札
価
格
も
乱
高
下
を
繰
り
返
す
過
当
競
争
と
な
り
、
品
質
の
低
下
を
招
く
こ
と
と
な

当
社
の
商
法
は
元
来
、
丸
太
の
一
本
一
本
を
吟
味
し
、

そ
れ
ぞ
れ
向
き
向
き
の
業
者
に
振
り
分
け
て
い

く
こ
と
を
得
意
と
し
て
い
た
が
、
市
場
の
混
乱
は
そ
の
よ
う
な
き
め
細
か
な
商
売
の
暇
を
与
え
ず
、
当
社

も
徐
々
に
他
の
樹
種
に
ウ
エ
イ
ト
を
移
し
て
い
っ
た
。
米
ヒ
丸
太
の
輸
入
に
つ
い
て
は
そ
の
後
も
引
き
続

き
行
っ
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
年
代
末
に
取
引
先
が
倒
産
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
徐
々
に
丸
太
輸
入

か
ら
製
品
輸
入
に
切
り
替
わ
っ
て
き
て
い
た
の
て
、
当
社
は
米
ヒ
丸
太
の
取
り
扱
い
を
中
止
す
る
こ
と
に

昭
和
三
十
四
年
、
当
社
は
出
材
さ
れ
た
丸
太
を
購
入
す
る
だ
け
て
は
な
く
、
立
木
を
購
入
し
て
伐
採
事

っ
た
。

あ
っ
た
が

そ
の
後
、
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ザ
ー
社
、

を
輸
入
し
た
の
て
あ
る
が

こ
れ
が
当
社
の
事
実
上
の
米
材
の
直
接
輸
入
の
始
ま
り
て
あ
る
。

米
材
の
取
り
扱
い
開
始

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
て
出
遅
れ
て
い
た
当
社
の
南
洋
材
部
門
は
、
昭
和
三
十

年
代
末
ま
て
に
は
未
だ
他
商
社
に
肩
を
並
べ
る
と
こ
ろ
ま
て
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。

発
な
事
業
展
開
を
図
っ
た
が

＊
 
米
ヒ
（
米
桧
）

11
ポ
ー
ト
オ
フ
ォ
ー
ド
シ
ダ
ー

ヒ
ノ
キ
科
の
樹
木
、
材
質
も
日
本
の
ヒ
ノ
キ
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
一
般
に
米
ヒ
と
呼
ば
れ
た
。
建
築
用
の
造
作
材
や

建
具
材
と
に
重
用
さ
れ
た
が
、
資
源
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら

今
日
て
は
ほ
と
ん
ど
輸
入
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
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昭
和
三
十
六
年
、
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良
質
材
て
好
評
を
博
し
、
収
益
性
も
良
好
て
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
材
は

レ9/
 

メ
ー
ト

ク
社
か
ら
米
ツ
ガ
ミ
ッ
ク
ス
材
を
試
験
輸
入
し
た
。
こ
の
材
は
当
時
枯
渇
し
つ
つ
あ
っ
た
内
地
材
の
ス
ギ

や
マ
ツ
に
代
わ
る
一
般
製
材
用
原
木
と
し
て
輸
入
し
た
も
の
て
、
材
質
的
に
は
セ
カ
ン
ド
グ
ロ
ス
が
主
体

て
あ
っ
た
。
当
社
は
こ
れ
ら
を
港
頭
て
適
宜
仕
訳
し
て
な
ん
と
か
販
売
を
完
了
し
た
。

各
種
混
在
の
丸
太
を
無
難
に
売
り
こ
な
し
た
こ
と
は
、
あ
る
面
て
は
、

す
な
わ
ち
、

そ
の
後
米
材
の
輸
人
形
態
を
変
え

そ
れ
ま
て
の
米
材
輸
人
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
特
定
樹
種
の
特
定
グ
レ
ー
ド
の
物
を

一
般
製
材
用
原
木
輸
人
の
時
代
へ
と
変

昭
和
三
十
五
年
二
月
、
東
京
に
海
外
部
が
新
設
さ
れ
米
材
課
が
置
か
れ
た
の
を
機
に
、
以
降
、
米
材
の

取
り
扱
い
は
米
材
課
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
七
月
、
前
年
接
触
の
あ
っ
た
シ
ッ
パ
ー
の
エ
ク

ス
ポ
ー
ト
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
地
区
の
米
マ
ツ
立
木
一
四

0
0立
方

コ
ロ
ン
ビ
ア
河
流
域
の
ウ
ッ
ド
ラ
ン
ド
地
区
の
米
マ
ツ
立
木
二
万
五

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル

を
購
人
し
た
。

こ
れ
は
わ
が
国
が
立
木
の
ま
ま
購
人
し
た
初
め
て
の
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。

し
か
し
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
わ
が
国
の
商
社
も
い
っ
せ
い
に
一
般
製
材
用
の
原
木

輸
入
に
乗
り
出
し
、
材
の
供
給
も
円
滑
に
な
っ
て
き
た
の
て
、
当
社
は
長
期
資
金
を
要
す
る

入
」
を
中
浙
、
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
そ
ろ
え
る
仕
上
り
材
を
中
心
に
仕
入
れ
る
こ
と
に
切
り
替
え
た
。

シ
ア
ト
ル
に
駐
在
員
事
務
所
を
開
設
、
仕
入
先
の
開
拓
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
年
の
全
国
の
米
材
輸
入
羅
は
ニ
―

0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
て
前
年
に
比
べ
四
倍
に
増
加
し
、
米
ツ
ガ
と
ミ

わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
て
あ
る
。

ス
な
ど
大
量
供
給
に
向
き
、
し
か
も
セ
カ
ン
ド
グ
ロ
ス
も
含
む

一
定
の
用
途
目
的
に
輸
入
し
て
い
た
の
て
あ
る
が

こ
の
こ
ろ
を
境
に
、
米
マ
ツ
、
米
ツ
ガ

ス
プ
ル
ー

て
い
く
上
て
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
も
な
っ
た
。

こ
の
時
、
当
社
が

業
か
ら
取
り
組
も
う
と
し
て
、
米
国
西
海
岸
の
視
察
を
し
、
同
年
十
月
、

エ
ク
ス
ポ
ー
ト
・
パ
シ
フ
ィ
ッ

*
1

セ
カ
ン
ド
グ
ロ
ス

(
S
e
c
o
n
d

growth)
 

北
米
の
樹
齢
一

0
0年
未
満
の
若
齢
二
次
林
木
を
指
し
、

ヤ
ン
グ
グ
ロ
ス
と
も
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
オ
ー
ル
ド
グ
ロ

ス

(Old
growth)
と
は
老
齢
樹
の
こ
と
て
、
一
般
に
は
、

開
拓
時
代
以
前
か
ら
存
在
す
る
樹
齢

一
0
0
年
以
上
の
用
材

適
齢
木
を
い
う
。
近
年
、
オ
ー
ル
ド
グ
ロ
ス
の
資
源
羅
が
減

少
し
て
お
り
、
伐
採
対
象
は
大
半
が
セ
ン
カ
ド
グ
ロ
ス
と
な

っ
て
い
る
。

*
2

当
社
の
昭
和
三
十
六
年
の
米
材
取
り
扱
い
状
況

二
月
ベ
イ
ロ
ン
号
、
ミ
ッ
ク
ス
六

一
六
M
B
M
、
大
阪
港

揚四
月

高
花
丸
、
米
ツ
ガ
お
よ
び
ミ
ッ
ク
ス

一
八
六

O
M
B

M
、
田
辺
港
揚

六
月
春
明
丸
、
米
ツ
ガ
他
、
三

O
O
O
M
B
M
、
清
水

港
・
坂
出
港
揚

八
月
隆
洋
丸
、
米
ツ
ガ
他
、
三
六
八
七

M
B
M
、
新
居
浜

港
揚
他

（
そ
の
他
、
同
年
中
に
は
春
明
丸
（
折
り
返
し
就
航
）
、
カ

リ
ナ
号
が
米
ツ
ガ
ほ
か
の
丸
太
を
満
載
し
て
入
港
）

(
-
M
B
M
北
ニ
・
三
六
立
方
メ
ー
ト
ル
）

新生住友林業の発足（昭和30年代）



は
し
て
い
な
い
。

``≫ 

る
カ

こ、

ま
t

昭
和
三
十
六
年
に
は
現
地
挽
き
の
小
角
製
品
の
輸
入
も
開
始
さ
れ
、
当
社
も
代
理
店
の
ジ
ャ
ー

デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
社
を
経
由
し
て
、
兼
松
、
東
洋
棉
花
な
ど
の
商
社
と
共
同
て
荷
受
け
に
参
加
し
て
い

こ
れ
が
当
社
の
一
般
製
材
品
直
輸
入
の
始
ま
り
て
あ
っ
た
。

し
か
し
製
品
輸
入
に
つ
い
て
は
、
規

格
寸
法
の
不
適
合
や
内
地
製
材
に
比
べ
て
割
高
感
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

昭
和
三
十
七
年
は
景
気
停
滞
と
前
年
の
大
量
入
荷
に
よ
る
荷
も
た
れ
感
は
あ
っ
た
が
、

ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
）
な
ど
て
あ
っ
た
。

そ
の
後
数
年
間
は
活
発
な
動
き

そ
の
間
に
も
地

ジ
ェ
ル
ス

バ
ン
ク
ー
バ
ー

（
米
国
の
オ
レ
ゴ
ン
州
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
お
よ
び
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ

マ

オ
リ
ン
ピ
ア
、
グ
レ
イ
ス
ハ
ー
バ
ー

エ
バ
レ
ッ
ト

ク
ー
ス
ベ
イ
、

ポ
ー
ト
ア
ン

ー
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
社
、

レ
イ
ヨ
ニ
ア
社
、

エ
バ
ン
ス
プ
ロ
ダ
ク
ト
社
な
ど
て
、
積
出
港
は

レ
イ
モ
、ン

ド
、

セ
ン
ト
・
レ
ジ
ス
社
、
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ザ
ー
社
、
ス
コ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
社
、
ジ
ョ

ト
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
社
、

C
T
タ
カ
ハ
シ
社
、
フ
ジ
イ
社
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は

な
お
、
当
時
の
当
社
の
現
地
側
の
取
引
先
は
、
シ
ッ
パ
ー
は

ッ
ク
ス
材
が
そ
の
四

0
％
強
を
占
め
て
い
た
。
当
社
の
取
扱
量
は
四
万
一

0
0

0
立
方
メ
ー
ト
ル
て
ま
だ
そ
の
シ
ェ
ア
は
二
％
弱
て
あ
っ
た
が
、
前
年
度
実
績

材
価
格
が
急
騰
し
た
の
て
河
野
農
林
大
臣
は
、
木
材
輸
入
の
自
由
化
政
策
を
進

ト
ル
の
増
伐
と
、
外
材
輸
入
六

0
0万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
増
加
を
指
示
し
た
年

て
も
あ
っ
た
。

ェ
ク
ス
ポ
ー

策
」
と
し
て
国
有
林
八

0
0万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
民
有
林
四

0
0万
立
方
メ
ー

め
る
と
と
も
に
、
八
月
、
林
野
庁
長
官
に
対
し

「
木
材
価
格
安
定
緊
急
対

比
て
は
八
倍
に
伸
び
て
い
た
。

こ
の
年
は
国
内
資
源
の
供
給
不
足
な
ど
か
ら
木

タ
コ
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も
重
な
り

六
0
日
ぐ
ら
い
を
要
し
て
い
た
日
数
も
、
四

0
日
ぐ
ら
い
に
短
縮
さ
れ
た
。

関
係
者
全
般
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
、
四
十
年
代
は
、

さ
ら
に
、
友
洋
丸
（
太
平
洋
海
運
）
、

港
降
ろ
し

い
わ
ゆ
る
「
米
材
時
代
」
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
社
は
四
十
二
年
、

ろ
っ
き
い
丸
（
第
一
中
央
汽
船
）
等
の
新
造
船
を

（
ワ
ン
ワ
ン
ベ
ー
ス
）

の
体
制
を
組
み

物
船
を
、
長
尺
の
米
材
丸
太
に
合
わ
せ
て
ハ
ッ
チ
を
広
げ
、
船
腹
の
仕
切
壁
を
は
ず
し
た
り
し
た
も
の
て

あ
っ
た
が
、
木
材
の
積
み
降
ろ
し
に
は
、
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
て
は
な
か
っ
た
。

そ
こ
て
当
社
も
急
き
ょ
新
し
く
専
用
船
を
建
造
す
る
こ
と
に
な
り
、

六
メ
ー
ト
ル
、
幅
―
―
―
・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
積
載
能
カ
一
万
二
五

0
0立
方
メ
ー
ト
ル
、
総
ト
ン
数
一
万
五

六
三
七
ト
ン
、
最
大
速
カ
一
六
ノ
ッ
ト
て
、
重
量
物
の
積
み
降
ろ
し
も
て
き
る
二
五
ト
ン
の
デ
リ
ッ
ク
も

の
占
め
る
割
合
の
高
い
米
材
輸
入
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

そ
の
後
も
各
商
社
は
、
競
っ
て
、

昭
和
三
十
九
年
八
月
、
全
長
一
三

さ
ら
に
改
良
さ
れ
大
型
化
さ
れ
た
新
造
船
を
採
用
、

に
入
り
外
材
の
輸
入
旦
里
が
さ
ら
に
増
え
て
く
る
と
、
有
力
商
社
は
、

こ
れ
ら
の
専
用
船
て
一
港
積
み
、

（
表2
—

3
)、
従
来
、

わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
と

こ
の
こ
と
は

表 2-3 当社の

ワンワンベース配

船表（昭和43年頃）

日
米
間
の
往
復
荷
は
、
通
常

昭
和
四
十
年
代

備
え
た
、
朝
光
丸
（
三
光
汽
船
）
を
建
造
、
運
航
を
開
始
し
た
。

）
の
新
造
船
の
就
航
は
、
運
賃
コ
ス
ト

ア
ジ
ア
丸
等
の
木
材
専
用
船
を
張
り
付
け
て
は
い
た
が

こ
れ
ら
の
船
は
、
元
来
、
石
炭
な
ど
を
積
む
荷

方
港
を
取
り
巻
く
製
材
業
者
の
設
備
増
強
が
着
々
と
進
み
、
当
社
の
米
材
取
扱
量
は
八
万
四

0
0
0立
方

木
材
専
用
船
の
建
造

昭
和
三
十
八
年
に
な
る
と
わ
が
国
て
は
米
材
運
搬
の
た
め
の
専
用
船
建
造
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。
第

一

号
は
、
安
宅
産
業
の
イ
ー
ス
タ
ン
サ
ク
ラ
号
て
あ
っ
た
。
当
社
も
こ
の
こ
ろ
既
に
、
隆
洋
丸
、
春
明
丸
、

メ
ー
ト
ル
と
前
年
に
比
べ
倍
増
し
た
。

ジ朝友ろ泉花
ャ
パ 洋 つ

ン丸
ロ 光 ‘ き 洋 光
I 紀
レ
ル 洋 し‘

号丸丸丸丸丸

オ
リ
ン
ピ
ア

↓
清
水

オ
リ
ン
ピ
ア
↓
佐
伯

ア
ス
ト
リ
ア

↓
田
辺

オ
リ
ン
ピ
ア
↓
坂
出

オ
リ
ン
ピ
ア

↓
塩
釜

オ
リ
ン
ピ
ア
↓
神
戸

清
水
港
木
材
産
業
脇

塩

田

建

設

工

業

田

辺

五

社

塩

田

建

設

工

業

＿
＿
＿
善
外
材
他

太

田

商

店

朝光丸
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加
え
、
合
計
七
隻
の
専
用
船
を
張
り
付
け
、

北
洋
材
は
別
名
ソ
連
材
と
も
い
わ
れ
る
が
、
戦
前
は
樺
太
材
と
か
大
陸
材
と
称
し
て
わ
が
国
て
は
な
じ

み
の
深
い
材
て
あ
っ
た
。
戦
後
は
先
に
触
れ
た
よ
う
に
昭
和
二
十
九
年
か
ら
輸
入
が
再
開
さ
れ
、
三
十
三
、

四
年
ご
ろ
に
は
北
海
道
の
風
倒
木
の
供
給
が
途
絶
え
る
と
、
そ
れ
に
代
わ
る
材
と
し
て
建
築
・
土
木
な
ど

の
仮
設
材
料
な
ど
に
活
用
さ
れ
、
現
在
て
は
わ
が
国
の
木
材
総
供
給
量
の
一
割
弱
を
担
っ
て
い
る
。

当
社
て
は
、

は
じ
め
と
し
、

昭
和
三
十
五
年
に
他
商
社
材
一
万
石
（
約
二
八

0
0立
方
メ
ー
ト
ル
）
を
購
入
し
た
の
を

そ
の
後
も
関
西
地
区
を
中
心
に
安
宅
産
業
な
ど
の
他
商
社
輸
入
材
を
取
り
扱
っ
て
い
た
。

四
十
年
代
後
半
か
ら
は
住
友
商
事
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
同
社
の
輸
入
す
る
ソ
連
材
の
半
量
程
度
（
年
間
約

1
0
0万
立
方
メ
ー
ト
ル
）

翌
四
十
三
年
に
は
米
材
取
扱
高
て
は
日
綿
実
業
に
次
い
て
全

の
国
内
販
売
を
受
け
持
っ
た
が
、
取
引
の
形
態
が
市
場
経
済
に
な
じ
み
に
く

＜
、
ま
た
当
社
の
よ
う
に
対
ソ
輸
出
が
な
く
、
仕
入
れ
だ
け
の
片
道
取
引
は
妙
味
が
な
く
、

扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
損
失
が
発
生
す
る
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
。

昭
和
三
十
三
年
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
木
材
貿
易
が
開
始
さ
れ
、
東
洋
棉
花
が
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
材
の
取
り
扱
い
開
始

景
気
後
退
期
に
取
り
扱
い
を
大
幅
に
縮
小
し
た
。

北
洋
材
の
取
り
扱
い
開
始

国
第
二
位
に
位
置
す
る
ま
て
に
な
っ
た
。

む
し
ろ
取
り

ラ
ジ
ア
ー
タ
ー
・

パ
イ
ン
の
輸
入
を
始
め
る
と
、
当
社
て
は
折
か
ら
不
足
ぎ
み
の
内
地
マ
ツ
の
供
給
を
補
う
た
め
、
同
社
よ

り
関
西
地
区
の
販
売
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
同
年
七
月
に
は
当
社
向
け
の
第
一
船
マ
ウ
ン
ト
マ
ウ

ン
ガ
ニ
ー
港
積
ラ
ジ
ア
ー
タ
ー
・
パ
イ
ン
五

0
0
0石
（
約
一
四

0
0立
方
メ
ー
ト
ル
）
が
大
阪
港
に
入

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
昭
和
四
十
九
年
の

＊
 
北
海
道
の
風
倒
木

昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
六
日
、
北
海
道
地
方
を
襲
っ
た

台
風
一
五
号
は
、
わ
が
国
の
海
難
史
上
に
残
る
青
函
連
絡
船

「
洞
爺
丸
」
遭
難
事
故
（
死
者
・
行
方
不
明
者
一
一
五
五
人
、

生
存
者
一
五

0
人
）
の
原
因
と
な
り
、
さ
ら
に
北
海
道
山
林

の
エ
ゾ
マ
ツ
、
ト
ド
マ
ツ
等
に
大
量
の
風
倒
木
を
発
生
さ
せ
、

そ
れ
ら
の
樹
木
は
、
そ
の
後
数
年
に
わ
た
り
、
「
風
倒
木
」

と
称
し
て
本
土
に
移
送
さ
れ
安
値
処
分
さ
れ
た
。

図 2-7 当社の外材荷揚港（昭和42年ごろ）

亨
八戸
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囮
新
建
材
の
取
り
扱
い
開
始

い
わ
ゆ
る
「
新
建
材
」
と
い

119第 2部 第 1章

港
し
た
。
以
降
、
同
社
か
ら
毎
月
五

0
0
0石
程
度
の
継
続
入
荷
を
受
け
て
安
定
し
た
販
売
を
続
け
て
い

た
が
、
三
十
六
年
ご
ろ
か
ら
輸
入
商
社
も
増
え
、
当
社
も
四
十
三
年
か
ら
直
接
輸
入
を
開
始
し
た
。

昭
和
四
十
年
代
の
後
半
に
な
る
と
、
同
国
の
第
一
次
植
林
木
の
伐
期
が
ビ
ー
ク
を
過
ぎ
、
当
社
の
取
扱

量
も
徐
々
に
減
少
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
も
、
当
社
は

「
育
て
て
、
伐
る
」
方
式
の
林
業
を

営
む
同
国
政
府
お
よ
び
林
業
関
係
者
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
互
い
に
交
換
研
修
生
を
派
遣
し
あ
う
な

ど
の
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
の
ち
に
、
同
国
の
第
二
次
植
林
木
が
伐
期
を
迎
え
る
よ
う
に

な
り
、

M
D
F
 （
中
比
重
繊
維
板
）
な
ど
の
国
内
工
業
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

技
術
面
、
販
売
面
な
ど
て
、
当
社
が
そ
の
提
携
相
手
先
の
第
一
候
補
に
挙
げ
ら
れ
、
合
弁
事
業

N
P
I
社

(
N
e
l
s
o
n
 P
i
n
e
 Industries
,
 Lt

d
.)
 

新
建
材
の
登
場

の
発
足
に
繋
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
工
法
の
変
化
に
対
応
し
て
、
早
く
、
安
く
、
大
量
に
、

い
建
築
材
料
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
に
登
場
し
て
き
た
の
が
、

そ
の
資
本
面
、

昭
和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
の
急
増
す
る
住
宅
需
要
を
満
た
す
た
め
に
は
、
従
来
の
よ
う

な
湿
式
工
法
を
主
体
と
す
る
建
築
だ
け
て
は
と
て
も
ま
か
な
い
き
れ
な
い
状
態
と
な
っ
て
き
た
た
め
、
木

*
2
 

造
住
宅
て
も
乾
式
工
法
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
都
市
部
て
は
、
住
宅
公
団
な
ど
に
よ

る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ハ
ウ
ス
）
も
盛
ん
に
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
も
品
質
・
規
格
が
均
一
の
新
し

わ
れ
る
も
の
て
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
プ
リ
ン
ト
合
板
、
繊
維
板
（
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

*
1

湿
式
工
法

主
と
し
て
壁
部
が
土
壁
て
構
成
さ
れ
る
。
土
壁
の
工
程
は
、

下
塗
、
中
塗
、
上
塗
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
は
、
一

定
の
乾
燥
期
間
を
要
す
る
た
め
工
期
が
長
く
か
か
り
（
五

ー
六
か
月
）
ま
た
、
都
会
地
て
は
、
そ
の
材
料
（
土
・
竹

等
）
の
入
手
や
手
間
（
左
官
）
確
保
も
困
難
な
状
況
に
な
っ

て
き
た
。

*
2

乾
式
工
法

壁
部
の
構
成
は
、
従
来
の
土
壁
に
代
わ
っ
て
モ
ル
タ
ル
や

石
膏
ボ
ー
ド
、
板
類
、
合
板
、
プ
リ
ン
ト
合
板
等
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
エ
期
も
短
縮
（
三

1
四
か
月
）
さ
れ
コ
ス

ト
も
下
が

っ
た
。
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易
に
裁
断
て
き
、
ま
た
釘
て
簡
単
に
取
り
付
け
る
こ
と
が
て
き
る
材
料
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
商
流

も
、
主
と
し
て
在
来
の
材
木
店
、
合
板
取
扱
店
な
ど
の
、

ェ
ア
を
占
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
三
十
五
年
、
浜
田
産
業
が
プ
リ
ン
ト
合
板
を
発
売
し
た
の
を
機
に
、

同
社
と
国
内
総
販
売
元
契
約
を
結
び
、
新
建
材
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
た
の
て
あ
る
。

ー
ト
」
て
取
り
扱
わ
れ
た
。
こ
の
木
材
ル
ー
ト
て
は
当
社
は
全
国
ト
ッ
プ

（
一
％
弱
て
あ
っ
た
が
）

の
シ

い
わ
ゆ
る

「木
材
ル
ー
ト
」
お
よ
び

「合
板
ル

建
材
製
品
の
多
く
は
工
場
て
大
量
生
産
さ
れ

し
た
の
は
こ
の
こ
ろ
て
あ
る
。

続
い
た
。 ハ

ー
ド
ボ
ー
ド
な
ど
）
、
削
片
板
（
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
）
、
石
膏
ボ
ー
ド
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
壁
紙

な
ど
て
、
こ
れ
ら
の
建
材
の
リ
ー
ド
役
を
果
た
し
た
の
が

「プ
リ
ン
ト
合
板
」
て
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
年
代
の
後
半
に
人
る
と
、

工
業
は
、

ド

よ
り
人
件
費
の
安
い
韓
国
、
台
湾
、

後
退
を
余
俵
な
く
さ
れ
た
。

い
ず
れ
も
建
築
現
場
て
、
の
こ
ぎ
り
な
ど
て
比
較
的
容

そ
れ
ま
て
わ
が
国
の
代
表
的
な
輸
出
産
業
の
一
っ
て
あ
っ
た
合
板

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
追
い
上
げ
を
受
け
、
欧
米
市
場
て
の

一
方
、
国
内
の
住
宅
市
場
は
よ
う
や
く
活
況
を
呈
し
始
め
て
い
た
。
折
し
も

ア
メ
リ
カ
て
は
、
合
板
を
シ
リ
ン
ダ
ー
印
刷
に
か
け
、
「
プ
リ
ン
ト
合
板
」
を
製
造
す
る
技
術
が
確
立
さ

れ
た
。
そ
こ
て
、
当
時
、
輸
出
合
板
の
代
表
的
メ
ー
カ
ー
て
あ
っ
た
永
大
産
業
、
丸
玉
木
材
、
中
村
合
板
、

野
田
合
板
な
ど
が
い
っ
せ
い
に
プ
リ
ン
ト
合
板
の
製
造
に
乗
り
出
し
、
浪
速
合
板
、
浜
田
産
業
も
こ
れ
に

わ
が
国
の
建
築
市
場
に
登
場
し
た
プ
リ
ン
ト
合
板
は
、
折
か
ら
の
新
設
住
宅
増
加
の
勢
い
に
乗
り
、

印

刷
模
様
の
斬
新
さ
、
価
格
の
妥
当
性
、
作
業
性
の
良
さ
な
ど
か
ら
、
爆
発
的
な
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
、
発

売
後
の
数
年
間
は
メ
ー
カ
ー
の
割
当
を
待
っ
と
い
う
売
り
手
市
場
と
な
っ
た
。
当
社
が
建
材
分
野
に
進
出
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各
種
建
材
の
取
り
組
み
状
況

【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
建
材
】

塩
ビ
タ
イ
ル
は
物
性
、
成
型
性
、
意
匠
性
な
ど
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

主
に
ビ
ル
建
築
の
床
材
と
し
て
普
及
し
、
昭
和
三
十
五
、
六
年
ご
ろ
か
ら
一
部
木
造
住
宅
の
床
に
も
採
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
ビ
ニ
ア
ス
タ
イ
ル
は
、
塩
ビ
タ
イ
ル
に
ア
ス
ベ
ス
ト
を
混
人
し
表
面
硬
度

を
強
化
し
た
も
の
て
、
主
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
貼
り
、
耐
摩
耗
性
を
要
求
さ
れ
る
、
人
通
り
の
多
い

デ
パ
ー
ト
の
床
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
。
当
社
は
独
自
て
こ
れ
を
開
発
し
よ
う
と
し
て
三
十
六
年
ご
ろ
、
東

京
都
内
の
塩
ビ
加
工
メ
ー
カ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
「
ス
ミ
リ
ン
＞
タ
イ
ル
」
の
製
造
に
取
り
組
ん
だ
。

し
か
し
、
化
学
製
品
に
は
全
く
経
験
も
知
識
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
浙
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の

後
は
ダ
イ
キ
ン
工
業
や
日
本
瓦
斯
化
学
の
塩
ビ
タ
イ
ル
を
取
り
扱
っ
て
い
た
が
、

木
製
の
床
板
（
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
合
板
複
合
床
板
）
が
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
塩
ビ
タ
イ
ル
は
徐

進
ん
て
物
流
の
合
理
化
に
も
取
り
組
ん
だ
。

い
に
つ
い
て
は
、
他
社
に
先
駆
け
て
、
加
工
配
送
セ
ン
タ
ー

建
材
部
の
設
置

昭
和
三
十
六
年
、
当
社
の
販
売
力
は
浜
田
産
業
の
生
産
能
力
を
上
回
る
月
間
七
万
枚
も
の
受
注
を
受
け

る
ま
て
に
な
り
、
普
通
合
板
、

そ
の
他
の
建
材
類
を
合
わ
せ
た
同
年
の
建
材
売
上
高
は
前
年
の
五
倍
強
と

な
り
、
年
商
一

0
億
円
の
大
台
を
一
挙
に
突
破
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
て
、
翌
三
十
七
年
―
一
月
、
建

材
部
門
を
従
来
の
業
務
部
か
ら
切
り
離
し
、

東
京
に
建
材
部
を
新
設
、
こ
れ
を
機
に
当
社
は
新
建
材
と
合

取
り
扱
い
商
品
も
、
合
板
を
は
じ
め
、
各
種
新
建
材
を
次
々
に
と
り
入
れ
て
い
っ
た
。
特
に
、
昭
和
四

十
年
代
に
人
る
と
、

そ
の
後
急
速
に
普
及
し
た
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
や
、
流
し
台
な
ど
の
住
宅
機
器
の
取
り
扱

板
に
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

（
サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー
）
を
設
涸
す
る
な
ど
、

そ
の
後
木
造
住
宅
て
は
、
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【
特
殊
合
板
】

具
な
ど
の
資
材
と
し
て
す
ぐ
に
使
用
て
き
る
よ
う
に
加
工
し
た
も
の
を
、

た
は
特
殊
合
板
と
い
う
。
当
社
の
こ
れ
ら
特
殊
合
板
の
取
り
扱
い
開
始
は
昭
和
三
十
五
年
、
浜
田
産
業
の

プ
リ
ン
ト
合
板
「
カ

ッ
パ
プ
リ
ン
ト
」
に
始
ま
る
が
、

ド
」
、
塩
ビ
化
粧
合
板
「
カ
ッ
パ
セ
ブ
ン
」
な
ど
を
次
々
と
発
売
、
当
社
も
そ
れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
取

さ
れ
た
。

も
の
は
少
な
く
、
ま
た
金
額
的
に
も
た
い
し
た
も
の
て
は
な
か
っ
た
の
て
、

【
金
属
建
材
】

昭
和
――
-
＋
八
年
九
月
、
住
金
物
産
と
提
携
し
て
土
木
建
築
用
鋼
管
や
鋼
製
型
枠
「
ス
ミ

フ
ォ
ー
ム
」
、
矢
木
・
敷
板
用
万
能
鋼
板
「
バ
ン
ノ
ー
」
な
ど
を
手
が
け
た
が
、

と
い
う
と
土
木
用
お
よ
び
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
用
の
仮
設
資
材
て
あ
り
、
当
社
の
得
意
と
す
る
、
木

材
・
建
材
、
合
板
ル
ー
ト
て
は
取
扱
量
も
伸
び
な
か
っ
た
。
た
だ
、
三
十
九
年
か
ら
取
り
扱
い
を
開
始
し

た
鋼
製
梁
材
「
ス
ミ
ビ
ー
ム
」
は
当
時
枯
渇
傾
向
に
あ
っ
た
松
梁
に
代
わ
っ
て
、
木
材
ル
ー
ト
て
も
重
用

合
板
に
印
刷
し
た
り
、
塗
料
を
塗
っ
た
り
、
突
板
を
貼
っ
た
り
し
て
、
建
築
現
場
や
家

に
減
少
し
て
い
っ
た
。

以
上
の
ほ
か
に
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
の
建
材
は

一
般
に
合
板
二
次
加
工
製
品
ま

こ
れ
ら
は
、
ど
ち
ら
か

こ
れ
ら
商
品
の
扱
い
は
徐
々

一
通
り
取
り
扱
っ
た
が
、
商
品
寿
命
の
長
続
き
す
る

こ
の
ほ
か
、
昭
和
―
二
十
年
代
に
は
塩
｀
ビ
製
の
障
子
紙
や
メ
タ
ク
リ
ル
樹
脂
板
な
ど
も
取
り
扱
っ
た
。
障

子
紙
は
物
珍
し
さ
も
あ
っ
て
滑
り
出
し
は
好
調
て
あ
っ
た
が
、
退
色
が
早
い
の
と
張
り
替
え
の
手
間
が
か

か
る
な
ど
の
面
か
ら
徐
々
に
市
場
性
を
失
っ
て
い
っ
た
。
樹
脂
板
の
方
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
看
板
な
ど

の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
る
も
の
て
、
木
材
・
建
材
ル
ー
ト
に
は
な
じ
ま
な
か
っ
た
。

に
は
荷
づ
く
り
紐
「
ポ
リ
テ
ー
プ
」
の
取
り
扱
い
も
開
始
し
て
い
る
。
こ
れ
は
広
く
並
El

及
し
て
い
っ
た
も

の
の
単
価
が
安
く
、
手
間
の
割
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
い
た
め
徐
々
に
扱
い
は
減
少
し
て
い
っ
た
。

そ
の
後
、
同
社
は
樹
脂
塗
装
合
板
「
カ
ッ
パ
ボ
ー

々
に
後
退
し
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
、
三
十
九
年

木材と組み合わせて梁の部分に使用さ
れた 「スミピーム」
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た
こ
と
を
認
識
、
業
容
を
拡
大
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
同
年
五
月
、

扱
量
を
拡
大
、
同
社
製
品
の
取
扱
高
は
昭
和
四
十
年
に
は
一
八
億
円
と
、
全
建
材
取
扱
高
の
五
一
％
を
占

め
る
ま
て
に
至
っ
た
。
特
殊
合
板
と
し
て
は
こ
の
ほ
か
に
も
、

メ
ラ
ミ
ン
オ
ー
バ
ー
レ
イ
合
板
「
ハ
イ
カ
ラ
ー
」
の
総
発
売
元
に
も
な
っ
た
。

し
か
し
、
当
社
建
材
の
メ
イ
ン
商
品
て
も
あ
り
、
木
材
ル
ー
ト
開
拓
の
機
関
車
役
を
果
た
し
て
く
れ
た

「
カ
ッ
パ
シ
リ
ー
ズ
商
品
」
の
製
造
メ
ー
カ
ー
•
浜
田
産
業
が
昭
和
四
十
三
年
六
月
、
突
如
倒
産
す
る
事

態
と
な
り
（
浜
田
産
業
倒
産
の
顛
末
は
第
二
章
第
四
節
一
六

0
頁
参
照
）
、
当
社
は
こ
こ
て
、
建
材
の
主

新
規
事
業
進
出
の
検
討

長
期
計
画
委
員
会
設
置

「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
を
決
定
、
以
後
、

第
四
節

カ
製
品
の
一
っ
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。

一
方
、
前
年
十
二
月
に
政
府
は

四
十
年
に
千
代
田
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
の
変
性

新
規
事
業
へ
の
模
索

昭
和
三
十
六
年
(
-
九
六
一
）
、
当
社
て
は
山
林
部
門
の
伐
採
・
植
林
事
業
も
軌
道
に
乗
り
、
営
業
部

門
も
外
材
を
独
立
部
門
と
し
、
飛
躍
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
。

わ
が
国
は
高
度
経
済
成
長
に
邁
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

世
間
の
動
き
は
急
て
、
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
当
社
に
お
い
て
も
新
た
な
段
階
に
き

「長
期
計
画
委
員
会
（
委
員

ハイカラーの発表会
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長
•
田
上
常
務
）」
を
設
け
、
長
期
的
な
視
点
て
経
営
に
関
す
る
調
査
、
研
究
、
企
画
・
立
案
を
行
う
こ

と
と
な
っ
た
。

そ
の
中
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
新
規
事
業
分
野
へ
の
進
出
て
あ
っ
た
。
従
来
業
務
だ
け
に
固
執
し
て
い
て

は
業
容
の
拡
大
は
望
め
な
い
の
て
、
多
角
経
営
を
目
指
す
こ
と
に
異
論
は
な
い
に
し
て
も
、

進
む
べ
き
か
に
つ
き
種
々
検
討
が
な
さ
れ
、
昭
和
三
十
八
年
、
最
終
的
に
、
従
来
の
業
務
に
関
連
が
あ
り
、

比
較
的
な
じ
み
や
す
く
、

②
新
建
材
部
門
の
拡
大
（
合
板
工
場
）
‘
③
不
動
産
業
へ
の
進
出
が
妥
当
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

提
案
制
度
の
導
入
と
社
員
教
育

の
と
し
、

ど
の
分
野
に

し
か
も
相
応
の
経
験
を
有
す
る
事
業
分
野
と
し
て
、
①
木
材
加
工
業
へ
の
進
出
、そ

れ
ら
の
分
野
へ
の
進
出
は
と
り
あ
え
ず
別
会
社
を
設
立
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
、
後
述
の
よ
う
に
三

長
期
計
画
委
員
会
の
答
申
に
碁
づ
き
昭
和
三
十
六
年
七
月
、
提
案
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
当
社
て
は
そ
れ
以
前
か
ら
も
、
特
に
山
林
部
門
に
お
い
て
は
、
社
内
報

『住
友
林
業
月

報
』
な
ど
を
通
じ
て
職
階
を
問
わ
ず
、
各
自
、
研
究
論
文
の
発
表
を
行
っ
た
り
、
林
業
技
術
研
究
室
（
三

十
二
年
設
置
）
を
中
心
と
す
る
研
究
発
表
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
比
較
的
活
発
に
研
究
発
表
活
動
は
行
わ

れ
て
い
た
。
今
回
の
提
案
制
度
は
、
従
来
行
わ
れ
て
い
た
そ
れ
ら
の
自
発
的
な
研
究
発
表
を
全
社
的
な
も

そ
れ
を
制
度
化
し
た
も
の
て
あ
っ
た
。
提
案
事
項
と
し
て
、
①
業
務
の
刷
新
、
改
善
、
②
事
務

お
よ
び
作
業
能
率
の
向
上
、
③
運
搬
具
、
諸
施
設
な
ど
の
活
用
、
合
理
化
、
④
工
場
機
械
器
具
の
改
良
ぉ

よ
び
作
業
場
の
安
全
衛
生
の
向
上
を
掲
げ
、
提
案
方
法
は
個
人
・
団
体
い
ず
れ
も
可
、
審
査
方
法
は
あ
ら

か
じ
め
長
期
計
画
委
員
会
の
幹
事
会
て
選
別
、
最
終
的
に
は
同
委
員
会
て
採
点
し
た
。
ま
た
、
褒
賞
に
つ

い
て
は
特
A
級
一
万
円
、

【
提
案
制
度
】

A
級
五

0
0
0
円、

十
九
年
か
ら
実
施
に
移
さ
れ
て
い
っ
た
。

B
級
三

0
0
0
円、

C
級
一

0
0
0
円、

D
級
五

0
0
円
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越
え
て
、 四

H
目

三
H
目

二
日
目

一
日
目

こ
の
提
案
制
度
は
、

そ
の
後
何
回
か
督
励
さ
れ
る
時
期
も
あ
っ
た
が
、

【
独
自
の
新
入
社
員
研
修
】

日
常
業
務
を
通
じ
て
の
業
務
改

菩
や
業
績
向
上
に
よ
る
社
内
報
奨
制
度
な
ど
と
の
区
分
け
も
判
然
と
し
な
い
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
あ
ま
り

当
社
特
有
と
思
わ
れ
る
新
入
社
員
研
修
に
「
別
子
銅
山
の
山
越
え
研
修
」

が
あ
る
。
こ
の
制
度
は
既
に
四
国
林
業
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
も
の
て
、
新
入
男
子
社
員
全
員
に
つ
い

て
、
研
修
期
間
中
の
三
1
四
日
を
さ
い
て
行
わ
れ
た
。
昭
和
三
十
八
年
四
月
に
入
社
し
た
新
人
社
員
一
四

早
朝
大
阪
駅
を
発
ち
、
宇
古
向
連
絡
船
経
由
て
夕
刻
新
居
浜
に
到
着
、
四
国
支
店
て
山
林
事

業
な
ど
の
概
要
説
明
を
受
け
、
社
員
寮
「
み
ど
り
荘
」
に
宿
泊
゜

午
前
中
、
木
材
土
場
、
製
材
工
場
を
見
学
し
、
連
系
会
社
住
友
金
属
鉱
山
の
製
銅
設
備
を

見
学
し
、
午
後
、
端
出
場
よ
り
同
社
の
籠
電
車
（
坑
内
電
車
）
に
乗
り
、
第
四
通
洞
、
竪

坑
を
経
て

H
浦
に
出
、

そ
こ
か
ら
徒
歩
て
当
社
山
林
を
見
学
し
な
が
ら
、
夕
刻
中
七
番
駐

朝
、
同
所
を
出
発
し
、
途
中
記
念
植
樹
を
し
て
、
三
ツ
森
峠
を
越
え
、
小
麦
畝
の
苗
畑
を

経
て
全
行
程
を
徒
歩
て
踏
破
し
夕
刻
、
高
藪
駐
勤
所
に
至
り
、
同
所
宿
泊
施
設
に
泊
ま
る
。

朝
、
同
所
を
発
ち
、
高
薮
天
然
林
を
見
学
し
乗
合
バ
ス
て
土
讃
線
大
杉
駅
に
至
り
、

か
ら
古
向
松
、
宇
高
連
絡
船
、
岡
山
を
経
由
し
て
大
阪
に
帰
着
、
解
散
。

こ
の
よ
う
に
二
日
間
に
わ
た
り
、
徒
歩
て
愛
媛
県
か
ら
高
知
県
へ
、
標
高
一
六

0
0
メ
ー
ト
ル
の
峠
を

山
ま
た
山
の
中
を
踏
破
す
る
。
そ
の
間
に
、
元
禄
以
来
の
別
子
銅
山
の
歴
史
を
実
感
す
る
と
同

時
に
、
先
輩
た
ち
の
た
ゆ
ま
な
い
育
林
の
跡
に
、
偉
大
な
自
然
の
力
と
人
々
の
努
力
の
結
晶
を
知
り
、
ニ

勤
所
に
至
り
、
同
所
宿
泊
施
設
に
泊
ま
る
。

名
の
と
き
の
例
を
次
に
示
す
。

成
果
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。

の
五
段
階
に
分
け
ら
れ
た
。

そ
こ

湾

〇 県庁所在地

海岸線

一-----一県 境

乗り物による行程
．．．．．．．．．．．．．．．．．徒歩による行程

合 宿泊（新居浜、中七番、高藪）
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そ
の
後
、

こ
の
よ
う
な
社
員
教
育
の
意
気
込
み
は
徐
々
に
藩
れ
て
い
き

受
け
た
。
ま
た

【

M
T
P
な
ど
】

一
方
て
、
各
部
、
各
個
人
が

日
間
の
行
軍
て
同
期
生
の
中
に

「と
も
に
汗
を
流
し
た
者
」
と
し
て
の
同
志
意
識
が
芽
生
え
る
、
こ
れ
は

い
わ
ゆ
る
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
の
涵
養
に
百
万
言
を
費
や
す
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
。
な
お
、

昭
和
――
-
＋
年
代
後
半
に
な
る
と
、
各
企
業
を
取
り
巻
く
外
部
環
境
の
変
化
が
激
し
く

な
り
、
人
材
の
産
業
間
の
移
動
も
あ
わ
た
だ
し
く
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
て
も
当
社
の
よ
う
な

伝
統
あ
る
企
業
に
お
い
て
は
、
終
戦
直
後
か
ら
の
復
員
な
ど
に
よ
る
人
員
増
も
あ
り
、
ま
だ
絶
対
数
に
お

い
て
不
足
を
来
す
ほ
ど
て
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
年
々
急
ピ
ッ
チ
て
上
昇
す
る
人
件
費
の
増
大
は
企
業

収
益
を
圧
迫
す
る
要
因
に
も
な
り
か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
そ
こ
て
、
現
有
の
人
材
を
再
教
育
し
、
環

境
の
変
化
に
対
応
、
生
産
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
総
務
部
人
事
課
主
導
の
下
に
、
社
員
教
育
を

開
始
し
た
。
ま
ず
、

ソ
ノ
テ
ー
プ
に
よ
る
各
支
店
て
の
中
間
管
理
者
層
の
経
営
研
修
を
、
次
い
て
社
内
の

東
京
会
場
、
大
阪
会
場
て
の
外
部
講
師
に
よ
る
経
営
甚
礎
教
育
な
ど
を
実
施
し
た
。

昭
和
四
十
年
六
月
に
は
大
阪
天
王
寺
の
以
和
貴
荘
に
お
い
て
最
初
の

M
T
P
(
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 

Training P
r
o
g
r
a
m
)
研
修
を
実
施
し
、
植
村
社
長
以
下
在
阪
の
全
役
員
と
部
課
長
合
計
一
六
名
が
参

加
し
た
。
引
き
続
き
大
阪
第
二
回
、
東
京
第

一
回
も
実
施
さ
れ
、
役
員
、
部
課
長
の
は
ば
全
員
が
研
修
を

一
般
社
員
、
女
子
社
員
な
ど
に
つ
い
て
も
、
そ
の
後
順
次
、

「文
書
管
理
コ
ー
ス

」、

「事
務
改
善

コ
ー
ス
」
、
「
セ
ー
ル
ス
マ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
」
な
ど
に
分
け
て
、
大
阪
近
郊
の
温
泉

保
養
地
な
ど
て
十
数
人
単
位
て
の
研
修
を
実
施
し
た
。

必
要
に
応
じ
て
個
別
に
外
部
研
修
へ
参
加
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

の

「
山
越
え
研
修
」
は
今
日
て
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

}

)

 

MTP研修風景（中央は植村社長）
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差
額
の
一

0
0
円
は
資
本
の
組
み
人
れ
分
か
ら
充
当
し
た
。

二
月
十
五
日
現
在
の
株
主
に
対
し

対
し
て

容
は
順
調
に
拡
大
し
て
お
り

一
層
の
発
展
の
た
め
に
自
己
資
本
を
充
実
し
、
事
業
基
盤
の
強
化
・
確
立

初
増
資
、
新
資
本
金
五
億
円
へ

昭
和
三
十
七
年
三
月
、
新
会
社
と
し
て
再
発
足
以
来
初
め
て
の
増
資
を
行
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
当
社
の
業

を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
の
て
あ
る
。

増
資
の
方
法
と
し
て
は
ま
ず
、
再
評
価
積
立
金
の
一
部
（
五

0
四
0
万
円
）
を
資
本
に
組
み
入
れ
、
額

面
五

0
0
円
の
新
株
を
五

0
万
四

0
0
0株
発
行
し
た
。
そ
し
て
昭
和
三
十
七
年
一
月
末
現
在
の
株
主
に

一
株
に
つ
き
一
・
ニ
株
を
割
り
当
て
た
。
な
お
、
払
込
金
額
は
四
0
0
円
と
し
、
差
額
の
一
〇

0
円
は
資
本
の
組
み
入
れ
分
よ
り
充
当
し
た
。
同
時
に
額
面
五

0
0
円
の
有
償
の
新
株
を
七
万
六

0
0
0

株
発
行
し
、
合
計
て
二
億
九

0
0
0
万
円
の
増
資
を
実
施
、
新
資
本
金
は
五
億
円
と
な
っ
た
。

次
い
て
第
二
回
増
資
を
昭
和
三
十
九
年
四
月
に
行
い
、
新
資
本
金
を
八
億
円
に
し
た
。
今
回
の
増
資
は

新
規
事
業
進
出
も
決
ま
り
、
経
営
体
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
て
、
こ
の
時
は
、
再
評

価
積
立
金
の
一
部
（
六

0
0
0
万
円
）
を
資
本
に
組
み
人
れ
、
新
株
を
六

0
万
株
発
行
し
た
。
三
十
九
年

一
株
に
つ
き

0
．
六
株
、
払
込
金
額
は
四
0
0
円
て
割
り
当
て
た
。

関
連
子
会
社
の
設
立

ス
ミ
リ
ン
合
板
工
業
株
式
会
社

先
の
長
期
計
画
委
員
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
ま
ず
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
、
住
友
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
と
の

共
同
出
資
て
資
本
金
五

0
0
0万
円
（
住
友
林
業
四
0
0
0万
円
、
住
友
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
一

0
0
0
万
円
）
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の
「
ス
ミ
リ
ン
合
板
工
業
株
式
会
社
」
を
設
立
、
代
表
取
締
役
社
長
に
は
当
社
の
保
田
常
務
取
締
役
が
兼

任
て
就
任
し
た
。

そ
の
こ
ろ
合
板
業
界
は
、
既
に
、
原
木
の
供
給
お
よ
び
製
品
の
輸
出
を
通
じ
、
商
社
に
よ
る
系
列
化
が

出
来
上
が
っ
て
い
た
。
そ
の
商
流
に
当
社
が
介
在
す
る
余
地
は
少
な
か
っ
た
。
当
社
が
こ
の
時
期
合
板
工

場
を
新
設
す
る
に
は
幾
分
懸
念
も
あ
っ
た
が
、
国
内
市
場
の
拡
大
は
ま
だ
ま
だ
続
く
と
の
判
断
か
ら
、
合

ス
ミ
リ
ン
合
板
工
業
は
本
社
お
よ
び
工
場
を
徳
島
県
小
松
島
市
に
置
い
た
。
当
社
て
は
ス
ミ
リ
ン
合
板

工
場
の
稼
働
開
始
に
あ
わ
せ
て
、

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
四
十
年
九
月
、
合
板
部
を
設
置
、
合
板
の
取
り
扱
い
に
本
腰
を
入

ス
ミ
リ
ン
木
材
工
業
株
式
会
社

昭
和
三
十
九
年
九
月
、
経
営
の
多
角
化
の
一
環
と
し
て
当
社
の
一

0
0％
出
資
の
子
会
社
「
ス
ミ
リ
ン

木
材
工
業
株
式
会
社
」
を
設
立
し
た
。
資
本
金
三

0
0万
円
、

取
締
役
社
長
に
は
高
田
芳
雄
が
就
任
し
た
。

ス
ミ
リ
ン
木
材
工
業
は
当
社
の
直
営
工
場
て
あ
っ
た
新
居
浜
製
材
工
場
を
分
離
・
独
立
さ
せ
て
、
別
組

織
と
し
た
も
の
て
、
製
材
工
場
の
合
理
化
と
と
も
に
、
新
規
事
業
と
し
て
集
成
材
の
製
造
を
開
始
し
た
。

集
成
材
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
国
内
資
源
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
そ
の
必
要
性
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。

集
成
材
の
強
度
に
対
す
る
信
頼
性
も
、
業
界
内
て
は
ほ
ば
確
立
し
て
い
た
が
、

は
そ
こ
ま
て
進
ん
て
お
ら
ず
、

ス
ミ
リ
ン
土
地
株
式
会
社

一
般
の
ユ
ー
ザ
ー
の
理
解

そ
の
後
生
産
を
一
時
中
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

不
動
産
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
従
来
か
ら
社
有
地
の
管
理
、
賃
貸
な
ど
の
経
験
も
あ
り
、

板
工
場
の
経
営
が
決
断
さ
れ
た
（
表
2

ー

4
)
。

表 2-4 普通合板生産年表 単位：千m'(4mm換算）、百万円

普通合板 内需向け 輸出向け
および一 総生産量 指数 生産額 指数
貫工場数 数量 構成比 数量 構成比

昭40年 231 562,309 85.61 94,550 14.39 656,859 31 94、627 20 

41 238 685,740 88.44 89,620 11. 56 775,360 36 130,054 27 

42 262 874,061 92 55 70,398 7.45 944,459 44 144,958 30 

43 275 1,078,149 90.93 I 07, 491 9.07 I, 185,640 55 181,469 38 

44 278 I, 329,063 92.06 114,698 7 .94 1,443,761 67 222,926 47 

45 284 1,630,094 94.20 100,411 5.80 1、730,505 81 271、020 57 

46 272 I, 691,086 93. 99 I 08, 165 6.01 I, 799、251 84 253,216 53 

47 254 I, 845,557 95.28 91,453 4. 72 I ,937、010 90 287,517 60 

48 257 2,094,139 97 .44 55,080 2.56 2,149、219 100 478、792 100 

49 265 1,819,334 97. 77 41,484 2.23 I, 860, 8 I 8 87 459、290 96 

50 252 I ,504、389 97 .55 37,741 2 .45 I, 542, 130 72 357,284 75 

注：指数は、昭和48年を 100とする

出典：日本合板工業組合連合会作成
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五
0
0平
方
メ
ー
ト
ル
）

の
索
地
を
取
得
し
て

い
た
地
所
の
う
ち
の
お
よ
そ
三
分
の
一
に
当
た
る
一
―
一
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
受
託

武
庫
之
荘
駅
近
く
の
九
一
八
坪
（
約
三

0
三
0
平
方
メ
ー
ト
ル
）

の
土
地
を
購

入
、
そ
れ
を
造
成
し
て
宅
地
分
譲
（
七
三
八
坪
）
と
建
売
住
宅
四
戸
の
販
売
を

行
っ
た
。
ま
た
同
年
四
月
、
東
京
に
出
張
所
を
設
け
、
本
社
て
取
り
扱
っ
て
い

た
海
上
保
険
業
務
を
束
京
出
張
所
に
移
管
し
、
翌
年
九
月
に
は
小
田
急
線
沿
線

の
神
奈
川
県
座
間
町
て
初
め
て
三

0
0坪
の
宅
地
造
成
を
手
が
け
た
。

そ
の
後
、
同
社
は
昭
和
四
十
一
年
に
は
高
槻
市
て
五

0
0
0坪
（
約
一
万
六

こ
れ
を
一
―

1
0区
画
の
宅
地

昭
和
四
十
年
四
月
、
阪
急
電
鉄

表 2-5 

一
方
、
ス
ミ
リ
ン
土
地
の
大
阪
本
社
て
は

スミリン土地株の業績推移

管
理
と
損
害
保
険
代
理
業
が
主
な
も
の
て
あ
っ
た
。

発
足
当
初
の
新
居
浜
出
張
所
の
業
務
は
、
従
米
生
産
部
地
所
課
が
管
理
し
て

（単位：千円）

期 別 期間 売上高 経常利益 当期利益 配当（％） 総資産

第 1期 39/9~40/3 14、934 222 27 

゜
44,214 

2 40/4~41/3 67、955 2,390 699 

゜
I 05, 680 

20% 
3 41/4~42/3 173、683 7,480 3、627 2,000 866、251

20% 
4 42/4~43/3 574,310 21,931 13,041 2,000 366,251 

20% 
5 43/4~44/3 200,322 41,784 22,531 2,000 363、800

50% 
6 44/4~45/3 933、792 53、094 25,590 5,000 238、352

25% 
7 45/4~46/3 91、174 17,477 17,774 2,500 146、969

第 I~7期累計 2,056, 170 144,378 83,289 13,500 

な
っ
た
。

ま
た
農
林
事
業
を
通
じ
て
、
測
羅
、

昭
和
三
十
七
年
十
一
月
の
株
主
総
会
て
、
定
款
の
一
部
を
変
更
（
第
五
条
第
五
号
「
不
動
産
の
賃
貸
」

を
「
不
動
産
の
管
理
、
経
営
、
売
買
お
よ
び
賃
貸
」
に
改
め
る
）
、
不
動
産
事
業
に
進
出
す
る
こ
と
と
し
、

翌
年
二
月
、

土
木
工
事
な
ど
に
も
相
応
の
経
験
を
有
し
て
い
た
。

山
林
部
内
に
新
た
に
地
所
課
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
、
と
り
あ
え
ず
当
社
の
全
額
出
資
て
別

会
社
「
ス
ミ
リ
ン
土
地
株
式
会
社
」
を
設
立
、
用
地
の
確
保
や
販
売
に
つ
い
て
の
経
験
を
重
ね
る
こ
と
と

ス
ミ
リ
ン
土
地
は
資
本
金
を
一

0
0
0
万
円
と
し
、
本
社
を
大
阪
市
東
区
北
浜
に
、
出
張
所
を
新
居
浜

に
罹
い
た
。
取
締
役
社
長
に
は
岡
村
正
夫
が
就
任
、
①
不
動
産
の
売
買
・
賃

貸
・
管
理
お
よ
び
利
用
、
②
不
動
産
の
売
買
・
賃
貸
借
の
仲
介
、
③
損
害
保
険
、

そ
の
他
代
理
業
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

ふ 、Ci/C'類'.~ ・,,-

-' . 
昭和43年ごろの高槻市松ヶ丘の宅地造成地
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用
し
て
い
る
の
て
割
安
て
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

宅
と
し
て
販
売
し
た
が

い
ず
れ
も
好
調
な
売
れ
行
き
を
示
し
た
。

に
造
成
し
、

ヽ

さ
ら
に

四
十
二
年
か
ら
は
、
同
じ
く
古向
槻
市
て
一
万
八

0
0
0坪
（
三
四
四
区
画
）

地
造
成
を
行
い
、
大
部
分
は
宅
地
の
ま
ま
販
売
し
、

の
宅

そ
の

一
部
（
約
一
割
）
に
は
建
物
を
建
て
、
建
売
住

こ
れ
ら
の
建
売
住
宅
の
建
築
は
、
木
造
て
「
ス
ミ
リ
ン
ホ
ー
ム
」
と
名
付
け
、
安
く
て
良
い
材
料
を
使
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昭
和
四
十
年
代
の
わ
が
国
経
済
は
、
昭
和
二
十
年
(
-
九
四
五
）
八
月
の
終
戦
以
米
、
今
日
に
至
る
半

世
紀
余
の
歩
み
の
中
て
も
最
も
急
激
な
変
化
を
体
験
し
た
時
代
て
あ
っ
た
。
即
ち
、
四
十
一
年
か
ら
四
十

五
年
ま
て
の
五
年
間
は
連
続
し
て
年
率
一

0
％
を
上
回
る
驚
異
的
な
成
長
を
遂
げ
、

を
謳
歌
し
た
が
、
四
十
九
年
に
は
戦
後
初
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
記
録
し
た
（
別
巻
2
4
「
長
期
主
要
経
済
統

計
」
参
照
）
。

昭
和
三
十
九
年
十
月
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
無
事
終
了
し
、
翌
十
一
月
に
は
病
気
て
退
陣
し
た
池
田

内
閣
に
代
わ
り
佐
藤
内
閣
が
誕
生
し
た
。
佐
藤
内
閣
は
翌
四
十
年
一
月
に
は
、
さ
っ
そ
く
「
中
期
経
済
計

画
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
計
画
は
過
熱
ぎ
み
に
推
移
し
て
き
た
経
済
の
ひ
ず
み
（
物
価
上
昇
、
公
害
の
発

生
、
過
疎
と
過
密
等
）
を
是
正
し
、
経
済
を
安
定
成
長
へ
誘
導
し
よ
う
と
す
る
も
の
て
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
景
気
に
は
中
立
的
な
も
の
て
あ
っ
た
。

だ
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
了
す
る
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
ま
て
の
活
発
な
公
共
投
資
や
国
内
需
要
は
急
速

冨
囮
十
年
不
況
か
ら
い
ざ
な
ぎ
景
気
ヘ

「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」

第
一
節
驚
異
の
経
済
成
長
と
そ
の
終
焉

一章

事
業
の
多
角
化
を
目
指
す
（
昭
利
四
十
年
代
）
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じ
る

い
わ
ゆ
る
「
中
流
意
識
」
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

っ
て

「
3
C
」
と
か
、

和
二
十
四
年
以
来
続
け
て
き
た
「
均
衡
財
政
」
は
終
わ
り
を
告
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
か
ら
海
外
の
市
況
も
好
転
に
向
か
い
、

そ
の
間
に
着
々
と
技
術
革
新
を
完
了
し
、

重
化
学
工
業
製
品
や
、
電
気
製
品
は
無
論
の
こ
と
、
産
業
の
総
合
力
を
代
表
す
る
と
ま
て
い
わ
れ
る
「
自

動
車
産
業
」
ま
て
も
が
国
際
市
場
て
頭
角
を
現
わ
す
ま
て
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

収
支
は
恒
常
的
に
黒
字
を
計
上
て
き
る
よ
う
に
な
り
、
長
年
に
わ
た
り
わ
が
国
の
経
済
成
長
の
行
く
手
を

は
ば
ん
て
き
た
「
外
貨
の
壁
」
も
、
豊
富
な
外
貨
準
備
に
支
え
ら
れ
て
、
も
は
や
、
障
害
と
な
る
こ
と
は

な
く
な
っ
た
。

一
方
、
国
内
の
消
費
市
場
も
、

ク
ー
ラ
ー
、

か
た
や
わ
が
国
の
産
業
界
も

さ
ら
に
一
段
と
強
い
国
際
競
争
力
を
身
に
つ
け
て
き
て
い
た
。

わ
が
国
の
貿
易

G
N
P
の
伸
長
と
と
も
に
順
調
に
拡
大
し
、
昭
和
三
十
年
代
の
三
種
の

神
器
も
大
方
の
階
層
に
行
き
渡
り
、
今
度
は
さ
ら
に
レ
ベ
ル
の
高
い
耐
久
消
贄
財
の
、

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、

カ
ー
の
三
つ
を
も
つ
こ
と
が
夢
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
三
つ

の
商
品
の
頭
文
字
を
と

「新
三
種
の
神
器
」
と
か
い
わ
れ
た
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
国
民
の
大
半
は
、

物
質
的
に
は
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

九

0
％
の
人
々
が
、
自
分
は
中
流
の
階
層
に
属
し
て
い
る
と
感

こ
の
よ
う
に
「
昭
利
元
禄
」
と
も
呼
ば
れ
る
消
費
ブ
ー
ム
が
続
き
、
二
け
た
台
の
経
済
成
長
に
「
い
ざ

政
府
は
昭
和
四
十
年
十
一
月
、

ら
れ
た
山
一
證
券
が
経
営
に
行
き
詰
ま
り

1
0年
ぶ
り
に
「

H
銀
特
融
」
も
発
動
さ
れ
た
。
さ
ら
に

に
減
少
、
海
外
市
場
の
低
迷
も
加
わ
っ
て
需
給
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
拡
大
し
、
年
初
来
三
回
に
わ
た
る
公
定
歩

合
の
引
き
下
げ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
景
気
は
急
激
に
悪
化
し
て
い
っ
た
。
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
に
は
日

本
特
殊
鋼
が
、
十
二
月
に
は
サ
ン
ウ

エ
ー
ブ
工
業
が
、

さ
ら
に
翌
年
五
月
に
は
四
大
証
券
の

一
っ

に
数
え

こ
の
年
の
三
月
に
は
山
隔
特
殊
製
鋼
も
倒
産
す
る
な
ど
、
大
型
倒
産
が
頻
発
す
る
状
況
と
な
っ
た
。

つ
い
に
戦
後
初
め
て
の
「
赤
字
国
債
」
を
発
行
す
る
こ
と
を
決
断
、
昭
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景
気
は
再
ぴ
下
降
線
を
た
ど
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
時
は
世
界
市
場
を
席
巻
し
て

な
ぎ
景
気
」
と
呼
称
さ
れ
る
超
高
度
経
済
成
長
を
実
現
し
た
。
こ
の
間
、

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
わ
が
国
だ
け
の
輸
出
の
増
勢
が
永
遠
に
続
く
も
の
て
は
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ

と
て
あ
っ
た
。
ド
ル
の
流
失
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
、
昭
和

四
十
六
年
八
月
、
ド
ル
防
衛
策
を
発
表
、

四
十
三
年
に
は
わ
が
国
の

G
N

徴
金
」
の
賦
課
を
宣
言
し
た
。
同
年
十
二
月
に
は
、
昭
和
二
十
四
年
以
米
一

ド
ル
三
六

0
円
て
固
定
さ
れ

て
き
た
、
ド
ル
と
円
の
交
換
レ
ー
ト
も

一
ド
ル
三

0
八
円
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
長
い
間
、
ブ

レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
き
た
わ
が
国
も
、
こ
こ
に
お
い
て
、

一
人
前
の
先
進
国
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

し
ま
う
か
の
よ
う
な
勢
い
を
示
し
た
わ
が
国
の
輸
出
産
業
も
急
に
冷
水
を
あ
び
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

日
本
列
島
改
造
ブ
ー
ム
と
新
設
住
宅
着
工
の
急
伸

昭
和
四
十
七
年
、
佐
藤
内
閣
に
代
わ
っ
て
登
場
し
た
田
中
内
閣
は
、
都
市
近
郊
に
集
中
し
弊
害
の
目
立

ち
始
め
た
工
業
の
地
方
へ
の
移
転
を
促
し
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め

「
日
本
列
島
改
造
論
」

を
掲
げ
、
高
速
道
路
等
の
幹
線
道
路
や
、
鉄
道
・
港
湾
設
備
な
ど
の
公
共
建
設
工
事
に
力
を
入
れ
る
積
極

策
を
推
進
し
た
。
そ
の
結
果
、
公
共
施
設
建
設
工
事
や
、
民
間
住
宅
投
資
は
急
激
に
拡
大
し
（
四
十
八
年

の
住
宅
建
設
は
史
上
最
高
の
年
間
一
九

0
万
戸
を
記
録
）
、
既
に
イ
ン
フ
レ
傾
向
を
示
し
始
め
て
い
た
経

済
を
一
層
過
熱
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
木
材
、
鉄
鋼
、

セ
メ
ン
ト
等
の
建
設
資
材
や
土
地
や
緑
化
樹
木
等

「ド
ル
と
金
の
交
換
停
止
」
と
と
も
に

P
は
西
独
を
抜
き
、
自
由
経
済
圏
て
第
二
位
と
な
っ
た
。

1
0
 ％の

「輸
入
課

よ
う
や
く
名
実
共
に
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ス
カ
レ
ー
ト
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
の
憶
測
を
生
む
こ
と
と
な
り
、
石
油
と
は
あ
ま
り
関
わ
り
の
な
い
、

砂
糖
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
も
、
買
い
急
ぎ
か
ら
そ
れ
ら
の
商
品
が
瞬
時
に
し
て
店
頭
か
ら
姿
を

消
し
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
混
乱
状
態
に
陥
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
騒
動
も
年
末
に
な
る
と
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
、
当
年
度
中
の
実
質
経
済
成
長
率
は
な
ん
と
か
八
％
台
を
維
持
す
る
こ
と
が
て
き
た
。

昭
和
四
十
九
年
に
入
る
と

O
P
E
C
の
措
置
は
世
界
中
の
貿
易
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
、

と
こ
ろ
が

っ
)
0

f
 

つ

わ
が
国
の
国
内
市
場
て
は

こ
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
、
物
資
不
足
が
今
後
ま
す
ま
す
エ

国
の
国
際
競
争
力
を
一
段
と
強
め
た
要
因
の
一
っ
て
も
あ
っ
た
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
お
よ
そ
七

0
%
（図

昭
和
四
十
八
年
十
月
、
第
四
次
中
東
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、

O
P
E
C
加
盟
の
産
油
一

0
か
国
は
西
側

諸
国
を
敵
側
と
み
な
し
、
突
然
、
石
油
の
供
給
削
減
と
大
幅
値
上
げ
（
半
年
の
間
に
約
四
倍
に
上
昇
）
を

断
行
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
恵
ま
れ
な
い
わ
が
国
は
、

三
十
年
代
に
他
の
先
進
諸
国
に
先
駆
け
て
、

安
価
な
石
油
を
輸
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の
転
換
を
果
た
し
た
。
そ
の
こ
と
は
わ
が

2
ー

9
)
を
輸
入
石
油
に
頼
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
わ
が
国
に
、
重
大
な
危
機
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
経
済
構
造
の
変
化

十
月
、
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
た
。

つ
い
に
は
、
そ
れ
ら
の

の
物
価
は
急
上
昇
し
た
。
そ
れ
は
、

ヽ

る
と

や
が
て
衣
料
品
や

H
用
雑
貨
等
に
ま
て
波
及
し
、
翌
四
十
八
年
に
入

さ
ら
に
、
大
手
商
社
に
よ
る
「
米
」

の
買
い
占
め
事
件
に
ま
て
発
展
し
、

商
社
が
、
国
会
に
お
い
て
糾
弾
を
受
け
る
ま
て
の
事
態
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
て
四
十
八
年

図 2-9 日本のエネルギー源

（兆kcal)

3,000 

2,000 

I ,000 

その他
水力

石炭

石油

゜昭和35 40 45 50年

出典： rゎたしの戦後経済史」東洋経済新報社、
平成 7年、 325頁より
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昭
和
四
十
一
年
(
-
九
六
六
）
六
月
、
植
村
社
長
の
突
然
の
死
去
に
よ
り
、
当
社
第
二
代
社
長
と
し
て

常
務
て
あ
っ
た
保
田
克
己
が
就
任
し
た
。
保
田
は
住
友
本
社
入
社
後
四
年
目
の
昭
和
十
五
年
に
は
住
友
本

社
の
南
方
開
発
の
た
め
の
調
査
に
携
わ
り
、
翌
年
再
渡
航
し
て
太
平
洋
戦
争
開
戦
直
前
の
蘭
領
東
イ
ン
ド

保
田
社
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

第
二
代
社
長
に
保
田
克
己
就
任

第
二
節

退
し
た
需
要
は
一
向
に
回
復
の
様
子
を
見
せ
ず
、

一
方
物
余
り
の
中
て
も
イ
ン
フ
レ
は
高
進
す
る
と
い
う
、

い
っ
た
ん
減

も
取
り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

つ
い
に
同
年
末
に
退
陣
、
代
わ
っ
て
三
木
内
閣
が
誕
生
し
た
。

わ
が
国
の
景
気
も
さ
ら
に
冷
え
込
み
、
こ
の
年
の
実
質
経
済
成
長
は
マ
イ
ナ
ス
一
・
ニ
％
と
戦
後
初
め
て

マ
イ
ナ
ス
成
長
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
て
、

造
論
」
は
、

も
あ
っ
た
。

田
中
内
閣
の
「
日
本
列
島
改

土
地
の
騰
貴
を
あ
お
り
、
狂
乱
物
価
を
増
長
さ
せ
た
元
凶
と
さ
れ
、
ま
た
同
氏
の
金
権
体
質

三
木
内
閣
は
急
激
な
景
気
後
退
を
懸
念
し
て
、
徐
々
に
金
融
緩
和
の
方
策
を
と
っ
た
が
、

い
わ
ゆ
る

「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

わ
が
国
の
経
済
が
、

も
は
や
、
過
去
の
経
済
政
策
て
は
対
応
て
き
な
い
、
新
し
い
時
代
に
突
入
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
て

業
容
の
拡
充
住
宅
事
業
へ
の
助
走
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三
、
取
引
先
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
事
業
は
積
極
的
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
企
業
の
最
大
、
最
終
の
目
標
は
利
潤
の
追
求
に
あ
る
。

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
て
ゴ
ム
園
経
営
な
ど
を
行
う
ス
ラ
ン
ヂ
ン
殖
産
株
式
会
社
の
設
立
に
活
躍
し
た
。
ニ

年
後
再
び
ボ
ル
ネ
オ
島
に
渡
り
、
海
軍
か
ら
の
受
命
事
業
と
し
て
、
同
園
の
経
営
と
木
材
な
ど
の
集
荷
業

務
に
携
わ
る
。

の
ち
同
島
の
ク
タ
パ
ン
地
区
の
県
知
事
に
就
任
、
原
住
民
の
慰
撫
と
融
和
に
努
め
た
。
ま

た
、
戦
後
の
北
海
農
林
時
代
に
は
営
業
経
験
の
ほ
と
ん
ど
な
い
社
員
に
率
先
し
て
、
坑
木
や
パ
ル
プ
材
な

ど
の
新
し
い
販
売
先
を
開
拓
し
た
。
二
十
六
年
に
東
邦
農
林
が
誕
生
す
る
と
取
締
役
北
海
道
支
店
長
、
九

昭
和
三
十
一
年
に
当
社
の
東
京
支
店
が
開
設
さ
れ
る
と
初
代
東
京
支
店
長
と
し
て
東
京
市
場
の
開
拓
に

当
た
り
、
翌
年
に
常
務
取
締
役
に
昇
進
、
東
京
に
あ
っ
て
米
材
や
南
洋
材
の
仕
人
先
の
開
拓
に
当
た
る
。

三
十
几
年
の
ス
ミ
リ
ン
合
板
工
業
設
立
以
後
は
、
同
社
の
社
長
も
兼
務
し
て
い
た
。

保
田
社
長
の
経
営
方
針

保
田
社
長
の
期
首
に
当
た
っ
て
の
甚
本
方
針
は
そ
の
時
々
の
時
勢
に
対
応
し
て
少
し
ず
つ
異
な
る
が
、

そ
の
底
流
に
一
貫
し
て
流
れ
る
も
の
は
以
下
に
記
述
し
た
経
営
施
策
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

大
発
展
」
て
あ
っ
た
。
こ
れ
を
ま
た
先
の
『
家
訓
』

に
な
ぞ
ら
え
る
と
、
同
三
条
の
「
…
…
時
勢
ノ
変
遷
、

理
財
ノ
得
失
ヲ
計
リ
テ
之
ヲ
興
廃
シ
・
:
・
:
」
の
箇
所
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「事
業
の
拡

就
任
か
ら
三
か
月
た
っ
た
昭
和
四
十
一
年
九
月
、
保
田
社
長
は
日
ご
ろ
か
ら
考
え
て
い
た
経
営
理
念
を

主
管
者
会
議
に
お
い
て
開
陳
し
た
。
そ
の
要
旨
は
大
要
次
の
よ
う
な
も
の
て
あ
っ
た
。

四
、
流
通
構
造
の
中
て
当
社
を
必
要
な
存
在
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

州
支
店
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

保
田
社
長
の
主
な
経
歴

大
正
二
年
山
口
県
岩
国
市
に
誕
生

昭
和
十

一
年
三
月
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
卒
業

同
年
四
月
住
友
合
資
会
社
入
社

昭
和
二
十
―
―
一年
二
月
北
海
農
林
株
式
会
社
常
務
取
締
役

昭
和
三
十
年
二
月
住
友
林
業
株
式
会
社
取
締
役

昭
和
三
十
二
年
十

一
月
同
社
常
務
取
締
役

昭
和
四
十

一
年
六
月
同
社
取
締
役
社
長

昭
和
四
十
九
年
十

一
月
同
社
取
締
役
会
長

昭
和
五
十

一
年
五
月
同
社
取
締
役
相
談
役

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
退
任

保田克己社長
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そ
れ
ぞ
れ
図
2

ー

10
お
よ
び
図
2

ー

11
の
と
お
り
て
あ
る

（
昭
和
五
十
一
年
度
林
業
白
書
よ
り
）
。

当
時
の
丸
太
と
製
材
品
の
流
通
形
態

会
社
の
基
盤
を
支
え
た
国
内
材
部
門

摘、 も
す
る
と
＂
石
橋
を
た
た
い
て
渡
ら
な
い

II

と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
時
代
の
変
遷
は
急
て
、

す
べ
て
の
回
転
が
早
く
な
っ
て
い
る
。
慎
重
審
議
を
重
ね
て
時
機
を
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

思
っ
た
こ
と
は
失
敗
を
恐
れ
ず
や
っ
て
み
る
こ
と
」
を
主
張
、
積
極
経
営
を
標
榜
し
た
。

と
ヽ

よ
し

そ
し
て
、
木
材
総
合
会
社
と
し
て
魅
力
あ
る
会
社
に
な
る
と
同
時
に
、
子
会
社
を
通
じ
て
、
本
格
的
な

不
動
産
事
業
へ
、
宅
地
の
造
成
か
ら
プ
レ
ハ
ブ
計
画
ま
て
広
く
川
下
分
野
へ
の
進
出
を
決
意
し
、
こ
の
た

当
社
は
こ
の
保
田
社
長
の
下
、
目
標
の
資
本
金
二

0
億
円
を
達
成
し
た
の
ち
も
相
次
い
て
増
資
を
実
施
、

ま
た
、
事
業
拡
大
の
た
め
に
は
的
確
な
調
査
に
基
づ
く
長
期
的
な
需
要
予
測
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
指

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
一
層
の
推
進
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
会
社
全
般
の
経
営
戦
略
を

打
ち
立
て
て
い
く
た
め
の
統
合
参
謀
本
部
の
よ
う
な
組
織
が
必
要
て
あ
る
と
し
、
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
、

企
画
部
を
新
設
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
と
五
十
年
の
わ
が
国
の
国
内
市
場
て
の
丸
太
と
製
材
品
の
流
通
形
態
を
見
て
み
る
と
、

当
社
は
丸
太
に
つ
い
て
は
森
林
所
有
者
、
卸
売
業
者
、
輸
入
商
社
と
し
て
、
ま
た
製
材
品
に
つ
い
て
は

四
十
年
代
末
に
は
資
本
金
を
三

0
億
円
余
と
し
た
。

め
、
三
年
後
の
資
本
金
を
二

0
億
円
と
し
た
い
と
し
て
い
る
。

高
度
経
済
成
長
の
た
だ
中
に
あ
っ
て

「
旧
米
の
住
友
の

＂
石
橋
を
た
た
い
て
渡
る
＂
方
式
て
は
、
と

山林経営
四国 ・九州・北海道

襲 糞 饗 隕 約 4纏平方＊（牛万町雰〉

国内材

外国材
米材 ・南洋材・北洋材
年 m双紐 わ ss万立方* "00万石〉

建 材

年向眩紐 わ 80万 立 方 米 く ' " 万 石 〉

含 板 砂 そ の 二 次 加 工 品 ・諏 磁 板 窯

集廷材・プラスチ，クス窪材・金属廷材

本社 大阪市東区北浜,....... ~ 

外貪え郡・ m材部東京都千代田区丸9内'""'"
支店 大阪郊9む：浜・磁岡 ・広島

名

-畢U—松山博覧会での当社展示コーナー（昭和40年）
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こ
れ
ら
の
丸
太
の
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
、
お
よ

っ

r
o

↑
 

つ 広
葉
樹
も
取
り
扱
っ
た
が
、
大
半
は
針
葉
樹
て
あ

の
取
り
扱
っ
た
丸
太
は
、
北
海
道
支
店
て
一
部
、

―フ

に
大
別
さ
れ
る
が
、
当
社

カ
バ

タ
モ
、
カ
ッ

針
葉
樹
（
マ
ツ
、

ス
、
机
、
各
種
収
納
棚
、
ド
ア
材
等
）
を
製
材
す

る
た
め
の
広
葉
樹
（
ナ
ラ
、

カ
シ
、

キ
リ
等
）

そ
、
次
の
よ
う
な
方
法
て
行
わ
れ
た
。

①
自
山
材
の
伐
採
、
②
買
山
事
業
、
③
仕
上
り

材
の
購
人
、
④
同
業
者
等
か
ら
の
購
入
、
⑤
輸
入

等
）
と
、

主
と
し
て
家
具
、
木
工
用
製
品
（
タ
ン

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

モ
ミ
、

ツ
ガ

桁
、
母
屋
、
垂
木
等
の
角
材
お
よ
び
貰
、
床
板
、

野
地
板
、
矢
板
等
の
板
類
）
を
製
材
す
る
た
め
の

築
用
や
土
木
用
の
製
品
（
土
台
、
柱
、
間
柱
、
梁
、

材
用
等
の
原
木
の
こ
と
て
、
丸
太
は
主
と
し
て
建

【
丸
太
】

丸
太
（
素
材
と
も
い
う
）
と
は
、
製

当
社
の
各
種
商
品
の
仕
入
れ
販
売
状
況

介
在
し
て
い
た
。

主
と
し
て
卸
売
業
者
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
商
流
に

図 2-11製材品の流通形態

％ 
45(48) 

％ 
50 (56) 

17 (25) 

製且旦Q
国

％ 
44(45) 

％ 
47(51) 

o (o ll需

巳旦」要

五丑i者

8 (9) 

国国
出典：農林省「木材流通構造調査」 (47年、 50年）

注 I: 数値は国産材製材品、外材製材品のそれぞれの総流通量に対する各流通経路の流通量の割合である

2 : 各数値は、工場こ令との合計が100になる 3 : ( )は47年構成比

匝 国
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が
、
逆
に
そ
れ
な
り
の
危
険
を
伴
う
も

相
当
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
場
合
も
あ
る

表 2-6

も
の
て
あ
る
が

こ
の
買
山
事
業
は

の
場
合
と
同
様
に
外
注
に
出
し
て
行
う

入
し
、
そ
の
造
材
運
搬
作
業
等
は
自
山

者
か
ら
一
定
区
画
の
山
林
の
立
木
を
購

経営山林伐採量推移

（昭和30-50年）

②買山事業とは、他の山林所有

年別 伐 採 量 素材換算

昭和30
83千m'

71% 
（第15期） 59千m'

31 
136 

72% 
(16) 98千m'

32 
97 

72% 
(17) 70千m'

33 
I 05 

72% 
(18) 76千m'

34 
94 

77% 
(19) 72千m'

35 
97 

74% 
(20) 72千m'

36 
88 

70% 
(21) 62千m'

37 
107 

70% 
(22) 75千m'

38 
100 

71% 
(23) 71千rn'

39 
128 

70% 
(24) 89千m'

40 
132 

70% 
(25) 93千m'

41 
162 

68% 
(26) 110千m'

42 
136 

71% 
(27) 97千rn'

43 
123 

71% 
(28) 87千m'

44 
128 

71% 
(29) 91千m'

45 
129 

71% 
(30) 92千m'

46 
136 

73% 
(31) 99千m'

47 
127 

74% 
(32) 94干m'

48 
119 

72% 
(33) 86千m'

49 
103 

70% 
(34) 72千m'

50 
104 

69% 
(35) 72千rn'

合計 2,434 I, 737 

年平均 116 83 

）れ

材
の
購
入
、
⑥
そ
の
他
。

①
自
山
材
の
伐
採
と
は
、
自
社
の
経
営
山
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
こ
と
て
、
通
常
、
伐
採
、
枝
払
い
、

玉
切
、
搬
出
、
運
搬
、
椛
積
等
の
一
連
の
造
材
作
業
お
よ
び
運
搬
作
業
は
外
部
の
専
門
業
者
（
造
材
業
者

当
社
の
自
山
材
の
伐
採
数
量
は
、

タ
ー
ル
強
）
と
な
っ
て
い
る
が
、

て
、
通
常
歩
留
り
率
は
伐
採
量
の
七

0
％
前
後
て
あ
る
）

っ
た
（
表
2

ー

6
)
。

伐
採
さ
れ
た
自
山
材
は
、

そ
の
仕
上
り
材
の
数
星
（
一
定
寸
法
に
裁
断
さ
れ
商
品
と
な
っ
た
状
態

そ
の
ま
ま
、
外
部
の
業
者
に
販
売
さ
れ
る
も
の
、
坑
木
に
向
け
ら
れ
る
も
の
、

パ
ル
プ
用
原
木
に
向
け
ら
れ
る
も
の
、
自
社
の
製
材
工
場
に
回
さ
れ
る
も
の
等
に
分
け
ら
れ
る
が
、

ら
の
自
山
材
の
当
社
の
国
内
材
取
扱
古
向
に
占
め
る
ウ
エ
イ
ト
は
昭
和
三
十
年
に
は
、
数
量
比
て
一
―
%
、

金
額
比
て
は
約
四

0
％
を
占
め
て
い
た
が
、

は
、
年
平
均
お
よ
そ
八
万
立
方
メ
ー
ト
灰
て
あ

五
十
年
に
は
、
他
社
か
ら
の
仕
入
材
（
一
部
外
材
も
含
め

て
）
の
ウ
エ
イ
ト
が
増
加
し
た
た
め
、
数
量
比
て
は
五
％
、
金
額
比
て
は
約
七
％
へ
と
低
下
し
て
い
っ
た
。

方
メ
ー
ト
ル
、
年
平
均
―
一
万
六

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル

（
相
当
す
る
伐
採
面
積
は
年
平
均
三

0
0
ヘ
ク

等
）
に
外
注
し
て
行
わ
れ
る
。

昭
和
三
十
年
か
ら
五
十
年
ま
て
の
ニ
―
年
間
に
、
合
計
二
四
三
万
立

*
1

玉
切
（
た
ま
ぎ
り
11
b
u
c
k
i
n
g
)
 

立
木
を
伐
倒
し
て
枝
払
い
が
す
ん
だ
の
ち
、
樹
幹
の
大
小
、

曲
が
り
、
節
、
腐
れ
な
ど
の
欠
点
を
見
極
め
て
、
用
途
に
応

じ
て
定
め
ら
れ
た
長
さ
（
定
尺
と
い
う
）
に
切
断
し
て
丸
太

に
す
る
こ
と
。

*
2

橿
積
（
は
い
づ
み
11
s
t
a
c
k
e
d
 lo
g
s
)
 

丸
太
ま
た
は
製
材
品
を
工
場
ま
た
は
貯
木
場
に
積
み
重
ね

て
お
く
こ
と
。
伏
橿
（
平
ら
に
並
べ
る
）
、
立
橿
（
立
て
て

並
べ
る
）
、
井
桁
棧
（
井
桁
に
栢
み
重
ね
る
）
、
桟
橿
（
桟
木

を
入
れ
て
積
み
重
ね
る
）
が
あ
る
。
陸
上
の
土
場
、
貯
木
場

に
つ
く
る
の
を
陸
橿
（
お
か
ば
い
）
、
港
湾
な
ど
の
水
中
に

つ
く
る
の
を
水
椛
と
い
う
。

*
3

造
材
（
ぞ
う
ざ
い

11
p
r
o
c
e
s
s
i
n
g
,
 l

i
m
b
i
n
g
 
a
n
d
 

b
u
c
k
i
n
g
)
 

伐
倒
し
た
樹
木
の
枝
を
払
い
、
こ
れ
を
切
断
（
玉
切
）
し

て
索
材
（
丸
太
）
を
生
産
す
る
作
業
。
皮
は
ぎ
を
同
時
に
行

う
場
合
も
あ
る
。
林
内
ま
た
は
山
元
土
場
に
お
け
る
作
業
て
、

わ
が
国
て
は
主
と
し
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
作
業
て
あ
る

が
（
皮
は
ぎ
を
除
く
）
、
最
近
て
は
プ
ロ
セ
ッ
サ
に
よ
る

一

貫
し
た
機
械
化
作
業
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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坑
木
、

ォ、
フ
オ

゜
ヽ
レ
。

ノ
，
／

っ
た
。

え
た
も
の
を
購
人
す
る
も
の
て
あ
る
が

マ
ッ
チ
軸
木
製
造
業
者
等
）
‘
④
自
社
製
材
工
場
、
等
て
そ

こ
の
買
山
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
た
た
め
て
あ
っ
た
。

管
理
す
る
能
力
等
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

即
ち
、

山
林
を
立
木
の
状
態
て
購
人
す
る
の
て
あ
る
か
ら
、

は
、
立
木
の
状
態
て
の
材
積
の
正
確
な
見
積
り
、
歩
留
り
の
予
測
（
特
に
上
級
材
の
割
合
）
、
造
材
搬
出

コ
ス
ト
の
見
積
り
、
取
り
掛
り
時
期
と
販
売
時
期
（
通
常
数
年
間
）

等
が
正
確
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
て
あ
る
と
同
時
に
、

昭
和
三
十
年
ご
ろ
、
当
社
の
営
業
所
（
出
張
所
、
駐
勤
所
）

要
産
地
て
、
優
良
材
を
求
め
て
、

よ
う
な
過
程
を
経
て
、

③
仕
上
り
材
の
購
入
、
④
同
業
者
等
か
ら
の
購
入
、
⑤
輸
入
材
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
前
記
①
、
②
の

*
2
 

土
場
ま
た
は
水
中
貯
木
場
に
取
り
揃

山
林
所
有
者
、
同
業
者
、
輸
入
業
者
等
が
、

み
さ
え
あ
れ
ば
、
大
し
て
危
険
も
な
い
が
、
逆
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
仕
事
て
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
方
法
て
仕
入
れ
た
丸
太
（
素
材
）

訳
を
行
っ
た
後
、
船
便
、
貨
車
便
、

こ
れ
ら
は
、
材
を
正
確
に
見
分
け
る
能
力
と
そ
の
販
売
の
見
込

ト
ラ
ッ
ク
便
等
て
消
費
地
に
向
け
て
発
送
さ
れ
る
。

い
ち
ば

そ
の
販
売
先
は
、
①
各
地
の
原
木
市
場
、
②
地
元
製
材
業
者
お
よ
び
遠
方
の
大
手
製
材
業
者
、
③
特
定

の
大
手
ユ
ー
ザ
ー

例
え
ば
、

（
電
柱
、
枕
木
、
製
函
、

一
般
用
材
等
に
大
別
さ
れ
、

形
状
等
の
基
準
に
よ
っ
て
、

そ
れ
が
仕
上
が
っ
て
商
品
に
な
る
ま
て
に

の
市
場
価
格
の
変
動
に
対
す
る
予
測

そ
の
間
の
相
当
額
の
資
金
負
担
や
下
請
業
者
を

の
配
置
が
産
地
に
偏
っ
て
い
た
の
は
、

主

は
、
用
途
別
、
等
級
別
、
仕
向
先
別
等
に
選
別
・
仕

の
移
送
距
離
は
支
店
間
に
ま
た
が
り
（
当
社
て
は
交
流
材
と
呼
ん
だ
）
、
相
当、

遠
方
に
及
ぶ
こ
と
も
あ

四
国
地
区
の
自
山
か
ら
出
材
さ
れ
た
材
お
よ
び
買
山
事
業
に
よ
り
出
材
さ
れ
た
材
は
、
ま
ず

そ
の
中
の

一
般
用
材
は
、
樹
種
、
樹
齢
、

長
さ
、
太
さ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
向
け
先
別
に
ま
と
め
ら
れ
、
出
荷
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

の
て
も
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の
て
あ
る
。

*
1

土
場
（
ど
ば
11
w
o
o
d
 y
a
r
d
)
 

木
材
の
輸
送
ま
た
は
保
管
の
必
要
か
ら
一
時
的
1
長
期
に

利
用
す
る
木
材
の
集
積
場
所
。

山
土
場
、
中
間
土
場
、
駅
土

場
、
工
場
土
場
な
ど
が
あ
る
。
一
般
に
栢
込
機
、
巻
立
機
、

事
務
所
な
ど
の
設
備
の
充
実
し
た
も
の
は
貯
木
場
と
い

っ
て

い
る
。

*
2

貯
木
場
（
ち
ょ
ば
く
じ
ょ
う
11
t
i
m
b
e
r
 
y
a
r
d
,
 lo

g
 

p
o
n
d
)
 

木
材
流
通
過
程
に
お
い
て
森
林
か
ら
伐
木
造
材
さ
れ
た
原

木
が
、
市
場
に
細
分
出
荷
さ
れ
る
前
に
索
材
業
者

（国
有
林

を
含
む
）
ま
た
は
製
材
業
者
に
よ
っ
て
貯
材
さ
れ
る
場
所
。

貯
木
場
に
は
陸
上
の
広
場
に
椛
積
（
は
い
づ
み
）

11
桟
積
す

る
陸
上
貯
木
場
と
貯
木
池
・
堀
に
水
中
貯
材
す
る
水
中
貯
木

場
が
あ
る
。
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【
坑
木
】

場
等
へ
も
販
売
し
た
。

く
優
良
材
（
選
木
）

（
和
歌
山
）
等
へ
も
販
売
し
た
。

具
体
的
に
は

ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
等
は
、
大
半
は
、

し
、
昭
和
四
十
年
ご
ろ
か
ら
は
、

四
国
支
店
（
新
居
浜
）

部
は
大
阪
支
店
を
経
由
し
て
京
阪
地
区
の
原
木
市
場
（
桜
井
木
材
市
場
等
）

綿
谷
木
材
（
大
阪
）
等
の
大
手
製
材
業
者
に
販
売
さ
れ
た
。

九
州
地
区
の
自
山
材
や
買
山
材
も
同
様
の
方
法
て
、

製
材
業
者
に
販
売
す
る
と
同
時
に
、
水
俣
港
か
ら
船
積
み
し
、
和
歌
山
営
業
所
を
通
じ
て
、
宮
本
木
材

中
国
地
区
の
材
は
、
主
に
米
子
の
坂
口
合
名
会
社
の
山
林
か
ら
出
材
さ
れ
る
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
優
良
材

を
貨
車
便
て
発
送
し
、
東
海
支
店
や
豊
橋
営
業
所
を
通
じ
て
、
二
俣
木
材
市
場
（
静
岡
）

北
海
道
て
は
、
自
山
材
の
ほ
か
に
、
国
有
林
払
下
げ
の
特
売
枠
を
も
つ
メ
ー
カ
ー

用
材
、
大
昭
和
製
紙
の
パ
ル
プ
材
等
）

特
売
枠
か
ら
出
る
一
般
用
材
を
、

の
造
材
業
務
を
代
行
し
、
ま
た
系
列
の
大
平
林
業
（
製
材
業
）

地
元
の
製
材
業
者
に
販
売
す
る
と
と
も
に
、

楽
器
用
材
と
し
て
、
東
海
支
店
を
通
じ
て
、
浜
松
地
区
の
製
材
業
者
等
へ
も
販
売
し
た
。

な
お
、
昭
和
三
十
年
代
の
後
半
か
ら
、
外
材
（
米
材
、
南
洋
材
、

等
）
の
輸
入
材
が
増
え
て
く
る
と
外
材
丸
太
て
も
、

や
、
あ
る
い
は
、

割
れ
材
等
）
を
買
い
戻
し
、

地
元
の
松
田
材
木
店
ほ
か
の
製
材
業
者
に
直
接
販
売

の
土
場
を
利
用
し
て
市
売
形
式
て
販
売
し
、

や
、
小
山
製
材
（
大
阪
）
、

や
豊
橋
木
材
市

（
住
友
石
炭
の
坑
木

ア
カ
マ
ツ
の
良
材
等
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
材
、

の

材
業
者
）
に
売
り
渡
し
た
材
の
中
に
、
特
殊
な
用
途
（
建
具
材
、
家
具
材
、
銘
木
、
突
板
用
材
等
）
に
向

そ
の
仕
入
業
者
の
用
途
に
向
か
な
い
下
材
（
異
樹
種
、
小
径
木
、

そ
れ
ら
の
材
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
向
け
て
再
販
し
た
。

坑
木
に
つ
い
て
は
既
に
触
れ
た
と
お
り
、
当
社
の
事
業
の
発
端
が
、
別
子
銅
山
に
付
帯
す
る

薪
炭
材
お
よ
び
坑
木
材
等
の
調
達
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
て
も
あ
り
、
ま
た
、
当
時
は
ほ
か
に
、
北
海

い
っ
た
ん
業
者
（
外
材
問
屋
、
合
板
工
場
、
大
手
製

ソ
連
材

ス
ギ
等
の
一
般
用
材
は
地
元
の
人
吉
木
材
市
場
や

政府の緊急増伐督励による西村山林（九州）の伐出風景（昭

和37年）

＊
 
特
売
（
と
く
ば
い
）

国
有
林
、
公
有
林
な
ど
の
随
意
契
約
に
よ
る
売
却
方
法
の

慣
用
語
。
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【
電
柱
】

道
て
は
、
住
友
連
系
会
社
の
住
友
金
属
鉱
山
の
鴻
之
舞
鉱
業
所
、
住
友
石
炭
の
赤
平
峨
、
歌
志
内
峨
、
奔

別
磯
等
が
あ
り
、
九
州
て
も
、
住
友
石
炭
の
忠
隈
懺
（
福
岡
県
）
、
潜
龍
鐵
（
長
崎
県
）
、
唐
津
績
（
佐
賀

県
）
等
が
活
発
に
操
業
し
て
い
た
の
て
あ
る
が
、
特
に
初
期
の
こ
ろ
は
、
ア
カ
マ
ツ
等
の
適
材
が
要
求
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
（
の
ち
に
は
カ
ラ
マ
ツ
、

は
広
く
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
、
当
社
の
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
大
い
に
そ
の
機
能
を
発
揮
し
た
も

の
て
あ
っ
た
。

ス
ギ
お
よ
び
ヒ
ノ
キ
の
直
通
材
が
大
い
に
使
用
さ
れ

お
よ
び
広
葉
樹
も
一
部
利
用
さ
れ
た
）
、
こ
れ
ら
の
適
材

仕
入
れ
お
よ
び
販
売
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
九
州
地
区
て
は
、
熊
本
県
や
宮
崎
県
の
自
山
材
の
ほ
か
に

ア
カ
マ
ツ
林
の
買
山
事
業
材
や
地
元
業
者
か
ら
の
仕
入
材
を
前
記
の
住
友
石
炭
の
各
韻
の
ほ
か
、

福
岡
県
筑
豊
地
区
の
貝
島
・
大
之
浦
懺
や
三
菱
鉱
業
の
新
入
懺
等
へ
も
納
入
し
て
い
た
。

懺
、
北
海
道
炭
鐵
汽
船
の
幌
内
鐵
、
夕
張
鐵
等
へ
も
納
人
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
活
発
な
坑
木
事
業
も
、
昭
和
三
十
年
代
も
後
半
に
な
る
と
、

石
炭
か
ら
石
油
に
代
わ
り
、
石
炭
需
要
が
急
激
に
低
下
す
る
に
つ
れ
、
ま
た
、

山
お
よ
び
鴻
之
舞
鉱
山
が
閉
山
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、

r‘
 一音

北
海
道
地
区
て
は
、
道
内
の
カ
ラ
マ
ツ
材
等
の
ほ
か
に
一
時
は
東
北
地
区
の
岩
手
県
に
ま
て
進
出
し
、

ア
カ
マ
ツ
の
適
材
を
集
め
、
納
人
先
は
、
前
記
の
連
系
各
社
の
ほ
か
に
、
三
菱
鉱
業
の
大
夕
張
鐵
、
美
唄

わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
、

四
十
八
年
に
は
、
別
子
銅

そ
の
取
扱
量
は
急
激
に
減
少
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

電
柱
材
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
年
代
の
前
半
ま
て
は
各
地
区
の
電
力
会
社
の
送
電
線
用
お

よ
び
電
信
電
話
公
社
の
電
話
線
用
の
電
柱
と
し
て
、

て
い
た
の
て
あ
る
が
、
な
か
て
も
九
州
地
区
（
宮
崎
県
、
熊
本
県
等
）

の
ス
ギ
の
直
通
材
や
四
国
の
ヒ
ノ

キ
材
は
好
評
て
あ
っ
た
。
当
社
て
は
、
そ
れ
ら
の
材
を
、
自
山
材
や
買
山
材
、
あ
る
い
は
地
元
業
者
か
ら

の
仕
入
材
の
中
か
ら
選
別
し
、
宮
崎
県
の
細
島
港
や
熊
本
県
の
水
俣
港
か
ら
、
主
と
し
て
関
西
地
区
（
大

阪
港
、
和
歌
山
港
）

へ
移
送
し
、
大
阪
支
店
経
由
て
関
西
電
力
や
、
木
材
防
腐
加
工
業
者
の
東
洋
木
材
防

関西電力向けの電柱材
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腐
等
へ
納
入
し
た
。

材
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
、
繊
維
細
胞
（
セ
ル
ロ
ー
ス
）

る
が
、
昭
利
二
十
年
代
に
新
し
い
技
術
が
開
発
さ
れ
、
広
葉
樹
も
パ
ル
プ
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

そ
し
て
、

の
長
い
ア
カ
マ
ツ
材
が
好
ま
れ
て
い
た
の
て
あ

そ
の
よ
う
な
業
務
は
当
社
の
全
国
に
約
二

0
0
0
店
（
昭
和
四
十
年
代
）
に
も
及
ぶ
、
仕
入

先
お
よ
び
販
売
先
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
最
も
有
効
に
生
か
さ
れ
る
分
野
て
も
あ
り
、
ま
た
資
源
の
有
効
利

即
ち
、
木
材
は
、

天
然
産
品
て
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
業
者
か
ら
の
仕
人
材
て
あ
れ
、
伐
採
さ
れ
た
時
点
て
は
、

い
れ
ば
、
ま
た
一
般
用
材
も
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
、
自
山
材
て
あ
れ
、
買
山
材
て
あ
れ
、
ま
た

そ
の
中
に
は
、
高
価
な
優
良
材
も
含
ま
れ
て

さ
ら
に
、
曲
が
り
材
や
小
径
木
、
枝
条
等
も
含
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
一
般
用
材
の
よ
う
に
い
っ
た
ん
そ
れ
が
製
材
業
者
に
納
入
さ
れ
た
と
し
て
も
、
製

*

1

*

2

 

材
後
に
は
、
背
板
や
耳
切
れ
等
の
廃
材
が
発
生
す
る
。

パ
ル
プ
用
材
と
は
、
最
初
か
ら
パ
ル
プ
材
目
的
に
伐
採
さ
れ
た
も
の
お
よ
び
皆
伐
時
に
混
入
す
る
小
径

木
等
て
、
索
材
（
原
木
）

ッ
プ
と
よ
、
＇ 

造
機
）

の
ま
ま
パ
ル
プ
メ
ー
カ
ー
や
製
紙
メ
ー
カ
ー
に
納
入
さ
れ
る
も
の
を
い
い
、

そ
れ
ら
の
小
径
木
や
、
製
材
工
場
や
合
板
工
場
か
ら
出
る
廃
材
等
を
チ
ッ
パ
ー

に
か
け
、
あ
ら
か
じ
め
チ
ッ
プ
の
状
態
に
し
て
納
入
す
る
も
の
の
こ
と
を
い
う
。

当
社
て
は
、

パ
ル
プ
用
材
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

用
の
面
か
ら
も
社
会
的
に
貢
献
て
き
る
仕
事
て
も
あ
っ
た
。

て
も
、
安
く
、
大
盤
に
調
達
て
き
る
こ
と
が
主
題
と
な
っ
て
き
た
。

チ

（
チ
ッ
プ
製

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
最
も

り
さ
ら
に
パ
ル
プ
需
要
が
急
増
し
て
き
た
た
め
、
そ
の
後
は
、
木
質
系
繊
維
て
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
樹
種

【
パ
ル
プ
材
・
チ
ッ
プ
材
】

っ
た
。

し

ヽ
~

し
カ

製
紙
用
原
料
や
化
学
繊
維
（
ス
フ
、
人
絹
等
）
用
原
料
て
あ
る
パ
ル
プ
用

こ
の
電
柱
材
も
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
電
柱
に
代
わ
っ
て
し
ま

*
1

背
板
（
せ
い
た
11
s
l
a
b
)
 

丸
太
か
ら
角
材
な
ど
を
採
材
し
た
残
材
。

一
面
に
は
鋸
が

と
お
っ
て
い
る
が
、
他
面
に
丸
太
の
弧
面
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
材
。

*
2

耳
切
れ

耳
摺
り
材
（
板
の
両
端
に
残
っ
た
丸
身
を
取
り
除
い
た
材
）

の
切
り
落
と
さ
れ
た
方
を
耳
あ
る
い
は
耳
切
れ
と
い
う
。
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板
工
場
等
へ
納
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
島
田
本

機
能
し
た
の
は
チ
ッ
プ
の
集
荷
に
つ
い
て
て
あ
っ
た
。
当
社
は
、
原
木
（
一
般
用
材
）

工
場
や
、
製
材
品
の
仕
入
先
の
製
材
工
場
、
あ
る
い
は
合
板
工
場
等
に
対
し
、
個
別
に
、
あ
る
い
は
、

定
地
域
て
集
団
を
な
し
て
い
る
そ
れ
ら
の
同
業
者
団
体
（
製
材
協
同
組
合
等
）

は
、
チ
ッ
パ
ー
設
備
代
金
や
サ
イ
ロ
の
建
設
等
の
資
金
を
融
資
し
た
り
、

チ
ッ
プ
を
一
か
所
に
集
荷
す
る
専
用
士
場
（
チ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
）
を
設
置
し
た
り
、
ま
た
、

船
便
や
、
ト
ラ
ッ
ク
便
て
、
パ
ル
プ
メ
ー
カ
ー
や
製
紙
メ
ー
カ
ー
に
納
入
し
た
。

北
海
道
て
は
、
横
田
木
材
（
紋
別
市
）
、
沢
田
木
材
（
北
見
市
）
ほ
か
多
数
の
工
場
か
ら
出
る
チ
ッ
プ

を
集
荷
し
、
大
昭
和
製
紙
（
白
老
工
場
）
、
本
州
製
紙
（
釧
路
工
場
）
、
国
策
パ
ル
プ

子
製
紙
（
苫
小
牧
工
場
）
、

の
販
売
先
の
製
材

に
対
し
、
場
合
に
よ
っ
て

そ
れ
ら
の
工
場
て
生
産
さ
れ
る

そ
れ
ら
を
ト
ラ

十
条
製
紙
（
釧
路
工
場
）
等
へ
、
東
北
地
区
て
は
、
同
地
区
一
円
の
製
材
T-

場
や
、
合
板
工
場
（
日
産
農
林
・
大
船
渡
工
場
他
）
等
か
ら
集
荷
し
た
チ
ッ
プ
を
、
三
菱
製
紙
（
北
上
エ

場
、
八
戸
工
場
）
、
十
条
製
紙
（
釜
石
工
場
）
等
へ
、
関
東
地
区
て
は
、
東
京
の
有
明
地
区
の
大
手
製
材

工
場
の
端
材
チ
ッ
プ
を
集
荷
し
、
大
昭
和
製
紙
（
富
士
本
社
工
場
）
、
東
海
パ
ル
プ

等
へ
、
ま
た
、
合
板
工
場
か
ら
の
端
材
・
廃
材
チ
ッ
プ
等
は
、

ル
ボ
ー
ド
工
場
や
、
野
田
合
板
（
清
水
市
）

（
島
田
本
社
工
場
）

そ
の
後
永
大
産
業
の
小
名
浜
パ
ー
テ
ィ
ク

の
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
工
場
、
東
北
開
発
の
会
津
の
繊
維

東
海
地
区
て
は
、
岐
阜
木
之
本
木
材
協
同
組
合
を
は
じ
め
、
名
古
屋
港
周
辺
、
豊
橋
港
周
辺
、
浜
松
地

区
等
の
製
材
業
者
か
ら
集
め
た
チ
ッ
プ
を
、
大
昭
和
製
紙
（
富
士
本
社
工
場
）
、
東
海
パ
ル
プ

社
工
場
）
、
本
州
製
紙
（
富
士
工
場
）
、

H
本
ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
（
名
古
屋
本
社
工
場
）
等
へ
納
入
し
た
。

関
西
地
区
て
は
、
大
阪
近
辺
の
集
荷
は
木
材
開
発
（
岸
和
田
）
に
、
周
辺
部
は
三
先
運
輸
（
大
阪
市
）

に
委
託
し
、
和
歌
山
市
や
高
砂
市
に
は
チ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
を
設
け
、
大
昭
和
製
紙
（
富
士
本
社
工
場
、
吉
原

ッ
ク
て
集
荷
し
て
廻
る
専
門
の
集
荷
業
者
を
配
置
し
た
り
し
て

（
旭
川
工
場
）
、
王

一
定
ロ
ッ
ト
に
ま
と
め
た
チ
ッ
プ
を

~""L-
~ ・-
,‘’ •• =-—直 岸壁のチップヤード

チップ輸送用内航船
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①
新
居
浜
製
材
工
場
は
か
の
直
営
工
場
お
よ
び
関
係
先
工
場

【
製
材
品
】

製
材
品
の
仕
入
れ
に
つ
い
て
は

含
ま
れ
て
い
る
）
。

一
部
昭
和
五
十
年
以
降
の
相
手
先
も

本
社
工
場
）
等
へ
納
人
し
て
い
た
。

地
区
の
合
板
端
材
等
に
よ
る
ラ
ワ
ン
チ
ッ
プ
は
、
東
洋
テ
ッ
ク
ス

（
古
向
松
本
社
工
場
）
、
北
新
合
板
の
繊

（
大
分
本
社
工
場
）
等
へ
納
入
し
、
徳
島
お
よ
び
小
松
島

へ
、
船
便
て
は
、
東
洋
パ
ル
プ

場
）
等
へ
納
入
し
た
。

中
国
地
区
て
は
、

（
島
田
本
社
工
場
）
、
摂
津
板
紙
（
尼
崎
本
社
工
場
）
、
紀
州
製
紙
（
新
宮
本
社
エ

山
口
県
の
岩
国
地
区
、
防
府
地
区
、
広
島
市
お
よ
び
島
根
県
の
浜
田
地
区
、
益
田
地

区
等
の
チ
ッ
プ
を
岩
国
港
の
直
営
の
チ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
に
、
広
島
県
の
福
山
地
区
、
松
永
地
区
の
チ
ッ
プ
は

福
山
港
の
直
営
土
場
に
集
め
、

そ
こ
か
ら
船
便
て
、
大
王
製
紙
（
伊
予
三
島
本
社
工
場
）
、
丸
住
製
紙

四
国
地
区
て
は
、
高
知
市
、
須
崎
地
区
（
高
知
県
）
、
徳
島
市
、
小
松
島
市
等
に
チ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
を
設

け
、
陸
送
て
は
、
丸
住
製
紙
（
川
之
江
本
社
工
場
）

巴
川
製
紙
（
新
宮
本
社
工
場
）
、
鶴
崎
パ
ル
プ

維
板
工
場
（
大
阪
）
等
へ
納
入
し
た
。

（
呉
本
社
工
場
）
、

九
州
地
区
て
は
、
鹿
児
島
市
内
に
二
か
所
の
チ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
を
設
け
、
渕
脇
木
材
は
か
の
製
材
工
場
か

ら
集
め
た
チ
ッ
プ
を
鹿
児
島
港
か
ら
、
宮
崎
て
は
日
向
地
区
て
集
め
た
チ
ッ
プ
を
細
島
港
か
ら
、

五
％
前
後
を
占
め
て
い
た
（
以
上
の
仕
人
先
、
販
売
先
の
中
に
は
、

②
丸
太
の
販
売
先
（
製
材
業
者
）

そ
れ
ぞ

れ
船
便
等
て
、
東
洋
パ
ル
プ
（
呉
本
社
工
場
）
、
大
竹
紙
業
（
大
竹
本
社
工
場
）
、
大
王
製
紙
（
伊
予
三
島

こ
の
よ
う
に
全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
当
社
の
チ
ッ
プ
取
り
扱
い
シ
ェ
ア
は
全
国
ト
ッ
プ
の

（
川
之
江
本
社
工
場
）
等
へ
納
入
し
た
。

工
場
）
、
東
海
パ
ル
プ

チップ集荷専用トラック
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具
体
的
に
は
、
北
海
道
支
店
て
集
荷
し
た

エ
ゾ
、
ト
ド
の
製
材
品
を
、
土
木
用
材
、
仮
設
用
材
と
し

等
て
あ
っ
た
。

当
社
の
製
材
品
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
五
年
の
時
点
て
は
国
内
材
部
門
の
取
扱
高
の
う

ち
、
数
量
に
お
い
て
は
―
二
％
、
金
額
に
お
い
て
は
一
四
％
、

こ
の
よ
う
に
当
初
は
当
社
の
取
り
扱
い
商
品
の
中
て
は
、
丸
太
、
坑
木
、

よ
り
山
元
に
近
い
分
野
（
川
上
）

の
材
に
比
べ
、

よ
り
市
場
に
近
い
分
野
（
川
下
）

生
産
者
て
あ
っ
た
こ
と
、
二
つ
に
は
当
初
は
国
内
材
の
絶
対
的
供
給
不
足
を
反
映
し
て
、
当
社
の
店
所
の

配
置
が
集
荷
重
視
の
配
置
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、

三
つ
に
は
、
製
材
品
の
生
産
流
通
は
、
製
材
業
、
小
売

業
と
も
、
全
国
に
そ
れ
ぞ
れ
一
万
以
上
の
業
者
が
散
在
し
、

売
業
者
や
木
材
市
場
を
通
じ
て
）
に
、
遠
近
を
問
わ
ず
、

そ
の
流
通
の
過
程
て
、
特
に
大
手
の
業
者
が
介
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
機
能
（
情
報
、
金
融
、

信
用
、
集
中
分
散
機
能
な
ど
）

は
さ
は
ど
必
要
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
当
社
が
介
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

て
、
東
京
支
店
経
由
て
、

豊
田
木
材
（
東
京
都
木
場
）

た
北
海
道
の
ナ
ラ
、

五
十
年
の
時
点
て
は
、
数
量
に
お
い
て

一

゜
ヽ
レ
°
↓
4
、

ノ
）
フ
オ

チ
ッ
プ
等
の、

の
製
材
品
の
ウ
エ
イ

そ
れ
ら
の
業
者
は
、
直
接
ま
た
は
間
接
（
卸

み
ず
か
ら
、
多
種
多
様
の
取
引
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
機
能
を
発
揮
て
き
る
分
野
は
、
特
定
産
地、

特
定
樹
種
、
特
定
銘
柄
、
特
定
用
途
等
の
製
品
に
限
ら
れ
て
い
た
。

や
日
田
木
材
（
東
京
都
本
所
）
に
送
っ
た
り
、
ま

カ
バ
等
の
製
材
品
を
家
具
用
材
と
し
て
東
海
支
店
を
通
し
て
、
刈
谷
木
工
（
愛
知

県
）
に
送
っ
た
り
、
東
北
地
区
の
ブ
ナ
材
を
テ
レ
ビ
台
の
脚
用
材
と
し
て
東
海
支
店
経
由
て
浅
井
木
T-

ト
が
比
較
的
小
さ
い
も
の
て
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は

―
つ
に
は
、
当
社
が
元
来
、
素
材
（
丸
太
）

四
％
、
金
額
に
お
い
て
は
三
四
％
を
占
め
て
い
た
。

③
輸
入
製
品

④
そ
の
他
（

一
般
製
造
業
者
、
同
業
者
等
）

の
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は
徐
々
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

一
般
製
品
て
は
新
居
浜
の
ス
ミ
リ
ン
木
材
や
高
知
県
下
の
大
手
製
材
業
者
の
製
材
す
る
、

キ
の
製
材
品
を
、
規
格
、
品
質
基
準
等
を
統

一
管
理
（
工
場
番
号
を
付
け
）
し
、

込
み
を
し
て
、
統
一
ブ
ラ
ン
ド
を
付
け
、
東
京
支
店
経
由
て
、
安
政
木
材
（
東
京
都
木
場
）
、
小
池
商
店

（
東
京
都
本
所
）

等

へ
、
大
阪
支
店
経
由
て
は
名
神
木
材
（
西
宮
市
）
等
へ
販
売
し
た
。

ま
た
特
殊
材
と
し
て
は
、

四
国
・
九
州
の
ア
カ
マ
ツ
の
製
材
品
を
一
定
寸
法
に
裁
断
し

う
）
大
阪
支
店
経
由
て
上
月
合
名
（
兵
庫
県
）

に
納
入
し
、

の
酒
造
メ
ー
カ
ー
の
酒
箱
と
し
て
納
め
ら
れ
た
。
ま
た
大
阪
支
店
周
辺
の
製
材
所
の
背
板
を
活
用
し
て
、

木
摺
を
製
造
し
、
住
友
金
属
の
輸
出
用
鋼
管
パ
イ
プ
の
包
装
材
と
し
て
相
当
量
納
入
し
た
り
し
た
。

そ
の
は
か
こ
の
よ
う
な
例
は
、
中
国
支
店
て
の
車
輌
用
材
の
納
入
等
々
各
地
区
、
各
支
店
て
枚
挙
に
い

と
ま
の
な
い
く
ら
い
て
あ
る
が
、
要
す
る
に
当
社
の
製
材
品
の
取
り
扱
い
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
当

昭
和
四
十
年
代
に
入
り
、
外
材
（
原
木
お
よ
び
製
品
）

材
（
東
京
都
木
場
）

社
の
持
ち
味
の
生
か
せ
る
分
野
が
中
心
て

ス
ギ
や
ヒ
ノ

「
住
友
林
業
」
の
摺
り

そ
れ
ら
は
現
地
て
組
み
立
て
ら
れ
、
灘
地
区

の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
く
な
る
と
、
中
国
地
区
の

田
丸
商
店
の
米
ツ
ガ
製
品
や
、
和
歌
山
県
の
田
辺
地
区
の
米
材
製
品
を
東
京
支
店
を
経
由
し
て
、

や
京
浜
木
材
（
横
浜
市
）
等
へ
販
売
し
た
り
、
高
知
県
須
崎
地
区
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
マ
ツ
の
製
材
品
を
、
中
国
地
区
や
関
西
地
区
の
梱
包
材
業
者
や
パ
レ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
ヘ
送
っ
た
り
、

さ
ら
に
は
、
米
ツ
ガ
等
の
一
般
製
品
や
、
米
マ
ツ
、
米
ヒ
ノ
キ
等
の
上
級
材
て
い
っ
た
ん
、
内
貨
材
と
な

っ
た
製
品
を
選
別
再
仕
入
れ
し
、
建
具
用
材
等
と
し
て
再
販
し
た
り
し
て
、
製
材
品
の
占
め
る
ウ
エ
イ
ト

一
般
材
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
。

（
豊
橋
市
）
に
送
っ
た
り
し
た
。

山
貞
木

（
仕
組
材
と
い

＊
木
摺
（
き
ず
り
11
w
o
o
d
e
n
 l
a
t
h
)
 

塗
り
壁
の
下
地
に
用
い
る
小
幅
板
。

3
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ス

ギ
板
な
ど
を

5
ミ
リ
あ
き
程
度
に
貫
と
し
て
使
う
。
木
摺
り

貫
と
も
い
う
。
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あ
っ
た
。

前
記
の
よ
う
な
き
め
細
か
い
営
業
展
開
に
よ
っ
て
、
国
内
材
部
門
の
売
上
高
は
、
昭
和
三
十
年
に
一
八

億
円
て
あ
っ
た
も
の
が
五
十
年
に
は
二
八
四
億
円
へ
と
、
二

0
年
間
に
約
一
六
倍
に
も
伸
び
た
。

た
だ
し
、
当
社
て
い
う
国
内
材
に
は
、
輸
入
外
材
て
あ
っ
て
も
、
輸
入
港
て
荷
揚
げ
さ
れ
、

売
り
仕
切
ら
れ
た
材
木
（
丸
太
、
製
材
品
）

国
内
材
部
門
の
売
上
げ
と
し
て
計
上
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

国
産
材
の
売
上
高
、
と
は
限
ら
な
い
。
特
に
昭
和
三
十
年
代
の
後
半
か
ら
、
外
材
輸
人
が
拡
大
し
て
く
る

と
、
全
国
の
主
要
港
て
、
他
商
社
輸
人
材
の
中
か
ら
、

な
お
、

そ
の
間
、
取
り
扱
い
商
品
の
構
成
も
、
昭
和
三
十
年
ご
ろ
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
坑

木
や
電
柱
は
は
ば
ゼ
ロ
と
な
り
、
代
わ
っ
て
、
丸
太
（
「
外
材
小
口
」
を
含
む
）

ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
「
製
紙
用
、

し
か
も
、

チ
ッ
プ
」

る
目
」
を
生
か
し
た
商
法
に
活
路
を
開
い
て
い
っ
た
。

特
定
ユ

ー
ザ
ー
に
振
り
向
け
る

い
わ
ゆ
る
「
外
材
小
日
取
引
」
に
力
を
入
れ
、
当
社
特
有
の
「
木
を
見

国
内
材
部
門
の
伸
長
と
商
品
構
成
の
変
化

は
、
内
貨
材
と
し
て
、
国
内
材
部
門
の
取
り
扱
い
と
な
り
、

必
ず
し
も
国
内
材
の
売
上
高
11

用
途
に
応
じ
て
必
要
な
も
の
を
仕
入
れ
、

や
、
全
国
的
な
ネ
ッ
ト

の
ウ

エ
イ
ト
が
増
加
し
た
（
図
2

ー

12)
。

そ
の
間
の
国
内
材
部
門
の
従
業
者
数
は
三
十
年
の
約
二
五

0
人
か
ら
、
五
十
年
に
は
約
一
五

0
人
へ
と
お
よ
そ
一

0
0人
も
減
少
し
た
上
て
の
こ
と
て
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

り
扱
い
数
最
に
つ
い
て
の
一
人
当
り
の
売
上
効
率
は
お
よ
そ
六
倍
に
も
向
上
し
た
。

こ
の
二

0
年
間
の
取

国
内
材
部
門
は
地
味
て
は
あ
る
が
山
林
部
門
と
と
も
に
相
変
わ
ら
ず
、
当
社
の
基
盤
を
支
え
た
部
門
て

こ
れ
を

い
っ
た
ん

図 2-12国内材部門の商品構成の変化

昭和50年 9月期 昭和35年 9月期
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し
た
。
な
お
昭
和
四
十
年
代
後
半
の

務
所
と
バ
ン
ク
ー
バ
ー
事
務
所
を
配

表 2-9 

に
昇
格
、
そ
の
下
に
ク
ー
ス
ベ
イ
事

ナ
ダ
材
の
拠
点
と
す
る
べ
く
出
張
所

ル
駐
在
員
事
務
所
を
米
材
お
よ
び
カ

四
十

一
年
四
月
、
当
社
て
は
シ
ア
ト

こ
う
し
た
情
勢
を
背
景
に

昭
和

体
化
し
始
め
て
い
た
。

米・加材産地およぴ主要積出港

四

フ プウ サコ ／ゞ エ シ
ジ 口 工 ウロ シク ツ
イ ダス 、ノ、／ フス ／ゞ
社 クト ドピ ィポ I 

トポ 社ア ツ l 名
社 1 クト

卜 社

フムピ フ・ヘ • ヘ レ ・ ヘ
ァロ 1 アフム フム ッフム

樹Iツオ Iァロ ァロ ドァロ
ク 1 . Iツ Iツ シ Iツ

・レ‘ク ‘ク ダ‘ク
種

ダシ ツノ ‘ ス‘ 1ス‘
グダ ド Iダ プダ プダ
ラ 1 シプグ ルグ ルグ

名ス‘ ダルラ Iラ 1ラ
• ヘ 1 ・ス スス スス

ドクウ ポエポ シマク ク ッ セ

社、社、 エ プIパイ フッラ 社ヽ トン
ア ンジ ィキウ ペト

クエハ アス l ツ 1ン レ 1レ サ
ラバウ ン社カ クア・ イパジ
ウンザ ド‘ス 社ヽ ンゼ オ 1ス プ
ンス 1 タジケ ドラ 二社社
・社社 ルヨ l ジルバ ァ、、

ラ
ゼ‘‘ ポ lド ポイツ 社ジウーヽ ／ヽ●

ッジ 社ヽ 1スク ヨエ イフユ ョ
i~I I トア 社社、社、 Iア
ッエ・ ジ 社・セ ジハ ヤ

ク スア ‘パン ジレ アウ
社．． ジシト ョイ ・ザ I 
‘プ Iゞ ポフレ Iオ ／ゞ I

ジラシ Iイジ 、ノヽ＊ ー一 シネ土 名
ポイフ 社ッス アア フ
Iウ イ ク社 ・社 イス
社ツツ 吐‘

ノ＼． ヽ ッコ

J クゞ Sポ ポ スパタ
ン［ '"": I I , Iコ

クス 夕 卜 トク‘マ
Iぺ コア ア 1レ‘ 積
パイ マ ン ンスイオ
I , ヽ`／ 令ヽ ジペモリ
-、ユ ォ 工 エインン
W ウ リ）レ ）レ ‘ドピ
Sレ ン スヽ スパ‘ア 出
~ カ

ピバ
‘ ン ポ ‘
アク Iグ

ポ
アン

ス 1 トレ
クI I 

トバアイ
卜

ノゞ リ Iンス 港
フ

I ア＾ジ・
ン B 工 Iヽ

ド w -C 、ル 1

の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州

(
B
C
州）

お
け
る
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
F
F
I
)

こ

の
話
も
具

（表
2
1
7
)
。
ま
た
、
そ
の
こ
ろ
に
は
後
述
の
カ
ナ
ダ

安
宅
産
業
に
次
い
て
第
三
位
を
占
め
る
ま
て
に
な
っ
た

は
増
え
て
い
き
、
四
十
年
に
は
当
社
の
米
材
取
扱
量
は

就
航
す
る
よ
う
に
な
る
と
ま
す
ま
す
米
材
の
取
扱
盤

た
。
ま
た
、
そ
の
後
米
材
運
搬
の
た
め
の
専
用
船
が

所
を
設
け
た
昭
和
三
十
六
年
ご
ろ
か
ら
急
速
に
増
大
し

当
社
の
米
材
の
取
扱
量
は
シ
ア
ト
ル
に
駐
在
員
事
務

シ
ア
ト
ル
出
張
所
の
開
設

表 2-7

年度
当（社千輸m入')量 全（国千入m'荷)量 当社(の%シ)ェア 全（国位順）位

昭和

38 186 2,597 7.2 6 

39 248 3,090 8.0 5 

40 360 3,550 10. I 3 

41 402 4,355 9. 2 4 

42 622 6、809 9. I 3 

43 951 9,012 10.6 2 

44 705 7,702 9. 2 2 

45 891 9、919 g a 2 

46 660 7,524 8. 8 4 

47 752 I 0、087 7. 5 4 

48 601 I 0,062 6.0 7 

49 566 8,695 6.5 5 

50 470 9,296 5. I 7 

表 2-8

海
外
拠
点
の
拡
充
と
新
規
事
業

全国米材輸入量と当社輸入量、順位

当社の米材専用船一覧

（昭和47年）

シ オ 豊 てジア紀アア泉モろ
リ ャジジ ン 船

計 Iェ Iパァ ァラ ＿っ
フンタ． ンリ グ ナ

｝レ；羊むロン洋レス洋イき

隻
ア キ l ロ
ンンずレド lヵ ぃ
グル 1 スン 名

号号丸丸号号丸号丸丸号丸

三 三 太 三ジ三太日第太三第
所

光光平光/~ 光平本こ央平光；央
洋ン洋 洋

汽汽海汽：汽、毎郵；気海；気汽
属船船運船 ン船運 船 船運船 船

計
最
大
積二 六 一 九七四七七六四七二

千 千千千千 千千千 千 干千干 干 載

m' rn'rn'rn'rn'rn'rn'rn'rn'rn'rn'rn'rn' 量
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当
社
の
木
材
専
用
船
は

―
二
隻
（
表
2

ー

8
)
て
主
要
取
扱
樹
種
お
よ
び
積
出
港
等
は
表

2
ー

9
の
と
お

り
て
あ
っ
た
。

合
弁
会
社

F
F
1
社
（
カ
ナ
ダ
）

昭
利
四
十
四
年
、

の
設
立
と
撤
退

r

)

 

（
の
ち
十
条
製
紙
に
合

カ
ナ
ダ

B
C
州
に
お
い
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
川
の
支
流
の
―
つ
に
大
型
ダ
ム
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
同
川
流
域
の
お
よ
そ
三

0
0万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

州
有
林
の
伐
採
が
、
同
地
区
内
に
製
材
・
パ
ル
プ
工
場
等
を
建
設
す
る
こ
と
を
条
件
に
許
可
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
伐
採
権
は
地
元
の
有
力
大
企
業
プ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
フ
ォ
レ
ス
ト
・
プ
ロ
ダ

ク
ト
社

(
B
C
F
P
杜
）
が
六
割
、
残
り
四
割
を
一
介
の
伐
採
業
者
に
す
ぎ
な
か
っ
た
キ
ャ
タ
モ
ー
ル
・

昭
和
四
十
年
十
月
、

B
C
州
政
府
は

C
T
L
社
に
年
間
―

1
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
立
木
の
伐
採

権
を
与
え
た
が
、
そ
れ
に
は
そ
れ
を
加
工
す
る
に
十
分
な
製
材
工
場
と
日
産
三

0
0
ト
ン
以
上
の
紙
、
ま

た
は
パ
ル
プ
を
生
産
す
る
工
場
を
四
十
八
年
ま
て
に
建
設
、
操
業
す
る
と
い
う
条
件
が
つ
い
て
い
た
。

C

T
L
社
に
は
資
金
力
が
な
く
‘

か
つ
、
紙
・
パ
ル
プ
事
業
に
つ
い
て
の
経
験
も
な
か
っ
た
た
め
、

そ
の
パ

当
時
、
米
・
加
材
に
つ
い
て
は
、
米
国
州
有
林
の
伐
採
制
限
な
ど
の
不
安
要
索
が
現
わ
れ
始
め
て
い
た

こ
ろ
て
も
あ
り
、
当
社
は
原
木
お
よ
び
製
材
品
の
確
保
を
目
的
に
、
東
北
パ
ル
プ

併
さ
れ
る
）
と
と
も
に
検
討
し
た
結
果
、

日
・
加
半
々
の
割
合
て
出
資
し
、
新
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
に

し
、
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
、
合
弁
契
約
を
締
結
し
た
。
翌
年
七
月
、
当
社
は
十
条
製
紙
と
と
も
に
、

の
事
業
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
フ
ィ
ン
レ
イ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
社

(
F
F
I
社）

出
資
し
、
正
式
に
経
営
に
参
加
し
た
。
新
会
社
の
資
本
金
四

0
0
万
カ
ナ
ダ
ド
ル
の
う
ち
、

ー
ト
ナ
ー
を
日
本
企
業
に
求
め
て
き
た
。

テ
ィ
ン
バ
ー
社

(
C
T
L
社
）
が
確
保
し
た
。

こ

C
T
L
社
が

（
九
州
全
土
を
上
回
る
面
積
）

の

フィンレイの森（カナダBC州） パンクーパー港水面貯木場にて検品中の当社駐在員
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ン
が
入
る
程
度
て
ほ
と
ん
ど
投
資
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
な
っ
た
。

151第 2部 第 2意

は
な
く
な
っ
た
が
、

H
本
側
の
投
資
資
金
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
。

五

0
%
（
伐
採
権
現
物
出
資
）
、

を
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
、
事
業
地
を
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
に
固
き
、

の
社
長
に
、
役
員
は
カ
ナ
ダ
側
か
ら
三
名、

C
T
L
社
の
キ
ャ
タ
モ
ー
ル
社
長
を
新
会
社

日
本
側
か
ら
は
両
社
三
名
ず
つ
の
計
九
名
て
構
成
さ
れ
た
。

F
F
I
社
事
業
開
始
後
の
事
業
展
開
は
、

当
初
の
目
論
み
と
異
な
り
、
林
木
の
分
布
が
ま
ば
ら
て
搬
出

コ
ス
ト
が
か
さ
み
、
ま
た
内
陸
部
て
あ
る
た
め
労
務
事
情
も
悪
く
、
原
計
画
と
大
幅
な
差
異
が
生
じ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
操
業
現
場
の
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
は
、

俄
な
く
さ
れ
た
。
加
え
て
、
製
材
品
、

計
上
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
か
ら
約
一

0
0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も

奥
地
に
入
っ
た
僻
地
て
、
冬
季
は
ほ
と
ん
ど
連
日
零
下
四

0
℃
に
な
り
、
労
働
、
生
活
環
境
が
極
め
て
厳

し
く
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
は
至
難
て
あ
っ
た
。
ま
た
、
離
職
率
も
高
く
非
能
率
な
生
産
を
余

パ
ル
プ
の
市
況
も
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
操
業
以
来
、
連
続
赤
字
を

さ
ら
に
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
は
も
と
も
と
資
本
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

工
場
の
建
設
に
伴
う
H

本
側
の
融
資
額
や
債
務
保
証
の
額
は
ふ
く
ら
む

一
方
て
、
そ
の
額
は
数
十
億
円
に
達
し
た
。

そ
う
し
た
状
態
の
と
こ
ろ
に
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
追
い
討
ち
を
か
け
、
当
社
お
よ
び
十
条
製
紙
は
、
極

カ
同
社
の
新
規
投
資
を
抑
制
す
る
か
た
わ
ら
、
現
地
の
有
力
企
業
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の

後、

F
F
I
社
に
よ
る
資
金
調
達
の
可
能
性
が
出
て
き
た
た
め
、
昭
和
四
十
九
年
七
月
、

基
本
契
約
を
変
更
、

日
本
側
の
経
営
権
を

C
T
L
社
に
委
譲
、

数
億
円
の
利
益
を
得
た
も
の
の
、

C
T
L
社
と
の

C
T
L
社
側
の
責
任
て
パ
ル
プ
工
場
の
拡

張
工
事
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
契
約
変
更
に
よ
っ
て
、

日
本
側
の
工
場
増
設
資
金
の
調
達
責
任

F
F
I
社
と
当
社
と
の
取
引
は
、
最
初
の
こ
ろ
こ
そ
特
別
の
輸
出
許
可
を
得
て
丸
太
の
輸
入
を
行
い
、

そ
の
後
は
十
条
製
紙
が
輸
入
す
る
。ハ
ル
プ
に
つ
き
若
干
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ

F
F
I
社
の
業
績
は
そ
の
後
も
相
変
わ
ら
ず
赤
字
基
調
が
続
き
、
昭
和
五
十

一
年
、
社
長
交
代
を
含
む

日
本
側
が
五

0
%
（
当
社
と
十
条
製
紙
て
折
半
）
を
出
資
し
た
。
本
社

事業の多角化を目指す（昭和40年代）



一
連
の
経
営
刷
新
措
置
を
講
じ
、
経
営
の
立
て
直
し
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
社
長
に
は
、
会
社
再
建

に
実
績
の
あ
る
ベ
ル
氏
が
起
用
さ
れ
た
。
新
社
長
ベ
ル
は
、
製
材
市
況
の
回
復
と
い
う
好
運
も
あ
っ
た
が
、

翌
年
半
ば
に
は
早
く
も
黒
字
甚
調
に
転
換
さ
せ
た
。
五
十
三
年
末
ご
ろ
に
は

F
F
I
社
に
対
す
る
買
収
の

オ
フ
ァ
ー
も
く
る
よ
う
に
な
り
、

こ
の
時
、

そ
の
中
か
ら
日
・
加
の
二
社
に
し
ば
り
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
本
の
会
社
か
ら
も
非
常
に
強
い
買
い
取
り
の
希
望
が
表
明
さ
れ
た
が
、
現
地
政
府
の
許
可

が
得
ら
れ
ず
、
最
終
的
に
は
現
地
の
会
社
が
対
象
と
な
っ
た
。
昭
和
五
十
四
年
五
月
、
東
京
住
友
会
館
に

て
B
C
F
P
社
の
ベ
ン
ソ
ン
社
長
と
当
社
山
崎
社
長
の
長
時
間
に
わ
た
る
交
渉
の
結
果
、

B
C
F
P
社
が

当
社
の

F
F
I
社
に
対
す
る
融
資
金
（
八
七

0
万
米
ド
ル
）
全
額
を
肩
代
わ
り
し
、
出
資
金
三

0
0
万
加

ド
ル
に
八
八
万
加
ド
ル
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
つ
け
て
三
八
八
万
加
ド
ル
て
買
い
取
る
こ
と
を
条
件
に
、
当
社

の
F
F
I
社
に
対
す
る
す
べ
て
の
権
利
を
譲
渡
す
る
こ
と
て
合
意
に
達
し
た
。

本
件
は
広
大
な
地
域
を
対
象
に
し
た
極
め
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
事
業
て
あ
り
、

い
に
期
待
さ
れ
る
海
外
資
源
て
あ
り
、
時
あ
た
か
も

H
本
の
経
済
の
高
度
飛
躍
の
時
流
に
沿
っ
た
雄
大
な

構
想
て
あ
っ
た
。
し
か
し
既
述
の
よ
う
に
多
く
の
不
運
な
障
害
に
遭
遇
、
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と

は
残
念
て
あ
っ
た
が
、
本
件
の
業
務
処
理
を
通
じ
て
当
社
は
将
来
に
生
か
す
べ
き
多
く
の
教
訓
を
得
た
。

合
弁
会
社
K
T
ー
社
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

の
設
立

昭
和
四
十
二
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
て
は
外
貨
導
人
法
が
制
定
さ
れ
、

S
h
a
r
i
n
g
 S
y
s
t
e
m
 :
 わ
が
国
が
資
材
・
機
械
・
労
務
な
ど
の
資
金
を
融
資
し
、
事
業
の
結
果
得
ら
れ
た

生
産
物
を
わ
が
国
と
相
手
国
と
て
分
け
合
う
方
式
）

と
な
り
、

H
本
に
と
っ
て
も
大

そ
れ
ま
て
の

P
S方
式

(
P
r
o
d
u
c
t

は
、
継
続
中
の
も
の
を
除
い
て
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

そ
の
後
は

J
E
方
式

(
J
o
i
n
t
E
n
t
e
r
p
r
i
s
e
 S
y
s
t
e
m
 :
 -わ
が
国
の
企
業
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
企

業
と
合
弁
企
業
を
構
成
す
る
）

か
、
直
接
投
資
方
式
に
よ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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調
達
に
は
不
便
が
あ
っ
た
。

カ
リ
マ
ン
タ
ン
地
区
の
開
発
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。

弁
事
業
が
計
画
さ
れ

こ
ち
ら
は
昭
和
四
十
五
年
九
月
実
現
を
み
た
。

成
員
て
あ
っ
た
）

の
計
画
は
頓
挫
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
開
発
を
予
定
し
て
用
意
さ
れ
て
い
た
二
四

0
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
広
大
な
林
区
の
大
半
は
取
り
消
さ
れ
た
が
、

本
側
F
D
C
参
加
各
社
と
、

そ
の
う
ち
の
七

0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
日

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
森
林
開
発
（
プ
ル
フ
タ
ニ
）
と
の
J
E
方
式
用
と
し
て
残
さ

れ
た
。
当
社
と
住
友
商
事
は
プ
ル
フ
タ
ニ
と
の
合
弁
て
開
発
会
社
ス
ミ
フ
タ
ニ
を
設
立
し
、
昭
和
四
十
四

年
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
許
可
も
得
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
開
発
方
式
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
側
の
条
件
が
次
々
と
変
わ
っ
た
た
め
、
結
局
、
事
業
の
実
施
ま
て
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

マ
レ
ー
シ

そ
こ
て
、
当
社
の

P
S方
式
時
代
か
ら
の
提
携
相
手
先
の
一
っ
カ
ル
テ
ィ
メ
ッ
ク
ス
社
と
の
間
て
も
合

こ
う
し
て
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
ス
ブ
ル
地
区
の
五

0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
林
区
の
J
E
方
式
に
よ
る
開
発

を
目
的
に

K
T
I
社

(
P
e
r
e
r
o
o
n
T
e
r
b
a
t
a
s
 K
u
t
a
i
 T
i
m
b
e
r
 Indonesia)
が
設
立
さ
れ
、
当
社
は

現
地
法
人
「
住
友
林
業
ア
メ
リ
カ
社
」
等
の
設
立

昭
和
四
十
三
年
に
カ
ナ
ダ
て

F
F
I
社
が
設
立
さ
れ
、
次
い
て
四
十
五
年
、

社
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
現
地
て
の
合
弁
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、

さ
ら
に
、

ア
な
ど
て
の
合
弁
企
業
の
設
立
や
融
資
買
材
が
活
発
に
な
り
始
め
る
と
、

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
前
に
述
べ
た

F
D
C

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
て
K
T
I

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

そ
れ
ら
の
事
業
へ
の
投
資
や
融

資
の
た
め
の
資
金
の
自
在
な
調
達
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
わ
が
国
は
三
十
九
年
四
月
に

I
M

F
八
条
国
に
移
行
し
、
貿
易
や
為
替
の
取
引
は
原
則
と
し
て
自
由
化
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
一
定
規
模
以

上
の
為
替
取
引
に
つ
い
て
は
、
関
係
官
庁
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
外
貨
の

（
カ
リ
マ
ン
タ
ン
森
林
開
発
協
力
会
社
11
当
社
も
そ
の
構

スプル林区の大径木
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目

的

六
、
本
邦
以
外
て
の
必
要
資
金
の
調
達
お
よ
び
運
用

五
、
海
外
取
引
先
へ
の
金
融
業
務

設
立
年
月

H

本
社
所
在
地

首
席
駐
在
員

1
6
0
9
 
C
o
n
n
a
u
g
h
t
 C
e
n
t
e
r
,
 Co

n
n
a
u
g
h
t
 R
o
a
d
 C
e
n
t
r
a
l
,
 Ho

n
g
 K
o
n
g
 

資
本
金
（
払
込
資
本
金
）

三
木
義
男
（
当
社
社
員
）

（
約
二
五

0
0
万
円
、
全
額
当
社
出
資
）

四、

K
T
I
社
製
造
の
合
板
、
単
板
を
含
む
建
材
の
ス
イ
ッ
チ
・
仲
介
業
務

―
一に
伴
う
精
算
業
務

二
、
南
洋
材
を
含
む
諸
取
引
の
仲
介
貿
易

一
、
南
洋
材
取
引
の
ス
イ
ッ
チ
業
務

五
0
万
香
港
ド
ル

昭
和
四
十
八
年
八
月

新
会
社
に
引
き
継
が
れ 森

資

本

金

二
0
万
米
ド
ル

シ
ア
ト
ル
市
シ
ア
ト
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
ビ
ル
三
九
階

の
よ
う
な
現
地
法
人
を
設
立
し
た
。

住
友
林
業
ア
メ
リ
カ
杜

(
S
u
m
i
t
o
m
o
F
o
r
e
s
t
r
y
 A
m
e
r
i
c
a
 Inc
.
 :
 略
称
S
F
A
)

設
立
年
月
H

本
社
所
在
地

代
表
取
締
役

杜
の
支
店
と
し
た
。

（
全
額
当
社
出
資
）

久
弥
（
当
社
取
締
役
外
材
部
長
）

な
お
、

当
社
の
シ
ア
ト
ル
支
店
は
、
当
分
の
間
そ
の
ま
ま
並
行
し
て
存
続
さ
せ
る
も
の
の
、
従
業
員
は

シ
ア
ト
ル
支
店
と
の
兼
務
と
し
た
。
ま
た
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
事
務
所
は
、
新
会

住
友
林
業
香
港
有
限
公
司

(
S
u
m
i
t
o
m
o
F
o
r
e
s
t
r
y
 C
o
m
p
a
n
y
 H
o
n
g
 K
o
n
g
 Ltd.) 

昭
和
四
十
五
年
六
月

そ
こ
て
、

当
社
て
は
現
地
て
の
よ
り
自
在
な
活
動
を
目
指
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
香
港
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次

nr nr置flJ ff f 
,n露nnnnr1nn
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の
住
友
商
事
に
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

活
発
化
し
て
お
り
、

七
、
金
融
、
営
業
な
ど
の
情
報
収
集

な
お
、
同
社
は
平
成
八
年
(
-
九
九
六
）
＋
月
を
も
っ
て
解
散
し
、
同
社
の
業
務
の
一
切
は
同
年
七
月
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
設
立
さ
れ
た

S
F
I
社
(
S
u
m
i
t
o
m
o
F
o
r
e
s
t
r
y
 I
n
v
e
s
t
m
e
n
t
 
Ltd
.)に
引
き
継
が
れ
た
。

昭
和
四
十
年
代
も
半
ば
に
な
る
と
、
外
材
の
輸
入
が
急
増
す
る
中
て
荷
揚
げ
港
の
地
方
分
散
も
進
み
、

い
わ
ゆ
る
港
湾
製
材
業
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
。
そ
の
こ
ろ
は
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
て
の
産
業
活
動
も

そ
の
排
煙
や
産
業
廃
棄
物
の
処
理
が
問
題
と
な
り
、
特
に
木
材
。
ハ
ル
プ
業
関
連
事
業

に
つ
い
て
は
、
駿
河
湾
田
子
浦
の
「
ヘ
ド
ロ
流
出
問
題
」
が
社
会
問
題
化
し
始
め
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
て
、
当
社
の
外
材
大
口
取
引
先
の
一
っ
、
和
歌
山
県
の
田
辺
港
輸
入
木
材
協
同

組
合
て
は
、
米
材
の
輸
入
後
の
樹
皮
の
処
理
に
手
を
焼
き
、
輸
入
元
の
当
社
へ
良
い
解
決
方
法
が
な
い
か

と
相
談
を
持
ち
か
け
て
き
た
。
そ
こ
て
当
社
は
、
開
発
企
画
部
が
中
心
と
な
っ
て
種
々
検
討
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
滋
賀
県
に
あ
る
島
本
微
生
物
研
究
所
が
木
材
の
樹
皮
の
発
酵
腐
敗
を
促
進
す
る
細
菌
を
培
養
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
同
協
組
に
そ
の
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。

田
辺
港
輸
入
木
材
協
同
組
合
て
は
、

の
生
産
を
始
め
、
商
品
を
「
バ
ー
ク
ミ
ン
」
と
し
、
販
売
は
、
肥
料
等
の
販
売
ル
ー
ト
を
も
つ
連
系
会
社

そ
の
後
、
同
商
品
は
必
ず
し
も
順
調
と
は
い
え
な
い
ま
て
も
、
徐
々
に
売
上
げ
も
伸
び
て
い
っ
た
。
そ

こ
て
、
当
社
は
、
昭
和
四
十
八
年
、

の
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
、
同
年
三
月
、
子
会
社
、

と
と
し
た
。

さ
っ
そ
く
月
産
一

0
0
0
ト
ン
の
樹
皮
を
利
用
し
た
富
養
培
養
十
一

田
辺
工
場
と
は
別
に
、
名
古
屋
地
区
て
も
年
産
二

0
0
0
ト
ン
規
模

ス
ミ
リ
ン
農
産
工
業
株
式
会
社
を
設
立
す
る
こ

ス
ミ
リ
ン
農
産
工
業
の
設
立
と
バ
ー
ク
ミ
ン
堆
肥
の
製
造
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四
建
材
市
場
の
拡
大
と
当
社
の
対
応

な
お
、
同
社
は
そ
の
後
、
幾
多
の
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
、
昭
和
六
十
年
代
以
降
は
、
健
康
食
品
の

「
姫
マ
ッ
タ
ケ
」
、
組
織
培
養
に
よ
る
ミ
ニ
バ
ラ

「チ
コ
ロ
ー
ズ
」
、
家
庭
園
芸
用
培
養
上
「
土
太
郎
」
、

芝
生
活
性
剤

「芝
太
郎
」
等
、
次
々
に
新
商
品
の
開
発
を
進
め
、
経
営
の
多
角
化
を
図
っ
て
い
っ
た
。

サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー
の
新
設

建
材
部
が
ス
タ
ー
ト
し
て
四
年
目
の
昭
和
四
十
年
の
建
材
の
年
間
売
上
高
は
約
三
五
億
円
て
あ
り
、

五
年
目

六
0
0
0
ト
ン

堆

肥

初

年

度

一
五

0
ト
ン

五
0
0
ト
ン

二
0
0
0
ト
ン

五
年
目

生

産

目

標

発

酵

菌

初

年

度

堆
肥
（
バ
ー
ク
ミ
ン
11

ス
ミ
リ
ン
ユ
ー
キ
）
製
造
所

二
―
―
六
平
方
メ
ー
ト
ル

発
酵
（
デ
ル
マ
）
培
養
所

三
二

0
平
方
メ
ー
ト
ル

施
設
の
概
要

事
務
所
・
研
究
所

三
八
三
平
方
メ
ー
ト
ル

工

場
敷
地
（
本
社
に
同
じ
）

二
万
七
七
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル

代

表

者

資

本

金

ス
ミ
リ
ン
農
産
工
業
の
概
要

本
社
所
在
地

愛
知
県
海
部
郡
飛
島
村
木
場
ニ
ー
五
九

三
0
0
0
万
円
（
全
額
当
社
出
資
）

飯
田
四
二
九
（
当
社
専
務
取
締
役
）

そ

スミリン農産工業の商品説明会 デルマ菌培養装置
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立
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
や
ガ
ラ
ス
は
規
格
寸
法
も
種
類
も
多
い
。
そ
れ
ら

の
う
ち
、
浜
田
産
業
の
プ
リ
ン
ト
合
板
を
主
体
と
す
る
二
次
加
工
合
板
が
五
二
％
を
占
め
て
い
た
。

年
後
の
五
十
年
の
同
売
上
高
は
三
四
四
億
円
と
約
一

0
倍
の
伸
び
を
示
し
た
。
そ
の
内
訳
も
四
十
三
年
の

浜
田
産
業
の
倒
産
（
後
述
）

の
影
響
か
ら
二
次
加
工
合
板
が
減
少
し
た
分
を
、
新
た
に
登
場
し
た
金
属
建

材
、
住
宅
機
器
な
ど
が
二

0
％
と
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
商
品
構
成
と
な
っ
た
（
表
2

ー

10)
。

こ
の
時
期
の
建
材
の
取
り
組
み
て
特
筆
す
べ
き
は
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
ヘ
の
取
り
組
み
て
あ
る
。

住
宅
用
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
は
昭
和
―
二
十
六
年
に
不
―
一
サ
ッ
シ
に
よ
っ
て
発
売
さ
れ
て
以
来
、
平
安
伸
銅
、

H
本
軽
金
属
な
ど
多
く
の
メ
ー
カ
ー
が
市
場
に
参
入
、

そ
の
機
密
性
の
よ
さ
、
簡
便
性
、

と
い
っ
て
よ
い
ぐ
ら
い
に
な
り
、
市
場
規
模
も
年
間
三

0
0
0億
円
と
も
い
わ
れ
る
ま
て
に
成
長
し
た
。

当
社
の
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
取
り
扱
い
は
昭
和
四
十
年
＋
月
、

三
協
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
工
業
が
住
宅
用
ア
ル

ミ
サ
ッ
シ

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
取
り
付
け
工
事
は
、

自
分
の
手
に
か
か
る
建
築
資
材
は
普
通
、
材
木
店
、
合
板
店
、
建
材
店
か
ら
購
入
す
る
。
し
た
が
っ
て
ア

ル
ミ
サ
ッ
シ
も
木
材
建
材
ル
ー
ト
て
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
は
ず
て
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
そ
う
は
い
か
な

か
っ
た
。

「

3
K
サ
ッ
シ
」
を
発
売
し
た
と
き
、
安
宅
産
業
、
伊
藤
忠
商
事
、
住
友
商
事
と
と
も
に
、
同

工
程
上
、
大
工
職
人
の
手
に
か
か
る
こ
と
に
な
る
が
、
大
工
は

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
は
金
属
て
あ
る
ア
ル
ミ
の
型
材
を
加
工
し
、
そ
れ
に
ガ
ラ
ス
を
切
断
し
て
組
み

多
く
の
品
目
を
個
別
の
材
木
店
や
、
ガ
ラ
ス
店
て
在
庫
す
る
こ
と
は
、
場
所
の
問
題
や
資
金
面
て
非
効
率

て
あ
っ
た
。

ヽ

さ
ら
に

そ
れ
を
運
ぶ
に
つ
い
て
も
特
殊
な
工
夫
が
必
要
と
な
る
。

社
の
代
理
店
に
な
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

四
十
五
年
に
は
約
六

0
%、
五
十
年
に
は
九
五
％
と
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
を
使
わ
な
い
家
は
は
と
ん
ど
な
い

近
代
的
な
意
匠
性
な
ど
か
ら
急
速
に
普
及
し
、
四
十
年
ご
ろ
に
は
一

0
％
前
後
の
普
及
率
だ
っ
た
も
の
が

三
協
ア
ル
ミ

な
か
て
も

材
や
普
通
合
板
が
補
い
、
合
板
四
二
％

二
次
加
工
合
板
一
五
％
、
金
属
建
材
―
―
―
―
-％
、
そ
の
他
窯
業
建 1

0
 

表 2-10 建材部門の商品群別売上高の推移 （単位 ：百万円）

昭和40年度 46年度 47年度 48年度 49年度 50年度

普通合板
I, 199 7,639 7,940 14,196 15,924 14、447

(34%) (47%) (43%) (46%) (42%) (42%) 

二次加工合板
1,818 3,003 3,036 4、975 5、929 5、085

(52%) (19%) (17%) (16%) (15%) (15%) 

金属建材
2,896 3,935 6,429 8,961 7,941 
(18%) (21%) (21%) (23%) (23%) 

その他建材
474 2,623 3,414 5、130 7,547 6、900

(14%) (16%) (19%) (17%) (20%) (20%) 

計
3,491 16、161 18,325 30、730 38,361 34、373

(100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) 

注：その他は、窯業建材（石膏ポー ド、パルプセメント板、グラスウール等）、プラ

スチック建材、住宅機器（風呂、流し台）等
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【
窯
業
建
材
】

そ
の
他
建
材
の
取
り
扱
い

る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
は
協
同
組
合
方
式

と
と
も
に
種
々
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
ら
の
在
庫
、
加
工
、
配
送
の
機
能
を
一
か
所
に
集
約
す
る
こ
と
を

サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
目
標
は
都
市
部
を
中
心
に
、
人
口
約
三

0
万
人
当
た
り
一
か
所
、
全
国
て
一

0
0
か
所
と
し
、

そ
の
形
態
は
、
従
来
か
ら
木
材
や
合
板
・
建
材
て
取
引
の
あ
っ
た
各
地
区
の
卸
業
者
や

①
メ
ー
カ
ー
、
当
社
が
出
資
す
る
別
会
社
方
式

②
多
数
の
卸
業
者
や
有
力
販
売
店
を
中
心
に
メ
ー
カ
ー
や
当
社
も
出
資
参
加
す
る
、
合
弁
会
社
、
あ
る

③
在
庫
・
加
工
・
配
送
機
能
を
運
送
会
社
や
ガ
ラ
ス
卸
業
者
な
ど
に
委
託
す
る
委
託
方
式

④
木
材
・
建
材
・
合
板
・
ガ
ラ
ス
・
建
築
金
物
建
具
な
ど
の
卸
業
者
、
ま
た
は
有
力
小
売
業
者
が
単
独

て
運
営
す
る
単
独
方
式

等
々
て
あ
っ
た
が
、
当
社
が
最
も
力
を
入
れ
た
の
は
①
の
別
会
社
方
式
て
あ
っ
た
。
サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー
第

一
号
は
、
中
国
支
店
管
轄
下
の
広
島
市
て
、

地
元
の
五
洋
興
産
を
中
核
に
三
協
ア
ル
ミ
と
当
社
が
出
資
し

て
昭
和
四
十
四
年
十
月
に
設
立
し
た
「
住
協
建
産
株
式
会
社
」
て
あ
る
。
そ
の
後
同
様
の
方
式
を
中
心
に
、

サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
全
国
的
に
展
開
し
、

五
十
年
ご
ろ
に
は
大
小
合
わ
せ
て
約
八

0
か
所
の
サ
ッ

シ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
建
材
取
り
扱
い
商
社
の
な
か
て
は
、
は
か
に
類
を
見
な
い
は
ど
の
実
績
を
上
げ

昭
和
三
十
八
年
以
降
、
石
膏
ボ
ー
ド
、

有
力
販
売
店
を
中
心
に

考
え
、
「
サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー
」
を
新
設
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
こ
て
当
社
て
は

こ
の
や
っ
か
い
な
物
流
問
題
を
解
決
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
メ
ー
カ
ー

プ
ラ
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
吉
野
石
膏

アルミサッシを使った木造住宅（昭和40年代初期）
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の
―
つ
に
な
っ
て
い
っ
た
。
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ら
扱
い
慣
れ
て
い
る
柱
や
板
類
と
異
な
り

こ
れ
ら
い
わ
ゆ
る
「
箱
物
」
は
な
じ
み
が
た
い
も
の
て
あ
っ

れ
ら
住
宅
機
器
を
取
り
扱
う
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

一
方
、
木
材
建
材
ル
ー
ト
て
は
、
従
米
か

や
サ
ン
エ
ス
石
膏
の
製
品
を
、
石
綿
ス
レ
ー
ト
に
つ
い
て
は
山
王
石
綿
製
品
ほ
か
を
、

板
に
つ
い
て
は
、
松
菱
製
紙
、

日
本
防
火
ラ
イ
ト
、
上
山
製
紙
な
ど
の
製
品
を
、

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
成
型
天
井
板
に
つ
い
て
は
日
東
紡
績
の
製
品
等
を
、

は
当
社
は
ト
ッ
プ
の
座
を
占
め
て
お
り
、

パ
ル
プ
セ
メ
ン
ト

グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
に
つ
い
て
は

H
本
硝

子
繊
維
の
製
品
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
扱
っ
て
き
た
。
こ
の
う
ち
パ
ル
プ
セ
メ
ン
ト
板
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

四
十
四
年
に
建
築
甚
準
法
が
一
部
改
定
さ
れ
、
木
造
建
築
の
内

装
不
燃
化
が
図
ら
れ
た
と
き
、
全
国
の
パ
ル
プ
セ
メ
ン
ト
板
の
メ
ー
カ
ー
―
一
社
を
ま
と
め
て
協
会
の
結

成
を
促
進
し
、
同
協
会
製
品
の
「
準
不
燃
材
料
」
と
し
て
の
通
則
認
定
を
取
得
す
る
こ
と
に
貢
献
し
た
。

な
お
、
当
社
の
主
仕
入
先
て
あ
っ
た
松
菱
製
紙
は
昭
和
五
十
年
二
月
、
同
社
の
建
材
部
門
を
富
士
不
燃

建
材
工
業
株
式
会
社
と
し
て
切
り
離
し
、
当
社
は
こ
れ
に
資
本
参
加
し
て
傘
下
に
人
れ
て
経
営
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

【
住
宅
機
器
】

昭
和
四
十
八
年
、
当
社
の
不
動
産
事
業
部
て
手
が
け
る
建
築
の
、
水
回
り
部
分
の
製
品

の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
サ
ン
ウ
エ
ー
ブ
を
指
定
し
た
こ
と
か
ら
、
同
社
と
の
取
引
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
を
機

と
し
て
こ
れ
ら
の
商
品
を
木
材
建
材
ル
ー
ト
に
も
流
す
こ
と
に
し
た
。
当
時
、
同
業
の
商
社
の
中
に
は
こ

た
。
こ
の
た
め
当
社
て
は
メ
ー
カ
ー
を
説
得
、
他
社
に
先
駆
け
て
こ
れ
ら
の
商
品
を
下
店
（
当
初
は
末
端

の
木
材
建
材
小
売
店
、

の
ち
に
は
建
築
現
場
）
ま
て
直
送
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

こ
の
方
式
は
み
ご
と
的
中
、
昭
和
五
十
年
代
に
入
る
と
木
材
建
材
ル
ー
ト
は
住
宅
機
器
類
に
つ
い
て
も

従
来
か
ら
の
管
材
ル
ー
ト
や
鍋
釜
ル
ー
ト
を
し
の
ぐ
ま
て
に
な
り
、
以
降
、
建
材
製
品
の
中
の
主
力
製
品

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
お
よ
び

天井に使用された「富士ハイポード」

琳業の多角化を目指す（昭和40年代）



1
0年
間
に
―
二
倍
に
も
伸
長
し
た
。

当
社
は
ス
ミ
リ
ン
合
板
の
稼
働
開
始
に
合
わ
せ
て
昭
和
四
十
年
九
月
に
合
板
部
を
設
置
し
、
合
板
取
り

扱
い
に
本
腰
を
入
れ
始
め
て
間
も
な
い
四
十
三
年
、
当
社
の
木
材
建
材
ル
ー
ト
開
拓
の
機
関
車
役
を
果
た

し
て
く
れ
て
い
た
浜
田
産
業
を
倒
産
に
よ
っ
て
失
っ
た
（
後
述
）
。
同
社
が
会
社
更
生
法
を
申
請
す
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
、
当
社
は
同
社
の
再
建
に
尽
力
し
、

三
つ
の
合
板
工
場
の
運
営
に
関
わ
り
、

四
十
八
年
更
生
計
画
が
繰
り
上
げ
て
終
結
す
る
と
、

同
社
を
事
実
上
の
子
会
社
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
先
の
四
十
六
年
に
は
経

営
に
困
難
を
生
じ
た
綾
瀬
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
に
も
出
資
し
、
人
材
を
派
遣
す
る
な
ど
再
建
に
協
力
し
た
（
な

以
上
、
昭
和
四
十
年
代
の
後
半
に
は
、
当
社
は
ス
ミ
リ
ン
合
板
、
浜
田
産
業
、
綾
瀬
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
の

そ
の
生
産
す
る
合
板
は
全
量
当
社
て
取
り
扱
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
に

は
既
述
の
よ
う
に
海
外
の
森
林
開
発
の
成
果
も
少
し
ず
つ
現
わ
れ
始
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
カ
リ
マ
ン
タ

ン
材
を
は
じ
め
と
す
る
優
良
な
合
板
原
木
の
仕
入
れ
て
も
力
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
り
、

カ
合
板
メ
ー
カ
ー
と
の
結
び
つ
き
も
強
化
さ
れ
、

た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
四
十
年
に
は
年
間
約
―
二
億
円
て
あ
っ
た
合
板
の
取
扱
高
は
、

四
億
円
強
と
、

浜
田
産
業
の
倒
産
と
不
二
建
販
の
設
立

全
国
各
地
の
有

そ
れ
ら
メ
ー
カ
ー
の
製
品
の
取
り
扱
い
も
増
え
て
い
っ

五
十
年
に
は
一
四

当
社
の
建
材
の
取
り
扱
い
の
端
緒
と
な
っ
た
浜
田
産
業
は
、
昭
和
四
十
三
年
六
月
に
不
渡
り
を
出
し
事

実
上
倒
産
し
た
。
ま
だ
外
国
為
替
管
理
が
厳
し
か
っ
た
昭
和
三
十
年
ご
ろ
、
浜
田
産
業
は
輸
出
用
茶
箱
の

製
造
を
行
っ
て
い
た
た
め
原
木
の
輸
人
枠
を
も
っ
て
い
た
。
南
洋
材
の
輸
入
を
目
論
ん
て
い
た
当
社
は
そ

れ
ら
の
枠
を
譲
り
受
け
、
輸
入
材
を
同
社
に
販
売
す
る
こ
と
て
取
引
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
同
社
が
プ

お
、
同
社
か
ら
は
四
十
八
年
に
撤
退
）
。

合
板
の
取
り
扱
い
の
推
移
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三
0
0
0万
円
に
達
し
て
い
た
。

さ
ら
に
三
億
円
の
融
資
を
実
施
し
た
。

い
っ
た
ん
は
支
援
を
表
明
し

―
一
億

い
わ
ゆ
る
粉
飾
決
算
、
放
漫
経
営
の

リ
ン
ト
合
板
の
製
造
を
開
始
す
る
と
、
当
社
は
同
製
品
の
総
発
売
元
と
な
っ
た
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
て

同
社
は
プ
リ
ン
ト
合
板
の
増
産
に
加
え
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
天
井
板
や
合
板
複
合
フ
ロ
ア
な
ど
の
新
規
製
品

た
。
し
か
し
、

そ
の
こ
ろ
は
同
業
他
社
て
も
同
様
の
設
備
投
資
を
行
っ
て
お
り
、
市
場
て
の
販
売
競
争
が

激
化
し
、
製
品
の
販
売
価
格
は
大
幅
に
下
が
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
て
、
四
十
三
年
四
月
上

旬
、
当
社
は
、
同
社
か
ら
従
来
の
在
庫
商
品
引
当
融
資
と
は
別
に
五
億
円
の
特
別
融
資
の
申
し
込
み
を
受

当
社
て
は
さ
っ
そ
く
同
社
の
財
務
状
況
の
調
査
を
開
始
し
た
が
、
調
査
の
結
果
、
同
社
の
財
務
内
容
の

悪
化
は
、
単
な
る
過
剰
設
備
投
資
に
よ
る
資
金
シ
ョ
ー
ト
て
は
な
く
、
過
去
数
年
に
わ
た
る
欠
損
や
資
金

の
外
部
流
失
等
て
、
累
積
欠
損
も
一

0
億
円
近
く
に
達
し
て
お
り
、

実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
当
社
は
そ
の
後
も
、
抵
当
権
や
質
権
の
設
定
な
ど
を
行
う
か
た
わ
ら
、

こ
う
し
て
同
社
が
不
渡
り
を
出
し
た
昭
和
四
十
三
年
六
月
時
点
て
の
当
社
の
債
権
の
残
高
は
、

一方、

そ
れ
に
対
す
る
当
社
の
債
権
保
全
措
置
は
、
額
面
上
は
、

―
一
億
三

0
0
0万
円
は
保
全
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

他
の
債
権
者
に
協
力
を
要
請
し
な
が
ら
結
局
同
社
を
倒
産
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
最
後
の
一
〇

億
円
の
根
抵
当
権
設
定
や
商
品
譲
渡
担
保
契
約
が
あ
ま
り
に
も
倒
産
間
際
て
あ
る
こ
と
な
ど
、

権
者
集
会
な
ど
て
他
の
債
権
者
か
ら
当
社
が
非
難
さ
れ
る
原
因
の
一
っ
と
な
っ
た
。

そ
の
後
債
権
者
集
会
は
数
度
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
同
年
七
月
下
旬
、

ギ
え
卒

'‘
 

の
ち
に
債

よ
う
や
く
会
社
更
生
法
適
用

申
請
に
要
す
る
法
定
数
の
債
権
者
の
同
意
を
と
り
つ
け
る
こ
と
に
成
功
、
静
岡
地
方
裁
判
所
に
浜
田
産
業

t>Jo 

i
t
 

の
生
産
を
目
指
し
て
、
昭
和
四
十
二
年
後
半
か
ら
、

1
0億
円
を
上
回
る
設
備
投
資
に
と
り
か
か
っ
て
い

あ
る
。
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億
円
の
損
害
（
貸
倒
損
）
を
被
る
な
ど
、
多
く
の
犠
牲
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

る
こ
と
に
な
り
ま
た
、
債
権
保
全
も
不
十
分
て
、
当
面
、

っ
た
。

面
、
仕
入
面
、
販
売
面
な
ど
全
面
的
に
支
援
し
た
。

事
実
上
当
社
の
責
任
に
お
い
て
操
業
を
再
開
し
た
。

の
会
社
更
生
法
に
よ
る
再
建
を
申
請
し
た
。
九
月
、
当
社
は
保
全
管
財
人
の
一
人
に
指
名
さ
れ
、
同
社
は

翌
昭
和
四
十
四
年
一
月
、
裁
判
所
よ
り
更
生
手
続
き
開
始
決
定
の
命
令
が
下
り
、
管
財
人
に
は
、
新
た

に
地
元
て
人
望
も
あ
り
経
営
手
腕
に
定
評
の
あ
る
相
佐
春
作
、
同
代
理
人
に
小
倉
太
郎
の
両
氏
が
選
任
さ

れ
、
同
社
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
社
も
そ
の
間
、
同
社
に
社
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
資
金

当
社
て
は
こ
の
経
験
を
踏
ま
え
、

昭
和
四
十
三
年
九
月
、
新
し
く
審
査
部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
本

社
管
理
部
門
の
東
京
へ
の
移
転
を
急
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
四
十
四
年
七
月
、
最
終
更
生
計
画
が
承
認
さ
れ
た
。
同
社
の
更
生
計
画
は
、
当
初
の
予
定
て
は
九

年
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

そ
の
後
、
市
況
が
回
復
し
、
管
財
人
の
運
営
能
力
に
も
恵
ま
れ
、

四
十
八
年
三
月
、
更
生
会
社
浜
田
産
業
は
繰
り
上
げ
弁
済
を
実
施
し
、
当
初
の
計
画
を
五
年
間
短
縮
し
て

更
生
手
続
き
を
完
了
し
た
。
そ
し
て
、
同
社
は
引
き
続
き
当
社
の
子
会
社
と
し
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な

本
件
は
、
原
因
は
も
ち
ろ
ん
浜
田
産
業
の
経
営
の
行
き
詰
ま
り
に
端
を
発
す
る
も
の
て
あ
っ
た
が
、
倒

産
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
ま
た
そ
の
後
の
対
処
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
当
社
に
も
多
く
の
反
省
を
促
す

も
の
て
あ
っ
た
。
建
材
の
主
力
製
品
を
失
い
、
販
売
業
者
に
も
迷
惑
を
か
け
、
在
庫
補
償
ま
て
強
い
ら
れ

1
0億
円
余
の
資
金
の
固
定
化
を
招
き
、
数

浜
田
産
業
の
更
生
計
画
が
順
調
に
進
ん
て
い
た
昭
和
四
十
七
年
五
月
、
当
社
は
、
当
社
の
全
額
出
資
に

よ
り
不
二
建
販
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。
同
社
の
設
立
は
こ
の
こ
ろ
浜
田
産
業
て
は
一
時
中
断
し
て
い
た

プ
リ
ン
ト
合
板
の
生
産
が
再
開
さ
れ
た
が
同
社
に
は
こ
れ
を
販
売
す
る
人
材
が
途
絶
え
て
い
た
こ
と
、
ま

＊
 
更
生
計
画
の
概
要

一
般
更
生
債
権
は
債
権
額
に
よ
り
若
干
免
除
率
が
異
な
る

（
平
均
す
る
と
七
四
・
九
％
免
除
、

ニ
Ji.
-
％
弁
済
）
。
な

お
、
弁
済
額
の
う
ち
確
定
伯
権
額
の
五
％
相
当
額
は
新
た
に

発
行
す
る
株
式
て
振
り
替
え
弁
済
、
残
り
を
現
金
て
弁
済
す

る
。
弁
済
総
額
三
億
八
四

0
0
万
円
の
う
ち
株
式
振
り
替
え

分
は
七
五

0
0
万
円
、
現
金
弁
済
分
は
三
億
九

0
0
万
円
。

そ
し
て
現
金
弁
済
分
は
昭
和
四
十
五
年
七
月
末
日
を
第

一
回

と
し
、
四
十
九
年
四
月
末
日
を
最
終
回
と
す
る
四
か
年
八
回

分
割
弁
済
と
す
る
。

次
に
更
生
担
保
権
に
つ
い
て
は
下
表
（
省
略
）
に
よ
り
弁

済
す
る
（
当
社
の
担
保
債
権
は
当
初
五
億
円
て
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
同
社
子
会
社
等
か
ら
一
億
三
0
0
万
円
を
回
収
し
た

の
て
、
更
生
担
保
権
と
し
て
届
け
出
た
の
は
三
億
九
七

0
0

万
円
）
。

ま
た
、
従
米
の
株
主
の
権
利
は
次
の
と
お
り
大
幅
に
減
少

さ
れ
る
。

従
来
の
株
式
二

0
株
を
一
株
に
併
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、

従
来
の
資
本
金

一
億
五

0
0
0
万
円
を
九
五
％
滅
資
（
減
資

後
資
本
金
七
五

0
万
円
）
す
る
と
と
も
に
、
新
株
式
一
億
四

二
五

0
万
円
を
発
行
し
、

一
般
更
生
債
権
者
お
よ
び
更
生
担

保
権
者
に
振
り
替
え
弁
済
す
る
（
当
社
は

一
般
更
生
権
、
更

生
担
保
権
の
振
り
替
え
そ
の
他
に
よ
り
減
増
資
後
の
新
資
本

金
一
億
J
i
o
0
0
万
円
の
う
ち
約
七

0
％
に
当
た
る
約
一
億

五
0
0
万
円
の
株
式
を
所
有
す
る
こ
と
に
な
る
）
。
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な
お

を
設
け
な
か
っ
た
。

163第 2部 第 2章

五
不
動
産
事
業
に
本
格
参
人

を
行
い
解
散
し
た
。

た
、
今
後
こ
れ
ら
の
商
品
の
販
売
は
従
米
の
木
材
建
材
ル
ー
ト
に
頼
る
の
て
は
な
く
、
家
具
、
木
工
関
係

な
ど
の
直
需
家
を
対
象
と
し
た
小
ロ
ッ
ト
受
注
生
産
方
式
に
転
換
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
て
あ
っ
た
。

資
本
金

一
0
0
0
万
円
、
代
表
取
締
役
に
は
浜
田
産
業
管
財
人
代
理
の
小
倉
太
郎
が
就
任
し
た
。

同
社
は
そ
の
後
徳
島
に
も
出
張
所
を
設
け
、
浜
田
産
業
製
品
の
販
売
に
貢
献
し
た
が
、
昭
和
五
十
七
年

に
は
販
売
ル
ー
ト
、

お
よ
び
陣
容
の
一
部
を
当
社
に
移
管
、
平
成
三
年
(
-
九
九
一
）
、
積
立
金
の
配
当

不
動
産
事
業
部
新
設

昭
和
四
十
四
年
に
不
動
産
事
業
推
進
委
員
会
を
設
岡
し
て
今
後
の
不
動
産
事
業
へ
の
対
応
を
検
討
し
た

結
果
、
同
年
十
一
月
の
定
時
株
主
総
会
て
定
款
の
一
部
を
変
更
、
第
二
条
六
号
に
「
土
木
、
造
園
、
建
築

工
事
の
設
計
、
施
工
、
管
理
並
び
に
請
負
」
を
追
加
す
る
こ
と
に
し
、

翌
年
二
月
に
は
、

業
者
の
免
許
を
得
て
、
東
京
と
大
阪
て
不
動
産
事
業
部
を
発
足
さ
せ
た
。

当
初
の
不
動
産
事
業
部
の
方
針
は
、
当
面
の
事
業
地
域
を
東
京
・
大
阪
・
新
居
浜
に
し
ば
り
、
業
務
の

重
点
を
都
市
周
辺
て
の
宅
地
造
成
に
匿
き
、
住
宅
の
建
て
売
り
を
行
う
こ
と
、

の
早
い
も
の
は
取
り
扱
う
、

土
地
建
物
取
引

そ
し
て
、
小
口
て
も
回
転

と
い
う
も
の
て
あ
っ
た
。
部
内
の
組
織
と
し
て
は
と
り
あ
え
ず
第
一
課
と
第

二
課
を
設
け
た
が
、
案
件
ご
と
に
柔
軟
に
対
応
て
き
る
よ
う
、
各
課
の
担
当
業
務
に
つ
い
て
は
特
に
規
定

ス
ミ
リ
ン
土
地
と
の
業
務
の
分
担
に
つ
い
て
は
、
同
社
の
新
居
浜
出
張
所
を
廃
し
、
東
京
や
大

車業の多角化を目指す（昭和40年代）



0
0
戸
の
う
ち
の
一
五
五
戸
を
受
注
、
極
め
て
良
い
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
て
き
た
。
そ
の
後
は
競
争
が

激
化
し
、
当
社
の
シ
ェ
ア
も
徐
々
に
低
下
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
鹿
島
て
の
経
験
は
、
当
社
が
住
宅
事
業

に
進
出
す
る
に
当
た
っ
て
、
営
業
面
、

会
と
な
っ
た
。

同
じ
こ
ろ
当
社
の
東
西
両
不
動
産
事
業
部
と
も
分
譲
事
業
に
着
手
し
て
い
る
。
東
京
不
動
産
事
業
部
は

神
奈
川
県
横
浜
市
戸
塚
区
て
五

0
区
画
の
宅
地
分
譲
を
行
っ
た
。
本
件
は
昭
和
四
十
五
年
、
協
和
銀
行
の

プ
し

阪
て
継
続
中
の
大
型
物
件
は
当
社
が
継
承
し
、
同
社
は
、
当
面
、
当
社
の
販
売
代
行
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、

当
社
の
住
宅
建
築
事
業
は
、
当
初
は
ス
ミ
リ
ン
土
地
の
建
売
分
譲
事
業
の
上
物
を
地
元
工
務
店
の
協
力

を
得
て
建
築
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
次
い
て
、
昭
和
四
十
五
年
、
連
系
会
社
の
住
友
金
属
工
業
が
鹿

島
製
鉄
所
の
建
設
に
伴
い
、
同
社
の
従
業
員
の
住
宅
対
策
と
し
て
、
社
員
持
家
制
度
を
推
進
す
る
こ
と
と

な
り
、

そ
の
住
宅
建
築
を
請
け
負
う
業
者
と
し
て
当
社
も
名
乗
り
出
た
の
て
あ
る
。

昭
和
四
十
五
年
四
月
、
住
友
金
属
工
業
は
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
に
、
当
時
、
東
洋
一
と
い
わ
れ
る
製
鉄

所
を
建
設
中
て
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
早
急
に
従
業
員
の
住
宅
を
建
築
す
る
こ
と
と
な
り
、

第
一
期
分
と
し
て
、
約

一
七

0
0
戸
の
住
宅
建
築
が
計
画
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

者
と
し
て
、
当
社
の
は
か
、
在
来
工
法
の
木
造
住
宅
業
者
、

定
さ
れ
た
。

と
り
あ
え
ず

そ
の
建
築
を
請
け
負
う
業

プ
レ
ハ
ブ
住
宅
メ
ー
カ
ー
な
ど
一

0
社
が
指

そ
こ
て
当
社
の
東
京
不
動
産
事
業
部
て
は
、
木
村
建
設
、
日
田
木
材
、
木
下
工
務
店
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ

ロ
ー
ン
斡
旋
の
手
筈
等
を
整
え
、
営
業
活
動
を
開
始
し
た
。
結
果
は
、
第
一
次
の
小
見
川
地
区
五

住
宅
事
業
に
進
出

工
事
面
、
金
融
面
な
ど
て
の
貴
重
な
経
験
を
積
む
ま
た
と
な
い
機

少
額
物
件
の
取
り
扱
い
と
保
険
業
務
に
専
念
す
る
こ
と
に
し
た
。

164 



阪
支
店
、

行
員
の
持
家
制
度
推
進
の
一
環
と
し
て
、
同
行
系
列
の
協
和
不
動
産
が
宅
地
造
成
を
手
が
け

画）、

（
四
二

0
区

そ
の
う
ち
の
五

0
区
画
分
を
未
完
成
の
段
階
て
ス
ミ
リ
ン
士
地
が
購
人
の
契
約
を
し
て
い
た
も
の

一
方
、
大
阪
不
動
産
事
業
部
が
ス
タ
ー
ト
し
て
初
め
て
手
が
け
た
大
き
な
仕
事
は
、
昭
和
四
十
六
年
四

月
に
売
り
出
し
た
奈
良
県
大
和
郡
山
市
て
の
三
二

0
区
画
の
宅
地
分
譲
て
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
四
十
四
年
、

ス
ミ
リ
ン
土
地
が
大
和
団
地
か
ら
未
開
発
の
ま
ま
譲
り
受
け
て
造
成
準
備
中
て
あ
っ
た
も
の
を
引
き
継
い

だ
も
の
て
、
当
社
が
単
独
て
造
成
か
ら
販
売
ま
て
を
手
が
け
た
（
た
だ
し
工
事
は
外
注
）
。
最
初
の
発
売

は
四
月
十
日
と
十
一

H
の
二
日
間
て
、
売
り
出
し
要
員
と
し
て
二
九
名
が
対
応
し
た
が
、
大
阪
不
動
産
事

業
部
だ
け
て
は
そ
の
三
分
の
一
に
も
足
り
な
い
状
態
て
あ
っ
た
の
て
、

不
動
産
事
業
本
部
設
置
、
全
国
展
開
へ

山
林
部
、
総
務
部
、
経
理
部
、
大

ス
ミ
リ
ン
土
地
の
は
か
、
提
携
先
の
住
友
信
託
銀
行
、
新
H
本
土
地
な
ど
か
ら
も
応
援
を
得
、

人
員
不
足
を
切
り
抜
け
る
と
い
う
有
様
て
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
六
年
六
月
、
東
京
不
動
産
事
業
部
、
大
阪
不
動
産
事
業
部
の
上
部
機
構
と
し
て
、
不
動
産
事

業
本
部
を
設
躍
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
京
、
大
阪
の
不
動
産
事
業
部
は
現
業
に
専
念
す
る
こ
と
に
し
た
。

不
動
産
事
業
本
部
は
不
動
産
関
連
の
各
種
企
画
の
調
整
、
資
金
の
効
率
的
運
用
の
強
化
な
ど
に
当
た
る
と

と
も
に
、
不
動
産
の
売
買
斡
旋
、
宅
地
造
成
、
建
物
の
販
売
、

画
・
推
進
に
当
た
る
こ
と
と
し
、

ビ
ル
や
ア
パ
ー
ト
の
賃
貸
、
造
園
、
緑
化

事
業
、
別
荘
お
よ
び
レ
ジ
ャ
ー
関
連
産
業
な
ど
の
分
野
を
も
含
む
、
不
動
産
関
連
の
総
合
的
な
調
査
・
企

不
動
産
事
業
に
一
層
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
に
な
る
と
東
京
不
動
産
事
業
部
て
は
、
主
に
建
売
分
譲
住
宅
向
け
に
、
杉
並
区
永
福
町

（
一
五
区
画
）
、
川
崎
市
菅
生
台
（
三
五
区
画
）
、
横
浜
市
国
大
前
（
二
三
区
画
）
、
横
浜
市
磯
子
区
(
―
二

て
、
四
十
五
年
五
月
に
完
成
、
引
き
渡
し
を
受
け
た
も
の
て
あ
っ
た
。

大和郡山分譲地の現況／緑豊かな邸宅街となっている（平
成10年 8月撮影）
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行
う
こ
と
と
し
た
（
表
2

ー

12)
。

購
入
し
て
造
成
を
行
う
こ
と
、

ま
た
、
入
手
し
た
土
地
を
利
用
し
て
注
文
住
宅
事
業
や
建
売
住
宅
事
業
を

よ
び
既
成
の
造
成
地
の
購
入
、
あ
る
い
は
市
街
化
区
域
の
小
規
模
士
地
を

地
方
展
開
の
碁
本
方
針
と
し
て
は
、
当
初
、

ロ
ッ
ト
売
り
の
半
造
成
お

に
な
る
、
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
（
表
2

ー

11)
。

表 2-11 

た
の
は
、
①
当
時
、
首
都
圏
て
は
土
地
が
高
騰
し
用
地
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
い
た
、
②
当
社
は
地
方
都
市
に
支
店
、
出
先
が
あ
り
、
他
企
業
よ

り
進
出
が
容
易
て
、
住
宅
を
扱
う
こ
と
が
住
宅
資
材
営
業
を
伸
ば
す
こ
と

福
岡
な
ど
、
地
方
都
市
て
も
不
動
産
事
業
を
展
開
し
た
。
地
方
に
進
出
し

ま
た
、
不
動
産
事
業
本
部
発
足
と
同
時
に
札
幌
・
名
古
屋
・
広
島

の
変
更
、
資
材
の
不
足
な
ど
に
よ
り
大
輻
な
遅
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

県
の
生
駒
市
や
奈
良
市
学
園
前
な
ど
て
、
未
買
収
地
の
問
題
、
造
成
工
事

几
五
坪
宅
地
造
成
）
、
大
阪
府
熊
取
町
（
三
六
五
二
坪
宅
地
造
成
）
な
ど

の
ほ
か
、
奈
良
県
、
滋
賀
県
、
長
野
県
な
ど
に
お
い
て
も
相
次
い
て
宅
地

造
成
用
土
地
を
購
入
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
宅
地
造
成
の
事
業
は
、
奈
良

事
業
部
て
も
神
戸
市
緑
ヶ
丘

（
一
万
坪
宅
地
造
成
）
、
泉
佐
野
市
（
四
二

な
ど
の
土
地
を
購
入
、
順
次
、
建
て
売
り
分
譲
を
始
め
た
。
大
阪
不
動
産

区
画
）
、
千
葉
県
四
街
道
市
つ
く
し
座
（
二
九

0
区
画
）
、
千
葉
県
市
原
市

蔵
波
台
（
ニ
―

0
区
画
）
、
千
葉
県
土
気
町
（
素
地
七
万
三
一

0
0
坪）

地方支店の不動産事業の状況

支店 名称 所在地 発売 総面積 価格・分譲住宅 土地分譲

北海道 東海ハイツ 札幌市南区南沢 昭47/9 2,892坪
549~698万円

382~462万円
12戸

東海
不ニヶ丘 愛知県春日井市

昭47/9 3、399坪
675~684万円

ハイツ 出川町 20戸

中国
沼田町

広島県沼田町 昭47/7 577坪
556~7 I 8万円

ハイツ I 3戸

九州
東ヶ丘 福岡県筑紫郡

昭47/6 2,872坪
ハイツ 太宰府

四国 土橋西団地 新居浜市中村

三ツ石団地 新居浜市角野 昭47/4 I ,000坪 (12戸）

篠場団地 II 昭47/4 803坪 (20戸）

西江団地 新居浜市松神子 昭47/8 I ,575坪 (12戸）

表 2-12 部店別住宅完成戸数

31り 呼／ 
33り 34り うち注文住宅 計

（昭4 9) （昭4 9) （昭4 9) （昭4 9) 

大阪 6 19 18 35 43 

四国 70 38 48 15 171 

九州 10 34 91 135 

中国 13 44 110 167 

東海 20 42 65 127 

東京 204 117 188 226 459 735 

北海道 12 43 73 128 

本部 12 40 48 24 100 

計 274 228 458 646 I ,606 

注：東京の31期には鹿島 178戸を含み、計 I,606にはロックウッドハウス 100

戸、 NSホーム71戸を含む
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ぎ
な
ど
に
当
た
っ
た
。

受
注
建
築
制
度
て
あ
っ
た
。

月
千
薬
住
宅
展
示
場
に
、
五
十
一
年
七
月
王
子
展
示
場
に
、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
設
謹
し
た
。
こ
れ
は
在
来

住
宅
の
受
注
強
化
と
プ
レ
ハ
プ
住
宅
へ
の
取
り
組
み

注
文
住
宅
の
強
化
拡
充
は
、
当
社
の
最
重
点
項
日
て
あ
っ
た
が
、
な
か
な
か
受
注
が
伸
び
な
か
っ
た
。

そ
こ
て
、
注
文
住
宅
の
効
率
的
な
受
注
を
ね
ら
っ
て
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
、
東
京
て
百
草
園
展
示
場
に

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
開
設
し
た
。
こ
れ
が
の
ち
の
展
示
場
展
開
の
端
緒
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

軸
組
工
法
に
よ
る
住
宅
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
早
い
展
示
場
展
開
て
あ
り
、
当
社
が
五
十
年
代
以
降
注
文
住

宅
に
重
点
を
置
く
に
当
た
っ
て
の
出
発
点
と
も
な
っ
た
。

四
十
九
年
十

さ
ら
に
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
、
木
造
注
文
住
宅
の
新
シ
ス
テ
ム

「
S
S
R
ハ
ウ
ジ
ン
グ
パ
ッ
ク
シ
ス

テ
ム
」
を
始
め
た
。
こ
れ
は
、
当
社
と
住
友
信
託
銀
行
、

R
I
A
建
築
総
合
研
究
所
と
が
提
携
し
て
、

そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
て
積
極
的
に
木
造
住
宅
を
受
注
、
建
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
て
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
付
き
の
設
計
、
施
工
、
住
宅
ロ
ー
ン
、

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な

三
社
の
業
務
分
担
は
、
当
社
が
、
①
受
注
な
ら
び
に
販
売
活
動
、
②
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
場
所
の
提
供
、

③
実
施
設
計
図
の
作
成
な
ら
び
に
建
築
関
係
諸
届
の
代
行
、
④
木
材
そ
の
他
の
建
築
資
材
の
供
給
、
⑤
建

築
施
工
、
⑥
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
、

R
I
A
は
、
①
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施
、
②
受
注
活
動
の

援
助
、
③
甚
本
設
計
図
の
作
成
を
担
当
し
た
。
ま
た
、
住
友
信
託
銀
行
は
、
①
受
注
活
動
の
援
助
、
②
住

宅
資
金
相
談
と
予
約
申
し
込
み
の
受
け
付
け
、
③
住
宅
ロ
ー
ン
の
提
供
、
④
各
支
店
て
の
顧
客
の
取
り
次

し
か
し
、
こ
の
計
画
は
、

そ
の
後
銀
行
等
に
よ
る
個
人
ロ
ー
ン
が
充
実
し
て
く
る
と
、
設
計
業
務
や
手

続
き
の
煩
雑
さ
な
ど
か
ら
、
大
き
く
は
伸
び
な
か
っ
た
。

一
方
、
当
社
は

こ
の
こ
ろ
住
宅
建
築
の
エ
法
の
改
善
や
、
新
し
い
エ
法
の
研
究
開
発
に
も
積
極
的
に
取
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さ
ら
に

昭
和
四
十
八
年
三
月
、
ス
ミ
リ
ン
農
産
工
業
が
設
立
さ
れ
る
と
、
同
社
の
生
産
す
る
士
壌
改

お
よ
び
販
売
に
側
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

り
組
ん
て
い
る
。
広
島
県
の
昧
長
岡
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
在
米
工
法
の
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
「
N
S
ホ
ー
ム
」

を
開
発
し
た
り
、
在
来
工
法
て
も
、

規
格
化
な
ど
を
進
め
、
標
準
的
な
間
取
り
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
ユ
ー
ザ
ー
の
選
択
に
対
応
て
き
る

「
ス
ミ
リ
ン
エ
法
」
を
開
発
し
た
。

*
2
 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス

の
も
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
て
あ
る
。

和
四
十
五
年
か
ら
五
十
一
年
ま
て
の
七
年
間
に
わ
た
り
、
部
材
を
輸
人
し
、
国
内
て
の
生
産
体
制
を
整
え
、

し
か
し
、

わ
が
国
の
生
活
様
式
に
適
合
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
結
局
は
五
十
―

一年
四
月
撤
退
し
た
。

ス
ミ
リ
ン
土
地
、

ス
ミ
リ
ン
士
地
は
、

年
新
設
、
後
述
）

ス
ミ
リ
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
に
改
称

建
築
甚
準
法
の
個
別
認
定
を
と
り
、
販
促
ツ
ー
ル
を
作
成
し

ま
た

（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
一
変
型
）

の
導
人
を
試
み
た

工
期
の
短
縮
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
ね
ら
っ
て
部
材
や
仕
様
の
標
準
化
、

こ
れ
は
、
当
初
、

わ
が
国
に
新
し
い
建
築
様
式
を
導
入
し
よ
う
と
、

み
中
の
不
動
産
に
関
す
る
案
件
は
順
次
同
部
に
移
管
し
、

昭

お
よ
そ
一

0
0棟
分
の
販
売
を
行
っ
た
。

昭
和
四
十
五
年
、
当
社
に
不
動
産
事
業
部
が
設
置
さ
れ
る
と
、

そ
れ
ま
て
取
り
組

そ
の
後
は
損
害
保
険
代
理
業
を
営
む
と
い
う
こ

と
以
外
は
明
確
な
事
業
目
的
は
規
定
さ
れ
な
い
ま
ま
て
あ
っ
た
。
そ
こ
て
、

を
中
心
と
す
る
狭
義
の
「
宅
建
業
」
に
し
ば
る
こ
と
と
し
、

四
十
七
年
六
月
、
同
社
の
事

業
目
的
を
、
①
損
害
保
険
、
自
動
車
保
険
等
の
損
害
保
険
の
代
理
業
、
②
不
動
産
に
つ
い
て
は
仲
介
業
務

そ
の
か
た
わ
ら
、
当
社
の
不
動
産
の
仕
人
れ

良
剤
「
バ
ー
ク
堆
肥
」
の
販
売
業
務
も
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
緑
化
事
業
部
（
昭
和
四
十
七

の
業
務
を
、
四
十
九
年
か
ら
一
部
分
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
多
種
多
様
な
業
務
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
同
杜
は
、
社
名
が
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
く

*

1

N

S
ホ
ー
ム

特
許
お
よ
び
実
用
新
案
三
十
数
種
を
出
願
し
た

N
S
式
住

宅
部
材
（
長
岡
の

N
と
住
友
の

S
)
を
生
か
し
た
も
の
て
、

在
米
工
法
の
良
さ
と
プ
レ
ハ
ブ
エ
法
の
経
済
性
を
ミ
ッ
ク
ス

し
た
セ
ミ
プ
レ
ハ
ブ
式
の
「
軸
組
。ハ
ネ
ル
式
木
造
住
宅
」
。

住
宅
の
主
体
と
な
る
構
造
部
を
工
場
に
て
鼠
産
し
、
内
部

の
部
品
を
ユ
ニ
ッ
ト
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
工
場
生
産
過
程

に
お
け
る
省
力
化
を
図
る
の
み
な
ら
ず
、
現
地
組
立
作
業
に

お
け
る
大
工
・
左
官
等
の
手
間
を
在
来
工
法
の
三
分
の
一
に

す
る
な
ど
生
産
コ
ス
ト
の
三

0
％
削
減
を
図
っ
た
。
し
か
し

こ
の
計
画
は
、
配
送
範
囲
や
工
事
力
の
調
達
に
限
界
が
あ
り
、

他
メ
ー
カ
ー
と
販
売
力
等
に
も
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和

五
十

一
年
、
取
り
扱
い
を
中
止
し
た
。
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今
ま
さ
に
飛
び
立
た
ん
と
す
る
と
こ
ろ
て

）
の
事
態
に
遭
遇
し
た
の
て
あ
る
。
す
な
わ
ち

昭
和
四
十

169策 2部

業
の
受
け
た
打
撃
は
甚
大
て
あ
っ
た
。

第2意

な
っ
た
。

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
打
撃

社
」
に
改
称
、
事
業
目
的
も
次
の
よ
う
に
改
め
た
。

な
っ
て
き
た
。

こ
の
た
め
、

昭
和
四
十
九
年
九
月
、
社
名
を
「
ス
ミ
リ
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
株
式
会

①
不
動
産
の
監
理
、
経
営
、
売
買
、
賃
貸
借
並
び
に
利
用

②
不
動
産
の
売
買
、
並
び
に
賃
貸
借
の
仲
介

③
士
木
、
造
園
、
建
築
工
事
の
設
計
・
施
工
監
理
並
び
に
請
負

④
緑
化
樹
木
、
園
芸
植
物
お
よ
び
園
芸
品
の
生
産
並
び
に
販
売

⑤
土
壌
改
良
材
お
よ
び
肥
料
の
販
売

⑥
損
害
保
険
お
よ
び
生
命
保
険
代
理
業

⑦
自
動
車
損
害
賠
償
保
険
法
に
甚
づ
く
保
険
代
理
業

⑧
そ
の
他
全
各
号
に
付
帯
す
る
一
切
の
業
務

昭
和
四
十
八
年
十
月
に
突
如
発
生
し
た
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
、

わ
が
国
全
体
に
大
き
な
打
撃
を

与
え
た
が
、
中
て
も
、
不
動
産
住
宅
関
連
業
界
は
、
最
も
強
烈
な
影
響
を
受
け
た
。
新
設
住
宅
着
工
数

は
前
年
の
一
九

0
万
五

0
0
0
戸
か
ら
一
三
一
万
六

0
0
0
戸
へ
と
一
挙
に
三
一
％
も
落
ち
込
む
こ
と
と

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
て
、
当
社
も
、

山
林
、
営
業
、
不
動
産
、

野
も
少
な
か
ら
ず
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
の
他
新
規
事
業
と
、

と
り
わ
け
、
外
材
輸
入
、

不
動
産
事
業
、
緑
化
事

こ
れ
ら
の
分
野
て
は
は
ば
満
杯
の
在
庫
を
抱
え
、
助
走
を
終
え
、

九
年
九
月
末
て
の
不
動
産
部
門
の
在
庫
残
高
は
、
販
売
用
士
地
一
六
九
億
円
（
図
2

ー

13)
、
建
物
二
四

い
ず
れ
の
分

*
2

ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド

ハ
ウ

ス
と
、
そ
の
問
題
点

①
わ
が
国
の
建
築
基
準
法
て
は
、
当
該
建
築
物
が
一
般
の
建

築
基
準
に
合
わ
な
い
と
き
に
は
、
個
別
認
定
を
受
け
、
認

定
を
受
け
た
プ
ラ
ン
だ
け
が
建
て
ら
れ
る
。
自
由
に
間
取

り
を
変
え
る
に
は
さ
ら
に
事
前
認
定
が
必
要
と
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
構
造
上
も
物
性
上
も
問
題
が
な
く
、
個
別
認

定
を
受
け
れ
ば
通
る
見
込
み
の
あ
る
建
物
て
も
、
実
際
に

は
、
受
注
の
つ
ど
、
あ
る
い
は
設
計
変
更
の
つ
ど
個
別
認

定
を
要
す
る
こ
と
は
、
か
な
り
の
手
間
と
時
間
の
ロ
ス
が

生
じ
る
。

②

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
広
大
な
敷
地
の
と
れ
る
国

て
、
平
屋
建
て
を
前
提
と
し
て
開
発
さ
れ
、
普
及
し
た
も

の
て
あ
り
、
構
造
上
は
二
階
建
て
も
可
能
て
あ
る
が
、
実

際
に
は
、
階
段
の
設
置
、
間
取
り
、
外
観
等
の
点
か
ら
困

難
な
点
が
多
い
。

③
わ
が
国
て
は
珍
し
い
工
法
て
あ
る
た
め
、
用
途
も
別
荘
用

等
に
限
ら
れ
た
。
生
産
地
と
需
要
地
の
距
離
の
拡
大
に
よ

る
物
流
コ
ス
ト
や
、
施
工
業
者
の
移
動
、
宿
泊
コ
ス
ト
が

か
さ
み
、
高
コ
ス
ト
に
な
っ
た
。
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宅
事
業
に
ウ
エ
イ
ト
を
移
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
間
、

あ
え
ず
あ
ら
ゆ
る
分
野
て
総
資
産
の
圧
縮
（
在
庫
処
分
な
ど
）

に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

て
不
動
産
事
業
部
門
て
は
、
転
売
て
き
る
も
の
は
損
失
覚
悟
て
転
売
す
る
こ
と
と
し
、

昭
和
五
十
年
―
一月

に
は
、
名
称
も
不
動
産
事
業
本
部
を
住
宅
事
業
本
部
、
東
京
不
動
産
事
業
部
を
東
京
住
宅
事
業
部
、
大
阪

不
動
産
事
業
部
を
大
阪
住
宅
事
業
部
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
、
以
後
、
時
間
と
労
力
は
か
か
っ
て
も
地
道
な
住

崎
専
務
）
を
設
置
し
て
今
後
の
対
策
を
検
討
、
と
り

そ
こ
て
同
年
、
総
合
対
策
委
員
会
（
委
員
長

・
山

っ
た
。

押
す
に
も
押
せ
ず
、
引
く
に
も
引
け
ず
の
状
態
に
陥

利
は
実
質

一
0
％
を
超
す
よ
う
な
状
態
て
、
ま
さ
に

世
間
相
場
は
下
が
る

一
方
て
、
逆
に
在
庫
資
金
の
金

転
売
す
る
に
は
難
が
あ
る
も
の
も
あ
っ
た
。

未
取
り
付
け
の
も
の
等
も
含
ま
れ
て
お
り
、
直
ち
に

図 2-13販売用不動産（土地）の残高表
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あ
れ
ば
臨
時
に
開
催
す
る
こ
と
も
可
と
し
た
。

常
務
会
は

す
る
こ
と
に
と
ど
め
て
い
た
。

③
そ
の
他
常
務
会
の
特
命
に
よ
る
事
項
、
と
さ
れ
た
。

常
務
会
の
新
設

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
三
十

H
の
常
務
会
規
定
の
制
定
に
先
立
ち
、
本
社
の
事
務
章
程
に
新
た
に
常
務

会
室
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。
常
務
会
室
の
管
掌
事
項
は
、
①
常
務
会
付
議
事
項
の
取
り
ま
と
め
、

お
よ
び

資
料
の
整
備
に
関
す
る
事
項
、
②
常
務
会
の
議
事
録
の
作
成
お
よ
び
決
定
事
項
の
通
知
に
関
す
る
事
項
、

一
方
、
常
務
会
規
定
は
既
に
昭
和
四
十
一
年
一
月
に
作
成
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
時
は
ま
だ
正

式
に
全
店
配
布
の
形
を
と
ら
ず
、
規
定
の
実
施
後
、
不
具
合
の
と
こ
ろ
を
訂
正
し
、

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
本
社
の
内
規
と
し
て
役
員
お
よ
び
各
部
長
に
配
布
、
写
し
を
各
支
店
長
に
配
布

こ
の
時
期
急
速
に
拡
大
し
た
当
社
の
業
容
に
対
応
し
て
、

業
務
を
執
行
す
る
た
め
、

そ
の
上
て
全
店
配
布

よ
り
迅
速
に
経
営
方
針
を
決
定
、

取
締
役
会
の
役
割
を
補
う
形
て
設
立
さ
れ
た
も
の
て
、
社
長
、
専
務
取
締
役
、

常
務
取
締
役
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
（
当
時
、
保
田
社
長
、
飯
田
専
務
、
矢
野
•
佐
々
木
・
西
宗
各
常
務
の

五
名
）
、
社
長
が
こ
れ
を
招
集
し
た
。
常
務
会
は
原
則
と
し
て
週
一
回
定
時
に
開
催
す
る
ほ
か
、
必
要
が

常
務
会
の
目
的
は
、
第
一
に
取
締
役
会
に
付
議
す
べ
き
議
案
の
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
取
締
役
会
の

決
定
し
た
巷
本
方
針
に
甚
づ
き
業
務
執
行
の
重
要
事
項
を
総
合
的
に
協
議
決
定
し
、
併
せ
て
部
門
活
動
の

統
合
調
整
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

六

経
営
基
盤
の
強
化
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て
は
あ
ま
り
例
の
な
い

て
、
広
く
一
般
市
場
か
ら
資
本
を
調
達
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。

株
式
の
上
場

昭
和
四
十
五
年
五
月
、
当
社
は
、
株
式
を
大
阪
証
券
取
引
所
第
二
部
市
場
に
上
場
し
た
。
業
容
の
拡
大

に
伴
う
資
金
需
要
の
急
増
と
財
務
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
上
か
ら
、
自
己
資
本
の
充
実
が
急
が
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
増
資
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
た
め
、

そ
の
引
き
受
け
を
い
つ
ま
て
も
従
来
の
よ
う
に
連

系
各
社
や
社
員
株
主
ば
か
り
に
頼
る
わ
け
に
も
い
か
な
く
な
っ
て
き
た
の
て
あ
る
。

そ
こ
て
、
株
式
を
上
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
株
式
の
流
動
化
を
図
り
、

ど
一
般
市
場
を
対
象
と
す
る
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
、
知
名
度
と
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
も
ね
ら
っ

通
常
株
式
を
新
し
く
上
場
す
る
場
合
は
公
募
公
開
方
式
を
と
る
の
が
善
通
て
あ
る
が
、
当
社
の
場
合
は
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
浜
田
産
業
の
倒
産
事
件
が
あ
り
、
東
京
証
券
取
引
所
へ
の
上
場
は
難
し
い
と
考
え
、

と
り
あ
え
ず
大
阪
証
券
取
引
所
へ
の
上
場
に
的
を
し
ば
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
売
り
出
し
方
法
も
は
か

持
株
の
中
か
ら
、

「売
り
出
し
公
開
」
の
方
法
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
方
法
は
既
存
の
株
主
の

そ
の

一
定
数
を
分
け
て
も
ら
い
、

幹
事
証
券
会
社
を
通
じ
て
売
り
出
し
た
。

幹
事
証
券
会
社
は
大
和
証
券
一
社
と
し
、

さ
ら
に
ま
た
、
不
動
産
事
業
な

そ
れ
を
公
開
し
、
売
り
出
す
も
の
て
、
当
社
の
場
合
、

大
株
主
三
三
社
か
ら
一
三

0
万
株
（
発
行
済
株
式
の
五
％
強
）
を
一
株
一
三
五
円
て
放
出
願
い
、

そ
れ
を

し
た
が
っ
て
、
当
社
に
と
っ
て
は
、
株
式
を
上
場
す
る
こ
と
自

体
は
、
資
本
金
の
増
加
や
プ
レ
ミ
ア
ム
の
人
金
を
伴
わ
な
い
も
の
て
あ
っ
た
。

五
月
一
日
に
大
阪
証
券
取
引
所
て
一
般
に
公
開
さ
れ
た
。
な

お
、
寄
り
付
き
価
格
は
売
り
出
し
価
格
よ
り
も
四
七
円
高
い
一
八
二
円
て
、
上
場
五
日
後
の
五
月
六
日
の

終
値
は
二
五
三
円
て
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
四
十
七
年
二
月
、
当
社
株
式
を
大
阪
証
券
取
引
所
第
一
部
に
指
定
替
え
し
、
同
年
十
月
、

五
分
の
無
償
増
資
を
実
施、

さ
ら
に
、

四
十
八
年
二
月
に
は
公
募
増
資
（
五
九

0
万
株
、
公
募
価
額
五
八

＊
『会
社
四
季
報
』
に
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
当
社
の
内
容

住
友
林
業

【
設
立
】
昭
和
二
十
三
年
二
月

【
決
算
期
】
九
月
（
年
一
回
）

〔
特
色
〕
山
林
経
営
・
内
外
材
販
売
の
大
手

〔
本
社
〕
〒
五
四
一
大
阪
市
東
区
北
浜
五
ノ

ニ
ニ

（二
01
―-）
二
五
ニ
―

〔
支
店
〕
東
京
、
東
海
、
大
阪
、
四
国
、
九
州
、
中
国
、
北

海
道

〔
事
業
〕
材
木
・
索
材
六
七
、
製
材
九
、
建
材
二
四
（
輸
出

0
)
 
(
四
四
・
九
）

〔
主
銀
行
〕
農
林
漁
業
金
融
公
庫
、
住
友
、
住
友
信
、
住
友
生
、

輸
銀

【
市
況
低
迷
】
四
十
五
年
九
月
期
の
前
半
六
か
月
は
売
り
上
げ

二
七
0
億
円
、
経
常
利
益
五
億
円
、
米
材
市
況
低
迷
て
若
干

減
益
。
後
半
期
も
同
様
傾
向
を
た
ど
ろ
う
。
し
か
し
、
不
良

資
産
等
の
整
理
は
完
了
し
て
お
り
最
終
利
益
は
大
幅
増
、

ニ

分
増
配
す
る
。

【
増
資
】
資
本
構
成
是
正
て
来
年
九
月
期
中
に
増
資
へ

。
無

償
抱
き
合
わ
せ
の
公
算
も
。
カ
ナ
ダ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
て
外

材
開
発
。

【
資
本
金
】
（
五
0
)

―二
億
六
0
0
0
万
円

【
使
用
総
資
本
】
四
四
・
九
二
九
二
億
七
二
0
0
万
円

【
自
己
資
本
】
四
四
・
九
二
八
億
八
二
0
0
万
円

【

株

主

】

四

五

・

一

八

五

四

名

住
友
金
属
鉱
山

三
四
0
万

一
0
0
0
株

住
友
生
命
保
険

二
五
二
万
株

住
友
銀
行
一
九
七
万
八
0
0
0
株

日
本
生
命
保
険

―
二
四
万
七
0
0
0
株

住
友
信
託
銀
行

一
0
七
万
五
0
0
0
株

電
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々
に
外
材
対
応
型
、
市
場
志
向
型
へ

率
の
増
加
等
に
歩
調
を
合
わ
せ
、
徐

交
通
・
通
信
機
関
の
発
達
、
外
材
比

置いた産地密着型てあったが

一 営 業 本 部［

ー住宅事業本部［

支店機構

大阪支店(※0)

中国支店(※0)

東海支店(※0)

新
発
足
当
初
は
集
荷
業
務
に
重
点
を

の
機
構
（
組
織
）
も

昭
和
三
十
年

出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
全
社

図 2-15住宅事業に進出した時期の会社機構組織図（昭和50年 9月末現在）

本社機構

部

部

部

部

部

部

部

部

材
l

二

務

理

査

業

林

建

第

第

材

材

材

総

経

審

査

山

内

外

外

当
社
は
ま
た
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み

地
に
本
社
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て

と
な
っ
た
の
て
あ
る
。

日
本
の
中
心

が
よ
う
や
く
こ
こ
に
実
現
の
運
び

部
門
の
移
転
が
考
え
ら
れ
て
は
い
た

か
ね
て
よ
り
、
東
京
へ
の
本
社
管
理

シアトル出張所 (0)

マニラ出張所 (0)
香港 出張 所（ ※〇）
ジャカルタ出張所 (0)

業務部

管理部
緑化事業部 (0※

林業技術研究室

企画開発室

海外開発室

監査室

東京住宅事業部（※）

大阪住宅事業部（※）

、
`
l
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）
）
、
~
）
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0
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※

※

※
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※

※

※

※

※

※

※
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所

所

所

所

畑

所

所

所

所

所

所

所

所

張

張

張

張

地

張

張

究

張

張

張

張

張

張

張

張

張

張

張

張

張

出

研

出

苗

出

出

出

出

内

出

出

｀

出

出

出

出

出

出

出

出

出

出

出

浜

島

郷

宮

松

島

知

戸

子

藪

居

向

児

葉

塚

吉

府

山

橋

山

岡

都

見

広

山欠罰和

高

徳

高

瀬

別

高

新

日

鹿

椎

諸

人

東

防

岡

豊

富

盛

宇

北

帯

□
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ヽ
~
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0
 

0
 

※

※

※
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店

店

店

支

支

支

国

州

京

四

九

東

総
務
部
を
総
務
部
に
統
合
し
、
本
社

機
構
を
東
京
に
移
し
た
。
当
社
て
は

を
束
京
に
移
転
し
た
。
ま
た
、
大
阪

昭
和
四
十
九
年
十

一
月
、
経
理
部

、シ、,,, E 
注： （ ）内〇※印は営業関係部店所で、 〇印は集荷業務を主体とし、※印は販売業務を主体と

する店所、 〇※印は集荷および販売を行うがどちらかといえば集荷業務を主体とする店所、

※〇印は集荷および販売を行うがどちらかといえば販売業務を主体とする店所

北海道支店（ハ※）

本
社
機
構
を
東
京
に
移
転

五
円
）
に
よ
り
、
資
本
金
を
二
五
億
円
と
し
た
。
次
い
て
同
年
＋
月
、

お
よ
び
翌
四
十
九
年
十
月
、

れ
も
一
割
の
無
償
増
資
を
実
施
、
新
資
本
金
は
三

0
億
二
五

0
0
万
円
と
な
っ
た
。

い
ず

173 第2部 第2意 専業の多角化を目指す（昭和40年代）



十
一
年
か
ら
は

戦
後
の
新
し
い
森
林
政
策

森
林
政
策
の
流
れ

年
五
月
、
六
五
号
を
も
っ
て
廃
刊
し
た
。

者
資
料
」
に
代
わ
り
、
企
画
開
発
室
が
社
外
の
新
し
い
動
き
等
を
ま
と
め
た
月
一
回
発
行
の
社
内
情
報
誌

『住
林
情
報
レ
ポ
ー
ト
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
社
内
報
の
統
廃
合
に
よ
り
、
昭
和
五
十
六

第
三
節

森
林
政
策
と
経
営
山
林
の
動
き

終
戦
直
後
の
日
本
の
森
林
は
、
戦
時
中
の
強
制
伐
採
の
跡
の
造
林
が
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
伐
採
跡
地

は

一
五

0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、
荒
廃
地
も
三
0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
山
地
崩
壊
、

水
害
な
ど
の
災
害
が
各
地
て
発
生
し
た
。
そ
こ
て
政
府
は
、
ま
ず
造
林
推
進
策
と
し
て
戦
争
末
期
の
昭
利

資
源
造
成
法
」
と
改
題
し
、

二
十
年
(
-
九
四
五
）
四
月
に
制
定
さ
れ
て
い
た
「
戦
時
森
林
資
源
造
成
法
」
を
、
同
年
十
二
月
「
森
林

い
わ
ゆ
る
「
証
券
造
林
」
を
実
施
し
た
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
り
造
林
さ
れ
た

面
積
は
二
士
二
年
に
打
ち
切
ら
れ
る
ま
て
の
三
か
年
て
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ニ

「
強
行
造
林
五
ヶ
年
計
画
」
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
計
画
も
労
賃
・
資
材
の
高
騰
に
加

ま
た

こ
の
年
、
情
報
時
代
を
先
取
り
す
る
形
て
、
従
米
の
社
内
の
業
務
情
報
を
中
心
と
す
る
「
管
理

と
変
化
し
て
い
っ
た
（
図
2

ー

15)
。

＊
 
証
券
造
林

森
林
所
有
者
が
造
林
費
用
の
半
額
を
農
林
中
央
金
庫
に
払

い
込
み
、
そ
の
倍
額
額
面
の
造
林
証
券
の
交
付
を
受
け
、
造

林
の
完
了
後
額
面
金
額
の
支
払
い
を
受
け
る
。
政
府
は
農
林

中
金
に
額
面
金
額
の
半
額
を
補
給
す
る
。
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
進
行
な
ど
に
よ
り
昭
和
二
十
三
年
に
は
打
ち
切
ら
れ
る
。

174 



え
、
農
地
改
革
の
影
響
を
受
け
た
林
野
解
放
の
不
安
に
よ
る
造
林
意
欲
の
低
下
、

昭
和
二
十
二
年
「
荒
れ
た
国
上
を
緑
に
す
る
」
を
合
言
葉
と
し
て
森
林
愛
護
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
愛
林

昭
和
二
十
五
年
一
月
、
森
林
愛
護
連
盟
は
衆
議
院
議
長
を
委
員
長
と
す
る
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
に
衣

替
え
さ
れ
、

「
復
興
は
国
土
の
緑
化
か
ら
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
下
、

植
樹
祭
、
緑
の
羽
根
募
金
、
緑
の
週
間
、
地
方
植
樹
祭
、
学
校
植
林
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
一
連
の
行
事
が
発

足
し
た
。
ま
た
、
同
年
五
月
、
要
造
林
地
の
指
定
な
ど
に
よ
り
積
極
的
な
造
林
を
推
進
す
る
「
造
林
臨
時

措
置
法
」
が
公
布
さ
れ
た
。
次
い
て
翌
二
十
六
年
六
月
、
「
森
林
の
保
続
培
養
と
森
林
生
産
力
の
増
進
と

を
図
り
、
も
つ
て
国
土
の
保
全
と
国
民
経
済
の
発
展
と
に
資
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
第
一
二
次
森
林
法

が
公
布
さ
れ
、
森
林
計
画
制
度
の
改
正
、
保
安
地
区
制
度
の
改
正
、
森
林
組
合
制
度
の
改
正
、
中
央
森
林

審
議
会
設
置
な
ど
抜
本
的
な
改
正
が
行
わ
れ
た
。
二
十
七
年
十
二
月
に
は

「農
林
漁
業
金
融
公
庫
法
」
も

公
布
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
一
年
三
月
「
公
有
林
野
官
行
造
林
法
」
の
改
正
に
よ
り
、
官
行
造
林
の
対
象
に
、
水
源
林
地

帯
の
私
有
林
へ
の
拡
大
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
同
年
四
月
「
森
林
開
発
公
団
法
」
が
公
布
さ
れ
、

*
2
 

に
甚
づ
き
森
林
開
発
公
団
が
設
立
さ
れ
た
。
三
十
三
年
四
月
に
は
分
収
林
方
式
に
よ
る
造
林
事
業
の
推
進

こ
れ
ら
施
策
の
実
施
に
伴
い
、
昭
和
二
十
年
度
に
は
四
万
六
八
三
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
落
ち
込
ん
て
い
た

人
工
造
林
面
積
は
二
十
六
年
に
は
三
二
万
二
九
七
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
実
質
に
お
い
て
戦
前
期
を
大
き
く

し
の
ぐ
ま
て
に
回
復
、
二
十
九
年
度
に
は
四
三
万
二

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
六
年
の
「
民
有
林
十
ヶ
年
計
画
」
は
、

旧
伐
採
跡
地
の
解
消
に
主
眼
を
お
く
と
同
時
に
拡
大

の
た
め
「
分
収
造
林
特
別
措
罹
法
」
が
公
布
さ
れ
た
。

H
、
植
樹
祭
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

よ
る
作
物
へ
の
転
換
な
ど
の
た
め
実
行
は
困
難
と
な
っ
た
。

こ
れ

さ
ら
に
は
食
糧
不
足
に

天
皇
陛
下
が
出
席
さ
れ
る
全
国

*
2

分
収
林
方
式

森
林
の
土
地
の
所
有
者
、
造
林
を
行
う
者
ま
た
は
保
育
お

*
1

森
林
法

（
昭
和
二
十
六
年
六
月
二
十
六
日
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）

〔
最
終
改
正
〕
平
成
五
．

―
-
法
律
八
九

目
次第

一
章
総
則
（
第
一
条
ー
第
三
条
）

第
二
章
森
林
計
画
等
（
第
四
条
ー
第
十
条
の
四
）

第
二
章
の
二
営
林
の
助
長
及
び
監
督

第
一
節
施
業
の
勧
告
等
（
第
十
条
の
五
•
第
十
条
の

六）

第
二
節
市
町
村
等
に
よ
る
森
林
の
整
備
の
推
進
（
第

十
条
の
七
ー
第
十
条
の
十
二
）

第
二
節
の
二
森
林
整
備
協
定
の
締
結
の
促
進
（
第
十

条
の
十
三
•
第
十
条
の
十
四
）

第
一
二
節
森
林
施
業
計
画
（
第
十
一
条
ー
第
二
十
条
）

第
四
節
補
則
（
第
二
十
一
条
ー
第
二
十
四
条
）

第
三
章
保
安
施
設

第
一
節
保
安
林
（
第
二
十
五
条
ー
第
四
十
条
）

第
二
節
保
安
施
設
地
区
（
第
四
十
一
条
ー
第
四
十
八

条）

土
地
の
利
用
（
第
四
十
九
条
ー
第
六
十
七
条
）

森
林
審
議
会
（
第
六
十
八
条
ー
第
七
十
三
条
）

削
除

雑
則
（
第
百
八
十
七
条
ー
第
百
九
十
六
条
）

罰
則
（
第
百
九
十
七
条
ー
第
二
百
十
三
条
）

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

附
則

第

一

章

総

則

（
こ
の
法
律
の
目
的
）

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
森
林
計
画
、
保
安
林
そ
の
他
の
森

林
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
て
、
森
林
の
保
続
培
投

と
森
林
生
産
力
の
増
進
と
を
図
り
、
も
つ
て
国
上
の
保
全

と
国
民
経
済
の
発
展
と
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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木
材
価
格
高
騰
な
ど
を
背
景
と
し
て
か
つ
て
な
い
進
展
を
み
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
っ
て
か

ら
は
、
造
林
費
用
の
上
昇
に
対
す
る
立
木
価
格
の
相
対
的
な
伸
び
悩
み
や
、
労
働
力
不
足
傾
向
な
ど
に
、

外
材
増
大
に
よ
る
先
行
き
不
安
も
加
わ
っ
て
、
林
業
活
動
は
徐
々
に
停
滞
に
転
じ
、
特
に
民
間
造
林
は
四

昭
和
三
十
四
年
七
月
に
農
林
漁
業
基
本
問
題
調
査
会
設
置
法
が
公
布
さ
れ
、
翌
年
十
月
林
業
部
会
に
て

「
林
業
の
基
本
問
題
と
基
本
対
策
」
が
答
申
さ
れ
た
。
答
申
は
、
当
時
の
林
業
の
問
題
を
克
明
に
分
析
し
、

構
造
改
善
に
林
政
の
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
林
業
近
代
化
の
た
め
の
方
向
を
提
示
し
た
も
の
と
し
て

大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
こ
の
論
点
を
踏
ま
え
、

業
生
産
性
の
向
上
お
よ
び
林
業
従
事
者
の
所
得
の
均
衡
的
増
大
並
び
に
構
造
改
善
」
を
林
政
の
基
本
目
標

と
す
る
「
林
業
基
本
法
」
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
資
源
政
策
を
甚
底
と
し
た
経
済
法
て
、
主
と
し

て
国
土
保
全
を
中
心
と
し
た
公
益
的
施
策
•
森
林
資
源
政
策
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
既
存
の
「
森
林
法
」

と
対
置
さ
せ
、
以
降
今
日
ま
て
こ
の
両
者
が
林
政
を
支
え
る
両
輪
と
な
っ
た
。

林
業
基
本
法
に
基
づ
く
林
業
構
造
改
善
事
業
は
昭
和
三
十
九
年
度
に
発
足
、
以
降
、

―
一次
林
業
構
造
改
普
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。

事
業
が
、

十
七
年
度
か
ら
著
減
す
る
に
至
っ
た
。

さ
ら
に
五
十
四
年
度
か
ら
新
林
業
構
造
改
善
促
進
対
策
実
験

翌
五
十
五
年
度
か
ら
本
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

の
需
要
及
び
供
給
に
関
す
る
長
期
の
見
通
し
」

（
閣
議
決
定
）

に
組
み
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、
造
林
行
政
は

造
林
を
も
併
せ
て
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
て
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
三
十
一
年
度
末
を
も
っ
て
懸
案
の
旧

伐
採
跡
地
が
解
消
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
価
値
の
高
い
人
工
林
に
転
換
す
る
拡
大
造
林
の
助
成
に
重
点
が
お

か
れ
、
三
十
六
年
の
民
有
林
造
林
長
期
計
画
に
お
い
て
は
、
人
工
造
林
適
地
の
す
べ
て
を
拡
大
造
林
の
対

象
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
人
工
林
面
積
の
拡
大
目
標
は
一

0
0
0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
全
山
林
面
積
の
四

0
%）
と
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は
四
十
一
年
の

「
森
林
資
源
に
関
す
る
基
本
計
画
並
び
に
重
要
な
林
産
物

そ
の
後
三
十
九
年
七
月
、
「
林
業
総
生
産
の
増
大
、
林

四
十
七
年
度
に
第

第
四
章

よ
び
管
理
を
行
う
者
、
森
林
の
造
成
に
必
要
な
費
用
を
負
担

す
る
者
の
三
者
ま
た
は
二
者
が
共
同
て
森
林
の
造
成
を
行
う

契
約
を
結
び
、
そ
の
契
約
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
森
林
か
ら

の
収
益
を
一
定
の
割
合
て
分
け
合
う
（
分
収
す
る
）
制
度
。

植
栽
時
点
に
お
い
て
契
約
が
な
さ
れ
る
分
収
造
林
と
、
生
育

途
上
の
森
林
を
対
象
と
し
て
契
約
が
な
さ
れ
る
分
収
育
林
と

が
あ
る
。

＊
林
業
甚
本
法

（
昭
和
三
十
九
年
七
月
七
日
法
律
第
百
六
十

一
号
）

〔
最
終
改
正
〕
昭
和
五
九
•
五
法
律
二
七
附
則

目
次第

一
章

第
二
章

第
三
章

総
則
（
第

一
条
ー
第
九
条
）

林
業
生
産
の
増
進
及
び
林
業
構
造
の
改
善
（
第

十
条
ー
第
十
五
条
）

林
産
物
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
等
（
第
十
六

条
•
第
十
七
条
）

林
業
従
事
者
（
第
十
八
条
•
第
十
九
条
）
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に
活
用
す
べ
し
と
の
議
論
が
起
こ
り

二
十
九
年
か
ら
の
民
有
保
安
林
買
い
入
れ
、
三
十
一
年
水
源
林
造

た
め
収
支
が
窮
屈
て
あ
っ
た
が

二
十
五
年
度
以
降
は
黒
字
が
累
年
増
加
し
た
の
て

今
8
ま
て
毎
年
継
続
発
表
さ
れ
て
い
る
。

づ
き
、
四
十
年
三
月
に
『
林
業
の
動
向
に
関
す
る
年
次
報
告
』

い
わ
ゆ
る
林
業
白
書
が
発
表
さ
れ
、
以
後

林
業
甚
本
法
の
成
立
は
、
森
林
計
画
政
策
に
つ
い
て
も
改
正
の
契
機
と
な
り
、

林
法
が
改
正
さ
れ
、
森
林
所
有
者
が
自
己
の
意
思
て
所
有
森
林
の
す
べ
て
を
対
象
と
し
て
五
年
を

一
期
と

し
て
編
成
す
る

昭
和
四
十
三
年
五
月
森

林
区
実
施
計
画
が
廃
止
さ
れ
た
結
果
、
森
林
計
画
は
、
森
林
所
有
者
に
と
っ
て
は
指
導
的
な
施
業
規
範
と

し
て
の
機
能
を
果
た
す
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
森
林
施
業
の
計
画
的
推
進
に
よ
り
不
足
が
ち
の
木

材
生
産
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
、
個
別
の
経
営
計
画
の
必
要
性
が
見
直
さ
れ
る
に
至
っ
た
た
め
て
あ
る
。

そ
の
後
、

四
十
九
年
五
月
の
森
林
法
改
正
て
小
規
模
森
林
所
有
者
な
ど
が
一
定
地
域
に
つ
い
て
共
同
て
立

て
る
団
地
共
同
森
林
施
業
計
画
制
度
も
発
足
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
林
業
基
本
法
に
基

こ
の
間
、
国
有
林
て
は
、

昭
和
二
十
二
年
四
月
宮
内
省
の
御
料
林
が
、
五
月
に
内
務
省
所
管
の
北
海
道

国
有
林
が
そ
れ
ぞ
れ
、
農
林
省
所
管
の
国
有
林
に
統
合
さ
れ
、
林
政
統

一
が
実
現
し
た
。
そ
れ
を
契
機
に

山
林
を
企
業
的
に
運
営
す
る
た
め
、

「国
有
林
野
事
業
特
別
会
計
法
」
が
三
月
末
に
公
布
さ
れ
、

山
林
局
は
林
野
局
と
改
称
さ
れ
、
独
立
採
算
に
よ
る
経
営
に
移
行
し
た
。

四
月
、

昭
和
二
十
四
年
六
月
、
林
野
局
は
林
野
庁
に
昇
格
、
機
構
も
拡
充
さ
れ
た
。
統
一
当
初
は
公
定
価
格
の

こ
れ
を
一
般
林
政

成
の
官
行
造
林
へ
の
編
入
、
三
十
四
年
関
連
林
道
の
敷
設
な
ど
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
林
政
協
力
と
し

て
民
有
林
新
興
の
財
源
を
提
供
し
た
り
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
へ
の
出
資
、
林
業
関
係
公
共
事
業
の
拡
充

な
ど
の
財
源
に
当
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、

四
十
年
代
後
半
に
は
、
公
益
的
機
能
が
重
視
さ
れ
伐
採
醤
が
減

少
、
ま
た
労
働
墓
準
法
改
正
に
よ
る
諸
条
件
の
改
善
対
応
な
ど
に
伴
う
賃
金
の
上
昇
、

生
産
性
の
低
下
に

「森
林
施
業
計
画
制
度
」
が
創
設
さ
れ
た
。

こ
れ
は
三
十
七
年
四
月
の
森
林
法
改
正
て
森

第
六
章

附
則

第

一

章

総

（
法
律
の
目
的
）

第

一
条
こ
の
法
律
は
、
林
業
及
び
そ
の
に
な
い
手
と
し
て

の
林
業
従
事
者
が
国
民
経
済
に
お
い
て
果
た
す
べ
き
重
要

な
使
命
に
か
ん
が
み
、
国
民
経
済
の
成
長
発
展
と
社
会
生

活
の
進
歩
向
上
に
即
応
し
て
、
林
業
の
発
展
と
林
業
従
事

者
の
地
位
の
向
上
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
森
林
資
源
の
確
保

及
び
国
士
の
保
全
の
た
め
、
林
業
に
関
す
る
政
策
の
目
標

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
目
標
の
達
成
に
資
す
る
た
め
の
基

本
的
な
施
策
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
政
策
の
目
標
）

第
二
条
国
の
林
業
に
関
す
る
政
策
の
目
標
は
、
国
民
経
済

の
成
長
発
展
と
社
会
生
活
の
進
歩
向
上
に
即
応
し
て
、
林

業
の
自
然
的
経
済
的
社
会
的
制
約
に
よ
る
不
利
を
補
正
し
、

林
業
総
生
産
の
増
大
を
期
す
る
と
と
も
に
、
他
産
業
と
の

格
差
が
是
正
さ
れ
る
よ
う
に
林
業
の
生
産
性
を
向
上
す
る

こ
と
を
目
途
と
し
て
林
業
の
安
定
的
な
発
展
を
図
り
、
あ

わ
せ
て
林
業
従
事
者
の
所
得
を
増
大
し
て
そ
の
経
済
的
社

会
的
地
位
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
に
あ
る
も
の
と
す
る
。

（
国
の
施
策
）

第
三
条
国
は
、
前
条
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
き
、
そ
の
政
策
全
般
に
わ
た
り
、

必
要
な
施
策
を
総
合
的
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

林
産
物
の
需
要
の
動
向
に
応
ず
る
よ
う
に
林
業
生

産
を
転
換
す
る
等
林
野
の
林
業
的
利
用
の
古
回
度
化
を

図
る
こ
と
。

第
五
章

則

林
業
行
政
機
関
及
び
林
業
団
体
（
第
二
十
条
・

第
二
十
一
条
）

林
政
審
議
会
（
第
二
十
二
条
ー
第
二
十
六
条
）
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行
の
造
林
補
助
事
業
の
原
型
と
い
え
よ
う
。

森
林
は
、
林
産
物
を
供
給
す
る
と
と
も
に
、
国
土
の
保
全
、
水
資
源
の
涵
養
、
自
然
環
境
の
形
成
等
の

多
様
な
公
益
的
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
有
林
か
ら
生
産
さ
れ
る
木
材
等
は
私
的
財
産
て
あ
る

と
し
て
も
、
森
林
は
国
民
生
活
に
不
可
欠
な
公
共
財
の
一
っ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
造
林
関
係
の
事
業

は
公
共
事
業
て
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
諸
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
。

て
植
樹
奨
励
規
則
が
定
め
ら
れ
た
際
に
実
施
さ
れ
た
苗
木
の
交
付
助
成
て
あ
っ
た
（
大
正
三
年
に
行
政
整

理
に
よ
り
廃
止
と
な
っ
て
い
る
）
。
本
格
的
な
補
助
造
林
は
、

明
治
四
十
三
年
の
公
有
林
野
造
林
奨
励
規

則
に
よ
り
、
市
町
村
が
行
う
造
林
に
対
し
交
付
さ
れ
た
も
の
て
あ
る
。

私
有
林
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
年

「水
源
涵
養
造
林
補
助
規
則
」
が
定
め
ら
れ
、
無
立
木
地
の
造
林
に

対
し
助
成
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
二
年
後
の
四
年
に
は
、
補
助
対
象
を
拡
大
し
た

「造
林
奨
励
規
則
」
に
発

展
、
さ
ら
に
、
十
七
年
の

「林
業
振
興
補
助
規
則
」
て
は
、
再
造
林
補
助
も
対
象
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
現

戦
後
林
業
に
課
せ
ら
れ
た
緊
急
の
課
題
は
、
戦
災
復
興
用
材
、
占
領
軍
用
材
の
供
給
て
あ
っ
た
が
、
戦

時
伐
採
に
加
え
、

さ
ら
に
こ
れ
が
た
め
に
森
林
の
伐
採
が
強
行
さ
れ
た
た
め
森
林
の
荒
廃
は
甚
だ
し
か
っ

た
。
こ
う
し
た
状
態
を
一
日
も
早
く
復
元
す
べ
く
昭
和
二
十
年
に
は

「森
林
資
源
造
成
法
」
て
証
券
造
林

制
度
が
発
足
し
た
が
、
既
述
の
よ
う
に
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
進
行
な
ど
に
よ
り
結
局
二
十
三
年
に
は
打

ち
切
り
と
な
っ
た
。
二
十
一
年
度
か
ら
は
、
造
林
も
治
山
・
林
道
と
と
も
に
公
共
事
業
に
組
み
込
ま
れ
、

二
十
三
年
に
は
、
造
林
・
林
道
・
椎
茸
産
業
と
も
ど
も
農
林
中
央
金
庫
か
ら
の
融
資
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

補
助
金
制
度
の
は
し
り
は
、
明
治
四
十
年
(
-
九

0
七）

に
ク
ス
、
ケ
ヤ
キ
、
ウ
ル
シ
の
造
林
に
つ
い

国
の
森
林
造
成
振
興
政
策
の
沿
革

よ
り
そ
の
経
営
は
苦
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

二

林
業
経
営
の
規
模
等
に
よ
り
類
型
的
に
区
分
さ
れ

る
経
営
形
態
の
差
異
を
考
感
し
て
、
林
地
の
集
団
化
、

機
械
化
、
小
規
模
林
業
経
営
の
規
模
の
拡
大
そ
の
他

林
地
保
有
の
合
理
化
及
び
林
業
経
営
の
近
代
化
（
以

下
「
林
業
構
造
の
改
善
」
と
総
称
す
る
）
を
図
る
こ

と
三
林
業
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

四
林
産
物
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
並
び
に
流
通
及

び
加
工
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
。

五
近
代
的
な
林
業
経
営
を
担
当
し
、
又
は
近
代
的
な

林
業
経
営
に
係
る
林
業
技
術
に
従
事
す
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
者
の
接
成
及
び
確
保
を
図
る
こ
と
。

六
林
業
労
働
に
従
事
す
る
者
の
福
祉
の
向
上
、
養
成

及
び
確
保
を
図
る
こ
と
。

2

前
項
の
施
策
は
、
国
土
の
保
全
そ
の
他
森
林
の
有
す
る

公
益
的
機
能
の
確
保
及
び
地
域
の
自
然
的
経
済
的
社
会
的

諸
条
件
を
考
應
し
て
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
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と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
五
年
の
「
造
林
臨
時
措
置
法
」
て
は
要
造
林
地
を
指
定
し
、
林
地
所
有
者
に
積
極
的
な
造
林

を
行
わ
せ
、
も
し
造
林
し
な
け
れ
ば
第
三
者
を
指
定
し
分
収
造
林
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
す
る
な
ど
一
段
と

森
林
資
源
の
保
続
が
改
め
て
碁
本
理
念
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
六
年
の
森
林
法
改
正

に
お
い
て
て
あ
る
。
こ
の
と
き
、
伐
採
跡
地
へ
の
義
務
規
定
が
設
け
ら
れ
、
伐
採
跡
地
の
解
消
は
急
速
に

昭
和
三
十
三
年
に
は
民
有
林
の
造
林
活
動
促
進
の
た
め
「
分
収
造
林
特
別
措
置
法
」
が
定
め
ら
れ
た
。

四
十
二
年
に
は
、
社
会
的
、
経
済
的
に
条
件
の
劣
っ
て
い
る
山
村
地
域
を
地
域
毎
に
ま
と
め
て
、
積
極

的
に
拡
大
造
林
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
団
地
造
林
実
施
要
綱
」
が
実
施
さ
れ
、
本
造
林
に
か
か
る

造
林
作
業
路
の
開
設
が
組
み
込
ま
れ
た
。
翌
四
十
三
年
に
は
、
施
業
計
画
造
林
は
特
認
事
業
と
な
っ
た
。

昭
和
五
十
年
に
は
、
全
国
森
林
計
画
に
基
づ
き
各
種
助
成
項
目
に
対
し
て
特
に
次
の
点
に
つ
い
て
助
成

①
保
安
林
等
の
制
限
林
に
お
け
る
森
林
整
備
の
ほ
か
普
通
林
に
つ
い
て
も
「
団
地
共
同
施
業
計
画
」
に

②
造
林
公
社
、
森
林
組
合
、
協
業
体
の
行
う
一
般
の
拡
大
造
林

③
松
く
い
虫
被
害
跡
地
等
て
特
殊
林
地
改
良
を
実
施
す
る
場
合
、
被
宵
木
の
搬
出
や
跡
地
の
造
林
に
必

要
な
作
業
路
の
開
設

④
青
少
年
の
情
操
教
育
の
た
め
都
道
府
県
が
行
う
「
青
少
年
の
森
」
の
造
成

等
々
を
助
成
の
対
象
と
し
た
。
五
十
四
年
に
は
、
事
業
主
体
が
限
定
さ
れ
た
が
、
植
栽
か
ら
下
刈
り
、

除
伐
、
間
伐
に
至
る
一
貫
し
た
造
林
事
業
を
組
織
的
に
実
施
す
る
「
森
林
総
合
整
備
事
業
」
が
創
設
さ
れ

甚
づ
き
森
林
組
合
等
の
組
織
体
が
実
施
す
る
森
林
整
備

の
拡
充
強
化
が
図
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

進
ん
だ
。

積
極
的
な
造
林
施
策
が
行
わ
れ
た
。
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基
金
と
統
合
し
て
農
林
漁
業
信
用
基
金
と
な
っ
て
い
る
。

林
業
に
関
す
る
制
度
金
融
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
六
年
度
か
ら
、
農
林
漁
業
資
金
融
通
特
別
会
計
に

お
い
て
、
造
林
・
林
道
・
共
同
利
用
施
設
お
よ
び
新
森
林
法
の
伐
採
許
可
制
度
維
持
の
た
め
の
伐
採
調
整

資
金
の
融
資
を
対
象
と
し
た
長
期
低
利
融
資
制
度
が
発
足
し
た
。
こ
の
制
度
は
二
十
八
年
度
か
ら
農
林
漁

業
金
融
公
庫
に
引
き
継
が
れ
今
B
に
至
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
十
八
年
の
農
林
漁
業
金
融
公
庫
法
の
改

正
に
よ
り
構
造
改
善
資
金
制
度
が
新
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
林
業
信
用
巷
金
法
が
制
定
さ
れ
た
。
ま
た
、

五
十
一
年
に
は
、
林
業
従
事
者
等
に
中
期
・
短
期
の
無
利
子
貸
付
け
を
行
う
林
業
改
善
資
金
助
成
法
が
制

定
さ
れ
、
こ
れ
ら
三
者
が
当
業
界
の
資
金
対
策
面
て
主
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
。

な
お
、
林
業
信
用
基
金
は
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
一
日
に
農
業
信
用
保
険
協
会
お
よ
び
中
央
漁
業
信
用

森
林
組
合
の
育
成

昭
和
二
十
六
年
の
第
三
次
森
林
法
公
布
に
伴
い
、
森
林
組
合
は
占
領
政
策
の
団
体
民
主
化
路
線
に
よ
っ

て
強
制
加
入
か
ら
、
加
入
脱
退
自
由
の
協
同
組
合
的
な
組
合
に
衣
替
え
さ
れ
た
。
し
か
し
従
来
の
行
政
的

な
体
質
は
な
お
し
ば
ら
く
継
続
す
る
。
森
林
組
合
の
事
業
は
、
①
森
林
経
営
の
指
導
、
②
伐
出
や
造
林
な

ど
の
施
業
受
託
、
③
販
売
・
購
買
・
金
融
、
④
森
林
災
害
共
済
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
。
三
十
年
代
に
人

る
と
補
助
金
や
政
府
融
資
の
中
継
ぎ
な
ど
の
ほ
か
、
組
合
労
務
班
の
編
成
に
よ
り
作
業
の
受
託
を
行
い
得

る
も
の
が
し
だ
い
に
増
加
し
、
ま
た
原
木
の
共
同
出
荷
事
業
も
普
及
し
始
め
た
。

民
有
林
の
振
興
に
あ
た
っ
て
は
、
森
林
組
合
の
育
成
を
核
と
し
た
施
策
が
重
要
て
あ
る
と
し
て
、
①
森

林
組
合
広
域
協
業
体
制
整
備
促
進
対
策
（
四
十
八
ー
五
十
二
年
度
）
‘
②
森
林
組
合
受
託
経
営
促
進
対
策

（
四
十
九
年
度
）
、
③
森
林
組
合
経
営
改
善
特
別
対
策
（
五
十
ー
五
十
三
年
度
）
な
ど
の
諸
助
成
策
が
相
次

>

J

o

 

↑
 

＊
 
林
業
信
用
碁
金
法

木
材
生
産
・
加
工
業
等
に
対
し
て
特
別
の
金
融
制
度
が
な

か
っ
た
た
め
、
国
・
都
道
府
県
・
業
界
の
出
資
て
基
金
を
設

立
、
関
係
業
者
ま
た
は
組
合
が
融
資
を
受
け
る
際
の
債
務
保

証
を
行
う
。
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っ
て
大
き
く
成
長
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て

一
部
上
巻
記
述
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
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る ど
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
。

い
て
打
ち
出
さ
れ
た
。
ま
た
、

五
十
三
年
五
月
に
は
森
林
法
か
ら
森
林
組
合
を
分
離
独
立
さ
せ
共
済
事
業

を
明
文
化
し
た
「
森
林
組
合
法
」
が
制
定
さ
れ
、
森
林
組
合
は
農
協
・
漁
協
と
同
様
に
単
独
の
根
拠
法
を

も
つ
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
①
旧
法
の
施
設
森
林
組
合
は
「
森
林
組
合
」
と
す
る
、
②
必
須
事
業
に

森
林
保
護
事
業
を
加
え
る
、
③
任
意
事
業
に
林
業
共
済
と
林
業
労
働
の
安
全
・
衛
生
な
ど
を
加
え
る
、
な

な
お
、
昭
和
二
十
八
年
当
時
五
一
三
三
組
合
だ
っ
た
も
の
が
、
三
十
七
年
度
末
三
五
四
一
、
五
十
三
年

度
末
に
二

0
一
五
組
合
に
統
合
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
て
の
組
合
加
入
率
は
人
員
て
約
六
割
、
面
積
て
約
七

割
、
作
業
班
を
も
つ
組
合
は
約
三
分
の
二
、

五
十
五
年
一
九
三
三
、
六
十
年
一
七
九

0
、
平
成
六
年
(
-
九
九
四
）
に
は
一
五

0
四
組
合
と
な
っ
て
い

（
林
野
庁

「森
林
組
合
統
計
」
）。

経
営
山
林
の
動
き

さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、

班
員
六
万
人
弱
て
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
引
き
続
き
統
合
さ
れ
、

当
社
が
新
発
足
し
た
昭
和
三
十
年
当
時
は
も
ち
ろ
ん
、
株
式
を
上
場
し
た
昭
和
四
十
五
年
時
点
て
も
、

当
社
の
事
業
の
中
心
は
未
だ
木
材
の
販
売
て
あ
り
、

そ
れ
ら
は
し
だ
い
に
チ
ッ
プ
、
外
材
、
合
板
、
建
材

の
比
率
を
高
め
て
い
っ
た
と
は
い
え
、
伝
統
あ
る
住
友
本
社
か
ら
引
き
継
い
だ
遺
産
て
あ
る
自
山
林
の
存

在
は
当
社
の
甚
盤
て
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
当
社
は
五
十
年
代
以
降
、
業
態
を
大
き
く
変
化

そ
れ
と
て
も
、
こ
の
自
山
林
か
ら
得
た
有
形
無
形
の
遺
産
が
ベ
ー
ス
と
な

三
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
の
当
社
山
林
の
動
き
の
概
略
を
記
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
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当
社
は
四
国
山
林
に
昭
和
三
十
年
当
時
、
「
五
良
津
山
事
業
区
」
、
「
別
子
山
事
業
区
」
、
「
大
永
山
事
業

区
」
、
「
石
鎚
山
事
業
区
」
、
「
高
藪
事
業
区
」
、
「
河
之
北
事
業
区
」
の
六
事
業
区
を
有
し
て
い
た
。

当
社
の
経
営
山
林
の
う
ち
最
も
古
く
か
ら
経
営
し
て
い
た
別
子
山
事
業
区
の
山
林
は
、
幕
府
か
ら
鉱
山

備
林
と
し
て
借
用
し
て
い
た
も
の
て
あ
る
が
、

明
治
維
新
後
、
大
部
分
が
国
有
林
に
編
入
さ
れ
、

明
治
十

六
年
、
改
め
て
、
以
後
向
こ
う
六

0
年
間
の
貸
し
付
け
が
許
可
さ
れ
た
。
そ
の
期
限
は
昭
和
十
七
年
て
あ

っ
た
が
、
こ
の
契
約
期
限
満
了
後
も
住
友
本
社
の
継
続
陳
情
の
ほ
か
、
第
二
次
大
戦
突
入
に
よ
る
鉱
工
業

生
産
へ
の
影
響
が
考
慮
さ
れ
、

さ
ら
に
一

0
年
間
の
継
続
貸
し
付
け
が
認
め
ら
れ
た
。

戦
後
、
国
有
財
産
を
民
間
に
貸
し
付
け
る
こ
と
は
国
有
財
産
法
に
抵
触
す
る
と
の
見
解
か
ら
、
昭
和
二

十
六
年
に
至
り
、
高
知
官
林
局
と
の
あ
い
だ
て
、
面
積
五
三
三
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
二
十
八
年
よ
り
向
こ
う

五
0
年
間
の
整
理
期
を
設
け
、
返
地
す
る
こ
と
に
契
約
が
更
改
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
別
子
山
林
を
毎

年
五

0
分
の
一
ず
つ
返
地
し
て
い
く
こ
と
は
実
際
の
運
営
上
相
互
に
支
障
と
不
利
が
多
く
、
別
子
山
林
経

営
二
六

0
年
の
歴
史
と
山
林
の
現
状
に
か
ん
が
み
、
同
地
区
山
林
は
将
来
と
も
住
友
に
お
い
て
経
営
す
る

の
が
最
も
適
切
て
あ
る
と
の
見
地
か
ら
、
所
管
の
農
林
省
と
の
間
に
、
三
十
二
年
二
月
、
社
有
林
石
鎚
山

事
業
区
の
一
部
と
借
地
国
有
林
て
あ
る
別
子
地
区
山
林
と
の
交
換
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
ま
た
、

そ
の
一

部
は
同
年
八
月
、
別
子
山
村
に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
長
年
に
わ
た
る
借
地
国
有
林

返
地
問
題
が
根
本
か
ら
解
決
す
る
と
同
時
に
、
住
友
に
と
っ
て
は
別
子
銅
山
発
祥
の
聖
地
と
も
目
さ
れ
る

別
子
山
林
を
確
保
す
る
こ
と
が
て
き
た
。

五
良
津
山
お
よ
び
大
永
山
の
両
事
業
区
に
つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
、
別
子
山
事
業
区
と
同
様
に
、

明
治

以
来
の
経
営
管
理
を
継
続
し
た
。

石
鎚
山
事
業
区
の
早
川
地
区
は
昭
和
十
九
年
、
苗
畑
な
ど
事
業
用
地
と
し
て
、
ま
た
、
加
茂
地
区
は
当

四
国
山
林
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さ
れ
た
。

初
鉱
業
用
木
炭
調
達
の
目
的
て
購
入
し
た
も
の
て
あ
る
が
、
逐
次
人
工
林
に
更
新
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

藤
子
地
区
も
製
炭
の
た
め
伐
採
し
た
あ
と
を
人
工
林
に
更
新
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
石
鎚
山
地
区
の

大
保
木
、
千
足
山
、
桜
木
各
村
に
ま
た
が
る
山
林
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
三
十
二
年
、
国
と
の
交
換
契

高
藪
事
業
区
て
は
桑
瀬
地
区
、

高
薮
地
区
、
小
麦
畝
地
区
に
加
え
て
、
新
た
に
、
昭
和
三
十
年
六
月
に

河
之
北
事
業
区
の
山
林
は
も
と
も
と
山
林
経
営
に
は
不
向
き
な
た
め
、
河
之
北
山
林
の
旧
阿
島
事
業
区

（
四
九
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
同
三
十
年
に
十
条
製
紙
に
売
却
、
残
り
の
部
分
は
昭
和
六
十
二
年
に
‘
‘
コ
ル
フ

一
方
、
昭
和
四
十
二
年
に
は
山
之
内
山
林
三
0
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
売
却
を
行
う
な
ど
が
あ
り
、

果
、
昭
和
五
十
年
時
点
て
の
四
国
山
林
の
経
営
面
積
は
一
万
五

0
三
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
た
。

当
社
の
九
州
山
林
と
し
て
は
、

さ
ら
に
、

「宮
崎
事
業
区
」、
「人
吉
事
業
区
」、

そ
の
結

「大
口
事
業
区
」
が
あ
る
。
宮
崎

事
業
区
て
は
昭
和
十
六
年
に
既
に

一
万
町
歩
を
超
え
る
山
林
を
経
営
し
て
い
た
。
そ
の
後
も
経
営
山
林
の

充
実
に
努
め
た
が
、
第
二
次
大
戦
の
影
響
を
受
け
造
林
作
業
が
進
展
せ
ず
、
戦
後
の
二
十
五
年
に
は
、
尾

崎
山
林
を
売
却
す
る
の
や
む
な
き
に
至
り
、
ま
た
不
土
野
村
有
契
約
地
九

0
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
保
安
林
整

備
臨
時
措
置
法
に
基
づ
き
国
有
林
に
買
い
上
げ
と
な
り
、
経
営
面
積
は
六
六
六
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
た
。

地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
三
十
三
年
七
月
、
村
有
地
の
分
収
契
約
解
除
な
ど
に
よ
り
面
積
は
大

き
く
減
少
し
五
七
六
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
た
。
村
有
契
約
地
解
除
後
、
私
有
契
約
地
も
五
十
年
に
解
除

一
方
て
四
十
四
年
十
一
月
に
大
河
内
地
区
山
林
（
六
二
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
、
五
十
三
年
二
月

九
州
山
林

場
に
転
用
し
た
。

天
坪
山
を
、
八
月
に
川
崎
山
を
購
入
し
た
。

約
に
基
づ
き
逐
次
返
地
し
た
。
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北
海
道
山
林

に
は
低
肥
ス
ギ
の
生
育
す
る
日
南
山
林
（
二
三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
な
ど
を
購
人
し
て
い
る
。

人
吉
事
業
区
は
昭
和
十
八
年
四
月
に
住
友
本
社
が
購
人
し
た
も
の
て
、
当
初
は
住
友
本
社
林
業
所
富
島

支
所
、
西
村
駐
勤
所
の
所
管
に
属
し
て
い
た
。
そ
の
後
財
閥
解
体
、
会
社
合
併
な
ど
の
た
め
所
管
名
称
な

ど
の
変
遷
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
人
工
林
が
主
体
て
あ
る
。

大
日
事
業
区
は
昭
和
三
十
二
年
九
月
、

土
地
を
住
友
化
学
工
業
が
、
立
木
を
当
社
が
、

製
材
事
業
協
同
組
合
よ
り
取
得
し
た
も
の
て
、
翌
年
九
月
、
新
居
浜
市
の
御
代
島
の
代
替
山
林
と
し
て
住

友
化
学
工
業
よ
り
土
地
を
交
換
（
当
社
所
有
の
御
代
島
山
林
を
住
友
化
学
工
業
新
居
浜
製
造
所
の
工
場
増

設
用
地
と
し
て
譲
渡
）
取
得
し
た
。
本
山
林
は
そ
れ
ま
て
個
人
な
ら
び
に
共
有
の
山
林
て
あ
っ
た
も
の
を
、

大
正
十
一
年
(
-
九
―

――
一）
六
月
に
各
自
の
持
分
を
合
わ
せ
て
木
之
氏
施
業
森
林
組
合
を
設
立
し
、
以
降

組
合
員
の
手
に
よ
り
造
林
保
育
、
薪
炭
林
の
売
却
な
ど
が
計
画
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
経
済
事

情
の
変
化
な
ど
に
伴
い
組
合
員
の
中
に
は
換
金
を
希
望
す
る
者
、
個
人
て
管
理
経
営
を
希
望
す
る
者
が
出

て
き
た
の
て
、
全
山
林
を
そ
れ
ぞ
れ
処
分
す
る
こ
と
と
し
、
昭
和
十
三
年
八
月
、
人
吉
製
材
事
業
協
同
組

合
に
各
持
分
に
応
じ
売
却
し
た
。
な
お
、
売
却
当
時
木
之
氏
施
業
森
林
組
合
は
二
六
名
の
組
合
員
て
構
成

さ
れ
て
い
た
。
人
吉
製
材
事
業
協
同
組
合
の
経
営
時
に
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
な
ど
の
成
林
木
は
す
べ
て
伐
採
利

用
さ
れ
、
当
社
購
人
の
時
点
て
は
幼
齢
造
林
地
の
み
と
な
っ
て
い
た
。

昭
和
五
十
年
に
は
九
州
山
林
全
体
の
経
営
面
積
は
七
九
五
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
人
吉

北
見
事
業
区
は
旧
渚
滑
事
業
区
と
旧
鴻
之
舞
事
業
区
か
ら
な
る
。
旧
渚
滑
事
業
区
山
林
（
現
北
見
事
業

区
の
う
ち
鴻
之
舞
地
区
を
除
く
、
沼
ノ
上
、
上
渚
滑
、
宇
津
々
、
沙
留
各
地
区
山
林
）
は
住
友
総
本
店
が

鴻
之
舞
鉱
山
を
買
収
し
た
の
ち
、
鉱
山
の
経
営
に
必
要
な
資
材
確
保
と
林
業
の
経
営
を

H
的
と
し
て
、
大
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入
れ
に
よ
り
当
社
が
会
社
ご
と
譲
り
受
け
た
も
の
て
あ
る
。

ー
ル
と
な
っ
た
。

正
六
年
以
降
北
海
道
国
有
林
未
開
地
処
分
法
に
よ
り
北
海
道
庁
か
ら
払
い
下
げ
を
受
け
る
一
方
、
付
近
の

公
私
有
林
を
漸
次
購
入
し
て
き
た
も
の
て
あ
る
。
鴻
之
舞
鉱
山
の
付
属
山
林
て
も
あ
っ
た
旧
鴻
之
舞
事
業

区
山
林
は
、
昭
和
十
七
年
鴻
之
舞
鉱
山
の
一
時
閉
鎖
に
伴
っ
て
住
友
本
社
鴻
之
舞
鉱
業
所
よ
り
住
友
本
社

林
業
所
へ
移
管
さ
れ
た
も
の
て
あ
る
。
昭
和
三
十
三
年
第
二
会
社
と
し
て
発
足
当
初
は
七
ニ
ニ
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
も
及
ぶ
未
墾
地
買
収
等
の
結
果
、
経
営
山
林
の
面
積
も
一
時
的
に
は
か
な
り
減
少
し
た
が
、
そ
の
後
、

買
収
さ
れ
た
未
墾
地
も
徐
々
に
元
の
持
主
（
当
社
）

に
沙
留
地
区
て
一

0
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

に
売
り
戻
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
後
四
十
五
年

四
十
八
年
に
は
上
渚
滑
地
区
て
隣
接
山
林
（
二
六
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
を
購
入
し
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
五
十
年
に
は
北
海
道
山
林
の
経
営
面
積
は
一
万
五
ニ
―
三
ヘ
ク
タ

和
歌
山
山
林

和
歌
山
県
H
古
向
郡
竜
神
村
お
よ
び
美
山
村
に
ま
た
が
る
、

林
て
あ
る
。

H
高
川
上
流
の
ニ
二
四
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山

当
山
林
は
明
治
―
-
＋
九
年
、
関
西
の
名
家
、
村
山
家
、
芝
川
家
、
外
山
家
の
三
者
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
大
阪
殖
林
合
資
会
社
（
昭
和
二
十
九
年
、
株
式
会
社
に
変
更
）
を
、
昭
和
五
十
年
、
同
社
か
ら
の
申
し

当
初
は
そ
の
ま
ま
別
会
社
と
し
て
運
営
し
て
い
た
が
、
昭
和
六
十
二
年
、
当
社
に
吸
収
合
併
し
、
当
社

の
所
有
山
林
と
な
っ
た
。
当
山
林
の
面
積
の
六

0
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
森
林
開
発
公
団
と
の
分
収
造
林
契
約

地
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
て
も
有
数
の
大
規
模
公
団
分
収
造
林
地
て
あ
る
。
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当
社
の
森
林
施
策

施
業
案
の
推
移

当
社
の
経
営
林
に
お
い
て
本
格
的
か
つ
体
系
的
施
業
案
が
最
初
に
作
ら
れ
た
の
は
、
別
子
山
事
業
区
の

七
番
山
借
地
林
な
ら
び
に
葛
籠
尾
、
城
師
地
区
の
所
有
地
な
ど
に
お
い
て
て
、

三
十
八
年
に
か
け
て
の
こ
と
て
あ
る
。
民
間
て
は
初
の
本
格
的
な
施
業
計
画
て
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
各

事
業
区
ご
と
に
原
則
と
し
て

一
0
年
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の

一
0
年
ご
と
に
一
回
の
施
業
案
検
訂
も
昭
和
四
十
一
年
の
北
見
事
業
区
検
訂
が
最
後
と

な
っ
た
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
四
十
三
年
創
設
の
林
野
庁
の
森
林
施
業
計
画
制
度
に
基
づ
き
、

か
ら
は
農
林
水
産
大
臣
が
認
定
す
る
五
か
年
ご
と
の
森
林
施
業
計
画
を
全
山
い
っ
せ
い
に
編
成
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
て
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
調
査
方
法
も
、
従
来
の
人
力
多
投
入
型
の
調
査
に
代
わ
っ
て
、
航
空

各
事
業
区
ご
と
の
施
業
案
編
成
、

四
十
六
年

お
よ
び
そ
の
後
の
検
訂
の
時
期
、
面
積
、
伐
期
齢
、
特
記
事
項
な
ど

に
つ
い
て
は
、
別
巻
資
料
編
8

「
森
林
施
業
計
画
（
施
業
案
）

別
子
山
事
業
区
第
六
次
施
業
案
検
訂
業
務
の
記
録
か
ら

の
沿
革
」
に
一
括
掲
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
当
期
間
中
の
施
業
案
検
訂
の
実
施
情
況
の
一
っ
を
例
示
す
る
と
次
の
と
お
り
て
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
年
九
月
か
ら
編
成
作
業
を
開
始
し
た
別
子
山
事
業
区
第
六
次
施
業
案
検
訂
（
始
期
昭
和
四
十

一
年
十
月
度
）
は
、
翌
四
十
一
年
三
月
か
ら
別
子
山
と
並
行
し
て
編
成
作
業
を
開
始
し
た
北
見
事
業
区
第

四
次
施
業
案
検
訂
（
始
期
昭
和
四
十
―
一年
十
月
度
）
と
と
も
に
、

写
真
や
数
式
モ
デ
ル
を
用
い
た
推
測
方
式
が
主
力
と
な
っ
た
。

明
治
三
十
七
年
以
来
連
綿
と
続
い
て
き

明
治
三
十
七
年
か
ら
翌
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林
況
調
査

0
現
地
に
お
け
る
検
訂
作
業
の
内
訳

0
検
訂
員
の
構
成

年
間
）

計

八
名

一
名

七
名

（
第
六
次
施
業
案
実
行
期
間

昭
和
四
十
一
年
十
月
よ
り
五
十
一
年
九
月
ま
て
の
一
〇

昭
和
四
十
一
年
八
月
二
十
五
日

山
林
経
営
委
員
会
に
て
審
議

昭
和
四
十
一
年
七
月
二
十
H
お
よ
び

た
当
社
独
自
の
伝
統
的
な
施
業
計
画
の
最
後
の
業
務
と
な
っ
た
。

各
事
業
区
ご
と
の
、
独
自
の
施
業
案
編
成
業
務
そ
の
も
の
が
い
ま
や
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
現
在
、

そ
の
現
地
調
査
と
編
成
と
り
ま
と
め
の
様
子
な
ど
を
、
別
子
山
事
業
区
第
六
次
施
業
案
検
訂
業
務
の
記
録

昭
和
四
十
年
九
月
一
日
よ
り
十
一
月
十
六
日

昭
和
四
十
年
十
一
月
二
十
H
よ
り
四
十
一
年
三
月
十
五
日

（
四
十
一
年
三
月
十
六
日
よ
り
六
月
九
H
の
間
は
、
北
見
事
業
区
第
四
次
施
業
案
検
訂

外
業
調
査
の
た
め
現
地
へ
出
張
）

検
訂
責
任
者
・
主
査
・
検
訂
員

山
林
部
計
画
課
よ
り

四
国
支
店
営
林
課
員

三
五

H
:
…
…
廷
べ
人
数
二
四
五
人

昭
和
四
十
一
年
六
月
十
日
よ
り
四
十
一
年
十
二
月
二
十
日

内
業

0
日

程

外

業

〈
別
子
山
事
業
区
第
六
次
施
業
案
検
訂
業
務
の
記
録
か
ら
〉

か
ら
た
ど
る
こ
と
と
し
よ
う
。
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合
計

除
地
）

林
況
（
植
生
状
態
の
は
か
人
工
林
や
天
然
林
の
生
育
状
況
）

七
六
日

固
定
標
準
地
設
定

現
地
研
修
会

現
地
調
査
内
業
・
移
動

0
調
製
書
類、

お
よ
び
図
面
類

施
業
案
説
明
書

士
壌
調
査

―
一
九
人

二
―
人

五
H
…

…

…

三

日

…

…

…

一
七
日
：
·
·
…
•
•

経
営
方
針
の
大
綱

地
況
（
位
罹
、
面
積
、
地
勢
、
地
質
、
気
象
）

交
通
運
搬
関
係

森
林
区
画
（
境
界
検
測
、
林
班
・
小
班
）

地
種
区
分
（
普
通
施
業
地
、
施
業
制
限
地
、
第
一
種
・
ニ
種
施
業
制
限
地
、

保
安
林
（
指
定
箇
所
、
指
定
施
業
要
件
）

事
業
の
沿
革
（
施
業
案
の
編
成
お
よ
び
検
訂
の
経
緯
、
所
有
の
沿
革
、
管

理
の
沿
革
）

施
業
の
方
法
（
更
新
の
方
法

（
作
業
級
）

（
輪
伐
期
）

（
標
準
伐
採
量
）

一
六
日

―
―
二
人

三
五
人

五
三
二
人

（
伐
期
齢
の
決
定
方
法
）

の
測
鼠

皆
伐
．
択
伐
．
漸
伐
）

確定した境界に設置する「岩石標」（昭和35年、五良津山事

業区）

昭和35年 五良津山事業区第 5次検訂

での地質調査
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総
額

内
訳

外
業
…
…
…
一
四

0
万
三

0
0
0
円
（
旅
背
、
資
材
、
運
搬
、
労
務
費
）

内
業
…
…
…
四
五
万
円
（
簿
冊
図
面
作
成
費
）

一
八
五
万
三

0
0
0
円
（
社
員
の
俸
給
・
賞
与
は
含
ま
な
い
）

0
検
訂
に
か
か
っ
た
経
費

白
図
（
白
地
の
林
班
・
小
班
図
）

林
相
図

施
業
図

森
林
甚
本
図

図
面
航
空
写
真
測
量
に
よ
る
等
高
線
入
り
＂
オ
ル
ソ
フ
ォ
ト
マ
ッ
プ
“

収
穫
計
画
（
主
伐
・
間
伐
）

造
林
計
画
（
造
林
樹
種
、
面
積
）

保
育
計
画
（
下
刈
、
蔓
切
、
除
伐
、
枝
打
、
保
育
間
伐
）

収
支
・
損
益
計
画

森
林
調
査
簿
（
森
林
の
資
源
簿
）

林
班
・
小
班
ご
と
に
、
面
積
、
樹
種
、
蓄
積
、
生
長
量
、
樹
高
、
胸
高
直

径
、
立
木
密
度
な
ど
を
現
地
調
査
に
基
づ
い
て
記
載

施
業
甚
案
（
林
班
・
小
班
別
の
一

0
年
間
の
収
穫
、
造
林
、
保
育
計
画
を
記
載
）

施
業
案
付
表
（
項
目
別
に
再
掲
集
計
し
た
簿
冊
）

伐
期
齢
改
定
説
明
書
（
伐
期
を
改
訂
し
た
趣
旨
お
よ
び
数
表
）

（
伐
採
列
区
）
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《
外
業
調
査
の
一
日
》

早
朝
、
中
七
番
駐
勤
所
の
賄
い
の
お
ば
さ
ん
に
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た
に
ぎ
り
め
し
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に

入
れ
、
調
査
の
補
助
と
し
て
雇
っ
た
山
の
人
た
ち
ニ
ー
三
人
を
つ
れ
て
、
本
日
の
目
的
の
調
査
現
場
に
向
か

う
。
所
持
品
は
、
ク
リ
ノ
メ
ー
タ
ー
（
コ
ン
パ
ス
つ
き
傾
斜
角
測
定
器
）
、
測
高
器
、
間
縄
（
メ
ジ
ャ
ー
）
、

測
量
用
ポ
ー
ル
、
コ
ン
パ
ス
測
量
機
材
、
鍬
、
調
査
野
帳
、
そ
し
て
足
も
と
は
勿
論
地
下
足
袋
て
あ
る
。

林
相
図
と
コ
ン
パ
ス
を
頼
り
に
現
場
を
目
指
す
が
、
目
的
の
調
査
地
点
に
た
ど
り
着
く
た
め
に
ま
ず
一
苦

労
。
途
中
ま
て
は
歩
道
が
あ
る
が
、
殆
ど
は
雑
灌
木
の
繁
る
、
時
に
は
い
ば
ら
の
多
い
藪
を
か
き
分
け
て
進

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
目
的
と
す
る
地
点
に
た
ど
り
着
く
と
ま
ず
一
安
心
て
あ
る
。

現
地
て
ま
ず
上
壌
調
査
を
始
め
る
。
鍬
て
、
幅
・
深
さ
と
も
七
、
八

0
セ
ン
チ
の
穴
を
掘
り
、
土
壌
断
面

を
平
滑
に
き
れ
い
に
整
え
る
。
土
壌
調
査
野
帳
に
現
地
の
植
生
、
立
木
の
成
育
状
況
、
気
象
状
況
を
記
録
し
、

上
壌
断
面
の
観
察
調
査
を
行
う
。
断
面
を
描
写
し
、
土
壌
層
の
区
分

(AO、
A
、
B
、
C
、
G
、
M
層）、

土
性
、
孔
隙
、
水
湿
状
態
、
菌
糸
・
菌
根
の
有
無
、
堅
密
度
を
記
録
し
、
土
壌
型
を
判
定
し
て
記
載
す
る
。

土
壌
型
は
、
褐
色
森
林
土

(Ba
、
BC…
…

・:Bf)
、
黒
色
土

(BQ)
、
赤
色
土

(
R
)
、
ポ
ド
ゾ
ル
土

(pd
、

pw)
、
グ
レ
イ
土

(G)
等
に
分
類
す
る
。
通
常
、
四
国
山
林
て
は
、
ス
ギ
の
造
林
地
は

B
d
/
B
e型
土
壌
が

適
し
、
ヒ
ノ
キ
は

Be/Bd.dry型
土
壌
に
適
し
て
い
る
。
時
に
は
土
壌
を
持
ち
帰
っ
て
、
化
学
分
析
に
よ
る

土
壌
養
分

(
N
/
p
/
k
)
の
把
握
や
、
物
理
的
性
質
を
分
析
す
る
こ
と
も
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
立
木
調
査
て
あ
る
。
間
縄
に
よ
る
帯
状
調
査
か
プ
ロ
ッ
ト
調
査
を
行
う
。

帯
状
調
査
て
は
出
来
る
限
り
調
査
対
象
が
恣
意
的
と
な
ら
な
い
よ
う
、
雁
っ
た
作
業
員
に
、
崖
が
あ
ろ
う

と
谷
が
あ
ろ
う
と
ラ
ン
ダ
ム
に
真
っ
直
ぐ
走
ら
せ
る
。
間
縄
の
両
側
各
ニ
メ
ー
ト
ル
に
か
か
る
立
木
の
樹
種

別
本
数
・
樹
高
・
胸
高
直
径
を
野
帳
に
記
録
す
る
。

野
帳
に
集
め
た
デ
ー
タ
は
、
宿
舎
に
帰
っ
て
夕
食
を
取
っ
た
後
、
現
地
内
業
と
な
る
。
蓄
積
計
算
の
も
と

と
な
る
樹
高
曲
線
を
図
化
し
、
そ
の

H
に
調
査
し
た
林
小
班
の
調
査
成
果
品
を
取
り
ま
と
め
る
。
自
分
が
予

想
し
た
と
お
り
の
成
果
品
と
な
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
日
必
死
に
登
っ
た
山
の
藪
こ
ぎ
が
一
層
恨
め
し

だ
ん
だ
ん
調
査
野
帳
の
結
果
を
見
ず
と
も
勘

＜
疲
れ
が
わ
き
出
し
て
く
る
。
調
査
の
目
が
慣
れ
て
く
る
と
、

＊
 
外
業
調
査

奥
七
番
地
区
一
〇
一
林
班
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林
立
木
調
査
、

お
よ
び
土
壌
調
査
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れ
ら
の
自
山
材
は

表 2-13 

6
 

経営山林面積の推移

四
が
働
い
て
く
る
も
の
だ
。
内
業
が
ひ
と
と
お
り
纏
ま
れ
ば
明
日
の
調
査
地
の
資
料
と
道
具
の
準
備
を
す
る
。

す
べ
て
の
現
地
調
査
が
終
わ
り
、
山
を
下
り
る
と
き
の
身
の
軽
さ
と
街
並
み
の
新
鮮
さ
は
格
別
て
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
、

の
理
由
か
ら
、

山
に
こ
も
っ
て
の
外
業
調
査
が
、
別
子
山
事
業
区
第
六
次
検
訂
の
場
合
、

H
続
い
た
こ
と
に
な
る
。
現
地
て
集
め
ら
れ
た
調
査
野
帳
は
、

の
調
整
簿
冊
や
伐
期
齢
の
検
討
資
料
、
森
林
基
本
図
な
ど
の
材
料
と
な
っ
た
。

経
営
山
林
面
積
の
圃
復

山
林
部
に
帰
っ
て
か
ら
の
、
調
査
簿
な
ど

こ
こ
て
戦
後
の
経
営
山
林
面
積
の
異
動
の
概
要
を
見
て
み
る
と
表

2
ー

13
の
と
お
り
て
あ
る
。
既
に
触

れ
た
と
お
り
、
敗
戦
の
結
果
、
多
く
の
海
外
の
山
林
が
没
収
さ
れ
、
ま
た
、
国
内
の
山
林
も
一
部
未
墾
地

解
放
な
ど
に
よ
り
没
収
さ
れ
た
こ
と
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
と
し
て
も
、
六
社
分
割
時
代
に
経
営
困
難
等

心
な
ら
ず
も
手
放
し
た
九
州
、
和
歌
山
、
兵
庫
等
の
山
林
面
積
く
ら
い
は
な
ん
と
か
回
復

さ
せ
た
い
と
い
う
の
が
当
社
の
宿
願
て
あ
っ
た
。
昭
和
五
十
年
、
大
阪
殖
林
を
買
収
し
た
時
点
て
当
社
の

事
実
上
の
経
営
山
林
面
積
は
、
昭
和
二
十
三
年
第
二
会
社
分
立
当
初
の
約
四
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
よ
う
や
く

上
回
る
こ
と
と
な
り
、
長
年
の
願
い
も
ひ
と
ま
ず
逹
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
当
社
の
経
営
山
林
の
経
営
面
積
、
所
有
面
積
の
推
移
、
新
植
面
積
の
推
移
、
蓄
積
量
の
推
移
等
に

つ
い
て
は
、
別
巻

(21123)
に
掲
載
す
る
が
、

（
一
三
九
頁
）

昭
和
三
十
年
か
ら
五
十
年
ま
て
の
収
穫
数
鼠
は
表
2

—

の
と
お
り
、
年
平
均
約
八
万
三

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
て
、
簿
価
に
含
み
の
大
き
い
こ

こ
の
間
の
当
社
の
大
き
な
収
益
源
て
あ
っ
た
。

一
人
平
均
五
九

（単位： ha) 

昭和32年 9月 昭和41年 8月 平成 9年 9月

四国山林 17,507 16,057 14,715 

九州山林 7,550 7,310 8,214 

北海道山林 14,510 14、165 15,314 

和歌山山林 2,259 

L>.ロ -計 39,567 37、532 40,503 
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給
を
行
っ
て
い
た
。

そ
の
他
の
事
業

搾
乳
事
業
の
廃
止

明
治
三
十
五
年
(
-
九

0
二）

け
る
か
た
わ
ら
、

メ
乳
業
）

つ
い
に
五
七
年
間
に
わ
た
る

そ
の
他
の
事
業
お
よ
び
業
況
の
推
移

か
ら
新
居
浜
市
の
磯
浦
地
区
て
開
始
さ
れ
た
乳
牛
飼
育
事
業
は
、

ク
時
に
は
日
産
五
斗
（
約
九

0
リ
ッ
ト
ル
）

ピ
ー

の
搾
乳
を
行
い
、
住
友
病
院
や
住
友
連
系
各
社
の
社
宅
に
届

そ
の
一
部
は
住
友
家
本
邸
の
乳
製
品
の
加
工
用
の
原
料
と
し
て
神
戸
ま
て
送
り
届
け
ら

れ
て
い
た
が
、
特
に
戦
中
戦
後
の
食
糧
不
足
の
時
代
に
は
、
新
居
浜
市
民
の
健
康
維
持
の
上
て
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
後
昭
和
二
十
六
年
(
-
九
五
一
）
ご
ろ
厚
生
省
令
に
よ
り
牛
乳
の
低
温
処
理
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
別
に
、
牛
乳
処
理
工
場
「
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
」
を
設
罹
し
、
他
所
（
エ
ヒ

か
ら
の
購
入
分
も
合
わ
せ
て
年
間
一

0
0
0
石
(
-
八
0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
）
程
度
の
牛
乳
の
供

し
か
し
、
こ
の
事
業
は
、

開
始
以
来
、

は
あ
る
が
い
つ
も
赤
字
の
部
門
て
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
年
代
に
入
り
国
民
全
般
の
食
糧
事
情
が
好
転
、
ま

た
、
政
府
て
も
大
型
酪
農
事
業
の
振
興
策
を
と
り
始
め
る
と
、
小
規
模
事
業
の
当
部
門
の
採
算
は
ま
す
ま

す
悪
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

お
し
な
べ
て
採
算
の
と
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
少
額
て

こ
う
し
て
昭
和
三
十
四
年
六
月
、
多
く
の
フ
ァ
ン
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
、

酪
農
事
業
か
ら
撤
退
、
西
谷
の
牧
場
跡
は
、
そ
の
後
、
山
林
樹
木
の
育
苗
畑
に
転
用
さ
れ
た
。

第
四
節

麗囀l

ゞ 西谷牧場の放牧風景
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当
社
の
淵
源
は
別
子
鉱
山
に
付
帯
す
る
木
材
関
連
業
務
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
始
ま
る
。

戦
前
か
ら
宮
崎
県
・
椎
葉
、
愛
媛
県
・
新
居
浜
、
北
海
道
・
鴻
之
舞
な
ど
て
製
材
工
場
を
運
営
し
て
い
た
。

そ
れ
ら
の
工
場
て
は
当
初
は
弁
甲
材
、
矢
板
、
建
築
・
営
繕
用
材
な
ど
を
製
材
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、

工
場
の

一
部
は
閉
鎖
し
た
り
、
転
用
し
た
り
、
ま
た

一
方
て
は
新
設
も
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
年
前
後
に

は
、
大
半
の
工
場
て
は
、

①
新
居
浜
製
材
工
場

昭
和
三
十
年
当
時
、
月
産
能
力
は

一
0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
て
、

主
と
し
て
、
自
山
か
ら
の
ス
ギ
、

マ
ツ
な
ど
を
中
心
に
製
材
し
て
い
た
。
製
品
の
お
よ
そ
半
分
は
鉱
山
向
け
て
、
他
は

一
般
市
販
用

昭
和
三
十
八
年
に
は
、

子
会
社
ス
ミ
リ
ン
木
材
工
業
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
同
社
は
、
平
成
四
年
(
-
九
九

二
）
木
伐
加
工
の
高
度
化
を
図
る
た
め
発
展
的
に
解
消
さ
れ
、
新
た
に
、
別
会
社
ス
ミ
リ
ン
ホ
ル
ツ
が
設

②
西
條
製
材
工
場

昭
和
三
十
年
前
後
に
は
主
と
し
て
石
鎚
山
地
区
の
自
山
材
を
主
体
に
月
間
二
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
前
後

の
製
材
を
行
っ
て
い
た
が
、

三
十
八
年
の
新
居
浜
製
材
工
場
の
能
カ
ア
ッ
プ
と
と
も
に
閉
鎖
し
た
。

③
一
ノ
橋
製
材
工
場

昭
和
三
十
四
年
、
地
元
北
海
道
て
国
有
林
の
特
買
権
を
も
つ
平
氏
の
工
場
に
経
営
参
加
し
、
国
有
林
か

立
さ
れ
住
宅
部
材
製
造
工
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

工
場
建
屋
、
機
械
設
備
な
ど
も

一
新
し
、
翌
三
十
九
年
に
は
同
部
門
を
分
離
、

の
建
築
材
て
あ
り
、
大
阪
、
神
戸
方
面
に
も
出
荷
し
て
い
た
。

ノ
キ 以

下
に
、
当
社
の
直
営
お
よ
び
関
係
先
製
材
工
場
の
動
向
を
ま
と
め
て
お
く
。

そ
の
目
的
を
市
販
用
の
建
築
材
の
製
造
に
切
り
替
え
て
い
た
。

製
材
工
場
・
木
材
加
工
工
場
の
動
向

に
し
の
た
に

酪
農
事
業
か
ら
撤
退
、
西
谷
の
牧
場
跡
は
、

そ
の
後
、

山
林
樹
木
の
育
苗
畑
に
転
用
さ
れ
た
。

ヒ

し
た
が

っ
て

．
 

4
9
 

ヽ

帯鋸による製材（昭和30年ごろの新居浜

製材工場）

*
1

弁
甲
材
（
べ
ん

こ
う
ざ
い
11
S
h
i
p
 b
u
i
l
d
e
i
n
g
 t
i
m
b
e
r) 

木
造
船
用
の
造
船
用
材
。
ス
ギ
丸
太
な
ど
を
太
鼓
落
と
し

に
そ
ま
削
り
し
た
も
の
て
、
低
肥
林
業
の
製
品
が
知
ら
れ
て

い
る
。
近
年
は
鋼
船
主
流
の
た
め
生
産
批
は
減
少
し
て

い
る
。

*
2

矢
板

（
や
い
た
11
S
h
e
e
t
 pil
e
)
 

建
設
現
場
て
周
囲
の
土
地
の
崩
れ
を
防
ぐ
た
め
に
打
ち
込

む
板
。
山
止
め
と
も
い
う
。
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ら
出
材
さ
れ
る
エ
‘
‘
ソ
マ
ツ
、

立
方
メ
ー
ト
ル
を
製
材
し
て
い
た
。

と
し
て
販
売
、
広
葉
樹
製
品
は
一
部
は
輸
出
用
に
一
部
は
東
海
地
区
の
家
具
・
木
工
メ
ー
カ
ー
に
販
売
し

、こ、
3

、

て
し
↑
カ

そ
の
後
、
国
有
林
の
払
い
下
げ
数
量
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
昭
和
四
十
年
、
北
海
道
酪
農
木

④
丸
瀬
布
製
材
工
場

元
来
は
、
鴻
之
舞
鉱
山
に
付
帯
す
る
製
材
工
場
て
あ
っ
た
が
、
昭
和
―
二
十
年
前
後
に
は
、
国
有
林
材
、

自
山
材
を
主
体
に
、
夏
場
は

エ
ゾ
マ
ツ
、

た
。
そ
の
後
、
出
材
が
減
少
し
採
算
が
悪
化
し
て
き
た
の
て
、
三
十
四
年
十
月
閉
鎖
し
た
。

一
方
、
木
材
加
工
分
野
て
は
昭
和
三
十
1
四
十
年
代
に
か
け
て
次
の
工
場
を
運
営
し
て
い
た
。

①
四
8
市
製
函
工
場

昭
和
三
十
i
三
十
一
年
ご
ろ
、

納
人
が
続
い
た
。
し
か
し
、
三
十
五
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
木
箱
の
需
要
は
金
属
製
パ
レ
ッ
ト
に
押
さ
れ
て

漸
次
減
少
し
始
め
た
。
三
十
七
年
、
事
業
合
理
化
の
た
め
同
工
場
を
切
り
離
し
四
日
市
製
函
株
式
会
社
を

設
立
し
た
。
そ
の
後
道
路
が
整
備
さ
れ
、
板
硝
子
の
裸
輸
送
が
増
加
し
て
硝
子
箱
の
需
要
は
減
少
し
て
い

②
新
居
浜
集
成
材
工
場

き
、
四
十
三
年
製
函
工
場
は
閉
鎖
し
た
。

材
工
業
株
式
会
社
と
企
業
合
同
し
工
場
は
閉
鎖
し
た
。

ト
ド
マ
ツ
の
ほ
か
に
、

工
｀
‘
ソ
マ
ッ
、

ナ
ラ
、

カ
バ
等
の
広
葉
樹
な
ど
、
年
間
約
一
五

0
0

ト
ド
マ
ツ
は
、
主
と
し
て
士
木
用
仮
設
材
、
梱
包
用
材

ト
ド
マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
を
、
冬
場
は
広
葉
樹
を
製
材
し
て
い

日
本
板
硝
子
か
ら
の
木
箱
需
要
が
急
増
、
月
間
一

0
万
ケ
ー
ス
以
上
の

昭
和
三
十
二
年
、
本
社
に
調
査
室
を
設
置
し
、
木
材
加
工
分
野
の
調
査
を
始
め
た
。
調
査
の
結
果
、
直

ち
に
新
規
事
業
を
開
始
す
る
に
は
問
題
も
あ
り
、
手
始
め
と
し
て
集
成
材
事
業
を
取
り
上
げ
た
。
ま
ず
、

ハ
ッ
チ
ボ
ー
ド
、
足
場
板
の
集
成
材
を
淡
路
島
由
良
所
在
の

H
本
改
良
木
材
に
委
託
加
工
し
た
。
そ
の
後
、
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大
阪
市
平
林
町
に
新
工
場
建
設
を
計
画
し
た
が
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

代
わ
っ
て
新
居
浜
製
材
工
場
敷
地
内
に
、
集
成
柱
材
月
産
五

0
立
方
メ
ー
ト
ル
の
新
工
場
の
建
設
を
計

画
、
昭
和
三
十
五
年
六
月
に
は
工
場
建
屋
も
竣
工
、
当
社
が
木
材
加
工
部
門
に
進
出
す
る
最
初
の
試
み
と

な
っ
た
。
翌
二
十
六
年
か
ら
機
械
の
据
え
付
け
、
試
作
な
ど
が
行
わ
れ
た
が
、
結
局
、
三
十
九
年
九
月
本

事
業
を
廃
止
し
た
。

昭
和
三
十
年
代
か
ら
昭
和
四
十
年
代
に
か
け
て
の
、
こ
の
一
―

0
年
間
の
全
社
の
動
き
を
概
括
す
る
と
、

お
よ
そ
次
の
と
お
り
て
あ
っ
た
。

経
営
管
理
面
積
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
年
に
は
三
万
九
八
九

0
ヘ
ク
タ
ー
ル
て
あ
っ
た
も
の
が
、
五

十
一
年
の
第
二
次
施
業
案
検
訂
時
に
は
四
万
五
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
増
加
し
た
。
ま
た
、

山
林
の
所
有
面

積
に
つ
い
て
は
、
三
万
四
七
九
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
、
三
万
八
一

0
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
ヘ
と
増
加
し
た
。

林
道
の
敷
設
に
つ
い
て
は
、
農
林
金
融
公
庫
な
ど
の
低
利
て
長
期
の
資
金
を
利
用
し
て
積
極
的
に
拡
張

し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
五
十
一
年
に
は
、
社
有
林
の
林
道
敷
設
度
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
一
三

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
同
時
期
の
わ
が
国
の
全
森
林
平
均
敷
設
度
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
約
三
メ

ー
ト
ル
を
大
き
く
上
回
る
も
の
て
、

山
林
部
門

そ
の
後
の
作
業
効
率
の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

管
理
業
務
の
分
野
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
の
第
一
次
施
業
案
検
訂
か
ら
、
従
来
の
人
手
に
よ
る
現
地
立

部
門
別
業
況
の
推
移
等
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国
内
材
部
門
、
二
八
九
億
円
（
二
七
％
）
、
外
材

I
部、

一
八

0
億
円
（
一
七
％
）
、
外
材

11
部、

木
調
査
方
法
な
ど
を
航
空
写
真
に
よ
る
推
計
方
法
に
切
り
替
え
、

ま
た
、

ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
る
林
道
の
造
成
や
丸
太
の
集
材
方
法
な
ど
も
取
り
入
れ
、
作
業
能
率
の
向
上
を
図
っ
た
。

そ
の
結
果
、

年
に
は
五
七
名
に
減
少
し
た
。
ま
た
、
伐
採
跡
地
の
地
ご
し
ら
え
、
新
植
、
下
刈
り
、
蔓
切
り
、
除
伐
な

ど
の
山
林
作
業
を
請
け
負
う
社
外
の
山
林
労
務
者
数
も
、
拡
大
造
林
の
ピ
ー
ク
時
（
昭
利
三
十
四
年
ご

ろ
）
に
は
七

0
0人
ぐ
ら
い
て
あ
っ
た
も
の
が
、
五
十
年
ご
ろ
に
は
五

0
0人
く
ら
い
に
ま
て
減
少
し
た
。

昭
和
三
十
年
二
月
、
新
会
社
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
ろ
の
取
り
扱
い
商
品
は
、

材
、
仕
入
材
、
交
流
材
等
の
国
内
材
て
、

っ
た
が
、
三
十
年
に
南
洋
材
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ラ
ワ
ン
材
等
）

米
材
の
直
輸
入
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
材
の
取
り
扱
い
も
開
始
、

た
の
て
、
三
十
五
年
に
は
海
外
部
を
設
置
し
た
。
同
部
は
、

加
材
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
材
等
）
と
外
材

11
部
（
南
洋
材
）

こ、

ま

f

九
月
期
）

山
林
作
業
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
草
刈
機
を
採
用
し
、
ブ

倍
と
な
り
、

山
林
管
理
に
従
事
す
る
社
員
の
数
も
、

全
社
の
総
売
上
高

(
1
0
四
四
億
円
）

さ
ら
に
施
業
案
の
編
成
作
業
に
も
コ
ン

三
十
年
に
は
一
三
八
名
て
あ
っ
た
も
の
が
、
五
十
一

そ
の
は
と
ん
ど
が
、
自
山

そ
の
売
上
高
は
年
間
一
八
億
円
（
昭
和
三
十
年
九
月
期
）
て
あ

の
取
り
扱
い
が
始
ま
り
、
三
十
三
年
に
は

そ
の
取
扱
い
高
も
徐
々
に
拡
大
し
て
き

さ
ら
に
昭
和
四
十
五
年
、
外
材

I
部
（
米
・

に
分
け
ら
れ
た
。

昭
和
三
十
七
年
に
は
、
合
板
、
新
建
材
を
取
り
扱
う
建
材
部
も
設
置
さ
れ
、
五
十
年
（
五
十
年

の
こ
れ
ら
営
業
四
部
門
の
合
計
売
上
高
は
九
三

0
億
円
て
売
上
規
模
は
こ
の
一

―0
年
間
て
五
一

の
八
九
％
を
占
め
て
い
た
。

昭
和
五
十
年
九
月
期
に
お
け
る
営
業
四
部
門
の
売
上
高
（
総
売
上
高
比
）

営
業
部
門
1

取
り
扱
い
品
目
の
拡
大
と
売
上
高
の
急
伸

ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
す
る
な
ど
大
幅
な
改
善
を
行
っ
た
。

は
次
の
と
お
り
て
あ
っ
た
。
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の
世
界
各
国
を
相
手
と
す
る
木
材
貿
易
へ
の
進
出
や
合
弁
事
業
の
開
始
な
ど
当
社
に
と
っ
て
は
大
発
展
の

国
規
模
の
木
材
会
社
へ

さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ

三
億
円
(
―
二
％
）
、
建
材
部
、
三
四
四
億
円
（
三
三
％
）
。

こ
の
間
の
全
社
の
総
売
上
古
向
は
、
昭
和
三
十
年
の
一
八
億
円
か
ら
、
昭
和
五
十
年
に
は
、

四
四
億
円
と
五
八
倍
の
規
模
と
な
り
、
世
界
て
も
驚
異
的
と
い
わ
れ
た
わ
が
国
の
名
目
G
N
P
成
長
率

ま
た
、
全
杜
の
部
門
別
売
上
高
推
移
は
図
2

ー

16
の
と
お
り
て
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
営
業
部
門
の
急
激
な
成
長
と
、
不
動
産
、
緑
化
事
業
等
の
新
規
事
業
へ
の
進
出
は
、
当

然
相
応
の
資
金
需
要
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
そ
の
間
当
社
は
数
次
に
わ
た
る
増
資
を
行
い
、
内
部
資
本
の

充
実
に
努
め
て
は
き
た
が
、
昭
和
五
十
年
に
は
、
財
務
の
健
全
性
を
示
す
、
自
己
資
本
比
率
は
全
産
業
平

人
金
残
高
（
割
引
手
形
を
含
む
）
は
五

0
0
億
円
と
月
商
の
五
・
七
か
月
分
に
も
達
し
た
。
ま
た
、
金
融

収
支
も
マ
イ
ナ
ス
三
六
億
円
（
年
商
一

0
四
四
億
円
の
三
・
五
％
）
と
、
営
業
利
益
三
七
億
円
（
三
・

六
％
）
に
迫
る
ま
て
に
な
り
、
利
益
率
の
低
い
業
種
の
当
社
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
負
担
と
な
り
、
先
人

か
ら
受
け
継
い
だ
膨
大
な
含
み
資
産
と
信
用
を
背
景
と
し
て
拡
大
を
し
続
け
た
当
社
の
積
極
的
経
営
も
、

こ
こ
に
お
い
て
、
は
ば
限
界
に
達
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

経
営
方
針
の
転
換

以
上
み
て
き
た
と
お
り
、
昭
和
三
十
年
か
ら
五
十
年
ま
て
の
二

0
年
間
は
、

地
方
の
木
材
業
者
か
ら
全

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
お
よ
び
南
方
諸
国
な
ど
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時
期
て
あ
っ
た
、
ま
た
一
方
て
は
大
阪
株
式
市
場
へ
の
株
式
の
上
場
も
果
た
し
、

礎
を
築
い
た
時
期
て
も
あ
っ
た
が
、
四
十
八
年
に
受
け
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
は
、

昭
和
四
十
九
年
、

そ
の
後
の
諸
事
業
の
基

山
崎
専
務
を
委
員
長
と
す
る
社
内
の
総
合
対
策
委
員
会
（
井
上
事
務
局
長
）
は
、
早

急
に
不
良
採
算
部
門
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
と
総
資
産
の
圧
縮
を
提
言
し
、

越
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

拡
大
路
線
に
終
止
符
を
打
た
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
実
行
は
次
の
時
代
に
も
ち

つ
い
に
従
来
の
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第
一

1

一
部

減
速
経
済
へ
の
対
応
と
事
業
の
再
構
築
（
昭
和
五
十
＼
六
十
二
年
）



昭
和
四
十
八
年
十
月
、
第
四
次
中
東
戦
争
を
契
機
に

O
P
E
C
に
よ
っ
て
発
動
さ
れ
た

「石
油
の
輸
出

量
の
削
減
と
大
幅
な
値
上
げ
政
策
」
は
、
西
側
諸
国
の
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
（
第
一
次
オ
イ
ル

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
先
進
国
首
脳
会
議

移
行
」
と
い
う
こ
と
が
て
き
る
が

ぶ
•
9
. 

当
期
間
（
昭
和
五
十
ー
六
十
二
年
・
一
九
七
五

1
八
七
）

も
大
き
な
も
の
は
、
①
昭
和
四
十
六
年
八
月
の
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
②
昭
和
四
十
八
年
十
月
の
第
一
次
オ
イ

ま
ず
、
第
一
点
目
の
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
第
一
一
部
て
も
触
れ
た
と
お
り
、

「ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
の
崩
壊
」
、

そ
れ
を

一
言
て
い
え

即
ち

「ア
メ
リ
カ
の
指
導
力
の
低
下
と
国
際
協
力
体
制
へ
の

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、

わ
が
国
経
済
の
方
向
性
を
根
底
か

ら
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
て
、
以
下
に
少
し
詳
し
く
述
べ
て
お
き
た
い
。

ル
シ
ョ
ッ
ク
、
③
昭
和
五
十
四
年
一
月
の
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
の
三
点
に
絞
る
こ
と
が
て
き
る
。

冨
世
界
経
済
の
潮
流

第
一
節

章

経
営
環
境
の
激
変
と
木
材
関
連
業
界
の
動
向

減
速
経
済
下
の
惟
界
経
済
と

H
本
経
済

の
世
界
経
済
の
流
れ
を
規
定
し
た
要
因
の
最

＊
 
第

一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

昭
和
四
十
八
年
、
ア
ラ
ブ
に
敵
対
す
る
国
々
へ
の
原
油
輸

出
量
を
削
減
す
る
と
同
時
に
輸
出
基
準
価
格
を
大
幅
に
値
上

げ
し
た
。
そ
の
結
果
原
油
価
格
は
同
年
八
月
の

一
バ
ー
レ
ル

当
た
り
＿二

・
O
六
六
ド
ル
か
ら
翌
年
一
月
に
は

一
バ
ー
レ
ル

―
―
•
六
五
ド
ル
と
な
り
、
わ
ず
か
五
か
月
間
の
間
に
約
四

倍
に
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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あ
っ
た
。

択
さ
れ
た
こ
と
は

呼
び
か
け
て

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
て
昭
和
五
十
年
十
一
月
、

衝
撃
は
こ
と
の
ほ
か
大
き
な
も
の
て
あ
っ
た
。

シ
ョ
ッ
ク
）
。

こ
れ
ら
の
国
々
は
、

ほ
ば
一

0
年
間
に
わ

昭
和
四
十
九
年
か
ら
五
十
年
に
か
け
て
軒
並
み
マ
イ
ナ
ス
経
済
成
長
に
転
落
し
、

し
か
も
同
時
に
大
幅
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
、

「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
」
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
な
か
て
も
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
七
六
％
を
石
油
に
頼
り
、

し
か
も
そ
の

輸
人
依
存
度
は
九
九
・
七
％
に
も
逹
し
、

量
的
に
も
世
界
一
の
石
油
輸
入
国
て
あ
っ
た
わ
が
国
の
受
け
た

フ
ラ
ン
ス
の
デ
ィ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
大
統
領
の

*
1
 

フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ン
ブ
イ
エ
て
第
一
回
目
の
先
進
国
首
脳
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
て
採

*
2
 

の
ち
に
「
ラ
ン
ブ
イ
エ
宣
言
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
後
の
世
界
経
済
の
運
営
の
方
向
を

示
す
礎
と
な
っ
た
。

第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
プ
ラ
ザ
合
意

*
3
 

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
の
イ
ラ
ン
革
命
は
、
世
界
の
産
油
高
の
一

0
％
を
占
め
る
イ
ラ
ン
の
石
油
生
産

を
お
よ
そ
二
か
月
に
わ
た
っ
て
停
止
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、

油
価
格
の
大
幅
値
上
げ
を
断
行
し
た
。
そ
れ
は
、

そ
の
機
を
と
ら
え
て

O
P
E
C
は
、
再
度
原

そ
れ
ま
て
一
‘
‘
ハ
ー
レ
ル
当
た
り
一
三
ド
ル
前
後
て
推
移

し
て
い
た
原
油
の
公
式
販
売
価
格
を
、
五
十
五
年
四
月
ま
て
に
二
八
ド
ル
に
引
き
上
げ
る
と
す
る
も
の
て

こ
の
よ
う
に
値
上
げ
幅
の
絶
対
額
は
前
回
を
上
回
る
も
の
て
あ
っ
た
が
、
先
進
諸
国
て
は
既
に
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
型
経
済
へ
の
移
行
を
進
め
て
お
り
、
ま
た
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

て
い
た
た
め
、
受
け
た
打
撃
は
そ
れ
ほ
ど
の
も
の
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

月
の

O
P
E
C
総
会
て
は
、
供
給
過
剰
を
反
映
し
て
つ
い
に
値
下
げ
が
発
表
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る

昭
和
五
十
八
年
三

*
1

先
進
国
首
脳
会
議

参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
主
催
者
の
は
か
に
ア
メ
リ
カ
の
フ
ォ

ー
ド
大
統
領
、
西
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
首
相
、
イ
ギ
リ
ス

の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
首
相
、
イ
タ
リ
ア
の
モ
ロ
首
相
と
わ
が
国
の

三
木
首
相
の
六
名
て
あ
っ
た
。

第
二
回
目
は
昭
和
五
十

一
年
六
月
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
の
サ

ン
フ
ァ
ン
て
開
催
さ
れ
、
新
た
に
カ
ナ
ダ
が
加
わ
り
、
第
三

回
目
は
五
十
二
年
五
月
ロ
ン
ド
ン
て
開
催
さ
れ
、
新
た
に

E

C
代
表
も
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
て
「
先
進
七
か
国

プ
ラ
ス

E
C
」
の
体
制
が
確
立
し
、
呼
び
名
も

一
般
に
「
サ

ミ
ッ
ト
」
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

*
2

ラ
ン
ブ
イ
エ
宣
言
の
要
旨

①
保
護
貿
易
主
義
へ
の
回
帰
を
防
ぐ
こ
と
。

特
に
国
際
収
支
黒
字
国
は
相
互
の
利
益
の
た
め
、
ガ
ッ
ト

の
精
神
に
則
り
、
関
税
お
よ
び
非
関
税
障
壁
の
除
去
に
努

め
る
こ
と
。

②
各
国
通
貨
当
局
は
為
替
の
安
定
に
努
め
る
こ
と
。

③
各
国
は
互
い
に
協
力
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
石
油
資
源
の
節
約
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
開
発
に
努
め
る
こ
と
。

*
3

イ
ラ
ン
革
命

石
油
が
も
た
ら
す
巨
頷
の
富
を
背
景
に
イ
ラ
ン
の
。ハ
ー
レ

ビ
国
王
は
、
伝
統
的
な
イ
ス
ラ
ム
文
化
の
社
会
構
造
を
急
激

に
変
革
し
、
西
欧
流
の
近
代
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
諸
政
策

を
強
引
に
推
し
進
め
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
国
王
の
独
裁

的
な
社
会
変
革
に
民
衆
が
強
く
反
発
、
一
九
七
八
年
に
は
パ

リ
に
亡
命
中
の
ホ
メ
イ
ニ
師
を
最
高
指
導
者
と
す
る
国
王
打

倒
運
動
が

一
気
に
燃
え
上
が
っ
た
。

十
二
月
に
入
る
と
、

首

都
テ
ヘ
ラ
ン
て
は
激
し
い
市
街
戦
が
起
こ
り
、
年
末
に
は
イ

ラ
ン
の
原
油
生
産
が
全
面
的
に
停
止
し
た
。
翌
七
九
年

一
月

十
六
日
、
国
王
が
エ
ジ
プ
ト
に
亡
命
し
、
パ
ー
レ
ビ
王
朝
は

崩
壊
し
た
。
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準
の
金
利
を
保
つ
、
な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。

れ

さ
ら
に
一
段
と
突
っ
込
ん
だ
国
際
協
調
策
が
協
議
さ
れ

月、

G
7

に
端
を
発
し
た
世
界
経
済
の
歪
み
は
、

即
ち
、
石
油
の
大
幅
値
上
げ
は
、
輸
入
国
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
招
来
し
、
各
国
は
そ
れ
を
抑
え
る

た
め
に
総
需
要
抑
制
策
を
と
り
、

昭
和
五
十
六
年
一
月
、

い
経
済
政
策
（
レ

ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
）
を
発
表
し
た
。
し
か
し
こ
の
政
策
も
、
当
初
数
年
間
は
効
果
を
発

ア
メ
リ
カ
の
経
済
も
活
気
を
取
り
戻
す
か
に
み
え
た
が
、

と
貿
易
赤
字
は
ま
す
ま
す
拡
大
、

5
)
の
蔵
相
お
よ
び
中
央
銀
行
総
裁
が
、

今
後
の
経
済
協
調
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
、

に
為
替
レ
ー
ト
の
適
正
な
修
正
に
よ
る
こ
と
」
な
ど
が
決
め
ら
れ
（
プ
ラ
ザ
合
意
）
、

カ
の
ド
ル
維
持
政
策
は
転
換
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
各
国
は
、

行
に
移
し
、

し
か
し
、

一
ド
ル
一
六

0
円
に
ま
て
上
昇
し
た
。

ま
る
て
悪
夢
て
て
も
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
消
え
去
っ
た
が
、

そ
れ
て
も
こ
の
期
間
中

そ
の
後
も
長
く
尾
を
引
く
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
国
内
市
場
を
失
っ
た
企
業
は
海
外
市
場
に
向
っ
て
ダ
ン
ピ

ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
新
し

そ
れ
に
伴
っ
て
為
替
レ
ー
ト
も
下
が
る
一
方
と
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
、
西
ド
イ
ツ
、

イ
ギ
リ
ス
、

五
十
九
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
財
政
赤
字

フ
ラ
ン
ス
、

さ
っ
そ
く
、
為
替
レ
ー
ト
の
調
整
を
実

わ
が
国
の
円
の
対
ド
ル
レ
ー
ト
も
、
六
十
年
九
月
の
一
ド
ル
ニ
四
二
円
か
ら
翌
年
九
月
に
は

そ
れ
て
も
ア
メ
リ
カ
の
双
子
の
赤
字
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、

の
結
果
、
当
面
、

昭
和
六
十
二
年
ニ

（
こ
の
時
か
ら
、
新
た
に
イ
タ
リ
ア
と
カ
ナ
ダ
も
加
わ
る
）
が
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ー
ブ
ル
て
開
か

「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
が
採
択
さ
れ
た
。
そ

ア
メ
リ
カ
は
高
水
準
の
金
利
を
維
持
し
、
西
ド
イ
ツ
お
よ
び
日
本
は
て
き
る
だ
け
低
水

つ
い
に
、
ア
メ
リ

「各
国
間
の
貿
易
収
支
の
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
は
ま
ず
第

ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
郊
外
の
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
集
ま
り
、

昭
和
六
十
年
九
月
、

日
本
の
先
進
五
か
国

(
G

揮
し

ン
グ
に
走
り
、
貿
易
摩
擦
を
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

た
る
石
油
危
機
は

*
1

レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス

レ
ー
ガ
ン
と
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
を
合
成
し
た
造
語
。
レ
ー

ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
中
心
は
、
一
九
八

一
年
か
ら
毎
年

一
0
%、

三
年
て
三

0
％
の
大
幅
減
税
と
、
そ
れ
に
見
合
う
徹
底
的
な

財
政
支
出
削
減
て
あ
る
。

レ
ー
ガ
ン
政
権
の
も
う

―
つ
の
公

約
て
あ
る
軍
備
増
強
と
矛
盾
す
る
面
を
も
ち
、
財
政
赤
字
急

増
の

一
因
と
な
っ
た
。

*
2

ル
ー
ブ
ル
合
意
の
要
旨

①
各
国
は
可
能
な
限
り
自
国
の
内
需
の
活
性
化
を
図
る
。

②
各
国
と
も
保
護
貿
易
主
義
に
対
抗
し
て
い
く
。

③
各
国
は
開
発
途
上
国
の
累
積
債
務
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
む
。

④
各
国
は
総
合
収
支
の
平
衡
を
保
つ
。
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し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は

一
般
歳
出
の
弾
力
性
を
圧
迫
し
、
ま
た
、
そ
の
運
用
分
野
も
公
共
建
設

し

贔`

し
カ

が
実
施
さ
れ
た
。

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
、
先
進
諸
国
の
多
く
は
そ
の
経
済
の
回
復
に
二
年
間
を
要
し
た
の
に
対
し
、

わ
が
国
は
そ
れ
を
一
年
間
て
克
服
し
た
。

の
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
転
浴
は
し
た
も
の
の
、
翌
年
に
は
わ
が
国
経
済
は
い
ち
早
く
プ
ラ
ス
成
長
に
転
じ
た

（表
3

ー

1)。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
昭
和
四
十
九
年
こ
そ
、
戦
後
初
め
て

こ
の
よ
う
な
早
期
の
立
ち
直
り
が
実
現
て
き
た
要
因
に
は
種
々
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
ず
政
府

お
よ
び
日
銀
に
よ
る
財
政
・
金
融
政
策
と
し
て
、
①
公
定
歩
合
の
大
幅
引
き
下
げ
、
②
赤
字
国
債
の
発
行

と
な
っ
た
。

こ
の
赤
字
国
債
の
発
行
に
よ
る
財
政
支
出
の
拡
大
は
、
確
か
に
低
迷
す
る
経
済
を
回
復
さ
せ

る
こ
と
に
は
大
き
く
貢
献
し
た
が
、

の
国
債
依
存
度
は
年
々
拡
大
、

そ
の
後
も
引
き
続
き
発
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
財
政

昭
和
五
十
四
年
に
は
一
般
歳
出
の
公
債
依
存
度
は
四

0
％
近
く
に
ま
て
達

工
事
な
ど
に
偏
向
し
て
い
た
た
め
、
企
業
の
業
績
回
復
に
つ
い
て
産
業
分
野
間
の
跛
行
を
助
長
す
る
こ
と

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
時
の
対
応
ー
|
他
国
に
先
駆
け
た
経
済
の
回
復

わ
が
国
の
経
済
社
会
の
状
況

っ
た
と
い
う
こ
と
が
て
き
よ
う
。

以
上

こ
の
間
（
昭
和
五
十
ー
六
十
二
年
）

の
世
界
経
済
の
流
れ
を
要
約
す
る
と
、
国
際
経
済
の
競
争

と
協
調
と
い
う
矛
盾
を
な
ん
と
か
調
整
し
よ
う
と
し
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
「
混
迷
の
時
代
」
て
あ

表 3-1 第 1次オイルショック後の先進国の

GNP成長率

年度

昭49

50 

51 

出典： IMF, International Financial Statistics 

UN, Monthly Bulletin of Statistics. 

OECD, Economic Outlook. 
日経文庫 r昭和経済史J、平成6年

アメリカ

△ I .8 

△ I .8 

6. I 

日本

△ 1.3 

2.4 

6.3 

西ドイツ

0.4 

△ 2.5 

5.7 

OECD 

0.3 

△ 1.0 

5.2 
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う
ア
ン
フ
ェ
ア
ー
な
民
族
」
と
、
非
難
さ
れ
る
も
と
に
も
な
っ
た
。

と
し
か
知
ら
な
い
特
異
な
民
族
」
と
か

「
自
分
の
市
場
は
開
放
せ
ず
、
集
中
豪
雨
的
輸
出
を
平
気
て
行

ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が

一
面
て
は
、
他
人
の
こ
と
を
顧
み
な
い

「
ウ
サ
ギ
小
屋
に
住
み
、
働
く
こ

こ
の
よ
う
な
労
使
の
関
係
は
、
欧
米
諸
国
か
ら
も

際
競
争
力
は
一
段
と
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

費
節
減
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
。

合
理
化
努
力
と
、
果
敢
な
先
端
技
術
等
へ
の
取
り
組
み
て
あ
っ
た
。

わ
が
国
の
い
ち
早
い
景
気
回
復
を
も
た
ら
し
た
も
う

―
つ
の
大
き
な
要
囚
は
、
個
別
企
業
の
積
極
的
な

な
か
て
も
、
鉄
鋼
、
化
学
、
紙
・
パ
ル
プ
、

に
も
な
っ
た
。
ま
た
、

窯
業
な
ど
の
分
野
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
開
発
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
削
減
努
力
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
鉄
鋼
業
な
ど
は
再
度
国
際
競
争
力
を
復
活
さ
せ
る
こ
と

そ
の
他
の
産
業
分
野
や
事
務
部
門
な
ど
に
お
い
て
も
、
消
耗
物
品
の
使
用
量
を
減

ら
し
た
り
、
残
業
時
間
を
少
な
く
し
た
り
、
空
調
の
温
度
を
一
定
限
度
に
押
さ
え
る
な
ど
の
き
め
細
い
経

そ
の
よ
う
な
真
摯
な
合
理
化
努
力
の
結
果
、
わ
が
国
の
全
産
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
背
の
原
単
位
は
、

0
年
間
て
は
ば
半
分
に
減
少
す
る
と
い
う
驚
異
的
な
進
歩
を
み
せ
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
四
十
九
年
、

日
経

連
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た

「生
産
性
基
準
原
理
」
は
、

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
す
る
爆
発
的

な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
貨
金
の
大
幅
上
昇
の
悪
循
環
を
断
っ
た
め
、
ま
ず
、
賃
金
の
上
昇
を
労
働
生
産

性
の
範
囲
内
に
抑
え
込
も
う
と
い
う
も
の
て
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
労
働
組
合
は
、
経
営
者
側
の
主

張
を
は
ば
認
め
る
形
て
妥
結
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
わ
が
国
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
終
息
し
、

そ
の
後
も
「
労
使
協
調
路
線
」
の
下
に
、
労
使
一
体
と
な
っ
て
合
理
化
に
取
り
組
み
、

わ
が
国
企
業
の
国

「日
本
型
経
営
」
と
し
て
羨
望
の
ま
な
ざ
し
て
見
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―
一
度
に
わ
た
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
な
ん
と
か
乗
り
切
っ
た
わ
が
国
も
、
そ
の
後
も
低
迷
を
続
け
る
景

気
へ
の
対
策
、
拡
大
す
る
貿
易
摩
擦
の
回
避
、

問
機
関
と
し
て
「
臨
時
行
政
調
査
会
」

さ
ら
に
は
経
済
の
ソ
フ
ト
化
へ
の
対
応
な
ど
を
迫
ら
れ
る

一
方
財
政
の
方
は
、
税
収
は
伸
び
ず
公
債
残
高
も
膨
ら
み
、

そ
の
弾
力
性
は
さ
ら
に
硬

昭
和
五
十
六
年
三
月
、
時
の
鈴
木
首
相
は
こ
の
よ
う
な
状
態
を
な
ん
と
か
打
開
す
る
た
め
、
首
相
の
諮

（
第
二
臨
調
）
を
設
謹
し
、
そ
の
会
長
に
は
、
国
民
の
間
に
人
望

の
あ
る
経
団
連
名
誉
会
長
の
土
光
敏
夫
を
任
命
し
た
。

臨
調
が
そ
の
任
務
を
終
え
る
と
、
改
め
て
「
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
（
行
革
審
）
が
組
織
さ
れ
た
。

「行
革
審
」
の
提
言
も

「
臨
調
」
の
主
張
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
く

「
小
さ
な
政
府
」
の
実
現
を
基
調
と

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
、
鈴
木
首
相
の
後
を
受
け
て
就
任
し
た
中
曽
根
首
相
は
「
行
革
審
」
の
提
言
を

活
用
す
る
と
同
時
に
、

しヽ

≫̀ 

し
カ

ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と
も
連
絡
を
密
に
し
、

会
」
の
実
現
に
共
に
協
力
し
あ
っ
て
取
り
組
ん
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
も
、

「自
由
て
活
力
あ
る
社

H
米
間
の
貿
易
不
均
衡
は
一
向
に
改
善
の
兆
し
を
見
せ
ず
、

一
方
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

む
し
ろ
拡
大
す
る

ア
メ
リ
カ
の
経
済
を
さ
ら
に
窮
地
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
る
と
同
時
に
、

わ
が
国
に
と
っ
て
も
恒
常
的
に
円
古
向
が
古
向
進
す
る
と
い
う
弊
害
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
六
十
年
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
取
り
決
め
ら
れ
た
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
よ
り
、

わ
が
国
は
、
①
公
共
投
資
や
個
人
消
費
な
ど
の
内
需
の
一
層
の
振
興
、
②
自
動
車
産
業
や
マ
イ
ク
ロ
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
等
の
生
産
工
場
の
海
外
移
転
、
③
牛
肉
や
オ
レ
ン
ジ
等
の
一
次
産
品
お
よ
び
製
材
品

や
合
板
等
の
関
税
率
の
引
き
下
げ
や
非
関
税
障
壁
の
除
去
、
④
国
際
間
の
金
利
ギ
ャ
ッ
プ
縮
小
の
た
め
の

す
る
も
の
て
、
そ
の
趣
旨
は
今
H
に
至
る
ま
て
変
わ
っ
て
い
な
い
。

直
し
た
状
態
へ
と
進
ん
て
い
っ
た
。

こ
と
に
な
る
が

第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
対
応

＊

第

二
臨
調
答
申
の
要
旨

①
行
政
組
織
の
改
編
と
地
方
へ
の
分
散

②
規
制
緩
和
と
民
間
活
力
の
活
用
に
よ
る
福
祉
社
会
の
実
現

と
国
際
協
調

③
特
殊
法
人
の
民
営
化
を
は
じ
め
と
す
る
企
業
主
義
原
理
の

全
社
会
化

④
市
場
原
理
に
基
づ
く
自
由
な
競
争
と
小
さ
な
政
府
の
実
現
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市
場
環
境
は
む
し
ろ
恵
ま
れ
た
部
類
に
あ
っ
た
。

が
国
の
居
住
水
準
の
立
ち
遅
れ
や
、
国
民
の
根
強
い
持
ち
家
志
向
、
質
の
向
上
へ
の
欲
求
な
ど
に
支
え
ら

れ
、
ま
た
後
半
に
は
、
政
府
の
景
気
対
策
の
目
玉
の
一
っ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

一
方
住
宅
産
業
の
方
は

一
時
着
工
数
鼠
の
大
幅
な
落
ち
込
み
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
て
も
、
わ

境
を
強
い
ら
れ
た
産
業
の
一
っ
が
「
木
材
関
連
産
業
」
て
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
九
年
(
-
九
七
四
）
以
降
の
わ
が
国
の
全
般
的
な
景
気
低
迷
の
中
に
あ
っ
て
、

第
二
節

な
ど
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

高
め
の
金
利
水
準
維
持
、

お
よ
び
直
接
・
間
接
の
対
外
投
資
の
促
進
、
⑤
O
D
A
等
の
国
際
経
済
協
力
資

金
の
拡
大
な
ど
が
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、

昭
和
六
十
一
年
に
入
る
と
、

め
た
が
、

つ

日
米
間
て
は
、
在
日
米
軍
の
費
用
分
担
の
肩
代
わ
り

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
欧
州
諸
国
の
イ
ン
フ
レ
も
鎮
静
化
の
傾
向
を
示
し
始

わ
が
国
か
ら
の
輸
出
超
過
傾
向
は
一
向
に
改
善
の
兆
し
を
見
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ
て
、
低
迷
す

る
国
内
景
気
を
刺
激
し
貿
易
収
支
の
改
善
を
図
る
た
め
、
同
年
一
月
か
ら
六
十
三
年
二
月
に
か
け
て
五
回

に
わ
た
る
公
定
歩
合
の
引
き
下
げ
を
実
施
し
、
公
定
歩
合
は
三
・
五
％
に
ま
て
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
財
政
支
出
の
拡
大
、
金
利
の
低
下
、
経
常
収
支
の
入
超
は
、
結
果
と
し
て
国
内
に
過
剰
な

流
動
性
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
、
行
き
場
の
な
い
資
金
は
、
株
式
や
不
動
産
へ
の
投
機
に
向
か
い
、

い
に
は
、
次
の
時
代
（
昭
和
六
十
二
年
以
降
）

の
「
バ
ブ
ル
経
済
」
を
誘
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

木
材
関
連
産
業
お
よ
び
住
宅
産
業
の
概
況

と
り
わ
け
苦

＊ 

O
D
A
(
O
f
f
i
c
i
a
l
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 Assistance) 

政
府
に
よ
る
開
発
途
上
国
援
助
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木
材
関
連
産
業

ま
ず
、

わ
が
国
の
森
林
の
お
よ
そ
三
分
の
一
を
占
め
る
国
有
林
の
経
営
状
況
（
国
有
林
野
特
別
会
計
事

業
）
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
国
有
林
の
収
支
は
昭
和
五
十
年
に
赤
字
に
転
蕗
し
、

は
拡
大
傾
向
を
示
し
、
今
日
て
は
そ
の
累
積
赤
字
の
解
消
に
つ
い
て
、
も
は
や
独
自
の
力
て
は
解
決
不
可

①
貿
易
の
自
由
化
の
進
展
に
伴
い
安
価
な
外
国
産
材
の
輸
入
拡
大
と
、
そ
れ
に
伴
う
木
材
市
況
の
低
迷

②
国
有
林
の
な
か
の

「優
良
林
」
の
優
先
伐
採
と
拡
大
造
林
実
施
に
伴
う
正
味
資
産
の
減
少

③
昭
和
四
十
年
代
の

「農
山
村
経
済
更
生
政
策
」
の
た
め
の
「
林
木
の
安
価
な
払
い
下
げ
」
の
負
担

④
昭
和
三
十
年
代
か
ら
の
増
伐
と
拡
大
造
林
に
合
わ
せ
た
人
員
増
に
よ
る
人
件
費
等
の
固
定
費
支
出
の

鸞
地
林
の
開
発
や
農
山
村
の
活
性
化
等
の
た
め
の
林
道
の
開
設
な
ど
、
固
定
投
資
の
増
大

⑥
保
安
林
、
自
然
公
園
な
ど
の
拡
大
お
よ
び
そ
の
維
持
、
保
全
の
た
め
の
、
林
道
・
砂
防
施
設
等
の
非

営
利
的
支
出
の
増
大

⑦
水
源
の
涵
養
、
種
の
保
存
、
国
民
の
健
康
と
保
養
な
ど
環
境
保
全
費
用
の
負
担

し
か
し
、

そ
の
後
も
年
々
赤
字

さ
ら
に
重
要
な
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
金
銭
上
の
問
題
よ
り
む
し
ろ

「山
林
の
荒
廃
」
て
あ

る
。
即
ち
、
拡
大
造
林
政
策
に
よ
っ
て
人
工
的
に
植
林
さ
れ
た
山
林
は
、
通
常
、
単
一
樹
種
の
純
林
て
あ

等
々
が
あ
げ
ら
れ
る
。

硬
直
化

そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
原
因
と
し
て
は

能
と
い
わ
れ
る
ま
て
に
立
ち
至
っ
て
い
る
。

林
業

r
』̀

間伐手入れを怠ったため林床植生が繁茂せず腐植層がなく

なった不健全なヒノキの人工林
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メ
リ
カ

昭
和
五
十
年
代
の
後
半
に
な
る
と
、
国
際
貿
易
の
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
解
消
を
主
張
す
る
、

製
材
業

カ
ナ
ダ
な
ど
の
産
地
国
か
ら
の
「
製
材
品
」
て
の
輸
入
促
進
の
要
求
が
執
拗
に
繰
り
返
さ
れ
る

ば
、
比
較
的
恵
ま
れ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
と
い
え
る
。

て
、
将
来
、
世
界
的
に
木
材
不
足
が
予
想
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、

よ
る
。

こ
れ
ら
の
林
木
は

る
た
め
、

そ
れ
が
成
長
し
て
い
く
に
従
っ
て
林
木
は
お
互
い
に
樹
冠
の
拡
大
を
競
い
合
い
、

そ
の
間
に
適

「
枝
打
ち
」
や
「
間
伐
」
な
ど
の
手
入
れ
が
行
わ
れ
な
い
と
山
林
は
う
つ
閉
状
態
と
な
る
。
そ
う
な

る
と
、
太
陽
の
光
は
地
表
ま
て
届
か
な
く
な
る
の
て
下
草
は
消
滅
し
て
表
土
は
む
き
出
し
に
な
り
、
降
雨

の
た
び
に
土
砂
を
流
失
し
林
地
は
痩
せ
衰
え
て
保
水
能
力
は
減
退
す
る
。

や
が
て
は
暴
風
雨
な
ど
て
倒
壊
し
や
す
く
な
る
。
ま
た
流
失
し
た
上
砂
は
ダ
ム
を

さ
ら
に
下
流
の
川
床
を
押
し
上
げ
、

と
旱
魃
の
被
害
を
拡
大
す
る
。

そ
の
こ
と
は
、
保
水
能
力
を
失
っ
た
山
林
と
呼
応
し
て
洪
水

わ
が
国
の
森
林
の
三
分
の
二
を
占
め
る
民
有
林
に
つ
い
て
も
国
有
林
と
ほ
ば
同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ
る
。

民
有
林
の
大
半
は
小
規
模
経
営
て
、
近
時
の
木
材
価
格
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
経
営
意
欲
を
喪
失
し
、
人

手
を
入
れ
る
余
裕
も
な
く
放
置
さ
れ
た
ま
ま
て
、
国
有
林
よ
り
も
さ
ら
に
荒
廃
が
進
み
、
見
る
に
耐
え
な

こ
ご
、
f
f
 わ
が
国
の
森
林
全
体
の
蓄
積
鼠
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
大
亘
里
の
木
材
を
消
費
し
て
き
た
割
に
は
、

む
し
ろ
増
加
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
木
材
の
輸
人
比
率
が
増
加
し
国
産
材
の
伐
採
量
が
減
っ

た
こ
と
に
加
え
、

昭
和
三
十
年
代
に
い
っ
せ
い
に
拡
大
さ
れ
た
人
工
林
が
成
長
途
上
に
あ
る
こ
と
な
ど
に

二
十

□

世
紀
に
は
順
次
、
伐
期
齢
に
達
す
る
こ
と
に
な
る

い
よ
う
な
山
林
も
散
見
さ
れ
る
。

埋
め

の
よ
う
に
細
く
な
り

宜、

（表
3

ー

2
)
の

わ
が
国
の
林
木
蓄
積
量
に
限
っ
て
い
え

と
り
わ
け
ア

一
方
、
林
木
の
方
は
「
線
香
」

表 3-2 わが国の森林資源の推移 （単位：千ha、百万m')

分 面 積
去"' 積

区
総 数 針葉樹 広葉樹

（昭和） 51年 61年 51年 61年 51年 61年 51年 61年

総 数 25,263 25,255 2, 185 2,862 1,214 I, 785 971 |、076

総 数 7,937 7,887 805 830 362 406 442 423 
国

林i総数
7,723 7,665 782 808 352 396 430 412 

有 国有林 7,551 7,517 772 794 342 382 429 411 

林
官 行 造 林 172 148 10 13 10 13 

゜゜その他省庁所管 214 222 22 21 10 I 0 12 II 

総 数 17,326 17,368 1,380 2、032 851 1、379 528 653 
民

総 数 2,537 2,684 I 97 280 99 167 97 112 公
有 有 都 道 府 県 I, 138 1、I92 100 126 45 69 54 56 

林
林 市 町 村 財 産 区 1、399 I ,492 96 154 54 98 42 55 

私有林 14,789 14,684 I, 183 I, 751 752 I ,211 43 I 540 

注 I: 昭和51、61年とも 3月現在

2 : 単位以下切捨て

出典 ：林野庁計画課、経営企画課調ペ
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全
体
の
需
要
が
低
迷
す
る
中
て
の
こ
の
よ
う
な
製
品
輸
入
の
拡
大
は
、

に

「
二
重
苦
」
に
陥
れ
る
こ
と
と
な
り
、
全
国
の
製
材
工
場
の
数
は
、
昭
和
五
十
二
年
の
二
万
三
一
三
六

工
場
か
ら
六
十
二
年
に
は
一
万
七
八
八
六
工
場
へ
と
減
少
し
、
ま
た
従
業
者
数
も
二

0
万
七

0
0
0人
か

合
板
工
業

こ
の
期
間
（
昭
利
五
十
ー
六
十
二
年
）
に
合
板
業
界
の
受
け
た
打
撃
は
、
先
に
述
べ
た
製
材
業
を
は
る

か
に
上
回
る
熾
烈
な
も
の
て
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

わ
が
国
の
合
板
工
業
が
、
自
ら
手
を
貸
し
て
育
て
た
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
原
木
産
地
国
の
合
板
メ
ー
カ
ー
に
追
い
抜
か
れ
、
国
際
競
争
に
敗
れ
た
こ
と
を
告

こ
の
間
わ
が
国
の
合
板
メ
ー
カ
ー
は
、

日
本
合
板
工
業
組
合
連
合
会

(
H
合
連
）
を
中
心
に
、
昭
和
四

十
九
年
の
不
況
カ
ル
テ
ル
を
は
じ
め
と
し
て
、
五
十
年
代
に
は
一
五
回
に
も
及
ぶ
不
況
カ
ル
テ
ル

は
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
規
制
を
も
含
む
）
を
繰
り
返
す
一
方
、

ら
に
「
中
小
企
業
近
代
化
促
進
法
」
の
適
用
、
政
府
か
ら
の
出
資
や
融
資
、
保
証
制
度
へ
の
支
援
な
ど
を

「設
備
の
廃
棄
」
な
ど
を
進
め
た
。

り
、
工
場
の
集
約
や
人
員
の
削
減
を
行
い
、
ま
た
使
用
す
る
原
木
も
、
ラ
ワ
ン
材
な
ど
良
質
な
南
洋
材
原

木
の
減
少
と
い
う
原
木
供
給
事
情
の
変
化
に
対
応
し
て
、

カ
ラ
マ
ツ
、
ラ
ジ
ア
ー
タ
ー
パ
イ
ン
な
ど
の
針

菓
樹
原
木
へ
の
切
り
替
え
を
図
る
な
ど
の
工
夫
を
行
い
、
ま
た
、
製
造
品
目
に
つ
い
て
も
、
市
場
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
合
わ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
新
し
い
需
要
を
開
拓
す
る
な
ど
あ
ら
ゆ
る
工
夫
努
力
を
重
ね
た
。

受
け
て

げ
る
も
の
て
も
あ
っ
た
。

一
方
、
生
き
残
り
を
決
め
た
企
業
は
設
備
の
近
代
化
を
図

「構
造
改
善
事
業
」
の
指
定
も
受
け
さ

（
中
に

ら
一
三
万
三

0
0
0人
へ
と
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

の
一
七
％
）
が
製
材
品
て
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

よ
う
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
六
十
二
年
に
は
、
木
材
の
輸
人
の
約
七
％
（
わ
が
国
の
製
材
品
の
全
需
要
量

わ
が
国
の
製
材
業
者
を
、
ま
さ
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し
か
し
、
こ
の
間
に
も
永
大
産
業
、
東
洋
バ
ン
ボ
ー
ド
等
々
、
倒
産
す
る
メ
ー
カ
ー
が
続
出
し
た
。
国

内
の
需
要
量
は
商
品
構
成
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
や
構
造
用
合
板
へ
と
急
激
に
厚
物
化
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
昭
和
五
十
年
の
年
間
六
四
二
万
五

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
六
十
二
年
の
八
八
二
万
三

0
0
0立

方
メ
ー
ト
ル
ヘ
と
三
七
％
増
加
し
た
が
、

0
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
三
四
万
二

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
ヘ
と
一
九
％
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
間
、

生
産
鼠
の
方
は
輸
入
合
板
の
増
加
も
あ
っ
て
六

一
六
万
九

0
0

工
場
数
（
単
板
、
合
板
共
に
含
む
）

は
七
二
六
工
場
か
ら
五
四
五
工
場
に
減
少
し
、
従
業
者
数

は
六
万
三
六

―
二
人
か
ら
三
万
ニ
―
三
二
人
へ
と
半
減
し
た
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
は
、
次
の
時
代

（
昭
和
六
十
二
年
以
降
）
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
て
「
木
材
業
」
と
い
う
の
は
、
原
木
お
よ
び
製
材
品
を
取
り
扱
う
卸
業
者
（
商
社
を
含
む
）
と
小

昭
和
五
十
九
年
時
点
て
の
全
国
の
木
材
業
者
の
数
は
卸
業
者
四
八
八
七
、
小
売
業
者
一
万
ニ
―
九
八
、

合
計
一
万
七

0
八
五
、
従
業
者
数
は
―
一
万
七

0
0
0人
（
推
定
）
て
、
五
十
年
時
点
に
比
べ
て
大
し
た

変
化
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
期
間
中
の
こ
れ
ら
の
木
材
業
者
は
、
建
築
物
の
不
燃
化
の
流
れ
と
窯
業

製
品
、
金
属
製
品
な
ど
の
木
材
代
替
材
の
進
出
に
よ
り
、
減
退
す
る
需
要
と
低
迷
す
る
市
況
に
悩
ま
さ
れ

昭
和
五
十
二
年
、
木
材
業
界
と
住
宅
建
設
業
界
と
が
手
を
携
え
、
木
材
の
品
質
向
上
を
図
り
、
木
造
住

宅
の
生
産
の
合
理
化
に
資
す
る
た
め
「
間
日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
た
。
次
い
て
五

十
九
年
、
全
森
連
、
全
木
連
、

H
合
連
、

H
集
協
、

H
本
木
青
連
、
林
経
協
な
ど
の
木
材
関
連
団
体
が
結

集
し
て
「
木
材
需
要
拡
大
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
、
関
係
官
庁
や
地
方
公
共
団
体
に
対
し
木
材
の
使
用
拡
大

続
け
た
。

売
業
者
の
こ
と
を
い
う
。

木
材
業
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語
っ
て
い
る
。

給
者
に
と
っ
て
は
、
今
後
発
展
す
る
者
と
没
落
す
る
者
と
の
選
別
が
進
ん
だ
時
代
て
も
あ
っ
た
こ
と
を
物

ヵヽ

「
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
品
質
と
価
格
の
時
代
」

へ
の
過
渡
期
に
あ
っ
て
、
供

を
示
し
て
い
る
。

を
訴
え
た
。
ま
た
、
そ
の
傘
下
の
都
木
連
は
、
木
材
の
需
要
喚
起
を
広
く
一
般
市
民
に
も
訴
え
よ
う
と
標

ピ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
構
成
員
会
社
の
輸
送
用
ト
ラ
ッ
ク
の
側
面
に
掲
げ
る
な
ど
地
道
な
活
動
を
繰
り
広
げ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
運
動
が
奏
功
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
そ
の
後
、
絨
毯
に
発
生
す
る
ダ
ニ
と

小
児
喘
息
の
関
係
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
せ
い
か
、

う
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
公
立
の
小
中
学
校
や
図
書
館
、
美
術
館
等
て
も
木
造
の
校
舎
や

建
物
が
建
築
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
現
象
も
、
木
材
市
況
を
回
復
さ
せ
る
ほ
ど
の
も

こ
の
期
間
の
住
宅
産
業
は
着
工
数
は
低
迷
し
て
い
た
も
の
の
、
世
帯
数
が
昭
和
五
十
年
の
三
三
三
0
万

世
帯
か
ら
、

六
十
二
年
に
は
三
九
五

0
万
世
帯
へ
と

一
九
％
も
増
加
し
た
こ
と
や
、
質
の
向
上
へ
の
要
求

を
反
映
し
て
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
も
含
む
住
宅
全
体
の
市
場
規
模
は
、

五
十
年
の

一
一
兆
円
か
ら
、

六
十
二
年
に
は
二
0
兆
円
へ
と
は
ば
倍
増
し
た
。
し
か
し
、
住
宅
投
資
の

G
N
P
比
は
む
し
ろ
低
下
傾
向

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
期
間
の
住
宅
産
業
が
、
昭
和
四
十
八
年
の
ピ
ー
ク
時
の
「
造
れ
ば
売
れ
る
時
代
」

住
宅
産
業

の
て
は
な
か
っ
た
。

一
般
家
庭
て
も
内
装
に
木
材
を
多
く
使

語
を
募
集
、

「住
ん
て
良
し
、
心
豊
か
な
木
の
住
ま
い
」

「
住
む
人
の
心
に
し
み
る
木
の
香
」
な
ど
の
コ

木材復権の標語を掲げた木材店のトラック
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当
杜
の
経
党
の
概
要

当
期
間
の
経
営
の
概
要

当
期
間
の
当
社
の
経
営
を
一
言
て
い
え
ば
、

こ
と
が
て
き
る
。

昭
和
四
十
九
年
（
一
几
七
四
）
＋
一
月
、
保
田
社
長
に
代
わ
っ
て
、
新
し
く
社
長
に
就
任
し
た
山
崎
完

は
、
か
ね
て
、
自
ら
委
員
長
を
務
め
て
い
た
社
内
の
「
総
合
対
策
委
員
会
（
井
上
事
務
局
長
）
」
の
答
申

な
ど
も
参
考
に
し
て
、

に
即
し
た
企
業
へ
の
脱
皮
を
目
指
し
て
、
新
規
事
業
へ
の
布
石
も
着
々
と
進
め
て
い
っ
た
。

ま
た
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
、
山
崎
社
長
の
後
を
受
け
て
社
長
に
就
任
し
た
大
西
和
男
は
、
社
員
に
、

「全
員
参
加
の
経
営
」
を
呼
び
か
け
、
社
員
の
活
力
を
引
き
出
す
と
と
も
に
、
住
宅
事
業
部
門
や
山
林
事

発
揮
し
、

業
の
子
会
社
を
合
併
、
川
上
か
ら
川
下
ま
て
の
一
貫
体
制
を
確
立
し
、
グ
ル
ー
プ
企
業
全
体
の
総
合
力
を

山
崎
前
社
長
時
代
に
植
え
た
新
規
事
業
の
苗
木
を
成
木
に
育
て
、
結
実
さ
せ
て
い
っ
た
。

爾

第
一
節

一章

そ
れ
は

「不
況
対
応
と
事
業
の
再
構
築
の
時
代
」
と
い
う

さ
っ
そ
く
大
胆
な
経
営
の
刷
新
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
一
方
て
は
、
今
後
の
時
代
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戦
線
の
縮
小
と
財
務
の
健
全
化

一
時
的
に
社
有
林
の
緊
急
伐
採
や
立
木
の
売
却
な
ど
を
行
っ
て

山
崎
社
長
が
最
初
に
取
り
組
ん
だ
テ
ー
マ
は
、
「
経
営
の
健
全
性
の
回
復
」
て
あ
っ
た
。
即
ち
、

友
の
信
用
と
山
林
資
産
」
を
背
景
に
、
次
か
ら
次
へ
と
手
を
拡
げ
て
い
っ
た
こ
れ
ま
て
の
経
営
方
針
を
一

八
0
度
転
換
さ
せ
て
、
「
事
業
の
見
直
し
と
財
務
の
健
全
化
」
を
図
る
こ
と
て
あ
っ
た
。

ま
ず
、
販
売
用
不
動
産
（
土
地
）
、
緑
化
樹
木
、
輸
入
外
材
な
ど
の
在
庫
を
大
幅
に
削
滅
し
た
。

例
え
ば
、
販
売
用
不
動
産
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
九
年
の
一
四
九
億
円
か
ら
五
十
四
年
に
は
八
六
億

円
に
（
五
年
間
て
四
二
％
減
）
、
緑
化
樹
木
に
つ
い
て
は
、
五
十
年
に
一

0
億
円
強
て
あ
っ
た
も
の
を
五

十
三
年
に
は
三
五

0
0
万
円
に
（
三
年
間
て
九
六
％
減
）
、
ま
た
輸
入
外
材
に
つ
い
て
は
、
四
十
九
年
の

四
―二
億
円
か
ら
五
十
年
に
は
二
八
億
円
（
一
年
間
に
三
五
％
減
）
に
削
減
し
た
。
な
か
て
も
緑
化
樹
木
は
、

そ
の
後
に
予
想
さ
れ
る
商
品
価
値
の
下
落
（
列
島
改
造
ブ
ー
ム
の
終
焉
に
伴
う
相
場
の
下
落
と
樹
木
の
成

長
に
伴
う
商
品
価
値
の
下
落
等
）
と
、
維
持
管
理
費
用
（
苗
畑
の
賃
借
料
、
撫
育
手
間
、
移
植
手
間
等
）

の
負
担
を
避
け
る
た
め
損
失
を
覚
悟
し
て
在
庫
商
品
の
大
半
を
焼
却
処
分
に
し
た
。

そ
の
よ
う
な
思
い
切
っ
た
在
庫
処
分
や
不
良
債
権
の
発
生
は
当
然
、
大
幅
な
期
間
損
失
を
伴
う
こ
と
に

な
る
。
そ
こ
て
期
間
損
益
確
保
の
た
め
、

山
林
部
門
か
ら
利
益
の
捻
出
を
図
り
、
辛
う
じ
て
損
益
面
て
の
体
面
を
保
つ
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、

山
崎

社
長
は
、
社
長
に
就
任
し
て
間
も
な
い
昭
利
五
十
年
二
月
か
ら
、
同
年
十
一
月
ま
て
、
課
長
補
佐
以
上
の

管
理
職
者
全
員
の

「
賃
金
カ
ッ
ト
」
を
実
施
し
た
。
そ
の
カ
ッ
ト
率
は
課
長
補
佐
ク
ラ
ス
て
基
準
内
賃
金

の
―
―
-
%
、
部
長
ク
ラ
ス
て
七
％
て
、

そ
の
目
的
は
、
社
員
に
時
代
の
変
化
を
自
覚
さ
せ
、
気
持
ち
を
引
き

不
況
へ
の
対
応
と
事
業
の
再
構
築
（
昭
利
四
十
九
ー
五
十
九
年
）

「住

山
崎
社
長
の
経
歴

大
正
三
年
四
月
東
京
都
に
誕
生

昭
和
十
四
年
三
月
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
卒
業

同
年
四
月
住
友
鉱
業
入
社

昭
和
四
十
年
十

一
月
住
友
金
属
鉱
山
取
締
役

昭
和
四
十
五
年
五
月
同
社
常
務
取
締
役

昭
和
四
十
七
年
十

一
月
住
友
林
業
専
務
取
締
役

昭
和
四
十
九
年
十

一
月
取
締
役
社
長

昭
利
五
十
九
年
十
二
月
取
締
役
会
長

平
成
五
年
六
月
取
締
役
相
談
役

平
成
六
年
六
月
取
締
役
退
任

山崎社長
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っ
て
も

d≫

`

易

カ
カ 新

規
事
業
分
野
へ
の
注
力

卜
債
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。

(
F
F
I
)
 か
ら
、
出
資
金
を
全
額
地
元
企
業
に
譲
渡
す
る
こ
と
て
撤
退
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
撤
収
に
当
た

っ
て
は
数
億
円
の
為
替
差
損
は
被
っ
た
が
、
数
十
億
円
に
の
ば
る
融
資
金
な
ど
も
全
額
回
収
す
る
こ
と
が

転
換
社
債
の
発
行

ス
イ
ス
に
お
い
て
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
建
転
換
社
債
（
三

0
0
0
万
ス
イ
ス
フ
ラ

ン
11
三
五
億
五
九

0
0
万
円
）
を
発
行
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
五
十
九
年
ま
て
に
五
回
に
わ
た
り
合
計
二

一
三
億
円
強
の
外
貨
建
転
換
社
債
を
発
行
し
た
。
当
初
の
二
回
分
（
計
六

0
0
0
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）
は

大
半
を
買
い
戻
し
償
却
し
た
が
、
後
の
三
回
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
は
ば
全
額
が
株
式
に
転
換
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
（
業
績
回
復
の
効
果
も
含
め
て
）
、
昭
和
五
十
年
に
は
一
二
％
台
ま
て
低
下
し
て
い
た
自
己

資
本
比
率
も
六
十
二
年
に
は
一
九
％
台
ま
て
圃
復
し
た
。
な
お
、
社
債
の
発
行
に
つ
い
て
は
そ
の
後
も
六

十
二
年
、
平
成
元
年
(
-
九
八
九
）
と
さ
ら
に
二
回
発
行
さ
れ
た
が
、

そ
れ
は
い
ず
れ
も
外
貨
建
ワ
ラ
ン

山
崎
社
長
は
、
こ
れ
ま
て
の
て
っ
と
り
早
く
「
利
ザ
ヤ
を
稼
ぐ
」
商
業
中
心
の
仕
事
よ
り
も
、
時
間
は

コ
ッ
コ
ツ
と
工
夫
と
努
力
を
重
ね
て
価
値
を
創
造
し
「
確
実
に
稼
げ
る
よ
う
な
仕
事
」
に

取
り
組
む
こ
と
を
奨
励
し
、
な
か
て
も
、

昭
和
五
十
三
年
十
月
、

て
き
た
。

昭
和
五
十
四
年
九
月
、

締
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

わ
が
国
の
住
宅
事
情
と
そ
の
将
来
性
に
着
目
し
、

「
社
会
の
役

に
立
ち
、
会
社
の
利
益
に
も
貢
献
て
き
る
、
自
信
を
も
っ
て
取
り
組
め
る
仕
事
」
と
し
て
、
住
宅
事
業
へ

か
ね
て
よ
り
撤
収
の
機
会
を
探
っ
て
い
た
カ
ナ
ダ
の
森
林
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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の
取
り
組
み
の
強
化
を
力
説
し
た
。
そ
し
て
昭
和
五
十
年
十
月
、
東
京
と
大
阪
に
同
時
に
住
宅
の
販
売
会

こ
の
両
住
宅
販
売
会
社
（
販
社
）

品
の
選
定
な
ど
の
面
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
数
年
間
の
間
に
両
販
社
合
わ
せ
て
一

0
億
円
を
上
回
る

赤
字
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

の
住
宅
振
興
策
の
拡
大
等
）

は
、
当
初
は
、
外
部
か
ら
新
し
く
採
用
し
た
人
た
ち
と
の
融
和
、
商

そ
の
後
社
内
の
体
制
も
整
い
、

や
市
場
ニ
ー
ズ
の
高
級
化
志
向
な
ど
に
も
恵
ま
れ
、
ま
た
、
当
社
、
販
社
一

一
方
、
政
府
の
施
策
（
景
気
浮
揚
の
た
め

体
と
な
っ
た
必
死
の
努
力
も
徐
々
に
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
五
十
四
年
に
は
ま
ず
大
阪
販

b
o
a
r
d
 1
1
M
D
F
)
 

つ
づ
い
て
翌
五
十
五
年
に
は
東
京
販
社
も
黒
字
に
転
換
、

そ
の
ほ
か
昭
和
五
十
六
年
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
進
出
の
た
め
、

五
十
八
年
に
は
注
文
住
宅

の
完
工
引
渡
し
数
も
合
計
て
二

0
0
0
戸
の
大
台
を
突
破
し
、
両
販
社
の
累
損
も
一
掃
さ
れ
た
。

子
会
社
「
ト
ム
ハ
ウ
ス
」
を

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
て
の
中
質
繊
維
板

(
M
e
d
i
u
m
D
e
n
s
i
t
y
 F
i
b
e
r
 ,
 

の
製
造
工
場
の
設
置
を
目
指
し
て
子
会
社
「
S
u
m
i
r
i
n
N
Z
 Lt
d
.」
を
設
立
、

に
は
香
港
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
拠
点
と
す
る
「
三
国
間
貿
易
」
を
開
始
し
た
。

さ
ら

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
、
大
幅
な
事
業
の
刷
新
を
図
り
、
新
規
事
業
と
し
て
の
住
宅
事
業
に
ほ
ば
見
通

し
を
つ
け
た
山
崎
社
長
は
、
人
心
の

一
新
を
図
る
た
め
社
長
の
座
を
大
西
常
務
に
譲
り
、
自
ら
は
会
長
に

退
い
て
後
進
の
指
導
に
当
た
る
と
と
も
に
、
以
後
、
経
団
連
、
林
政
審
議
会
、

な
ど
の
公
職
に
つ
き
、
対
外
活
動
に
重
点
を
移
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

設
立
、
次
い
て
五
十
九
年
、

社
が
黒
字
に
転
換
、

社
を
設
立
し
、
本
格
的
に
「
注
文
住
宅
」
の
販
売
に
乗
り
出
し
た
。

H
本
木
造
住
宅
産
業
協
会
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し
か
し

最
初
の
う
ち
は

山
崎
社
長
の
後
を
受
け
継
い
だ
大
西
社
長
は
、

わ
た
り
そ
の
任
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
が
、

「
川
上
か
ら
川
下
ま
て
の
一
貫
体
制
に
よ
る
総
合
力
の
発
揮
」
て
あ
っ
た
。

S
R
提
案
制
度
の
導
入

修
を
合
体
さ
せ
、

発
・
業
務
改
善
運
動
」
て
あ
っ
た
。

な
や
っ
て
い
る
こ
と
て
、
何
を
い
ま
さ
ら
、

運
動
を
通
じ
て
、

そ
の
後
、
平
成
六
年
六
月
ま
て
、

そ
の
経
営
政
策
の
要
点
は
、

(
Q
u
a
l
i
t
y
 C
o
n
t
r
o
lい
1
1
Q
C
)

「
エ
夫

こ
の

お
よ
そ

一
0
年
間
に

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
新
し
く
社
長
に
就
任
し
た
大
西
は
、
翌
年
六
月
、
従
米
の
提
案
制
度
と
社
員
研

し
か
も
、
従
来
と
は
全
く
質
の
異
な
る
提
案
制
度
「
S
R
提
案
制
度
」
を
提
唱
し
た
。

S
R
と
い
う
の
は
、
住
友
林
業
の

S
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の

R
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
て
あ
る
が
、

そ
の

の
手
法
を
用
い
た
「
全
員
参
加
に
よ
る
、
自
己
啓

わ
ざ
わ
ざ
」
と
い
う
よ
う
な
意
見
も
あ
り
、
ま
た
戸
惑
い
も

あ
っ
た
が
、
社
長
自
ら
が
こ
の
運
動
の
推
進
本
部
長
と
し
て
陣
頭
指
揮
に
当
た
り
、
昭
和
六
十
一
年
二
月

か
ら
翌
年
二
月
の
間
に
全
社
員
を
三
回
に
分
け
、
東
京
近
郊
の
会
場
て
、
そ
の
道
の
権
威
者
唐
津
一
氏
な

ど
を
講
師
に
招
い
て
研
修
会
を
行
っ
た
り
し
た
。
そ
の
結
果
、
徐
々
に
こ
の
運
動
に
興
味
を
も
つ
者
や
、

効
果
を
認
め
る
者
も
増
え
、
ま
た
、
業
務
の
改
善
に
つ
い
て
の
提
案
件
数
も
増
加
し
て
き
た
。

こ
の
運
動
の
ね
ら
い
は
、
具
体
的
に
何
が
改
善
さ
れ
た
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
社
員
が
自
分
の
仕
事
を
違
っ
た
角
度
か
ら
「
見
て
」

こ
の
よ
う
な
提
案
に
対
し
て
は
、
社
員
の
間
て
も

手
法
は
品
質
管
理

「考
え
て
」

「
そ
ん
な
こ
と
は
、
毎
H
み
ん

「
全
員
参
加
の
会
社
経
営
」
と

川
上
か
ら
川
下
ま
て
の
一
貰
体
制
（
昭
和
五
十
九
年
ー
）

”ヽ . -- ' 令

/• ー--會 し 、

亨ー、 fC .·~~ ; 

~',、贔 • •• • • _ d:~lijliiiiベ ーヽ｀入~~:..i~~ ロ"'-~-:;.,
SR研修会での発表風景

大
西
社
長
の
経
歴

昭
和
四
年
十
二
月
神
戸
市
に
誕
生

昭
和
二
十
八
年
三
月
神
戸
経
済
大
学
卒
業

同
年
四
月
東
邦
農
林
入
社

昭
利
五
十
五
年
十
二
月
住
友
林
業
取
締
役

昭
和
五
十
九
年
十
二

月

取

締
役
社
長

平
成
六
年
六

月

取

締
役
会
長

大西社長
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「
改
善
し
て
」

い
こ
う
と
す
る
「
癖
を
身
に
つ
け
る
」
こ
と
、
そ
し
て
、
次
の
時
代
を
担
う
戦
後

生
ま
れ
の
「
豊
か
な
時
代
に
育
ち
、
民
主
主
義
を
身
に
つ
け
た
」
若
い
社
員
の
参
画
意
識
を
刺
激
す
る
、

こ
の
「
み
ん
な
て
共
に
考
え
な
が
ら
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
雰
囲
気
」
は
、

併
し
た
と
き
、

そ
れ
ま
て
互
い
に
未
知
て
あ
っ
た
人
た
ち
の
間
の
融
和
に
も
役
立
ち
、

住
宅
販
社
の
合
併

住
宅
の
販
社
、
住
友
林
業
ホ
ー
ム
の
合
併
に
つ
い
て
は
、

投
げ
の
原
則
禁
止
」
条
項
や
、

の
ち
に
住
宅
の
販
社
を
合

日
々
改
善
努
力
を

山
崎
会
長
の
提
唱
に
よ
る
も
の
て
あ
っ
た
が
、

合
併
の
意
向
が
表
明
さ
れ
た
当
初
は
、
社
内
に
戸
惑
い
も
引
き
起
こ
し
た
が
、
建
設
業
法
に
よ
る
「
丸

や
が
て
導
入
さ
れ
る
て
あ
ろ
う
「
売
上
税
」
に
対
す
る
ロ
ス
に
対
応
し
、

さ
ら
に
は
、
全
社
一
丸
と
な
っ
て
住
宅
事
業
を
こ
こ
ま
て
も
っ
て
き
た
販
社
の
努
力
や
そ
の
貢
献
に
報
い

る
た
め
に
は
、
合
併
が
妥
当
て
あ
る
と
判
断
し
た
大
西
社
長
は
、
自
ら
も
先
頭
に
立
っ
て
支
店
を
回
り
、

説
明
会
を
開
い
た
り
し
て
説
得
に
当
た
っ
た
。
そ
の
結
果
、
社
内
の
大
方
が
賛
同
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

昭
和
六
十
二
年
十
月
、
住
友
林
業
は
住
友
林
業
ホ
ー
ム
を
合
併
し
た
。

合
併
に
よ
り
、
当
社
の
社
員
数
は
五
六
四
名
か
ら
一
挙
に
二
三
一
六
名
の
大
会
社
に
な
り
、
川
上
か
ら

保
続
林
業
の
推
進

明
治
時
代
の
初
期
か
ら
植
林
さ
れ
て
き
た
「
優
良
大
径
木
の
美
林
」
は
、
昭
和
二
十
年
代
か
ら
五
十
年

川
下
ま
て
の
一
貫
体
制
が
確
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

合
併
が
実
現
し
た
の
は
大
西
社
長
の
時
代
て
あ
っ
た
。

要
求
さ
れ
る
「
住
宅
産
業
」
を
発
展
さ
せ
る
大
き
な
原
動
力
に
も
な
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
自
己
実
現
の
場
」
の
創
出
て
も
あ
っ
た
。

し
て
」
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た
と
い
え
る
。

い
ち
早
く
目
標
と
す
る
「
一

0
0年
輪
伐
体
制
」
の

代
に
至
る
ま
て
、
当
社
が
好
不
況
の
波
を
受
け
て
、
損
益
が
大
幅
に
変
動
す
る
な
か
て
、
時
に
は
成
長
盤

以
上
の
収
穫
を
行
う
な
ど
、
随
時
、
損
益
調
整
の
役
割
を
担
っ
て
来
た
。
そ
の
た
め
山
林
の
蓄
積
量
は
、

拡
大
造
林
に
よ
っ
て
量
的
に
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
（
別
巻
「
林
木
蓄
積
と
山
林
資
産
の
推
移
」
参

召＂）、
nu" 

そ
の
中
味
（
含
み
資
産
の
価
値
）
は
若
齢
林
の
蓄
積
増
加
に
か
た
よ
っ
て
お
り
、
立
木
資
産
の
価

値
は
む
し
ろ
減
少
し
て
い
る
状
態
て
あ
っ
た
。

住
友
合
資
会
社
に
林
業
所
が
設
置
さ
れ
た
大
正
十
年
(
-
九
ニ
―
)
、
時
の
第
三
代
総
理
事
鈴
木
馬
左

也
は
、
こ
れ
か
ら
住
友
て
新
し
く
取
り
組
む
山
林
事
業
に
つ
い
て
、
「
時
の
力
を
信
ぜ
よ
、

を
救
う
最
後
の
城
郭
と
な
る
て
あ
ろ
う
」
と
力
説
し
た
の
て
あ
っ
た
が
、
昭
利
二
十
年
の
敗
戦
に
よ
る
財

閥
解
体
の
の
ち
、

そ
の
大
切
な
資
産
は
、
ま
さ
に
鈴
木
総
理
事
が
予
言
し
た
通
り
の
使
命
を
果
た
し
て
き

住
宅
事
業
も
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
始
め
た
平
成
元
年
、

「
最
後
の
城
郭
」
た
る
山
林
資
産
の
価
値
を
回
復
し
、

ま
っ
た
。
そ
こ
て
、
新
山
林
経
営
方
針
を
策
定
し
、

山
林
に
近
づ
け
る
た
め
「
今
後
は
皆
伐
を
極
力
少
な
く
し
て
、
優
良
大
径
木
育
成
を
図
る
」
い
わ
ゆ
る
長

伐
期
保
続
林
業
の
考
え
方
を
よ
り
強
く
推
進
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
三
年
に
は
こ
の
考
え
方
を
一
層
強
化
し
、
社
有
林
全
山
を
「
非
皆
伐
施
業
」
と
し
、
択

伐
や
間
伐
に
よ
る
環
境
保
全
重
視
型
の
施
業
体
系
へ
の
転
換
を
図
っ
た
。

不
動
産
投
機
の
厳
禁

山
林
は
住
友

山
林
部
は
も
と
よ
り
、
当
社
経
営
陣
か
ら
も

よ
り
一
層
古
向
め
る
べ
き
時
て
あ
る
と
の
意
見
が
強

昭
和
五
十
年
代
の
当
社
は
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
の
日
本
列
島
改
造
ブ
ー
ム
時
代
の
土
地
投
資
へ
の
反

省
も
あ
っ
て
、
新
規
の
土
地
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
消
極
的
て
あ
っ
た
。
し
か
し
五
十
年
代
の
後
半
に
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入
り
、
当
社
の
住
宅
事
業
の
規
模
が
拡
大
し
て
く
る
に
つ
れ
、
顧
客
の
中
に
は
土
地
も
併
せ
て
購
入
し
た

い
と
い
う
希
望
者
も
増
え
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
当
社
も
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
六
十
年

一
方
、
国
内
の
不
動
産
需
給
は
、
昭
和
六
十
一
一
年
の
総
合
保
養
地
整
備
法
（
リ
ゾ
ー
ト
法
）

ど
を
機
に
、
ま
ず
東
京
都
心
部
か
ら
地
価
の
暴
騰
が
始
ま
り
、

異
常
事
態
（
バ
プ
ル
現
象
）
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
て
、
大
西
社
長
は
、
不
動
産
開
発
部
の
動
静
に
は
特
に
厳
格
な
監
視
の
目
を
向

け
、
同
部
内
に
入
社
歴
の
古
い
専
任
担
当
者
を
配
置
し
、
新
規
案
件
に
つ
い
て
、
住
友
の
伝
統
精
神
「
浮

利
ヲ
追
ウ
ベ
カ
ラ
ズ
」
に
反
す
る
よ
う
な
「
甘
い
話
」
に
は
絶
対
に
乗
ら
な
い
よ
う
に
指
示
を
し
、
さ
ら

に
ま
た
既
に
取
組
み
中
の
案
件
に
つ
い
て
も
、
不
動
産
の
開
発
事
業
に
起
こ
り
が
ち
な
「
使
途
不
明
金
」

の
支
出
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
厳
命
を
下
し
、
万
が
一
そ
の
よ
う
な
兆
候
が
現
わ
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
か
ら
は
即
刻
撤
退
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
当
社
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
被

当
社
の
業
容

昭
和
五
十
年
か
ら
六
十
二
年
(
-
九
七
五
ー
八
七
）

第
二
節

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
て
き
た
。

八
月
不
動
産
開
発
部
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
勢
い
は
瞬
く
間
に
全
国
に
波
及
す
る

の
わ
が
国
の
名
目
G
N
P
は、

三
四
九
兆
円
へ
と
二
•
四
倍
に
成
長
し
た
（
別
巻
「
長
期
主
要
経
済
統
計
」
参
照
）
。

上
高
は
、
こ
の
間
一

0
四
四
億
円
か
ら
二
九
三
六
億
円
へ
と
ニ
・
八
倍
に
成
長
し
た
。

一方、

当
社
の
売

一
四
八
兆
円
か
ら

の
公
布
な
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そ
の
他
の
主
要
項
目
の
異
動
は
表
3

—
3

の
と
お
り
。

数
は
約
五

0
0名
か
ら
約
三
五

0
名
に

ら
そ
の
中
て
体
質
転
換
に
努
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（六

0
％
減
）
、
常
雁
労
務
者

も
あ
り

山
林
部
門
の
概
要

て
こ
ぎ
つ
け
た
と
い
う
こ
と
て
あ
っ
た
。

り
、
商
業
部
門
の
比
率
が
高
い

し
た
が
っ
て
当
期
間
の
、
当
社
の
業
容
の
伸
び
は

G
N
P
の
伸
び
を
わ
ず
か
に
上
回
る
程
度
て
、
前
期

間
（
昭
和
三
十
ー
五
十
年
）

そ
の
結
果
、

の
伸
長
率
が

G
N
P
の
伸
長
率
に
比
べ
三
・
三
倍
て
あ
っ
た
こ
と
と
比
べ
る

昭
和
六
十
二
年
に
は
、
売
上
古
向
経
常
利
益
率
も
一
％
を
上
回
る
こ
と
が
て
き
る
よ
う
に
な

こ
の
期
間
の
山
林
部
門
の
概
要
は
以
下
に
要
約
す
る
こ
と
が
て
き
る
。

①
管
理
面
積
（
所
有
面
積
）
は
約
四
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
て
異
動
は
な
か
っ
た
。

②
立
木
蓄
積
は
伐
採
量
を
減
じ
た
こ
と
と
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
の
植
林
木
が
成
長
期
に
人
っ
に
こ
と

ニ
四
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
0
0万
立
方
メ
ー
ト
ル
ヘ
と
約
六

0
％
増
加
し
た
。

③
社
員
数
お
よ
び
常
雇
労
務
者
数
は
林
道
整
備
に
よ
る
管
理
の
効
率
化
や
、
長
伐
期
非
皆
伐
施
業
へ
の

移
行
に
よ
っ
て
、

（七

0
％
強
）
当
社
に
と
っ
て
は
、
な
ん
と
か
一
安
心
て
き
る
と
こ
ろ
ま

山
林
部
門
の
従
業
員
数
は
六
八
名
か
ら
二
七
名
に

（三

0
％
減
）
滅
少
し
た
。

と
大
き
く
様
変
わ
り
を
し
て
お
り
、
当
期
間
の
当
社
の
経
営
が

「構
造
不
況
業
種
」
の
中
に
あ
り
な
が

表 3-3 山林部門の主要項目の異動

昭和50年 9月 昭和62年 9月

所有山林の面積(ha) 38、020 39,277 

経営山林の面積(ha) 38,211 40,577 

立木蓄積（千m') 2,40 I 3,989 

（天然林） （千m') (998) (I ,994) 

（人工林） （千m') (I ,403) (I、995)

年間平（総均伐材採量積（千）m') （昭祁33年9月~50年9月） （昭祁51年9月~62年9月）
124 91 

年間平均新植面積(ha) （昭和31年9月~so年9月） （昭利51年9月~62年9月）
599 303 

山林部門従業員数（名） 68 27 

山林常雇労務者数（名） 約500 約350

山 林 資 産ale 7億6,000万円 42億円

（立木a/c) (3億3,000万円） (33億7,000万円）

（造林起業a/c) (4億3,000万円） (8億3,000万円）
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当
期
間
中
の
営
業
三
部
門
の
売
上
構
成
な
ど
の
変
化
は
表
3

ー

4
の
と
お
り
て
あ
っ
た
。

わ
が
国
の
木
材
総
需
給
量
は
昭
和
五
十
年
の
九
六
三
六
万
九

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
、

六
十
二
年
に
は
一
億
―
―
―
―
三
万
六

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
ヘ
と
、

し
か
伸
び
な
か
っ
た
。
ま
た
そ
の
間
の
木
材
の
卸
価
格
は
は
ば
横
ば
い
て
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
（
別
巻
「
長
期
主
要
経
済
統
計
」
参
照
）
、
当
社
の
木
材
部
門
は
、
売
上
高
て
は
五
十
年

の
五
八
八
億
円
か
ら
六
十
二
年
に
は
九
三
三
億
円
へ
と
、

五
九
％
も
の
伸
び
を
示
し
た
。

建
材
部
門
に
つ
い
て
は
、
新
設
住
宅
着
工
数
が
昭
和
五
十
年
の
一
三
六
万
戸
か
ら
六
十
二
年
に
は
一
六

七
万
戸
へ
と
、
約
ニ
―
二
％
伸
び
て
お
り
、
ま
た
一
戸
当
た
り
の
床
面
積
も
七
八
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
九

平
方
メ
ー
ト
ル
ヘ
と
わ
ず
か
な
が
ら
伸
び
た
。

さ
ら
に
住
宅
の
質
に
つ
い
て
も
徐
々
に
高
級
化
し
て
い
た

と
き
て
も
あ
っ
た
の
て
、
当
社
の
建
材
部
門
の
対
象
と
な
る
市
場
規
模
は
金
額
面
て
は
恐
ら
く
全
体
て
三

0
1
四
0
％
の
伸
長
を
示
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

後
を
占
め
て
い
た
合
板
は
、
当
時
、

し
か
し
、
建
材
部
門
の
売
上
高
の
五

0
％
前

典
型
的
な
「
構
造
不
況
業
種
」

の
一
っ
て
も
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
に
あ
っ
て
、
当
社
の
建
材
部
門
の
売
上
高
が
、
三
四
四
億
円
か
ら
―
―
四
八
億

円
へ
と
三
倍
強
の
伸
び
を
示
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
驚
異
的
と
い
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
ほ
ど
の
も
の
て

建
材
部
門

木
材
部
門

営
業
部
門
の
概
要

―
―
一
年
間
て
わ
ず
か
に
七
％

表 3-4 部門別の売上構成の変化

部門別 年月
売上高 構（成比 陣（名容） 伸(長%率) 
（百万円） ％） 

国内材 昭和50.9 28,471 27.3 166 ｝昭和59年
外材 I昭和50.9 17,954 17 .2 18 木材部に

外材II 昭和50.9 12,327 11.8 28 稔合

木材 昭和62.9 93、322 31.8 175 

木材 昭和50.9 (58, 752) (56.3) (212) 
部門計 昭和62.9 (93,322) (31.8) (175) 159 

建材 昭和50.9 34,375 32. 9 112 
部門

昭和62.9 114,758 39. I 119 334 

住宅 昭和50.9 '10,113 9. 7 70 
部門 昭和62.9 84,570 28.8 77 836 

その他 昭和50.9 I, 127 I.I 200 

昭和62.9 909 0.3 203 81 

合計
昭和50.9 I 04、365 100 594 

昭和62.9 293,560 I 00 574 281 

注 I: その他は、本社・支店の管理部門、山林部、研究開

発部門、緑化事業ほかの新規事業部門などを含む
2 : 昭和62年 9月期は1主友林業ホーム、大阪殖林合併

直前
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t
 以

上
木
材
、
建
材
、
住
宅
の
営
業
三
部
門
を
総
括
す
る
と
、
昭
利
五
十
年
代
前
半
の
苦
境
時
代
に
は
、

木
材
、
建
材
の
既
設
部
門
が
な
ん
と
か
一
定
の
売
上
規
模
と
最
低
限
の
利
益
の
確
保
に
努
め
、
そ
の
間
、

会
社
は
必
死
の
合
理
化
を
図
り
、
新
規
事
業
の
育
成
に
も
力
を
注
ぎ
、
新
規
事
業
て
あ
る
住
宅
部
門
も
、

よ
く
そ
れ
に
応
え
て
一
人
前
の
収
益
部
門
に
ま
て
成
長
し
た
と
い
う
こ
と
が
て
き
よ
う
。
し
か
も
こ
の
間

の
全
社
の
従
業
員
数
は
、
五
九
四
名
か
ら
五
六
四
名
へ
と
五
％
の
減
員
を
実
現
し
た
上
て
の
こ
と
て
あ
っ

に
「
苦
節
一

0
年
」
の
成
果
て
あ
っ
た
。

住
宅
部
門

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

あ
っ
た
。
そ
の
間
、
取
扱
品
目
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
合
板
複
合
フ
ロ
ア
等
の
二
次
加
工
合
板
、

ア
ル
ミ

サ
ッ
シ
を
主
体
と
す
る
金
属
建
材
、
石
膏
ボ
ー
ド
等
を
主
体
と
す
る
窯
業
建
材
お
よ
び
合
板
と
、
大
き
な

変
化
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
大
き
く
業
績
を
伸
ば
す
こ
と
が
て
き
た
の
は
、
住
宅
部
門
の
伸
長
に

伴
う
直
接
的
（
納
材
店
へ
の
販
売
増
）
、
間
接
的
（
優
良
大
手
メ
ー
カ
ー
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
等
）

効
果
、``n

、

る
カ

お
よ
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

K
T
I
社
製
品
を
は
じ
め
と
す
る
輸
入
合
板
の
取
り
扱
い
の
拡
大
な
ど

住
宅
部
門
の
八
倍
強
と
い
う
伸
長
は
、
新
規
部
門
て
あ
る
の
て
伸
び
率
が
高
い
こ
と
は
当
然
と
も
い
え

そ
れ
に
し
て
も
、

0
%
（
推
定
）

わ
が
国
全
体
の
木
質
系
の
住
宅
市
場
の
規
模
の
伸
び
が
質
も
含
め
て
三

0
ー
四

の
中
て
の
こ
と
て
あ
る
か
ら
、
関
係
者
の
工
夫
努
力
は
並
大
抵
の
も
の
て
は
な
く
、
ま
さ
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【
昭
和
五
十
三
年
九
月
期
】

ン
グ
ボ
ー
ド
取
り
扱
い
開
始
。

当
期
間
の
景
況
と
当
社
の
業
況
の
推
移

当
期
間
の
景
気
の
動
向
と
当
社
の
主
な
出
来
事
を
年
度
別
に
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
て
あ
っ
た
。

景
気
は
依
然
低
迷
し
イ
ン
フ
レ
は
終
息
へ
。
住
宅
着
工
は
前
年
同
期
比
三

0
％
減
と
大
幅
に
落
ち
込
み
、
木
材
市
況
は
不
振
を
極
め
る
。
合
板
業
界
は
不
況
カ
ル
テ
ル
に
よ
り
生
産

制
限
を
実
施
。
製
材
部
門
て
は
自
主
操
短
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
後
半
に
な
っ
て
幾
分
回
復
。
当
社
の
総

売
上
高
一

0
四
四
億
円
(
-
八
％
ダ
ウ
ン
）
。
建
材
部
門
の
売
上
げ
が
ト
ッ
プ

（
三
三
％
）
と
な
る
。
不

動
産
在
庫
大
輻
圧
縮
。
山
林
資
産
の
緊
急
伐
採
と
立
木
売
却
。
二
月
よ
り
管
理
職
三
ー
七
％
の
賃
金
カ
ッ

ト
、
大
阪
殖
林
買
収
。

【
昭
和
五
十
一
年
九
月
期
】
対
米
輸
出
急
伸
。
国
内
景
気
回
復
過
程
に
。
住
宅
着
工
前
年
比
一
九
％
ア

ッ
プ
。
合
板
の
不
況
カ
ル
テ
ル
、
製
材
業
の
自
主
操
短
な
ど
、
業
界
全
般
に
わ
た
る
需
給
改
善
努
力
の
効

果
が
表
わ
れ
市
況
は
回
復
に
向
か
う
。
当
社
の
総
売
上
高
―
―
八
七
億
円
(
-
四
％
ア
ッ
プ
）
。
五
十
年

十
月
東
京
と
大
阪
に
住
宅
販
社
設
立
。
十
一
月
塩
田
建
設
産
業
倒
産
（
二

0
億
円
強
の
不
良
債
権
発
生
）
。

【
昭
和
五
十
二
年
九
月
期
】

三
度
の
公
定
歩
合
引
き
下
げ
に
も
か
か
わ
ら
ず
景
気
は
後
半
か
ら
冷
え
込

み
の
様
相
。
住
宅
も
伸
び
悩
み
。
合
板
は
一
ー
八
月
不
況
カ
ル
テ
ル
に
よ
り
生
産
制
限
し
た
が
効
果
な
く

在
庫
量
は
依
然
と
し
て
高
水
準
。
当
社
の
総
売
上
高
一
三
五
一
億
円
(
-
四
％
ア
ッ
プ
）
。
タ
ワ
ウ
出
張

所
開
設
。
緑
化
樹
木
焼
却
処
分
。
新
た
に
緑
化
子
会
社
（
ス
ミ
リ
ン
緑
化
）
設
立
。
東
北
開
発
の
シ
ー
ジ

【
昭
和
五
十
年
九
月
期
】

公
定
歩
合
の
引
き
下
げ
、
公
共
投
資
の
促
進
、
住
宅
公
庫
融
資
枠
拡
大
に

も
か
か
わ
ら
ず
景
況
不
安
定
。
住
宅
着
工
一
五
五
万
戸
（
ニ

・
五
％
ア
ッ
プ
）
。
円
高
進
行
に
よ
り
輸
入
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【
昭
和
五
十
六
年
九
月
期
】

木
材
市
況
冴
え
ず
。
当
社
の
総
売
上
高
一
三
四
八
億
円

(
0
．
二
％
ダ
ウ
ン
）
。
富
士
不
燃
建
材
工
業
の

不
況
対
策
て
敷
地
等
買
い
上
げ
。

F
F
I
社
等
外
貨
建
債
権
の
為
替
差
損
償
却
。
日
南
山
林
―
一
三
五
ヘ
ク

内
需
が
増
加
し
景
気
は
全
般
に
回
復
基
調
て
あ
っ
た
が
、
後
半
に
石
油
問

題
再
燃
、
円
安
傾
向
、
物
価
抑
制
の
た
め
の
公
定
歩
合
の
再
度
の
引
き
上
げ
に
よ
り
複
雑
な
様
相
を
呈
す
。

住
宅
着
工
一
五
四
万
戸
と
横
ば
い
。
地
価
、
諸
資
材
高
騰
、
期
末
に
至
り
在
庫
増
も
あ
り
国
内
価
格
は
頭

打
ち
と
な
る
。
当
社
の
総
売
上
高
一
八
二
四
億
円
（
三
五
％
ア
ッ
プ
）
。
当
期
利
益
も
倍
増
の
一
一
億
五

0
0
0万
円
に
。
大
阪
の
住
宅
販
社
黒
字
に
転
換
。
ビ
ル
マ
マ
ツ
の
取
り
扱
い
開
始
。
五
士
二
年
十
月
お

よ
び
五
十
四
年
八
月
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
建
転
換
社
債
各
―
―

1
0
0
0万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
発
行
。

F
F
I
社
株
式

原
油
値
上
げ
や
円
安
な
ど
の
影
響
か
ら
諸
物
価
の
騰
勢
が
懸
念
さ
れ
、

イ

ン
フ
レ
抑
制
の
た
め
金
融
引
き
締
め
実
施
。
期
の
前
半
は
内
需
堅
調
、
後
半
か
ら
後
退
。
住
宅
着
工
も
大

幅
減
少
―
二
七
万
戸
へ
。
当
社
の
総
売
上
高
二
三
三
三
億
円
（
二
八
％
ア
ッ
プ
）
。
五
十
四
年
十
月
マ
ニ

ラ
出
張
所
閉
鎖
。

七
％
ア
ッ
プ
。

「住
友
林
業
の
家
」
と
し
て
優
良
木
造
住
宅
の
商
品
開
発
に
注
力
、
好
評
を
博
す
。
住

宅
部
門
の
完
工
引
渡
し
戸
数
一
五
四
一
戸
。
東
京
の
住
宅
販
社
も
黒
字
に
転
換
。

立
。
住
宅
販
社
の
ス
ミ
リ
ン
住
宅
販
売
（
東
京
、
大
阪
）

住
宅
に
変
更
。
山
林
育
成
会
社
、

ス
ミ
リ
ン
住
宅
流
通
設

の
社
名
を
住
友
林
業
ホ
ー
ム
お
よ
び
住
友
林
業

四
国
林
業
を
設
立
。
適
格
年
金
制
度
拡
大
充
実
。

全
体
に
厳
し
い
景
況
。
住
宅
建
設
の
不
振
長
引
き
、
市
況
は
低
迷
。
当
社

の
総
売
上
高
一
九
一
八
億
円
に
減
少
(
-
八
％
ダ
ウ
ン
）
。
木
材
市
況
の
不
振
に
対
処
し
て
輸
入
材
の
取

扱
数
量
を
大
幅
に
削
減
（
前
期
比
四

0
％
減
）
。
住
宅
部
門
は
「
住
友
林
業
の
家
」
の
評
価
定
着
し
二

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
材
の
取
り
扱
い
全
商
社
中
第
一
位
に
。
塩
田
建
設
産
業
の
債
権
処
理

【
昭
和
五
十
五
年
九
月
期
】

売
却
。

【
昭
和
五
十
四
年
九
月
期
】

タ
ー
ル
を
購
入
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
事
務
所
開
設
。
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【
昭
和
五
十
九
年
九
月
期
】

【
昭
和
五
十
八
年
九
月
期
】

位、 【
昭
和
五
十
七
年
九
月
期
】

国
内
景
気
低
迷
、
貿
易
摩
擦
も
エ
ス
カ
レ
ー
ト
。
住
宅
不
振
長
引
き
市
況

（
担
保
物
件
の
競
落
等
）
進
む
。

ス
ミ
リ
ン
合
板
の
不
振
深
刻
化
。
ト
ム
ハ
ウ
ス
を
設
立
し
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
事
業
へ
進
出
。
住
友
林
業
住
宅
累
損
一
掃
゜

も
低
迷
。
当
社
の
総
売
上
高
二

0
一
六
億
円
（
五
％
ア
ッ
プ
）
。
外
材
輸
入
ラ
ン
キ
ン
グ
は
米
加
材
第
八

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
材
第
二
位
、
南
洋
材
第

一
0
位
。
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
材
、

チ
リ
材
の
輸
人

を
開
始
し
、
低
採
算
の
ソ
連
材
の
輸
入
を
中
止
。
ア
ラ
ス
カ
丸
太
の
本
格
的
輸
人
開
始
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
ア
ス
ト
ラ
グ
ル
ー
プ
の
合
板
工
場
建
設
に
技
術
協
力
。
東
京
本
社
を
丸
の
内
か
ら
日
本
橋
へ
移
転
。
三

回
目
の
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
建
転
換
社
債
発
行
、
長
期
安
定
資
金
の
導
入
を
図
る
。
社
員
の
定
年
五
八
歳
に
。

社
員
持
株
会
発
足
。

ス
ミ
リ
ン
合
板
の
再
建
策
て
敷
地
等
買
い
上
げ
。
住
友
林
業
ホ
ー
ム
累
損
一
掃
゜

米
国
の
景
気
回
復
に
伴
い
国
内
景
気
も
好
転
。
住
宅
建
設
は
相
変
わ
ら
ず

低
調
て
一
―
四
万
戸
。
木
材
な
ど
の
市
況
も
需
要
不
振
に
よ
り
低
迷
の
ま
ま
。
住
宅
部
門
は
中
京
圏
に
拠

点
を
新
設
。
当
社
の
総
売
上
高
二
0
六
五
億
円
（
二
•
四
％
ア
ッ
プ
）
。
米
国
セ
ン
ト
ヘ
レ
ン
ズ
山
噴
火

に
よ
り
特
別
損
発
生
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
香
港
を
拠
点
に
合
板
の
三
国
間
貿
易
に
乗
り
出
す
。
住
宅
部
門
の

完
工
引
き
渡
し
二

0
0
0
戸
を
突
破
。

K
T
I
社
の
株
式
の
一
部
を
譲
渡
。
第
四
回
の
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
建

転
換
社
債
四

0
0
0
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
発
行
。

輸
出
好
調
。
国
内
景
気
も
回
復
。
住
宅
着
工
は
一
―
七
万
戸
（
三
・
五
％

ア
ッ
プ
）
。
木
造
率
は
五

0
%。
木
材
市
況
は
依
然
と
し
て
低
調
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
丸
太
輸
出
禁
止
を

発
表
。
当
社
の
総
売
上
高
ニ
―
八
七
億
円
（
五
・
九
％
ア
ッ
プ
）
。
山
林
部
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
に
よ

る
森
林
管
理
デ
ー
タ
マ
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
「
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
」
開
発
。
木
材
部
門
（
国
内
材
・
外
材
）
を
統

合
し
て
木
材
営
業
本
部
を
設
置
。
チ
リ
材
の
取
り
扱
い
急
増
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
て
米
ド
ル
建
転
換
社
債
総
額

二
0
0
0万
ド
ル
発
行
。

子
会
社
の
富
士
不
燃
建
材
て
不
燃
建
材

「
フ
ラ
イ
・
ア
ッ
シ
ュ
・
ボ
ー
ド
」
を
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【
昭
和
六
十
二
年
九
月
】

策
と
し
て
滝
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
建
設
に
着
手
。

2271第 3部 第 2意

開
発
。
非
木
質
系
建
材
面
品
の
取
扱
品
目
の
拡
大
に
も
努
め
る
。
住
宅
部
門
て
は
仙
台
•
福
岡
地
区
て
の

営
業
を
開
始
す
る
と
と
も
に
展
示
場
を
増
設
、
洋
風
住
宅

「
ザ
・
ハ
ウ
ス
」
や
国
産
の
ス
ギ
、

コ
ン

ヒ
ノ
キ
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
「
本
樹
」
、
「
檜
」
な
ど
高
級
木
造
住
宅
「
住
友
林
業
の
家
」
シ
リ
ー
ズ
の
多
様
化

を
図
る
。
資
材
面
て
も
鼠
よ
り
質
の
時
代
に
対
応
し
て
品
質
の
向
上
を
図
る
。

全
般
的
に
は
好
況
な
る
も
後
半
に
不
透
明
感
。
住
宅
は
―
二
二
万
戸
（
四
・

三
％
ア
ッ
プ
）
も
木
造
率
は
低
下
傾
向
て
木
材
関
連
の
市
況
は
依
然
と
し
て
冴
え
ず
。
当
社
の
総
売
上
古
向

二
三
八
三
億
円
（
九
％
ア
ッ
プ
）
。
カ
ナ
ダ
の
製
材
品
と
チ
リ
材
の
拡
大
、
南
洋
材
は
マ
レ

ー
シ
ア
、

°、ノ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
材
の
取
り
扱
い
を
増
や
す
と
と
も
に
ラ
オ
ス
材
を
試
験
的
に
輸
入
。
直
需
向
け
販
売

お
よ
び
三
国
間
貿
易
に
も
注
力
。
国
内
材
部
門
は
買
山
事
業
の
復
活
や
製
材
品
の
仕
人
れ
、
燃
料
チ
ッ
プ

な
ど
の
取
り
扱
い
強
化
。
製
材
品
て
は
米
加
品
に
加
え
韓
国
挽
き
も
。
東
西
の
両
販
社
合
併
し
住
友
林
業

ホ
ー
ム
昧
へ
。
住
宅
展
示
場
七
一
か
所
に
。
山
崎
社
長
、
会
長
に
、
大
西
常
務
、
社
長
に
就
任
。

S
R
提

急
激
な
円
古
向
進
み
、
国
内
景
気
に
跛
行
現
象
。
住
宅
は

一
三
一
万
戸

（
七
•
四
％
ア
ッ
プ
）
て
市
況
も
後
半
に
好
転
。
当
社
の
総
売
上
高
は
二
四
五
八
億
円
（
三
・
一
％
ア
ッ

プ
）
。
ア
ラ
ス
カ
材
て
有
カ
シ
ッ
パ
ー
と
提
携
。
住
宅
部
門
は
全
国
展
開
の
一
環
と
し
て
新
た
に
広
島
、

明
石
、
宇
都
宮
、

の
整
備
、

三
島
に
営
業
拠
点
を
新
設
。
顧
客

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
て
二
世
帯
住
宅
プ
ラ
ン

ア
パ
ー
ト
の
標
準
仕
様
の
確
立
、
都
市
型
三
階
建
住
宅
「
シ
テ
イ

3
」
の
充
実
を
図
る
。

ピ
ュ
ー
タ
設
計
も
実
用
化
。
不
動
産
開
発
部
を
新
設
。
新
情
報
シ
ス
テ
ム
・
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
仰
へ
出
資
参

加
、
情
報
シ
ス
テ
ム
室
を
新
設
。
山
崎
会
長
「
林
政
審
議
会
」
委
員
に
。
林
業
経
営
不
適
地
の
有
効
活
用

円
高
に
よ
り
輸
出
は
減
少
し
た
が
、
内
需
は
拡
大
。
公
定
歩
合
も
ニ
・
五
％

【
昭
和
六
十
一
年
九
月
期
】

案
制
度
を
新
設
。

【
昭
和
六
十
年
九
月
期
】

当社の経営の概要



度
の
高
い
住
宅
部
材
の
取
り
扱
い
を
増
強
。
外
材
部
門
て
は
仕
入
れ
ソ
ー
ス
の
多
様
化
と
海
外
生
産
拠
点

の
強
化
に
よ
り
二
次
加
工
合
板
や

M
D
F
な
ど
の
輸
入
建
材
を
拡
充
。
住
宅
展
示
場
一
六
か
所
増
設
し
一

0
0
か
所
に
。
山
林
部
門
て
は
択
伐
施
業
の
推
進
と
と
も
に
機
械
化
・
省
力
化
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

図
る
。
滝
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
プ
オ
ー
プ
ン
。
財
務
面
て
不
良
債
権
の
償
却
進
む
。
ナ
プ

コ
ホ
ー
ム
を

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
合
弁
企
業
か
ら

M
D
F
製
品
初
入
荷
。
ス
ミ
リ
ン
建
設
設
立
。
ス
ミ
リ
ン

サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー
設
立
。

買
収
。

四
％
ア
ッ
プ
）
、
経
常
利
益
も
二
七
億
円
に
。
プ
レ
カ
ッ
ト
部
材
、

ル
ー
ム
セ
ッ
ト
、
階
段
材
な
ど
加
工

へ
。
住
宅
着
工
も
一
五
八
万
戸
（
二
0
•
六
％
ア
ッ
プ
）
。
当
社
の
総
売
上
高
二
九
三
六
億
円
(
-
九
・
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拡
大
造
林
施
策
へ
の
疑
問

戦
後
、

山
林
所
有
者
や
林
業
者
が
全
盛
を
極
め
た
の
は
、
木
材
資
源
の
増
殖
と
い
う
大
義
に
宣
っ
た
拡

大
造
林
政
策
に
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
へ
と
残
さ
れ
て
き
た
天
然
林
を
伐
採
、
収

益
を
享
受
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
拡
大
造
林
は
進
め
ら
れ
た
。
天
然
林
伐
採
に
よ
る
収
益
の
大
半
は
、
造

林
投
資
の
還
元
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
生
じ
る
育
林
コ
ス
ト
、
山
林
作
業
や
管
理
の
効
率

化
の
た
め
の
林
道
整
備
、
機
械
化
推
進
等
々
の
基
盤
整
備
に
収
益
を
引
き
当
て
る
と
い
う
よ
り
も
、
他
の

新
し
い
分
野
の
事
業
に
逃
げ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
が
拡
大
造
林
が
一
段
落
し
た

後
に
や
っ
て
く
る
林
業
の
後
進
性
と
構
造
的
低
迷
を
も
た
ら
す
原
因
と
な
っ
た
。

ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
お
け
る
天
然
更
新
施
業
の
研
究

コ
ス
ト
や
、

拡
大
造
林
が
な
お
盛
ん
て
あ
っ
た
昭
和
四
十
年
代
、
高
度
経
済
成
長
が
進
む
中
、
増
嵩
す
る
育
林
作
業

山
林
労
働
力
の
漸
減
傾
向
が
顕
在
化
す
る
に
及
び
、
業
界
や
学
識
者
の
一
部
か
ら
は
、
森
林

第

一

節

山

林

部

門

＿
第
三
章
各
部
門
の
活
動
の
状
況
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ニ
八
年
後
の
現
在
、
普
通
の
人
工
林
と
何
ら
変
わ
り
の
な
い

（
国
際
林
業
研
究
機
関
連
合
）
等
に

ヒ
ノ
キ
林
と
し
て
成
林
す
る
に
至
っ
て

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
五
万
ー
六
万
本
の
ヒ
ノ
キ

の
生
態
的
見
地
を
軽
視
し
、
資
源
拡
大
を
優
先
し
た
林
業
政
策
に
対
し
、
転
換
が
急
務
と
の
先
見
的
な
意

こ
う
し
た
時
期
、
当
社
は
京
都
大
学
農
学
部
て
森
林
生
態
学
を
研
究
す
る
四
手
井
綱
英
教
授
や
赤
井
龍

ヒ
ノ
キ
の
天
然
更
新
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

更
新
林
内
の
全
植
生
の
調
査
は
も
ち
ろ
ん
、
林
内
相
対
照
度
の
測
定
、

昭
利
四
十
三
年
、
赤
井
助
教
授
指
導
の
も
と
、
別
子
山
事
業
区
筏
津
地
区
六
五
林
班
て
す
て
に
成
林
し

て
い
た
ヒ
ノ
キ
天
然
更
新
地
の
林
分
調
査
を
行
い
、
森
林
生
態
的
な
見
地
か
ら
の
解
析
を
行
っ
た
。
天
然

土
壌
層
の
分
析
、
天
然
木
の
樹
幹

そ
の
成
果
を
も
と
に
、
昭
和
四
十
五
年、

同
じ
く
別
子
山
事
業
区
筏
津
地
区
六
五
林
班
内
に
、

天
然
更
新
促
進
の
た
め
の
実
証
試
験
林
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
当
時
、
六
六
年
生
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
帯

状
伐
採
を
行
い
‘

試
験
地
設
定
後
、

そ
の
跡
地
に
お
け
る
天
然
下
種
更
新
の
推
移
を
定
期
的
に
調
査
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

1
0
年
た
っ
た
昭
和
五
十
五
年
に
は
、

の
更
新
稚
苗
が
育
ち
、
樹
高
は
ニ
ー
三
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
保
育
間
伐
を
す
る
ま
て
に
成
長
し
た
。

い
る
。
こ
の
ヒ
ノ
キ
天
然
更
新
実
証
試
験
林
は
、
現
在
ま
て
継
続
し
て
調
査
さ
れ
、
学
術
的
に
貴
重
な
森

林
と
し
て
保
存
さ
れ
て
き
て
お
り
、

そ
の
研
究
成
果
の
発
表
を
行
っ
て
き
た
。

天
然
林
選
木
作
業
の
導
入

H
本
林
学
会
や
I
U
F
R
o

当
社
の
北
海
道
山
林
に
お
い
て
も
同
様
に
、

天
然
林
を
伐
採
収
穫
し
人
工
林
化
す
る
と
い
う
拡
大
造
林

ヒ
ノ
キ

菜
っ
た
。

i
 

解
析
な
ど
、

当
時
考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
因
子
を
調
べ
て
、
ヒ
ノ
キ
天
然
更
新
技
術
の
体
系
化
へ
の
道
を

男
助
教
授
を
四
国
別
子
山
事
業
区
に
招
き

見
が
出
は
じ
め
た
。

後伐後28年目の現況。上層木の樹高にはほとんど差がみら
れない。（平成10年）

別子山林におけるヒノキ人工林傘伐天然更新法の後伐直後

の状態。（昭和45年）

230 



れ
て
い
る
。

あ
っ
た
。

が
、
将
来
の
北
海
道
の
森
林
型
を
想
定
す
る
と
き

の
ち
に
当
社
の
こ
の
施

こ
れ
以
上
の
カ
ラ
マ
ツ
造
林
は
、
林
業
収
支
の
上
か

北
海
道
山
林
は
、
沼
ノ
上
地
区
を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
が
当
時
六

0
1
七
0
年
生
の
、

初
期
に
か
け
て
襲
っ
た
山
火
事
の
二
次
林
て
あ
っ
た
た
め
、

明
治
か
ら
大
正

天
然
林
の
成
長
の
悪
い
林
分
は
カ
ラ
マ
ツ
へ

の
拡
大
造
林
を
行
う
の
が
甚
本
施
業
て
あ
っ
た
。
し
か
し
、
資
源
増
殖
と
い
う
面
か
ら
の
意
義
は
あ
っ
た

ら
も
森
林
生
態
系
の
上
か
ら
も
疑
問
を
生
ぜ
ざ
る
を
得
ず
、
昭
和
五
十
年
(
-
九
七
五
）
前
後
か
ら
徐
々

に
拡
大
造
林
面
積
を
減
少
さ
せ
て
い
っ
た
。
代
わ
っ
て
普
及
を
図
っ
た
の
が
天
然
林
施
業
て
あ
る
。

ま
ず
、

山
火
事
を
免
れ
た
沼
ノ
上
山
林
て
本
格
的
な
天
然
林
択
伐
施
業
を
実
施
し
た
。
ま
た
他
の
大
半

の
山
火
事
の
二
次
林
に
対
し
て
も
積
極
的
に
天
然
林
造
成
を
主
目
的
と
し
た
天
然
林
択
伐
施
業
を
導
入
し

た
。
こ
れ
は
択
伐
と
い
う
よ
り
天
然
林
育
成
除
間
伐
施
業
と
い
う
べ
き
も
の
て
、

業
を
モ
デ
ル
に
国
の
補
助
事
業
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
方
法
は

「天
然
林
改
良
事
業
」
と
名
付

け
ら
れ
た
よ
う
に
、
ま
さ
に
天
然
林
に
保
育
作
業
を
施
し
な
が
ら
そ
の
除
間
伐
木
て
収
入
を
ま
か
な
う
と

い
う
、
資
産
増
殖
と
林
業
収
入
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
な
が
ら
、
両
者
を
同
時
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
て

図
3

ー

1
の
よ
う
に
ど
の
林
木
を
除
間
伐
対
象
と
す
る
か
に
よ
っ
て
、
森
林
の
普
し
悪
し
は
大
き
く
変

わ
る
。
択
伐
施
業
の
難
し
さ
は
、
帳
簿
上
て
は
計
画
ど
お
り
の
数
字
て
も
現
場
作
業
し
だ
い
て
森
の
姿
が

変
わ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

か
つ
て
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
ひ
ろ
く
推
奨
実
施
さ
れ
た
天
然
林
択
伐
施
業

が
現
実
の
森
林
に
お
い
て
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
主
因
が
あ
る
と
さ

そ
こ
て
、
当
社
が
採
用
し
た
の
が
「
天
然
林
選
木
作
業
」
て
あ
る
。
地
上
に
サ
サ
等
の
障
害
物
が
な
く
、

見
通
し
の
良
い
真
冬
の
雪
の
あ
る
時
期
を
選
び
、

翌
年
度
の
択
伐
予
定
地
全
山
に
わ
た
っ
て
、
大
勢
の
作

に
い
ち
早
く
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
た
。

図 3-1 択伐施業イメージ図

一般的な択伐の例：主林木を継続して収穫し、後継樹を育てる 除間伐の例 ：優良木を残し、形質不良木や矮小木を除く
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っ
た
。

は
山
林
管
理
の
中
て
も
厳
し
い
作
業
の
一
っ
て
、
年
間
三

0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
選
木
作
業
に

一
ヶ

拡
大
造
林
全
盛
時
代
に
あ
っ
て
当
社
の
北
海
道
山
林
に
植
林
さ
れ
た
カ
ラ
マ
ツ
は
二
五

0
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
及
ん
だ
。

が
あ
っ
た
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、

カ
ラ
マ
ツ
造
林
は
不
成
績
天
然
林
を
改
良
し
て
資
源
の
増
大
を
図
る
と
い
う
面
て
は
意
義

そ
の
後
の
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
カ
ラ
マ
ツ
の
需
要
が
ダ
ン
ネ

ー
ジ
材
や
梱
包
材
と
し
て
の
用
途
に
限
ら
れ
て
し
ま
い
、
極
め
て
低
い
価
格
体
系
の
中
に
お
か
れ
て
し
ま

そ
こ
て
カ
ラ
マ
ツ
の
第
一
回
目
の
間
伐
が
本
格
化
し
た
昭
和
四
十
年
代
後
半
に
入
る
と
、
保
育
間
伐
に

近
い
一
六
ー
ニ

0
年
生
の
第
一
回
目
間
伐
て
少
し
て
も
収
入
を
得
よ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
間
伐
方
式
を
試
み

た
。
結
果
的
に
は
、

本
格
導
入
し
、

ク
レ
ー
ン
車
と
木
材
運
搬
車
と
を
組
み
合
わ
せ
て
集
材
運
材
を
行
う
カ
ン
キ
集
材
を

一
列
伐
採
し
て
三
列
残
す
列
状
間
伐
方
式

「
一
伐
三
残
間
伐
方
式
」
を
採
用
し
た
。

カ
ラ
マ
ツ
間
伐
が
定
常
化
し
、
二
回
目
間
伐
が
行
わ
れ
始
め
る
と
、

来
の
林
相
が
気
に
な

っ
て
く
る
。
既
存
の
天
然
林
と
融
合
調
和
し、

カ
ラ
マ
ツ
が
成
熟
し
た
と
き
の
将

ゆ
く
ゆ
く
は
森
林
生
態
的
に
安
定
し

た
林
型
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
当
社
は
道
内
て
は
初
の
本
格
的
な
施
業
と
し
て
、

カ
ラ
マ
ツ
保
育

基
準
に
枝
打
ち
作
業
を
導
入
し
た
。
ま
た
天
然
林
と
の
融
合
を
図
る
た
め
、
郷
土
樹
種
の
ト
ド
マ
ツ
の
樹

下
植
栽
を
行
い
、
将
来
は
天
然
更
新
し
て
く
る
と
み
ら
れ
る
カ
バ
類
や
ミ
ズ
ナ
ラ
と
の
混
交
林
化
を
目
指

し
た
カ
ラ
マ
ツ
林
の
自
然
林
的
施
業
に
よ
る
育
林
体
系
て
あ
っ
た
。
こ
の
新
技
術
に
よ
る
山
林
経
営
手
法

に
対
し
、
昭
和
五
十

一
年
林
野
庁
長
官
賞
を
授
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

カ
ラ
マ
ツ
造
林
に
新
た
な
施
業
指
針
ー
林
野
庁
長
官
賞
受
賞

月
、
延
べ
四

0
0
人
役
が
必
要
て
あ
っ
た
。

業
員
が
列
を
な
し
て
ペ
ン
キ
て
の
マ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
。
ス
キ
ー
や
輪
か
ん
じ
き
を
は
い
て
の
選
木
作
業

＊
 
ダ
ン
ネ
ー
ジ

船
内
積
み
荷
の
安
定
と
積
み
荷
作
業
を
容
易
に
す
る
目
的

て
、
荷
物
の
敷
材
と
す
る
二
等
程
度
の
押
角
（
バ
タ
角
）
ま

た
は
、
積
み
荷
の
破
損
を
防
ぐ
た
め
に
間
に
差
し
込
む
木
。

断
面
寸
法
は
七
•
五
セ
ン
チ
（
ま
た
は
七
・

ニ
セ
ン
チ
）
、

末
日
径
五
セ
ン
チ
以
上
と
九
セ
ン
チ
（
ま
た
は
八
•
五
セ
ン

チ
）
、
末
口
径
六
セ
ン
チ
以
上
が
あ
り
、
材
長
は
三

1
四
メ

ー
ト

ル
て
積
み
荷
の
状
況
に
応
じ
て
切
り
使
い
す
る
。

窯・---~ 心細._

- -----
北海道山林沼ノ上地区での天然林選木作業

（ペンキてマーキング）
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と
、
収
穫
・
育
林
作
業
の
請
負
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

名
が
配
属
さ
れ
た
。

四
国
山
林
、
九
州
山
林
を
山
林
部
直
轄
ヘ

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
輸
入
材
比
率
の
上
昇
と
人
件
費
の
高
騰
に
対
し、

当
社
の
山
林
部
門
は
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
た
。
ま
ず
昭
和
五
十
三
年
に
、
今
ま
て
そ
れ
ぞ
れ
の
支
店
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
、

国
山
林
を
新
居
浜
山
林
事
業
所
、

九
州
山
林
を
日
向
山
林
事
業
所
と
し
て
、
山
林
部
の
直
轄
と
し
、
管
理

の
ス
リ
ム
化
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
、
創
立
以
来
本
部
機
構
と
し
て
は
最
後
ま
て
大
阪
本
社
に
残
っ
て
い
た

山
林
部
を
、
事
業
の
効
率
的
管
理
の
見
地
か
ら
山
林
事
業
の
中
枢
て
あ
る
新
居
浜
に
移
し
た
。
同
時
に
、

す
べ
て
の
機
能
が
東
京
本
社
に
集
中
し
て
い
た
た
め
、

こ
の
機
構
は
昭
和
五
十
七
年
ま
て
続
け
ら
れ
た
が
、

報
交
換
の
必
要
が
大
き
く
な
っ
た
の
て
、

四
国
林
業
株
式
会
社
を
設
立

山
林
部
門
の
管
理
機
構
改
革

四

山
林
部
の
情
報
窓
日
と
し
て
山
林
部
束
京
駐
在
一

そ
の
後
中
央
省
庁
や
関
係
諸
団
体
と
の
折
衝
や
情

山
林
部
も
東
京
本
社
に
移
る
こ
と
と
な
っ
た
。

山
林
部
の
合
理
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
管
理
コ
ス
ト
の
ほ
か
年
々
急
騰
す
る
山
林
作
業
コ
ス
ト
を
合

理
化
す
る
と
と
も
に
、
急
速
に
減
少
し
始
め
た
林
業
労
働
力
の
確
保
対
策
と
し
て
、
昭
和
五
十
五
年
五
月
、

四
国
林
業
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。
こ
の
会
社
は
自
前
の
作
業
班
を
も
っ
て
、
当
社
の
山
林
管
理
の
受
託
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展
し
て
い
っ
た
。

そ
の
後
関
係
行
政
機
関
や
、
国
有
林
・
林
業
関
係
者
の
間
て
も
、

開
発
は
、
山
林
経
営
に
と
っ
て
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
た
。

件
の
不
利
な
山
地
に
あ
り

フ
ッ
ド
開
発
の
ね
ら
い
は
、
地
理
デ
ー
タ
と
属
性
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
て
一
元
化
し
、
森
林
管

理
・
施
業
計
画
業
務
を
簡
索
化
し
省
力
化
す
る
、

支
援
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
（
図
3

ー

2
)

（
別
巻
7

「
林
相
図
の
変
遷
」
参
照
）
。

山
林
経
営
に
と
っ
て
、
①
地
理
情
報
と
そ
れ
に
内
在
し
て
い
る
属
性
情
報
は
一
体
の
も
の
て
両
者
は
絶

え
ず
一
緒
に
と
ら
え
て
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
、
②
森
林
は
刻
々
変
化
し
て
お
り
絶
え
ず
デ
ー
タ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
必
要
て
あ
る
、
③
森
林
育
成
は
長
期
間
を
要
し
、

の
沿
革
を
履
歴
情
報
と
し
て
整
え
、
将
来
計
画
へ
と
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

森
林
の
機
能
は
多
面
的
て
あ
る
と
同
様
に
管
理
者
や
、
作
業
者
、

ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
は
、
将
来
の
経
営
計
画
の
立
案
と
意
思
決
定
の

ア
セ
ン
ブ
ル
す
べ
き
情
報
が
多
彩
か
つ
複
合
的
て
あ
る
。
森
林
の
デ
ー
タ
は
収
集
条

こ
れ
の
収
集
労
力
を
緩
和
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
山
林
経
営
の
合
理
化
に
つ

な
が
る
。
こ
の
よ
う
な
特
質
の
あ
る
森
林
管
理
情
報
を
一
元
化
し
て
管
理
て
き
る
「
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
」
の

ュ
ー
タ
化
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
の
動
き
を
見
て
い
る
と
、
営
林
署
単
位
、
県
有
林
、
森
林

組
合
単
位
て
の
活
用
が
進
ん
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
後
、
林
野
庁
の
中
に
も
森
林
情
報
高
度
利
用
研
究
検

討
会
が
も
た
れ
、
同
様
の
実
験
的
規
模
て
の
導
人
が
進
み
、
林
業
構
造
改
善
事
業
の
補
助
事
業
に
ま
て
発

昭
和
五
十
九
年
六
月
森
林
管
理
デ
ー
タ
マ
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

森
林
管
理
デ
ー
タ
マ
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

「
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
」
の
開
発

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
準
じ
た
コ
ン
ピ

「
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
」
を
開
発
し
た
。

そ
の
た
め
長
年
に
わ
た
る
経
営
内
容
や
作
業

そ
し
て
森
林
を
利
用
す
る
人
た
ち
の

ロ
ビ
ン

図 3-2 ロピンフッドによるマップ

ロピンフッドによる鳥かん図（五良津事業区14-15林班、俯角60口）
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•
昭
和
五
十
八
年
、
「
序
章

山
崎
完
）
が
設

国
内
林
業
に
新
し
い
政
策
目
標
を
」

1

国
際
競
争
力
の
増
強

政
•
財
界
へ
の
提
言
活
動

第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
、
他
の
産
業
と
の
生
産
性
格
差
が
広
が
る

一
方
の
森
林
・
林
業
の
情
勢
に

憂
い
を
抱
き
始
め
た
財
界
の

一
部
か
ら
、
国
に
対
し
森
林
・
林
業
の
新
た
な
総
合
的
政
策
の
見
直
し
を
迫

そ
の
よ
う
な
機
を
と
ら
え
て
当
社
は
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
の

一
人
と
し
て
、
政
界
お
よ
び
経
済
界
に
対
し

て
、
森
林
・
林
業
の
国
家
的
重
要
性
を
訴
え
る
べ
く
‘

経
協
月
報
』
に
、
次
の
よ
う
な
提
言
を
発
表
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
考
え
方
を
経
済
同
友
会
や
経
済
団
体

連
合
会
（
経
団
連
）

山
崎
社
長
は
日
本
林
業
経
営
者
協
会
機
関
誌

『林

の
機
関
誌
に
も
機
会
あ
る
ご
と
に
投
稿
し
提
言
を
行
っ
た
。

•
昭
和
五
十
五
年
、
「

日
本
林
業
近
代
化
へ
の
提言
」
1

国
内
林
業
を
活
性
化
す
る
た
め
に

•
昭
和
五
十
六
年
、
「

我
が
国
の
森
林
資
源
は
産
業
化
て
き
る
か
」
過
疎
山
村
て
の
あ
る
挑
戦

そ
の
後
、
昭
和
六
十
年
二
月
に
、
経
済
同
友
会
に
「
森
林
問
題
懇
談
会
」
（委
員
長

け
ら
れ
、

「
二
十

一
世
紀
に
架
け
る
緑
の
ニ
ュ
ー
ス
キ
ー
ム
」
と
題
し
、

「
こ
れ
か
ら
の
森
林
は
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
活
力
を
必
要
と
し
て
い
る
。
木
材
資
源
と
し
て
の
ス
ト
ッ
ク
の
大
き
さ
だ
け
て
な

＜
、
自
然
環
境
資
源
と
し
て
の
質
の
多
様
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
森
林
を
人
間
に
と
っ
て
望
ま
し
い
状

態
て
維
持
し
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
林
業
経
営
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
は
、

日
本
の
林
業
を
、
①
専
業

的
な
経
営
、
②
農
業
そ
の
他
を
主
業
と
し
つ
つ
林
業
を
行
う
兼
業
者
、
③
単
な
る
山
林
所
有
者
と
い
う
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
専
業
者
に
は
経
営
持
続
の
た
め
の
税
制
等
の
導
人
、
意
欲
あ
る
零
細
者
に
対
し

て
は
協
業
の
促
進
、
意
欲
の
な
い
単
な
る
山
林
所
有
者
に
対
し
て
は
経
営
の
受
託
代
行
な
ど
を
提
案
し
、

る
声
が
古向
ま
り
始
め
て
い
た
。
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国
土
計
画
上
の
投
資
バ
ラ
ン
ス
を
是
正
す
べ
き
て
あ
る
。

③
国
産
材
を
取
り
巻
く
数
多
く
の
制
度
や
規
制
に
関
す
る
規
制
緩
和
、
他
の
産
業
と
比
べ
て
必
ず
し
も

対
等
の
立
場
に
あ
る
と
は
言
い
難
い
税
制
の
見
直
し
が
必
要
て
あ
る
。
即
ち
、
長
期
の
林
業
経
営
に

は
不
合
理
な
相
続
税
の
改
善
ー

未
成
熟
の
立
木
に
ま
て
課
税
す
る
こ
と
な
く
、
植
林
さ
れ
た
木
が

商
品
と
し
て
生
育
し
収
穫
さ
れ
る
ま
て
は
相
続
税
対
象
と
し
な
い
。
長
期
間
を
要
す
る
林
業
経
営
に

あ
っ
て
、
個
人
の
林
業
所
得
に
は
特
別
控
除
の
措
置
が
あ
る
が
、
法
人
に
あ
っ
て
は
優
遇
措
置
が
諸

外
国
に
比
べ
て
も
極
め
て
低
い
。
国
産
材
に
は
木
材
引
き
取
り
税
が
木
材
価
格
の
三
％
を
上
限
に
市

町
村
税
と
し
て
徴
税
さ
れ
て
い
る
が
、
輸
人
丸
太
に
は
昭
和
三
十
五
年
の
貿
易
自
由
化
以
来
関
税
は

ゼ
ロ
て
あ
る
。
ま
た
、
建
築
基
準
法
が
現
代
の
建
築
実
情
に
沿
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。

④
都
市
の
道
路
や
港
湾
整
備
に
巨
額
の
公
共
投
資
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
山
村
に
対
す
る
交
通
網
整
備

や
教
育
・
医
療
・
文
化
的
投
資
な
ど
都
市
的
サ
ー
ビ
ス
に
重
点
を
お
い
た
社
会
資
本
投
資
を
高
め
、

業
の
自
立
を
図
る
こ
と
が
前
提
て
あ
る
。

森
林
を
利
用
す
る
消
費
者
の
側
か
ら
も
の
を
考
え
る
、
先
導
的
な
幅
広
い
林
業
経
営
の
育
成
を
目
指
し
て
、

き
め
細
か
い
政
策
展
開
を
図
る
必
要
が
あ
る
」
と
提
言
し
た
。

こ
れ
が
引
き
金
と
な
っ
て
昭
和
六
十
年
十
二
月
、
経
団
連
か
ら
の
勧
め
て
、
同
機
関
誌
に
、

「経
済
社

会
と
森
林
・
林
業
|

|
国
内
林
業
に
国
際
競
争
力
は
つ
く
か
」
を
発
表
し
た
。

①
森
林
の
多
様
な
機
能
を
分
業
化
す
る
こ
と
な
く
、
森
林
が
も
つ
直
接
的
な
経
済
資
源
と
、
外
部
経
済

の
資
源
と
を
ト
ー
タ
ル
の
国
民
資
本
と
し
て
考
え
、
森
林
経
済
を
創
生
す
る
こ
と
が
大
切
て
あ
る
。

②
森
林
資
源
論
が
国
民
に
広
く
認
知
さ
れ
る
た
め
に
は
、
市
場
原
理
に
立
脚
し
た
世
界
の
森
林
の
一
員

て
も
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
民
に
安
定
的
に
林
産
物
を
供
給
て
き
る
よ
う
な
産
業
体
制
、

そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
て
あ
っ
た
。

即
ち
林
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ち
ろ
ん
、

⑤
世
界
の
森
林
資
源
が
確
実
に
衰
退
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
国
土
管
理
や
木
材
資
源
の
点
は
も

日
本
人
が
培
っ
て
き
た
”
森
林
の
思
考
II

を
守
る
と
と
も
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
観
点
か
ら
も
国
内
森
林
資
源
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
は
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ
わ
れ
わ
れ
の
責
務

こ
う
し
た
提
言
を
受
け
て
、
経
団
連
は
、
農
政
問
題
懇
談
会
の
下
に
森
林
部
会
を
新
た
に
編
成
、
昭
和

六
十
二
年
十
月
経
団
連
農
政
問
題
懇
談
会
森
林
部
会
は

「森
林
・
林
業
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
林
業
経
営

提
言
の
要
旨
は
、
林
業
の
危
機
を
克
服
す
る
た
め
、
戦
中
戦
後
の
過
伐
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
森
林
の

再
生
産
体
制
を
い
ち
早
く
回
復
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
注
ぐ
こ
と
を
甚
本
と
し
、
そ
の
た
め
に
林
業
の
基
盤

て
あ
る
林
道
・
作
業
道
の
整
備
、
国
費
に
よ
る
機
械
開
発
、
税
制
や
制
度
金
融
の
見
直
し
な
ど
を
重
点
的

に
行
い
、
意
欲
あ
る
林
業
経
営
体
を
中
心
に
選
別
政
策
を
講
ず
る
こ
と
な
ど
て
あ
っ
た
。
提
言
は
政
府
政

策
面
に
反
映
さ
れ
、

そ
の
活
動
の
一
っ
が

「林
業
の
機
械
化
推
進
」
と
し
て
結
実
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
を
起
点
と
す
る
第
一
次
施
業
計
画
は
、
当
初
、
従
来
の
一

0
年
単
位
の
計
画
の
期
間
を

制
度
の
認
定
要
件
て
あ
る
五
年
計
画
に
短
縮
し
全
社
有
林
を
一
斉
に
取
り
ま
と
め
た
も
の
て
、
経
営
方
針

を
変
更
す
る
も
の
て
は
な
か
っ
た
。
四
十
八
年
に
は

「経
営
計
画
の
改
定
」
を
提
議
し
、

針
を
転
換
し
、
第
一
次
施
業
計
画
は
途
中
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
主
旨
は

「拡
大
造
林
の

収
束
と
長
伐
期
へ
の
転
換
」
て
あ
り
、
経
営
の
重
点
を
次
の
諸
点
に
お
い
た
。

山
林
の
経
営
方

四
新
し
い
制
度
の
下
て
の
施
業
計
画
高
伐
期
複
合
構
造
林
を
目
指
す

確
立
の
た
め
の
課
題
」
に
つ
い
て
の
提
言
を
発
表
し
た
。

て
あ
る
。

＊
 
森
林
の
思
考

「
人
間
の
思
考
方
法
に
は
、
森
林
的
思
考
と
砂
漠
的
思
考

が
あ
り
、
世
界
が

「永
遠
」
に
続
く
と
考
え
る
か
、

「有
限
」

て
あ
る
と
考
え
る
か
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
…
…
」

鈴
木
秀
夫
著

『森
林
の
思
考
・
砂
漠
の
思
考
』

(
N
H
K

ブ
ッ
ク
ス
昭
和
五
士
二
年
）
よ
り
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llち、
H
 

過
去
、
社
会
経
済
情
勢
や
社
内
事
情
に
よ
り
、
あ
る
い
は
需
要
動
向
に
よ
っ
て
、
施
業
体
系
や

る
た
め
の
森
林
管
理
の
理
念
を

よ
り
明
確
に
し
た
も
の
て
あ
っ
た
。

第
二
次
施
業
計
画
（
昭
和
五
十
一
ー
五
十
六
年
）
て
は
、
①
長
伐
期
に
よ
る
有
機
的
林
業
政
策
を
維
持

て
き
る
森
林
の
造
成
、
②
豊
か
な
蓄
積
を
も
っ
た
森
林
の
造
成
と
優
良
大
径
材
の
生
産
、
③
恒
続
的
保
続

林
業
と
安
定
収
益
の
確
保
、

第
三
次
施
業
計
画
（
昭
和
五
十
六
ー
六
十
一
年
）
て
は
、
新
た
な
視
点
に
立
っ
て

「高
伐
期
複
合
構
造

林
」
の
造
成
を
目
指
し
た。

「高
伐
期
複
合
構
造
林
」
と
は
、

「将
米
の
不
確
実
な
需
要
動
向
に
有
機
的
、

弾
力
的
に
対
応
可
能
て
、
長
期
的
に
多
様
な
索
材
供
給
が
行
え
、
森
林
の
も
つ
諸
機
能
を
常
に
古
向
く
維
持

し
、
森
林
生
態
的
に
安
定
し
た
優
良
林
」
の
こ
と
を
い
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
①
幅
広
い
生
産
力
を
も
つ

高
伐
期
複
層
林
（
立
体
的
複
合
化
）
を
目
指
す
こ
と
、
②
生
産
管
理
区
分
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
（
面
的

複
合
化
）
を
図
る
こ
と
、
③
木
材
生
産
の
ほ
か
公
益
的
な
諸
機
能
を
常
に
高
く
維
持
す
る
こ
と
、
④
地
域

社
会
に
密
着
し
た
恒
久
的
利
益
に
結
び
つ
く
経
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
昭

和
四
十
八
年
の
長
伐
期
政
策
に
何
ら
変
更
を
加
え
る
も
の
て
は
な
く
、

よ
り
強
固
な
森
林
政
策
を
推
進
す

に
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

経
済
林
と
し
て
は
不
利
て
、
林
地
保
全
上
皆
伐
を
避
け
る
べ
き
と
こ
ろ
）

②
伐
期
齢
を
、

③
拡
大
造
林
の
大
幅
縮
小

④
地
位
、
地
利
に
応
じ
た
施
業

⑤
管
理
機
構
の
簡
素
化
と
合
理
化

⑥
準
施
業
制
限
地
の
確
保
（
第
一
準
施
業
地
11
試
験
林
、
参
考
林
、
固
定
標
準
地
。
第
二
準
施
業
地
11

実

ヒ
ノ
キ

一
0
0年
の
長
伐
期
体
制
に

①
優
良
大
径
材
の
生
産
を
目
的
と
し
、

ス
ギ
八

0
年、

そ
れ
に
対
応
て
き
る
山
林
の
経
営
基
盤
の
整
備
と
林
道
網
の
充

*
1

幅
広
い

生
産
力
を
も
つ
古
向
伐
期
複
層
林

高
伐
期
複
層
林
造
成
に
よ
っ
て
、
初
回
間
伐
か
ら
、
数
次

の
間
伐
の
繰
り
返
し
と
、
そ
の
あ
と
の
択
伐
を
繰
り
返
し
て

の
ち
伐
期
を
迎
え
る
ま
て
の
間
、
並
材
か
ら
高
級
材
ま
て
、

ま
た
低
質
材
か

ら
高
質
材
ま
て
、
幅
広
い
多
様
な
木
材
資
源

を
備
え
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
て
供
給
す
る
こ
と
が
て
き

る
森
林
。

*
2

生
産
管
理
区
分

目
標
は
高
伐
期
優
良
大
径
材
の
生
産
だ
が
、
そ
の
育
林
過

程
は
地
位
や
地
利
級
に
よ
っ
て
、
粗
放
育
林
て
あ
っ
た
り
、

集
約
育
林
て
あ
っ
た
り
、
時
に
は
特
殊
な
超
集
約
育
林
施
業

を
行
う
な
ど
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
選
別
的
な
育
林
投
査
を

行
う
。

複層林施業（上木：スギ、下木：スギおよびヒノキ。

四国山林石鎚山事業区）
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分
け
の
ま
ま
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

239 第 3部 第 3章

業
績
の
推
移
と
売
上
構
成
の
変
化

第
二
節
国
内
材
部
門

伐
期
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
当
社
山
林
の
み
な
ら
ず
、

に
対
し
て
も
有
機
的
、

わ
が
国
の
山
林
す
べ
て
に
言

え
る
こ
と
て
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
「
社
会
的
要
請
の
い
か
な
る
変
化

か
つ
弾
力
的
に
対
応
可
能
な
森
林
を
目
指
す
」
と
い
う
理
念
が
、
こ
の
「
高
伐
期

こ
う
し
た
施
策
を
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
経
営
山
林
か
ら
の
収
穫
量
は
漸
減
し
、

は
収
穫
量
は
六
万
立
方
メ
ー
ト
ル
台
へ
と
、

と
な
っ
た
。

当
期
間
（
昭
和
五
十
ー
六
十
二
年
）

五
十
六

i
六
十
年
に

以
前
に
く
ら
べ
て
約
二
万
立
方
メ
ー
ト
ル
も
減
少
す
る
こ
と

の
国
内
材
部
門
は
、
途
中
昭
和
五
十
九
年
(
-
九
八
四
）
九
月
期

か
ら
、
社
内
機
構
の
改
革
に
よ
り
外
材
部
門
と
合
わ
せ
て
木
材
営
業
部
と
な
っ
た
の
て
、
そ
の
後
の
売
上

高
な
ど
の
表
示
は
木
材
営
業
部
と
し
て
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
六
十
二
年
当
時
は
、

未
だ
業
績
管
理
な
ど
の
面
て
は
従
来
の
区
分
が
活
用
さ
れ
て
い
た
の
て
、
当
期
間
に
つ
い
て
は
旧
米
の
区

昭
和
五
十
年
九
月
期
の
国
内
材
部
門
の
売
上
高
（
自
山
材
を
含
む
）
は
二
八
四
億
円
、
従
業
員
数
は
一

複
合
構
造
林
」
の
な
か
に
込
め
ら
れ
て
い
た
の
て
あ
る
。

各部門の活動の状況



ド
型
か
ら
、

三
％
へ
と
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

一
方
需
要
者
側
（
住
宅
建
築
）

の
ニ
ー
ズ
も
、
住
宅
が
手
造

＊
 

い
わ
ゆ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

素
材
（
丸
太
）

―
二
年
後
の
六
十
二
年
九
月
期
に
は
売
上
高
は
五
五
二
億
円
と
一
・
九
倍
の

伸
び
を
示
し
た
。
従
業
員
数
は
一

J
i
0名
（
推
定
）
て
、

お
よ
そ
一
割
の
減
少
を
示
し
た
。
し
た
が
っ
て

取
扱
い
品

H
の
構
成
は
図
3

ー

3
に
見
る
と
お
り
、
索
材
の
割
合
が
減
少
し
、
製
材
品
の
割
合
が
増
加

売
上
高
は
一
―
一
四
億
円
か
ら
一
八

0
億
円
へ
と
四
五
％
伸
び
た
が
、
構
成
比
は
逆
に
四
四
％
か
ら
三

こ
の
期
間
中
に
、
内
地
材
、
輸
入
外
材
を
問
わ
ず
、
木
材
の

供
給
構
造
が
従
来

一
般
的
て
あ
っ
た
「
丸
太
か
ら
需
要
に
あ
わ
せ
て
挽
く
」
、

「
あ
ら
か
じ
め
挽
い
て
お
い
た
も
の
を
販
売
す
る
」
イ
ー
ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
型
、
あ
る
い
は
規

格
品
型
へ
変
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

り
型
か
ら
規
格
型
（
工
業
化
住
宅
）
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
も
い
え
る
。
売

上
構
成
比
は
、
製
材
品
の
取
り
扱
い
が
急
伸
し
た
た
め
、
相
対
的
に
索
材
の
比
率
が
低
下
し
た
。

な
お
、
素
材
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
そ
の
八

0
％
前
後
は
終
始
「
外
材
小
口
」
て
あ
っ
た
。
当
社
は
木

材
専
門
商
社
と
し
て
「
木
を
見
る
目
」
、
「
広
範
な
得
意
先
網
」
が
自
慢
て
あ
っ
た
の
て
、
他
商
社
の
輸
入

材
も
含
め
て
、
「
適
材
適
所
」
に
振
り
分
け
る
、
外
材
小
口
の
取
り
扱
い
は
最
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
て

あ
っ
た
。
特
に
中
国
支
店
管
内
の
瀬
戸
内
地
区
、
東
海
支
店
管
内
の
東
海
地
区
て
の
「
外
材
小
口
」
の
取

り
扱
い
は
活
発
て
、
な
か
て
も
豊
橋
営
業
所
の
如
き
は
、
東
海
地
区
は
清
水
港
、
豊
橋
港
、
衣
浦
港
蒲
郡

港
、
四
日
市
港
、
名
古
屋
港
な
ど
か
ら
、
北
陸
地
区
の
富
山
港
に
至
る
ま
て
の
木
材
荷
揚
港
の
木
材
は

（
主
と
し
て
外
材
）
、
あ
た
か
も
す
べ
て
自
分
の
手
持
ち
材
て
あ
る
か
の
よ
う
に

「
ま
ず
販
売
を
し
て
後
て

外
材
小
口

元
来
は
、
米
材
、
南
洋
材
等
の
輸
入
外
材
て
あ
る
が
、
当

社
て
は
そ
れ
ら
の
材
て
、
本
船
か
ら
い
っ
た
ん
国
内
の
水
面

貯
木
場
あ
る
い
は
陸
上
土
場
に
お
ろ
さ
れ
、
売
り
仕
切
ら
れ

た
材
は
内
貨
材
と
し
て
国
内
材
部
門
の
取
り
扱
い
と
し
た
。

図 3-3 国内材部門の取扱い品目の変化

その他 2% 

し
た
。

一
人
当
た
り
の
売
上
げ
効
率
は
、
約
二
倍
に
向
上
し
た
。

Iその他

六
六
名
て
あ
っ
た
も
の
が

1% 

44% 

製 材 品

55% 

昭和62年 昭和50年 9月期
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当
社
は

と
、
等
々
に
よ
る
も
の
て
あ
っ
た
。

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
チ
ッ
プ
が
燃
料
源
と
し
て
見
直
さ
れ

「
木
屑
ボ
イ
ラ
ー
」
な
ど
が
復
活
、

っ
た
が

チ
ッ
プ

事
業
の
成
長
に
伴
い
、
住
宅
の
工
事
部
門
（
下
請
工
事
業
者
等
）

売
上
古
向
は
九
五
億
円
か
ら
三

0
六
億
円
へ
と
三
倍
強
の
伸
び
を
示
し
、
構
成
比
も
三
三
％
か
ら
五
五
％

へ
と
拡
大
し
た
。

こ
の
よ
う
に
製
材
品
が
大
き
く
伸
び
た
要
因
は
、
先
に
索
材
の
項
て
触
れ
た
と
お
り
、
需
給
関
係
が
外

材
を
含
め
全
般
に
既
製
品
化
し
て
い
っ
た
こ
と
に
も
あ
る
が
、
当
社
に
限
っ
て
は
、

工
場
な
ど
へ
の
販
売
が
増
え
た
こ
と
も
大
き
な
理
由
の
一
っ
て
あ
っ
た
。

売
上
高
は
六
一
億
円
か
ら
五
六
億
円
へ
と
一
割
近
く
減
少
し
、
構
成
比
も
二
二
％
か
ら
一

0
％
へ
と
低

下
し
た
。

集
め
て
、

そ
れ
に
加
え
て
住
宅

へ
納
入
す
る
納
材
業
者
や
プ
レ
カ
ッ
ト

チ
ッ
プ
は
粗
利
益
率
が
他
の
商
品
に
比
べ
比
較
的
高
く
、
従
来
は
国
内
材
部
門
の
収
益
源
て
あ

こ
こ
に
き
て
陰
り
が
見
え
始
め
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
、
①
内
地
材
の
シ
ェ
ア
低
下
に
伴
い
、

国
内
の
内
地
材
産
地
製
材
所
の
製
材
量
が
減
少
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
廃
材
チ
ッ
プ
が

減
少
し
た
こ
と
、
②
二
度
に
わ
た
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
合
板
工
場
な
ど
の
中
小
規
模
工
場
て
エ
ネ

廃
材
が
燃
料
に
回
さ
れ
た
こ
と
、
③
円
高
に
よ
り
、
輸
人
チ
ッ
プ
、
輸
入
パ
ル
プ
の
比
率
が
高
ま
っ
た
こ

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
応
し
て
、
家
屋
の
解
体
時
に
出
る
解
体
材
や
、
合
板
工
場
の
廃
材
を

そ
れ
を
製
紙
用
、
繊
維
板
用
、
ボ
ー
ド
用
、
燃
料
用
等
に
振
り
分
け
る
な
ど
、

き
め
細
か
い
エ

製
材
品

仕
入
れ
る
」
商
法
て
業
界
に
そ
の
勇
名
を
轟
か
せ
た
。

解体材チップ工場（埼玉県騎西町 昭和62年頃） 外材小口取引の舞台のひとつ名古屋港天白貯木場（昭和50
年頃）
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切
り
替
え
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

等
々
、
積
極
的
に
地
方
市
場
へ
の
接
近
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
出
店
展
開
も
、
全
体
の
売
上

高
の
減
少
を
食
い
止
め
る
こ
と
に
は
幾
分
か
の
貢
献
は
し
た
も
の
の
、

点
て
は
、
必
ず
し
も
満
足
の
い
く
状
態
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
六
十
年
代
に

入
り
、
交
通
、
通
信
手
段
な
ど
が
よ
り
便
利
に
な
っ
て
く
る
と
、
逆
に
拠
点
営
業
所
に
集
約
す
る
方
向
へ

昭
和
五
十
四
年
高
松
営
業
所
を
高
松
支
店
に
格
上
げ

昭
和
五
士
二
年

昭
和
五
十
二
年

営
業
所
を
東
北
支
店
に
格
上
げ

昭
和
五
十
一
年

昭
和
五
十
年

に
密
着
し
た
商
い
を
し
て
い
く
こ
と
が
先
決
て
あ
る
と
し
て

夫
を
重
ね
た
が
、
大
勢
を
く
つ
が
え
す
ま
て
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

内
地
材
全
般
の
営
業
政
策

地
域
密
着
の
営
業
展
開

宇
都
宮
出
張
所
（
建
材
）
新
設

チ
ッ
プ
は
、
依
然
と
し
て

こ
れ
は
単
に
国
内
材
部
門
だ
け
に
限
っ
て
の
こ
と
て
は
な
く
、
建
材
部
門
な
ど
も
含
め
て
の
こ
と
て
あ

る
が
、
特
に
内
地
材
部
門
に
つ
い
て
は
、
ま
す
ま
す
競
争
が
激
化
す
る
中
て
生
き
残
る
た
め
、

新
潟
出
張
所
（
木
材
、
建
材
）
お
よ
び
静
岡
出
張
所
（
木
材
、
建
材
）
新
設
、
仙
台

松
山
営
業
所
（
木
材
）
お
よ
び
長
野
出
張
所
（
木
材
）
新
設

長
浜
出
張
所
（
木
材
）
新
設
（
愛
媛
県
）

当
社
の
収
益
源
の
一
っ
て
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

よ
り
地
域

一
人
当
た
り
の
営
業
効
率
な
ど
の

242 



林
野
庁
の
統
計
や
、
ま
た
昭
和
三
十
年
代
の
活
発
な
植
林
の
状
況
か
ら
み
て
、
六
十
年
代
に
入
る
と
、

国
内
の
山
林
か
ら
の
間
伐
材
、
主
伐
材
の
供
給
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
て
、
当

社
と
し
て
も
か
つ
て
の
経
験
を
も
と
に
、
来
た
る
べ
き
「
国
産
材
の
時
代
」
に
備
え
て
「
買
山
事
業
」
を

昭
和
三
十
年
代
の
活
発
な
植
林
の
状
況
か
ら
み
て
、
六
十
年
代
に
入
る
と
、
国
内
の
山
林
か
ら
の
間
伐

材
、
主
伐
材
の
供
給
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
て
、
当
社
と
し
て
も
か
つ
て
の
経

験
を
も
と
に
、
来
た
る
べ
き
「
国
産
材
の
時
代
」
に
備
え
て
「
買
山
事
業
」
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
と

第
三
節

直
接
輸
入
外
材
の
取
扱
金
額
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
(
-
九
七
五
）
九
月
期
に
は
、
米
材
、

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
材
、

ソ
連
材
等
の
針
葉
樹
類
が
一
七
九
億
円
、
ラ
ワ
ン
材
等
の
南
洋
材
が
―
二
三
億
円
、

合
計
三

0
二
億
円
て
あ
っ
た
も
の
が
、
六
十
二
年
九
月
期
に
は
米
材
等
が
一
八
八
億
円
（
五
％
ア
ッ
プ
）
、

南
洋
材
が
一
九
三
億
円
（
五
七
％
ア
ッ
プ
）
、
合
計
三
八
一
億
円
へ
と
二
六
％
伸
び
た
。

ま
た
取
扱
数
量
に
つ
い
て
は
、
（
丸
太
製
品
単
純
合
計
て
）
米
材
等
が
七
二
万
九

0
0
0
立
方
メ
ー
ト

し
た
。

業
績
の
推
移
と
売
上
構
成
の
変
化

外
材
部
門
（
直
輸
入
材
）

積
極
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

買
山
事
業
へ
の
再
挑
戦

一ュ
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て
あ
る

（
そ
の
理
由
な
ど
は
本
節
第
四
項
参
照
）
。

材
（
ソ
連
材
）
の
取
り
扱
い
が
ゼ
ロ
と
な
り
、
チ
リ
材
、

（
木
材

一
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
材
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

0
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
第
二
点
目
は

こ
れ
は
当
社
に
特
徴
的
な
こ
と
て
あ
る
が
、
北
洋

（
合
板
等
の
加
工
品

―― '
,
 

と ル
、
南
洋
材
が
七
三
万
―

1
0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
、
合
計
一
四
六
万
一

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
、
米

(
-
―
-
％
ア
ッ
プ
）
、
合
計
一
八
二
万
五

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
ヘ
と
二
五
％
伸
び
た
。

格
の
乱
高
下
、
大
口
与
信
の
リ
ス
ク
等
）
も
増
え
て
く
る
。
そ
こ
て
、
当
社
て
は
過
去
の
苦
い
経
験
を
も

こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
手
持
在
庫
の
圧
縮
、
為
替
の
予
約
、
販
売
先
の
厳
選
等
の
エ

夫
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
。
当
社
の
シ
ェ
ア
は
、

て
あ
っ
た
。
な
お
、
全
輸
入
量
は
、
丸
太
は
実
数
て
、

パ
ル
プ
、
紙
な
ど
は
、
丸
太
に
換
算
し
た
も
の
て
あ
る
の
て
、
丸
太
と
製
材
品
だ
け

を
除
く
）

五
十
年
は
約
ニ
・
四
％
、
六
十
二
年
に
は
約
ニ
・
五
％

そ
の
他
の
製
材
品
、
合
板
、
ボ
ー
ド
類
、

こ
の
間
の
取
扱
い
品
目
の
数
量
の
変
化
は
図
3

ー

4
の
と
お
り
。
変
化
の
第
一
点
目
は
、

従
業
員
数
の
推
移
と
海
外
て
の
勤
務
状
況

チ
ッ
プ
、

の
実
数
て
は
、
当
社
の
輸
入
最
の
シ
ェ
ア
は
共
に
五
％
前
後
て
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

一
般
的
な
現

象
て
は
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
年
に
は
ご
く
わ
ず
か
て
あ
っ
た
米
加
材
等
の
製
材
品
が
六
十
二
年
に
は
一

外
材
部
門
の
従
業
員
の
数
は
、
昭
和
五
十
年
に
は
米
材
関
係
一
八
名
（
う
ち
現
地
駐
在
四
ー
五
名
）
、

南
洋
材
関
係
二
八
名
（
う
ち
現
地
駐
在
十
数
名
）
、
合
計
四
六
名
て
あ
っ
た
が
、
六
十
二
年
に
は

し
か
し
、
外
材
の
取
扱
数
量
が
増
え
て
く
る
と
、
外
材
特
有
の
リ
ス
ク
（
為
替
相
場
の
変
動
、
木
材
価

Jレ 材
等
九
三
万
六

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル

（
二
八
％
ア
ッ
プ
）
、
南
洋
材
が
八
八
万
九

0
0
0
立
方
メ
ー
ト

図 3-4 外材の取扱い品目（数量）の変化

49% 

その他

昭和62年

1% その他

昭和50年

1% 
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表
3

ー

5
当
社
の
主
要
外
材
取
扱
い
状
況

休
H
は
月
に
二
回
ぐ
ら
い
と
い
う
過
酷
な
も
の
て
あ
っ
た
。

-
H
一
六
時
間
勤
務
て

表 3-6

荷
、
検
品
、
価
格
交
渉
、
船
積
み
な
ど
に
追
い
回
さ
れ

当社の外材取扱数量ならびに外材輸入商社におけるランキ

ングおよぴシェアの推移 （単位：千m'、%)

年次 米（加）材 ソ連材 ニュージーランド材 チ リ 材 南洋 材

昭和50
476 

〔130〕 〔44〕 608 
II位 (4.2) 14位 (3.7) 

51 
335 

〔71〕 〔I17〕 736 
12位 (2.6) 14位 (3.3)

52 
411 115 67 667 

II位 (3.2) 19位 (1.3) 9位 (6.3) 13位 (3.2)

53 
476 332 79 624 

10位 (3.6) 11位 (3.7) 6位 (7.6) 15位 (2.9) 

54 
576 235 105 625 

9位 (3.6) 11位 (2.9) 5位 (8.4) 15位 (2.8)

55 
554 155 100 489 

9位 (3.9) 14位 (2.5) 4位 (9.2) 15位 (2.6)

56 
417 37 120 382 

9位 (4.I) （中止） 1位 (15.0) 13位 (2.6)

57 
418 99 467 

8位 (3.6) 2位 (16.2) I 0位 (3.I) 

58 
312 49 395 

13位 (2.8) 3位 (14.0) II位 (2.7) 

59 
389 57 188 577 

10位 (3.6) 3位 (12.7) 1位 (53.3) 8位 (4.3)

60 
447 50 245 548 

10位 (3.6) 4位 (12.I) 1位 (52.6) 8位 (4.0)

61 
454 42 230 468 

12位 (3.5) 5位 (11.0) 1位 (54.6) 7位 (3.7) 

62 
(484) (46) (I 69) 益440)

7位 (4.2) 4位 (13.5) 1位 (55.8) 7 (4.2) 

あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
地
て
の
実
際
の
業
務
の
状
況
は
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
て
は
、
少
人
数
て
集

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
イ
ン
ポ
ー
タ
ー

部
門
統
一
に
よ
り
厳
密
に
は
分
け
ら
れ
な
い
が
）
、
米
材
関
係
約

一

名
）
、
南
洋
材
関
係
約

一
六
名
（
う
ち
現
地
駐
在
七

i
八
名
）
、
合
計
約
二
七
名
へ
と
大
幅
に
減
少
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
①
米
材
、
南
洋
材
と
も
に
初
期
の
開
拓
期
が
終
わ
り
、
取
扱
数
量
も
安
定
し
て
き
た
こ

と
、
②
現
地
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

時
差
を
縫
っ
て
の
本
国
（
日
本
）

（
木
材
業
者
）
、

（
輸
出
業
者
）

表 3-5

一
名
（
う
ち
現
地
駐
在
四
ー
五

の
勢
力
分
布
も
落
ち
着
き
、

（
輸
入
業
者
11
当
社
）
が
共
に
業
務
に
精
通
し
、
開
拓
期
の
よ
う
に
手

間
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
、
③
特
に
大
手
優
良
シ
ッ
パ
ー
と
の
取
り
組
み
が
て
き
た
こ
と
、
な
ど
が

ー
ト
ル
の
強
行
軍
は

H
常
の
こ
と
て
、へ

の
連
絡
な
ど
、

一
日
数
百
キ
ロ
メ

そ
の
合
間
に
船
積
み
書
類
の
作
成
、

一
方
、
南
方
の

方
は
概
し
て
時
間
的
に
は
余
裕
は
あ
っ
た
も
の
の
、
厳
し
い
気
候
や
風
士
に

加
え
て
、
生
活
文
化
の
違
い
の
中
て
の
仕
事
や
生
活
は
並
大
抵
の
も
の
て
は

な
く
、
な
か
に
は
体
調
を
く
ず
し
、
途
中
て
帰
国
す
る
例
も
散
見
さ
れ
た
。

当
社
の
昭
和
五
十
九
年
九
月
期
の
主
要
外
材
仕
人
地
域
別
数
量
お
よ
び
昭

和
五
十
ー
六
十
二
年
の
外
材
輸
入
商
社
に
お
け
る
ラ
ン
キ
ン
グ
は
そ
れ
ぞ
れ
、

3
ー

6
の
と
お
り
て
あ
っ
た
。

°、ノ

シ
ッ

昭和59年9月期の主要外材

仕入地域別数量 ・ヽ• L • （早位．千rn')

仕入地域 数量 仕入地域 数量

（米・NZ材） （南洋材）

米加材 369 インドネシア 65 

N z 材 48 サ ノゞ 151 

チリ材 169 サラワク 106 

フィリピン 48 

計 586 p N G 200 

製材品 137 製材品 2 

合 計 723 合 計 572 

注： PNG=パプアニューギニア

注 ：ただし昭和62年は I~9月の実積。〔 〕は他社仕入材を含む販売数量
出典：ニュ ージーランド材は、 ニュージーランド材輸入懇話会資料。ただし、

チリ材については丸太のみ。その他は日本木材輸入協議会資料による
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当
社
の
シ
ア
ト
ル
出
張
所
て
は
、
セ
ン
ト
・
レ
ジ
ス
材
の
終
山
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
た
た
め
次
の
仕

て
、
同
社
の
生
産
す
る
オ
ー
ル
ド
グ
ロ
ス
（
樹
齢
一
五

0
年
以
上
）

の
米
ツ
ガ
、
米
マ
ツ
材
等
を
一
手
に

主
要
外
材
の
概
況

こ
の
期
間
の
米
加
材
（
丸
太
と
製
品
）

に
は
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
が
、

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
数
量
的
に
は
漸
増
傾
向
て
甚
本
的

そ
の
な
か
て
、
①
製
材
品
の
比
率
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
②
ア
ラ
ス
カ

材
の
取
り
扱
い
が
始
ま
っ
た
こ
と
、
③
カ
ナ
ダ
産
製
材
品
の
増
加
、
な
ど
が
う
か
が
わ
れ
る
。

当
社
の
米
材
取
り
扱
い
に
つ
い
て
特
徴
的
な
こ
と
の
―
つ
は
、
他
商
社
に
比
べ
比
較
的
高
級
材
の
ウ
エ

イ
ト
が
高
か
っ
た
こ
と
て
あ
る
。
そ
れ
は
、

カ
ス
ケ
ー
ド
山
系
に
社
有
林
を
有
す
る
有
カ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、

セ
ン
ト
・
レ
ジ
ス
社
と
の
独
占
契
約
に
成
功
し
、
昭
和
四
十
四
年
ご
ろ
か
ら
五
十
年
代
の
半
ば
に
至
る
ま

取
り
扱
う
こ
と
が
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
同
材
は
価
格
的
に
は
高
い
も
の
て
あ
っ
た
が
、
当
社
の
厳
格
な

仕
訳
選
別
と
相
ま
っ
て
、
当
時
の
米
材
業
界
て
も
、
最
高
品
質
の
銘
柄
品
と
し
て
、
数
年
間
に
わ
た
り
話

題
を
集
め
る
ほ
ど
の
も
の
て
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
材
も
五
十
年
代
の
半
ば
に
は
終
山
の
時
期
を
迎
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。

入
れ
ソ
ー
ス
を
物
色
し
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
ア
ラ
ス
カ
て
ア
ラ
ス
カ
原
住
民
の
保
護
・
権
益
復
帰

運
動
が
さ
か
ん
に
な
り
、
国
有
林
の
一
部
の
林
区
が
ア
ラ
ス
カ
原
住
民
に
優
先
的
に
払
い
下
げ
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
こ
て
当
社
は
、
昭
和
五
十
六
年
、

か
れ
ら
が
作
っ
た
輸
出
協
固
組
合
「
シ
ー
ア
ラ
ス
カ
」

と
取
引
を
始
め
た
。
翌
五
十
七
年
に
は
こ
う
し
た
ア
ラ
ス
カ
原
住
民
区
か
ら
の
出
材
を
取
り
ま
と
め
る
シ

ッ
パ
ー
「
ア
ル
パ
ッ
ク
社
」
と
も
提
携
を
深
め
、
ア
ラ
ス
カ
産
ヘ
ム
ロ
ッ
ク
（
ツ
ガ
）
お
よ
び
ス
プ
ル
ー
ス

米
加
材
（
米
材
・
カ
ナ
ダ
材
）

四

アラスカ材積込中のグリーンマヤ号 アラスカの原生林
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性
樹
て
、

も
力
を
入
れ
、
量
も
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。

ナ
ダ

B
C州
の
マ
ク
ミ
ラ
ン
社
、

B
C
F
P
社
な
ど
か
ら
、

カ
ナ
ダ
材
の
集
荷
に

ヘ
ム
ロ
ッ
ク
の
小
角
、
ダ
グ
ラ
ス
の
大
中
角

当
社
も

の
良
材
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
て
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
材
の
構
成
は
ヘ
ム
ロ
ッ
ク
約
七

0
%、

に
比
較
的
多
く
配
船
さ
れ
た
。

ク
ラ
ワ
ッ
ク
港
、

し
か
し
数
量
的
に
は
丸
太
て
年
間
三
万
立
方
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
も
の
て

カ
ナ
ダ
の
森
林
は
全
部
が
国
有
地
て
、
森
林
の
伐
採
は
林
区
を
限
っ
て
許
可
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
原
木
の
輸
出
は
古
く
か
ら
原
則
禁
止
と
な
っ
て
い
る
、

わ
が
国
へ
の
輸
出
は
そ
れ
は
ど
大
き
な
も
の
て
は
な
か
っ
た
。
昭
和
五
十
年
代
の
後
半
か
ら
わ
が
国
の
製

材
品
て
の
輸
入
が
増
え
て
く
る
と
、

し
た
が
っ
て
、
丸
太
て
の
輸
入
が
多
か
っ
た

そ
れ
に
つ
れ
て
カ
ナ
ダ
材
の
輸
入
鼠
も
増
加
し
た
。

カ
ナ
ダ
製
品
の
輸
入
に
つ
い
て
は
、
少
鼠
て
は
あ
る
が
既
に
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
、

カ

を
主
体
に
始
ま
っ
た
が
、
時
代
の
変
化
に
つ
れ
て
、
寸
法
的
に
も
、
樹
種
的
に
も
多
様
化
し
て
い
き
、
五

*
2
 

十
年
代
に
は
ス
プ
ル
ー
ス
等
の
キ
ャ
ン
ツ
や
カ
ス
タ
ム
カ
ッ
ト
も
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
五

十
三
年
に
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
駐
在
員
事
務
所
を
出
張
所
に
格
上
げ
す
る
な
ど
し
て
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
材

マ
ツ
は
わ
が
国
て
は
古
く
か
ら
自
生
し
、
水
分
の
少
な
い
場
所
や
岩
盤
の
浅
い
痩
地
に
も
良
く
育
つ
閣

天
然
下
種
に
よ
っ
て
再
生
す
る
。
ま
た
、
旱
魃
や
潮
風
に
も
強
い
こ
と
か
ら
、
既
に
江
戸
時
代

か
ら
、
街
道
の
並
木
や
海
岸
地
区
等
の
砂
防
林
と
し
て
植
林
も
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
マ
ツ
が
極
め
て

用
途
の
広
い
有
用
な
樹
種
て
あ
っ
た
が
た
め
に
、
戦
中
、
戦
後
を
通
じ
て
の
木
材
不
足
の
時
代
に
乱
伐
さ

そ
れ
は
ど
大
き
な
数
鼠
て
は
な
か
っ
た
。

港
は
ヘ
ム
ロ
ッ
ク
は
和
歌
山
や
松
山
へ

ス
プ
ル
ー
ス
は
色
白
の
材
を
好
む
、
北
海
道
の
小
樽
や
苫
小
牧

ー
ス
約
三

0
％
て
、
積
み
出
し
港
は

ケ
チ
カ
ン
港
て
あ
っ
た
が
、
国
内
て
の
荷
揚
げ

ス
プ
ル

*
1

キ
ャ
ン
ツ

太
鼓
挽
き
し
た
米
材
、
ウ
ェ
ニ
ー
と
も
い
う
。
ア
ラ
ス
カ

材
は
丸
太
の
ま
ま
輸
出
て
き
な
い
の
て
、
一
次
加
工
し
て
キ

ャ
ン
ツ
に
し
て
出
す
。
「
太
鼓
落
し
」
と
も
い
う
。

*
2

カ
ス
タ
ム
カ
ッ
ト

注
文
挽
き
、
米
材
の
輸
入
製
品
て
は
、
一
般
に
山
地
て
丸

太
を
買
い
、
そ
れ
を
現
地
の
賃
挽
き
工
場
て
任
意
の
サ
イ
ズ

に
挽
い
て
輸
入
す
る
。

繭

で雪

マクミラン社の製材工場（カナダ・バンクーバー）
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し
か
し
、

N
Z
マ
ツ
は
、
わ
が
国
の
マ
ツ
に
比
べ
て
価
格
的
に
は
安
か
っ
た
が

や
は
り
成
長
が
早
い
だ

に
も
話
が
持
ち
込
ま
れ
た
。

れ
、
特
に
戦
後
の
復
興
を
支
え
た
紙
・
パ
ル
プ
の
原
料
や
炭
砿
等
の
坑
木
と
し
て
大
量
に
伐
採
さ
れ
て
し

マ
ツ
属
は
、
そ
の
種
類
も
多
く
、
ま
た
、

地
域
適
応
力
も
強
い
こ
と
か
ら
、
世
界
の
各
地
に
分

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
チ
リ
の
ラ
ジ
ア
ー

タ
ー
パ
イ
ン
は
成
長
も
は
や
く
、
二

o
i三
0
年
周
期
て
植
林
・
伐
採
を
く
り
返
す
こ
と
が
て
き
、

マ
ツ
）
が
一
九
五

0
年
代
の
後
半
に
は
、
第

一
期
の
伐
採
期
に
達
し
始
め
て
い
た
。
ラ
ジ
ア
ー
タ
ー
パ
イ

ン
の
ほ
と
ん
ど
は
人
工
林
て
あ
る
。
同
樹
種
は
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
原
産
の
マ
ッ
て

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
て
は
当
初
牧
草
地
な
ど
の
跡
地
に
多
数
の
外
来
樹
種
等
を
植
林
し
て
き
た

が
、
そ
の
中
て
最
も
成
育
が
早
か
っ
た
の
が
こ
の
樹
種
て
あ
っ
た
。
そ
こ
て
同
国
て
は
、

当
時
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
間
て
貿
易
実
績
の
大
き
か
っ
た
東
洋
棉
花
は
、

イ
ン
の
輸
入
を
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
ラ
ジ
ア
ー

し
か
し
、
当
時
は
同
社
も
、
国
内
の
木
材
市
場
て
そ
う
大

き
な
販
売
力
を
も
っ
て
い
た
わ
け
て
も
な
か
っ
た
の
て
、

そ
の
国
内
販
売
に
つ
い
て
、
当
社
の
大
阪
支
店

当
社
は
さ
っ
そ
く
こ
の
話
に
乗
り
、
昭
和
三
十
三
年
七
月
か
ら
大
阪
以
西
の
販
売
を
引
き
受
け
る
こ
と

と
し
、
当
時
マ
ツ
材
の
取
り
扱
い
に
強
い
、
神
戸
太
田
、
二
村
製
材
、
辻
良
製
材
な
ど
の
得
意
先
に
販
売

し
た
。
ま
た
、

翌
二
十
四
年
に
は
、
同
支
店
の
田
中
社
員
を
二
か
月
間
同
国
の
山
林
調
査
に
派
遣
し
た
。

け
に
年
輪
の
幅
も
広
く
強
度
も
弱
い
こ
と
か
ら
、

当
初
、
目
論
ん
て
い
た
梁
用
材
な
ど
に
は
あ
ま
り
評
判

こ
の
ラ
ジ
ア
ー
タ
ー
パ

タ
ー
パ
イ
ン
の
大
規
模
造
林
が
進
め
ら
れ
た
の
て
あ
る
。

あ
る
が 一

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
て
は

一
九
二
0
年
代
か
ら
盛
ん
に
植
林
さ
れ
た
ラ
ジ
ア
ー
タ
ー
パ
イ
ン

ゆ
る

「
造
林
適
木
」
と
し
て
重
用
さ
れ
て
い
る
。

布
し
て
い
る
。
特
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
メ
ル
ク
シ
マ
ツ
や

一
方
、

ま
い

マ
ツ
林
は
急
速
に
姿
を
消
し
て
行
っ
た
。

(
N
N
 

い
わ
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マ
ク
ド
ナ
ル
ド
社
専
務
の
ス
コ
ー
ブ
ル
氏
て
あ
っ
た
。

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

加

ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス

（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
一
種
）
の
輸
入
な
ど
に
つ
い

は
良
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
販
売
地
域
が
大
阪
以
西
に
限
定
さ
れ
、
東
洋
棉
花
の
得
意
先
と
の
価
格
面
て

の
競
合
な
ど
も
生
じ
た
り
し
て
取
扱
量
も
徐
々
に
減
少
し
て
い
き
、
大
し
た
メ
リ
ッ
ト
も
な
か
っ
た
の
て
、

昭
和
四
十
三
年
、
当
社
と
南
洋
材
の
取
り
扱
い
て
取
引
の
あ
っ
た
野
村
貿
易
か
ら
、

扱
い
に
つ
い
て
、
現
地
の
面
社
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
社
を
紹
介
さ
れ
た
。
翌
年
一
月
、
同
社
の
ス
コ
ー
ブ
ル
氏

ほ
か
二
名
が
米
日
し
、
当
社
に
同
国
の
国
有
林
へ
の
入
札
、
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

T
T
T
社
へ
の
資
本
参

マ
タ
カ
ナ
島
の
山
林
購
入
、

て
協
力
を
要
請
し
て
き
た
。
そ
こ
て
当
社
は
こ
れ
ら
の
案
件
を
調
査
検
討
し
た
結
果
、

N
Z
マ
ツ
の
取
り

N
Z
マ
ツ
の
取
り

扱
い
を
再
開
す
る
こ
と
と
し
た
。
以
前
、
建
築
用
の
梁
用
材
と
し
て
は
あ
ま
り
評
判
の
良
く
な
か
っ
た

N

Z
マ
ツ
も
、
価
格
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
い
活
発
化
し
て
き
た
建
設
土
木
工

事
用
の
仮
設
材
、
輸
出
製
品
の
梱
包
用
材
や
パ
レ
ッ
ト
材
、
電
線
ド
ラ
ム
用
材
な
ど
に
盛
ん
に
使
用
さ
れ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
て
は
、
当
社
の
提
携
先
シ
ッ
パ
ー
も

T
T
T
社、

リ
ン
ズ
社
、
等
取
引
先
相
手
も
多
数
を
数
え
た
が
、

U
E
B
社、

H
I
D
社、

オ
ド

そ
の
間
、
終
始
そ
れ
ら
の
企
業
や
同
国
の
林
野
庁
と

の
間
に
立
ち
、
当
社
の
同
国
と
の
取
引
を
円
滑
に
運
ん
て
く
れ
た
人
物
は
現
地
代
理
店
と
し
て
起
用
し
た

ま
た
同
国
の
林
野
庁
も
、
当
社
が
植
林
か
ら
伐
採
お
よ
び
加
工
ま
て
手
が
け
る
山
林
会
社
て
あ
る
こ
と

も
あ
っ
て
終
始
友
好
的
て
、
昭
和
四
十
九
年
に
は
交
換
研
修
生
を
派
遣
す
る
こ
と
と
な
り
、
当
社
か
ら
は

山
林
部
の
社
員
が
同
国
の
山
林
て
研
修
を
受
け
、
ま
た
同
国
の
研
修
生
は
当
社
の
四
国
山
林
て
研
修
を
積

ん
だ
。
こ
の
制
度
は
そ
の
後
三
回
に
わ
た
っ
て
つ
づ
け
ら
れ
た
。

昭
和
五
十
年
代
に
入
っ
て
も
当
社
は
絶
え
ず
同
国
の
輸
出
鼠
の
一

0
％
前
後
の

N
Z
マ
ツ
の
輸
人
を
し

そ
の
後
取
り
扱
い
を
中
断
し
て
い
た
。

ニュージーランドのラジアーターパインの植林地の伐採現

場
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（
ノ
ン
ホ
ル
マ
リ
ン
化
）
な
ど
も
進
み
、
さ
ら
に
原
料
が
臼
系
の
ラ
ジ
ア
ー
タ
ー
パ
イ
ン
て
あ
る
こ
と
も

表 3-7

昭
和
六
十

一
年
、

当
社
の

一
0
0％
子
会
社
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

わが国ニュージーランド材輸入実績

（単位：千m'、百万円）

丸太 製材品 合計

数量 金額 数量 金額 数量 金額

昭和51年 825 12,053 103 2,116 933 14,169 

52年 885 12,782 184 3,678 I ,070 16,461 

53年 812 I 0, 156 222 3,789 I ,035 13,946 

54年 994 16,639 292 6,808 I ,287 23,448 

55年 795 19,757 340 11,184 I, 135 30,942 

56年 497 I 0,831 258 7,067 755 17、899

57年 421 9、030 266 7,674 687 16,704 

58年 313 5,588 271 7,223 585 12,811 

59年 306 5,452 181 4,662 487 I 0, 114 

60年 294 5、199 155 3、975 449 9,174 

61年 259 3,439 117 2、210 377 5,650 

62年 388 4,512 132 2,194 521 6,707 

て
お
り
、
ま
た
林
野
庁
な
ど
と
の
意
思
疎
通
も
緊
密
て
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
国
側
は
機
会
あ
る
ご
と
に
、

当
社
に
同
国
て
の
パ
ル
プ
事
業
、
ボ
ー
ド
製
造
事
業
な
ど
と
の
合
弁
事
業
へ
の
参
加
を
促
し
て
き
た
。
そ

の
た
め
の
新
会
社
、

ニ
ュ
ー
マ
ン
ズ
社
、
当
社
の
三
社
て
そ
れ
ぞ
れ
三

五
％
、

三
五
％
、

一―1
0％
の
比
率
て
資
本
金
三

0
0
万

N
Z
ド
ル
の

M
D
F
（
中
質
繊
維
板
）
事
業
推
進

N
P
I
社

(
N
e
l
s
o
n
P
i
n
e
 Industries
,
 Limited)

を
設
立
し
た
。
同
社
は
、

昭
利
六
十

一
年
に
は
年
産

一
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
第

一
ラ
イ
ン
を
稼
働
さ
せ
、

そ
の
後
も
順
次
設
備
を

拡
張
、
平
成
九
年
(
-
九
九
七
）
＋
月
に
は
第
三
ラ
イ
ン
増
設
に
よ
り
年
産
三
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な

ま
た
こ
の
間
の
昭
和
六
十
三
年
に
は
共
同
出
資
会
社
の
オ
ド
リ
ン
ズ
社
が
行
き
詰
ま
り
、

ニ
ュ
ー
マ
ン
ズ
社
と
当
社
が
引
き
受
け
、
出
資
比
率
も
五

0
%、

ン
ズ
社
も
C

I
社

(
C
o
o
p
e
r
a
t
e
s
I
n
v
e
s
t
m
e
n
t
,
 Limited)
 

五

0
％
と
し
た
が
、

に
買
い
取
ら
れ
、

N
P
I
社
の
第
一
ラ
イ
ン
が
稼
働
し
始
め
た
こ
ろ
、

そ
の
株
式
を

そ
の
後
ニ
ュ
ー
マ

そ
の
C

I
社
も
他
の

事
業
に
失
敗
し
た
た
め
平
成
四
年
、
同
社
の
株
式
を
全
額
当
社
が
譲
り
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
今
H
て
は

M
D
F
の
国
内
メ
ー
カ
ー
は
大

阪
市
の
北
新
合
板
と
清
水
市
の
野
田
合
板
の
二
社
て
、
同
製
品
の
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
、
用
途
は
家
具
、

厨
房
用
品
な
ど
の
甚
材
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ぐ
ら
い
の
も
の
て
あ
っ
た
。
そ
こ
て
当
社
は
先
達
の
北
新
合

板
な
ど
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
て
、
六
十
二
年
、
社
内
に

M
D
F
の
市
場
開
拓
チ
ー
ム
を
設
け
、
従

来
か
ら
の
用
途
の
ほ
か
に
建
築
資
材
と
し
て
の
用
途
の
開
発
や
、
得
意
先
の
開
拓
に
注
力
し
た
。
当
初
は

相
当
の
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
に
品
質
の
方
も
原
料
の
徴
細
化
の
推
進
、
接
着
剤
の
改
良

好
評
を
得
て
、
徐
々
に
収
納
家
具
、
住
宅
の
内
装
部
材
な
ど
へ
の
使
用
が
広
が
っ
て
い
き
、
今
日
て
は
当

り
、
単
一
工
場
と
し
て
は
世
界
一
を
誇
る

M
D
F
工
場
と
な
っ
た
。

こ
て
当
社
は
五
十
九
年
、
現
地
の
オ
ド
リ
ン
ズ
社
、

注：単位未満切捨て
出典 ：ニュージーランド材輸入懇話会資料より
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チ
リ
材
の
輸
入
て
は
全
体
の
半
分
を
超
す
断
然
の
第
一
位
に
躍
り
出
た
。

昭
和
五
十
年
代
に
入
る
と
、

き
っ
か
け
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
わ
が
国
の
木
材
需
要
の
低
迷
に
よ
る
も
の
て
あ
っ
た
が
、

本
的
な
原
因
は
、
同
国
の

N
Z
マ
ツ
の
第
一
期
植
林
木
の
伐
採
が
終
期
を
迎
え
た
こ
と
て
あ
る
。
特
に
五

十
年
代
半
ば
ご
ろ
か
ら
は
四
十
年
代
に
比
べ
三
分
の
一
に
ま
て
落
ち
込
ん
て
し
ま
っ
た
（
表

3

—
7
)。

一
方
わ
が
国
の

N
Z
マ
ツ
の
需
要
は
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
仮
設
材
、
梱
包
材
向
け
の
用
材
が
不
足
し
、
ま

た
一
部
て
は
、
集
成
材
の
芯
材
や
階
段
の
踏
板
材
と
し
て
、
単
価
面
の
有
利
さ
に
加
え
て
、

当
社
は
、

か
つ
て
チ
リ
共
和
国
の
天
然
ブ
ナ
林
の
山
林
調
査
を
し
た
経
験
も
あ
り
、
同
国
に
も
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
と
同
様
の
ラ
ジ
ア
ー
タ
ー
パ
イ
ン
（
チ
リ
マ
ツ
）
が
大
規
模
に
植
林
さ
れ
て
お
り
、

ジ
ー
ラ
ン
ド
よ
り
幾
分
遅
れ
て
植
林
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
材
質
な
ど
は
ほ
ぼ
同
等
て
、

代
替
材
と
し
て
す
ぐ
に
活
用
て
き
る
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
て
、
昭
和
五
十
六

年
、
た
ま
た
ま
同
国
の
最
大
手
の
総
合
木
材
会
社
ア
ラ
ウ
コ
社
よ
り
、

当
社
は
さ
っ
そ
く
担
当
者
を
派
遣
し
規
格
寸
法
を
日
本
に
合
わ
せ
る
こ
と
な
ど
の
取
引
条
件
を
調
整
し
、

翌
年
よ
り
輸
入
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
五
十
八
年
に
は
年
間
七
万
三

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
と
、
は
ば

N

Z
マ
ツ
に
匹
敵
す
る
数
量
を
輸
入
し
、
翌
五
十
九
年
に
は
一
六
万
九

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
と
わ
が
国
の

こ
の
よ
う
な
急
激
な
輸
人
拡
大
は
、
外
貨
獲
得
に
悩
む
同
国
首
脳
を
い
た
く
感
激
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、

当
社
の
山
崎
会
長
は
昭
和
六
十
年
、
わ
が
国
て
は
三
人
目
の
栄
え
あ
る

「
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
オ
・
ヒ
ギ
ン
ズ

材
の
も
つ
良
さ
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
な
動
き
も
出
て
き
た
。

チ
リ
材

社
の
主
力
商
品
の

―
つ
に
育
っ
て
き
た
。

N
Z
マ
ツ
の

チ
リ
マ
ツ
の
売
り
込
み
が
あ
り
、 一ュー

N
Z
マ
ツ
の
わ
が
国
へ
の
供
給
量
は
急
激
に
減
少
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

よ
り
根

元
来
の
マ
ッ

チリマツの植林木（昭和62年）
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業
者
や
、
あ
る
い
は
輸
出
入
の
両
方
を
手
掛
け
て
い
る
大
手
商

く
、
友
好
関
係
に
あ
る
商
社
や
政
治
的
に
利
用
て
き
る
中
小
の

ソ
連
側
は
契
約
し
た
数
鼠
を
き
ち
ん
と
出
荷
す
る
わ
け
て
は
な

習
慣
て
は
と
て
も
理
解
て
き
る
よ
う
な
も
の
て
は
な
か
っ
た
。

き
に
思
っ
て
い
た
以
上
に
ひ
ど
い
も
の
て
、
従
来
の
我
々
の
商

取
引
の
実
態
は
従
来
住
友
商
事
経
由
て
仕
入
れ
を
し
て
い
た
と

し
か
し
、
ソ
連
貿
易
は
実
際
に
引
き
継
い
て
み
る
と
、
そ
の

三
倍
の
規
模
に
拡
大
し
た
。

が
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
北
洋
材
の
取
扱
数

北
洋
材
部
門
の
陣
容
の
一
部
（
当
初
六
名
）
と
営
業
権
を
当
社

り
伊
藤
忠
商
事
に
合
併
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
同
社
の

り
て
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

い
を
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
大
幅
に
縮
小
し
て
い
た
。

そ
の
後
昭
和
五
十
二
年
十
月
、
安
宅
産
業
が
経
営
に
行
き
詰
ま

量
は
年
間
三

0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
前
後
へ
と
一
挙
に
従
来
の
約

第
二
部
て
も
触
れ
た
と
お
り
、
当
社
て
は
北
洋
材
の
取
り
扱

北
洋
材
（
ソ
連
材
）

材
、
チ
リ
材
の
当
社
の
仕
人
先
状
況
は
大
略
表

3
ー

8
の
と
お

な
お

昭
和
六
十
年
前
後
の
米
加
材
、

勲
章
（
勲
位
グ
ラ
ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
）
」
を
授
与
さ
れ
た
。

表 3-8 米加材、ニュージーランド材、チリ材仕入先状況（昭利60年前後）

順位 国別 州別 サプライヤー名 主要積出港
当社への供給能力 （推定）

樹類 原木千吋／年 製品干而／年

アメリカ チャンピオン タコマ ヘム
I 

（旧SKR) オリンピア ダグラス
200~300 少々

ワシントン

ヘム

2 ／／ ワシントン レイオニアー
アパディーン

スプルース 少々
ポート アンジェルス

50~100 

レッドシダー

ヘム

3 ／／ オレゴン クラウン・ゼラパック
アストリア

ダグラス 50~100 少々
オリンピア

スプルース

4 ポイスカスケード オリンピア
ダグラス

20~30 ／／ 

ヘム

クラワック ヘム
5 II アラスカ シーアラスカ

スプルース
30 

ケチカン

6 II アラスカ アルパック
メトラ・カトラ

30~50 
アンネッティアイランド

アメリカ計 380~610 少々

カナダ B・C州
ヘム 10 

I マクミラン パンクーバー
イエローシダー

30 
（カスタムカット）

2 II B・C州 BCFP パンク ーパー 30 I 0 

カナダ計 60 20 

I ニュージーランド フレッチャー マウントマンガヌイ ラジアーターパイン 50 50 

2 II フォレストサーピス マウントマンガヌイ ラジアーターパイン 50 

ニュージーランド計 100 so 

I チリ共和国 アラウコ ラジアーターパイン 200~300 少々

チリ共和国計 200~300 少々

合 計 740~ I ,070 70 
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れ
得
意
先
は
破
綻
す
る
。

そ
れ
と
い
う
の
も
、

折
り
数
え
る
は
ど
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ソ
連
側
は
当
社
が
も
と
も
と
北
洋
材
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
消
極
的
て
あ
る
こ
と
、
ま
た
昭
和
四
十

年
代
後
半
に
は
数
量
を
削
減
し
た
こ
と
（
ソ
連
側
は
こ
れ
を
キ
ャ
ン
セ
ル
と
み
な
し
て
い
た
ふ
し
が
あ

る
）
も
あ
っ
て
、
当
社
に
対
し
て
は
、
国
内
市
況
の
高
騰
時
に
は
配
船
を
減
じ
、
市
況
低
迷
時
に
は
一
方

的
に
押
し
つ
け
て
く
る
と
い
う
具
合
て
あ
っ
た
。
ま
た
ソ
連
側
は
輸
出
入
貿
易
を
あ
わ
せ
て
、
相
手
側
の

え
ば
、
機
械
類
、

プ
ラ
ン
ト
類
な
ど
の
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
わ
け
て
も
な
い
の
て
、

の
輸
出
に
よ
っ
て
木
材
の
損
を
カ
バ

ー
す
る
こ
と
も
て
き
な
か

っ
た
。

い
ず

そ
れ
ら
の
商
品

し
か
し
こ
の
よ
う
な
手
法
は
、
単
に
当
社
に
対
し
て
だ
け
の
も
の
て
も
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
ソ
連
と

の
貿
易
体
制
も
一
因
と
な
っ
て
昭
和
五
十
年
代
に
入
る
と
間
も
な
く
、
新
潟
地
区
を
は
じ
め
各
地
の
北
洋

材
を
取
り
扱
う
大
手
製
材
業
者
や
木
材
問
屋
は
軒
並
み
経
営
不
振
に
陥
り
、
数
年
に
し
て
そ
の
大
半
が
倒

産
し
た
り
、
商
社
の
系
列
に
入
り
支
援
を
受
け
た
り
す
る
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
独
立
独
歩
の
業
者
は
指

ソ
連
は
、

日
本
の
市
況
が
低
迷
し
日
本
側
商
社
が
契
約
履
行
を
渋
っ
た
り
、
配
船

の
延
期
を
申
し
入
れ
た
り
す
る
と
、
木
材
以
外
の
部
門
の
取
引
と
も
か
ら
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
圧
力
を
か
け

て
き
た
り
し
た
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
大
手
の

H
本
商
社
は
や
む
を
得
ず
そ
れ
ら
の
船
を
「
配
船
の
受
け

皿
」
と
し
て
の
系
列
の
取
引
先
に
押
し
込
む
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
た
び
重
な
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
強
引
な
押
し
つ
け
事
件
が
当
社
て
も
発
生
し
た
。
当
初
、
昭
和
五
十
三
ー
五
十
四
年
は
内

地
の
市
況
も
幾
分
好
転
し
北
洋
材
の
採
算
も
ま
ず
ま
ず
て
あ
っ
た
が
、

五
十
五
年
に
入
り
市
況
が
一
転
し
、

ソ
連
か
ら
の
一
方
的
な
配
船
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
れ
ば
大
損
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
、
当
社
と
ソ
連

採
算
は
考
え
れ
ば
よ
い
と
い
う
よ
う
な
や
り
方
て
あ
っ
た
。

一
方
当
社
は
、
ソ
連
側
が
欲
し
い
商
品
、
例

社
が
優
先
て
、
当
社
へ
の
契
約
履
行
率
は
低
か
っ
た
。
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し
た
が
、
船
は
新
潟
港
に
一
か
月
以
上
滞
船
（
船
の
滞
船
に
は
膨
大
な
費
用
が
か
か
る
）

つ
か
な
か
っ
た
。
結
局
、

そ
の
後
昭
和
五
十
六
年
に
も
数
次
の
配
船
を
受
け
た
が
、
翌
五
十
七
年
の
契
約
時
に
は
双
方
積
極
的
な

意
思
表
示
の
な
い
ま
ま
取
引
は
中
断
し
、

安
宅
産
業
か
ら
引
き
継
い
だ
北
洋
材
部
門
の
四
年
間
の
収
支
は
表
3

—
9

の
と
お
り
て
あ
っ
た
。

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
も
加
盟
し
て
四
か
国
）

な
ら
い
、

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
、

Asia L
u
m
b
e
r
 Producer
's
 Association)
を
結
成
し
、
今
後
は
産
地
国
が
一
致
団
結
し
て
南
洋
材

原
木
の
需
要
予
測
や
、

S
E
A
L
P
A
は
年
に
数
回
、
内
部
の
会
合
を
も
つ
と
同
時
に
、
わ
が
国
を
は
じ
め
と
す
る
原
木
消
費

国
に
対
し
、
輸
出
条
件
の
改
普
交
渉
に
乗
り
出
し
て
く
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の

S
E
A
L
P
A

の
行
動
は
、

そ
の
商
品
が
必
ず
し
も
代
替
材
が
な
い
わ
け
て
も
な
く
、
短
期
間
に
相
手
国
の
死
命
を
制
す

る
ほ
ど
の
も
の
て
も
な
く
、
ま
た
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
は
世
界
の
同
時
不
況
の
さ
な
か
て
、
木
材
市
況

も
全
般
に
低
迷
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
は
そ
れ
は
ど
強
い
規
制
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
て
も
、

そ
の
船
の
材
は
当
社
が
引
き
取
る
こ
と
に
な
り
、
大
き
な
損
害
を
被
る
こ
と
に

そ
の
後
再
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
、

し
た
ま
ま
話
は

は
、
先
に
結
成
さ
れ
世
界
を
震
撼
さ
せ
た

O
P
E
C
の
例
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
主
導
の
下
に
、

S
E
A
L
P
A
の
主
張
は
資
源
の
有
限
性
を
訴
え
、

南
洋
材
の
主
要
産
地
国
て
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

南
洋
材

な
っ
た
。

S
E
A
L
P
A
 (South East 

そ
れ
に
伴
う
輸
出
量
の
規
制
、
価
格
の
引
き
上
げ
な
ど
を
行
う
こ
と
を
発
表
し
た
。

さ
ら
に
は
自
国
の
経
済
的
自
立
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
て
、
消
費
国
と
し
て
も
そ
れ
を
否
定
す
る
ば
か
り
て
済
む
問
題
て
も
な
か
っ
た
。
そ
こ

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
三
か
国
（
の
ち
に
パ

側
の
間
に
十
分
な
合
意
が
な
い
ま
ま
、
ソ
連
船
が
新
潟
に
配
船
さ
れ
た
。
当
社
は
そ
の
受
け
取
り
を
拒
否

表 3-9 

昭和53年 9月期

54年 9月期

55年 9月期

56年 9月期

北洋材の取扱高およぴ業績の推移

陣容数量売上高純損益
（名） （千m')(百万円）（百万円）

6.4 403 5,649 33 

5.9 302 5、372 280 

4.3 183 4,998 △ 418 

2.3 77 1,277 △ 413 
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に
引
き
継
が
れ
、
市
場
問
題
や
環
境
問
題
等
が
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
五
十
五
年
に
、

お
互
い
に
て
き
る
だ
け
相
手
側
の
立
場
を
尊
重
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
か
ら
新
し
い
林
業
政
策
が
発
表
さ
れ
、

洋
材
の
総
輸
入
量
の
半
分
近
く
を
占
め
て
い
た
同
国
か
ら
の
原
木
輸
出
は
、
六
十
年
に
は
ゼ
ロ
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
し
か
し
当
社
は
合
板
工
場

(
K
T
I
社
）
を
運
営
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
同
国
の
政
策
の

動
向
、
原
木
事
情
な
ど
も
あ
ら
か
じ
め
理
解
し
て
い
た
。
そ
こ
て
当
社
は
、
次
の
原
木
の
供
給
先
と
し
て
、

つ
づ
い
て
サ
ラ
ワ
ク
州
に
も
出
先
事
務
所
を
開
設
し
、

の
重
点
を
マ
レ
ー
シ
ア
に
移
し
て
い
っ
た
。
同
国
に
お
い
て
も
当
社
は
、

も
て
き
る
木
材
専
門
商
社
と
し
て
信
頼
を
集
め
、

山
を
理
解
し
木
を
理
解
し
加
工

サ
バ
州
に
お
い
て
も
、
サ
ラ
ワ
ク
州
に
お
い
て
も
、
現

地
の
最
大
手
の
シ
ッ
パ
ー
と
安
定
し
た
取
引
を
す
る
こ
と
が
て
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
同
国
か
ら
の
出
材
が
減
少
し
始
め
る
の
に
対
応
し
て
、

も
当
た
っ
た
。

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
材
の
開
拓
に

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
材
は
樹
木
の
種
類
が
多
い
た
め
、

ま
え
て
活
用
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、

今
後
の
原
木
確
保

そ
れ
ぞ
れ
の
材
の
長
短
を
わ
き

そ
の
点
、
当
社
の
特
徴
が
生
か
さ
れ
る
場
面
て
も
あ
っ
た
。

昭
和
六
十
年
の
わ
が
国
の
南
洋
材
原
木
の
総
輸
入
量
は
資
源
の
枯
渇
や
自
然
保
護
運
動
の
高
ま
り
の
中

て
、
年
間
約
一
三

0
0万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
、

ピ
ー
ク
時
（
昭
和
四
十
七
年
）

の
半
分
に
ま
て
減
少
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
当
社
は
そ
れ
ら
の
貴
重
な
資
源
を
現
地
の
事
情
に
も
配
慮
し
な
が
ら
開
発
し
て
い

っ
た
。
そ
の
結
果
、
当
社
の
南
洋
材
の
取
扱
量
は
、

昭
和
五
十
年
に
は
年
間
六

0
万
八

0
0
0立
方
メ
ー

ト
ル
て
あ
っ
た
も
の
が
、
六
十

一
年
に
は
四
六
万
八

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
と
、
徐
々
に
減
少
は
し
て
い

っ
た
も
の
の
、
輸
入
商
社
ラ
ン
キ
ン
グ
て
は
、
第
一
四
位
か
ら
第
七
位
に
ま
て
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
た
（
表

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
の
サ
バ
州
、

①
当
社
の
南
洋
材
取
り
扱
い
の
全
体
の
推
移

一
時
は
わ
が
国
の
南

そ
の
対
話
路
線
は
、

S
E
A
L
P
A
が
消
滅
し
た
の
ち
も
、
ア
ジ
ア
熱
帯
木
材
機
関

(
A
T
T
o
)
等

て
消
費
国
側
も
対
話
を
通
じ
て

表 3-10 南洋材輸入商社にお

ける当社ランキング
とシェア

（単位：干rn'、%)

数量 順位 シェア

昭和50 608 14 3.7 

51 736 14 3.3 

52 667 13 3.2 

53 624 15 2.9 

54 682 15 2.8 

55 488 13 2.6 

56 382 I 0 2.6 

57 467 II 3.1 

58 395 8 2.7 

59 577 8 4.3 

60 548 7 4.0 

61 468 7 3.7 

出典：日本木材輸入協議会資料より
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つ
く
な
ど
、
結
局
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

【
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
サ
バ
州
】

減
し ②

各
産
地
国
と
の
関
わ
り

【
フ
ィ
リ
ピ
ン
】

同
国
も
昭
和
四
十
年
代
後
半
に
入
る
と
資
源
の
限
界
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
社
は
、

ユ
ナ
コ
テ
ィ
ン
バ
ー
社
と
と
も
に

S
F

＊
 

（
サ
バ
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
）

南
洋
材
産
地
国
の
中
て
も
一
番
早
く
か
ら
開
発
さ
れ
、
大
量
の
原
木
輸
出
を
続
け
た

昭
和
三
十
七
年
に
初
め
て
マ
ニ
ラ
駐
在
員
事
務
所
を
設
置
し
て
以
来
、
五
十
四
年
に
至
る
ま

て
一
六
年
間
に
わ
た
り
、
主
と
し
て
融
資
買
材
の
方
式
に
よ
り
原
木
の
集
荷
に
当
た
っ
て
き
た
。

昭
和
五
十
年
代
に
入
る
と
同
国
か
ら
の
出
材
が
急
減
し
た
こ
と
、
当
社
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
材
、

を
潤
沢
に
仕
入
れ
る
こ
と
が
て
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
社
の
同
国
か
ら
の
輸
入
量
も
急

さ
ら
に
五
十
四
年
に
全
面
輸
出
禁
止
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
同
年
、

廃
止
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
同
全
面
輸
出
禁
止
令
も
、
ま
だ
徹
底
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
て

当
社
も
翌
年
に
は
駐
在
員
を
派
遣
し
、
昔
の
シ
ッ
パ
ー
を
頼
り
に
細
々
と
輸
入
を
再
開
し
た
が
、
六
十
一

年
に
再
度
全
面
輸
出
禁
止
令
が
出
さ
れ
た
の
て
同
年
駐
在
員
を
引
き
揚
げ
た
。

当
社
は
昭
和
五
十
年
タ
ワ
ウ
に
駐
在
員
を
派
遣
し、

所
に
出
張
所
を
開
設
し
た
。
当
初
は
中
小
の
シ
ッ
パ
ー
相
手
に
、
主
と
し
て
融
資
買
材
方
式
に
よ
り
毎
月

一
ー
ニ
船
程
度
の
輸
入
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
後
陣
容
を
増
強
、

サ
ン
ダ
カ
ン
に
も
駐
在
員
を
涸
き
、
積

極
的
に
仕
入
先
の
開
拓
に
努
め
る
と
と
も
に
、
現
地
シ
ッ
パ
ー
の
モ
ハ
マ
ッ
ド
・
ガ
ン
・
カ
ュ
ラ
バ
ッ
ク

社
ら
と
木
材
生
産
の
合
弁
会
社
の
設
立
を
目
論
ん
だ
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
案
件
は
途
中
て
融
資
金
が
焦
げ

と
こ
ろ
が
、
当
社
の
サ
バ
州
に
お
け
る
積
極
的
な
活
動
は
、

に
止
ま
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

0)。
ー

3
ー

S
F
 

昭
和
六
十
年
伊
藤
忠
商
事
、
丸
紅
、

の
指
定
バ
イ
ヤ
ー
に
指
名
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
取
扱
数
鼠
も
一
時
は
月
間
数
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
も
な

の
目

サ
バ
材

マ
ニ
ラ
出
張
所
を

五
十
二
年
に
は
同

＊
 
サ
バ
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

(
S
a
b
a
h
F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
)
 

一
九
六
六
年
、
設
立
さ
れ
た

一
種
の
財
団
組
織
て
、
そ
の

目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
州
民
子
弟
の
教
育
の
普
及
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
慈
善
事
業
の
援
助
な
ど
の
教
育
、
社
会
事
業
に
あ

た
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
七

0
年
頃
か
ら
経
済
、
工
業
、
商
業
開
発

の
分
野
に
乗
り
出
し
、
一
九
七
六
年
に
は
商
業
的
機
能
を
備

え
た
六
つ
の
企
業
グ
ル
ー
プ
を
有
す
る
な
ど
、
州
の
産
業
界

に
も
強
力
な
地
位
を
築
く
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
の
企
業
収
益

は
教
育
、
社
会
福
祉
事
業
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
木
材
関
連
産
業
て
も
丸
太
の
生
産
、
販
売
、
パ
ル
プ
、

製
紙
工
場
、
総
合
木
産
品
工
場
な
ど
、
多
種
多
様
に
わ
た
っ

て
い
る
。
一

九
八
三
年
現
在
て
は

S
F
は
州
の
森
林
の
五

0
％
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
丸
太
輸
出
の
一
五
％
を
占
め

る
に
至
っ
て
い
る
。

八
人
の
理
事
の
う
ち
六
人
は
、
首
相
の
指
名
に
委
ね
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
、

S
F
の
木
材
産
業
に
お
け
る
立
場
は
急
速

に
強
ま
っ
て
い
る
。

サンダカンの貯木場で検品中の当社駐

在員
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始
ま
っ
て
お
り
、
六
十
年
代
に
入
る
と
、
資
源
の
先
細
り
や
サ
バ
州
の
工
業
化

政
策
に
よ
り
出
材
鼠
も
急
激
に
減
少
し
、
平
成
五
年
(
-
九
九
三
）
に
は
、
同

州
も
原
木
て
の
輸
出
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
当
社

は
提
携
先
シ
ッ
パ
ー
の
所
在
や
そ
の
主
要
伐
採
林
区
の
変
遷
に
伴
い
、

昭
和
六

十
年
に
は
出
張
所
を
タ
ワ
ウ
か
ら
州
都
の
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
に
移
し
た
。
な
お
、

サ
バ
の
上
級
材
は
、
合
板
の
フ
ェ
イ
ス
・
バ
ッ
ク
材
（
表
面
材
）
と
し
て
、

全

【
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
サ
ラ
ワ
ク
州
】
同
州
の
森
林
は
沼
沢
林
と
丘
陵
林
と
に

大
別
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
樹
種
も
比
較
的
多
く
、
特
に
沼
沢
林
て
は
ジ
ェ
ル
ト

ン
、
ジ
ョ
ン
コ
ン
、
ラ
ミ
ン
、

セ
ン
ガ
ワ
ン
な
ど
を
多
く
産
出
し
た
。

サ
ラ
ワ
ク
州
は
州
全
体
の
開
発
が
遅
れ
て
お
り
、
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も
遅
れ
て
い
た
た
め
、

そ
の
分
だ
け
逆
に
森
林
資
源
は
温
存
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
昭
和
五
十
年
代
の
後
半
以

降
同
州
は
サ
バ
州
と
と
も
に
南
洋
材
供
給
国
と
し
て
の
主
役
を
演
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
五
十
七
年
当
社
は
サ
ラ
ワ
ク
州
シ
ブ
に
出
張
所
を
設
置
し
、
同
地
て
の
仕
入
先
開
拓
に
一
段
と
カ

を
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
翌
年
に
は
同
州
て
最
大
の
シ
ッ
パ
ー
、
リ
ブ
ナ
ン
・
ヒ
ジ
ョ
ー
社
と

の
提
携
に
成
功
、
当
時
と
し
て
は
多
額
な

―
二
0
0
万
ド
ル

し
た
。
そ
の
結
果
、

ヽ

に
な
り

実
績
を
誇
る
こ
と
と
な
っ
た
。

国
の
合
板
メ
ー
カ
ー
か
ら
歓
迎
さ
れ
た
。

し
か
し
サ
バ
材
に
つ
い
て
も

っ
た
。

（
約
二
四
億
円
）

昭
和
五
十
五
年
ご
ろ
か
ら
既
に
輸
出
規
制
が

の
融
資
買
材
契
約
を
締
結

そ
の
後
五
年
間
に
わ
た
っ
て
毎
月
三
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
原
木
を
確
保
て
き
る
よ
う

そ
の
他
の
中
小
シ
ッ
パ
ー
の
出
材
と
も
合
わ
せ
て
、
当
社
は
、
サ
ラ
ワ
ク
材
て
も
上
位
の
輸
入

シ
ッ
パ
ー
の
出
材
林
区
な
ど
の
移
動
に
あ
わ
せ
て
、
駐
在
員
事
務
所
を
ク

図 3-5 カリマンタン部分図

南シナ海

0 I 00km 
''' 
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【
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
】

さ
れ
た
。

ミ
リ
な
ど
に
適
宜
設
罹
し
て
業
務
の
円
滑
な
遂
行
を
心
が
け
た
。

な
お
、

サ
ラ
ワ
ク
材
の
セ
ラ
ヤ
に
つ
い
て
は
、

し
か
し
、

サ
バ
材
と
同
様
全
国
の
有
力
合
板
メ
ー
カ
ー
に
向
け
ら

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
つ
い
て
は
既
に
触
れ
た
と
お
り
、

バ
リ
ク
パ
パ
ン
な
ど
に
駐

工
業
化
政
策
を
遂
行
し、

向
け
る
よ
う
に
仕
向
け
、

の
輸
出
を
全
面
禁
止
し
た
。

表 3-11 昭和57年ごろの南洋材主要産地国の森林蓄積

収穫可能森林面積 収穫可能蓄積

国 名 総面積
人口 l人

総蓄積
人口 1人

（百万ha)
当りの面

（百万m')
当りの蓄

積 (ha) 積(m')

インドネシア 42 0.3 5、200 44 

パプアニューギニア 15 7.3 I ,480 627 

マレーシア 19 I. 7 2、I00 I 90 

フィリピン II 0.3 I ,880 50 

出典：日本木材輸入協会 r三十年の歩みJ

昭
和
四
十
年
代
の
後
半
よ
り

五
十
年
ご
ろ
に
は
、
同
国
の
年
間
生
産
鼠
の
約
半
分
を
国
内
て
の
加
工
に
振
り

そ
の
後
は
原
木
の
生
産
量
を
徐
々
に
減
少
さ
せ
、
六
十
年
に
は
つ
い
に
原
木
て

昭
和
五
十
年
代
の
前
半
に
は
未
だ
年
間
―

1
0
0
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
弱
を
輸
出
す
る
世
界
一

の
南
洋
材
原
木
輸
出
国
て
あ
っ
た
の
て
、
当
社
も
原
木
の
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
記
す

K
T
I
社
な

ど
の
加
工
事
業
と
は
別
に
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
出
張
所
を
拠
点
に
、

在
員
事
務
所
を
設
罹
し
て
、

ス
ン
ブ
ル
マ
リ
社

(
S
M
T
)
、

ら
、
買
材
、
あ
る
い
は
融
資
買
材
等
の
方
法
に
よ
り
、

等
か
ら
の
出
材
は

K
T
I
材
と
同
様
の
良
材
て
、

が
集
ま
る
地
方
港
に
荷
揚
げ
さ
れ
た
。

サ
マ
リ
ン
ダ
、

リ
ン
バ
ヌ
サ
ン
タ
ラ
社
等
の
シ
ッ
パ
ー
か

ピ
ー
ク
時
に
は
月
間
三
万
立
方
メ
ー
ト
ル
前
後
の

原
木
を
仕
入
れ
て
い
た
。
特
に
サ
マ
リ
ン
ダ
を
拠
点
と
す
る
、
有
カ
シ
ッ
パ

ー
の
リ
ン
バ
ヌ
サ
ン
タ
ラ
社

わ
が
国
の
有
力
合
板
メ
ー
カ
ー
に
重
用
さ
れ
た
。
ま
た
、

ポ
ン
チ
ア
ナ
ッ
ク
積
み
の
ジ
ョ
ン
コ
ン
等
も
大
径
て
素
性
が
良
い
こ
と
て
家
具
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
歓
迎

し
か
し
同
国
の
原
木
輸
出
削
減
政
策
に
よ
り
取
り
扱
い
が
不
可
能
と
な
り
、

そ
の
後
当
社
は
、
合
弁
企

業
の

K
T
I
社
を
は
じ
め
現
地
有
力
企
業
の

S
L
Jグ
ル
ー
プ
の
合
板
工
場
の
建
設
や
、

に
協
力
す
る
な
ど
し
て
、
同
国
の
製
品
化
の
流
れ
の
中
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

森
林
の
面
積
は
国
士
の
八
六
％
を
占
め
て
い
る
が
、

そ
の
製
品
販
売

そ
の
う
ち
伐
採
可
能

【
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
】

れ
た
が
、
ス
ワ
ン
プ
材
に
つ
い
て
は

コ
ン
パ
ネ
メ
ー
カ
ー
や
梱
包
材
メ
ー
カ
ー
、
各
種
木
工
メ
ー
カ
ー

チ
ン

サマリンダ港への原木搬出風景
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な
ど
を
、
取
り
扱
っ
て
い
た
。

レ
ー
シ
ア
、

し
か
し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
遅
れ
た
同
国
て
は
、
海
外
か
ら
資
源
開
発
す
る
に
当
た
っ
て
は
厳
し

い
条
件
が
あ
り
、
同
国
か
ら
の
原
木
輸
人
も
必
ず
し
も
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ー
ス
だ
け
て
は
進
ま
な
か
っ
た
。

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
材

(
P
N
G
材）

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
て
、
当
社
は
、
同
国
材
を
種
々
調
査
検
討
し
た
結
果
、
①
今
後
南
洋
材
の
仕
入

れ
ソ
ー
ス
の
急
減
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
、
②
多
種
多
様
な
樹
種
も
、
当
社
は
合
板
、
建
築
、
家
具
な
ど
の

直
需
に
近
い
位
置
に
あ
る
の
て
な
ん
と
か
消
化
て
き
る
て
あ
ろ
う
こ
と
、
な
ど
の
見
込
み
を
立
て
、

五
十
八
年
に
同
国
の
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
に
駐
在
員
を
派
遣
し
、
翌
五
十
九
年
出
張
所
を
開
設
し
た
。

そ
の
他
の
外
材

者
て
あ
っ
た
。
同
社
は
、

は
昭
和
五
十
年
代
の
初
め
ご
ろ
、

カ
ロ
フ
ィ
ラ
ム
な
ど
の
樹
種
が
ニ
ー
三
の
商
社
に
よ
っ
て
輸
人
さ
れ
て

一
定
樹
種
だ
け
を
大
量
に
集
荷
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、

当
社
の
米
材
の
大
手
取
引
先
の
一
っ
、
神
戸
の
太
田
嘉
昭
商
店
は
、
戦
前
か
ら
の
マ
ツ
の
専
門
製
材
業

昭
和
三
十
年
代
に
入
り
、

わ
が
国
の
内
地
マ
ツ
の
良
材
が
は
と
ん
ど
手
に
入
ら

な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
当
社
の
輸
入
す
る
米
材
て
、

カ
ス
ケ
ー
ド
山
系
の
オ
ー
ル
ド
グ
ロ
ス
の
米
マ
ッ

昭
和
四
十
年
代
の
後
半
に
同
社
は
南
ベ
ト
ナ
ム
に
マ
ツ
の
良
材
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
、

り
扱
い
を
開
始
し
、
数
年
間
に
わ
た
り
輸
入
を
継
続
し
、
材
質
は
好
評
を
博
し
て
い
た
。
し
か
し
南
ベ
ト

ナ
ム
政
府
が
五
十
年
に
崩
壊
す
る
と
取
引
は
中
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
同
社
は
五
十
四
年
に
は

は
や
や
低
調
に
な
っ
て
い
た
。

‘̀

‘` カ

っ

]

,`
f
 

ょ＇
 

樹
種
が
多
く
、

ペ
ン
シ
ル
シ
ダ
ー
、
メ
ル
サ
ワ

そ
の
後

昭
和

そ
の
取

一
時
家
具
木
工
用
向
き
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
次
ぐ
第
四
位
の
南
洋
材
資
源
保
有
国
と
な
っ
て
い
る
（
表
3

ー

11)
。

面
積
は
三

0
％
強
て
、
収
穫
可
能
林
の
蓄
積
は
お
よ
そ
一
五
億
立
方
メ
ー
ト
ル
と
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

マ

PNG材の船積検品風景

＊
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
外
資
導
入
の
条
件

①
外
国
投
資
を
管
理
す
る
国
営
投
資
会
社
の
設
立

②
政
府
は
外
国
企
業
に
対
し
株
式
取
得
の
権
利
を
有
す
る

③
輸
出
品
の
国
内
加
工
度
の
増
大

④
低
開
発
地
域
へ
の
投
資
優
先

⑤
外
資
企
業
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

⑥
輸
入
を
低
下
さ
せ
る
た
め
の
投
資
の
優
遇

⑦
雇
用
の
増
大

⑧
外
国
人
に
対
す
る
一
雁
用
の
制
限
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て
い
た
も
の
の
、
利
益
面
に
つ
い
て
は
収
益
性
が
良
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

九
月
期
に
は
、
年
間
売
上
古
E

-

―
四
八
億
円
に
伸
長
し

（三

・
三
倍
）
、
全
社
の
総
売
上
古
向
二
九
三
六
億

業
績
の
推
移
と
売
上
構
成
の
変
化

く
さ
れ
た
。

第
四
節
建
材
部
門

ビ
ル
マ
マ
ツ
の
輸
入
も
手
が
け
た
が
、
間
も
な
く
同
国
も
ま
た
政
情
不
安
に
陥
り
取
引
の
中
断
を
余
儀
な

そ
の
後
、
当
社
は
、
取
引
先
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
新
た
な
マ
ツ
材
の
仕
人
れ
ソ
ー
ス
を
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
昭
和
六
十
年
ご
ろ
、
東
京
の
業
者
か
ら
、
ラ
オ
ス
マ
ツ
の
原
木
輸
人
の
照
会
が
あ
り
、
現
地
検

品
に
は
マ
ツ
材
に
つ
い
て
は
長
い
経
験
を
持
ち
、
現
地
の
事
情
に
も
明
る
い
太
田
商
事
（
神
戸
市
）

力
を
得
て
、
ラ
オ
ス
マ
ツ
原
木
の
輸
入
を
行
な
っ
て
い
る
。
販
売
先
は
主
に
大
手
床
板
メ
ー
カ
ー
、
造
作

材
メ
ー
カ
ー
な
ど
て
あ
る
。

売
上
規
模
の
拡
大

昭
和
五
十
年
(
-
九
七
五
）
九
月
期
に
は
年
間
売
上
高
三
四
四
億
円
て
、
全
社
の
総
売
上
高
一

0
四
四

億
円
の
三
三
％
を
占
め
、
社
内
の
部
門
別
売
上
高
て
は
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
た
建
材
部
門
は
、
六
十
二
年

円
に
占
め
る
割
合
も
三
九
％
へ
と
、

の
協

さ
ら
に
拡
大
し
た
。
建
材
部
門
は
リ
ス
ク
が
比
較
的
少
な
く
安
定
し

ラオスマツの検品風景
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認
の
と
お
り
て
あ
っ
た
。

昭
和
六
十
二
年
度
の
建
材
取
扱
商
社
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
表

3
ー

表 3-13 

建
材
取
扱
商
社
ラ
ン
キ
ン
グ

建材取扱商社売上高

ランキンク （単位：億円）

昭和62年 4月 1日～

会 社 名 63年 3月31日

順位 売上高 占有率

伊藤忠建材 I 1,664 18.6 

住 友 林 業 2 I ,355 15.2 

1主 商 建 材 3 I ,060 11.9 

三 井 物 産 4 I ,OD I 11.2 

安 宅 建 材 5 765 8.6 

日商岩井建材 6 730 8.2 

丸紅木材建材 7 651 7.3 

三 菱 商 事 8 513 5. 7 

ト ー メ ン ， 478 5.3 

兼松江商 10 422 4.7 

ニ チメン II 295 3.3 

合 計 8、934 I 00.0 

板
と
住
宅
機
器
の
伸
び
が
顕
著

(
1
0倍
以
上
）
て
あ
っ
た
。

表 3-12 

売
上
構
成
の
変
化

ま
た
こ
の
期
間
の
当
部
門
の
従
業
員
数
は

―
―
二
名
か
ら

一
九
名
へ
と
わ
ず
か
に
七
名
の
増
加
て

接
近
、
納
材
店
へ
の
販
売
増
等
）

に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
。

施
す
る
こ
と
が
て
き
た
背
景
に
は

注 I: 売上高は矢野経済研究所「ヤノ・

レポート」昭和63年 7月27日号、平

成元年 6月27日号およぴ同研究所の
昭和62年度版「住宅産業白書」をも

とに当社で作成した

2 : 総合商社の建材部門と商社の建材

販売子会社10社および当社の合計II

社を選択し、その中での売上高、占

有率を算出した

3 : 伊藤忠建材、住商建材、日商岩井

建材、安宅建材、丸紅木材建材につ

いては、建材の売上高を算出するた

め、製材品、建設資材（セメント等）

の売上高を除外し、また、三井物産

については、化成品、非鉄製品の売

上げを除いた

建材部門の売上の推移と構成の変化

し
か
し
、
当
社
が
こ
の
期
間
中
に
思
い
切
っ
た
合
理
化
、
社
債
の
発
行
、
新
規
事
業
の
育
成
な
ど
を
実

こ
の
建
材
部
門
に
よ
る
売
上
規
模
の
拡
大
が
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

こ
と
は
見
逃
せ
な
い
事
実
て
あ
る
。
な
お
、
建
材
部
門
の
こ
の
よ
う
な
順
調
な
売
上
げ
の
伸
長
は
、
担
当

部
門
の
エ
夫
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
住
宅
部
門
の
伸
長
に
伴
う
相
乗
効
果
（
大
手
優
良
メ
ー
カ
ー
の

あ
る
か
ら
、
そ
の
間
の
売
上
高
の
一
人
当
た
り
の
効
率
は
三
・
一
倍
に
上
昇
し
た
こ
と
に
な
り
、
減
速
経

済
（
こ
の
間
の

G
D
P
伸
び
率
ニ
・
ニ
倍
）

の
下
て
は
か
な
り
の
好
成
績
て
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

当
期
間
中
の
建
材
部
門
の
売
上
高
構
成
の
変
化
を
昭
和
五
十
年
九
月
期
、

五
十
六
年
九
月
期
、
六
十
二

年
九
月
期
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る
と
表

3
ー

12
の
と
お
り
て
あ
る
が
、
な
か
て
も

M
D
F
な
ど
の
繊
維

（単位：百万円、％）

昭和50年9月期(A) 昭和56年9月期 昭和62年9月期(B) 伸び率
品目別

(B/A) 売上高 構成比 売上高 構成比 売上高 構成比

普通合板 14、421 42 .0 30、760 46. I 43,819 38.2 304 

（国内合板） (34, 767) (30.3) 

（輸入合板等） (9,052) (7. 9) 

二次加工合板 5,077 14.8 12,855 19. 2 25,227 22.0 497 

繊 維 板 198 0.6 870 1.3 2、052 1.8 1,036 

窯 業 建 材 2,479 7 .2 6,025 9.0 9,488 8.3 383 

金 属 建 材 7,948 23. I I 0,273 15.4 15, 185 13.2 I 9 I 

住 宅 機 器 897 2 .6 2,943 4.4 11, 187 9. 7 1,247 

そ の 他 3、349 9. 7 3,074 4.6 7,796 6.8 233 

（三国間貿易） (2, I 07) (1.8) 

（その他） (5,689) (5.0) 

合 計 34,373 I 00 66,800 100 114,758 I 00 334 
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っ
た
。 従

来
わ
が
国
て
造
ら
れ
る
合
板
は
、
ほ
ば
一

0
0％
ラ
ワ
ン
材
な
ど
の
広
葉
樹
を
原
料
と
し
て
い
た
が
、

原
木
産
地
国
の
輸
出
規
制
が
厳
し
く
な
る
に
伴
い
、
昭
和
六
十
二
年
ご
ろ
に
は
一
部
の
合
板
メ
ー
カ
ー
て

は
カ
ラ
マ
ツ
や
ラ
ジ
ア
ー
タ
ー
パ
イ
ン
な
ど
を
使
っ
た
針
葉
樹
合
板
も
製
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

合
板
適
木
を
も
た
な
い
わ
が
国
の
合
板
工
業
の
国
際
競
争
力
は
、
当
然
な
が
ら
原
木
産
地
国
に
比
べ
て
‘

弱
い
立
場
に
あ
る
。
加
え
て
、
昭
和
六
十
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
と
っ
た
、
国
際
貿
易
慣
習
上
も
問

題
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
輸
出
奨
励
金
や
罰
則
金
制
度
の
設
定
、

相
手
国
て
の
輸
人
窓
日
企
業
の
指
定
な
ど
は
、

率
の
引
き
下
げ
、

さ
ら
に
は
、
輸
出
窓
口
の
規
制
や

さ
ら
に
わ
が
国
の
合
板
企
業
の
存
続
を
脅
か
す
も
の
と
な

ま
た
、
昭
和
五
十
年
代
の
後
半
か
ら
一
段
と
顕
在
化
し
て
き
た
貿
易
摩
擦
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
関
税

O
S
B
や
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
、

M
D
F
な
ど
の
合
板
競
合
製
品
の
輸
入
促
進
、
さ

ら
に
は
急
激
な
円
高
の
高
進
な
ど
が
わ
が
国
の
合
板
企
業
を
未
曽
有
の
窮
地
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

系
列
の
ス
ミ
リ
ン
合
板
は
昭
和
五
十
一
年
か
ら
自
社
て
プ
リ
ン
ト
合
板
の
製
造
を
開
始
し
た
た
め
、
外

部
販
売
用
の
普
通
合
板
は
そ
う
大
き
く
は
増
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
浜
田
産
業
も
も
っ
ぱ
ら
二
次
加
工
合

板
に
重
点
を
移
し
た
た
め
普
通
合
板
の
外
部
販
売
は
皆
無
て
、

む
し
ろ
外
部
か
ら
そ
の
台
板
を
購
入
す
る

状
態
て
あ
っ
た
。
綾
瀬
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
は
既
に
触
れ
た
と
お
り
当
社
の
手
を
離
れ
て
い
た
が
、
同
社
製
品

ど
厳
し
い
も
の
て
あ
っ
た
。

当
期
間
の
合
板
工
業
を
と
り
ま
く
国
際
環
境
の
変
化
は
目
ま
ぐ
る
し
く
、

合
板

各
品
目
の
取
り
扱
い
状
況

か

っ

他
に
類
を
見
な
い
ほ

＊
 
O
S
B
(
O
r
i
e
n
t
e
d
 S
t
r
a
n
d
 B
o
a
r
d
)
 

木
質
系
構
造
材
料
の

一
っ
、
配
向
性
ス
ト
ラ
ン
ド
ボ
ー
ド
。

ス
ト
ラ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
繊
維
方
向
に
細
長
い
木
材
の
削
片

を
原
料
と
し
、
表
裏
層
の
削
片
の
繊
維
方
向
が
お
お
む
ね
一

定
方
向
に
な
る
よ
う
配
列
し
樹
脂
接
着
剤
を
用
い
て
熱
圧
成

形
し
た
ボ
ー
ド
。
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億
円
か
ら
三
四
八
億
円
へ
と
約
ニ
・
五
倍
の
伸
び
を
示
し
た
。

た
り
、
操
業
を
停
止
し
た
り
し
て
構
造
不
況
に
対
応
し
て
き
た
。

一
四
四

の
取
り
扱
い
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
た
。
し
か
し
同
社
も
五
十
年
代
の
後
半
に
は
操
業
を
停
止
し
て
し

こ
の
よ
う
に
、
系
列
の
合
板
工
場
は
い
ず
れ
も
製
造
品
目
の
転
換
を
図
っ
た
り
、
事
業
規
模
を
縮
小
し

ス
ミ
リ
ン
合
板
の
場
合
、
昭
和
五
十
五

ー
五
十
六
年
の
不
況
時
に
は
三
三

0
名
の
従
業
員
を
一
八

0
名
に
減
ら
す
と
い
う
大
幅
な
人
員
整
理
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
資
金
面
て
は
、
同
社
の
敷
地
、
建
物
、
製
造
設
備
な
ど
を
親
会
社
て
あ
る
当
社
に
買
い

上
げ
て
も
ら
う
（
そ
の
後
業
績
回
復
に
よ
り
買
い
戻
す
）
な
ど
、
ま
さ
に
血
の
出
る
よ
う
な
犠
牲
を
払
っ

当
社
グ
ル
ー
プ
内
て
の
普
通
合
板
の
生
産
量
は
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
減
少
し
た
も
の
の
、
国
内

の
他
の
大
手
メ
ー
カ
ー
、
例
え
ば
又
賀
元
日
合
連
会
長
の
率
い
る
日
新
グ
ル
ー
プ
や
井
上
前
日
合
連
会
長

の
率
い
る
西
北
グ
ル
ー
プ
の
各
工
場
な
ど
か
ら
の
取
扱
量
は
増
加
し
た
。
そ
れ
は
当
社
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

や
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
の
サ
バ
、

供
給
て
き
た
こ
と
、

な
ど
の
合
板
工
場
を
経
営
す
る
「
合
板
を
理
解
す
る
商
社
」
と
し
て
の
信
頼
感
な
ど
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
結
果
、

て
き
た
。

ま
っ
た
。

サ
ラ
ワ
ク
か
ら
の
優
良
な
合
板
適
材
を
こ
れ
ら
の
有
力
合
板
メ
ー
カ
ー
に

さ
ら
に
、
国
内
て
は
ス
ミ
リ
ン
合
板
や
浜
田
産
業
を
経
営
し
、
海
外
て
は

K
T
I
社

こ
の
期
間
（
昭
和
五
十
ー
六
十
二
年
）

極
的
に
取
り
扱
っ
た
。

の
当
社
の
国
内
合
板
の
取
扱
高
は
、

海
外
合
板
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
て
の
合
板
製
造
の
合
弁
企
業
経
営
に
つ
い
て
は
先
駆

者
の
立
場
に
あ
り
、
は
か
に
も

S
L
Jグ
ル
ー
プ
や

R
L
P
社
な
ど
の
合
板
工
場
の
設
置
・
運
営
を
助
け

た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
同
国
か
ら
の
合
板
輸
出
が
増
え
る
に
つ
け
、
そ
れ
ら
の
メ
ー
カ
ー
の
製
品
を
積

さ
ら
に
ま
た
、
今
後
は
広
葉
樹
合
板
て
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
原
木
産
地
国
の
合

板
が
世
界
市
場
を
制
覇
す
る
て
あ
ろ
う
こ
と
も
予
測
し
て
、
昭
和
六
十
年
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
出
張
所

シンガポール出張所事務所内の風景（昭和62年）
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―
一
年
に
は
一
一
五
―
一
億
円
へ
と
六
年
ご
と
に
倍

十
六
年
に
は
―
二
八
億
円
へ

さ
ら
に
六
十

表 3-14 

ら
ず
、

昭
和
五
十
年
の
五
一
億
円
か
ら
、
五

こ
の
期
間
の
住
宅
着
工
の
低
迷
に
も
か
か
わ

二
次
加
工
合
板
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は

二
次
加
工
合
板
（
特
殊
合
板
）

っ

J
o

f
 

ま
り
メ
リ
ッ
ト
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ

こ
の
よ
う
な
外
国
産
合
板
の
取
り
扱
い
は
あ

引
な
政
策
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と

に
よ
っ
て
、
自
由
な
取
引
に
は
は
ど
遠
い
強

を
開
設
、

わ
が
国
へ
の
合
板
輸
入
業
務
の
円

滑
化
を
図
る
と
と
も
に
西
欧
、
北
米
、
中
東
、

し
か
し
そ
の
後
、

*
l
 

ア
プ
キ
ン
ド
の
設
立
や
、 イ

ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の

*
2
 

ニ
ピ
ン
ド
の
設
立

倍
の
ペ
ー
ス
て
伸
び
た
。

こ
れ
は
、
先
に
も
触
れ
た
と
お
り
、
当
社
の
住
宅
事
業
の
順
調
な
伸
展
に
伴
い
、
東
南
産
業
、
永
大
産

業

朝
H
特
殊
合
板
な
ど
二
次
加
工
合
板
の
大
手
優
良
メ
ー
カ
ー
が
、
当
社
の
住
宅
へ
の
材
料
指
定
の
見

に
も
進
出
し
た
（
表

3
_
1
4
)
。

東
南
ア
ジ
ア
等
の
各
地
向
け
の
三
国
間
貿
易

わが国の合板輸入の推移
（単位：千吋、百万(CIF)円）

合 計 輸入 輸 入 量 国 別 内 訳

年次 比率 マレー インド ニュージ輸入量 輸入金額 (%) 韓国 台湾
シア ネシア

カナダ 米国 プラジル
ーランド

その他

昭和60 285 14,779 4.1 2 I 253 17 5 3 

61 572 23,363 7. 7 5 I 0 3 516 15 5 15 

62 1,481 72,446 16.8 23 30 7 I ,371 26 I 0 11 

63 I ,905 77、754 20.7 2 27 7 I ,813 29 13 11 

平成元 3,097 146,661 31 .6 2 24 6 3,002 37 II 12 

2 2,867 147,264 29. 9 I 15 19 2,763 48 II I 6 

3 3,028 133、347 31 .5 7 44 2,878 71 18 6 

4 2,984 126、356 33.4 3 91 2,769 86 23 7 3 

5 4,087 218,311 43.7 II 378 3,441 168 43 I 0 21 I 0 

6 4,045 194,187 45.4 16 508 3,228 183 47 15 31 12 

7 4,394 193,698 49.9 2 23 970 3,018 250 52 I 0 35 30 

8 5,313 278,214 53.4 I 25 1,509 3,260 359 63 14 44 34 

注： I. 平成 2年までは日本合板工業組合連合会がm'換算（材積ペース）して作成したもの
： 2. 合計数量は千以下切捨てとしたため必ずしも一致はしない

出典：大蔵省「日本貿易統計」より日本合板工業組合連合会作成

*
1

ア
プ
キ
ン
ド

11
輸
出
窓
口
の
規
制
協
会

Asosiasi 
Panel K
a
y
u
 Indonesia 
(
A
P
K
I
N
D
 

0
1
1
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
木
質
パ
ネ
ル
協
会
）
の
略
。
昭
和
五
十

一
年
二
月
設
立
。
内
部
に

K
O
M
P
A
（
ア
プ
キ
ン
ド
・
マ

ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
）
と
そ
の
下
部
機
構
と
し
て

T
S

H

（
価
格
安
定
チ
ー
ム
）
が
あ
る
。

K
O
M
P
A
の
役
割
は
、

合
板
マ
ー
ケ
ッ
ト
動
向
の
モ
ニ
タ
ー
や
査
定
、
販
売
戦
略
の

策
定
な
ど
て
あ
る
が
、
た
だ
、
現
実
に
は

T
S
H
が
各
市
場

へ
の
割
当
鼠
や
価
格
な
ど
を
決
め
て
い
る
。
ア
プ
キ
ン
ド
の

全
メ
ン
バ
ー
は
七
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
相
互
監
視
制
度
が

あ
る
。
ま
た
ア
プ
キ
ン
ド
に
は
ニ
ピ
ン
ド
（
日
本
）
、

Ply
,
 

w
o
o
d
 I
n
d
a
h
 
(
香
港
）
な
ど
、

各
種
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
出
先

機
関
を
も
っ
て
い
る
。

*
2

ニ
ピ
ン
ド

11
輸
入
窓
口
企
業

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
プ
キ
ン
ド
の
出
資
を
受
け
た

H
本
の

ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
合
板
の
輸
入
窓
口
商
社
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
の
輸
入
合
板
は
全
醤
同
社
を
経
由
し
て
輸
入
さ
れ
る
。
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い
え
る
欠
点
が
あ
っ
た
。

の
シ
ェ
ア
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し

窯
業
製
品

荷
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
後
、

こ
の

M
D
F
は
住
宅
部
材
や
家
具
・
木
工
製
品
の
基
材
と
し
て

わ
れ

返
り
と
し
て
、
従
来
の
商
圏
の
一
部
を
当
社
に
任
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
一
因
て
あ
っ
た
。

当
社
が
繊
維
板
を
本
格
的
に
取
り
扱
い
始
め
た
の
は
、
昭
和
五
十
二
年
、
東
北
開
発
（
会
津
若
松
市
）

の
製
造
す
る
シ
ー
ジ
ン
グ
ボ
ー
ド
（
軟
質
繊
維
板
）

の
国
内
総
発
売
元
と
な
り
、

全
国
に
特
約
店
を
設
定

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
同
製
品
は
当
初
は
木
造
住
宅
の
断
熱
材
と
し
て
、
壁
下
地
や
屋
根
下
地
な
ど
に
使

の
ち
に
畳
の
芯
材
と
し
て
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
金
額
的
に
は
大
き
な
も
の
て
は
な
か

っ
た
。
ま
た
同
製
品
も
、

そ
の
後
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
の
安
価
な
化
成
品

が
市
場
に
出
回
る
よ
う
に
な
る
と
、

そ
れ
ら
の
高
品
に
徐
々
に
市
場
を
明
け
渡
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
六
十
二
年
に
繊
維
板
の
取
扱
高
が
急
に
増
え
た
の
は
、
同
年
年
初
よ
り
、

の
合
弁
事
業
N
P
I
社

(
N
e
l
s
o
n
P
i
n
e
 Industries
,
 Ltd.) 

順
調
に
市
場
性
を
獲
得
、
当
社
の
主
力
商
品
の
一
っ
と
な
っ
て
い
る
。

石
膏
ボ
ー
ド
、
石
綿
ス
レ
ー
ト
‘

ぞ
れ
、
吉
野
石
膏
、

山
王
ス
レ
ー
ト
、

日
東
紡
、

特
に
目
立
つ
ほ
ど
の
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、

か
ら
の

M
D
F

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
て

（
中
質
繊
維
板
）

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
、
ガ
ラ
ス
繊
維
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

の
入

そ
れ

H
本
硝
子
繊
維
等
の
各
社
製
品
を
取
り
扱
っ
て
い
た
が
、

パ
ル
プ
セ
メ
ン
ト
板
だ
け
は
、
当
社
が
取
扱
高
ト
ッ
プ

こ
の
高
品
は
、
安
価
て
使
い
や
す
い
材
料
て
は
あ
っ
た
が
、
骨
材

に
パ
ル
プ
を
含
む
こ
と
か
ら
、
湿
度
に
よ
っ
て
伸
び
縮
み
す
る
と
い
う
建
材
商
品
と
し
て
は
致
命
的
と
も

繊
維
板

2651算 3部 第 3意 各部門の活動の状況



こ
の
時
期
当
社
て
金
属
建
材
と
い
え
ば
、

の
前
半
に
は
鋼
製
梁
の
「
ス
ミ
ビ
ー
ム
」
（
住
金
鋼
材
）
、
鉄
製
火
打
梁
（
コ
バ
建
）
、
鉄
板
製
サ
イ
デ
ィ

（
外
装
材
）

ィ
ン
グ
」
（
中
央
鉄
工
）

価
格
上
の
問
題
な
ど
か
ら
、
徐
々
に
市
場
か
ら
姿
を
消
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

あ
っ
た
が
徐
々
に
集
約
さ
れ
、
昭
和
六
十
三
年
に
は
六

0
店
前
後
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
取
扱
金
額
は
五

十
年
の
七
九
億
円
か
ら
六
十
二
年
に
は
一
五
二
億
円
と
一
・
九
倍
に
伸
び
た
。
こ
の
伸
び
率
は
こ
の
時
代

の
住
宅
着
工
数
の
伸
び
か
ら
し
て
む
し
ろ
過
大
と
も
い
え
る
数
字
て
あ
る
が
、
そ
の
理
由
の
―
つ
は
、

の
時
代
に
は
、

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
カ
ラ
ー
化
が
進
み
単
価
が
上
昇
し
た
こ
と
、
も
う
―
つ
は
社
内
的
な
理

由
と
し
て
、
住
宅
事
業
部
向
け
の
出
荷
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
て
あ
る
。

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
に
つ
い
て
は

な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
た
が

ン
グ 金

属
建
材

れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
年
、

パ
ル
プ
セ
メ
ン
ト
板
を
製
造
す
る
松
菱
製
紙
は
、
同
製
品
の
製
造
部
門
だ
け
を
切
り
離

し
、
富
士
不
燃
建
材
工
業
と
し
て
当
社
の
傘
下
に
入
っ
た
こ
と
は
既
に
触
れ
た
と
お
り
て
あ
る
が
、
以
米
、

種
々
、
品
質
の
改
良
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
五
十
九
年
つ
い
に
、
製
鉄
所
の
高
炉
や
火
力
発
電
所
な

ど
て
、
石
炭
を
利
用
し
た
後
に
出
る
産
業
廃
棄
物
「
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ

」
を
こ
の
ボ
ー
ド
製
造
に
活
用
す

る
技
術
を
確
立
し
、
そ
れ
を
「
F
A
ボ
ー
ド
」
と
名
付
け
市
場
に
出
し
た
。
こ
の
商
品
は
、
従
米
商
品
に

比
べ
て
格
段
に
性
能
・
品
質
が
向
上
、
今
日
て
は
、
木
造
住
宅
の
軒
天
部
分
や
破
風
板
と
し
て
広
く
使
わ

は
ば
一

0
0%、

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
こ
と
て
あ
る
。
当
期
中

の
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
」
（
東
邦
シ
ー
ト
フ
レ
ー
ム
）

}

)

 

や
「
セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ

お
よ
び
ア
ル
ミ
製
の
外
装
材
「
ス
ミ
カ
ラ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
」
（
住
友
軽
金
属
）

こ
れ
ら
の
商
品
は
、
昭
和
五
十
年
代
の
後
半
に
な
る
と
加
工
性
、
耐
久
性
、

こ
の
期
間
の
初
期
に
は
サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー
な
ど
八

0
店
近
い
販
売
先
が
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そ
の
他

取
り
扱
い
に
も
力
を
入
れ
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。

風
呂
の
材
料
は
主
に
セ
メ
ン
ト
、

の
「
お
客
様
の
好
み
に
も
合
わ
せ
る
」
と
の
立
場
か
ら
、

一
般
木
造
住
宅
に
も
エ
ア
コ
ン
な
ど
の

こ
の
時
期
に
風
呂
や
流
し
台
の
完
成
品

提
携
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
依
然
と
し
て
三
協
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
業
が
中
心
て
あ
っ
た
が
、
住
宅
事
業
部

Y
k
k
な
ど
他
の
メ
ー
カ
ー
の
商
品
の
取
り
扱

一
般
に
風
呂
場
や
台
所
等
の
水
回
り
関
連
の
商
品
を
い
う
が
、
下
駄
箱
、
サ

イ
ド
ボ
ー
ド
、
押
入
れ
セ

ッ
ト
な
ど
家
具
類
や
調
度
品
の

一
部
を
含
む
こ
と
も
あ
る
。

当
社
の
住
宅
機
器
の
取
扱
高
が
、
昭
和
五
十
年
の
約
九
億
円
か
ら
六
十
二
年
に
は
一
―
二
億
円
へ
と
、

こ
の
間
に
実
に
―
二
倍
強
の
伸
び
を
示
し
た
の
は
、
第
一
に
は
、

販
売
（

ユ
ニ
ッ
ト
化
）
が
定
着
し
た
こ
と
に
よ
り
商
品
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
即
ち
、
従
来

ち
早
く
着
目
し
、

住
宅
機
器
と
い
う
の
は

住
宅
機
器

い
も
始
ま
っ
た
。

レ
ン
ガ
、

タ
イ
ル
な
ど
を
取
り
扱
う
い
わ
ゆ
る
「
旧
建
材
ル
ー
ト
」
か

ら
、
流
し
台
は
、
鍋
や
釜
を
取
り
扱
う
「
鍋
釜
ル
ー
ト
」
や
石
油
や
ガ
ス
を
取
り
扱
う
「
燃
料
ル
ー
ト
」
、

さ
ら
に
は
ガ
ス
管
や
水
道
管
を
取
り
扱
う
「
管
材
ル
ー
ト
」
な
ど
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
大
工
や
工
務
店
の
主

仕
入
先
て
あ
る
「
木
材
建
材
ル
ー
ト
」
に
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
て
あ
る
。
当
社
は
そ
の
よ
う
な
動
向
に
い

こ
の
取
り
扱
い
に
先
鞭
を
つ
け
た
。
第
二
に
住
宅
事
業
部
の
メ
ー
カ
ー
指
定
に
伴
う
直

接
効
果
と
間
接
効
果
、
第
三
に
は
、
住
宅
の
高
機
能
化
が
進
み
、

空
調
機
器
が
普
及
し
、
当
社
は

H
立
家
庭
電
機
販
売
等
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
こ
れ
ら
の
新
し
い
機
器
類
の

そ
の
他
の
建
材
と
い
う
の
は
、
以
上
の
六
つ
の
商
品
分
類
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
や
、
新
規
商
品
と
し
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`
‘
≫
ヽ

る
カ

昭
和
六
十
二
年
の
時
点
て
の

「そ
の
他
」
に
は
、
先
に
述
べ
た
三
国
間
貿
易
の
合
板
や
、
住
宅
の

断
熱
材
に
使
わ
れ
る
日
本
ス
チ
レ
ン
ペ

ー
パ
ー
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
建
材
も
含

粧
台
セ
ッ
ト
を
テ
ス
ト
輸
入
し
、
住
宅
機
器
の
取
扱
商
品
の
―
つ
に
加
え
る
べ
く
展
示
会
に
出
展
す
る
な

ど
P
R
に
も
努
め
た
が
、
他
の
商
品
と
の
釣
り
合
い
や
、
取
り
付
け
工
事
能
力
が
な
い
な
ど
の
点
て
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、

ド
ア
な
ど
を
製
作
す
る
目
的
て
、
発
案
者
の
ア
イ
ン
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
東
南
産
業
お
よ
び
当
社
の

三
社
て
資
本
金
五

0
0
0
万
円
の
エ
ス
ト
ウ
ッ
ド
社
を
設
立
し
た
が
、
当
時
の
技
術
て
は
ま
だ
品
質
も
不

安
定
て
、

コ
ス
ト
も
見
込
み
以
上
に
百
向
く
つ
く
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
結
局
こ
れ
も
の
ち
に
撤
退
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

五
十
九
年
に
は
、
木
粉
と
塩
ビ
樹
脂
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
成
型
木
材
を
製
造
し
、

一
祉
帯
一
住
宅
を
目
指
し
た

「第
一
期
住
宅
建
設
五
ヶ
年
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
の
は
、

年

(
-
九
六
六
）

ま
れ
て
い
る
。

の
こ
と
て
あ
る
が
、

そ
の
後
の
旺
盛
な
住
宅
建
設
に
支
え
ら
れ
、

第

五

節

住

宅

部

門

昭
和
四
十

一

四
十
三
年
に
は
早
く

も
住
宅
数
が
世
帯
数
を
上
回
る
ま
て
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
建
替
期
間
中
や
転
居
時
の
仮
住

ま
い
の
た
め
の
ア
ロ
ー
ワ
ン
ス
も
総
戸
数
の
六
％
程
度
は
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
も
含
め
る

そ
の
ほ
か
、
昭
和
五
十
七
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ル
シ
ェ
社
の
古
向
級
バ
ス
ル
ー
ム
セ
ッ
ト
や
洗
面
化

て
取
り
扱
い
試
行
中
の
も
の
、
お
よ
び
ス
ポ
ッ
ト
的
な
取
り
扱
い
を
し
た
も
の
な
ど
が
含
ま
れ
る
の
て
あ

表 3-15 世帯数と住宅戸数の推移

区分（単位）

総世帯数（千世帯）

住宅総数（千戸）

1世帯当たり1主宅数（戸）

昭和38年 43年

ご
48年 53年

：戸
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と
一
世
帯
一
住
宅
が
実
現
し
た
の
は
、

四
十
九
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
て
あ
る

国
民
の
住
へ
の
期
待
は
未
だ
低
水
準
に
あ
る
住
宅
の
質
の
向
上
や
劣
悪
な
住
環
境
の
改
普
な
ど
、
居
住
水

準
の
向
上
へ
と
向
か
っ
て
い
き
、
国
の
住
宅
政
策
も
量
か
ら
質
へ
の
転
換
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
昭
和
五
十
年
代
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
な
ど
に
よ
り
景
気
は
全
般
に
低
迷
し
、
住
宅
建
設

は
特
に
持
ち
家
と
貸
家
に
お
い
て
不
振
を
極
め
た
（
図
3

ー

6
)
。
そ
こ
て
景
気
浮
揚
策
の
柱
と
し
て
住
宅

建
設
の
促
進
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、

住
宅
事
業
へ
の
本
格
的
取
り
組
み

住
宅
事
業
本
部
発
足

そ
れ
も
な
ん
と
か
景
気
の
下
支
え
に
な
る
ぐ
ら
い
て
、

そ
r

フ

昭
和
五
十
年
二
月
、
不
動
産
事
業
本
部
は
「
住
宅
事
業
本
部
」
と
改
称
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
＋
月
に
は
住
宅
事
業
本
部
に
技
術
部
を
設
置
し
、
①
建
築
技
術
面
の
統
轄
と
指
導
、

②
規
格
住
宅
の
設
計
な
ど
建
築
技
術
の
シ
ス
テ
ム
化
、
③
新
規
の
材
料
お
よ
び
工
法
に
よ
る
建
築
の
調

査
・
研
究
、
な
ど
の
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
と
し
た
。

翌
昭
和
五
十
一
年
四
月
に
は
住
宅
事
業
本
部
に
改
め
て
不
動
産
部
を
設
置
し
た
。
目
的
は
、
手
持
ち
の

未
開
発
の
販
売
用
不
動
産
に
つ
い
て
専
門
的
な
処
理
に
当
た
る
た
め
て
あ
っ
た
。
不
動
産
部
の
所
管
は
、

当
面
、
奈
良
県
三
郷
町
、

限
る
こ
と
と
し
、

兵
庫
県
高
砂
市
的
形
、
大
阪
府
熊
取
町
、
長
野
県
穂
高
町
、
広
島
県
河
内
町
に

こ
れ
ら
の
物
件
を
本
部
業
務
部
お
よ
び
大
阪
住
宅
事
業
部
か
ら
移
管
し
た
。
続
い
て
五

十
二
年
七
月
に
営
業
部
を
新
設
、
業
務
部
の
分
掌
業
務
て
あ
っ
た
宅
地
・
建
売
住
宅
業
務
を
行
う
こ
と
と

大
し
た
盛
り
上
が
り
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

（表

3
ー

15)
。
以
後
、

図 3-6 新設住宅藩工利用関別戸数割合
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社
長

大
阪
市
北
区
堂
山
町
一
ー
五

谷
口
正
毅

1
0
0
 %
 

資
本
金

本
社
所
在
地

従
業
員
数

0
ス
ミ
リ
ン
住
宅
販
売
（
大
阪
）

設
立
年
月
日

株
主
お
よ
び
出
資
比
率

本
社
所
在
地

二
0
0
0
万
円

住
友
林
業
株
式
会
社

昭
和
五
十
年
十
月
―

-+H

二
二
名
（
昭
和
五
十
一
年
九
月
三
十
H
現
在
）

東
京
都
新
宿
区
歌
舞
伎
町
五
番
地

社
長

松
田
興
人

資
本
金

設
立
年
月
日

株
主
お
よ
び
出
資
比
率

び
業
務
部
に
統
合
さ
れ
た
。

こ。t
 

し

三
0
0
0
万
円

住
友
林
業
株
式
会
社

1
0
0
 %
 

昭
和
五
十
年
十
月
二
十
日

一
方
、
業
務
部
て
は
主
に
東
京
と
大
阪
に
設
立
し
た
住
宅
販
売
会
社
か
ら
あ
が
っ

て
く
る
注
文
住

宅
事
業
を
担
当
し
て
、
住
宅
事
業
の
効
率
的
な
推
進
を
図
っ
た
。

し
か
し
、
五
十
五
年
三
月
営
業
部
は
再

昭
和
五
十
年
十
月
、
本
格
的
に
注
文
住
宅
事
業
に
進
出
す
る
た
め
、
注
文
住
宅
の
営
業
を
専
門
と
す
る

販
売
会
社
を
設
立
し
た
。
住
宅
販
売
会
社
の
設
立
に
当
た
っ
て
は
、
注
文
住
宅
事
業
は
地
域
密
着
型
て
あ

る
べ
き
と
の
判
断
か
ら
、
東
京
と
大
阪
に
同
一
社
名
の
次
の
会
社
を
別
個
に
発
足
さ
せ
た
。

0
ス
ミ
リ
ン
住
宅
販
売
（
東
京
）

東
京
と
大
阪
に
住
宅
販
売
会
社
を
設
立
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従
業
員
数

な
お
、
当
初
の
業
務
内
容
は
、
①
当
社
住
宅
「
住
友
林
業
の
家
」
の
販
売
、
②
展
示
場
の
運
営
、
③
住

宅
ロ
ー
ン
の
一
次
審
査

T
T
委
員
会
の
設
置

と
し
た
。

当
社
て
は
本
格
的
に
住
宅
事
業
に
乗
り
出
し
て
以
来
、

け
る
か
に
つ
い
て
種
々
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
年
間
二

0
0
0
戸
の
販
売
体
制
を
作
り
上
げ
る
こ

と
が
必
要
て
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
昭
和
五
十
一
年
九
月
T
T
(
T
w
o
T
h
o
u
s
a
n
d
s
)
委
員
会
が
設

置
さ
れ
た
。

ど
う
す
れ
ば
早
く
採
算
ラ
イ
ン
ま
て
も
っ
て
い

T
T
委
員
会
て
は
三
年
間
の
中
間
目
標
と
し
て
、
①
三
年
後
の
二

0
0
0
戸
受
注
、
四
年
後
二

0
0
0
 

戸
完
工
引
き
渡
し
を
目
標
、
②
住
宅
の
売
上
高
に
対
す
る
一
定
限
度
の
粗
利
益
の
確
保
、
③
住
友
林
業
は

社
員
総
数
を
増
や
さ
な
い
、
④
販
売
商
品
は
ス
ミ
リ
ン
エ
法
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
を
「
住
友
林
業
の
家
」
と

既
に
実
行
過
程
に
あ
っ
て
、
あ
る
程
度
実
績
を
上
げ
て
い
る
事
業
て
あ
り
、

か
つ
当
社
社
員
数
を
増
や

さ
な
い
と
い
う
前
提
条
件
か
ら
、
当
社
と
販
社
の
業
務
分
担
を
次
の
よ
う
に
決
め
た
。

住
友
林
業
住
宅
事
業
部
て
は
、
①
総
括
・
企
画
・
広
報
、
②
商
品
開
発
、
③
所
管
区
域
内
（
東
京
・
大

阪
）
の
事
業
管
理
・
施
工
監
理
・
工
事
発
注
、
④
請
負
契
約
の
当
事
者
、
担
保
責
任
者
、
資
材
な
ど
を
担

当
す
る
。

ス
ミ
リ
ン
住
宅
販
売
（
東
京
・
大
阪
）
て
は
、
①
販
売
実
務
一
切
（
含
設
計
）
‘
②
顧
客
の
開

拓
、
交
渉
、
契
約
、
③
代
金
回
収
な
ど
を
担
当
す
る
。

こ
の
二

0
0
0
戸
計
画
の
第
一
の
目
標
て
あ
る
黒
字
化
は
、
当
初
の
計
画
よ
り
お
よ
そ
二
年
遅
れ
て
達

成
さ
れ
、
ま
た
、
昭
利
五
十
七
年
九
月
期
に
は
両
販
社
と
も
累
損
を
一
掃
し
た
。
し
か
し
、

す
る
、
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。

―
二
名
（
昭
和
五
十
一
年
九
月
三
十
日
現
在
）

目
標
二

0
0
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ス
ミ
リ
ン
住
宅
販
売
（
ス
ミ
リ
ン
住
販
）

築
は
住
友
林
業
住
宅
事
業
部
て
行
っ
た
。
取
り
扱
う
商
品
も

S
ー

2
と
い
う
規
格
住
宅
て
、
自
由
設
計
の

家
は
考
え
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
実
際
に
販
売
を
開
始
し
て
み
る
と
、
施
主
の
ニ
ー
ズ
は
多
種

多
様
て
規
格
住
宅
て
契
約
を
し
て
も
、
追
加
注
文
や
契
約
後
の
設
計
変
更
が
多
く
工
事
現
場
は
混
乱
し
た
。

そ
こ
て
、
注
文
住
宅
を
伸
ば
す
に
は
ス
ミ
リ
ン
住
販
て
営
業
か
ら
設
計
・
エ
事
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

ま
て
、
顧
客
に
対
し
一
貫
し
て
責
任
を
も
っ
て
業
務
を
行
う
体
制
が
必
要
と
の
結
論
に
達
し
た
。
そ
し
て

料
制
の
販
社
か
ら
利
益
責
任
を
も
っ
た
施
工
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ま
て
の
一
貫
体
制
の
販
社
へ
と
変
わ

っ
た
。

し
か
し
「
住
友
林
業
の
家
」
は
住
友
林
業
の
信
用
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
契
約
は

住
友
林
業
て
行
う
こ
と
と
し
、

ま
た
、
昭
和
五
十
二
年
ご
ろ
か
ら
ス
ミ
リ
ン
住
販
の
工
事
現
場
の
木
材
に
は
、
住
友
林
業
の
刷
込
み
が

入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
住
友
林
業
と
両
販
社
が
一
体
の
も
の
て
あ
る
こ
と
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
厳

選
さ
れ
た
良
材
て
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
も
の
て
も
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
一
年
四
月
、

は
社
名
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
当
初
は
販
売
の
み
て
、
建

工
事
は
ス
ミ
リ
ン
住
販
が
行
う
と
い
う
形
式
に
変
更
し
た
。

九
州
・
中
国
・
東
海
お
よ
び
北
海
道
支
店
に
お
け
る
建
売
り
を
含
め
た
不
動
産

不
動
産
事
業
か
ら
の
撤
退

ス
ミ
リ
ン
住
販
大
阪
て
は
昭
和
五
十
二
年
十
月
に
、
ス
ミ
リ
ン
住
販
東
京
て
は
五
十
三
年
四
月
に
、
手
数

施
工
か
ら
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ま
で
一
貫
体
制
の
販
社
へ

0
棟
が
達
成
さ
れ
た
の
は
五
十
八
年
に
な
っ
て
か
ら
て
あ
っ
た
。
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応
募
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
ね
ら
っ
た
も
の
て
あ
っ
た
。

に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
し
た
。
変
更
の
理
由
は

事
業
は
、
次
の
理
由
に
よ
り
五
十
二
年
＋
月
以
降
原
則
と
し
て
中
止
す
る
こ
と
と
し
、
残
る
手
持
ち
物
件

は
、
住
宅
事
業
本
部
に
不
動
産
部
を
設
け
て
引
き
続
き
管
理
す
る
こ
と
と
し
た
。

①
昭
和
四
十
九
ー
五
十
一
年
ま
て
の
三
年
間
の
業
績
は
、

巾
な
赤
字
と
な
っ
た
。

東
西
両
販
社
の
商
号
の
変
更
と
増
資

四
国
・
中
国
・
北
海
道
支
店
を
除
い
て
は
大

②
将
来
性
に
つ
き
各
種
可
能
性
を
試
み
た
が
、
具
体
的
事
業
展
開
の
構
想
の
確
立
に
至
ら
な
か
っ
た
。

③
地
方
て
の
手
持
ち
物
件
も
少
な
く
な
っ
た
。

④
情
報
網
の
強
化
や
住
友
連
系
各
社
と
の
提
携
な
ど
検
討
し
た
が
、
早
急
に
は
実
現
困
難
。

東
西
両
販
社
設
立
以
来
四
年
余
り
が
経
過
し
、
販
売
・
施
工
体
制
も
固
ま
り
、
受
注
戸
数
も
年
間
一
〇

0
0
戸
を
超
え
、

さ
ら
に
一
層
の
発
展
を
望
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
て
、
昭
和
五
十
五
年
七
月
ス
ミ
リ
ン

住
宅
販
売
（
東
京
・
大
阪
）

の
商
号
を
、
東
京
は
住
友
林
業
ホ
ー
ム
株
式
会
社
、
大
阪
は
住
友
林
業
住
宅

住
宅
事
業
の
基
盤
強
化

「住
友
」
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
強
調
、
不
退
転
の

決
意
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
顧
客
の
信
頼
感
を
よ
り
一
層
高
め
、
社
員
の
士
気
の
向
上
や
中
途
採
用
の

販
社
の
商
号
変
更
と
同
時
に
住
友
林
業
ホ
ー
ム
、
住
友
林
業
住
宅
と
も
増
資
を
行
い
、
新
資
本
金
を
そ

れ
ぞ
れ
―
一
億
円
と
し
た
。
増
資
の
ね
ら
い
は
、
①
財
務
を
改
普
し
て
資
金
的
に
自
立
力
を
強
め
る
、
②
資

本
金
は
会
社
の
顔
て
あ
り
人
事
採
用
面
て
の
対
外
的
な
効
果
が
期
待
て
き
る
、
③
金
利
軽
減
と
な
り
損
益
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住
宅
事
業
部
か
ら
四
名
が
同
社
へ
転
出
し
た
。

改
善
に
役
立
つ
、
な
ど
て
あ
っ
た
。
な
お
、
当
時
の
従
業
員
数
は
、
東
京
ニ
ニ
九
名
、
大
阪
ニ
―
三
名

昭
和
五
十
六
年
七
月
、
住
宅
事
業
本
部
に
住
宅
事
業
の
建
築
技
術
面
か
ら
の
統
轄
や
指
導
を
行
う
建
築

部
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
技
術
部
を
廃
し
技
術
開
発
室
を
設
置
し
た
。
技
術
開
発
室
を
設
置
し
た
目
的

は
、
住
宅
が
鼠
か
ら
質
へ
の
転
換
期
に
あ
り
、
住
宅
の
質
的
向
上
を
目
指
す
に
は
技
術
開
発
が
不
可
欠
て
、

当
社
の
技
術
力
を
総
合
的
に
発
揮
す
る
部
門
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
て
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
住
宅
に
つ

い
て
の
調
査
・
研
究
・
開
発
に
関
す
る
事
項
、
新
技
術
や
エ
法
の
研
究
開
発
、
新
素
材
と
新
部
材
の
研
究
、

技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
策
の
研
究
、
住
宅
設
備
関
連
の
研
究
、

テ
ム
の
開
発
な
ど
て
あ
っ
た
。

そ
の
後
昭
和
五
十
九
年
十
月
、
技
術
開
発
室
は
技
術
開
発
部
に
改
組
さ
れ
、
建
築
部
は
建
築
管
理
部
に

改
称
さ
れ
た
。

ま
た
住
宅
事
業
本
部
は
、
調
査
・
企
画
・
技
術
開
発
な
ど
の
業
務
に
専
念
す
る
た
め
日
常
業
務
を
両
販

社
に
移
管
す
る
こ
と
に
し
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
、
大
阪
住
宅
事
業
部
の
業
務
を
原
則
と
し
て
住
友
林
業

住
宅
へ
移
譲
し
、
大
阪
住
宅
事
業
部
を
廃
止
し
た
。
所
有
物
件
の
う
ち
、
①
造
成
済
み
宅
地
と
建
売
住
宅

は
住
友
林
業
住
宅
所
管
、
②
他
の
建
売
物
件
は
住
友
林
業
住
宅
へ
販
売
委
託
、
③
開
発
途
上
、
凍
結
物
件

は
住
宅
事
業
本
部
所
管
へ
と
決
ま
っ
た
。
な
お
、
住
友
林
業
住
宅
の
組
織
を
強
化
す
る
た
め
に
当
社
大
阪

次
い
て
昭
和
五
十
七
年
四
月
、
東
京
住
宅
事
業
部
の
業
務
を
住
友
林
業
ホ
ー
ム
ヘ
委
託
し
、
東
京
住
宅

事
業
部
と
千
葉
営
業
所
を
廃
止
し
た
。
販
売
中
物
件
の
売
り
主
は
住
友
林
業
て
、
販
売
代
理
を
住
友
林
業

住
宅
事
業
本
部
の
機
能
の
拡
大

（
昭
和
五
十
五
年
六
月

一
日
）
て
あ
っ
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
に
よ
る
設
計
積
算
シ
ス

274 



展
示
場
の
展
開
1

高
級
和
風
住
宅
で
差
別
化
を
図
る

ワ
ー
ビ
ル
ヘ
移
転
し
た
。

に
は
日
高
礼
四
郎
住
友
林
業
副
社
長
が
、
副
社
長
に
は
沼
田
温
昌
住
友
林
業
ホ
ー
ム
社
長
と
永
渕
郁
郎
住

ホ
ー
ム
と
し
、
更
地
の
場
合
の
売
り
主
は
住
友
林
業
て
、
設
計
施
工
・
販
売
代
理
を
住
友
林
業
ホ
ー
ム
の

担
当
と
し
た
。
住
友
林
業
ホ
ー
ム
側
て
は
、
同
四
月
に
分
譲
住
宅
事
業
部
を
発
足
さ
せ
、
住
友
林
業
の
分

譲
住
宅
を
受
託
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
業
法
対
応
と
し
て
は
当
面
都
知
事
免
許
て
対
応
し
、
十
二
月
、
宅

地
建
物
取
引
業
の
建
設
大
臣
免
許
の
認
可
〔
（
一
）
ー
三
―
一
四
号
〕
を
受
け
た
。

東
西
両
販
社
を
併
合
し
住
友
林
業
ホ
ー
ム
設
立
、
全
国
展
開
へ

両
販
社
は
従
来
の
首
都
圏
、
近
畿
圏
集
中
型
か
ら
、
地
方
中
核
型
都
市
へ
の
展
開
を
図
り
、
昭
和
五
十

六
年
十
月
に
名
古
屋
、
五
十
八
年
十
月
に
は
福
岡
と
仙
台
に
そ
れ
ぞ
れ
営
業
所
を
開
設
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
両
社
と
も
売
上
高
規
模
、
店
舗
数
、
社
員
数
な
ど
木
造
軸
組
構
法
（
在
米
構
法
）
の
分
野
て
は
、
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
住
宅
販
売
会
社
と
な
っ
た
。
そ
こ
て
、
組
織
を
一
元
化
し
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
全
国

的
視
野
に
立
っ
た
事
業
展
開
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
た
め
、
両
販
社
を
併
合
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
十
月
、
住
友
林
業
ホ
ー
ム
と
住
友
林
業
住
宅
は
対
等
合
併
し
、
社
名
を
住
友
林
業
ホ
ー

ム
株
式
会
社
と
し
た
。
合
併
後
の
資
本
金
は
四
億
円
と
な
り
、
会
長
に
は
山
崎
住
友
林
業
社
長
が
、
社
長

友
林
業
住
宅
社
長
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。
本
社
事
務
所
は
当
初
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
の
住

友
生
命
日
本
橋
大
伝
馬
町
ビ
ル
に
置
か
れ
た
が
、
六
十
一
年
三
月
、
新
宿
区
西
新
宿
の
新
宿
グ
リ
ー
ン
タ

当
社
は
木
造
軸
組
構
法
の
住
宅
会
社
と
し
て
は
初
め
て
住
宅
展
示
場
に
本
格
的
出
展
を
行
っ
た
。
当
社

の
注
文
住
宅
が
短
期
間
の
う
ち
に
そ
の
シ
ェ
ア
を
大
き
く
伸
ば
し
た
理
由
の
―
つ
に
、

こ
の
展
示
場
へ
の

表 3-16 合併時前後の住宅販社の業況

住（昭友和林5業9年ホ9ー月ム） 住友林業年住宅 計 合併01年年9後月
（昭和59 9月） （昭和6 ) 

完工数 1,245戸 983 2,228 3, 133 

受注戸数 l、724戸 I ,408 3,132 3,542 

売上高 330億円 248 578 690 

従業員数 613名 465 I ,078 I ,220 

展示場数 33か所 28 61 71 
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ス
ミ
リ
ン
住
販
（
大
阪
）

昭
和
五
十
年
十
月
に
設
立
さ
れ
た
ス
ミ
リ
ン
住
販
（
大
阪
）

し
て
神
戸
市
生
田
区
栄
町
通
の
住
友
信
託
ビ
ル
に
神
戸
営
業
所
を
開
設
し
た
。
所
長
以
下
営
業
社
員
六
名
、

建
築
技
術
者
一
名
、
女
子
二
名
の
陣
容
て
あ
っ
た
。
同
年
に
は
ま
た
、
南
海
高
野
線
堺
東
駅
前
に
堺
営
業

四 一
チ
ー
ム
の
戦
力
営
業
社
員
六
名
程
度
を
理
想
形
と
し
た
。

宅
」
も
展
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

積
極
的
な
出
展
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
展
示
場
展
開
は
当
社
の
注
文
住
宅
営
業
に
お
け
る
根
幹
的
施
策
て

あ
り
、
重
要
な
販
売
促
進
策
の
一
っ
と
な
っ
た
。

当
社
は
洋
風
住
宅
の
多
い
展
示
場
に
お
い
て
、
和
風
住
宅
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
建
築
、
展
示
し
た
。
こ

れ
が
初
期
に
は
好
評
て
あ
っ
た
。
洋
風
住
宅
ば
か
り
の
展
示
場
の
中
に
和
風
住
宅
が
一
っ
だ
け
あ
る
と
い

う
の
て
、
顧
客
の
注
目
が
集
ま
っ
た
の
て
あ
る
。
こ
う
し
て
し
ば
ら
く
は

「高
級
和
風
住
宅
」
て
他
社
と

の
差
別
化
を
図
り
、
顧
客
か
ら
の
高
い
評
価
を
得
た
。
そ
の
後
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

「洋
風
住

出
展
に
当
た
っ
て
は
地
域
戦
略
お
よ
び
棟
数
計
画
と
密
接
に
関
連
さ
せ
、

て
顧
客
層
に
合
っ
た
売
れ
筋
の
仕
様
、

そ
の
地
域
の
市
場
を
見
極
め

プ
ラ
ン
と
し
た
。
昭
和
五
十
ー
六
十
年
代
に
か
け
て
は

「住
友
林

業
の
家
」
の
特
長
て
あ
る
木
造
の
良
さ
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
収
納
・
ニ
祉
帯
・
高
齢
者
対
応
・

「
ゆ

と
り
」
な
ど
、
新
し
い
時
代
へ
向
け
て
の
テ
ー
マ
、
提
案
の
あ
る
住
宅
を
展
示
す
る
こ
と
を
基
本
に
お
い

た
。
展
示
場
の
運
営
は
営
業
所
長
の
下
に
一
チ
ー
ム
が
一
展
示
場
を
担
当
す
る
と
い
う
営
業
組
織
を
と
り
、

東
西
両
販
社
の
足
跡

は
、
五
十
二
年
一
月
、
営
業
所
第
一
号
と
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損
も
解
消
し
た
。

当
初
は
知
名
度
が
低
く
、
注
文
住
宅
の
受
注
は
な
か
な
か
困
難
て
あ
っ
た
。
そ
こ
て
三
か
月
ご
と
に
全

員
参
加
の
決
起
大
会
を
開
い
て
気
勢
を
上
げ
、
向
こ
う
三
か
月
の
目
標
を
掲
げ
て
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
張
っ

た
り
、
研
修
会
を
開
く
な
ど
し
た
。
営
業
社
員
に
は
一
定
の
固
定
給
に
歩
合
給
が
つ
き
、
数
多
く
受
注
す

れ
ば
収
人
も
増
え
、
特
に
ボ
ー
ナ
ス
て
大
き
な
差
が
つ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
受
注
を
急
ぐ

あ
ま
り
、
契
約
内
容
に
不
備
の
も
の
も
多
く
、
な
か
な
か
売
上
げ
に
結
び
つ
か
な
い
と
い
う
問
題
が
発
生

し
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
契
約
内
容
を
改
善
し
、
契
約
金
を
定
額
以
上
受
領
し
な
い
と
受
注
棟
数
に
計
算

し
な
い
な
ど
シ
ス
テ
ム
の
改
菩
を
図
っ
た
が
な
か
な
か
徹
底
し
な
か
っ
た
。
昭
和
五
十
三
年
に
は
社
員
は

一
四
六
名
と
な
っ
た
が
、

そ
の
う
ち
、
住
友
林
業
か
ら
の
出
向
者
は
十
数
名
て
、
大
半
は
中
途
入
社
の
社

員
て
あ
っ
た
。
展
示
場
は
六
か
所
（
樟
葉
・
新
大
阪
・
学
園
前
・
京
都
・
三
国
ヶ
丘
・
神
戸
）
て
、
月
間

の
経
背
は
七
五

0
0
万
円
へ
と
膨
張
し
、
創
業
以
来
三
年
間
て
五
億
二

0
0
0
万
円
の
累
損
を
計
上
し
た
。

昭
和
五
十
四
年
ク
レ

ー
ム
を
な
く
し
品
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
社
長
室
直
属
の
検
査
室
を
新
設
、

工

務
店
の
施
エ
レ
ベ
ル
の
統
一
、
段
階
別
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
た
。
関
西
に
お
い
て

「住
友
林
業
の
家
」
の
注
文
住
宅
は
、
最
初
の
う
ち
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
努
力

が
み
の
り
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
徐
々
に
高
級
木
造
住
宅
と
し
て
認
め
ら
れ
、
五
十
四
年
九
月
期
に
は
完

工
棟
数
四
七
四
棟
と
な
り
、
期
間
利
益
も
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。
五
十
六
年
九
月
期
に
は
創
業
時
か
ら
の
累

昭
和
五
十
五
年
春
に
機
構
改
正
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
、
事
務
管
理
、
経
営
計
画
の
強
化
、
商
品

開
発
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
、
専
門
教
育
の
強
化
な
ど
、
内
部
機
能
の
充
実
に
あ
っ
た
。

主
な
改
正
点
は
、
①
部
材
開
発
、
商
品
開
発
、
専
門
教
育
の
実
施
お
よ
び
市
場
調
査
、
特
命
の
調
査
研

究
を
行
う
企
画
開
発
室
を
開
設
、
②
総
務
部
を
総
務
部
と
管
理
部
に
分
割
、
総
務
部
は
総
務
・
人
事
・
経

所
を
、
奈
良
市
古
向
天
町
に
奈
良
営
業
所
を
開
設
し
た
。
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総
合
展
示
場
西
区
会
場
と
大
橋
会
場
の
二
か
所
て

ス
タ
ー
ト
時
の
支
店
総
員
数
は
五

0
名
て
あ
っ
た
。

理
、
管
理
部
は
経
営
計
画
の
立
案
・
業
績
分
析
・
利
益
管
理
お
よ
び
回
収
を
担
当
、
③
資
材
部
を
廃
止
し
、

資
材
調
逹
販
売
を
建
築
部
に
、
資
材
開
発
を
企
画
開
発
室
に
移
管
す
る
、
な
ど
て
あ
っ
た
（
図
3

ー

7
)
。

昭
和
五
十
六
年
三
月
、
本
社
の
事
務
所
を
大
阪
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
中
心
て
あ
る
御
堂
筋
に
面
し
た
本
町

の
瓦
町
ビ
ル
に
移
す
と
と
も
に
、
同
年
七
月
近
畿
地
区
を
三
ブ
ロ
ッ
ク

け
、
三
支
店
体
制
と
し
た
。
主
力
商
品
と
し
て
は
、
「
檜
」
、

「
木
の
香
」
の
二
本
立
て
と
し
、
木
材
の
良

さ
を
生
か
し
た
和
風
感
覚
の
住
宅
を
主
体
と
し
て
販
売
し
た
。
ま
た
同
年
十
月
に
は
地
方
へ
の
展
開
を
図

る
た
め
名
古
屋
支
店
を
開
設
、
中
京
地
区
て
の
注
文
住
宅
事
業
を
開
始
し
た
。
展
示
場
は
当
初
、
平
針
．

春
日
井
の
二
か
所
と
し
、
二
年
後
浜
松
市
に
も
開
設
し
た
。
五
十
七
年
に
は
奈
良
・
京
都
両
営
業
所
を
支

店
と
し
、

五
十
八
年
に
は
神
戸
支
店
を
分
割
、
最
も
富
裕
層
の
多
い
阪
神
地
区
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
西
宮
に

支
店
を
開
設
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
十
月
福
岡
に
支
店
を
開
設
し
、
九
州
地
区
へ
進
出
し
た
。
展
示
場
は
西
H
本
新
聞
住
宅

同
五
十
八
年
に
は
「
本
樹
（
ほ
ん
じ
ゅ
）
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
新
商
品
を
近
畿
・
中
国
圏
て
発
売
開
始

し
た
。
こ
の
商
品
は
、
木
造
注
文
住
宅
の
主
力
商
品
て
あ
る
「
木
の
香
」
シ
リ
ー
ズ
の
仕
様
の
う
ち
、
管

柱
、
間
柱
、
大
引
、
根
太
等
の
米
ツ
ガ
仕
様
部
分
を
国
産
材
の
ス
ギ
仕
様
に
替
え
た
も
の
て
あ
る
。
こ
れ

は、

H
本
の
住
ま
い
は
国
産
材
て
建
て
る
こ
と
を
良
し
と
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
沿
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
て
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
「
適
材
適
所
」
と
し
た
。

ス
ミ
リ
ン
住
販
（
東
京
）

昭
和
五
十
年
十
月
に
設
立
さ
れ
た
ス
ミ
リ
ン
住
販
（
東
京
）
も
、

五
十
二
年
九
月
に
は
横
浜
と
千
葉
に

そ
れ
ぞ
れ
支
店
を
開
設
し
た
。
当
初
、
横
浜
支
店
事
務
所
は
平
沼
橋
展
示
場
に
、
千
葉
支
店
事
務
所
は
千

（
大
阪
・
大
阪
南
・
神
戸
）
に
分

社長

図3-7 スミリン住販（大阪）の機構図（昭利55年）

総務部 北大阪営業所一甲子園店

管理部［南大阪営業所ー和歌山店

営業部 東大阪営業所

神戸営業所

京都営業所一高槻店

奈良営業所

建築部

検査室

企画開発室

新商品「本樹」のモデルハウス
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葉
展
示
場
に
置
い
た
（
図
3

ー

8
)
。
同
年
十
二
月
、
手
狭
に
な
っ
た
本
社
事
務
所
を
新
宿
区
西
新
宿
の
ア

イ
リ
ス
ビ
ル
ヘ
移
転
し
た
。
こ
の
ビ
ル
に
は
、
次
々
借
り
増
し
し
て
、
結
局
八
年
間
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
五
十
三
年
四
月
、
販
売
か
ら
工
事
ま
て
の
一
貫
体
制
と
な
る
業
務
内
容
の
変
更
に
伴
い
組
織
を
改

編
、
設
計
相
談
室
を
廃
止
し
て
総
務
部
・
管
理
部
・
エ
事
部
を
新
設
し
た
。

ヽ

さ
ら
に

り
ス
ミ
リ
ン
住
販
本
社
設
計
部
は
、
設
計
統
轄
業
務
と
商
品
開
発
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
五
十
六
年
二
月
東
京
営
業
部
を
廃
止
し
、
新
宿
支
店
と
東
京
西
支
店
に
分
割
し
た
。
支
店
事
務
所

は
当
面
本
社
の
あ
る
ア
イ
リ
ス
ビ
ル
に
置
い
た
が
、
三
月
に
東
京
西
支
店
は
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
南
町
の
安

田
・
林
ビ
ル
に
移
転
し
た
。
人
員
配
置
は
当
初
新
宿
三
六
名
、
東
京
西
三
四
名
、
計
七

0
名
て
あ
っ
た
。

同
年
十
一
月
地
域
内
て
の
拡
販
と
工
事
効
率
向
上
を
図
る
た
め
千
葉
支
店
の
南
柏
営
業
所
を
柏
支
店
に
昇

格
、
翌
五
十
七
年
四
月
横
浜
支
店
の
町
田
営
業
所
を
分
離
し
町
田
支
店
を
開
設
し
た
。
な
お
、
五
十
六
年

十
一
月
に
は
資
材
・
商
品
•
生
産
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
総
合
的
企
画
や
開
発
業
務
の
促
進
を
図
る
た
め
、
開

発
部
を
新
設
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
十
月
、

「ザ
・
ハ
ウ
ス
」
と
命
名
し
た
新
商
品
を
発
売
し
た
。
こ
の
商
品
は
、
近
年
の

洋
風
指
向
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
平
均
四

0
万
1
四
五
万
円
／
坪
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
ね
ら
い
を
定
め
た

も
の
て
、
和
風
仕
様
一

0
プ
ラ
ン
、
洋
風
仕
様
一

0
プ
ラ
ン
を
用
意
し
た
。
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ
・
ヒ
バ
な
ど

の
耐
久
性
の
強
い
木
材
を
適
所
に
使
用
し
、
洋
室
の
ニ
メ
ー
ト
ル
ド
ア
、
大
型
収
納
、

五
十
四
年
六
月
よ

シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ

ン
の
標
準
装
備
な
ど
、
機
能
性
と
徹
底
し
た
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
追
求
し
た
。
そ
の
ほ
か
資
材
面

て
は
、
当
社
て
独
自
に
開
発
し
た
洋
風
ル
ー
ム
セ
ッ
ト
、
室
内
ド
ア
、
収
納
シ
ス
テ
ム
、
階
段
材
な
ど
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
部
材
を
取
り
入
れ
、

屋
根
裏
お
よ
び
壁
体
内
の
換
気
シ
ス

テ
ム
、
防
湿
碁
礎
の
採
用
な
ど
量

新
商
品
「
ザ
・
ハ
ウ
ス
」
を
発
売

図 3-8 スミリン住販（東京）の機構図（昭和52年）

業務部

社長［三：三臼
設計相談室

永福・王子）

平沼橋）

千葉）
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昭
和
六
十
一

年
三
月
住
友
林
業
ホ
ー
ム
本
社
お
よ
び
東
京
事
業
本
部
の
事
務
所
を
新
宿
グ
リ
ー
ン
タ
ワ

ー
ビ
ル
に
移
転
し
た
。
東
京
事
業
本
部
は
五
十
二
年
以
来
ア
イ
リ
ス
ビ
ル
に
事
務
所
を
構
え
て
い
た
が
、

業
務
、
人
員
の
拡
大
に
伴
い
手
狭
と
な
っ
て
い
た
。
移
転
に
よ
り
本
社
と
共
用
て
二
四
三
平
方
メ
ー
ト
ル

の
研
修
用
大
会
議
室
を
備
え
た
二

0
四
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
大
事
務
所
と
な
っ
た
。

は
一
展
示
場
を
新
た
に
開
設
し
、
四
展
示
場
の
体
制
と
し
た
。

事
務
所
は
当
社
中
国
支
店
内
に
置
い
た
。

五 よ
り
質
の
時
代
に
対
応
、
品
質
の
向
上
を
図
っ
た
。
ま
た
同
じ
こ
ろ
業
務
部
内
に
イ
ン
テ
リ
ア
直
販
課
を

置
き
、
受
注
顧
客
な
ど
に
向
け
イ
ン
テ
リ
ア
関
連
商
品
の
販
売
を
開
始
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
六
十
年
十
月
東
京
住
宅
事
業
部
て
発
売
を
開
始
し
た
「
木
の
香
・
エ
ク
セ
ル
」
も
好
評

を
博
し
、
六
十
二
年
に
は
「
エ
ク
セ
ル

II
」
と
し
て
東
西
共
通
の
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
大
幅
な
受
注
増
を

実
現
し
た
。東

西
両
販
杜
合
併
後
の
積
極
的
展
開
|
|
_
全
国
展
開
へ

昭
和
六
十
年
十
月
、
住
友
林
業
ホ
ー
ム
は
か
ね
て
検
討
中
の
広
島
市
へ
の
進
出
を
決
定
、
総
勢
一

0
名

の
広
島
営
業
所
を
開
設
し
た
。
営
業
拠
点
て
あ
る
展
示
場
は
朝
日
展
示
場
西
会
場
に
十
月
オ
ー
プ
ン
し
、

ま
た
、
同
時
期
、
東
京
北
部
お
よ
び
埼
玉
西
南
部
の
営
業
強
化
に
よ
り
首
都
圏
シ
ェ
ア
の
拡
大
を
図
る

た
め
、
都
内
に
池
袋
支
店
を
開
設
し
た
。
同
支
店
は
埼
玉
支
店
よ
り
成
増
展
示
場
、
所
沢
展
示
場
の
移
管

を
受
け
、
池
袋
展
示
場
（
新
規
出
展
）
を
所
管
し
、
総
人
員
約
四

0
名
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
な
お
下
期
に

新商品「ザ・ハウス」のモデルハウス
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「
ス
ミ
リ
ン
仕
様
」
と
い
う
べ
き
も
の
て
あ
っ
た
。

一
般
在
来
木
造
と
の
差
別
化
を
印
象
づ
け
る
た
め

281 第 3部 第 3株

の
改
善
の
必
要
性
が
一
段
と
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

工
法
の
変
遷

昭
和
五
十
年
代
以
降
、
当
社
の
よ
う
な
企
業
規
模
の
住
宅
メ
ー
カ
ー
が
住
宅
産
業
に
参
入
し
、
住
宅
を

建
築
す
る
こ
と
が
一
般
化
し
た
。
そ
の
こ
と
は
従
来
の
在
来
構
法
に
よ
る
木
造
住
宅
の
主
な
担
い
手
て
あ

っ
た
大
工
・
エ
務
店
の
競
争
力
に
影
響
を
及
ば
し
、
大
工
・
エ
務
店
を
含
め
、
住
宅
建
築
の
構
法
・
業
態

昭
利
五
十
年
十
月
、

そ
れ
ま
て
の
木
造
軸
組
構
法
改
良
に
関
す
る
研
究
や
実
験
の
成
果
を
ま
と
め
て

「
ス
ミ
リ
ン
エ
法
」
と
し
て
公
開
し
た
。

〈
ス
ミ
リ
ン
エ
法
の
特
徴
〉

①
構
造
部
材
の
有
効
配
置
：
…
・
部
材
の
断
面
性
能
を
生
か
し
た
。

②
構
造
部
材
の
断
面
統
合
…
…
断
面
種
類
を
統
合
減
少
さ
せ
、
材
料
の
融
通
性
を
高
め
た
。

③
九
三

0
ミ
リ
モ
ジ
ュ
ー
ル
…
…
市
場
流
通
部
材
の
寸
法
を
考
慮
し
、
切
り
無
駄
の
減
少
を
図
っ
た
。

④
構
造
床
・
太
筋
違
…
…
二
階
床
面
の
水
平
剛
性
を
高
め
る
工
夫
（
実
用
新
案
登
録
済
）
と
、
柱
二
つ

割
の
筋
違
て
、
建
物
全
体
の
剛
性
の
向
上
を
実
現
。

⑤
手
間
が
か
か
る
内
装
造
作
材
を
工
場
生
産
化
（
一
部
実
用
新
案
登
録
済
）
し
た
。

⑥
壁
・
天
井
の
下
地
に
石
膏
ボ
ー
ド
を
多
用
し
、
遮
音
性
・
防
火
性
の
向
上
を
図
っ
た
。

こ
の
「
ス
ミ
リ
ン
エ
法
」
は
、
純
技
術
的
・
法
令
的
に
見
れ
ば
新
構
法
と
い
う
よ
り
、
在
来
構
法
の

特
に
対
外
的
宣
伝
効
果
を
考
え
て
、
あ
え
て
「
ス
ミ
リ
ン
エ
法
」
と
命
名
さ
れ
た
も
の
て
あ
る
が
、
当
初

六

住
宅
事
業
の
生
産
・
エ
事
体
制

＊
 
在
来
構
法

柱
・
梁
．
桁
・
土
台
等
の
軸
組
部
材
を
用
い
た
軸
組
工
法

て
、
日
本
の
伝
統
的
木
造
工
法
の
発
展
し
た
も
の
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
布
甚
礎
上
に
土
台
を
箇
き
、
そ
の
上
に
柱
を
立

て
、
柱
頭
に
は
、
け
た
を
配
し
、
は
り
、
小
屋
組
等
を
支
え

て
い
る
。
小
屋
ば
り
（
陸
ば
り
）
の
上
に
設
け
る
真
束
て
棟

木
を
、
小
屋
束
て
母
屋
を
そ
れ
ぞ
れ
支
え
、
そ
れ
ら
に
た
る

木
、
野
地
板
を
設
け
屋
根
を
古
ヰ
く
。

（
別
巻
「
住
友
林
業
の
家
」
の
て
き
る
ま
て
参
照
）
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客
管
理
を
一
体
の
業
務
と
し
て
、
施
工
監
理
な
ら
び
に
検
査
を
行
っ
た
。

は
、
名
前
に
惑
わ
さ
れ
た
の
か
、

プ
レ
ハ
ブ
の
一
種
あ
る
い
は
プ
レ
ハ
ブ
的
な
も
の
と
の
誤
解
が
社
内
外

に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
顧
客
へ
の
説
明
が
か
え
っ
て
困
難
を
伴
い
、
営
業
効
率
が
悪
い
と
批
判
を
受
け
た

り
も
し
た
。
そ
の
後
顧
客
の
要
望
が
多
い
と
い
う
こ
と
て
真
壁
造
り
の
和
室
を
併
用
し
た
り
（
当
初
は
大

壁
造
り
）
、

「
檜
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
当
社
山
林
の
ヒ
ノ
キ
材
の
使
用
を
強
調
し
た
り
し
て
、

「
ス
ミ
リ
ン

り
て
必
ず
し
も
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
も
の
て
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

顧
客
本
位
・
完
全
フ
リ
ー
設
計
・
高
級
化
と
い
う
要
求
に
応
じ
、
良
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
う
こ
と
を
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
す
る

「檜
」
や

「木
の
香
」
な
ど
の
発
売
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

当
社
に
は
、
直
営
の
施
工
部
門
は
な
く
、
発
足
当
初
は
在
米
の
大
工
、

と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
当
社
て
は
当
初
よ
り
品
質
管
理
を
重
視
し
、
施
工
体
制
を
シ
ス
テ
ム
化
し
、

教
育
、
訓
練
を
徹
底
し
て
き
た
。
そ
の
後
ひ
の
き
建
設
（
旧
山
梨
建
設
）
や
ス
ミ
リ
ン
建
設
な
ど
の
直
営
の

工
事
子
会
社
の
育
成
に
努
め
て
来
た
結
果
、
今

H
て
は
直
営
工
事
の
ウ

エ
イ
ト
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

工
事
部
門
に
お
い
て
は
、
協
力
工
務
店
、
設
備
店
へ
分
離
発
注
し
、

格
な
立
場
て
、

の
ち
に
は
、

工
務
店
に
工
事
を
委
託
す
る
こ

そ
の
総
合
調
整
・
品
質
管
理
・
顧

日
常
の
施
工
監
理
は
直
接
現
場
て
協
力
工
務
店
が
行
い
、
当
社
の
工
事
担
当
者
は
、
協
力
工
務
店
へ
の

工
事
発
注
、
指
導
に
当
た
り
、
着
工
後
は
、
設
計
図
書
に
即
し
て
い
る
か
、
品
質
は
ど
う
か
、
な
ど
公
正

か
つ
厳
正
な
工
事
監
理
を
行
っ
た
。
ま
た
、
特
に
重
要
な
構
造
体
は
も
ち
ろ
ん
、
仕
上
げ
に
つ
い
て
も
厳

「
住
友
林
業
の
家
」
の
建
築
工
事
標
準
仕
様
書
、
設
計
図
書
に
基
づ
き
検
査
し
た
。
検
査

施
工
体
制

当
初
の
構
想
は
星
産
を
意
識
し
た
も
の
て
あ
っ
た
が

こ
の
考
え
方
は
、
結
局
供
給
者
側
の
独
り
よ
が

工
法
」
の
内
容
も
し
だ
い
に
変
化
し
て
き
た
。

「檜」

*
1

真
壁

柱
を
外
に
現
わ
し
て
柱
と
柱
の
間
に
壁
を
納
め
た
形
式
て
、

壁
厚
が
薄
く
な
る
。
木
造
住
宅
の
在
来
構
法
に
使
わ
れ
る
。

*
2

大
壁

柱
な
ど
の
構
造
材
が
仕
上
げ
材
の
下
に
隠
れ
て
表
に
現
わ

れ
な
い
仕
上
げ
の
方
法
。
プ
レ
ハ
プ
住
宅
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ

ー
住
宅
て
は

一
般
的
な
工
法
。
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三
か
月
後
、

一
年
後
、

保
証
制
度
の
内
容
は
、
保
証
と
定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
て
あ
っ
た
。
そ
し
て

入
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
て
あ
る
。

（
林
業
ホ
ー
ム
）

1
0年
保
証
の
開
始

は
管
理
部
、
大
阪
（
林
業
住
宅
）

）
の
こ
と
は
引
渡
し
物
件

は
、
検
査
室
の
検
査
担
当
者
が
行
っ
た
。

検
査
時
期
は
、
基
礎
完
了
時
と
竣
工
時
の
は
か
、
東
京
て
は
木
構
造
完
了
時
に
、
大
阪
て
は
屋
根
工
事

工
事
の
改
善
命
令
を
出
し
、

直
し
あ
る
い
は
手
直
し
な
ど
の
厳
し
い
処
置
を
と
っ
た
。
当
社
の
住
宅
事
業
が
急
成
長
し
た
要
因
の

一
っ

昭
和
五
十
七
年
秋
、
当
社
は
注
文
住
宅
の
保
証
を
五
年
か
ら
一

0
年
に
延
長
し
た
。
注
文
住
宅
業
界
て

は
、
長
期

(
1
0
年
）
保
証
制
度
の
採
用
が
大
き
な
潮
流
と
な
っ
て
い
た
が
、
当
社
の

「住
友
林
業
の

し
た
。
こ
の

一
0
年
保
証
に
つ
い
て
は
、

家
」
も
五
十
七
年
秋
以
降
の
契
約
分
よ
り
い
よ
い
よ
長
期
保
証
に
踏
み
切
っ
た
。
木
造
注
文
住
宅
て
は
当

社
が
初
め
て
て
あ
り
、
長
期
保
証
の
分
野
て
も
当
社
が
在
来
構
法
木
造
住
宅
の
最
右
翼
て
あ
る
こ
と
を
示

プ
レ
ハ
ブ
業
界
や
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
業
界
て
は
業
界
の
統
一
基

準
も
あ
り
、
既
に
相
次
い
て
採
用
に
踏
み
切
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
在
来
構
法
に
お
け
る
採
用
に
つ
い
て

は
、
設
計
基
準
や
施
工
甚
準
の
見
直
し
も
必
要
て
、
困
難
な
諸
問
題
が
あ
っ
た
が
、
同
年
に
入
り
住
宅
事

業
本
部
、
林
業
ホ
ー
ム
、
林
業
住
宅
の
技
術
陣
が
長
期
保
証
導
入
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み
、
導

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
情
報
網
の
確
立
な
ど
に
役
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
定
期
巡
回
は
顧
客
に
引
き
渡
し
た
後
、

二
年
後
を
目
途
と
し
て
、

無
料
修
理
あ
る
い
は
有
料
修
理
を
実
施
す
る
。
保
証
内

容
は
、
保
証
基
準
に
よ
り
、
構
造
謳
体
の
欠
陥
、
雨
漏
り
に
つ
い
て
は
引
き
渡
し
後

一
0
年
間
の
長
期
保

証
、
そ
の
他
の
部
位
に
つ
い
て
は
部
位
別
に

一
ー―

一年
の
保
証
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

に
は
こ
の
施
工
監
理
面
の
徹
底
が
あ
っ
た
。

完
了
時
に
も
行
っ
て
い
る
。
チ
ェ
ッ
ク
後
不
合
格
と
な
っ
た
場
合
は

は
、
東
京

や
り

＊
 

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

(
2
X
4
)
工
法

北
米
て
開
発
さ
れ
日
本
に
森
入
さ
れ
た
木
造
建
築
構
法
。

日
本
の
在
米
構
法
が
柱
・
梁
に
よ
る
軸
組
構
造
て
あ
る
の
に

対
し
、
ツ
ー
バ
イ
フ

ォ
ー
エ
法
は
、
木
材
て
組
ま
れ
た
枠
組

み
に
構
造
用
合
板
を
打
ち
つ

け
た
壁
お
よ
び
床
に
よ
り
構
成

さ
れ
た
壁
式
構
造
と
な

っ
て
い
る
。

壁
の
枠
材
と
し
て
最
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
構
造
用
製

材
の
断
面
寸
法
が
、
厚
さ
ニ
ィ
ン
チ
幅
四
イ
ン
チ
て
あ
る
こ

と
か

ら
英
文
読
み
て
「
ツ
ー
バ
イ
フ

ォ
ー

(
2
X
4
)
T
-

法
」
と

一
般
的
に
呼
ば
れ
て
い
る
（
な
お
法
令
上
は
、
構
造

型
式
の
特
徴
か

ら
枠
組
み
壁
構
法
と
い
わ
れ
て
い
る
）
。
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一
般
的
に
木
造
住
宅
を
め
ぐ
る
施
工
面
て
の
問
題
点
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
生
産
性
向
上
の
遅
れ
が

あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
労
働
生
産
性
向
上
の
取
り
組
み
の
遅
れ
が
問
題
て
あ
っ
た
。
住
宅
の
生
産
性
は
、
構

法
別
に
相
当
の
差
が
あ
り
、
工
場
生
産
化
、
施
工
の
合
理
化
が
進
ん
て
い
る
プ
レ
ハ
ブ
構
法
や
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
構
法
と
比
較
し
て
、
在
来
構
法
（
木
造
軸
組
工
法
）
は
低
い
位
置
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
在
来

構
法
に
お
い
て
は
、
構
法
の
合
理
化
、
部
品
化
の
推
進
、
現
場
作
業
の
省
力
化
な
ど
を
可
能
に
す
る
技
術

第
二
と
し
て
技
能
労
働
者
の
減
少
が
あ
げ
ら
れ
る
。
木
造
住
宅
生
産
の
担
い
手
て
あ
る
大
工
に
つ
い
て

は
、
若
年
層
の
新
規
参
入
が
激
減
し
古
向
齢
化
の
進
行
が
著
し
く
、
高
齢
者
の
引
退
が
本
格
化
す
る
近
い
将

来
、
技
術
者
不
足
は
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
対
応
策
と
し
て
は
、
労
働
環
境
の
改
善
、

技
能
労
働
者
の
育
成
・
確
保
が
重
要
と
な
る
。
こ
の
た
め
に
も
協
力
工
務
店
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
よ

そ
こ
て
昭
和
五
十
九
年
九
月
、

ひ
の
き
建
設
の
経
営
権
を
当
社
か
ら
住
友
林
業
ホ
ー
ム
に
移
譲
し
、
林

業
ホ
ー
ム
初
の
直
営
施
工
店
と
し
た
。

ひ
の
き
建
設
は
、

宅
の
指
定
工
事
店
と
し
て
取
引
を
行
っ
て
き
た
が
、

経
営
権
を
取
得
、
同
年
八
月
面
号
を
山
梨
建
設
か
ら
ひ
の
き
建
設
へ
変
更
し
た
も
の
て
あ
る
。

昭
和
六
十
二
年
十
月
に
住
友
林
業
ホ
ー
ム
と
当
社
が
合
併
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
同
年
六
月
、

ミ
リ
ン
建
設
昧
を
設
立
、
同
年
九
月
ひ
の
き
建
設
の
全
株
式
を
住
友
林
業
ホ
ー
ム
か
ら
ス
ミ
リ
ン
建
設
に

譲
渡
し
た
。
ひ
の
き
建
設
は
ス
ミ
リ
ン
建
設
と
と
も
に
当
社
の
建
築
工
事
の
主
力
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
当
社
は
こ
の
間
、
首
都
圏
を
中
心
に
エ
務
店
レ
ベ
ル
て
の
生
産
お
よ
び
経
営
の
近
代
化
の
モ
デ

ル
と
し
て
、
同
社
の
経
営
を
通
じ
て
職
人
手
間
数
な
ど
、

う
な
当
社
直
営
の
施
工
店
が
必
要
て
あ
っ
た
。

開
発
を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。

工
事
体
制
の
近
代
化

山
梨
建
設
と
し
て
四
十
五
年
か
ら
当
社
建
売
住

五
十
三
年
に
同
社
が
経
営
難
に
陥
っ
た
た
め
当
社
が

工
務
店
の
実
態
把
握
を
行
っ
て
い
た
。

ス
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周
辺
事
業
へ
の
展
開

ス
ミ
リ
ン
住
宅
流
通
の
設
立

当
社
は
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
、
住
宅
事
業
部
の
顧
客
の
住
み
替
え
に
よ
る
資
金
確
保
な
ど
の
た
め
、

七
従
業
員

九
一
名
（
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
現
在
）

社
長

資
本
金

ス
ミ
リ
ン
建
設
と
改
め
る
）

1
0
0
0万
円
（
住
友
林
業
一

0
0%） 

庄
野
崇
夫

設
立

ス
ミ
リ
ン
建
設
は
、
七
つ
の
直
営
建
設
会
社
を
合
併
、
泉
葉
建
設
に
統
合
し
た
の
ち
、
昭
和
六
十
二
年

ス
ミ
リ
ン
建
設
と
商
号
を
変
更
し
た
も
の
て
あ
る
。
統
合
の
目
的
は
、
職
人
の
社
員
と
し
て
の
雇

用
、
育
成
、
活
用
な
ど
を
よ
り
合
理
的
に
進
め
、
施
工
合
理
化
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
実
施
な
ど
効
率

的
運
営
を
図
る
た
め
て
あ
っ
た
。

在
米
構
法
に
よ
る
住
宅
業
界
は
、
永
年
、
請
負
制
と
徒
弟
制
度
に
し
ば
ら
れ
、
保
守
的
て
不
合
理
な
生

員
と
し
て
採
用
し
、
職
人
の
意
識
の
改
革
を
図
り
、
積
極
的
に
作
業
の
改
善
や
工
夫
を
行
い
、
無
駄
を
省

0
ス
ミ
リ
ン
建
設
の
概
要

本
社
所
在
地

ス
ミ
リ
ン
建
設
て
は
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
改
善
す
る
た
め
大
工
職
人
を
杜

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
泉
葉
建
設
と
し
て
設
立
（
六
十
二
年
六
月
改
組
、
商
号
を

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
六
丁
目
一
四
番
一
号

い
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
の
て
あ
る
。

産
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
た
。

六
月
、

＊
 

七
つ
の
直
営
建
設
会
社

住
友
林
業
ホ
ー
ム
て
は
直
営
の
エ
務
店
を
設
立
し
て
在
来

構
法
の
近
代
化
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
の
第
一
号
が
、
昭
和

六
十
年
四
月
設
立
し
た
千
葉
支
店
傘
下
の
「
泉
葉
建
設
」
て

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
泉
柏
、
泉
玉
、
泉
新
、
泉
西
、
泉
浜
、

泉
南
と
泉
を
冠
し
た
直
営
建
設
会
社
を
次
々
と
設
立
し
て
い

った。
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業
務
内
容
は
一
般
仲
介
を
主
と
し
て
、
販
社
顧
客
へ
の
士
地
斡
旋
、
持
家
処
分
の
仲
介
、
住
宅
事
業
部

の
建
売
住
宅
の
受
託
販
売
へ
と
逐
次
範
囲
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
店
舗
展
開
は
、
当
初
北
大
阪
、

阪
南
、
神
戸
、
奈
良
、
京
都
に
拠
点
店
舗
を
構
え
、
さ
ら
に
拠
点
エ
リ
ア
内
に
は
小
店
舗
の
展
開
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
。
従
業
員
は
、
本
部
・
営
業
五
店
舗
て
三
三
名
て
あ
っ
た
。

向
け
機
械
の
輸
出
な
ど
を
行
っ
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
、
東
京
に
同
名
の
新
会
社
を
設
立
し、

そ
れ
ら
の
業
務
（
損
保
業
務
、
輸
出
業
務
、

資
本
金
は
一

0
0
0
万
円
（
当
社
が
一

0
0
％
出
資
）
、
社
長
井
上
孝
、
本
社
は
東
京
丸
の
内
と
し
、

定
款
は
既
に
あ
っ
た
旧
ス
ミ
リ
ン

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
と
同

一
と
し
た
。

ナ
プ
コ
ホ
ー
ム
の
買
収

昭
和
六
十
一
年
十
二
月
、
当
社
は
住
宅
建
設
業
者
て
あ
る
ナ
プ
コ
ホ
ー
ム
の
全
株
式
を
総
合
地
所
よ
り

取
得
し
た
。

同
社
は
昭
和
四
十
七
年
十
月
中
村
合
板
、
安
宅
産
業
、
住
友
商
事
の
三
者
共
同
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
も
の
て
、
資
本
金
は
二

0
0
0
万
円
、
本
社
は
東
京
・
四
谷
に
あ
り
、
支
店
が
大
阪
・
南
船
場
に
あ
っ

た
。
従
業
員
は
四
七
名
（
昭
和
六
十
一
年
）
、
当
社
か
ら

H
高
取
締
役
相
談
役
が
代
表
取
締
役
会
長
に
、

小
泉
中
国
支
店
長
が
代
表
取
締
役
社
長
と
し
て
新
た
に
就
任
し
た
。
同
社
は
、

応
用
し
た

N
P
構
法
に
よ
る
住
宅
建
設
業
者
て
、

な
お

本
社
は

不
動
産
仲
介
業
務
へ
の
進
出
を
決
定
し
、

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
エ
法
て
は
日
本
の
草
分
け
的
存
在
て

ス
ミ
リ
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
業
務
内
容
を
変
更
、

年
一
月
社
名
も
ス
ミ
リ
ン
住
宅
流
通
株
式
会
社
に
変
更
し
て
本
事
業
の
推
進
母
体
と
し
た
。

ス
ミ
リ
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
大
阪
本
社
の
あ
っ
た
場
所
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
。

ス
ミ
リ
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
、
既
に
緑
化
樹
木
の
生
産
流
通
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

リ
ー
ス
金
融
関
係
業
務
）
を
新
会
社
に
移
管
し
た
。

五
十
五

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
エ
法
を

＊
 

N
P
構
法

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
等
て
一
般
的
な
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
エ

法
を
、
ナ
プ
コ
ホ
ー
ム
て
日
本
の
気
候
、
風
土
に
適
合
す
る

よ
う
に
、
一
部
改
良
し
た
構
法
。
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八

対

外

活

動

と
判
断
し
た
か
ら
て
あ
っ
た
。

の
た
め
に
は

あ
っ
た
。
業
務
内
容
は
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
住
宅
の
下
請
け
施
工
や
セ
ッ
ト
部
材
の
販
売
を
行
っ
て
い
た
。

当
社
が
同
社
を
買
収
し
た
目
的
は
、
第
一
に
は
今
後
伸
び
が
注
目
さ
れ
る
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
住
宅
に
使

わ
れ
て
い
る
住
宅
部
材
の
取
り
扱
い
お
よ
び
技
術
の
開
発
の
可
能
性
を
追
求
す
る
こ
と
に
あ
り
、
第
二
に

は
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の
多
用
化
に
対
応
し
て
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
住
宅
の
販
売
も
研
究
す
る
必
要
が
あ
り
、

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
住
宅
の
技
術
を
も
つ
ナ
プ
コ
ホ
ー
ム
を
買
収
す
る
こ
と
が
近
道
て
あ
る

な
お
、
同
社
は
他
の
宅
地
造
成
業
者
や
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
下
請
け
施
工
や
セ
ッ
ト
部
材
の
販
売
を
行

っ
て
い
た
が
、
当
面
、
こ
の
業
務
を
引
き
続
き
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。
平
成
元
年
(
-
九
八
九
）
に
は

業
務
拡
大
を
目
指
し
、
直
接
一
般
顧
客
を
対
象
と
す
る
注
文
住
宅
事
業
に
も
進
出
し
た
。
ま
た
、
平
成
八

年
四
月
に
は
社
名
を
ナ
プ

コ
ホ
ー
ム
か
ら
ス
ミ
リ
ン
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
に
変
更
し
た
。

日
本
木
造
住
宅
産
業
協
会
の
設
立

昭
和
五
十
九
年
九
月
、

日
本
木
造
住
宅
産
業
協
会
（
略
称

「木
住
協
」）

が
設
立
さ
れ
た
。

「木
造
復

権
」
を
高
く
掲
げ
た
活
動
の
ス
タ
ー
ト
て
あ
っ
た
。
設
立
時
の
会
員
数
は
一
四

0
社
て
、
当
社
は
そ
の
設

立
に
主
カ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
し
た
。
五
十
年
に
は
、
六
六
・
九
％
て
あ
っ
た
木
造
率
（
新
設
住
宅
に

お
け
る
木
造
住
宅
の
割
合
）
が
急
減
し
、
五
十
八
年
に
は
、

九
年
は
偶
然
に
も
木
造
率
五

O
・
O％
と
い
う
象
徴
的
な
年
と
な
っ
た
。

軸
組
構
法
に
よ
る
木
造
住
宅
業
界
は
、

そ

五――

・
O％
に
、
そ
し
て
協
会
設
立
の
五
十

日
本
古
来
か
ら
の
伝
統
的
な
構
法
て
あ
り
な
が
ら
、
大
手
住
宅
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え
づ
く
り
随
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
た
。

か
つ
、
価
格
の
低
廉
な
木
造
在
来
構
法

「
い
え
づ
く
り
れ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ヘ
の
参
加

当
社
の
山
崎
会
長
が
閻
日
本
木
造
住
宅
産
業
協
会
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。

メ
ー
カ
ー
が
参
加
す
る
団
体
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
プ
レ
ハ
ブ
業
界
は
既
に
昭
和
三
十
八
年
一
月
に
社

木
造
住
宅
分
野
て
も
、
当
社
の
よ
う
な
全
国
規
模
の
住
宅
会
社
が
業
容
を
拡
大
し
て
く
る
と
、

の
業
者
の
中
か
ら
、
業
界
各
社
が
一
致
協
力
し
木
造
軸
組
構
法
の
近
代
化
・
合
理
化
を
早
急
に
図
る
必
要

が
あ
る
、

と
の
意
見
が
出
る
よ
う
に
な
り
、

生
産
技
術
の
開
発
・
普
及
、

た
め
」
と
さ
れ
た
。

そ
れ
ら

そ
の
活
動
の
中
核
的
役
割
を
果
た
す
機
関
の
設
置
が
求
め
ら

「
木
造
住
宅
の
普
及
•
発
展
を
図
る
た
め
、

品
質
の
向
上
、
近
代
化
及
び
合
理
化
を
進
め
木
造
住
宅
産
業
の
振
興
を
図
る

木
住
協
の
誕
生
て
住
宅
の
構
法
ご
と
の
産
業
団
体
が
出
そ
ろ
う
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
木
住
協
は
昭

和
六
十
一
年
四
月
、
法
人
格
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
、
六
十
三
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、

昭
和
五
十
八
年
、
住
宅
事
業
本
部
技
術
開
発
室
を
中
心
に
、
林
業
ホ
ー
ム
や
林
業
住
宅
と
と
も
に
「
い

建
設
省
に
よ
っ
て

*
2
 

る
「
ハ
ウ
ス

55
」
に
相
当
す
る
標
準
的
な
品
質
・
性
能
を
有
し
、

「
い
え
づ
く
り
祁
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
提
唱
さ
れ
た
目
的
は
、

プ
レ
ハ
ブ
構
法
に
よ

に
よ
る
住
宅
の
合
理
的
生
産
・
供
給
シ
ス
テ
ム
を
、
昭
和
六
十
年
度
を
め
ど
に
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の

て
あ
っ
た
。

建
設
省
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
提
案
競
技
に
よ
り
、
広
く
一
般
か
ら
低
価
格
化
の
た
め
の
ア
イ
デ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
て
あ
る
。
協
会
の
設
立
目
的
は

バ
イ
フ
ォ
ー
建
築
協
会
を
設
立
し
て
い
た
。

団
法
人
プ
レ
ハ
プ
建
築
協
会
を
設
立
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
業
界
も
五
十
一
年
九
月
、
社
団
法
人
日
本
ツ
ー

*
1

「
い
え
づ
く
り
湖
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

良
質
・
低
廉
な
木
造
住
宅
を
求
め
る
国
民
の
強
い
要
望
に

応
え
る
と
と
も
に
居
住
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
供
給
シ
ス

テ
ム
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
技
術
の
開
発
・
普
及
等
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
六
十
年
度
ま
て
実
施
さ
れ
た
建

設
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
木
造
ロ
ー
コ
ス
ト
住
宅
。
ハ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
」
。

*
2

ハ
ウ
ス

55

良
質
•
安
価
な
住
宅
を
供
給
す
る
た
め
に
、
昭
和
五
十
一

年
に
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
さ
れ
た
新
住
宅
供

給
シ
ス
テ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ハ
ウ
ス

55
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
よ
り
開
発
さ
れ
、
供
給
さ
れ
て
い
る
住
宅
の
こ
と
。
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な
た
の
住
ま
い
」
を
甚
本
と
し
た
演
出
を
行
い
、
好
評
を
博
し
た
。
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国
際
居
住
博
覧
会
に
参
加

平
方
メ
ー
ト
ル
て

ア
を
募
集
、
当
社
も
こ
の
提
案
競
技
に
参
加
し
た
。
提
案
競
技
の
結
果
は
昭
和
五
十
九
年
二
月
初
旬
に
発

表
さ
れ
、
当
社
住
宅
部
門
て
応
募
し
て
い
た
「
S
F
喝
」
が
優
秀
提
案
に
入
選
し
た
。
応
募
総
数
は

一
七

五
件
あ
り
、
住
宅
供
給
地
域
に
よ
り
地
域
限
定
型
と
広
域
型
に
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、
当
社
が
応
募
し
て

い
た
広
域
型
て
は
、
特
別
優
秀
提
案
三
件
、
優
秀
提
案
一
五
件
が
人
選
し
た
。
建
設
省
て
は
こ
れ
ら
の
提

案
の
中
か
ら
、
開
発
の
必
要
な
部
分
に
補
助
金
を
出
す
な
ど
し
て
研
究
促
進
を
図
り
、

指
針
を
ま
と
め
た
。

し
て
は
、
特
許
も
出
願
し
た
。
価
格
は
、
提
案
し
た
場
合
の
標
準
設
計
例
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た

当
社
の
提
案

「
S
F
祁
」
は
、
骨
子
と
し
て
は
、

①
謳
体
構
法
木
造
軸
組
構
法
の
範
疇
て
の
改
良
構

法
、
②
性
能
向
上
策
、
③
供
給
に
関
す
る
合
理
化
策
か
ら
な
っ
て
い
た
。
な
お
こ
の
改
良
軸
組
構
法
に
関

延
べ
床
面
積
一
三
一
・
六
六

―
―
八
三
万
二
四
四
八
円
（
約
二
九
万
七

0
0
0
円
／
坪
）
て
あ
っ
た
。

昭
和
六
十
二
年
五
月
一
ー
六
日
、
国
際
居
住
博
覧
会
が
東
京
・
晴
海
国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー
て
開
催
さ
れ
、

当
社
か
ら
も
住
宅
事
業
本
部
が
参
加
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
は
国
際
居
住
年
に
当
た
っ
て
い
た
。
わ
が
国
て
も
、
既
に
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と

す
る
国
際
居
住
年
推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
、
国
際
協
力
と
国
内
て
の
住
宅
施
策
の
充
実
を
目
指
し
、
各
種

の
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
事
業
の
中
心
と
し
て
、
広
範
囲
に
わ
た
る
住
宅
関
連
産
業
が

一
堂
に
会

し
、
国
民
の
「
住
ま
い
」

に
関
す
る
改
善
意
欲
を
高
め
、
内
需
拡
大
の
引
き
金
に
す
る
べ
く
こ
の
博
覧
会

が
企
図
さ
れ
た
。
当
社
も
当
事
業
に
参
画
し
て
、
国
際
居
住
博
の
テ
ー
マ

当
社
の
住
宅
部
門
は
、
短
期
間
に
そ
の
シ

ェ
ア
を
大
き
く
伸
ば
し
て
き
た
が
、
基
本
的
な
考
え
方
と
し

＊

国

際

居

住

年

(International
Y
e
a
r
 o
f
 Sh
e
lt
er 
for 

the H
o
m
e
l
e
s
s
)
 

一
九
八
二
年
に
開
催
さ
れ
た
第
三
十
七
回
国
連
総
会
宣
言

に
よ
り
、

一
九
八
七
年
に
設
定
さ
れ
た
も
の
て
あ
る
。
そ
の

目
的
は
、
世
界
各
国
、
特
に
開
発
途
上
国
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
当
面
す
る
劣
悪
な
居
住
環
境
問
題
の
改
善
を
す
す
め

る
と
と
も
に
西
暦
二

0
0
0年
ま
て
の
長
期
展
望
に
立
っ
て
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
実
質
的
な
解
決
法
を
見
い
だ
す
よ

う
、
よ
り

一
層
の
努
力
を
促
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

各部門の活動の状況



を
確
立
す
る
ま
て
に
な
っ
た
。

に
よ
る
生
産
効
率
の
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

努
め
た
こ
と
、
等
々
が
あ
げ
ら
れ
る
。

て
、
「
住
友
林
業
」
と
い
う
社
名
を
も
つ
会
社
が
販
売
す
る
「
木
の
家
」
て
あ
る
、

統
一
と
、
整
合
性
の
保
持
が
あ
っ
た
。
従
来
、
木
造
軸
組
構
法
住
宅
を
生
産
す
る
業
界
は
、

が
事
業
規
模
の
小
さ
な
大
工
・
エ
務
店
て
あ
っ
た
。
そ
こ
て
こ
の
地
緑
的
、
手
工
業
的
に
供
給
さ
れ
て
き

た
木
造
注
文
住
宅
を
プ
レ
ハ
ブ
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
工
業
住
宅
の
手
法
と
同
様
、
営
業
に
お
い
て
は
展
示
場

へ
の
出
展
、
生
産
に
お
い
て
は
大
工
・
エ
務
店
の
系
列
化
、
生
産
シ
ス
テ
ム
の
合
理
化
な
ど
に
よ
り
そ
の

生
産
性
を
地
道
に
向
上
さ
せ
て
き
た
。
ま
た
、
創
業
時
の
欠
損
に
も
ひ
る
む
こ
と
な
く
積
極
的
に
展
示

場
・
店
舗
・
人
材
採
用
な
ど
に
先
行
投
資
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
積
み
重
ね
に
よ
り
住
宅
部
門
が
成

長
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の

そ
の
大
部
分

具
体
的
に
は
営
業
面
て
は
、
①
安
定
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
て
あ
る
持
ち
家
を
対
象
と
し
、
戸
建
て
注
文
住

宅
に
徹
し
た
こ
と
、
②
本
業
て
あ
る

「
木
」
に
こ
だ
わ
り
、
良
材
を
セ
ー
ル
ス
ボ
イ
ン
ト
に

「住
友
林
業

の
家
」
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
に
努
め
た
こ
と
、
③
木
造
住
宅
て
は
一
般
的
て
な
か
っ
た
展
示
場

を
営
業
の
中
心
に
お
い
た
こ
と
、
④
営
業
マ
ン
の
社
員
化
に
よ
る
直
販
体
制
を
と
り
社
員
の
質
の
向
上
に

設
計
・
施
工
・
資
材
面
て
は
、
①
営
業
体
制
を
支
え
る
た
め
と
在
来
構
法
の
自
由
設
計
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
営
業
現
場
へ
の
設
計
同
行
を
行
っ
た
こ
と
、
②
プ
ラ
ン
は
自
由
と
す
る
が
、
構
造
、
仕
上
げ
面
て

の
標
準
仕
様
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
積
算
の
効
率
化
、
機
械
化
、
施
工
の
標
準
化
を
可
能
に
し
た
こ
と
、

③
資
材
の
供
給
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
品
質
の
向
上
や
工
期
の
短
縮
に
努
め
た
こ
と
、
④
直
営
施
工
子
会
社

以
上
の
よ
う
に
し
て
販
社
を
合
併
す
る
直
前
の
昭
和
六
十
二
年
九
月
期
に
は
、
受
注
戸
数
四
九
二
五
戸
、

完
工
引
き
渡
し
戸
数
三
八
六
九
戸
、
売
上
高
八
四
五
億
七

0
0
0万
円
に
も
な
り
、

よ
う
や
く
そ
の
地
位
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不
良
在
庫
の
処
分

昭
和
四
十
七
年
(
-
九
七
―
-
）
六
月
、
社
内
に
緑
化
事
業
部
が
設
置
さ
れ
、
緑
化
事
業
に
乗
り
出
し
た
。

そ
の
動
機
は
先
に
触
れ
た
不
動
産
事
業
と
同
様
、
折
か
ら
の
日
本
列
島
改
造
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
、
先
行
き
、

士
地
や
緑
化
樹
木
の
需
要
が
急
増
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
れ
を
見
越
し
て
の
こ
と
て
あ
っ
た
。
し
か

し
、
折
悪
し
く
発
足
早
々
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
遭
遇
、
予
想
を
大
き
く
く
つ
が
え
さ
れ
た
。

確
か
に
当
社
は
、
緑
化
事
業
に
つ
い
て
も
、
長
年
に
わ
た
る
地
道
な
山
林
経
営
に
よ
っ
て
、
樹
木
の
育

成
や
管
理
の
面
て
は
長
い
経
験
と
豊
富
な
知
識
も
あ
り
、
緑
化
事
業
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
企
業
の
一
っ
て

あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
五
十
年
ま
て
の
わ
ず
か
三
年
間
に
、

い
て
は
全
く
と
い
っ
て
良
い
は
ど
実
績
を
も
た
な
い
会
社
が
、

そ
れ
ま
て
緑
化
工
事
に
つ

一
気
に
一
八

0
万
本
に
も
の
ば
る
緑
化
樹

当
時
こ
の
よ
う
な
買
占
め
の
風
潮
は
一
般
に
も
散
見
さ
れ
た
現
象
て
、
例
え
ば
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら

四
十
九
年
に
か
け
て
大
手
商
社
が
米
の
買
い
占
め
や
建
設
資
材
な
ど
の
買
い
占
め
に
走
り
、
国
会
て
追
及

を
受
け
る
よ
う
な
場
面
も
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
、

四
十
九
年
か
ら
の
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

後
の
不
況
の
中
て
、
軒
並
み
大
き
な
損
失
を
被
る
と
同
時
に
、
社
会
的
信
用
も
大
き
く
失
墜
さ
せ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
当
社
も
こ
う
し
た
時
代
の
波
に
の
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
て
あ
る
。

買
い
占
め
た
緑
化
樹
木
は
、
昭
和
五
十
一
年
九
月
の
時
点
て
は
、
本
数
に
し
て
一
八

0
万
本
、
金
額
に

木
を
買
い
集
め
た
こ
と
が
不
良
在
庫
の
原
因
と
な
っ
た
。

第
六
節
緑
化
事
業
部
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し
て
一
八
億
円
に
上
っ
て
い
た
。
失
敗
に
気
づ
い
た
当
社
は
、

一
部
の
樹
木
は
通
常
の
緑
化
工
事
に
供
さ
れ
た
が
、

さ
っ
そ
く
そ
の
在
庫
処
分
に
取
り
か
か
っ

か
な
り
の
本
数
は
ま
こ
と
に
残
念
な
が
ら
、
元

来
、
樹
木
を
慈
し
み
育
て
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
当
社
自
身
の
手
に
よ
っ
て
焼
却
処
分
す
る
羽
目
に

そ
の
結
果
、
二
年
後
の
昭
和
五
十
三
年
九
月
期
に
は
、
在
庫
本
数
も
三
一
万
本
、
金
額
は
五
億
円
弱
と

な
っ
た
が
、
在
庫
金
額
の
減
少
の
一
三
億
円
の
大
半
は
損
失
と
し
て
処
理
さ
れ
た

緑
化
樹
木
の
思
い
切
っ
た
在
庫
一
掃
を
決
断
し
た
当
社
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
、

そ
れ
ま
て
の
営
業

方
針
を
改
め
、
新
し
く
官
公
庁
の
緑
化
工
事
、
民
間
企
業
の
事
務
所
や
工
場
等
の
緑
化
工
事
、

の
植
栽
と
芝
貼
工
事
、
住
宅
の
外
構
工
事
な
ど
、

ゴ
ル
フ
場

当
社
全
額
出
資
て
資
本
金
三

0
0
0万
円
の
子
会
社
と
し
て
ス
ミ
リ
ン
緑
化
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。

発
足
当
初
の
陣
容
は
九
名
（
昭
和
五
十
三
年
九
月
期
）
て
、
大
部
分
は
当
社
緑
化
事
業
部
と
の
兼
務
て

引
き
続
き
在
庫
樹
木
の
販
売
に
当
た
る
と
同
時
に
、
請
負
工
事
の
受
注
に
注
力
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、

実
際
に
工
事
を
請
け
負
う
と
な
る
と
特
に
官
公
庁
工
事
に
つ
い

て
は
、

①
赤
字
会
社
は
最
初

か
ら
入
札
資
格
が
な
い
、
②
過
去
の
工
事
実
績
が
そ
ろ
っ
て
い
る
な
ど
の
資
格
条
件
を
要
求
さ
れ
た
り
、

ま
た
、
実
際
に
工
事
を
受
け
て
も
、

さ
れ
る
な
ど
、
思
い
も
よ
ら
な
い
よ
う
な
苦
難
に
遭
遇
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
事
は
運
ば
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
当
社
と
し
て
は
最
も
得
意
な
分
野
へ
の
進
出
と
い
う
自
負
も
あ
り
、
ま
た
、
二
度
も
失
敗
し
て
引

ス
ミ
リ
ン
緑
化
株
式
会
社
を
設
立
し
て
再
出
発

な
っ
た
。

A

]

。
↑
 

工
期
の
遅
れ
は
す
べ
て
最
後
の
工
程
て
あ
る
緑
化
工
事
に
し
わ
寄
せ

い
わ
ゆ
る
緑
化
工
事
の
請
負
業
を
行
う
会
社
と
し
て

（表
3117)。

表 3-17 

数

額
本

金

緑化樹木の在庫推移

昭~□□ 
新居浜市庁舎屋上庭園工事（昭和55年）
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き
返
す
と
い
う
わ
け
に
も
い
か
ず
、
社
長
を
は
じ
め
全
社
一
丸
と
な
っ
て
の
営
業
努
力
が
重
ね
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、
発
足
当
初
（
昭
和
五
十
三
年
九
月
期
）

た
も
の
が
、

の
年
間
総
売
上
高
が
九
億
三
八

0
0
万
円
て
あ
っ

五
年
後
の
五
十
七
年
に
は
二
八
億
四
三

0
0
万
円
へ
と
、
約
三
倍
の
規
模
に
伸
長
し
た
。
売

上
構
成
も
、
民
間
工
事
、
外
構
工
事
、
緑
化
資
材
の
販
売
な
ど
、
内
容
の
バ
ラ
ン
ス
も
と
れ
、
な
ん
と
か

基
礎
も
固
ま
っ
て
き
た
。
こ
う
し
て
同
五
十
七
年
、
住
友
林
業
の
緑
化
部
門
の
営
業
を
譲
り
受
け
、
資
本

金
も
九

0
0
0
万
円
に
増
資
陣
容
も
四
九
名
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
五
十
九
年
に
は
売
上
高
も
三

八
億
七
四

0
0
万
円
と
な
り
、
資
本
金
を
一
億
円
と
し
、
社
名
も
住
友
林
業
緑
化
株
式
会
社
に
改
め
た
。

設
立
一

0
年
目
の
昭
和
六
十
二
年
に
は
、
大
阪
て
行
わ
れ
た
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
「
E
X
P
0
9
0
」

の
造
園
工
事
の
一
部
を
請
け
負
っ
た
。
ま
た
同
年
に
は
、
当
社
の
住
宅
事
業
部
の
外
構
工
事
と
担
当
者
ニ

一
名
も
同
社
に
移
管
さ
れ
、
陣
容
も
九
七
名
と
な
り
、
総
売
上
高
も
六
五
億
九

0
0
万
円
、
経
常
利
益
も

そ
し
て
、
平
成
三
年
(
-
九
九
一
）

一
発
を
ね
ら
わ
ず
、

め
て
、
ま
さ
に
「
苦
節
一

0
年
」
が
よ
う
や
く
実
を
結
び
始
め
た
の
て
あ
る
。

一
歩
一
歩
足
場
を
固

に
は
総
売
上
高
は
二
二
五
億
円
、
経
常
利
益
一

0
億
円
を
計
上
、

そ
の
う
ち
造
園
工
事
完
工
高
は
一
七

0
億
円
て
、
単
年
度
造
園
工
事
完
工
高
て
は
、

な
お
、
同
社
は
そ
の
後
も
着
実
に
実
績
を
積
み
重
ね
、
平
成
三
年
に
は
、
住
友
電
気
工
業
名
古
屋
製
作

所
の
緑
化
工
事
（
名
古
屋
市
都
市
景
観
賞
受
賞
）

を
計
上
す
る
ま
て
に
成
長
し
た
。

や
プ
ラ
ス
ラ
ン
ド
（
前
橋
市
、

長
賞
受
賞
）
を
、
六
年
に
は
関
西
国
際
空
港
の
屋
内
緑
化
工
事
を
、

ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
。
そ
し
て
陣
容
も
二
五
五
名
に
な
っ
た
。

二
億
円
（
前
期
比
三
二

0
%）
を
計
上
す
る
ま
て
に
な
っ
た
。

日
本
緑
化
セ
ン
タ
ー
会

さ
ら
に
九
年
に
は
大
阪
ド
ー
ム
の
緑

化
工
事
を
受
注
す
る
な
ど
、
大
型
物
件
も
次
々
に
請
負
い
、
平
成
九
年
三
月
期
の
売
上
高
は
二
九
七
億
円

つ
い
に
造
園
業
界
の
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昭
和
五
十
九
年

昭
和
五
十
六
年
・

昭
利
五
十
五
年

昭
和
五
十

一
年

昭
和
四
十
四
年

昭
利
三
十
八
年

発
な
ど
に
資
す
る
た
め
の
も
の
て
あ
っ
た
。

当
社
て
は
、
総
務
部
、
経
理
部
な
ど
の
本
社
管
理
部
門
や
、
国
内
材
部
門
、
外
材
部
門
な
ど
の
現
業
部

門
の
は
か
に
、

日
常
業
務
の
改
善
や
新
規
事
業
へ
の
進
出
な
ど
の
た
め
の
調
査
や
研
究
の
た
め
の
機
関
と

し
て
、
昭
和
三
十
二
年
(
-
九
五
七
）
度
に
調
査
室
お
よ
び
林
業
技
術
研
究
室
を
設
置
し
た
。
そ
の
後
の

こ
れ
ら
の
部
門
の
組
織
の
新
設
あ
る
い
は
統
廃
合
の
動
き
を
、
以
下
に
年
表
形
式
て
ま
と
め
て
お
く
。

海
外
開
発
室
を
設
置
。

木
材
加
工
研
究
室
を
設
置
、
木
材
加
工
研
究
室
を
改
め
企
画
開
発
室
を
設
置
。

林
業
技
術
研
究
室
を
山
林
部
に
、
海
外
開
発
室
を
企
画
開
発
室
に
ま
と
め
た
。

企
画
開
発
室
を
廃
し
、
調
査
室
お
よ
び
木
材
加
工
開
発
室
を
設
罹
゜

住
宅
事
業
本
部
の
中
に
住
宅
の
技
術
開
発
部
を
設
置
、
林
業
技
術
研
究
室
を
復
活
し
、

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
調
査
・
研
究
の
成
果
を
現
業
に
移
す
た
め
の
業
務
と
、
そ
の
結

果
誕
生
し
た
子
会
社
を
運
営
・
管
理
す
る
部
門
と
し
て
、
営
業
開
発
部
を
設
置
し
、

林
業
技
術
研
究
室
と
木
材
加
工
開
発
室
な
ど
を
一
体
化
し
て
農
林
技
術
開
発
部
と
し
、

そ
の
下
に
、
①
林
業
技
術
開
発
グ
ル
ー
プ
、
②
木
材
加
工
技
術
開
発
グ
ル
ー
プ
、
③

緑
化
技
術
開
発
グ
ル
ー
プ
、
④
小
松
島
研
究
所
、
⑤
名
古
屋
研
究
所
を
罹
い
た
。
こ

の
中
て
、
小
松
島
研
究
所
は
、

主
と
し
て
子
会
社
ス
ミ
リ
ン
合
板
の
新
製
品
開
発
な

ど
に
資
す
る
た
め
、
ま
た
名
古
屋
研
究
所
は
、

調
査
室
は
廃
止
し
た
。

子
会
社
ス
ミ
リ
ン
農
産
の
新
製
品
開

第
七
節
調
査
、
研
究
、
開
発
関
係
部
門
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第
八
節
本
杜
管
理
部
門

前
記
の
木
材
加
工
技
術
開
発
グ
ル
ー
プ
と
小
松
島
研
究
所
が
合
体
し
別
に
建
材
開
発

営
業
部
門
全
般
に
わ
た
る
開
発
部
門
と
し
て
営
業
開
発
部
を
設
置
。

ま
た
情
報
化
社
会
の
到
来
に
対
応
し
て
情
報
シ
ス
テ
ム
室
を
新
設
。

以
上
の
よ
う
に
、
調
査
・
研
究
開
発
部
門
は
そ
の
時
々
の
時
代
の
要
請
や
、
社
内
の
課
題
の
変
化
な
ど

に
対
応
し
て
組
織
や
目
的
も
変
化
さ
せ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、

そ
の
つ
ど
現
業
部
門

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
現
業
部
門
や
子
会
社
て
直
接
活
用
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
新
規
に
子
会
社
を

設
立
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
会
社
の
意
思
決
定
や
そ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昭
利
三
十
八
年
の
長
期
計
画
委
員
会
を
は
じ
め
、

四
十
九
年
の
総
合
対
策
委
員
会
、

五
十
一
年
の

T
T
委
員
会
な
ど
各
種
の
委
員
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
組
織
さ
れ
大
き
な
役
割
を
果
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
は
既
に

各
部
門
に
つ
い
て
の
記
述
の
な
か
て
触
れ
て
き
た
の
て
こ
こ
て
は
改
め
て
触
れ
な
い
こ
と
と
し
た
。

総
務
・
人
事

昭
和
五
十
―
―
一
年
(
-
九
七
八
）
二
月
、
当
社
は
創
立
―
―

1
0
周
年
を
迎
え
た
。
総
務
部
て
は
記
念
行
事
と

昭
和
六
十
一
年

部
を
設
置
し
、
海
外
事
業
部
は
海
外
事
業
室
と
し
た
。
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昭
和
三
十
二
年
四
月
、
補
員
制
度
実
施

慰
労
金
支
給
内
規
制
定
。

月
、
労
働
組
合
設
立
、
有
給
休
暇
の
半
日
制
度
実
施
。
七
月
、
国
内
旅
費
規
定
制
定
。

八
月
、
融
資
金
規
定
、
寮
管
理
規
定
制
定
。
九
月
、
林
友
会
発
足
、

規
、
慶
弔
見
舞
金
規
定
制
定
。
十
二
月
、
時
間
外
勤
務
一
か
月
一
六
時
間
ま
て
、
休

日
出
勤
に
対
す
る
代
休
付
与
期
間
を
一
週
間
か
ら
一
か
月
間
へ
、
防
火
・
防
護
作
業

昭
和
三
十
年
（
住
友
林
業
発
足
）

し
て
、

る
こ
と
と
な
り
、
東
京
本
社
は
、

二
月
、
就
業
規
則
、
賃
金
規
定
、
退
職
手
当
支
給
規
定
制
定
。
五

四
国
九
州
、
北
海
道
の
山
林
て
記
念
植
樹
を
行
っ
た
。

昭
和
五
十
年
よ
り
中
断
し
て
い
た
社
内
報
を
五
十
六
年
五
月
よ
り
復
活
し
た
。
復
活
に
当
た
っ
て
誌
名

を
、
従
来
の

『
住
友
林
業
月
報
』
か
ら

『常
緑
樹
（
と
き
わ
ぎ
）
』
に
改
め
、
同
年
八
月
第

一
号
を
刊
行

昭
和
五
十
七
年
二
月、

三
十
四
年
以
来
住
み
続
け
て
き
た
丸
の
内
の
住
友
ビ
ル
の
改
築
工
事
が
行
わ
れ

日
本
橋
小
網
町
の
日
新
ビ
ル
に
移
転
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
十
月、

当
社
は
住
友
林
業
ホ
ー
ム
と
大
阪
殖
林
を
吸
収
合
併
し
、
新
し
い
住
友
林
業
と

（
第
四
部
参
照
）
、

そ
れ
に
先
立
ち
、
新
生
住
友
林
業
に
ふ
さ
わ
し

(
C
o
r
p
o
r
a
t
e
 I
d
e
n
t
i
t
y
)

を
躇
E

築
す
る
に
当
た
っ
て
、
新
し
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
た
。

人
事
部
は
従
来
、
総
務
部
内
の
一
課
て
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
、
新
し
く

―
つ
の
部
と
し
て

独
立
し
た
。

本
編
て
は
、
未
だ
人
事
制
度
に
つ
い
て
は
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
て
、
こ
こ
て
、
昭
和
三
十
年
以
降
の

人
事
制
度
に
つ
い
て
、
①

一
般
的
事
項
と
、
②
賃
金
制
度
と
に
分
け
て
そ
の
主
だ
っ
た
項
目
を
列
挙
す
る
。

①
一

般
的
事
項

ぃ
C
I

し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
が

し
た
。

バ
ッ
ジ
侃
用
内

令住友林業
新しいロ コマーク
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昭
和
五
十
年

昭
和
四
十
九
年

昭
和
四
十
七
年

昭
利
四
十
六
年

昭
和
四
十
四
年

昭
和
四
十
二
年

昭
和
三
十
九
年

昭
和
三
十
八
年

昭
和
三
十
七
年

昭
和
三
十
六
年

昭
和
三
十
五
年

昭
和
三
十
四
年

施
（
七
ー
九
月
に
三
日
間
）
。

年） 四
月
、
就
業
規
則
に
定
年
延
長
規
定
追
加
（
満
五
五
歳
定
年
を
一

i
―
一
年
延
長
）
。

七
月
、
外
国
滞
在
者
待
遇
基
準
、
外
国
出
張
旅
費
支
給
甚
準
制
定
。
九
月
、
女
子
高

四
月
、
東
京
時
差
出
勤
開
始
（
九
時
i
一
七
時
↓
九
時
一

0
分
ー
一
七
時
一

0
分）。

七
月
、
提
案
制
度
実
施
。

八
月
、
身
分
制
度
改
定
（
準
社
員
↓
社
員
、
補
員
↓
支
店
社
員
、
雇
員
↓
支
店
社
員

．
雇
員
、
東
京
、
大
阪
の
特
例
女
子
補
員
↓
社
員
）
。
十
二
月
、
住
宅
積
立
金
制
度

実
施
（
会
社
預
金
制
度
の
一
部
）
。

四
月
、
社
員
登
用
制
度
実
施
（
男
子
支
店
社
員
↓
社
員
）
。

一
月
、
東
京
都
木
材
健
康
保
険
組
合
に
加
入
。
九
月
、
海
外
旅
費
規
定
制
定
。

二
月
、
適
格
年
金
制
度
採
用
（
退
職
金
の
一
部
に
つ
い
て
十
年
年
金
）
。

三
月
、
賞
与
年
間
協
定
実
施
（
六
月
仮
払
い
、
十
二
月
精
算
）
。
六
月
、
格
付
苦
情

処
理
委
員
会
規
則
制
定
。
十
一
月
、
特
別
嘱
託
制
度
実
施
（
五
五
歳
定
年
後
一
ー
ニ

年
）
。
十
二
月
、
支
店
社
員
の
諸
待
遇
引
き
上
げ
、
社
員
化
を
促
進
。

六
月
、
土
曜
休
暇
制
度
実
施
（
月
一
回
）
。

六
月
、
土
曜
休
暇
制
度
改
定
（
月
二
回
）
。
十
二
月
、
嘱
託
再
雇
用
制
度
実
施
（
ニ

五
月
、

土
曜
休
H
制
度
実
施
（
第
一
、
第
三
土
曜
日
）
。
八
月
、
夏
季
休
暇
制
度
実

二
月
、
管
理
職
給
与
カ
ッ
ト
（
三
1
七
％
）
。
五
月
、
支
店
社
員
の
社
員
登
用
完
了
。

六
月
、
土
曜
日
休
日
制
度
実
施
（
完
全
週
休
二
日
制
に
移
行
、
平
H
の
就
業
時
間
七

卒
支
店
社
員
の
特
例
扱
い

（
特
例
支
店
社
員
制
度
）
。
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昭
和
五
十
八
年

三
月
、
職
能
等
級
に
資
格
呼
称
新
設
（
役
職
と
資
格
の
分
離
）
。

昭
和
五
十
年
四
月
、

一
般
社
員
職
能
給
制
度
廃
止
。

昭
和
四
十
四
年
四
月
、

一
般
社
員
職
能
給
制
度
実
施
。

参
事
↓
十
級
制
）
。

昭
和
四
十
三
年

昭
和
三
十
二
年

②
賃
金
制
度

昭
和
六
十
二
年

七
月
、

昭
和
六
十
一
年

昭
和
六
十
年

昭
和
五
十
九
年

昭
和
五
十
八
年

昭
和
五
十
七
年

昭
和
五
十
六
年

昭
和
五
十
五
年

昭
和
五
十
―
一
年

時
間
↓
七
時
間
一
五
分
）
。
十
二
月
、
管
理
職
給
与
カ
ッ
ト
中
止
。

四
月
、
人
事
部
新
設
。

四
月
、
定
年
延
長
（
五
六
歳
、
嘱
託
再
雇
用
二
年
）
。
十
月
、
定
年
退
職
金
年
金
化

四
月
、
定
年
延
長
（
五
七
歳
、
嘱
託
再
雇
用
一
年
）
。

四
月
、
定
年
延
長
（
五
八
歳
、
嘱
託
再
雇
用
な
し
）
。
六
月
、
社
員
持
株
会
発
足
。

四
月
、
定
年
五
八
歳
、
嘱
託
再
雇
用
一
年
。

四
月
、
定
年
五
八
歳
、
嘱
託
再
雇
用
二
年
。

六
月
、

S
R
提
案
制
度
実
施
、

S
R
推
進
委
員
会
設
置
。

四
月
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
。

一
般
職
を
総
合
職
に
変
更
。
十
月
、
住
友
林
業
ホ
ー
ム
を
合
併
。

四
月
、
管
理
職
資
格
制
度
実
施
（
参
与
、
参
事
、
主
事
、
主
事
補
、
こ
れ
以
前
は
職

務
手
当
等
級
区
分
一
ー
十
級
の
み
）
。

四
月
、
管
理
職
社
員
に
対
す
る
職
能
分
類
制
度
実
施
（
参
与
、
副
参
与
、
参
事
、
副

（
甲
年
金
、
乙
年
金
）
。
十
二
月
、
提
案
制
度
再
開
。
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行
っ
た
。
発
行
額
は
三

0
0
0万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン

①
第
一
回
目
の
転
換
社
債
の
発
行
と
買
戻
し
償
却

業
に
と
っ
て
条
件
選
択
の
余
地
も
大
き
か
っ
た
。

調
達
が
可
能
て
あ
っ
た
。
ま
た

に
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

経
理
・
財
務

昭
和
五
十
五
年
三
月
、
資
金
の
需
要
予
測
や
そ
の
調
逹
な
ど
、
財
務
管
理
面
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、

経
理
部
を
財
務
部
と
改
称
し
た
。
こ
の
期
間
の
同
部
の
活
動
は
、
既
に
第
二
章
第
一
節
て
も
触
れ
た
と
お

り
、
何
と
い
っ
て
も
ま
ず

「外
債
の
発
行
」
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
て
は
、

資
本
の
調
達
と
運
用

高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
に
産
業
構
造
が
変
化
す
る
と
、
企
業
は
高
コ
ス
ト
の
銀
行
か
ら
の
資
金
調
達

か
ら
、
自
己
資
本
の
充
実
に
よ
る
資
金
調
逹
へ
と
傾
斜
し
て
い
っ
た
。

昭
和
五
十
五
年
の
外
国
為
替
管
理
法
の
緩
和
は
、
こ
の
よ
う
な
資
金
調
達
構
造
の
変
化
を
さ
ら
に
加
速

さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
八

0
年
代
（
昭
和
五
十
五

1
平
成
元
年）

そ
れ
を
も
う
少
し
具
体
的

に
は
金
融
の
自
由
化
、
国
際
化

の
潮
流
と
、
平
成
元
年
(
-
九
八
九
）
末
ま
て
の
株
価
の
上
昇
基
調
の
中
て
わ
が
国
企
業
に
よ
る
海
外
て

の
起
債
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
こ
っ
た
。
外
債
は
国
内
債
に
比
較
し
て
発
行
手
続
き
が
簡
単
て
、
機
動
的
な
資
金

ス
イ
ス
フ
ラ
ン
市
場
や
ユ
ー
ロ
ド
ル
市
場
は
多
様
性
に
富
み
、
発
行
企

こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の
中
て
、

当
社
は
第
一
回
目
の
転
換
社
債
の
発
行
を
昭
和
五
十
三
年
十
月
に

（
約
三
六
億
円
）
て
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
当
社
の
業
況

は
五
十
四
年
九
月
期
て
当
期
利
益
が
一

―
億
円
、
前
年
対
比
て
は
か
な
り
改
善
傾
向
が
見
え
て
お
り
、
発
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U
S
ド
ル
）
と
連
続
し
て
社
債
を
発
行
し
た
。

②
第
二
回
目
以
降
の
株
式
へ
の
転
換

前
述
し
た
よ
う
に

一
几
八

0
年
代
は
企
業
の
株
が
ら
み
債
の
大
量
発
行
の
時
期
て
あ
っ
た
。
当
社
の
場

合
も
昭
和
五
十
四
年
八
月
第
二
回
債
（
転
換
社
債
三
0
0
0
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）
、

五
十
七
年
四
月
第
三

回
債
（
転
換
社
債
四

0
0
0
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）
、

五
十
八
年
六
月
第
四
回
債
（
転
換
社
債
四

0
0
0
万

ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）
、

五
十
九
年
四
月
第
五
回
債
（
転
換
社
債
二

0
0
0
万
U
Sド
ル
）
、
六
十
三
年
九
月
第

六
回
債

（
ワ
ラ
ン
ト
債

一
億
U
S
ド
ル
）
、
平
成
元
年
二
月
第
七
回
債
（
ワ
ラ
ン
ト
債

一
億
五

0
0
0
万

っ
た
。

あ
り
、
約
五
年
の
転
換
行
使
期
間
を
有
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
五
十
四
年
は
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の

始
ま
る
年
に
当
た
り
、

そ
の
後
日
本
経
済
は
構
造
変
革
期
に
突
入
し
長
い
不
景
気
の
時
代
と
な
る
。
そ
の

た
め
当
社
の
株
価
も
低
迷
し
、
買
人
償
却
を
行
う
五
十
六
年
十
月
ま
て
は
と
ん
ど
株
価
が
転
換
行
使
価
格

を
上
回
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
結
局
こ
の
償
却
時
ま
て
に
転
換
行
使
さ
れ
た
比
率
は

一
八
％
と
低
調
て
あ

第
一

回
債
の
株
式
転
換
価
格
は
九

0
七
円
て
あ
っ
た
。

こ
の
債
券
の
償
還
日
は
昭
和
五
十
九
年
三
月
て

行
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
ま
ず
ま
ず
の
時
期
て
あ
っ
た
。
五
十
三
年
九
月
末
当
時
、

そ
の
他
金
融
負
債
の

状
況
は
、
短
期
借
入
金
二
五

0
億
円
、
長
期
借
入
金
二
四
四
億
円
て
あ
り
、
総
資
産
残
高
が
九
九
七
億
円

て
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

当
時
と
し
て
本
件
発
行
に
よ
る
影
響
は
比
較
的
軽
微
な
も
の
て
あ
っ
た
。

こ

外
貨
建
て
転
換
社
債
は
発
行
時
に
為
替
リ
ス
ク
を
確
定
て
き
な
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
当
社
と
し
て

は
発
行
後
償
還
期
限
ま
て
に
発
行
時
の
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
・
円
の
相
場
に
お
い
て
、
円
高
に
な
れ
ば
発
行
し

た
債
券
を
買
い
戻
し
た
方
が
為
替
差
益
を
享
受
て
き
、
損
益
て
有
利
に
展
開
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ

こ
て
第

一
回
債
と
第
二
回
債
を
昭
和
五
十
六
年
六
月
に
残
存
発
行
額
全
額
を
買
い
戻
す
決
断
を
し
た
。

の
買
戻
し
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
は
約
八
億
四

0
0
0
万
円
の
為
替
差
益
を
得
る
こ
と
が
て
き
た
。

表 3-18 転換社債等の発行条件等一覧 （平成 5年 3月末現在）

回 発行年月
発行市場

金額 償還期限
株式転換 株転式換へ率の 年利息 資金の使途およぴ種類 予定価格

昭和 ユーロ 3,000万スイスフラン 昭和
907 18% 3%  運転資金I 53年I0月 転換社債 (35億5,900万円） 59年 3月

2 54年 8月 ユーロ 3、000万スイスフラン
59年 3月 572 0% 4. 75% 運転資金転換社債 (39億2,700万円）

3 57年 4月
ユーロ 4、000万スイスフラン

62年 9月 483 100% 6.75% 運転資金転換社債 (48億6,200万円）

4 58年 6月 ユーロ 4,000万スイスフラン
63年 9月 594 100% 3.63% 投融資資金転換社債 (45億900万円）

5 59年 4月 ユーロ 2、000万USドル
74年 9月 628 100% 3.88% 投融資資金転換社債 (44億4,600万円）

6 63年 9月
ユーロ 1億USドル 平成

I ,354 100% 5.13% 投運融転資資資金金ワラント債 (134億 I,500万円） 4年 9月

平成 ユーロ 1億I925億,040,03万95U万Sドル I ,497 100% 4.38% 投運融転資資資金金7 元年 2月 ワラント債 （円） 5年 2月
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た
数
少
な
い
債
券
の
一
っ
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
伴
い

い
わ
ゆ
る

「右
肩
上
が
り
」
の
株
価
形
成
も
過
去
の
神
話
と

第
一
回
債
を
発
行
し
た
昭
和
五
十
四
年
九
月
期
の
当
期
利
益
が
―
一
億
円
て
、
第
七
回
債
の
償
還
を
迎

え
た
平
成
五
年
三
月
期
の
利
益
が
一

0
五
億
円
と
、
急
成
長
と
の
言
葉
が
当
て
は
ま
る
ほ
ど
の
伸
長
を
続

け
て
い
た
の
て
、
株
価
も
転
換
価
格
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
第
三
回
債
以
降
の
社
債
に
お
い
て
は
転
換

行
使
権
が
は
ば
一

0
0％
近
く
行
使
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

さ
わ
し
い
増
資
と
い
う
資
金
調
達
を
行
っ
て
き
た
こ
と
に
な
っ
た
。

③
そ
の
後
の
資
本
の
調
達
・
運
用
状
況

そ
の
面
て
、
結
果
と
し
て
は
成
長
産
業
に
ふ

当
社
は
平
成
元
年
以
降
社
債
の
発
行
を
行
っ
て
い
な
い
。
昭
和
六
十
二
年
、
懸
案
て
あ
っ
た
住
友
林
業

ホ
ー
ム
と
の
合
併
が
行
わ
れ
た
が
、
合
併
以
前
の
資
金
構
造
は
典
型
的
な
商
社
型
て
売
上
古
向
拡
大
と
と
も

に
運
転
資
金
ニ
ー
ズ
の
発
生
す
る
構
造
て
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
販
売
先
は
個
人
施
主

て
あ
り
、
資
材
調
達
先
は
住
宅
部
材
メ
ー
カ
ー
を
中
心
と
す
る
企
業
て
あ
る
。
こ
の
資
金
構
造
転
換
に
よ

り
当
社
の
資
金
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
急
速
に
好
転
し
、
資
金
余
剰
構
造
と
な
っ
た
。

な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
、
期
限
を
迎
え
る
ワ
ラ
ン
ト
債
券
の
大
量
償
還
の
時
期
に
重
な
っ
た
。
投

資
家
の
購
入
し
た
ワ
ラ
ン
ト
の
多
く
が
紙
く
ず
同
然
に
な
っ
た
と
の
新
聞
記
事
報
道
が
散
見
さ
れ
た
時
期

て
あ
る
。
当
社
の
六
回
・
七
回
債
（
ワ
ラ
ン
ト
債
）

の
償
還
期
限
も
ま
さ
に
こ
の
バ
ブ
ル
崩
壊
の
時
期
に

当
た
っ
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
当
社
の
株
価
は
相
対
的
に
堅
調
て
、
ほ
ぼ
一

0
0％
の
行
使
が
行
わ
れ

ワ
ラ
ン
ト
投
資
家
の
損
失
を
問
題
視
し
た
日
本
証
券
業
協
会
は

「有
価
証
券
発
行
に
関
す
る
規
則
」
を

強
化
し
、
昭
和
六
十
二
年
に
は
社
債
発
行
に
伴
う
格
付
け
が
奨
励
さ
れ
、
六
十
三
年
に

C
P
(
C
o
m
 ,
 

m
e
r
c
i
a
l
 P
a
p
e
r
)
発
行
に
伴
う
格
付
け
の
取
得
が
義
務
化
さ
れ
た
。
そ
こ
て
当
社
と
し
て
も
資
金
ニ
ー

ズ
が
起
こ
っ
た
段
階
て
機
動
的
な
債
券
発
行
が
て
き
る
よ
う
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
直
接
金
融
へ
の
体
制
整
備
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を
行
っ
た
。

そ
の
第
一
が
平
成
三
年
に
日
本
公
社
債
研
究
所
お
よ
び

H
本
格
付
研
究
所
の
格
付
け
を
取
得
す
る
こ
と

て
あ
っ
た
。
当
社
の
場
合
、
平
成
一
一
年
に
東
証
上
場
を
行
い
、

は
ば
同
時
に
格
付
け
の
申
請
を
上
記
の
二

社
に
行
っ
た
。
そ
の
結
果
日
本
公
社
債
研
究
所
は
長
期
債
予
備
格
付
け

A
プ
ラ
ス
、

ま
た

H
本
格
付
研
究
所
は
長
期
債
予
備
格
付
け

A
、
C
P
格
付
け

J
ー

1
と
な
っ
た
。
こ
の
格
付
け
を
最

初
に
利
用
し
た
の
は
国
内
C
P
て
あ
り
、
平
成
三
年
に
輸
入
決
済
資
金
と
し
て
初
め
て

C
P
の
発
行
を
行

っ
た
。
こ
の
発
行
は
短
期
資
金
の
直
接
金
融
取
引
と
し
て
は
当
社
最
初
て
あ
っ
た
。

外
材
輸
入
と
為
替
リ
ス
ク

C
P
格
付
け

A
.
1
、

当
社
と
し
て
輸
入
原
価
お
よ
び
社
内
為
替
予
約
制
度
が
明
文
化
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十
二
年
の

「外

材
の
輸
入
原
価
算
出
要
領
」
制
定
か
ら
て
あ
る
。
そ
の
後
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

現
在
の
制
度
は
平
成
八
年
に
制
定
さ
れ
、
原
木
・
合
板
に
つ
い
て
は
社
内
予
約
に
よ
る
為
替
レ
ー
ト
に

よ
り
、
製
品
は
一
部
例
外
的
に
社
内
予
約
し
た
も
の
を
除
き
、
決
済
時
ス
ポ
ッ
ト
レ
ー
ト
に
よ
り
、
通
関

時
に
原
価
計
上
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
木
材
製
品
の
輸
入
販
売
て
は
為
替
変
動
に
よ
る
リ
ス
ク
の
回
避

が
大
命
題
て
あ
る
が
、
大
き
な
流
れ
と
し
て
は
、
為
替
リ
ス
ク
を
極
力
排
除
す
べ
く
為
替
予
約
に
よ
り
コ

ス
ト
を
確
定
し
、
同
時
に
顧
客
へ
の
売
価
も
確
定
す
る
方
法
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

管
理
部
は
、

事
務
、
経
営
計
画
、

「
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
」
、
人
事
部
の
給
与
一
括
本
社
支
払
シ
ス

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
最
新
の
情
報
機
器
」
を
利
用
し
て
の
、
社
内

昭
利
五
十
五
年
三
月
、
従
来
の
査
業
部
が
名
称
を
変
更
し
て
管
理
部
と
称
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
管
理
部
の
主
要
な
業
務
は
、
全
社
の
業
績
管
理
に
関
す
る
事
項
の
ほ
か
、
予
算
決
算
事
務
、
納
税

子
会
社
の
管
理
な
ど
、
企
業
に
と
っ
て
中
枢
神
経
と
も
い
え
る
機
能
を
果
た
す
部
門

て
は
あ
る
が
、
他
の
各
部
門
の
よ
う
に
自
ら
具
体
的
に
行
動
す
る
ケ
ー
ス
は
極
め
て
少
な
い
。

た
だ
、
当
社
の
情
報
処
理
の
「
シ
ス
テ
ム
」
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
部
が
主
体
的
な
立
場
て

関
わ
っ
た
事
項
て
あ
る
の
て
、

そ
の
点
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
く
。

こ
こ
て
情
報
処
理
と
い
う
の
は
、

外
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
処
理
の
仕
組
み
全
体
の
問
題
を
い
う
。
例
え
ば
、
既
に
そ
の
一
部
は
触
れ
て
き
た
と

お
り
、
山
林
部
の
デ
ー
タ
マ
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

テ
ム
、
財
務
部
の
支
払
手
形
本
社
一
括
賑
出
し
制
度
、
住
宅
事
業
部
の

C
A
D
.
C
A
M
シ
ス
テ
ム
な
ど

は
、
個
別
に
各
部
門
て
取
り
組
ん
て
き
た
も
の
て
あ
る
。

当
社
の
全
般
的
な
情
報
処
理
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
（
昭
和
五
十
ー
六
十
二
年
）
は
、
必
ず
し
も
進

ん
て
い
る
方
て
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
昭
和
六
十
一
年
二
月
に
は
、
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
加
入
し
、

杜
内
外
の
通
信
の
ス
ピ
ー
ド
化
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
っ
た
り
、
ま
た
、
同
年
七
月
に
は
、
従
来
外
部
の

機
関
を
利
用
し
て
い
た
「
中
央
情
報
処
理
機
能
」
を
自
ら
も
つ
こ
と
を
目
論
み
、
社
内
に
別
途
、
情
報
シ

ス
テ
ム
室
を
設
置
し
た
り
し
た
。
な
お
、

管
理
・
審
査

こ
の
情
報
シ
ス
テ
ム
室
は
そ
の
後
、
平
成
三
年
十
一
月
、
別
に
、

子
会
社
「
住
友
林
業
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
」
を
設
立
す
る
な
ど
し
て
本
格
的
な
情
報
処
理
事
業
に
取

＊
 

ス
タ
ー
ネ
ッ
ト

昭
和
六
十
二
年
四
月
に
主
と
し
て
住
友
関
連
会
社
の
出
資

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
高
速
デ
ジ
タ
ル
回
線
の
共
同
利
用
会
社

（
資
本
金
二
億

一
0
0
0
万
円）。
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て
き
た
。

審
査
部
は
昭
和
四
十
三
年
九
月
、
同
年
六
月
の
浜
田
産
業
の
倒
産
事
件
を
契
機
に
新
設
さ
れ
て
以
来
、

主
と
し
て
、
販
売
先
へ
の
信
用
取
引
の
審
査
管
理
と
そ
の
信
用
供
与
の
限
度
額
（
与
信
枠
）
の
策
定
を
主

要
業
務
と
す
る
部
署
て
あ
る
。
残
念
な
が
ら
五
十
年
に
は
四
国
の
塩
田
建
設
産
業
て
二
0
億
円
を
超
す
不

商
社
業
務
の
比
重
が
高
く
利
益
率
の
低
い
当
時
の
当
社
に
と
っ
て
、
下
手
を
す
る
と
自
ら
の
生
死
に
も

関
わ
る
よ
う
な
、
大
型
の
不
良
債
権
の
発
生
は
、
何
と
し
て
も
避
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
て
昭
和

五
十
三
年
二
月
に
は
、
同
部
が
中
心
と
な
っ
て
「
与
信
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
各
支
店
の
管
理

担
当
者
や
第
一
線
の
営
業
担
当
者
の
教
育
研
修
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
は
か
審
査
部
て
は
、
時
々

に
応
じ
て
、
与
信
枠
に
つ
い
て
の
職
務
権
限
の
見
直
し
な
ど
を
行
っ
た
り
し
て
不
良
債
権
の
防
止
に
努
め

良
債
権
の
発
生
に
見
舞
わ
れ
た
。
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新
規
に
設
立
ま
た
は
買
収
し
た
子
会
社
お
よ
び
関
連
会
社

第
四
章

当
社
の
関
係
す
る
、

ス
ミ
リ
ン
合
板
、

浜
田
産
業
、

子
会
杜
等

子
会
社
、
関
連
会
社
、
関
係
会
社
は
、
昭
和
五
十
年
(
-
九
七
五
）
几
月
に
は
、

ス
ミ
リ
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、

不
二
建
販
、

ス
ミ
リ
ン
木
材
、

ア
メ
リ
カ
住
友
林
業
、

ス
ミ
リ
ン
農
産
工
業
、
住
友
林
業
香
港
、
富
士
不
燃
建
材
工
業
、
大
阪
殖
林
の

―
一
社
て
あ
っ
た
も
の
が
、
六
十
年
九
月
に
は
三
五
社
を
数
え
る
ま
て
に
な
っ
た
。

K
T
I
社、

そ
こ
て
こ
こ
て
は
、
こ
れ
ま
て
の
記
述
の
中
て
は
ま
だ
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
子
会
社
、
あ
る
い
は
、
こ

の
期
間
中
に
大
き
く
変
化
し
た
子
会
社
な
ど
に
つ
い
て
の
概
要
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
こ
こ
て
い
う
子
会
社
お
よ
び
関
連
会
社
と
は
、
高
法
ニ
―
一

条
の
規
定
に
よ
り
、
当
社
が
、

の
株
式
の
過
半
数
を
所
有
す
る
も
の
を
子
会
社
、
五

0
％
以
下
二

0
％
以
上
を
所
有
す
る
も
の
を
関
連
会

社
と
す
る
。
ま
た
関
係
会
社
と
い
う
の
は
、

て
い
た
り
、
取
引
関
係
が
緊
密
て
融
資
を
行
っ
た
り
、
債
務
の
保
証
を
し
て
い
る
会
社
、
あ
る
い
は
人
材

を
派
遣
し
て
、
事
実
上
経
営
責
任
を
問
わ
れ
る
よ
う
な
間
柄
に
あ
る
会
社
の
こ
と
を
い
う
。

子
会
社
お
よ
び
関
連
会
社

①
浜
田
建
販

そ

子
会
社
、
関
連
会
社
て
は
な
い
が
、
株
式
の
一
部
を
保
有
し
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昭
和
六
十
年
四
月
、
新
居
浜
市
に
あ
る
当
社
所
有
山
林
の
一
部
を
ゴ
ル
フ
場
と
す
る
た
め
の
開
発
会
社

と
し
て
資
本
金
一
0
0
0
万
円
（
当
社
一
0
0
%
）
て
新
居
浜
市
に
新
設
。
六
十
二
年
九
月
、
「
滝
の
宮

⑥
河
之
北
開
発

昭
和
五
十
一
年
六
月
、
浜
田
産
業
（
当
社
の
子
会
社
）

0
万
円
（
浜
田
産
業
五
0
%
、
ダ
イ
ト
ー
興
産
三
一
％
、
当
社
一
九
％
）
て
新
設
。
六
十
二
年
九
月
現
在
、

資
本
金
二
0
0
0
万
円
(
1
0
0
％
浜
田
産
業
）
、
従
業
員
一
五
名
、
年
商
一
五
億
円
。

昭
和
五
十
六
年
七
月
、

の
二
次
加
工
品
販
売
を
目
的
に
資
本
金
二
0
0

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
事
業
（
日
曜
大
工
用
品
等
の
小
売
業
）

資
本
金
五
0
0
0
万
円
（
全
額
当
社
）
て
新
設
。
六
十
二
年
九
月
現
在
、
資
本
金
一
億
円
、
従
業
員
数
六

五
名
（
う
ち
出
向
者
三
名
）
、
年
商
約
三
0
億
円
、
店
舗
は
埼
玉
県
蓮
田
市
お
よ
び
久
喜
市
の
二
か
所
。

③
不
ニ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

昭
和
五
十
九
年
九
月
、
木
粉
と
塩
ビ
樹
脂
に
よ
る
合
成
木
材
の
開
発
を
目
的
に
資
本
金
五
0
0
0
万
円

（
当
社
八
一
％
、
住
友
建
設
一
九
％
）
て
新
設
。

④
ス
ミ
リ
ン

N
Z
社

(Sumirin
N
 N 
Ltd
.)
 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る

M
D
F
製
造
の
合
弁
事
業
推
進
の
た
め
資
本
金

九
月
現
在
、
資
本
金
九
億
一
七
0
0
万
円
（
当
社
一
0
0
%）。

昭
和
五
十
九
年
十
一
月
、
南
洋
材
資
源
の
確
保
を
目
的
に
資
本
金
一
億
円
（
当
社
五
一
％
、
現
地
法
人

リ
ブ
ナ
ン
・
ヒ
ジ
ョ
ー
社
四
九
％
）
て
新
設
。
本
社
、
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
。
六
十
二
年
九
月
現
在
、

従
業
員
一
名
（
出
向
）
、
年
商
三
二
億
円
（
原
木
仕
入
量
、
約
三
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
）
。

⑤
サ
ラ
ワ
ク
テ
ィ
ン
バ
ー
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

三
億
六
七
三
六
万
円
（
当
社
一
0
0
%
）
て

一
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ネ
ル
ソ
ン
市
に
新
設
。
六
十
二
年

昭
和
五
十
九
年
十
月
、

②
ト
ム
ハ
ウ
ス

へ
の
進
出
を
目
的
に
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加
工
品
へ
。
住
宅
部
材
の
集
成
材
（
階
段
、
カ
ウ
ン
タ
ー
等
）

へ
切
り
替
え
中
。
従
業
員
三
六
名
（
う
ち

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
新
設
。

カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
オ
ー
プ
ン
。
従
業
員
―

1
0名
（
う
ち
六
名
出
向
）
、
年
商
一
億
八

0
0
0

⑦
ス
ミ
リ
ン
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
名
古
屋

昭
和
六
十
一
年
四
月
、
住
宅
の
外
構
工
事
請
け
負
い
、

イ
ン
テ
リ
ア
商
品
の
販
売
を
目
的
に
資
本
金
一

⑧
S
F
C
I
T
社

(
S
F
C
Investment &
 T
r
a
d
i
n
g
 Pte
.
 Ltd.) 

昭
和
六
十
一
年
十
二
月
、
仲
介
貿
易
お
よ
び
金
融
業
を
目
的
に
資
本
金
三
六

0
0万
円
（
当
社
四
五
％
、

ス
ミ
リ
ン
ホ
ー
ム
ロ
ー
ン
四
五
％
、

②
ス
ミ
リ
ン
木
材
工
業

出
向
一
名
）
、
年
商
一
七
億
円
。

S
F
H
K
社
一

0
%）
て
、

資
本
金
、
事
業
目
的
な
ど
に
大
き
な
異
動
が
あ
っ
た
子
会
社

①
ア
メ
リ
カ
住
友
林
業

昭
和
六
十
一
年
、
所
期
の
目
的
（
原
木
の
仕
入
れ
お
よ
び
合
弁
事
業
な
ど
に
対
す
る
投
融
資
）
が
一
段

落
し
た
こ
と
、
ま
た
当
社
の
出
先
機
関
（
シ
ア
ト
ル
出
張
所
、

す
る
な
ど
の
た
め
、
同
社
を
清
算
し
解
散
し
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
出
張
所
）
と
業
務
も
重
複

昭
和
六
十
二
年
よ
り
人
員
の
削
減
を
図
り
（
約
三

0
%）
、
製
造
品
目
も
従
来
の
製
材
品
か
ら
高
度
の

0
0
0
万
円
（
当
社
六

0
%、
住
友
林
業
ホ
ー
ム
四
0
%）
て
新
設
。

万
円
。
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造）

昭
和
六
十
二
年
九
月
末
現
在
存
続
中
の
関
係
会
社
は
次
の
と
お
り
て
あ
っ
た
。

金
、
従
業
員
数
、
年
商
、
業
種
を
示
す
。

①
K
T
I
杜

(
P
.
T
.
 Ku

t
a
i
 T
i
m
b
e
r
 Indonesia) 

ち
出
向
者
七
名
）
、

三
五
億
五
二
0
0万
円
、
合
板
製
造
）

②
ス
ミ
リ
ン
農
産
工
業
（
三

0
0
0
万
円
、

③
富
士
不
燃
建
材
工
業
（
三
六

0
0
万
円
、

不
燃
建
材
製
造
）

④
新
南
開
発
（
四
八

0
0
万
円
、
五
名
（
う
ち
出
向
者

一
名）、

⑤
幸
浦
木
材
（
三
0
0
0
万
円
、

チ
ッ
プ
製
造
）

五
六
名
（
う
ち
出
向
者
三
名
）
、

⑥
本
庄
ホ
ー
ム
用
品
(
―

10
0
万
円
、
二
八
名
、

⑦
エ
ス
ト
ウ
ッ
ド
（
五

0
0
0
万
円
、
成
型
木
材
製
造
、

（五

0
0
0
万
円
、

―
―
一九
万
六

O
O
O
U
S
ド
ル
、
海
運

不
動
産
管
理
）

一
五
億
三
七
0
0
万
円
、

目
下
中
断
）

⑧
ス
ミ
リ
ン
サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー

⑨
南
隔
商
会
（
四

0
0
0
万
円
、
九
五
名
（
う
ち
出
向
者
一
名
）
、

サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
）

⑩
 G
r
e
e
n
 F
o
r
e
s
t
 N
 aniera S
A
 (三

―
一
万
U
S
ド
ル
、

一
名
（
う
ち
出
向
者
一
名
）

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
）

一
八
億
二
七
0
0
万
円
、
合
板
製

七
九

0
0
万
円
、
木
材
加
工
お
よ
び

―
一
億
八
五

0
0
万
円
、

土
壌
改
良
剤
・
き
の
こ
・
グ
リ
ー
ン
ギ
フ
ト
製
造
販
売
）

一
五
名

（
う
ち
出
向
者
五
名
）
、
六
億
八
四

0
0
万
円
、

昭
和
六
十
二
年
九
月
現
在
の
関
係
会
社

関
係
会
杜

（
一
四
億
四
三

0
0
万
円
、
八
六
一
名
（
う

）
内
は
順
に
資
本
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海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「

K
T
I
社
」
は
か

の
項
参
照
。

⑪
ダ
イ
ト
ー
興
産
（
五

0
0
万
円
、
不
動
産
業
）

⑫
成
田
地
所
（
五

0
0
万
円
、
不
動
産
業
）

①
大
進
建
材
（
そ
の
後
ス
ミ
リ
ン
サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー
に
合
併
）

②
大
阪
住
協
（
そ
の
後
住
協
へ
名
称
変
更
、

③
伊
丹
住
協
サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー

④
丸
佐
木
材
（
製
材
業
）

全
社
員
の
約
一
五
％
て
あ
っ
た
。

サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー
）

な
お
、
こ
れ
ら
の
子
会
社
等

へ
出
向
中
の
社
員
の
総
数
は
、
昭
和
六
十
二
年
九
月
現
在
、

こ
れ
ら
の
子
会
社
等
の
そ
の
後
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
巻
（
資
料
編
）

K
T
I
社
は
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
、
当
初
は
当
社
の
南
洋
材
原
木
の
調
達
お
よ
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
て

の
合
板
工
場
経
営
の
目
的
て
設
立
さ
れ
、

会
社
と
し
て
、

そ
の
他
当
期
間
中
に
関
与
し
た
会
社

業）

1
0
二
名
て

の
子
会
社
・
関
連
会
社

そ
の
後
お
よ
そ
三

0
年
間
に
わ
た
り
、
当
杜
の
子
会
社
、
関
係

そ
の
規
模
も
大
き
く
、
ま
た
当
社
へ
の
利
益
面
て
の
貢
献
も
極
め
て
大
き
な
も
の
て
あ
っ
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月
に
設
立
さ
れ
た
。

森
林
資
源
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

が
、
あ
え
て
そ
の
一
部
始
終
を
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
領
ボ
ル
ネ
オ
）

の

そ
し
て
、
同
社
を
取
り
巻
く
諸
々
の
出
来
事
は
、
先
進
国
て
あ
る
わ
が
国
が
、
資
源
国
、
発
展
途
上
国

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
未
開
地
域
に
お
い
て
、
幾
多
の
困
難
に
も
め
げ
ず
そ
の
資
源
（
単
に
原
木
と
い
う
意

味
に
と
ど
ま
ら
ず
労
務
等
を
含
め
て
）

の
活
用
を
図
り
な
が
ら
同
国
の
発
展
を
助
け
、
最
終
的
に
経
営
権

も
同
国
に
譲
り
渡
し
、
同
国
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、

し
か
も
伐
採
跡
地
に
は
熱
帯
林
再
生
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
な
ど
、
国
際
経
済
の
発
展
、
国
際
分
業
体
制
の
確
立
、
国
際
協
力
の
在
り
方

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
項
て
は
、
既
に
第
二
部
て
触
れ
て
き
た
こ
と
と
幾
分
重
複
す
る
点
も
あ
る

イ
フ
レ
コ
と
ス
ミ
フ
タ
ニ

戦
後
の
わ
が
国
の
経
済
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
昭
和
三
十
年
代
前
半
に
な
っ
て
、
折
か
ら
伸
び
つ

つ
あ
る
木
材
の
旺
盛
な
需
要
に
応
ず
る
た
め
、

に
甚
づ
き
、
内
外
の
期
待
を
集
め
て
、

そ
れ
ま
て
は
南
洋
材
の
産
地
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
サ
バ

な
ど
に
向
け
ら
れ
て
い
た
わ
が
国
の
官
民
の
目
が
、

そ
う
し
た
雰
囲
気
の
中
、
昭
和
三
十
四
年
五
月
、

カ
リ
マ
ン
タ
ン

わ
が
国
て
は
「
南
方
林
業
開
発
委
員
会
」
が
設
立
さ

れ、

H
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
同
に
よ
る
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
の
森
林
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
調
査
結
果

F
D
C
が
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
の
森
林
開
発
を
目
的
に
三
十
八
年
七

F
D
C
は
資
本
金
―
二
億
円
て
、
株
主
は
日
本
の
南
洋
材
輸
人
商
社
と
銀
行
、
木
材
輸
入
関
連
企
業
な

ど
二
八
社
て
、
事
業
と
し
て
プ
ル
フ
タ
ニ
と
生
産
分
与
方
式
に
よ
り
、
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
ヌ
ヌ
カ
ン
、

タ
ラ
カ
ン
、
ブ
ラ
ウ
、
サ
ン
ク
リ
ラ
ン
の
四
地
区
二
四

0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
を
開
発
し
よ
う
と
い
う

な
ど
の
面
て

典
型
的
な
モ
デ
ル
の
一
っ
て
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

*
2

プ
ル
フ
タ
ニ

(
P
E
R
H
U
T
A
N
I

ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
林
業
公
社

*
1
F
D
C
(
F
o
r
e
s
t
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
)
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
カ
リ
マ
ン
タ
ン
森
林
開
発
協
力
株
式
会

社
の
略
称
。
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よ
う
要
求
が
出
さ
れ
た
。

も
の
て
あ
っ
た
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に

F
D
C
の
生
産
分
与
方
式
に
よ
る
こ
の
事
業
は
結
果
的
に
う
ま
く
い
か
な
か

っ
た
。
事
業
開
始
当
初
の
ス
カ
ル
ノ
政
権
下
て
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
の
破
綻
、

統
領
の
失
脚
、

ス
ハ
ル
ト
大
統
領
へ
の
政
権
移
行
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
の
外
資
導
入
法
の
制
定
、

に
伴
う
生
産
分
与
方
式
の
廃
止
と
、
目
ま
ぐ
る
し
い
時
代
の
変
化
が
あ
り
、
ま
た

F
D
C
と
プ
ル
フ
タ
ニ

の
協
力
の
仕
組
み
自
体
に
も
問
題
が
あ
っ
て
、

一
方、

昭
和
四
十
二
年
の
外
資
導
入
法
の
公
布
以
来
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
森
林
資
源
に
内
外
の
目
が
注
が

れ
て
、
森
林
の
中
て
も
質
量
と
も
に
優
れ
た
プ
ル
フ
タ
ニ
の
林
区
は
、

F
D
C
が
早
急
に
開
発
に
培
手
し

な
い
と
林
区
の
確
保
が
危
う
い
雰
囲
気
と
な
っ
た
。
ま
た
、
外
資
法
の
公
布
に
よ
り
同
林
区
の
開
発
は
そ

れ
ま
て
の
生
産
分
与
方
式
に
代
わ
っ
て
合
弁
方
式
に
よ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
が
、

時
期
、
自
ら
林
区
を
開
発
す
る
資
金
的
な
余
力
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
て
手
を
挙
げ
た
の
が
住
友
林
業
、
住

（
ブ
ラ
ウ
地
区
）
、
安
宅
産
業
（
同
）
、
新
旭
川
木
材
（
サ
ン
ク
リ
ラ
ン
地
区
）
も
進
出
の
意
向
を
示
し
、

し
か
し
そ
の
後
、

希
望
五
社
の
交
渉
団
に
対
し
、

さ
ら
に
は
ス
カ
ル
ノ
大

F
D
C
は
丸
太
の
日
本
へ
の
輸
入
を
予
定
し
た
よ
う
に
は

F
D
C
に
は
こ
の

F
D
C
お
よ
び
合
弁
進
出
希
望
各
社
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
と
の
泥
沼
的
な
交
渉
に
足

を
踏
み
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
昭
和
四
十
四
年
三
月
、
折
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
訪
問
中
の
合
弁
進
出

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
か
ら
こ
の
プ
ル
フ
タ
ニ
／
F
D
C
の
事
業
に
付
帯
し
て

1
0
年
以
内
に
紙
パ
ル
プ
工
場
を
建
設
す
る
よ
う
要
求
が
あ
り
、

こ
の
五
社
が
合
弁
方
式
て
進
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
五
月
に
な
っ
て
、

プ
工
場
が
確
か
に
実
現
て
き
る
よ
う
、
設
立
予
定
の
窓
口
合
弁
会
社
は
一
社

(
L
e
g
a
l
B
o
d
y
)

に
限
る

友
商
事
の
住
友
グ
ル
ー
プ

（
サ
ン
ク
リ
ラ
ン
地
区
に
進
出
を
希
望
）
て
あ
る
。

じ
氏
。ヽ
レ

上
1

一
1

ーロ
糸
ノ

J

つ
づ
い
て
小
松
製
作
所

行
え
な
か
っ
た
。

こ
れ
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K
T
ー
社
の
設
立

こ
の
サ
ン
ク
リ
ラ
ン
林
区
を
引
き
継
い
だ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
林
区
権
者
か
ら
そ
の
請

負
業
者
を
通
じ
て
長
期
の
買
材
契
約
を
結
ぶ
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
長
期
購
入
材
が
、
住
友
林
業
が

輸
入
し
た
南
洋
材
の
う
ち
て
も
、
材
の
巨
大
さ
と
優
良
な
品
質
と
て
特
異
な
地
位
を
占
め
た

S
M
T
材
て

K
T
I
社
は
当
社
が
昭
和
四
十
五
年
九
月
に
、
当
時
丸
太
の
買
い
付
け
先
て
あ
っ
た

F
a
.
K
a
l
t
i
m
e
x
 

あ
る
。

友
林
業
は
そ
の
後
、

こ
の
よ
う
に
イ
フ
レ
コ

解
散
を
め
ど
と
す
る
残
務
整
理
を
決
め
た
の
て
あ
る
。

ス
を
受
け

一
方
て
、
日
本
側
の
動
き
と
し
て
、
後

H
設
立
予
定
の
窓
日
合
弁
会
社
へ
の
日
本
側
投
資
会
社
て
あ
る

イ
フ
レ
コ
が
昭
和
四
十
五
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
六
月
に
は
サ
ブ
ラ
イ
セ
ン
ス
方
式
に
よ
る
合
弁

の
基
本
契
約
（
仮
契
約
）
が
当
事
者
間
て
調
印
さ
れ
た
。
即
ち
、

プ
の
住
友
二
社
と
新
旭
川
と
が
、

み
て
の
契
約
て
あ
っ
た
。

っ
た
。

サ
ン
ク
リ
ラ
ン
地
区
進
出
希
望
グ
ル
ー

そ
れ
ぞ
れ
現
地
に
設
立
す
る
合
弁
会
社

(
S
U
M
I
H
U
T
A
N
I11
ス
ミ

フ
タ
ニ
と

S
H
I
N
H
U
T
 AN
I
 =
シ
ン
フ
タ
ニ
の
社
名
を
予
定
）
が
窓
口
合
弁
会
社
か
ら
サ
ブ
ラ
イ
セ
ン

こ
れ
に
よ
り
ブ
ラ
ウ
地
区
と
サ
ン
ク
リ
ラ
ン
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
事
業
を
行
え
る
仕
組

し
か
し
そ
の
後
も
窓
口
合
弁
会
社
の
設
立
の
諸
条
件
、

出
資
分
を
日
本
側
が
貸
し
付
け
る
か
贈
与
す
る
か
、

即
ち
両
国
の
出
資
比
率
、

さ
ら
に
は
経
営
の
主
導
権
を
ど
ち
ら
が
握
る
か
な
ど

困
難
な
交
渉
が
え
ん
え
ん
と
続
く
が
、
結
局
は
折
合
い
が
つ
か
ず
手
詰
ま
り
と
な
る
。
そ
し
て
つ
い
に
昭

利
四
十
七
年
十

一
月
の
イ
フ
レ
コ
の
取
締
役
会
に
お
い
て
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の

イ
フ
レ
コ
の
終
息
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

即
ち
こ
の
年
十
二
月
末
の
イ
フ
レ

コ
事
務
所
の
閉
鎖
、
事
務
所
人
員
の
解
雁
、

ス
ミ
フ
タ
ニ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
結
局
、

そ
し
て
翌
年
六
月

も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
住

*
2
S
M
T
材

ス
ン
プ
ル
マ
リ
社
が
出
材
す
る
原
木

*
1

イ
フ
レ
コ

(
I
F
R
E
C
O
)

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
森
林
開
発
株
式
会
杜
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設
立
当
初
の
合
弁
の
内
容
は
概
略
以
下
の
と
お
り
て
あ
っ
た
。

年
十
二
月
に
東
京
て
合
弁
協
定
が
調
印
さ
れ
た
。

J
a
y
a
社
（
以
下
K
a
l
t
i
m
e
x
11
カ
ル
テ
ィ
メ
ッ
ク
ス
社
と
略
す
）
と
の
間
て
設
立
し
た
合
弁
会
社
て
あ
る
。

当
初
は
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
ス
ブ
ル
地
区
の
森
林
開
発
を
目
的
に
設
立
し
た
会
社
て
あ
っ
た
が
、

こ
の
合
弁
会
社
は
早
い
時
期
に
合
板
製
造
を
主
体
と
す
る
木
材
加
工
分
野
に
も
進
出
し
、
当
社
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
お
け
る
拠
点
の
一
っ
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

設
立
の
発
端
は
、
昭
和
四
十
一
年
に
当
社
が
サ
マ
リ
ン
ダ
て
買
材
を
開
始
し
、

携
を
強
化
す
る
た
め
既
に
取
引
の
あ
っ
た
何
社
か
の
所
有
林
区
の
内
容
や
営
業
の
状
況
を
調
べ
た
こ
と
に

始
ま
る
。
調
査
の
結
果
、
林
区
の
内
容
や
経
営
者
の
資
質
な
ど
か
ら
当
社
が
連
携
強
化
の
相
手
と
し
て
選

ん
だ
の
が
カ
ル
テ
ィ
メ
ッ
ク
ス
社
て
あ
っ
た
。
同
社
の
社
長
は
A
d
j
i
R
u
s
t
a
m
 Effendi 
(
以
下
ル
ス
タ

ム
と
記
す
）
と
い
う
純
粋
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
て
あ
っ
て
、
当
時
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
を
舞
台
に
積
極
的
に

ク
ダ
ク
ダ
材
の
集
荷
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
後

そ
の
後
取
引
先
と
の
連

サ
マ
リ
ン
ダ
地
区
て
当
社
を
取
引
先
と
す
る
最
大
手
の
シ
ッ
パ
ー

て
あ
っ
た
。
た
だ
そ
の
時
期
、
同
じ
よ
う
に
木
材
を
扱
う
華
僑
系
の
強
大
な
資
本
に
押
さ
れ
て
経
営
に
破

当
社
は
同
社
が
所
有
す
る
林
区
権
の
う
ち
か
ら
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
合
弁
会
社
に
移
譲
す
る
こ
と
を
条

件
に
、
同
社
へ
の
資
金
援
助
を
約
束
し
た
。

が
結
ば
れ
る
が
、

か
く
し
て
ル
ス
タ
ム
社
長
の
来
日
を
待
っ
て
、
昭
和
四
十
四

そ
の
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
て
三
者
協
定
（
合
弁
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
、

そ
の
中
て
同
国
林
野
庁
か
ら
「
製
材
工
場
を
三
年
目
に
建
設
、

綻
が
生
じ
、
銀
行
へ
の
借
入
金
の
返
済
問
題
て
苦
境
に
立
っ
て
い
た
。

日
本
側
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
）

七
年
目
ま
て
に
素
材
生

産
量
の
六

0
％
を
加
工
す
る
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
」
の
条
件
が
つ
く
。
そ
し
て
こ
の
条
項
が
、

は
、
最
終
的
に
昭
和
四
十
五
年
九
月
同
国
法
務
大
臣
の
設
立
許
可
を
経
て
実
行
に
移
さ
れ
た
。

の
ち
に

合
弁
会
社
が
プ

ロ
ボ
リ
ン
ゴ
て
木
材
加
工
事
業
に
乗
り
出
す
伏
線
と
な
っ
た
。
そ
し
て
合
弁
会
社
の
設
立

昭和48年頃のスプル基地内のインドネシア人職員社宅

スプル林区
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お
よ
び
外
部
か
ら
雇
用
さ
れ
た
嘱
託
な
ど

こ
れ
が
年
々
増
加
し
て
、
三
年

ス
プ
ル
て
作
業
し
た
日
本
人
の
数
は
当
初
九
名
て
あ
っ
た
が

K
T
I
社
の
設
立
当
時
は
、

K
T
I
の
本
社
の
あ
る
サ
マ
リ
ン
ダ
は
木
材
ブ
ー
ム
に
わ
き
‘

河
を
八

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
さ
か
の
ば
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
戸
数
三

0
0
戸
の
寒
村
て
あ
っ
た
が
、
林
区
の

内
容
は
良
く
、
地
形
は
平
坦
て
機
械
て
の
丸
太
出
材
に
適
し
、
利
用
樹
種
の
蓄
積
は
平
均
し
て
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
た
り
八

0
立
方
メ
ー
ト
ル
て
、

そ
の
九

0
％
以
上
は
メ
ラ
ン
テ
イ

(11
ラ
ワ
ン

11
セ
ラ
ヤ
）
て
あ
っ

当
社
か
ら
の
要
員
の
第
一
陣
は
、
昭
和
四
十
五
年
六
月
に

H
本
を
出
発
し
た
。
当
社
か
ら
の
出
向
社
員

厳
し
い
自
然
条
件
の
中
、
民
家
を
借
り
上
げ
て
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
の
基
地
建
設
て
あ
っ
た
。

同
年
十
一
月
に
は
立
木
の
伐
採
を
開
始
し
、
昭
和
四
十
六
年
一
月
に
は

K
T
I
社
材
の
第
一
船
を
積
ん

だ
功
洋
丸
が
サ
マ
リ
ン
ダ
か
ら
日
本
に
向
け
て
出
航
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

K
T
I
社
は
初
年
度
か
ら
伐
採
事
業
を
順
調
に
進
め
、
丸
太
輸
出
鼠
の
実
績
は
初
年
度
（
昭
和
四
十
五

年
九
月
1
四
十
六
年
三
月
）
が
八
二

0
0立
方
メ
ー
ト
ル
て
あ
っ
た
が
、

目
に
は
政
府
か
ら
の
年
間
伐
採
許
容
鼠
て
あ
る
七
万
五

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、

―
一
万
三

0
0

>

J

o

 

f
 

の
木
材
積
取
船
が
一
〇
船
程
度
は
常
に
入
港
し
て
い
た
。

ス
ブ
ル
集
落
は
、
サ
マ
リ
ン
ダ
よ
り
マ
ハ
カ
ム

借
入
金

三

0
万
U
Sド
ル
て
日
本
側
か
ら
の
貸
し
付
け

U
Sド
ル
は
日
本
側
か
ら
の
貸
し
付
け
）

出
資
比
率

資
本
金

1
0
0
万
U
Sド
ル

コ
ミ
サ
リ
ス

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
対

H
本
11
三

0
対
七

0
（
た
だ
し
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
出
資
の
三

0
万

D
j
o
k
o
 P
r
a
w
i
r
o
 
(
社
長
の
父
親
）

社

長

Adji R
u
s
t
a
m
 Effendi 
副
社
長

合
弁
会
社
名

P
.
 T.
 Kutai T

i
m
b
e
r
 Indonesia 武

石
敬
伍
、

取
締
役

小
泉
浩

H
本
か
ら

;;:. 
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っ
て
い
る
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た
。

0
立
方
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
。
そ
の
た
め

K
T
I
社
は
伐
採
許
容
量
の
引
き
上
げ
の
申
請
を
し
た
。

K
T
I
社
が
初
年
度
か
ら
黒
字
と
な
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
即
ち
、
初
年
度
の
決
算
て
は
丸
太

生
産
数
量
が
八
六

0
0立
方
メ
ー
ト
ル
、
売
上
数
量
が
六
六

0
0立
方
メ
ー
ト
ル
て
、
純
益
は
三
一

七
万

ル
ピ
ア
（
約
八
四

O
O
U
Sド
ル
）
て
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
て
、

K
T
I
社
の
立
ち
上
が
り
の
こ
の
時
期
は
、

い
つ
つ
あ
る
時
期
て
あ
り
、

合
板
工
場
の
建
設

K
T
I
社
の
業
績
の
好
調
は
、
丸
太
の
輸
出
価
格
が
昭

ス
ブ
ル
林
区
の
高
い
立
木
蓄
積
、
平
坦
な

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
治
経
済
が
安
定
に
向
か

そ
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
政
府
が
外
資
を
優
遇
し
た
時
期
て
も
あ
る
。
こ
う

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
、
当
社
は
「
南
方
に
お
け
る
木
材
加
工
起
業
検
討
の
た
め
の
調
査
団
」
を
派
遣

し
、
木
材
加
工
業
の
立
地
と
し
て
東
部
ジ
ャ
ワ
の
プ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ
、
グ
レ
シ
ッ
ク
お
よ
び
東
カ
リ
マ
ン
タ

ン
の
サ
マ
リ
ン
ダ
の
三
か
所
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
種
条
件
か
ら
み
て
事
業
（
合
板
工
場
、
製
材

工
場
等
）
を
行
う
に
は
プ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ
が
最
適
と
の
調
査
団
の
報
告
が
な
さ
れ
、
翌
四
十
七
年
四
月
に
こ

当
社
が

K
T
I
社
の
木
材
加
工
の
場
所
に
選
ん
だ
プ

ロ
ボ
リ
ン
ゴ
は
、

当
時
人
口
が
約
八
万
人
て
東
部

ジ
ャ
ワ
の
米
や
農
産
物
の
集
散
地
と
し
て
栄
え
、
物
価
は
安
定
し
て
い
た
が
、

は
安
か
っ
た
。
ま
た
ジ
ャ
ワ
島
内
て
あ
る
た
め
道
路
も
鉄
道
網
も
比
較
的
整
備
さ
れ
て
い
て
、
水
源
地
は

あ
り
、
警
察
、
税
務
署
、
税
関
、

土
地
局
、
銀
行
な
ど
平
常
業
務
に
必
要
な
官
庁
や
そ
の
出
先
機
関
が
整

の
加
工
事
業
を

K
T
I
社
の
事
業
と
し
て
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

し
た
時
期
に

K
T
I
社
は
木
材
加
工
分
野
に
進
出
し
た
の
て
あ
る
。

地
形
と
、
伐
出
技
術
の
優
秀
さ
と
に
助
け
ら
れ
て
い
る
。

和
四
十
七
年
末
か
ら
大
幅
に
値
上
が
り
し
た
こ
と
も
あ
る
が

一
方
失
業
者
も
多
く
賃
金

プロポリンゴ市街
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は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
お
り

姿
勢
に
変
化
が
見
ら
れ
始
め
た
。

末
に
完
成
、
翌
年

一
月
か
ら
合
板
の
製
造
を
開
始
し
た
。

低
湿
地
に
あ
っ
た
た
め
、
貯
木
場
に
つ
い
て
は
浚
渫
を
、
工
場
敷
地
に
つ
い
て
は
埋
め
立
て
を
要
し
た
。

K
T
I
社
の
動
き
は
時
宜
を
得

*
1
 

こ
の
木
材
加
工
の
事
業
計
画
は
投
資
総
額
が
七

0
0
万

U
S
ド
ル
て
、

そ
の
内
訳
は
、
増
資
が
四
〇

0
万
U
S
ド
ル
、
融
資
が
三
0
0
万
U
S
ド
ル
て
あ
っ
た
。
原
木
消
費
鼠
が
月
間
六
三
0
0立
方
メ
ー
ト

ル
、
合
板
生
産
贔
が
月
間
二
七
万
枚
（
四
ミ
リ

x
四
尺

x
八
尺
換
算
）
て
あ
っ
た
。
ま
た
同
時
に

K
T
I

*
2
 

社
と
し
て
サ
マ
リ
ン
ダ
か
ら
プ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ
ま
て
の
原
木
運
搬
船
（
内
航
船
）
の
購
入
も
決
め
た
。

貯
木
場
お
よ
び
工
場
の
敷
地
は
プ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ
港
湾
局
か
ら
の
借
地
て
あ
っ
た
。

シ
ア
政
府
に
、
森
林
や
木
材
関
連
の
許
可
案
件
に
つ
い
て
は
単
な
る
森
林
の
伐
採
や
製
材
だ
け
の
も
の
は

抑
制
し
、
合
板
ほ
か
の
高
度
な
木
材
加
工
に
移
行
さ
せ
る
動
き
が
あ
り
、

た
も
の
と
な
っ
た
。

工
場
の
建
設
工
事
は
概
し
て
順
調
に
進
ん
だ
が
、
貯
木
場
も
工
場
敷
地
も
海
岸
沿
い
の
波
に
洗
わ
れ
る

ま
た
地
盤
の
関
係
て
工
場
敷
地
に
は
シ
ー
ト
パ
イ
ル
打
ち
を
必
要
と
し
た
。
建
設
工
事
は
昭
利
四
十
九
年

K
T
I
社
が
合
板
工
場
の
建
設
に
励
ん
て
い
た
昭
和
四
十
九
年
、

対
し
反
日
デ
モ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
て
は
日
系
企
業
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
が
焼
き
打
ち
に
あ
う

と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
先
に
外
資
導
人
法
に
よ
り
外
資
を
招
き
入
れ
た
も
の
の
、

こ
れ
ら
外
資
企
業
は
華
僑
と
結
び
、
利
益
を
得
る
も
の
は
ほ
ん
の

一
握
り
の
人
々
て
、
国
内
の
貧
富
の
差

た
も
の
て
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
動
き
も
あ
っ
て
、

こ
の
年

一
月、

ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
外
資
に
対
す
る

ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
問
し
た
日
本
の
田
中
角
栄
首
相
に

こ
の
こ
と
に
対
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
衆
の
失
望
と
怒
り
が
爆
発
し

こ
の
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
外
資
導
入
に
対
し
て
と
っ
た
方
策
は
、
合

弁
企
業
に
華
僑
よ
り
も
純
粋
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
優
先
す
る
民
族
資
本
擁
護
、
外
資
側
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ

こ
の
こ
ろ
イ
ン
ド
ネ

*
1

投
資
総
額
の
内
訳

増
資
の
四

0
0
万
U
S
ド
ル
に
つ
い
て
は
、
う
ち
二
八
〇

万
U
S
ド
ル
が
住
友
林
業
の
払
い
込
み
、
ニ
―

0
万
U
S
ド

ル
が
ル
ス
タ
ム
か
ら
の
払
い
込
み
て
、
こ
の
分
は
住
友
林
業

か
ら
の
貸
し
付
け
。
融
資
の
一―
10
0
万
U
S
ド
ル
は
住
友
林

業
か
ら
の

K
T
I
社
に
対
す
る
貸
し
付
け
て
あ
る
。

*
2

原
木
運
搬
船
の
購
入

当
時
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
に
原
木
輸
送
に
あ
て
得
る
内
航

船
が
な
く
、
原
木
の
安
定
供
給
の
た
め
に
は
自
社
て
船
を
も

つ
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
て
尾
道
市
の
久
福
汽
船
よ
り
三
五

一
八
ト
ン
の
中
古
船
を
購
入
し
、
「
ク
タ
イ
ラ
ヤ
ー
号
」
と

命
名
し
た
。
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方
式
）
に
よ
る
も
の
て
あ
っ
た
。

ア
側
へ
の
合
弁
会
社
の
株
式
持
ち
分
の
移
転
の
促
進
、
外
資
を
認
め
な
い
業
種
の
拡
大
、
合
弁
会
社
に
勤

当
社
が
ま
ず
対
応
し
た
こ
と
は
持
ち
株
の
移
転
の
促
進
て
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
毎
年
K
T
I
社
の
上

げ
る
利
益
に
応
じ
た
率
て
株
式
を

H
本
側
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
に
移
譲
し
て
い
き
、
昭
和
五
十
五
年
に

は
少
な
く
と
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
対

H
本
側
の
比
率
が
五
一
対
四
九
に
な
る
よ
う
に
し
、
最
終
的
に
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
側
を
六

0
％
ま
て
に
す
る
案
を
整
え
、
こ
れ
を
同
国
の
林
野
庁
に
提
出
、
了
承
を
得
た
。

こ
こ
て

K
T
I
製
品
の
販
売
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

し
た
合
板
の
販
売
を
開
始
し
た
時
期
は
、
折
悪
し
く
価
格
が
値
下
が
り
し
た
と
き
て
あ
っ
た
。
そ
こ
て

K

T
I
社
は
合
板
の
二
次
加
工
を
早
い
時
期
か
ら
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
五
十
一
年
に
プ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ

工
場
て
設
備
を
追
加
し
、
チ
ー
ク
突
板
合
板
と
プ
リ
ン
ト
合
板
の
生
産
を
開
始
し
た
の
は
こ
う
し
た
経
緯

か
ら
て
あ
る
。
た
だ

K
T
I
社
の
初
期
の
生
産
、
販
売
の
主
体
は
依
然
普
通
合
板
て
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の

時
期
は
、

日
本
て
の
市
況
も
さ
え
ず
、
輸
出
は
せ
ず
に
内
需
販
売
に
専
念
し
た
。

そ
の
後
昭
和
五
十
三
年
に
な
っ
て
、
普
通
合
板
の
生
産
量
が
月
三
八
万
枚
に
達
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

輸
出
も
考
慮
に
入
れ
、
ま
た
増
大
す
る
需
要
に
応
ず
る
た
め
ロ
ー
タ
リ
ー
レ
ー
ス
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、

ト
プ
レ
ス
等
の
増
設
を
検
討
、

K
T
I
社
が
昭
和
五
十
年
の
一
月
に
自
ら
生
産

ホ
ッ

五
十
五
年
初
め
に
生
産
能
力
五

0
％
ア
ッ
プ
の
増
設
工
事
を
実
施
、
五
十

九
年
一
月
に
も
プ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ
合
板
工
場
は
輸
出
を
指
向
し
設
備
の
更
新
を
行
っ
た
。

一
方
、
原
木
の
方
は
、
ス
ブ
ル
林
区
か
ら
の
出
材
は
相
変
わ
ら
ず
順
調
て
あ
っ
た
が
、
林
区
の
蓄
積
の

先
行
き
が
心
配
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
二
つ
の
林
区
を
ブ
ラ
ヤ
ン
河
の
上
流
に
手
当
て
し
、
こ
の
二

つ
の
林
区
を
管
轄
す
る
た
め
の
タ
バ
ン
事
業
所
を
設
け
た
。
作
業
は
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
方
式
（
請
負
作
業

こ
の
二
つ
の
林
区
は
サ
ム
フ
ォ
ー
デ
コ
社

(
S
a
m
f
o
d
e
c
o
)
林
区
（
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
ベ
ゲ
ン

務
す
る
外
国
人
の
入
国
規
制
な
ど
て
あ
る
。

KTI社プロポリンゴ合板工場全景
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社

(
B
e
n
g
e
n
)
林
区
（
一
万
八

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
て
あ
り
、
当
初
予
定
し
た
出
材
量
は
両
林
区
合

わ
せ
て
一
四
万
四

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
／
年
て
あ
っ
た
。

の
は
困
難
て
あ
っ
た
（
ち
な
み
に
昭
和
五
十
三
年
十
月
1
五
十
四
年
六
月
の
運
材
実
績
は
月
平
均
三
九
〇

0
立
方
メ
ー
ト
ル
て
あ
る
）
。
結
局
タ
バ
ン
事
業
所
は
作
業
の
改
善
が
て
き
な
い
ま
ま
、

タ
バ
ン
て
の
作
業
が
失
敗
し
た
原
因
の
一
っ
に
こ
の
林
区
の
地
形
が
あ
げ
ら
れ
る
。
地
形
が
急
峻
な
た

め
林
道
建
設
が
難
し
く
、

た
。
ま
た
渇
水
期
に
は
川
の
水
位
が
極
端
に
下
が
っ
て
筏
曳
航
に
も
影
響
し
、
部
品
や
燃
料
の
在
庫
も
通

の
原
木
供
給
問
題
か
ら
、

株
式
の
譲
渡

そ
の
た
め
運
材
作
業
が
雨
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
集
材
作
業
が
困
難
て
あ
っ

こ
の
タ
バ
ン
林
区
の
閉
鎖
と
来
た
る
べ
き
ス
ブ
ル
終
山
後
の
プ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ
へ

昭
和
五
十
六
年
以
降
、

提
携
の
相
手
と
し
て
候
補
に
あ
が
っ
た
の
が
、

T
.
 

R
i
m
b
a
 N
u
s
a
n
t
a
r
a
)
 

こ
の
案
件
に
は
当

し
か
し
、
実
際
に
は
予
定
生
産
量
に
達
す
る

五
十
七
年
初
頭

K
T
I
社
の
株
式
を
第
三
者
に
移
譲
し
、
外
部
と
業
務

ア
ス
ト
ラ
社
と
当
社
と
の
関
係
は
、
ア
ス
ト
ラ
社
の
関
係
会
社
て
あ
る
リ
ン
バ
・
ヌ
サ
ン
タ
ラ
杜
(
P
.

に
対
し
、
当
社
が
昭
和
五
十
二
年
四
月
に
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
九
万
五

0
0

0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
林
区
を
対
象
に
、
買
材
の
た
め
の
融
資
を
実
施
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
次
い
て
五
十
四

年
、
同
社
か
ら
合
板
工
場
の
建
設
に
関
し
て
の
協
力
要
請
が
あ
っ
て
、
当
社
が
こ
れ
に
応
じ
た
こ
と
か
ら

関
係
が
深
ま
っ
た
。
な
お
こ
の
合
板
事
業
は
の
ち
に
同
じ
ア
ス
ト
ラ
社
の
関
係
会
社
て
あ
る
ス
マ
リ
ン
ド
・

レ
ス
タ
リ
・
ジ
ャ
ヤ
社
(
P
.
T. S
u
m
a
r
i
n
d
o
 Lestari J
a
y
a
)
 
に
よ
り
実
現
す
る
。

社
は
ロ
ー
ン
供
与
や
技
術
お
よ
び
販
売
面
て
の
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
次
い
て
ア
ス
ト
ラ
社
の
二
番
目
の

提
携
し
よ
う
と
の
動
き
が
起
こ
っ
て
き
た
。

常
以
上
に
必
要
と
し
た
。

に
閉
鎖
し
た
。

*

1

*

2

 

ア
ス
ト
ラ
社
と
イ
ン
フ
タ
ニ
て
あ
る
。

*
1

ア
ス
ト
ラ
社

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
橋
の
グ
ル
ー
プ
て
、
ス
カ
ル
ノ
政
権
末

期
に
オ
ラ
ン
ダ
に
「
A
S
T
R
A
J
を
設
立
。
ス
ハ
ル
ト
政
権

成
立
と
と
も
に
物
資
の
輸
入
枠
の
確
保
お
よ
び
払
い
下
げ
て

成
長
。
昭
和
三
十
二
年
A
s
t
r
a
International 
Inc. を
設

立
。
ア
ス

ト
ラ
は
ト
ヨ
タ
、
フ
ジ
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
、
小
松
製
作

所
等
と
手
広
く
合
弁
事
業
を
営
ん
て
い
た
。

*
2

イ
ン
フ
タ
ニ

(
I
N
H
U
T
A
N
I
)

既
に
述
べ
た
よ
う
に

F
D
C
に
よ
る
生
産
分
与
方
式
て
の

カ
リ
マ
ン
タ
ン
開
発
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
相
手
は
プ
ル

フ
タ
ニ
て
あ
っ
た
が
、
プ
ル
フ
タ
ニ
が
そ
の
後
改
組
さ
れ
、

カ
リ
マ
ン
タ
ン
は
か
の
外
領
を
管
轄
す
る
イ
ン
フ
タ
ニ
と
、

ジ
ャ
ワ
島
の
主
と
し
て
チ
ー
ク
を
管
轄
す
る
プ
ル
フ
タ
ニ
に

分
け
ら
れ
た
。
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株
一

0
0
0株
を
ア
ス
ト
ラ
社
の
要
求
て
買
い
戻
す
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
そ
の
後
、
昭
和
六
十
二
年
に
当
社
（
香
港
）
は

合
板
工
場
に
つ
い
て
も
当
社
は
同
様
の
援
助
と
協
力
を
行
っ
た
。
即
ち
、

社

(
P
.
T
.
 

R
i
m
b
a
 L
a
p
i
s
 P
e
r
m
a
i
)

に
よ
る
、
三
尺
X
六
尺
サ
イ
ズ
合
板
を
製
造
す
る
日
本
向
け
の

工
場
へ
の
協
力
て
あ
る
。

リ
ン
バ
・
ラ
ビ
ス
・
プ
ル
マ
イ

と
こ
ろ
て
先
に
述
べ
た

K
T
I
社
の
外
部
提
携
に
つ
い
て
は
、
当
初
ア
ス
ト
ラ
社
と
経
営
権
移
譲
を
前

提
に
話
を
進
め
、
株
式
の
譲
渡
価
格
、
譲
渡
株
式
数
ほ
か
の
具
体
的
な
条
件
を
詰
め
た
が
、

側
の
基
本
的
な
態
度
に
疑
問
が
生
じ
、
途
中
て
イ
ン
フ
タ
ニ
と
の
交
渉
に
切
り
替
え
た
。

イ
ン
フ
タ
ニ
の
場
合
は
、

そ
の
原
木
供
給
力
に
強
い
期
待
が
あ
っ
た
が
、
交
渉
過
程
て
や
は
り
原
木
供

給
て
予
期
し
た
は
ど
の
見
込
み
が
な
い
と
い
う
こ
と
て
ア
ス
ト
ラ
社
と
の
交
渉
が
再
開
さ
れ
た
。
結
局
、

昭
和
五
十
八
年
五
月
に
、

約
束
て
、

こ
と
て
、

立
や
、

ア
ス
ト
ラ
社

K
T
I
社
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
ア
ス
ト
ラ
社
側
が
原
木
を
供
給
す
る
と
い
う

カ
ル
テ
ィ
メ
ッ
ク
ス
社
と
当
社
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
株
の
う
ち
か
ら
半
分
ず
つ
を
出
し
あ
う

ア
ス
ト
ラ
社
に
対
し

K
T
I
社
の
株
の
二

0
%
（
1
0
0
0株
）
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
し
た
。

は
七
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、

一
度
譲
渡
し
た
ア
ス
ト
ラ
社
の

K
T
I
社
の

ア
ス
ト
ラ
社
と
の
株
の
や
り
と
り
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
昭
和
五
十
九
年
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
合
板
業

界
に
大
き
な
動
き
が
あ
り
、
す
べ
て
の
合
板
工
場
の
グ
ル
ー
プ
化
が
図
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、
合
板
工
場

K
T
I
社
は
そ
の
中
て
第
七
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
化
の
目
的
は
、
海
外
合
板
市
場
の
安
定
化
、
合
板
メ
ー
カ
ー
同
士
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
防
止
、

政
府
の
行
政
指
導
体
制
の
確
立
の
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
動
き
が
の
ち
の
ア
プ
キ
ン
ド
の
設

ア
プ
キ
ン
ド
を
通
じ
て
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
同
国
合
板
輸
出
の
規
制
や
指
導
体
制
に
つ
な
が

る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
て
、

K
T
I
社
は
生
産
品
目
の
多
様
化
を
図
る
た
め
、
昭
和
五
十
九
年

一
月
の
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設
備
更
新
に
続
き
、
六
十
一
年
、
米
国
向
け
三
ミ
リ

x
四
尺

x
八
尺
サ
イ
ズ
合
板
の
た
め
の
ベ

ニ
ア
・
コ

ン
ポ
ー
ザ
ー
と、

日
本
向
け
三
尺

x
六
尺
サ
イ
ズ
・
フ
ロ
ア
合
板
の
た
め
の
ホ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
を
増
設
し

た
。
そ
し
て
平
成
四
年
、
天
然
木
の
化
粧
貼
合
板
に
加
え
て
新
た
に
木
材
加
工
部
門
を
設
け
、

は
集
成
材
工
場
を
建
設
、
六
年
か
ら
は
メ
ル
ク
シ
マ
ツ
の
集
成
材
事
業
を
開
始
し
た
。

以
上
に
よ
り
製
造
品
目
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

て
は
フ
リ
ー
ボ
ー
ド
、
階
段
材
、

と
し
て
は

ニ
ャ
ト
ー
の
ド
ア
・
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
や
テ
ー
ブ
ル
・
ト
ッ
プ
用
、

*
2
 

さ
ら
に
は
パ
ラ
ビ
の
モ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
加
工
に
よ
る
欧
州
向
け
壁
板
な
ど
の
内
装
材
が
加
わ
っ
た
。
ま
た

長
尺
合
板
（
ス
カ
ー
フ
・
ジ
ョ
イ
ン
ト
）

突
板
（
フ
ァ
ン
シ
ー
）

当
社
は
、
住
友
林
業
（
香
港
）
が
ア
ス
ト
ラ
社
か
ら
買
い
戻
し
た

一
0
0
0株
を
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
法
人
て
あ
る
サ
ン
グ
ラ
ハ
・
ア
ン
デ
ィ
カ
社

(
P
.
T. S
a
n
g
g
r
a
h
a
 A
n
d
h
i
k
a
、
以
下

た
も
の
の

B
k
P
M

っ
た
た
め
、

に
売
却
す
る
。
住
友
林
業
（
香
港
）

は、

K
T
I
社
の
株
二
0
％
を
買
い
戻
し

．

（
投
資
調
整
機
構
11
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
投
資
委
員
会
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
企
業
を
探
し
て
こ
こ
に
譲
渡
し
た
も
の
て
あ
る
。
次
い
て
平
成
二
年
五

月
、
合
弁
設
立
以
来
の
相
手
て
あ
る
ル
ス
タ
ム
氏
と
そ
の
所
有
会
社
て
あ
る
カ
ル
テ
ィ
メ
ッ
ク
ス
社
が
保

サ
ン
グ
ラ
ハ
社
と
略
す
）

か
ら
の
許
可
が
得
ら
れ
な
か

木
材
加
工
品

五
四

0
立
方
メ
ー
ト
ル

昭
和
六
十
三
年
に

（
五
％
）

四
三
七
立
方
メ
ー
ト
ル

（
四
％
）

四
0
0立
方
メ
ー
ト
ル

（
四
％
）

合
板

九
0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル

（
八
七
％
）

な
お
、

K
T
I
社
の
平
成
五
年
十
月
現
在
の
販
売
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
て
あ
る
。

キ
ン
ド
の
規
制
に
関
連
し
た
も
の
て
あ
る
。

平
成
五
年
か
ら
は
長
尺
合
板
の
生
産
を
開
始
し
て
い
る
が

こ
の
品
目
の
製
造
を
開
始
し
た
動
機
は
ア
プ

ソ
リ
ッ
ド
・
ラ
ミ
ネ
ー
ト
、

カ
ウ
ン
タ
ー
、
家
具
、
造
作
用
な
ど
て
、
ま
た
天
然
木
加
工
の
集
成
材

メ
ル
ク
シ
マ
ツ
の
集
成
材
製
品
と
し

翌
五
年
に

*
1

ニ
ャ
ト
ー

(
N
y
a
t
o
h
)

ア
カ
テ
ツ
科
の
樹
種
の
う
ち
、
桃
色
、
赤
色
を
呈
す
る
美

麓
な
材
の
グ
ル
ー
プ
名
の
総
称
。

*
2

パ
ラ
ビ

(
P
a
lapi)

ア
カ
テ
ツ
科
の
M
a
d
h
u
c
a
属
の
樹
種
。
材
は
赤
褐
色
を

呈
す
る
。
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熱
帯
雨
林
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

当
社
の

K
T
I
社
の
担
当
者
は
伐
採
の
跡
地
更
新
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
有
し
て
お
り
、
事
業
が
軌
道

に
乗
り
始
め
た
昭
和
四
十
七
年
以
降
、
代
々
の
ス
ブ
ル
の
責
任
者
は
林
区
内
に
メ
ラ
ン
テ
イ
の
稚
樹
や
下

木
の
成
長
試
験
地
を
設
け
て
毎
年
測
定
記
録
し
、
あ
る
い
は
甚
地
近
く
の
林
道
周
辺
に
メ
ル
ク
シ
マ
ツ
を

植
え
る
な
ど
、
小
規
模
て
は
あ
る
が
林
地
再
生
へ
の
試
み
を
続
け
て
い
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
こ
れ
ら

試
験
地
と
植
栽
地
の
す
べ
て
は
五
十
八
年
の
カ
リ
マ
ン
タ
ン
の
大
火
て
焼
失
し
、
熱
帯
林
再
生
実
験
が
本

果
樹
、

そ
の
他
有
用
樹
種
の
植
栽
を
開
始
し
、

平
成
三
年
に

K
T
I
社
と
当
社
は
共
同
試
験
の
形
て
カ
リ
マ
ン
タ
ン
の
在
来
樹
種
、
早
期
育
成
樹
種
、

そ
の
結
果
平
成
八
年
現
在
の
植
栽
面
積
は
二
六
九
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。
試
験
の
日
的
は
、
植
栽
と
天
然
更
新
の
両
面
て
の
森
林
再
生
の
技
術
の
研
究
、

格
化
し
た
の
は
平
成
三
年
に
な
っ
て
か
ら
て
あ
る
。

八
年
末
、

こ
の
分
割
払
い
の
譲
渡
は
完
了
し
た
。

ま
た
こ
の
時
を
も
っ
て
、

共
済
組
合

(
K
T
I
社
従
業
員
組
合
）
五

0
株

-
％
 

サ
ン
グ
ラ
ハ
社

*
1
 

グ
ル
テ
イ
社

住
友
林
業

有
す
る

K
T
I
社
の
株
式
を
手
放
す
こ
と
と
な
り
、
株
式
の
所
有
構
成
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
五

0
株

一
五

0
0株

一
五

0
0株

三
九
％

三
0
%

三
0
%

そ
れ
ま
て
の
ル
ス
タ
ム
氏
と
イ
ン
ド
ラ
ジ
ャ
氏
が
辞
任
し
た
。

お

そ
の
後
当
社
は
、
自
ら
の
経
営
権
も
確
保
て
き
て
信
用
も
て
き
、
安
定
的
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
株
主

を
探
し
、
最
終
的
に
ラ
ン
テ
マ
リ
オ
社

(
P
.
T
.
 

R
a
n
t
e
 M
a
r
i
o
)
を
選
ぴ
、
同
社
に
サ
ン
グ
ラ
ハ
社
と

グ
ル
テ
イ
社
が
所
有
す
る

K
T
I
社
株
の
六

0
％
を
分
割
払
い
に
よ
り
に
譲
り
渡
す
こ
と
に
し
た
。
平
成

果
樹

*
1

グ
ル
テ
イ
社

(
P
.
T
.
 Gu

n
u
n
g
 R
a
y
a
 U
t
a
m
a
 T
i
m
 ,
 

ber) 
当
時
ス
マ
ト
ラ
と
カ
リ
マ
ン
タ
ン
に
合
わ
せ
て
五
七
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
林
区
を
有
し
て
い
た
。

K
T
I
社
の
原

木
供
給
先
。
本
社
は
ス
マ
ト
ラ
東
ア
チ
ェ
州
ラ
ン
サ
に
あ
り

社
長
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
僑
。
同
社
と
住
友
林
業
は
同
社
の

製
材
工
場
、
合
板
工
場
へ
の
援
助
を
通
じ
て
関
係
が
あ
っ
た
。

早
期
育
成
樹
木

他
の
有
用
樹
木

*
2

植
栽
面
禎
の
内
訳

フ
タ
バ
ガ
キ
科
樹
木

一
九
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル

(
S
h
o
r
e
a
 L
e
p
r
o
s
u
l
a
は
か
）

五

0
ヘ
ク
タ
ー
ル

(
P
a
r
a
s
e
r
i
a
n
t
h
e
s
は
か
）

八
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
ド
リ
ア
ン
、
マ
ン
ゴ
ー
ほ
か
）

一
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
マ
ホ
ガ
ニ
ー
、

チ
ー
ク
は
か
）

Ill 
平成 8年、スプル実験林の 3年8ヶ月生のメランティ植栽

地
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よ
び
地
冗
住
民
の
生
活
に
役
立
つ
林
業
経
営
の
確
立
て
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
許
可
を
得
て
ス
ブ
ル
に

三
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
実
験
地
を
設
け
、
そ
の
上
て
実
施
し
た
も
の
て
あ
る
。
な
お
こ
の
試
験
の
実
施

に
は
、
当
社
も
組
合
員
て
あ
る
日
本
の
林
野
庁
主
催
の
「
熱
帯
林
再
生
技
術
研
究
組
合
」
か
ら
費
用
の
一

部
援
助
が
あ
り
、

さ
ら
に
外
部
か
ら
は
東
京
大
学
農
学
部
の
指
導
も
受
け
て
い
る
。
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第

四

部

総
合
住
宅
関
連
企
業
体
制
の
確
立
（
最
近
一

0
年
の
歩
み
）



三
年
に
は
一

0
億
二

0
五
四
万
株
に
も
達
し
た
。

な
り 昭

和
六
十
二
年
(
-
九
八
七
）
、
当
社
は
住
友
林
業
ホ
ー
ム
と
大
阪
殖
林
を
合
併
、
総
合
住
宅
関
連
企

業
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
そ
の
後
の
一

0
年
間
の
わ
が
国
の
経
済
は
、

の
崩
壊
、

お
よ
び
そ
れ
に
続
く

「平
成
不
況
」
に
要
約
す
る
こ
と
が
て
き
る
。

昭
和
六
十
年
代
か
ら
平
成
に
か
け
て
、
株
価
と
地
価
が
急
騰
し
、

し
た
。
昭
和
六
十
年
九
月
の
プ
ラ
ザ
合
意
直
後
の
日
経
平
均
株
価
は
一
万
―
一
七
五
五
円
て
あ
っ
た
が
、

の
後
騰
勢
を
強
め
、
当
社
が
合
併
し
た
直
後
の
六
十
二
年
十
月
十
四
H
に
は
二
万
六
六
四
六
円
ま
て
上
昇

し
た
。
同
月
十
九

H
の
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
の
後
は
一
時
下
落
し
た
が
、

年
末
か
ら
再
び
騰
勢
に
転
じ、

翌
々
年
の
平
成
元
年
(
-
九
八
九
）
＋
二
月
の
大
納
会
て
は
三
万
八
九
一
五
円
を
つ
け
、
史
上
最
高
値
を

更
新
し
た
。
こ
の
結
果
、

H
本
の
株
式
市
場
は
時
価
総
額
て
米
国
を
上
回
る
世
界
最
大
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

-
H
平
均
出
来
高
（
東
証
）
も
昭
和
六
十
年
に
は
四
億

一
四
0
0万
株
て
あ
っ
た
も
の
が
、
六
十

一
方
、
地
価
が
顕
著
に
上
昇
し
始
め
た
の
は
昭
和
六
十
年
て
あ
る
。
こ
の
年
、
東
京
圏
の
商
業
地
は
前

年
比

―
ニ

・
五
％
と
六
年
ぶ
り
に
一
一け
た
の
上
昇
と
な
り
、
都
心
て
は
五
三
・
六
％
も
上
昇
し
た
。
そ
し

バ
ブ
ル
経
済
に
関
わ
っ
た
株
価
と
地
価

冨
バ
ブ
ル
発
生
と
そ
の
後
の
経
済
情
勢

章

最
近

い
わ
ゆ
る
「
バ
ブ
ル
現
象
」
が
発
生

0
年
の
当
社
の
動
き

バ
ブ
ル
経
済
と
そそ

＊
 
プ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー

昭
和
六
十
二
年
十
月
十
九
日
の
月
曜
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

株
式
市
場
に
端
を
発
し
た
株
価
暴
落
は
、

日
本
を
は
じ
め
世

界
の
主
要
証
券
取
引
所
を
大
混
乱
に
陥
れ
た
。
昭
和
四
年
の

大
暴
落
に
も
匹
敵
す
る
と
い
う
こ
と
て
、
「
暗
黒
の
月
曜
日

（
プ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
）
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
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て
六
十
一
年
か
ら
六
十
三
年
ま
て
の
間
、
商
業
地
か
ら
住
宅
地
へ
、
東
京
か
ら
地
方
へ
、
地
価
の
暴
騰
は

波
紋
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
東
京
圏
て
は
六
十
三
年
に
商
業
地
が
前
年
比
六
一
・
一
％
、
住
宅
地

こ
の
時
期
の
地
価
が
バ
プ
ル
経
済
の
張
本
人
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、

（
経
済
の
甚
礎
的
要
因
）

性
や
効
用
の
評
価
、
さ
ら
に
は
将
来
の
適
正
な
地
価
予
測
な
ど
、
土
地
取
引
を
行
う
際
の
必
要
不
可
欠
な

検
討
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
単
に
地
価
の
み
が
上
昇
し
て
い
っ
た
。
バ
ブ
ル

平
成
―
一
年
に
な
っ
て
も
景
気
は
依
然
と
し
て
拡
大
甚
調
を
続
け
て
い
た
が
、
ま
ず
株
価
が
下
が
り
始
め
、

産
も
落
ち
込
ん
だ
。
バ
ブ
ル
に
沸
い
た
平
成
景
気
が
終
焉
を
迎
え
た
の
て
あ
る
。
そ
し
て
平
成
三
年
四
月

を

「景
気
の
山
」
と
し
て
、
景
気
は
後
退
（
平
成
不
況
）

に
は
、
株
価
は
つ
い
に
一
万
四
三

0
九
円
に
ま
て
落
ち
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
三
年
に
下
が
り
始
め
、

四
年
、

地
価
が
他
の
フ
ァ
ン
ダ

か
ら
か
け
は
な
れ
て
い
た
も
の
て
あ
っ
た
か
ら
て
、

土
地
の
生
産

つ
づ
い
て

G
N
P
の
伸
び
率
が
鈍
化
し
、
鉱
工
業
生

の
長
い
下
り
坂
に
入
っ
て
い
っ
た
。
平
成
四
年

株
価
の
下
落
か
ら
一
年
ほ
ど
遅
れ
て
、
地
価
の
下
落
が
始
ま
っ
た
。
六
大
都
市
の
市
街
地
の
地
価
は
、

五
年
と
連
続
し
て
前
年
同
期
比
て
二
け
た
台
の
下
落
と
な
っ
た
。
そ

の
後
も
下
げ
率
は
鈍
化
し
た
も
の
の
、
下
落
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
株
価
・
地
価
の
下
落
は

「資
産
デ
フ
レ
」
と
な
り
、
設
備
投
資
や
個
人
消
費
の
冷
え
込
み
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

に
政
治
問
題
・
社
会
問
題
と
な
る
金
融
機
関
の
不
良
債
権
問
題
も
顕
在
化
し
て
き
た
。

平
成
不
況
は
平
成
五
年
＋
月
を
景
気
の
谷
と
し
て
、

同
年
十
月
に
は
二
万
円
近
く
に
ま
て
落
ち
込
ん
だ
。

の
ち

回
復
過
程
に
入
る
か
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
在

庫
調
整
の
終
了
↓
生
産
増
↓
企
業
収
益
増
↓
設
備
投
資
増
↓
雁
用
増
↓
市
場
の
拡
大
↓
生
産
増
と
い
う
好

循
環
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
な
か
な
か
動
き
出
さ
な
か
っ
た
。
バ
ブ
ル
期
の
膨
大
な
投
資
の
結
果
、
企
業
の
設

て
あ
る
。

メ
ン
タ
ル
ズ

が
同
六
八
・
六
％
と
、
過
去
最
高
の
上
昇
率
を
示
し
た
。

（
泡
沫
）
と
い
わ
れ
る
所
以
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資
の
実
行
を
慎
重
に
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

備
能
カ
・

雇
用
な
ど
が
過
剰
と
な
り
、
在
庫
調
整
が
長
引
い
て
い
る
こ
と
、
資
産
価
格
の
下
落
に
よ
り
財

務
面
が
悪
化
し
た
こ
と
な
ど
が
そ
の
背
景
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

せ
る
結
果
と
な
り
、
橋
本
政
権
は
急
拠
同
九
年
十
二
月
、
二
兆
円
減
税
を
打
ち
出
し
た
も
の
の
、
消
費
拡

大
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
本
格
的
な
景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

バ
ブ
ル
経
済
の
下
て
は
、
地
価
や
株
価
が
通
常
の
均
衡
か
ら
著
し
く
乖
離
し
た
も
の
と
な
っ
た
が
、

方
て
は
そ
れ
が
経
済
の
拡
大
に
貢
献
し
た
こ
と
も
否
定
て
き
な
い
。

二
年
か
ら
平
成
三
年
ま
て
の
四
年
間
て
二
八
六
万
六

0
0
0
円
か
ら
三
六
九
万
九

0
0
0
円
と
、
約
二

九
％
の
伸
び
を
見
せ
た
の
に
対
し
、
平
成
四
年
か
ら
八
年
ま
て
の
四
年
間
て
は
、
三
七
九
万
一

0
0
0円

か
ら
三
九
八
万
円
ま
て
五
％
の
伸
び
て
し
か
な
い
。
し
か
し
、
平
成
六
年
、
こ
の
一
人
当
た
り
G
D
P
の

額
は
、
米
国
を
上
回
り
、
主
要
先
進
国
の
中
て
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

（
名
目
）

G
D
P
 

の
総
額
も
、
平
成
八
年
に
つ
い
に
五

0
0
兆
円
を
超
え
、
「
経
済
大
国
」
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ

乱
高
下
し
た
円
相
場
と
木
材
関
連
業
界

昭
和
六
十
―
一
年
十
月
に
一
ド
ル
11

一
三

0
円
台
だ
っ
た
円
相
場
は
、

そ
の
後
波
を
打
ち
な
が
ら
も
上
昇

し、

六
十
三
年
十
二
月
に
は
―
ニ
―
円
と
な
っ
た
。
し
か
し、

翌
平
成
元
年
に
は
一
転
下
落
、
二
年
四
月

に
は
一
五
九
・
九
円
と
こ
の
一

0
年
間
の
最
安
値
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
年
平
均
一

0
円
以
上
の
上
昇
を

続
け
、
平
成
六
年
四
月
に
は
つ
い
に
一
ド
ル
"11

1
0
0
円
を
突
破
し
た
。
こ
の
急
激
な
円
高
は
わ
が
国
の

輸
出
企
業
に
打
撃
を
与
え
る
だ
け
て
な
く
、
そ
の
他
の
企
業
の
収
益
回
復
を
も
遅
ら
せ
、
新
し
い
設
備
投

し
い
も
の
と
な
っ
た
。

平
成
九
年
に
は
消
費
税
率
の
ア
ッ
プ

（
三
↓
五
％
）

一
人
当
た
り

G
D
P
は
、
昭
和
六
十

や
政
府
の
財
政
改
革
が
景
気
回
復
に
冷
水
を
浴
び

3271第 4部 第 1章 最近10年の当社の動き



社

長

大
西
和
男

H
の
夕
刊
各
紙
の
一
面
ト
ッ
プ
に
は
「
七

0
円
台
に
突
入
」
と
い
う
見
出
し
が
躍
り
、
「
超
円
高
」
と
い

う
新
語
さ
え
生
ま
れ
た
。

平
成
九
年
末
に
は
一
三
0
•
五
円
と
な
っ
た
。
結
局
、
こ
の
一
0
年
間
の
初
め
と
終
わ
り
が
ほ
ば
同
じ
レ

ー
ト
と
な
っ
た
が
、
そ
の
間
に
最
高
値
と
最
安
値
が
ち
ょ
う
ど
二
倍
と
い
う
大
き
な
輻
て
乱
高
下
し
た
波

こ
う
し
た
為
替
の
乱
高
下
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
木
材
関
連
業
界
の
取
引
に
も
大
き
な
波
紋
を
投
げ

か
け
た
。
円
高
に
伴
い
、
海
外
産
地
か
ら
の
輸
出
攻
勢
と
値
上
げ
要
求
が
強
ま
る
一
方
、
国
内
に
お
い
て

は
、
最
終
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
円
高
還
元
の
要
求
が
古
向
ま
っ
た
上
、
先
行
き
コ
ス
ト
安
感
か
ら
当
用
買
い
の
傾

向
が
強
く
な
っ
た
。
市
場
は
売
り
、
買
い
と
も
模
様
眺
め
て
荷
動
き
は
停
滞
し
、
円
高
メ
リ
ッ
ト
を
享
受

住
友
林
業
ホ
ー
ム
と
大
阪
殖
林
を
吸
収
合
併

昭
和
六
十
二
年
十
月
一
日
、
当
社
は
、
住
友
林
業
ホ
ー
ム
昧
と
大
阪
殖
林
味
を
吸
収
合
併
し
、
新
生

住
友
林
業
株
式
会
社
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

合
併
時
の
会
社
概
要

本
社
所
在
地

大
阪
市
東
区
北
浜

総
合
住
生
活
関
連
企
業
体
制
の
確
立
へ

木を原点に297年。
あす、住友林業は新世紀へと飛躍しま9o

す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

乱
の
時
代
て
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
を
境
に
円
は
じ
り
じ
り
と
下
落
を
続
け
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
後
も
円
高
基
調
は
止
ま
ら
ず
、
平
成
七
年
四
月
十
九

H

つ
い
に
七
九
円
台
を
記
録
し
た
。
そ
の

合併時の新聞広告
' Iドル=79円台を報じ

る各紙夕刊
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任
の
遂
行
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
の
四
点
が
あ
げ
ら
れ
た
。

に
整
備
し
よ
う
と
し
た
も
の
て
あ
っ
た
。

従
業
員
数

八
八
億
三

0
0
0
万
円

な
お
吸
収
す
る
二
社
の
株
式
は
当
社
が

一
0
0％
保
有
し
て
い
た
た
め
、
新
株
発
行
は
行
っ
て
い
な
い
。

住
友
林
業
ホ
ー
ム
と
の
合
併
は
、

約
は
住
友
林
業
が
行
い
、
住
友
林
業
ホ
ー
ム
が
施
工
を
行
う
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
た
の
て
あ
る
が
、

そ
れ
を
建
設
業
法
の
「
建
設
業
者
は
自
社
て
施
工
す
べ
き
」
と
い
う
精
神
に
則
っ
て
、
す
っ
き
り
し
た
形

大
阪
殖
林
は
、
昭
和
五
十
年
に
当
社
が
買
収
し
て
以
来
、

計
画
の
中
て
収
益
性
の
高
い
山
林
育
成
を
目
指
し
て
き
た
が
、
合
併
に
よ
り
、
今
後
は
当
社
所
有
の
山
林

と
合
わ
せ
て
、
総
合
的
見
地
に
立
っ
た
効
率
的
な
森
林
経
営
を
行
う
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
て
あ
る
。

こ
の
合
併
に
よ
り
当
社
は
、

そ
れ
ま
て
当
社
の
住
宅
の
販
売
に
つ
い
て
は
顧
客
と
の
請
け
負
い
契

子
会
社
と
し
て
当
杜
グ
ル
ー
プ
の
森
林
施
業

山
林
の
経
営
、
木
材
・
建
材
の
販
売
、
住
宅
事
業
と
、
川
上
か
ら
川
下
ま

て
、
木
に
関
す
る
一
貰
し
た
事
業
体
制
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。
期
待
さ
れ
る
合
併
効
果
と
し
て
は
、
①

管
理
面
・
組
織
面
て
の
総
合
化
と
効
率
化
、
②
木
材
・
建
材
の
営
業
力
の
強
化
と
合
理
化
、
③
住
宅
事
業

と
直
結
し
た
こ
と
に
よ
る
実
需
に
即
し
た
商
品
の
研
究
開
発
、
④
顧
客
に
信
頼
さ
れ
る
企
業
と
し
て
の
責

大
西
社
長
は
、
当
時
の
社
内
報

『
常
緑
樹
（
と
き
わ
ぎ
）
』
の
誌
上
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
、
「
合
併

の
メ
リ
ッ
ト
は
、

『
総
合
力
の
発
揮
』
と
い
う

一
語
に
尽
き
る
。
山
林
・
木
材
建
材
•
海
外
・
住
宅
の
ど

の
部
門
に
お
い
て
も
早
く
日
本
て
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
り
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

飛
躍
的
な
業
績
向
上

当
社
の
売
上
高
は
、

三
社
合
併
直
前
の
昭
和
六
十
二
年
九
月
期
に
は
二
九
三
五
億
円
て
あ
っ
た
が
、
平

二
三
一
六
名

（
同
年
九
月

一
日
現
在
の
三
社
合
計
）

資
本
金
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当
社
始
ま
っ
て
以
来
の
売
上
げ
•
利
益
を
記
録
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
飛
躍
的
な
業
績
向
上
を
実
現
て
き
た
の
は
、

当
社
事
業
の
両
輪
と
も
い
え
る
木
材
・
建
材

部
門
、
住
宅
部
門
が
順
調
に
推
移
し
た
こ
と
、
と
り
わ
け
住
宅
部
門
の
伸
び
が
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

木
材
・
建
材
部
門
は
、
昭
和
六
十
二
年
九
月
期
の
一
―

0
八
0
億
円
か
ら
、
平
成
九
年
三
月
期
に
は
三―

―
―

五
億
円
へ
と
一
・
六
倍
に
、
ま
た
住
宅
部
門
は
、
同
期
間
に
八
四
六
億
円
か
ら
三

一
八
六
億
円
へ
、

三

・

八
倍
の
伸
び
を
示
し
た
。

し
か
し
、
当
期
利
益
は
売
上
高
の
伸
び
に
リ
ン
ク
せ
ず
、

年
と
八
年
三
月
期
の
二
期
に
わ
た
る
減
益
は
震
災
対
策
費
が
計
上
さ
れ
た
た
め
て
あ
る
が
、

原
因
と
し
て
は
、
①
住
宅
受
注
競
争
の
激
化
と
コ
ス
ト
の
上
昇
、
②
他
工
法
メ
ー
カ
ー
の
木
造
住
宅
分
野

へ
の
参
人
、
③
木
材
・
建
材
業
界
に
お
け
る
流
通
の
変
化
に
伴
う
競
争
力
の
激
化
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

な
お
そ
の
後
、
平
成
十
年
三
月
期
は
、
低
金
利
が
依
然
と
し
て
継
続
す
る
も
の
の
、
消
費
税
率
ア
ッ
プ

の
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
に
加
え
て
住
宅
需
要
全
体
が
調
整
期
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

当

に
あ
っ
て

1
0
0億
六

0
0
0万
円
と

1
0
0億
円
の
大
台
に
乗
せ
る
こ
と
が
て
き
た
。

）
の
期
は

し
、
年
平
均
の
上
昇
率
は
、
七
・
六
％
と
な
っ
た
。

成
四
年
三
月
期
（
平
成
元
年
に
決
算
期
を
九
月
か
ら
三
月
に
変
更
）
に
は
五

0
0
0億
円
台
に
乗
せ
、
九

年
三
月
期
に
は
七
五
二
九
億
円
ま
て
増
加
し
、
こ
の

一
0
年
間
に
売
上
げ
の
規
模
は
一―
•
六
倍
に
成
長
し

た
。
こ
の
間
、

バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
た
直
後
の
平
成
四
年
三
月
期
に
は
新
設
住
宅
着
工
戸
数
が
落
ち
込

ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
三

・
三
％
と
な
っ
た
も
の
の
、

―
一年
三
月
期
に
は
八

0
億
円
台
に
乗
せ
、

そ
の
他
の
期
は
は
ば
順
調
に
推
移

ま
た
、
昭
和
六
十
二
年
九
月
期
に

一
一
億
三
0
0
0万
円
て
あ
っ
た
税
引
き
後
の
当
期
利
益
は
、
平
成

そ
の
後
七
年
間
は
八

0
億
か
ら
九

0
億
円
台
て
推
移
し
た
。
そ

し
て
平
成
九
年
三
月
期
に
は
空
前
の
低
金
利
と
消
費
税
率
ア
ッ
プ
を
目
前
に
し
た
駆
け
込
み
需
要
も
背
景

や
や
伸
び
悩
み
の
傾
向
を
示
し
た
。
平
成
七

そ
れ
以
外
の
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認
さ
れ
た
も
の
て
あ
る
。

状
況
は
ま
す
ま
す
好
転
し
て
い
っ
た
。

巻

「
資
本
金
の
推
移
」
参
照
）
。

社
の
事
業
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
木
造
軸
組
住
宅
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

自
己
資
本
の
充
実

（別

当
社
の
資
本
金
は
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
の
合
併
時
に
八
八
億
三

0
0
0万
円
て
あ
っ
た
も
の
が
、
平

成
五
年
―
二
月
に
二
七
六
億
六

0
几
一
万
二

0
0
0
円
（
三
・
一
倍
）
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る

資
本
増
強
の
方
途
と
し
て
、
当
社
は
合
併
前
後
に
株
式
関
連
債
を
発
行
し
て
い
る
。
数
度
に
わ
た
る
社

債
発
行
は
い
ず
れ
も
成
功
し
、
資
本
金
が
増
額
さ
れ
た
は
か
、
好
業
績
に
伴
う
利
益
金
の
内
部
留
保
に
努

め
た
結
果
、
自
己
資
本
は
年
を
追
っ
て
大
幅
に
充
実
し
、
平
成
六
年
三
月
期
に
は
つ
い
に
一

0
0
0億
円

の
大
台
を
突
破
す
る
こ
と
が
て
き
た
。
ま
た
、
住
宅
部
門
の
伸
び
に
よ
る
運
転
資
金
余
剰
な
ど
も
あ
っ
て
、

手
元
流
動
性
が
有
利
子
負
債
を
上
回
る
好
調
な
資
金
状
況
を
継
続
す
る
こ
と
が
て
き
、

東
証
一
部
上
場

平
成
二
年
十
一
月
三
十
日
、
当
社
は
、
東
京
証
券
取
引
所
（
東
証
）
第
一
部
へ
の
上
場
を
果
た
し
た
。

当
社
株
式
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
大
阪
証
券
取
引
所
（
大
証
）
第
二
部
に
上
場
、

と
し
て
の
真
価
が
問
わ
れ
る
時
期
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
も
毎
期
そ
の

四
十
七
年
に

一
部
銘
柄

に
指
定
替
え
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
当
社
の
企
業
活
動
が
全
国
的
に
な
っ
た
こ
と
や
本
社
機
能
を
東
京

に
移
転
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
東
証
に
も
上
場
を
し
て
お
い
た
方
が
得
策
と
の
判
断
か
ら
、
申
請
、
承

上
場
の
審
査
は
、
株
券
上
場
審
査
甚
準
の
定
め
に
従
い
、
①
株
式
の
円
滑
な
流
通
と
公
正
な
株
価
形
成
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;-~:: 1箱
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業
に
脱
皮
し
て
い
く
上
て
の
貴
重
な
過
程
て
も
あ
っ
た
。

社
挙
げ
て
の
業
務
改
革
を
通
じ
て
の
申
請
と
な
っ
た
の
て
あ
る
。

告
書
」
な
ど
三
三
件
の
書
類
を
東
証
に
提
出
し
た
。

い
わ
ば
、
本
社
ば
か
り
て
な
く
、
全
支
店
•
関
係
会

ュ
ア
ル

っ
た
。
同
委
員
会
は
、
審
査
に
備
え
て

―一

件
の
社
内
規
程
・

一
五
件
の
細
則
・
ニ
四
件
の
業
務
マ

の
確
保
、
②
企
業
の
継
続
性
・
財
政
状
態
・
収
益
力
な
ど
上
場
会
社
と
し
て
の
適
格
性
の
保
持
、
③
投
資

者
へ
の
適
正
な
企
業
内
容
の
開
示
の
確
保
、
④
株
券
の
流
通
に
関
わ
る
事
故
の
防
止
・
円
滑
な
移
転
・
事

務
手
続
き
の
効
率
性
、

と
い
う
四
つ
の
観
点
か
ら
、
上
場
株
式
数
•
株
式
の
分
布
状
況
・
設
立
後
経
過
年

数
•
株
主
資
本
の
額
•
利
益
の
額
な
ど
の
一
0
項
目
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
。

当
社
は
、
昭
和
六
十
―
一
年
初
め
か
ら
東
証
上
場
を
念
頭
に
お
い
た
経
理
処
理
な
ど
を
進
め
、
平
成
元
年

七
月
に
は
社
内
に

「上
場
準
備
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
数
名
の
専
従
者
を
お
い
て
本
格
的
な
準
備
に
入

（
合
計
五

0
0
頁
以
上
）
を
新
た
に
制
定
す
る
と
と
も
に
、

「有
価
証
券
上
場
申
請
書
」「
決
算
報

ま
た
、
平
成

一年
八
月
か
ら
三
か
月
間
、
東
証
に
よ
る

「
ヒ
ャ
リ
ン
グ
」
が
社
長
以
下
を
対
象
に
一
八

回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
状
況
を
上
場
準
備
委
員
の
一
人
は

「当
社
が
ま
る
て
人
間
ド
ッ

ク
に
入
っ
た
よ
う
だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
東
証
の
審
杏
が
そ
れ
だ
け
厳
し
か
っ
た
わ
け
て
あ
る
が
、

こ
の
上
場
申
請
作
業
を
行
う
中
て
、
当
社
は
よ
り
普
遍
的
な
内
部
牽
制
シ
ス
テ
ム
・
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
部
門
に
お
い
て
も
規
程
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
決
裁
手
続
き
や
事

務
処
理
を
実
施
し
て
い
っ
た
。
上
場
申
請
に
関
す
る
こ
う
し
た
一
連
の
変
革
は
、
当
社
が
真
の
近
代
的
企

大
証
て
の
業
種
別
分
類
は

「水
産
・
農
林
業
」
て
あ
っ
た
が
、
東
証
て
は
当
社
の
実
態
に
よ
り

「建
設

業
」
と
な
っ
た
。

上
場
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
①
資
金
調
達
の
円
滑
化
・
多
様
化
、
②
企
業
の
社
会
的
信
用
力
と
知
名

度
の
向
上
、
③
従
業
員
な
ど
の
士
気
向
上
と
優
秀
な
人
材
確
保
、
④
内
部
管
理
体
制
の
充
実
の
四
点
が
あ
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げ
ら
れ
る
が
、
同
時
に
、
当
社
と
し
て
も
、
投
資
者
保
護
な
ど
の
観
点
か
ら
、
決
算
発
表
や
企
業
内
容
の

適
時
・
適
切
な
開
示
が
要
求
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
社
会
的
責
任
や
義
務
が
増
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
上
場
に
続
い
て
、
平
成
四
年
九
月
、
上
場
会
社
の
中
て
も
信
用
取
引
が
て
き
る
貸
借
銘
柄
に
指
定

さ
れ
た
。
こ
の
時
点
て
当
社
は
、
名
実
と
も
に
一
流
企
業
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
が
て
き
た
と
い
え
よ

平
成
六
年
六
月
二
十
九
日
の
定
時
株
主
総
会
に
お
い
て
、
大
西
和
男
社
長
が
取
締
役
会
長
に
、

山
口
博

山
日
新
社
長
は
、
就
任
後
の
報
道
機
関
の
取
材
な
ど
に
対
し
て
、

「当
社
を
発
展
さ
せ
た
大
西
会
長
の

路
線
を
踏
襲
す
る
と
と
も
に
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
生
か
し
た
経
営
て
一
兆
円
企
業
を
目
指
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
次
の
と
お
り
基
本
方
針
と
重
点
施
策
を
明
ら
か
に
し
た
。

一
、
甚
本
方
針

①
C
S
経
営
の
徹
底

「顧
客
満
足

(
c
s
/C
u
s
t
o
m
e
r
 Satisfaction)
」
を
基
本

に
お
い
た
経
営
を
進
め
る
と
と
も
に
、
社
員
も
仕
事
に
感
動
を
覚
え
る

「社
員
満
足

(
E
s
/
Em ,
 

p
l
o
y
e
e
 Satisfaction)
」
認
盆
呂
も
心
が
け
る
。

②
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
自
然
環
境
•
生
活
環
境
保
全
へ
の
貢
献

今
後
、
企
業
は
ま
す
ま
す

「社
会
・
環
境
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
て
き
る
か
」
を
問
わ
れ
る
時
代
に

な
っ
て
く
る
。
従
来
の

「豊
か
な
住
生
活
」
づ
く
り
や

「保
続
林
業
」
の
方
針
を
堅
持
し
つ
つ
す
べ

て
の
事
業
分
野
に
お
い
て

「環
境
保
全
へ
の
貢
献
」
を
当
社
の
行
動
規
範
と
す
る
。

す
べ
て
の
事
業
領
域
に
お
い
て

人
専
務
が
代
表
取
締
役
社
長
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

新
社
長
に
山
口
博
人
就
任

゜
Arノ

山口社長

山
口
社
長
の
経
歴

昭
和
九
年
二
月
鹿
児
島
県
に
誕
生

昭
和
―
二
十
一
年
―
―
―
月
早
稲
田
大
学
第
一
政
治
経
済
学
部
卒

業

昭
租
二
十

一
年
四
月
住
友
信
託
銀
行
圏
入
社

昭
和
五
十
年
十

一
月
住
友
林
業
鞠
入
社

昭
和
五
十
七
年
十
二
月

取

締

役

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
常
務
取
締
役

昭
和
六
十
年
八
月
取
締
役

住
友
林
業
ホ
ー
ム
的
常
務
取
締
役

昭
和
六
十
二
年
八
月

当
社
常
務
取
締
役

平
成
元
年
―
―
―月

営
業
本
部
長
兼
同
本
部
業
務
部
長
委
嘱

同
年
六
月
専
務
取
締
役

平
成
三
年
六
月
住
宅
本
部
長
委
嘱

平
成
六
年
六
月
取
締
役
社
長
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へ
の
提
言
」
を
呼
び
か
け
た
。

主
的
に
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
ミ
ス
タ
ー

C
S
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
山
日
社
長
は

こ
の
時

こ
う
し
た
施
策
を
進
め
る
と
と
も
に

力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
次
世
代
の
事
業
を
育
成
す
る
。

①
商
品
・
ソ
フ
ト
の
両
面
に
わ
た
っ
て
研
究
開
発
に
力
を
入
れ
、

②
人
材
の
育
成
と
適
材
適
所
の
配
置
に
力
を
人
れ
る
。

③
グ
ロ
ー
バ
ル
な
見
地
て
仕
人
れ
•
生
産
・
販
売
体
制
を
強
化
す
る
。

④
当
社
グ
ル
ー
プ
の
連
結
業
績
の
向
上
に
力
を
人
れ
、
グ
ル
ー
プ
全
体
て
の
成
長
を
重
視
す
る
。

⑤
営
業
・
生
産
を
支
え
る
資
材
・
物
流
・
情
報
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進
す
る
。

C
S
を
古
四
め
て
い
く
手
段
と
し
て
、
「
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
の
実
施
」
を
社
員
に
呼
び
か
け
た
。
「
ベ
ン
チ

マ
ー
キ
ン
グ
」
は
、
他
社
•
他
支
店
の
優
れ
た
経
営
手
法
を
科
学
的
に
分
析
し
て
自
社
・
自
支
店
に
取
り

入
れ
、
経
営
品
質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
て
、
以
後
、
多
く
の
支
店
、
関
係
会
社
が
自

山
口
社
長
は
ま
た
、
平
成
七
年
十
一
月
、
社
内
報
『
樹
海
』
を
通
じ
て
、
全
社
員
に
「
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

こ
の
提
言
募
集
は
、
常
務
以
上
の
役
員
が
ま
と
め
た
「
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
骨

子
（
案
）
」
に
対
し
て
提
言
を
募
り
、

員
か
ら
は
多
く
の
提
言
が
寄
せ
ら
れ
た
。
平
成
九
年
四
月
、

点
か
ら
当
社
は
、

ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
経
営
を
繰
り
広
げ
て
い
こ
う
と
し
た
も
の
て
、
社

*
1
 

山
口
社
長
は
「
住
友
林
業
の
経
営
理
念
と
ビ

ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
、
そ
れ
に
基
づ
く

「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
、

主
管
者
会
議
て
発
表
し
た
。

「
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
目
指
し
て
進
む
こ
と
と
な
っ
た
。

二
、
重
点
施
策

③

「
攻
め
」
と
「
守
り
」
の
バ
ラ
ン
ス
経
営

事
業
環
境
・
企
業
体
力
に
応
じ
た

「
攻
め
」
と
「
守
り
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
経
営
を
進
め
る
。

品
質
・
コ
ス
ト
・
サ
ー
ビ
ス
の
競
争

*
1

経
営
理
念
と
ビ
ジ
ョ
ン

住
友
林
業
と
そ
の
グ
ル

ー
プ
会
社
は
一
体
と
な

っ
て
、
以

下
に
掲
げ
る
企
業
理
念
を
堅
持
し
つ
つ
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成

に
向
け
て
邁
進
し
、
事
業
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
て
き
る
、

真
の
エ
ク
セ
レ
ン
ト
カ
ン
パ

ニ
ー
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
経
営
理
念
】

◆
住
友
精
神
11
公
正
、
信
用
を
重
視
し
、
積
極
か
つ
堅
実
な

経
営
を
行
う
。

◆
人
間
尊
重
11
士
気
と
誇
り
の
高
い
社
員
集
団
を
育
成
す
る
。

◆
環
境
保
全
11
事
業
を
通
じ
、
自
然
環
境
、
生
活
環
境
に
貢

献
す
る
。

◆

C
S
経
営
11
顧
客
満
足
を
最
優
先
に
行
動
す
る
。

【
ビ
ジ
ョ
ン
】

住
生
活
事
業
、
製
造
事
業
、
流
通
事
業
な
ら
び
に
生
物
・
環

境
事
業
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、
独
自
の
地
位
を
占
め
る

と
と
も
に
、
事
業
間
の
相
乗
効
果
を
発
揮
し
、
他
の
追
随
を
許

さ
な
い
総
合
住
生
活
関
連
事
業
を
完
成
さ
せ
る
。

◆
健
康
•
安
全
・
快
適
・
ゆ
と
り
・
環
境
共
生
等
、
時
代
が

求
め
る
住
文
化
を
提
供
、
ト
ッ
プ
プ
ラ
ン
ド
「
住
友
林
業

の
家
」
確
立
。

◆
新
た
な
住
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、
住
宅
流
通
の
拡
充
等
、
ス
ト
ッ
ク
対
象
ビ
ジ

ネ
ス
の
増
強
。

◆
内
外
製
造
拠
点
拡
大
、
海
外
消
費
市
場
向
け
事
業
開
拓
等
、

製
造
・
流
通
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
。

◆
木
建
流
通
に
革
新
的
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
業
界
を
牽
引
。

◆
森
林
育
成
、
緑
化
事
業
等
の
他
、
種
々
の
事
業
を
通
じ
て

環
境
共
生
社
会
に
貢
献
。

◆
生
物
、
環
境
、
情
報
等
の
分
野
て
、
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
を
確

立。

*
2

ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
い
る
企
業
、
未
来
志
向
て
先
見
的
な
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三
、
私
た
ち
は
「
良
き
社
員
」
と
し
て
行
動
し
ま
す
。

倫
理
憲
章
の
制
定

近
年
に
な
っ
て
企
業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
情
報
ヽ
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
飛
躍
的
に
発
展
を
遂
げ

た
の
に
伴
い
、
企
業
の
社
会
的
な
影
響
力
と
責
任
が
ま
す
ま
す
増
大
し
、
企
業
行
動
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

こ
う
し
た
中
て
当
社
は
、
二
十
一
世
紀
に
生
き
残
る
優
良
企
業
て
あ
る
た
め
に
は
、
良
き
企
業
市
民
と

し
て
の
倫
理
を
守
り
な
が
ら
社
会
と
共
に
成
長
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
観
点
か
ら
、
平
成
九

こ
の
倫
理
憲
章
は
、
経
営
理
念
の
前
提
と
な
る
基
本
的
な
考
え
方
て
あ
り
、
社
員
一
人
一
人
の
倫
理
意

〈
住
友
林
業
倫
理
憲
章
〉

世
界
的
視
野
か
ら
企
業
の
倫
理
観
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
、
私
た
ち
は
、
高
ま
る
企
業
の
責

任
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
と
社
会
へ
の
貢
献
を
期
し
て
、

こ
こ
に
住
友
林
業
倫
理
憲
章
を
宣
言
し
、
新
し
い
企
業
文
化
の
創
造
を
目
指
し
ま
す
。

住
友
林
業
の
社
員
・
役
員
は
、

て
倫
理
に
も
と
づ
い
て
法
令
を
遵
守
し
、

住
友
林
業
の
社
員
・
役
員
は
、
公
正
・
信
用
を
璽
ん
じ
、
積
極
か
つ
堅
実
な
経
営
を
旨
と
す
る

住
友
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

二
、
私
た
ち
は

「良
き
住
友
人
」
と
し
て
行
動
し
ま
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
企
業
人
て
あ
る
前
に
「
良
き
社
会
人
」
と
し

ぉ
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
て
行
動
し
ま
す
。

そ
の
信
用
を
さ
ら
に
高
め
る
「
良
き
住
友
人
」
と
し
て
行
動
し
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は

「良
き
社
会
人
」
と
し
て
行
動
し
ま
す
。

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

年
九
月
、
「
住
友
林
業
倫
理
憲
章
」
を
制
定
し
た
。

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

企
業
、
業
界
て
卓
越
し
同
業
他
社
の
間
て
広
く
尊
敬
を
集
め

て
い
る
企
業
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
世
界
に
与
え
続
け
て

き
た
企
業
を
い
う
（
『
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
カ
ン
。
ハ
ニ
ー
』
日
経

B
P
セ
ン
タ
ー
刊
よ
り
）
。
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レ9ノ

メ
ー
ト

住
友
林
業
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
事
業
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
寄
与
し
、
国
際
化
と
と

も
に
海
外
諸
国
と
は
良
き
隣
人
と
し
て
相
互
理
解
を
深
め
、

企
業
市
民
」
と
し
て
行
動
し
ま
す
。

当
社
の
本
社
機
構
は
昭
和
六
十
二
年
の
合
併
以
後
も
H
新
ビ
ル
（
中
央
区
H
本
橋
小
網
町
一
四
ー

一
／

管
理
部
門
と
木
材
・
建
材
部
門
）
と
、
新
宿
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
ビ
ル
（
新
宿
区
西
新
宿
六
丁
目
一
四
ー

一
／
住
宅
•
特
建
部
門
）

時
間
か
か
り
、
非
効
率
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
平
成
六

年
五
月
、
新
宿
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
ビ
ル
の
六
•
五

フ
ロ
ア
（
六
、

こ
れ
に
よ
り
、
本
社
内
の
意
思
の
疎
通
が
密
に
な
り
、

「川
上
か
ら
川
下
ま
て
」
の
事
業
形
態
を
効
率

本
社
移
転

五
、
住
友
林
業
は

「良
き
企
業
市
民
」
と
し
て
行
動
し
ま
す
。

ま
す
。 住

友
林
業
の
社
員
は
、
社
内
の
規
則
に
従
い
、
不
正
や
反
社
会
的
な
行
為
を
行
わ
ず
、

の
満
足
向
上
と
公
正
な
取
引
、

と
し
て
行
動
し
ま
す
。

そ
し
て
安
全
な
職
場
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

「良
き
社
員
」

住
友
林
業
の
役
員
は
、
経
営
者
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
、
率
先
垂
範
し
て
社
内
の
倫
理
意
識

の
向
上
を
図
り
、
社
内
の
体
制
を
整
備
し
て
不
測
の
事
態
に
備
え
、

「良
き
役
員
」
と
し
て
行
動
し

地
球
環
境
保
全
に
貢
献
す
る
「
良
き

に
分
か
れ
て
入
居
し
て
い
た
。
こ
の
二
か
所
の
、
ビ
ル
を
行
き
来
す
る
に
は
約

一

七、

ニ―

i
二
五
階
）
／
事
務
所
部
分
六
八
八
七
平
方
メ
ー
ト
ル
、

四
、
私
た
ち
は

「良
き
役
員
」
と
し
て
行
動
し
ま
す
。

ぉ
客
様

そ
の
他
二
五
五
平
方

（
の
ち
に
七
フ
ロ
ア
に
増
床
）
に
統
合
し
た
（
特
建
本
部
は
喜
楓
ビ
ル
に
も
入
居
）。
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焼
失

二
（
類
焼
に
よ
る
）

傾
き

一
四
（
家
屋
の
艦
体
が
傾
い
た
も
の
）

半
壊

全
壊

（
昭
和
五
十
五
年
、
旧
耐
震
基
準
て
建
て
ら
れ
た
も
の
）

几
0
棟
て
、
被
災
状
況
は
次
の
と
お
り
て
あ
っ
た
。

的
に
展
開
て
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
宿
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
ビ
ル
は
、
新
宿
駅
か
ら
徒
歩
て
一

三
分
か
か

っ
て
い
た
が
、
営
団
地
下
鉄
丸
ノ
内
線
西
新
宿
駅
開
業
（
平
成
八
年
）
、
都
営
地
下
鉄
―
―

一号
線
開
通

（
平
成
九
年
）
と
年
を
追
っ
て
交
通
ア
ク
セ
ス
が
便
利
に
な
っ
て
い
っ
た
。

阪
神
淡
路
大
雲
災
と
当
社
の
対
応

平
成
七
年
一
月
十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分
、
兵
庫
県
南
部
を
襲
っ
た
震
度
七
の
大
地
震
は
、
死
者
六

四
三
0
人
、
行
方
不
明
三
人、

負
傷
者
四
万
三
七
七
三
人
、
家
屋
の
全
半
壊
二
四
万
九
一
五
六
棟
、

破
損
二
六
万
三
六
九

0
棟
に
達
す
る
戦
後
最
悪
の
大
惨
事
と
な
っ
た
（
数
字
は
平
成
九
年
十
二
月
、
消
防

阪
神
支
店
（
西
宮
市
）

当
社
は
さ
っ
そ
く
、
東
京
と
大
阪
に
対
策
本
部
を
設
け
、
被
災
し
た
神
戸
支
店
（
神
戸
市
中
央
区
）
、

お
よ
び
関
係
会
社
の
復
旧
支
援
活
動
に
乗
り
出
し
た
。
被
害
の
全
く
な
か
っ
た
大

阪
本
社
内
に
設
け
ら
れ
た
対
策
本
部
に
は
、

当
社
グ
ル
ー
プ
挙
げ
て
の
救
援
要
員
や
救
援
物
資
が
日
を
追

っ
て
続
々
と
到
省
し
た
。
安
否
が
気
遣
わ
れ
た
当
社
グ
ル
ー
プ
各
社
の
社
員
と
そ
の
家
族
は
、
十
九
日
午

前
中
ま
て
に
全
員
が
無
事
て
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

被
災
地
区
の
当
社
引
き
渡
し
済
み
住
宅
は
四
五
四
五
棟
て
、

三

（
隣
家
の
影
響
に
よ
る
も
の
や
、

地
盤
沈
下

そ
の
う
ち
激
震
地
区
に
あ
っ
た
の
は
二
七

土
台
と
柱
の
ず
れ
等
。
修
復
可
能
）

六
四
（
地
盤
の
液
状
化
・
割
れ
等
に
よ
り
家
屋
が
傾
く
な
ど
）

庁
災
害
対
策
本
部
第
一

0
一
報
に
よ
る
）
。

部

震災後の神戸市長田区の惨状
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の
開
発
・
新
発
売
に
つ
な
げ
て
い
っ
た
。

し
な
い
以
上
、
被
害
も
少
な
い
。

当
社
は
、
こ
れ
ら
被
災
家
屋
の
復
興
に
手
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
公
的
な
救
援
・
復
旧
活
動
に
も
協
力

し
た
。
兵
庫
県
対
策
本
部
に
義
援
金
二

0
0
0万
円
を
贈
る
と
と
も
に
、

定
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
建
築
士
三
名
を
派
遣
し
た
。
ま
た
、
住
宅
本
部
と
ス
ミ
リ
ン
建
設

グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
し
て

芦
屋
市
内
に
応
急
仮
設
住
宅
二
0
0
戸
を
一
•
五
か
月
の
短
納
期
て
建
設
、

月
末
に
兵
庫
県
に
引
き
渡
し
た
。

震
災
後
の
混
乱
の
中
て
、

面
て
優
位
て
あ
る
」
と
の
事
実
誤
認
の
報
道
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
閻

H
本
木
造
住
宅
産
業
協
会

（
会
長
・
当
社
大
西
和
男
会
長
）
な
ど
木
造
軸
組
住
宅
三
団
体
は
、
次
の
と
お
り
書
面
て
反
論
す
る
と
と

も
に
、
不
必
要
な
不
安
感
の
払
拭
と
耐
震
性
に
つ
い
て
の
、
公
平
か
つ
正
確
な
報
道
を
各
報
道
機
関
に
訴

①
近
年
の
木
造
建
築
は
、

一
部
の
全
国
紙
が
「
木
造
住
宅
と
比
較
し
て
、

一
般
の
被
災
家
屋
の
危
険
度
判三

プ
レ
ハ
ブ
住
宅
の
方
が
強
度

た
び
重
な
る
建
築
碁
準
法
令
の
改
正
に
よ
り
、
極
め
て
高
い
耐
震
性
を
有
す

②
倒
壊
し
た
家
屋
の
ほ
と
ん
ど
は
、
大
正
・
昭
和
戦
前
期
ま
た
は
戦
後
間
も
な
く
建
て
ら
れ
た
老
朽
建

築
物
て
、
耐
震
性
の
配
慮
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

③

H
本
の
住
宅
は
こ
れ
ま
て
、
木
造
軸
組
住
宅
が
圧
伺
的
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
き
て
お
り
、
被
害
件
数

も
多
い
の
は
当
然
。
プ
レ
ハ
ブ
な
ど
近
年
の
新
し
い
エ
法
に
よ
る
も
の
は
、
老
朽
化
建
築
物
が
存
在

現
行
の
法
規
に
則
し
た
建
て
方
を
し
て
い
た
当
社
住
宅
は
、
震
災
に
よ
り
そ
の
強
度
が
証
明
さ
れ
た
結

果
と
な
っ
た
が
、
当
社
は
さ
ら
に
、
①
新
し
い
金
物
の
採
用
、
②
瓦
な
ど
の
固
定
方
法
の
改
善
、
③
壁
量

計
算
な
ど
の
迅
速
化
な
ど
の
対
策
を
打
ち
、

「
ゆ
う
21
・
ビ
ッ
グ
オ
ー
ク
／
森
風
」
な
ど
優
れ
た
新
商
品

る゚

え
た
。

仮設住宅
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⑤
記
念
品
の
配
布

3391第 4部

④
記
念
配
当

第 1尊

上
巻
・
下
巻
・
別
巻
か
ら
な
る
社
史
を
発
行
す
る
。

「
人
と
自
然
と
も
に
生
き
る
住
ま
い
大
賞
」

ま
た
こ
の
震
災
か
ら
得
た
教
訓
に
よ
り
、
当
社
は
、
本
社
・
支
店
•
関
係
会
社
の
危
機
管
理
体
制
の
再

構
築
も
行
っ
た
。

創
立
五

0
周
年
記
念
事
業
の
実
施

創
立
記
念
H
の
平
成
十
年
二
月
二
十

H
、

友
本
社
か
ら
林
業
部
門
が
独
立
し
て
、
満
五

0
年
を
迎
え
る
こ
と
が
て
き
た
。
私
た
ち
は
、
先
輩
か
ら
受

け
継
い
だ
良
き
伝
統
と
大
き
な
財
産
を
生
か
し
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
『
総
合
住
生
活
関
連
事
業
グ
ル

ー
プ
』
を
つ
く
り
上
げ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
訓
示
し
た
。
訓
示
の
内
容
は
、
電
子
メ
ー
ル
て
全
社

員
に
も
発
信
さ
れ
た
。

当
社
は
ま
た
、
創
立
五

0
周
年
を
機
に
、
社
会
貢
献
活
動
を
中
心
と
し
た
五
項
目
に
わ
た
る
記
念
行
事

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

①
記
念
の
森
（
「
ま
な
び
の
森
」
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
後
述
）

②
設
計

コ
ン
ペ

自
然
と
の
共
生
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
、
木
の
可
能
性
を
高
め
る
新
し
い
木
造
住
宅
の
提
案
を
一
般

公
募
す
る
。

③
社
史
編
纂

山
口
社
長
は
、
本
社
の
役
員
・
社
員
を
集
め
、

「
戦
後
、
住

平
成
九
年
三
月
期
の
決
算
時
に
一
株
二
円
の
記
念
配
当
を
行
う
。

主
要
取
引
先
•
O
B

・
社
員
に
特
別
あ
つ
ら
え
の
木
製
万
年
筆
を
記
念
品
とし
て
配
布
す
る

。
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再
生
を
目
指
す
も
の
て
あ
る
。

当
社
は
創
立
五

0
周
年
記
念
の

一
環
と
し
て
森
林
の
育
成
と
自
然
環
境
の
保
全
、
な
ら
び
に
環
境
教
育

や
啓
蒙
運
動
を
通
じ
て
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

「ま
な
び
の
森
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想

を
樹
立
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
企
業
理
念
に
基
づ
く
未
来
へ
の
出
発
点
と
な
り
、
後
世
に
伝
え
る

「ま
な
び
の
森
」
は
、
富
士
山
国
有
林
内
（
富
士
宮
市
粟
倉
）
に
あ
る
九

0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ぶ
山

林
て
、
平
成
八
年
秋
の
台
風
被
害
跡
地
て
あ
る
。
こ
の
地
に
お
い
て
、
当
社
が
培
っ
て
き
た
森
林
管
理
技

術
を
活
用
し
て
、
富
士
山
本
来
の
植
生
に
甚
づ
く
自
然
林
を
復
元
す
る
こ
と
と
し
た
。
復
元
に
当
た
っ
て

は、

「ナ
チ
ュ
ー
ル
ゲ
メ
ス

」
（
合
自
然
）
の
理
念
の
も
と
、
わ
が
国
て
は
初
の
試
み
と
な
る

「群
状
施

業
」
を
取
り
入
れ
、
地
ご
し
ら
え
や
下
草
刈
り
な
ど
の
人
工
的
な
管
理
を
極
力
避
け
た
方
法
を
採
用
し
た
。

植
栽
樹
種
は
富
士
山
固
有
の
樹
種
（
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ミ
ズ
キ
・
フ
ジ
ザ
ク
ラ
・
ケ
ヤ
キ
・
ヒ
メ
シ
ャ

ラ
・
ホ
ウ
ノ
キ
・
カ
エ
デ
・
ヒ
ノ
キ
等
）
て
、
富
士
山
て
採
取
し
た
種
子
か
ら
て
き
た
苗
木
を
植
林
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
遺
伝
子
の
保
全
に
も
配
慮
し
た
施
業
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
現
地
は
シ
カ
に
よ
る
食
害
が
多
発
し
て
お
り
、

「
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
」
（
写
真
参
照
）
を
設
け

て
苗
木
の
防
護
も
行
う
こ
と
と
し
た
。

活
動
主
体
は
、
住
友
林
業
グ
ル
ー
プ
の
社
員
・
家
族
•
O
B

、
取
引
先
、
住
宅
顧
客
の
ほ
か
、
趣
旨
に

賛
同
す
る
個
人
・
団
体
・
学
生
な
ど
て
あ
り
、
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
、
国
有
林
の
森
林

民
間
が
国
に
代
わ
っ
て
国
有
林
野
の
森
林
造
成
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
て
行
う
も
の
と
し
て、

全
国
て
初
め
て
の
ケ
ー
ス
て
あ
り
、
林
野
庁
の
定
め
る

「森
の
学
校
総
合
整
備
事
業
」
に
則
り
、
国
と
の

間
て
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
て
実
行
を
開
始
し
た
。

こ
と
が
出
来
る
事
業
て
あ
り
、
平
成
十
年
度
よ
り
実
行
に
移
し
た
。

富
士
山
国
有
林
に
「
ま
な
び
の
森
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
の
企
画
は

「まなぴの森」植林活動（平成10年 4月）

（白く 立っ ているのはシカ 害防止用の「ツリーシェルタ

ー」）

*
1

ナ
チ
ュ
ー
ル
ゲ
メ
ス

ド
イ
ツ
語
の
林
学
用
語
て
、
「
合
自
然
」
す
な
わ
ち
自
然

の
摂
理
を
進
守
し
、
自
然
の
力
を
合
理
的
に
生
か
す
森
林
管

理
の
あ
り
方
を
い
う
。

*
2

群
状
施
業

林
内
を
数
百
ー
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
区
域
（
群
）

に
分
け
、
そ
の
群
ご
と
に
植
林
や
手
入
れ
を
行

っ
て
い

く
方

法。
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献
活
動
に
ふ
さ
わ
し
い
場
と
し
て
育
て
て
い
く
計
画
て
あ
る
。

一
般
に
も
公
開
し
、
社
会
貢

ま
た
、
「
ま
な
び
の
森
」
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
多
方
面
か
ら
の
意
見
を
ふ
ま
え
て
推
進
す
る
こ
と
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
と
の
見
地
か
ら
、
静
岡
県
林
業
水
産
部
お
よ
び
環
境
部
、
富
士
宮

市
、
静
岡
営
林
署
、

そ
し
て
地
元
の
学
識
者
、
自
然
保
護
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
、

等
て
構
成
す
る
、

「
ま
な
び
の
森
企
画
懇
談
会
」
を
設
置
し
た
。

平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
建
設
し
、
現
地
研
修
や
環
境
教
育
等
の
施
設
と
し
て
、

マ
ス
コ
ミ

な
お
、
こ
の
自
然
林
復
元
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
「
ま
な
び
の
森
」
管
理
棟
（
仮
称
、
建
坪
約
四
二
九
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昭
和
六
十
三
年
(
-
九
八
八
）
十
月
、
林
野
庁
、
閻
経
済
団
体
連
合
会
お
よ
び
閻
日
本
林
業
経
営
者
協

会
主
催
の

「
欧
州
林
業
機
械
視
察
団
」
（
団
長

・
当
社
山
崎
会
長
）
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
三
か
国
に
派
遣
さ
れ
た
。
林
業
機
械
先
進
国
の
状
況
は
参
加
者
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
、

H
本
の
林
業
界
に
機
械
化
の
気
運
を
大
き
く
盛
り
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
社
は
こ
の
視
察
団

に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
機
械
化
に
欠
か
せ
な
い
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
養
成
の
た
め
、
山
林
部
の
現
場
ス
タ

ッ
フ
を
数
度
に
わ
た
っ
て
欧
州
に
派
遣
し
た
。

平
成
元
年
(
-
九
八
九
）
、
ま
ず
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
る
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
を

九
州
山
林
に
導
人
し
、

翌
年
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
製
の
ホ
イ
ー
ル
タ
イ
プ
小
型
段
軸
車
両
ハ
ー
ベ
ス
タ
と
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
製
の
林
内
運
搬
用
フ
ォ
ー
ワ
ー
ダ
を
北
海
道
山
林
に
導
入
し
た
。
こ
の
種
の
タ
ワ
ー
ヤ
ー

ダ
と
ハ

ー
ベ
ス
タ
は
わ
が
国
て
は
最
初
て
あ
っ
た
た
め
、
関
係
者
の
注
目
を
浴
び
た
。
そ
の
後
、
九
州
山

先
進
的
機
械
化
林
業
へ
の
歩
み

冨
転
換
期
を
迎
え
た
山
林
経
営

第
一
節

一章

山
林
部
門

各
部
門
の
最
近

0
年
の
歩
み

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
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く
な
っ
て
い
っ
た
。

1
0
0年
の
輪
伐
体
制
に
早
期
に
近
づ
け
る
た
め

343 第 4部

林
に
枝
払
い
と
玉
切
り
を
行
う
プ
ロ
セ
ッ
サ
を
、

第2華

四
国
山
林
に
は
地
形
と
林
道
配
置
に
適
合
し
た
タ
ワ
ー

北
海
道
山
林
に
導
入
し
た
ハ
ー
ベ
ス
タ
は
従
来
の
列
状
一
伐
三
残
方
式
を
生
か
す
こ
と
の
て
き
る
小
型

ベ
ス
タ
と
フ
ォ
ー
ワ
ー
ダ
て
北
欧
型
の
機
械
化
伐
採
・
集
運
材
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。

こ
の
一
連
の
機
械
化
は
、
単
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
効
率
化
を
果
た
し
た
だ
け
て
な
く
、
若
手
山
林
作
業

者
を
確
保
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。
住
友
林
業
フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

ー
タ
ー
を
含
む
若
手
数
名
が
入
社
し
、
後
継
者
不
足
に
悩
ん
て
き
た
林
業
界
に
ひ
さ
び
さ
に
明
る
い
話
題

を
提
供
し
た
。

昭
和
五
十
年
代
ま
て
は
山
林
資
産
が
当
社
の
安
定
収
益
確
保
部
門
と
し
て
機
能
し
、
他
の
部
門
の
損
益

を
に
ら
み
な
が
ら
伐
採
量
の
調
整
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
当
社
の
事
業
規
模
が
拡
大
し
、

の
社
内
シ
ェ
ア
が
相
対
的
に
低
下
す
る
に
つ
れ
て
、

い
う
通
達
が
出
さ
れ
、

山
林
事
業

そ
の
よ
う
な
機
能
を
求
め
る
こ
と
が
現
実
的
て
は
な

そ
う
し
た
中
て
、
平
成
元
年
一
月
、
大
西
社
長
名
て

「
山
林
部
の
新
し
い
役
割
と
そ
の
位
置
づ
け
」
と

山
林
は
「
期
間
損
益
を
第
一
義
と
せ
ず
、
毎
年
の
収
支
は
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
つ
つ
、

山
林
資
産
の
回
復
と
、
目
標
と
す
る
高
伐
期
複
合
構
造
林
に
よ
る
森
林
保
続
の
形
態
に
い
ち
早
く
近
づ
け

る
た
め
の
施
業
計
画
を
優
先
採
用
す
る
」
と
い
う
山
林
経
営
方
針
の
大
転
換
が
行
わ
れ
た
の
て
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
古
以
齢
優
良
大
径
林
を
育
成
す
べ
く
、

ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
し
て
非
皆
伐
施
業
を
推
進
し
、
あ
わ
せ
て
山
地
保
全
や
環
境
保
全
な
ど
社
会
的
機
能
の

画
伐
期
保
続
林
業
の
早
期
実
現
に
向
け
て
＇
~
山
林
経
営
方
針
の
大
転
換

（
四
国
）
に
は
女
性
オ
ペ
レ

の
も
の
て
、
残
木
を
傷
め
や
す
い
キ
ャ
タ
ピ
ラ
タ
イ
プ
を
避
け
、
ホ
イ
ー
ル
タ
イ
プ
と
し
た
。
こ
の
ハ
ー

ヤ
ー
ダ
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
導
入
し
た
。

ゞ ●

~ ·- a-~ ~ ぇニー—
車幅・車高・車体傾斜が自由に調節でき、コンピュータ制

御により伐倒から枝払い、王切りまでの一貫作業を行うハ

ーペスタ（ノルウェー・スウェーデン製）

＊
 
列
状

一
伐
――
―残
方
式

間
伐
を
行
う
際
に
、
植
栽
さ
れ
た
四
列
の
う
ち

一
列
を
伐

採
し
一
―
―列
は
定
性
的
間
伐
を
残
す
方
式
。
機
械
化
作
業
に
適

し
て
い
る
。

各部門の最近10年の歩み



・
機
械
開
発
・
技
術
開
発
の
推
進
と
、
機
械
化
用
簡
易
林
内
作
業
路
の
新
設

•
生
産
管
理
別
育
林
体
系
に
基
づ
く
枝
打
ち
作
業
の
実
施

②
高
質
林
育
成
投
資
と
育
林
費
の
選
別
投
資

非
皆
伐
施
業
地
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施

た）
＊
 

．
択
伐
・
間
伐
対
象
を
高
齢
林
か
ら
中
齢
林
へ

（
平
成
五
年
に
は
全
山
が
非
皆
伐
施
業
と
な
っ

こ
の
大
転
換
は
、

向
上
に
も
資
す
る
施
業
内
容
と
し
、
高
価
値
の
山
づ
く
り
を
目
指
す
と
い
う
も
の
て
あ
る
。

明
治
時
代
か
ら
の
山
林
を
継
承
し
、
事
業
の
糧
と
し
て
山
を
活
用
し
て
き
た
わ
れ
わ

れ
が
、
今
再
び
鈴
木
馬
左
也
が
唱
え
た
「
山
林
は
住
友
の
最
後
の
城
郭
と
な
る
。
時
の
力
を
信
ぜ
よ
」
に

立
ち
戻
っ
た
も
の
て
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
使
命
を
改
め
て
認
識
し
、
資
産
を
よ
み
が
え
ら
す
た
め
の
付

〈
新
山
林
経
営
方
針
「
非
皆
伐
複
層
林
施
業
と
森
林
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
保
続
」
の
骨
子
〉

当
社
は
、
資
産
価
値
の
増
強
と
社
会
的
諸
要
請
と
を
相
調
和
さ
せ
る
森
林
育
成
を
経
営
理
念
と
し
、

山
林
部
門
を
、
社
業
の
シ
ン
ボ
ル
た
る
基
幹
部
門
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

①
立
木
資
産
価
値
の
回
復
と
増
強

高
伐
期
複
合
構
造
林
を
目
指
す
過
程
に
お
い
て
は
次
の
方
針
と
す
る
。

・
非
皆
伐
施
業
を
目
指
し
、
人
工
林
の
皆
伐
半
減
ヘ

③
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
推
進

•
海
外
林
業
機
械
の
導
入

④
山
林
営
業
の
積
極
展
開

託
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

＊
 
択
伐

一
般
的
に
は
成
木
と
な
っ
た
木
を
選
ん
て
抜
き
伐
り
し
て

い
く
方
法
。
当

社
の
場
合
は
、
い
ち
早
~
1
0
0
年
輪
伐
体

制
に
到
達
す
る
よ
う
に
、
優
良
木
を
残
し
て
そ
の
周
囲
の
支

障
に
な
る
木
を
伐
る
と
い
う
間
伐
的
な
考
え
を
も
っ
た
「
択

伐
」
を
行
っ
て
い
る
。
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・
国
産
材
流
通
事
業
の
拡
大

⑤
山
林
管
理
要
員
の
見
直
し
と
地
冗
社
員
の
活
用

環
境
を
重
視
し
た
山
林
経
営

新
山
林
経
営
方
針
は
徐
々
に
山
林
現
場
に
浸
透
し
た
。
特
に
非
皆
伐
施
業
の
考
え
方
は
、
平
成
五
年
に

な
る
と
、
人
工
林
・
天
然
林
と
も
完
全
導
入
を
図
る
こ
と
が
て
き
た
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
簡
単
に
導
人

て
き
た
わ
け
て
は
な
い
。
現
場
に
取
り
入
れ
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
処
方
箋
が
必

要
て
あ
っ
た
。

①
現
場
担
当
者
お
よ
び
請
負
作
業
者
へ
の
認
識
の
徹
底

②
単
木
選
木
作
業
の
品
質
管
理
の
徹
底

③
複
層
林
化
の
た
め
の
技
術
的
課
題
の
解
決

④
非
皆
伐
作
業
に
ふ
さ
わ
し
い
機
械
化
方
式
の
導
入

⑤
森
林
環
境
と
景
観
の
維
持

こ
う
し
た
課
題
の
難
し
さ
は
、
机
上
管
理
や
数
字
上
の
管
理
だ
け
て
は
現
場
の
森
林
を
ど
う
取
り
扱
っ

た
か
が
見
え
て
こ
な
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
現
場
の
実
質
的
な
施
業
と
、

そ
れ
に
対
す
る
技
術
管
理
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
問
題
て
あ
る
。
当
社
は
こ
れ
に
対
し
て
、
次
の
方
法
を
採
用
し
た
。

①
選
木
管
理
の
徹
底
を
図
る
た
め
、

非
皆
伐
施
業
か
ら
群
状
択
伐
ヘ

四
国
に
お
い
て
は
、
間
伐
．
択
伐
を
行
う
予
定
地
に
つ
い
て
、
専

・
事
業
請
負
と
結
び
つ
い
た
立
木
・
丸
太
の
購
入
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任
の
調
査
担
当
者
に
よ
り
作
業
前
と
後
に
調
査
を
行
い
、
選
木
の
良
否
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
優
良
林
木
保
残
作
業
級
を
設
け
、
精
英
樹
的
な
優
良
木
を
マ
ー
キ
ン
グ
し
て
、

年
伐
期
を
超
え
て
保
残
す
る
措
置
も
取
っ
た
。

②
単
木
択
伐
に
加
え
て
新
た
に
「
群
状
択
伐
」
を
導
入
し
、

ヒ
ノ
キ
の
複
層
林
化
の
実
現
を
図
っ
た
。

ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
に
お
け
る
複
層
林
施
業
は
、
生
態
的
に
も
技
術
的
に
も
未
解
決
の
課
題
が
多
か
っ

た
た
め
、
京
都
大
学
赤
井
龍
男
助
教
授
の
指
導
を
受
け
、
平
成
三
年
、
別
子
中
七
番
に

「列
状
交
互

群
状
択
伐
実
験
林
」
を
設
け
た
。
こ
れ
は
二
0
メ
ー
ト
ル
の
格
子
状
に
交
互
に
伐
採
を
繰
り
返
し
、

群
状
の
複
層
林
を
目
指
そ
う
と
し
た
も
の
て
あ
っ
た
。
し
か
も
単
木
の
選
木
よ
り
も
効
率
的
か
つ
人

手
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
群
状
を
基
本
に
伐
採
・
育
林
の
全
行
程
に
わ
た
る

「ト
ー
タ
ル
施
業
シ

ス
テ
ム
」
と
し
て
の
省
力
化
と
機
械
化
の
実
現
を
図
っ
た
。

こ
う
し
た
対
策
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
国
す
べ
て
の
社
有
林
が
非
皆
伐
施
業
と
な
っ

た
。
ま
た
、
年
伐
量
も
四
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
間
伐
、
択
伐
、
群
状
択
伐
施
業
に
よ
る
高
伐
期
複

合
構
造
林
に
向
か
っ
て
徐
々
に
山
林
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

森
林
の
あ
る
べ
き
姿
を
提
案

当
社
の
山
林
事
業
の
歴
史
は
、
荒
廃
し
た
林
地
を
元
に
も
ど
す
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
環
境
保
全
の
考

え
方
が
戦
後
よ
り

一
層
具
体
的
に
反
映
さ
れ
た
の
は
、
第
三
部
て
既
述
の
よ
う
に
昭
和
五
十
六
年
の
第
三

次
森
林
施
業
計
画
に
掲
げ
た

「高
伐
期
複
合
構
造
林
」
を
目
指
し
た
森
林
管
理
施
策
か
ら
て
あ
る
が
、
改

め
て
施
業
計
画
の
中
に
環
境
重
視
・
環
境
保
全
の
考
え
方
を
織
り
込
み
、
具
体
的
に
実
行
し
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。

一
方
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
国
有
林
に
お
い
て
は
赤
字
体
質
が
一
段
と
深
刻
化
し
、
貴
重
な
優
良
林
が
伐
採

1
0
0
 
＊
 
優
良
林
木
保
残
作
業
級

精
英
樹
的
な
優
良
木
を

一
0
0
年
伐
期
を
超
え
て
残
し
て

お
く
作
業
方
法
。
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
森
林
育
成
方
法
。
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収
入
に
頼
っ
た
赤
字
対
策
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
た
。
数
少
な
い
原
生
林
の
伐
採
に
自
然
保
護
団
体
か
ら

激
し
い
反
対
運
動
が
起
こ
り
、
知
床
原
生
林
の
一
坪
買
い
取
り
運
動
や
、
白
神
山
系
の
ブ
ナ
林
の
保
護
運

動
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
代
、
国
有
林
も
民
有
林
も
森
林
環
境
の
保
全
に
は
以
前
に
も
ま
し
て
慎

当
社
は
民
間
林
業
の
立
場
か
ら
こ
う
し
た
事
態
に
危
機
感
を
抱
き
、
平
成
元
年
、
「
新
し
い
理
念
て
明

日
の
あ
る
国
有
林
を
」
と
題
し
た
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
有
林
が
行
う
べ
き
自
然
保
護
の
姿

勢
と
、
累
積
赤
字
の
増
加
を
食
い
止
め
る
新
た
な
経
営
理
念
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
て
、
国
有
林
の
問
題

の
一
っ
は
、
知
床
や
白
神
山
地
の
自
然
保
護
運
動
と
林
業
政
策
の
論
理
と
が
お
互
い
に
「
す
れ
違
い
論
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
二
つ
に
は
国
有
林
が
特
別
会
計
と
い
う
明
確
な
枠
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
国
民
共

通
の
財
産
て
あ
り
公
益
機
能
を
も
含
む
と
い
う
、
「
曖
昧
さ
」
の
残
っ
た
期
待
と
使
命
を
も
っ
て
い
る
こ

と
て
あ
り
、
こ
の
二
点
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
国
有
林
野
事
業
の
中
の
収
益
事
業
と
非
収
益
事
業
の
峻

別
を
図
る
こ
と
が
必
要
て
あ
る
と
し
た
。
こ
こ
て
い
う
「
峻
別
」
と
は
、

い
う
こ
と
て
は
な
く
、
事
業
の
目
的
に
応
じ
て
、

国
際
的
な
理
念
と
な
っ
た
「
保
続
林
業
」

山
林
を
物
理
的
に
区
分
せ
よ
と

即
ち
収
益
・
非
収
益
の
別
に
管
理
形
態
と
会
計
区
分
を

近
年
、
自
然
環
境
問
題
は
、
酸
性
雨
や
二
酸
化
炭
索
に
よ
る
地
球
温
暖
化
な
ど
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な

地
球
レ
ベ
ル
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
て
昭
和
六
十
二
年
十
二

月
、
国
連
は
「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
」
の
報
告
書
を
採
択
し
、

明
確
に
仕
分
け
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。

重
な
対
応
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

地
球
上
の
資
源
の
利
用
と

人
類
繁
栄
の
調
和
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
「
持
続
可
能
な
開
発
発
展

(
S
u
s
t
a
i
n
a
b
l
e
D
e
v
e
l
o
p
'
 

m
e
n
t
)
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
次
代
の
人
た
ち
ま
て
永
続
的
な
発
展
が
約
束
て
き
る
よ
う
な
地
球
環
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も
こ
う
し
た
国
際
的
な
活
動
を
積
極
的
に
支
持
し
た
。

）
れ
は
国
ご
と
の

ど
を
対
象
と
す
る
基
準
・
指
標
づ
く
り
の
取
り
組
み

（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・
プ
ロ
セ
ス
）
」
が
始
ま
っ
た
。

ワ
ー
ド
は
、
林
学
界
・
林
業
界
て
古
く
か
ら
実
務
的
に
森
林
管
理
の
理
念
と
し
て
き
た
「
保
続
林
業
」

考
え
方
に
一
致
す
る
も
の
て
も
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
当
社
が
明
治
三
十
七
年
の
初
の
施
業
案
以
来
連
綿

と
続
け
て
き
た
「
保
続
経
営
」

こ
の
国
連
宣
言
に
沿
っ
て
、
平
成
四
年、

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
て
開
催
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る

共
生
て
き
、
永
続
的
に
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
”
持
続
可
能
な
森
林
経
営

(
S
u
s
t
a
i
n
a
b
l
e
F
o
r
 ,
 

estry)

~ 

を
目
指
す
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
そ
し
て
地
球
サ
ミ
ッ
ト
て
は
そ
の
達
成
に
向
け
て

原
則
声
明
」
を
宣――
I[[

し
、
二
十

ご
世
紀
に
向
け
「
持
続
可
能
な
森
林
経
営
」
実
現
の
た
め
に
各
国
の
具
体

的
な
行
動
計
画
て
あ
る

「ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」
を
採
択
し
た
。
以
後
こ
れ
に
基
づ
き
各
国
が
具
体
的
に
行
動

を
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

の
思
想
に
は
か
な
ら
な
い
も
の
て
、
実
践
者
と
し
て
の
先
駆
け
て
も
あ
っ

つ
づ
い
て
平
成
五
年
、
国
連
に

「持
続
可
能
な
開
発
委
員
会

(
C
S
D
)
」
が
設
置
さ
れ
、

平
成
七
年
、

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・
プ
ロ
セ
ス
の
「
基
準
・
指
標
」
が
合
意
さ
れ
た
。

事
情
も
考
慮
し
つ
つ
森
林
生
態
系
を
守
ろ
う
と
す
る
も
の
て
、
次
の
七
項
目
か
ら
な
っ
て
お
り
、

①
生
物
多
様
性
の
保
全

②
森
林
生
態
系
の
生
産
力
の
維
持

③
森
林
生
態
系
の
健
全
性
と
活
力
の
維
持

④
土
壌
お
よ
び
水
資
源
の
保
全
と
維
持

「温
帯
林
な

わ
が
国

「
森
林

ッ
ト

(
U
N
C
E
D
)」

に
お
い
て

こ
の
考
え
方
を
さ
ら
に
押
し
広
め
、
森
林
保
全
と
社
会
経
済
と
が

た
と
い
え
る
。

境
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
全
世
界
に
向
け
て
宣
言
し
た
。

*
1
 

「地
球
サ
ミ の

こ
の
「
持
続
可
能
な
開
発
発
展
」
と
い
う
キ
ー

*
1

地
球
サ
ミ
ッ
ト

(
U
N
C
E
D
)

正
式
名
称
は
「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
連
会
議
」
て
、

平
成
四
年
六
月
三
日
か
ら
十
四
日
ま
て
の
―

二
日
間
、
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
て
開
催
さ
れ
た
。
地
球
規
模
と
な
っ
て
き
た

環
境
問
題
に
国
際
的
に
取
り
組
む
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
。

約

一
八

0
の
国

・
地
域
・
国
連
機
関
の
代
表
が
参
加
し
た
上

に
約
八

0
0
0
の
N
G
O
も
集
ま
り
、
参
加
者
は
四
万
人
を

超
え
る
空
前
の
規
模
と
な
っ
た
。

*
2

ア
ジ
ェ
ン
ダ

21

二
十

一
世
紀
に
向
け
て
人
類
が
他
の
生
物
と
と
も
に
繁
栄

を
続
け
て
い
く
た
め
の
行
動
計
画
を
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ

た
っ
て
具
体
的
に
示
し
た
も
の
て
、
「
大
気
保
全
」
「
森
林
減

少
対
策
」
な
ど
四

0
章
か
ら
な
る
。
地
球
サ
ミ
ッ
ト
て
の
採

択
を
目
指
し
て
、
約
一
八

0
か
国
が
約
二
年
を
か
け
て
作
成

し
た
。
人
類
の
英
知
を
凝
縮
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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⑤
地
球
的
炭
素
循
環
へ
の
森
林
の
寄
与
の
維
持

⑥
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
長
期
的
・
多
面
的
な
杜
会
経
済
的
な
便
宜
の
維
持
お
よ
び
増
進

⑦
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
た
め
の
法
的
・
制
度
的
・
経
済
的
な
枠
組
み

こ
れ
は
、
地
球
上
て
人
が
住
ま
う
社
会
を
形
成
し
、

（
全
長
―
一
五
九
メ
ー
ト
ル
）
が

そ
し
て
そ
の
永
遠
な
る
こ
と
を
願
う
限
り
、
森
林

を
は
じ
め
と
す
る
環
境
と
上
手
に
つ
き
あ
う
工
夫
が
必
要
て
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

か
つ
て
の
先
鋭
的
な
森
林
保
護
運
動
か
ら
一
歩
成
長
し
た
と
い
え
る
こ
の
「
持
続
可
能
な
森
林
管
理
」

の
考
え
方
は
、

明
治
以
来
私
た
ち
林
業
を
営
む
者
の
理
念
と
し
て
と
ら
え
て
き
た
「
保
続
林
業
」
の
精
神

に
通
じ
る
も
の
て
あ
っ
た
が
、
改
め
て
こ
の
時
代
に
確
認
し
、
二
十
一
世
紀
の
森
林
の
あ
り
方
の
指
針
と

な
っ
た
も
の
て
あ
る
。

住
友
の
森
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
開
設

住
友
ゆ
か
り
の
地
に
森
林
管
理
の
モ
デ
ル
を
開
設
ー
大
造
林
計
画
樹
立
一

0
0周
年
記
念

平
成
五
年
十
一
月
当
社
は
、
保
続
林
業
の
理
念
の
下
、
林
業
と
自
然
環
境
の
共
生
を
日
指
し
た
新
し
い

森
林
管
理
の
モ
デ
ル
の

一
っ
と
し
て
、
別
子
山
村
中
七
番
に
「
住
友
の
森
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
を
開
設
し
た
。

こ
こ
て
は
自
然
環
境
と
、
地
元
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
の
人
々
と
の
繋
が
り
を
よ
り
重
視
し
、
社
会
に
貢

献
て
き
る
新
た
な
森
林
管
理
の
あ
り
方
を
追
求
す
る
こ
と
と
し
た
。

中
七
番
地
区
は
銅
山
川
の
最
上
流
に
あ
り
、
以
前
は
新
居
浜
か
ら
車
て
三
時
間
の
林
道
の
終
点
に
位
置

し
、
当
社
の
中
て
も
最
も
地
理
的
条
件
の
悪
い
場
所
て
あ
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
二
年
十
一
月
、
新
居
浜

側
か
ら
別
子
山
村
に
向
け
て
地
元
の
悲
願
て
あ
っ
た
大
永
山
ト
ン
ネ
ル

住友墳芦旱琴
r必念広楊・フォレスクーハウ和

・ご●●,, 紀拿●●、<'つォレスターハウス、にお入りください．
9入●罵料9

■山樟内で.,次のこと書守ってください~

w;i =:~~: さし、 孟,•:,~ふし、

函＝：迅~ 閉:=;~
r-

濱山火事防止にこ協力ください． ェコシステムのパンフレット
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山
火
事
な
ど
の
災
害
対
策
を
取
る
必
要
が
出
て
き
た
。
ま
た
、
地
元
か
ら
こ
の
地
区
の
自
然
資
源
を
観
光

事
業
と
し
て
利
用
て
き
な
い
か
と
い
う
意
見
も
出
る
よ
う
に
な

っ
た
。
昭
和
六
十
二
年
に

「
総
合
保
養
地

域
整
備
法
（
リ
ゾ
ー
ト
法
）
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
当
時
は
ま
さ
に
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー
ム
て
あ
り
、

そ
う
し
た
背
景
の
下
、

しヽ
ヽ

し
カ

一
般
客
も
こ
の
最
奥
地
に
気
軽
に
入
山
て
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
山
林
管
理
対
策
や

「
ス
キ
ー
場
」
や
「
ホ
テ
ル
」
建
設
な
ど
の
案
が
出
さ
れ
た
り
し
た
。

山
林
事
業
を
行
っ
て
き
た
当
社
と
し
て
は
、
森
林
を
林
業
だ
け
て
な
く
も
っ
と
本
格
的
に
か

つ
幅
広
く
活
用
し
、
当
社
な
ら
て
は
の
、

っ
た
。

し
か
も
、
中
七
番
は
、

え
ら
れ
て
以
来
、
植
林
の
甚
地
と
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
て
あ
る
。
ま
た
、

の
「
大
造
林
計
画
」
が
樹
立
さ
れ
、
実
行
に
移
さ
れ
た
ゆ
か
り
の
地
て
も
あ
る
。
そ
こ
て
中
七
番
を
そ
の

メ
モ
リ
ア
ル
｀
‘
ソ
ー
ン
と
し
て
生
か
し
な
が
ら
、
別
子
山
事
業
区
の
管
理
事
務
所
と
し
て
も
機
能
す
る
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

か
つ
当
社
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
生
か
し
た
い
と
の
思
い
が
あ

明
治
十
五
年
(
-
八
八
二
）
に
別
子
の
緑
再
生
の
た
め
初
め
て
苗
畑
が
構

明
治
二
十
七
年
に
は
伊
庭
貞
剛

一
般
の
人
た
ち
に
も
林
業
と
自
然
環
境
の
共
生
を
実
際
に
体
感
し
て
も
ら
う

場
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

「住
友
の
森
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
は
合
計

一
八
九

0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
さ
て
、

の
地
」
記
念
広
場
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ハ
ウ
ス
と
、
実
験
林
と
か
ら
な
る
。

木
を
植
え
た
人
々
•
森
林
技
術
者

(
F
o
r
e
s
t
e
r
)

ス
は
、
大
断
面
集
成
材
を
一
部
使
用
し
た
木
造
軸
組
構
造
の
建
物
て
、

開
通
し

「
住
友
の
植
林
事
業
ゆ
か
り

に
ち
な
ん
て
名
付
け
ら
れ
た
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ハ
ウ

延
べ
床
面
積
は
三
九
九
平
方
メ
ー

ト
ル
に
及
ぶ
。
館
内
に
は
植
林
の
歴
史
・
森
林
や
林
業
の
資
料
・
実
験
林
の
デ
ー
タ
等
を
展
示
し
た
。
実

験
林
は
三
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
て
お
り
、
①
中
七
番
エ
リ
ア
…
森
林
育
成
技
術
・
天
然
林
保
残
な
ど
林

業
経
営
を
通
じ
て
多
様
な
森
林
環
境
機
能
を
高
め
る
、
②
筏
津
エ
リ
ア
…
適
正
な
保
育
管
理
に
よ
り
、
森

林
の
木
材
生
産
美
を
追
求
す
る
、
③
旧
別
子
メ
モ
リ
ア
ル
‘
‘
ソ
ー
ン
…
旧
別
子
銅
山
の
遺
跡
を
保
存
す
る
一

フォレスタ ーハウスの館内展示

習

饂

ご、

暉、—―一.,. 専""-・・-『-. 
フォレスターハウス
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る
と
こ
ろ
と
な
り

朝
日
森
林
文
化
賞
を
受
賞

ら
に
後
世
へ
継
承
す
る
こ
と
の
決
意
を
表
わ
す
も
の
て
も
あ
っ
た
。

方
、
復
旧
造
林
に
よ
っ
て
よ
み
が
え
っ
た
森
林
の
姿
を
残
す
、

る
こ
と
と
し
た
。

と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
役
割
を
も
た
せ

こ
れ
ら
を
開
設
し
た
平
成
五
年
は
、
当
社
創
立
四
五
周
年
て
あ
っ
た
ば
か
り
て
な
く
、
「
大
造
林
計
画
」

樹
立
か
ら
一

0
0
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
て
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
住
友
の
森
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」

の
開
設
は
、
住
友
の
先
人
た
ち
と
山
に
関
わ
っ
た
人
々
の
偉
業
を
示
す
と
と
も
に
、
私
た
ち
が
そ
れ
を
さ

こ
の
「
住
友
の
森
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
は
、
全
く
新
し
い
森
林
管
理
の
体
系
と
し
て
全
国
的
に
認
識
さ
れ

一
般
の
来
山
者
の
は
か
、
専
門
家
の
視
察
も
相
次
い
だ
。
当
社
も
ま
た
、
自
然
保
護

団
体
や
青
少
年
活
動
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
人
た
ち
と
協
調
し
た
社
会
貢
献
的
要
素
の
高
い
森
林

管
理
活
動
と
位
置
づ
け
、

地
元
の
人
を
中
心
に
構
成
す
る
企
画
懇
談
会
の
提
案
を
受
け
な
が
ら
、

地
域
文

化
・
森
林
文
化
の
発
信
甚
地
と
し
て
の
役
割
を
担
う
「
住
友
の
森
」
と
し
て
の
育
成
に
力
を
注
い
だ
。

こ
う
し
た
努
力
が
実
っ
て
、
平
成
七
年
六
月
、
「
朝
日
森
林
文
化
賞
」
を
受
賞
し
た
。
こ
の
賞
は
、
朝

日
新
聞
社
と
闘
森
林
文
化
協
会
が
、
森
林
の
保
全
・
緑
の
生
活
環
境
づ
く
り
・
自
然
と
人
間
の
共
存
な
ど

に
優
れ
た
活
動
を
し
て
い
る
団
体
や
個
人
を
顕
彰
す
る
も
の
て
、
正
賞
の
レ
リ
ー
フ
と
副
賞
の
一

0
0
万

円
が
贈
ら
れ
た
。
過
去
の
受
賞
は
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
限
ら
れ
て
お
り
、
企
業
と
し
て
は
当
社
が
初
め

て
こ
れ
を
受
賞
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

受
賞
者
代
表
に
は
、
表
彰
式
の
後
、
皇
居
に
お
い
て
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
拝
謁
し
、
活
動
の
趣
旨
と
森

づ
く
り
の
よ
う
す
を
ご
報
告
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
、
当
社
か
ら
は
「
住
友
の
森
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
実

行
・
推
進
に
携
っ
て
い
た
真
下
取
締
役
が
出
席
し
た
。
当
社
は
「
受
賞
は
地
元
の
協
力
あ
っ
て
こ
そ
」
と

朝日森林文化賞記念植樹での山口社長と植樹祭に参加した
地元小学生
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フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
正
面
に
置
か
れ
た
。

の
考
え
か
ら
、
副
賞
を
地
元
の
子
供
た
ち
の
自
然
教
育
に
役
立
て
る
べ
く
、
別
子
山
村
と
別
子
小
学
校
に

寄
付
し
た
。
ま
た
、

こ
の
一
連
の
活
動
状
況
は
林
野
庁
の
委
託
事
業

「多
様
化
森
林
造
成
技
術
開
発
調

翌
平
成
八
年
五
月
、
第
一
七
代
家
長
住
友
吉
左
衛
門
が
銅
山
越
ま
て
の
旧
別
子
を
歩
き
、

「住
友
の
森

ェ
コ
シ
ス
テ
ム
」
に
来
訪
し
た
。
そ
の
際
、
同
行
の
住
友
金
属
鉱
山
篠
崎
会
長
か
ら
、
歌
人
て
も
あ
っ
た

先
代
家
長
の
歌
碑
の
建
立
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
。

選
ば
れ
た
の
は
、
第
一
六
代
家
長
住
友
吉
左
衛
門
友
成
が
別
子
銅
山
閉
山
の
前
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
、

別
子
銅
山
に
お
い
て
、
三

0
0年
の
星
霜
を
振
り
返
る
と
と
も
に
大
自
然
の
恩
恵
に
感
謝
し
て
詠
ま
れ
た

一
三
首
の
う
ち
の
一
首
て
、
伊
予
の
青
石
に
刻
ま
れ
、

移
し
植
ゑ
し

か

ら

ま

つ

も

み

じ

落
葉
松
こ
こ
に
黄
葉
し
て

う
る

か
く
美
は
し
き
樹
林
と
な
り
ぬ

平
成
九
年
五
月
、
第
一
七
代
家
長
の
臨
席
の
下
に
歌
碑
の
奉
告
祭
が
行
わ
れ
た
。
歌
碑
は
周
囲
の
緑
に

映
え
、
私
た
ち
が
な
す
べ
き
こ
と
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
何
よ
り
も
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
た
。

査
」
に
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

---- .... ... 

歌碑建立式での記念撮影（中央第17代家長住友吉左衛門、
左住友金属鉱山篠崎会長、右当社山日社長）
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0
万
の
間
て
推
移
し
て
い
る
。

わ
が
国
の
木
材
需
要
星
は
、
昭
和
六
十
二
年

(
-
九
八
七
）

回
復
し
、
平
成
元
年
(
-
九
八
九
）

に
七
年
ぶ
り
に
一
億
立
方
メ
ー
ト
ル
台
を

に
は
、
高
度
成
長
期
の
ピ
ー
ク
に
記
録
し
た
昭
和
四
十
八
年
の
一
億

一
七
五
八
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
次
ぐ
一
億
一
三
八
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
史
上
第
二
位
を
記
録
し
た
。
そ

の
後
は
景
気
後
退
に
よ
り
伸
び
悩
ん
だ
が
、
最
近
一

0
年
の
需
要
量
は
一
億
三

0
0万
か
ら
一
億
一
四

0

一
方
わ
が
国
の
輸
入
材
比
率
は
年
々
拡
大
し
、
六
十
二
年
は
七

0
％
と
な
り
、

そ
の
後
さ
ら
に
上
昇
を

続
け
、
平
成
八
年
に
は
つ
い
に
八

0
％
と
な
っ
た
（
林
野
庁
発
行

『木
材
需
給
と
木
材
工
業
の
現
況
』
に

よ
る
）
。
こ
こ
ま
て
輸
人
材
が
増
加
し
た
理
由
と
し
て
は
、
①
針
葉
樹
て
は
製
材
品
、
南
洋
材
て
は
合
板

と
い
っ
た
製
品
を
生
産
し
て
い
た
日
本
国
内
の
工
場
が
、
原
木
輸
出
国
の
現
地
工
場
に
対
し
て
著
し
く
競

争
力
を
低
下
さ
せ
た
こ
と
、
②
輸
出
国
側
が
丸
太
輸
出
規
制
と
製
品
輸
出
拡
大
を
図
っ
た
こ
と
、
③
内
地

の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
も
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
や
円
古
向
に
よ
り
、
外
材
に
太
刀
打
ち
て
き
な
く
な
っ
た
こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
こ
の
間
、
わ
が
国
へ
の
木
材
供
給
国
が
急
速
に
多
様
化
し
た
。
針
葉
樹
て
は
米
国
、

木
材
部
門
全
般
の
動
き

木
材

わ
が
国
の
輸
入
材
は
丸
太
中
心
か
ら
製
品
中
心
へ
と
シ
フ
ト

第
二
節
木
材
・
建
材
部
門

カ
ナ
ダ
に
加
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製
品
の
割
合
が
倍
増
し
た
米
加
材

復
し
て
い
る
。

こ
と
が
て
き
た
。

れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
っ
た
。

わ
れ
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
の
時
代
に
入
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

建
材
」
の
項
参
照
）
。

結
局
、
外
材
全
般
に
つ
い
て
い
え
ば
、
従
来
の
地
域
別
・
樹
種
別
・
商
品
別
の
概
念
の
垣
根
が
取
り
払

国
内
て
は
、
従
来
主
た
る
座
を
占
め
て
い
た
国
内
の
原
木
・
製
品
問
屋
、
製
材
工
場
、
合
板
工
場
の
撤

退
・
縮
小
が
相
次
ぎ
、
輸
入
商
社
や
流
通
業
者
に
と
っ
て
も
、
業
務
の
見
直
し
や
抜
本
的
な
改
革
を
迫
ら

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
て
当
社
は
、
針
葉
樹
の
製
品
時
代
が
く
る
こ
と
を
予
測
し
、
海
外
に
お
い
て
現

地
駐
在
員
が
製
品
の
集
荷
拠
点
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
内
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
に
力
を
注
い
だ
。
そ
の
た
め
、
比
較
的
ス
ム

ー
ズ
に
製
品
へ
の
変
化
に
対
応
す
る

南
洋
材
に
つ
い
て
も
、
安
定
的
に
仕
入
れ
可
能
な
供
給
国
の
多
様
化
を
図
る
と
と
も
に
、
供
給
国
側
の

環
境
保
全
に
配
慮
し
な
が
ら
、
製
品
て
あ
る
合
板
の
輸
入
拡
大
に
努
力
し
た
（
「
ニ

当
社
の
木
材
部
門
の
売
上
高
は
、
平
成
三
年
三
月
期
に
は
過
去
最
高
の
一
四
二

0
億
円
を
記
録
し
た
も

の
の
、

そ
の
後
は
南
洋
材
丸
太
が
輸
入
合
板
に
罹
き
換
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
減
少
を
続
け
、

八
年
三
月
期
に
は
、
約
九

一
0
億
円
（
「
資
材
」
売
上
げ
の
中
の
木
材
分
を
含
む
）
と
こ
の

一
0
年
間
て

最
低
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
九
年
三
月
期
に
は
約
一

0
八
四
億
円
と
な
り
、

1
0
0
0億
円
台
を
回

こ
の

一
0
年
間
、
米
加
材
は
オ
ー
ル
ド
グ
ロ
ス
等
の
丸
太
が
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
製
品
化
が
大
き

ソ
ロ
モ
ン
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
が
新
た
に
参
人
し
た
。

え
て

ロ
シ
ア

一
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
リ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
比
重
が
増
大
し
、
広
葉
樹
て
は
パ
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面
輸
出
禁
止
が
続
き
、
六
年
に
は
連
邦
政
府
が
「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
プ
ラ
ン
」
を
シ
ア
ト
ル
連
邦
地
裁
に
提

ワ
シ
ン
ト
ン
州
有
林
の
全

つ
づ
い
て
平
成
三
年
五
月
、
シ
ア
ト
ル

た
時
代
に
別
れ
を
告
げ
た
。

か
ら
八
二
七
万
立
方
メ
ー
ト
ル

（
平
成
八
年
）
に
ま
て
増
加
し
た
。

い
る
）
。

（
昭
和
六
十
二
年
）

四
万
立
方
メ
ー
ト
ル

く
進
ん
だ
。
わ
が
国
全
体
の
米
加
材
の
輸
入
量
は
、
昭
和
六
十
二
年
が
丸
太
一

製
品
五
一
九
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
合
計
一
六
七
九
万
立
方
メ
ー
ト
ル
て
あ
り
、

（
ベ
イ
マ
ツ
）
、

そ
の
後
平
成
元
年
に
過
去

ヘ
ム
ロ
ッ
ク
、

体
て
変
化
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
輸
人
量
が
一
―
六

0
万
立
方
メ
ー
ト
ル

（
平
成
八
年
）
と
な
っ
た
（
米
材
と
並
ん
て
製
材
用
と
し
て
使
わ
れ
る
北
洋
材
丸
太

は
、
合
板
用
に
使
わ
れ
始
め
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

四
0
0万
ー
五

0
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
台
て
推
移
し
て

一
方
、
製
品
は
年
を
追
っ
て
輸
入
量
が
増
え
、

五

一
九
万
立
方
メ
ー
ト
ル

こ
の
間
、
丸
太
と
製
品
は
、
平
成
六
年
に
肩
を
並
べ
、
翌
七
年
に
は
つ
い
に
製
品
が
丸
太
を
追
い
抜
い

て
し
ま
っ
た
。
平
成
八
年
に
は
製
品
が
丸
太
の
一
・
一
七
倍
と
な
り
、
米
材
イ
コ
ー
ル
丸
太
輸
人
て
あ
っ

こ
の
よ
う
に
丸
太
が
減
少
し
た
原
因
は
、
米
国
に
お
け
る
環
境
保
護
運
動
の
高
ま
り
と
そ
れ
に
伴
う
伐

採
量
の
減
少
に
あ
る
。
昭
和
六
十
年
代
に
入
っ
て
、
米
国
内
て
自
国
内
木
材
加
工
業
へ
の
丸
太
の
安
定
供

給
を
目
的
と
し
た
丸
太
輸
出
制
限
の
議
論
が
高
ま
り
、
平
成
二
年
八
月
、
「
森
林
資
源
保
護
並
び
に
供
給

不
足
の
救
済
法
」
が
発
効
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
西
経
一

0
0度
以
西
の
連
邦
有
林
か
ら
の
丸
太
輸
出
禁

止
が
恒
久
化
さ
れ
、
州
有
林
か
ら
の
丸
太
輸
出
も
制
限
さ
れ
た
。

連
邦
地
裁
が
マ
ダ
ラ
フ
ク
ロ
ウ
（
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
種
）
保
護
の
た
め
林
野
庁
所
管
の
北
西
部
三
州
の

連
邦
有
林
の
立
木
販
売
の
一
時
中
止
を
命
令
し
た
。

さ
ら
に
平
成
四
年
十
月
、 （

昭
和
六
十
二
年
）

か
ら
七
〇

丸
太
に
つ
い
て
は
、
樹
種
て
は
ダ
グ
ラ
ス
フ
ァ
ー

ス
プ
ル
ー
ス
が
主

移
し
、
八
年
に
は
一
五
三

0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
。

最
高
の
一
八
五
八
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
後
、

一
五

0
0
万
ー
一
六

0
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
台
て
推

一
六

0
万
立
方
メ
ー
ト
ル

オールドグロス（北米の天然木）
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パ
イ
ン
の
植
林
木
の
取
り
扱
い
を
強
化
し
た
。

こ
れ
ら
の
木
材
は
、
保
続
林
業
の
考
え
方
の
下
に
安
定
供

（
カ
ナ
ダ
は
平
成
元
年
に
南
西
部
の
丸
太
を
実
質
的
に
全
面
輸
出
禁
止
し
た
た
め
、

こ
の
一

0
年
の
わ
が
国
へ
の
輸
入
は
皆
無
に
近
い
）
。

カ
ナ
ダ
が
製
品
の
輸
出
振
興
に
力
を
入
れ
た
目
的

当
社
は
こ
う
し
た
一
連
の
状
況
の
下
、
国
内
需
要
に
応
じ
て
安
定
し
た
輸
入
の
継
続
を
図
り
、
基
本
的

に
は
、
①
供
給
国
の
環
境
保
護
お
よ
び
保
続
林
業
の
理
念
を
尊
重
す
る
、
②
わ
が
国
の
品
質
基
準
に
適
合

し
た
索
材
・
製
品
を
輸
入
す
る
と
い
う
方
針
を
堅
持
し
な
が
ら
、
良
質
原
木
の
確
保
と
製
品
輸
入
の
拡
大

を
図
っ
た
。
米
国
は
シ
ア
ト
ル
出
張
所
、

カ
ナ
ダ
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
駐
在
員
事
務
所
を
通
じ
て
輸
入
業
務

を
行
い
、
製
品
輸
入
の
増
加
の
た
め
、
平
成
元
年
五
月
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
駐
在
員
を
増
員
し
た
。

よ
う
に
当
社
は
い
ち
早
く
製
品
に
ス
タ
ン
ス
を
移
し
た
た
め
、
製
品
比
率
は
急
速
に
増
加
し
、
平
成
五
年

当
社
は
ま
た
、

三
月
期
、
売
上
高
て
つ
い
に
丸
太
を
上
回
っ
た
。

＊
 エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
（
構
造
用
集
成
材
•
E
W材
）
へ
も
進
出
し
、
平
成
二
年

ワ
シ
ン
ト
ン
州
に
月
産
一
五

0
0立
方
メ
ー
ト
ル
の
工
場

(
P
l
u
m
C
r
e
e
k
 R
e
m
a
n
u
f
a
c
t
u
r
i
n
g
 

っ
て
、
当
社
は
こ
の
分
野
て
も
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。

米
加
材
以
外
に
は
、
梱
包
用
・
合
板
用
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

(
N
N
)
 
お
よ
び
チ
リ
の
ラ
ジ
ア
ー
タ

給
さ
れ
る
も
の
を
取
り
扱
う
と
い
う
当
社
の
碁
本
方
針
に
合
致
し
た
た
め
、
当
社
も

H
本
国
内
に
お
け
る

そ
の
市
場
開
拓
に
協
力
し
た
。
針
葉
樹
の
売
上
高
に
占
め
る

N
Z
材
お
よ
び
チ
リ
材
の
割
合
は
、

昭
和
六

J. 
V
.
 

／
第
二
章
第
四
節
参
照
）
を
設
立
し
た
。

こ
の
工
場
の
製
品
を
当
社
住
宅
に
採
用
す
る
こ
と
に
よ

-]月、

こ
の

は
、
主
と
し
て
、
自
国
の
製
材
産
業
の
保
護
と
雇
用
対
策
て
あ
っ
た
。

過
半
数
を
占
め
て
い
る

製
品
は
ヘ
ム
ロ
ッ
ク
、
ダ
グ
ラ
ス
フ
ァ
ー
、
ス
プ
ル
ー
ス
が
主
体
て
、
カ
ナ
ダ

B
C
州
か
ら
の
出
材
が

入
手
難
と
価
格
古
向
騰
と
い
う
非
常
に
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
っ
た
。

出
し
た
。

こ
う
し
た
伐
採
制
限
・
伐
採
禁
止
の
動
き
が
相
次
い
だ
こ
と
に
よ
り
、
当
社
は
良
質
の
原
木
の

表 4-1 当社輸入針葉樹の推移

（単位：千叫百万円）

昭和63年 9月期 平成 9年 3月期

輸入量 売上高 輸入量 売上高

原木 I, 066 23,308 878 16,667 

製品 267 8,685 736 31、822

合計 I ,333 31,993 1,614 48,489 

＊
 

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド

広
義
て
は
材
料
の
強
度
的
特
性
の
ば
ら
つ
き
が
少
な
く
、

ま
た
そ
れ
が
明
確
に
表
示
さ
れ
て
い
る
構
造
用
木
材
製
品
の

総
称
。

”
E
n
g
i
n
e
e
r
i
n
g
W
o
o
d
“

ま

た

は

"
E
n
g
i
n
e
e
r
e
d
 

W
o
o
d
“を
略
し
て

E
W
と
呼
ば
れ
る
。
集
成
材

•
L
V
L

(
L
a
m
i
n
a
t
e
d
 V
e
n
e
e
r
 L
u
m
b
e
r
 11
単
板
積
層
材
）
．

o
s

B
(
O
r
i
e
n
t
e
d
 S
t
r
a
n
d
 B
o
a
r
d
)
な
ど
が
こ
れ
に
含
ま
れ

る
。
当
社
は
人
工
乾
燥
さ
せ
た
約
ニ
セ
ン
チ
の
製
材
品
を
接

着
し
、
所
定
の
寸
法
ま
て
重
ね
合
わ
せ
た
も
の
を

E
W
と
し

て
製
品
化
し
た
。
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タ
キ
ナ
‘
‘
ハ
ル

（
サ
バ
州
）

て
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

こ
う
し
た
状
況
の
下
て
当
社
は

十
三
年
九
月
期
に
は

N
N
・
チ
リ
合
わ
せ
て
丸
太
て
―
-
％
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
九
年
三
月
期
に
は
丸

駐
在
員
を
置
き
、

什
ア
カ
マ
ツ
）

＇バノ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
か
ら
の
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ
ド
（
欧
州
ト
ウ
ヒ
）
、

の
製
品
輸
入
も
開
始
し
た
。

こ
う
し
た
当
社
の
針
葉
樹
（
米
材
•
N
Z

材
・
チ
リ
材
）
輸
入
を
こ
の
一
0
年
て
比
較
す
る
と
表
4
I

1
の
と
お
り
て
、
針
葉
樹
全
体
の
売
上
高
の
中
て
製
品
の
占
め
る
割
合
も
二
七
・
一
％
か
ら
六
五
・
六
％

へ
大
き
く
上
昇
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

漸
減
傾
向
が
続
く
南
洋
材

わ
が
国
の
南
洋
材
原
木
総
輸
入
量
は
、

昭
和
四
十
年
代
を
ピ
ー
ク
に
毎
年
漸
減
傾
向
が
続
い
て
い
た
が
、

こ
の
一

0
年
間
も
そ
の
傾
向
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
昭
和
六
十
二
年
が
一
三
五
二
万
立
方
メ
ー
ト
ル
て
あ

っ
た
の
に
対
し
、
平
成
八
年
に
は
五
六
七
万
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
て
落
ち
込
ん
だ
。
昭
和
四
十
八
年
が
一
ニ
―

こ
の
原
因
と
し
て
は
、
①
原
木
産
地
国
の
輸
出
規
制
と
合
板
の
内
製
化
、
②
国
内
合
板
生
産

量
の
減
少
と
針
葉
樹
化
、
③
世
界
的
な
環
境
保
全
の
気
運
の
高
ま
り
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

昭
和
六
十
二
年
と
平
成
八
年
を
産
地
国
別
に
比
較
す
る
と
図
4

—
1

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。
サ
バ

州
が
減
少
し
た
の
は
、
平
成
五
年
一
月
に
全
面
輸
出
禁
止
と
な
っ
た
た
め
て
あ
り
、

に
部
分
的
に
解
禁
さ
れ
た
が
、
質
・

量
と
も
以
前
の
状
態
を
取
り
戻
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

マ
レ
ー
シ
ア
（
タ
ワ
ウ
、

ソ
ロ
モ
ン
に
も
駐
在
員
を
置
き
、
良
質
の
原
木
の
安
定
確
保
に
努
め
た
（
コ

ソ
ロ
モ
ン
は
の
ち
に
閉
鎖
）
。
ま
た
、
供
給
源
の
多
様
化
も
図
り
、
合
板
用
と

シ
ブ

ヽ

、リ

コ
タ
キ
ナ
バ
ル
）

廿
え
ヵ

-

l

 
,
1
 

レ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
（
欧

そ
の
後
八
年
十
一
月

と
に
な
る
。

二
三
万
立
方
メ
ー
ト
ル
て
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と

一
五
年
間
て
実
に
四
分
の
一
に
ま
て
減
少
し
た
こ

太
て
は
三
五
％
、
製
品
て
は
―
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
は
か
平
成
六
年
に
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
も

マレーシア

図 4-1 

サバ州0.4%

南洋材の産地別輸入量推移

その他

（パプアニューギニア・ソロモン等）8.8% 

その他

（パプアニューギニア

・ソロモン等）

39.3% 

マレーシア

サラワク州

60.3% 

マレーシア

サラワク州

40.2% 

マレーシア

サパ州

51.0% 

乎成 8年 昭和62年
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し
て
ア
フ
リ
カ
材
も
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
製
材
・
突
板
用
原
木
と
し
て
ラ
オ
ス
マ
ツ
の
取
り
扱
い
も

始
め
た
。
し
か
し
、
国
内
需
要
の
減
退
が
影
響
し
、
当
社
の
南
洋
材
原
木
の
取
扱
量
は
、
昭
和
六
十
三
年

九
月
期
に

一
0
一
万
二

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
九
年
三
月
期
に
は
三
四
万
四

0
0

今
後
も
南
洋
材
の
製
品
化
（
合
板
・
製
材
品
）

と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、

大
き
く
減
少
し
た
国
内
材

の
流
れ
が
続
く
も
の
の
、
合
板
が
建
築
資
材
用
に
依
然

さ
ら
に
ま
た
、
原
木
が
供
給
国
の
貴
重
な
外
貨
獲
得
源
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
原
木
の
輸
入
量
も
現
時
点
か
ら
大
き
く
減
少
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
も
う
一
段
下
が
っ
た

従
来
当
社
は
、
他
社
が
輸
人
し
た
外
材
を
購
入
し
た
場
合
（
他
社
買
材
）
、
「
国
内
材
」
と
い
う
呼
称
て

こ
の

一
0
年
間
、
丸
太
は
他
社
買
材
か
ら
直
輸
人
材
へ
の
シ
フ
ト
を
進
め
た
こ
と

（
社
内
担
当
も
国
内
材
か
ら
外
材
担
当
に
移
っ
た
）
、
輸
人
材
自
体
の
需
要
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
国
内
材
の
取
り
扱
い
は
、
昭
和
六
十
三
年
九
月
期
は
五
八
万

一
0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
、

ニ―

1
0
0
万
円
て
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
九
年
―二
月
期
に
は
八
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、

円
と
激
減
し
た
。

ま
た
、
製
材
品
（
外
材
・
国
産
材
）

は
、
①
住
宅
本
部
が
主
力
構
造
材
を
乾
燥
材
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
ウ
ッ
ド
に
転
換
し
た
こ
と
に
よ
り
国
内
挽
き
か
ら
直
輸
入
材
へ
の
シ
フ
ト
が
進
ん
だ
こ
と
、
②
丸
太
と

七
年
四
月
に
発
足
し
、

同
様
に
経
営
方
針
と
し
て
も
自
社
直
輸
入
材
を
主
体
と
し
た
こ
と
、
③
イ
ノ
ス
グ
ル
ー
プ
推
進
部
が
平
成

そ
れ
ま
て
部
材
供
給
シ
ス
テ
ム
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
た
製
材
品
の
売
上
げ
が
イ

ノ
ス
グ
ル
ー
プ
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
、
こ
の
間
、
五
二
万
五

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
、

処
理
し
て
い
た
が

と
こ
ろ
て
供
給
面
に
つ
い
て
は
安
定
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

0
立
方
メ
ー
ト
ル
と
、
大
輻
に
減
少
し
た
。

一
三

0
億

一
九
億
五

0
0
0万
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ル
化
は
さ
ら
に
進
み

化
の
過
渡
期
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ニ
八
二
億
四
九

0
0万
円
か
ら
四
五
万
四

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
、

三
二
五
億
円
と
な
っ
た
。

持
し
、
毎
年
八

0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
前
後
を
安
定
販
売
し
た
。
材
料
別
て
は
、
燃
料
用
・
ボ
ー
ド
用
の
解

体
材
チ
ッ
プ
が
増
加
し
、
平
成
九
年
三
月
期
‘
て
は
チ
ッ
プ
全
体
の
二
三
％
を
解
体
材
チ
ッ
プ
が
占
め
る
ま

て
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
平
均
単
価
は
低
下
し
、
売
上
高
は
五
四
億
四
八
〇

0
万
円
（
昭
和
六
十
三
年
九
月
期
）

か
ら
四
七
億
五
九

0
0
万
円
（
平
成
九
年
三
月
期
）
ま
て
低
下
し
た
。

結
局
、

「国
内
材
」
部
門
は
、
直
輸
入
材
へ
の
シ
フ
ト
、
本
部
・
支
店
を
合
わ
せ
た
商
品
ご
と
の
縦
割

り
組
織
へ
の
変
更
（
平
成
三
年
一
月
）
、

へ
と
大
き
く
減
少
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

イ
ノ
ス
グ
ル
ー
プ
の
発
足
な
ど
が
影
響
し
て
、
売
上
高
は
六
七

八
億
七

0
0
万
円
（
昭
和
六
十
三
年
九
月
期
）

らヽ

―ヽカ

四
0
二
億
二
九

0
0万
円
（
平
成
九
年
三
月
期
）

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
一

0
年
間
大
き
く
変
化
し
て
き
た
木
材
の
需
給
動
向
は
、
現
在
も
ま
だ
そ
の
変

わ
が
国
の
木
材
需
要
星
は
、
今
後
一
億
一
九

0
0万
ー
一
億
二
六

0
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
程
度
ま
て
拡

大
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
当
面
は
外
材
輸
入
量
も
増
加
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
木
材
供
給
国
の
グ
ロ
ー
バ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
南
米
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
供
給
可
能
国
は
す
べ
て
、

わ
が
国
へ
の
輸

出
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
て
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
輸
出
国
は
、
製
品
化
に
よ
り
付
加
価
値
を
高
め
、

り
多
く
の
外
貨
獲
得
と
自
国
内
の
雇
用
の
確
保
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

よ

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
は
、
①
当
社
の
住
宅

「
フ
ォ
レ
ス
ト
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
家
自
体
に
対

す
る
要
求
性
能
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
②
プ
レ
カ
ッ
ト
が
普
及
す
る
に
つ
れ
て
、
古
向
品
質
の
材
木
が

画
付
加
価
値
・
高
精
度
の
木
材
を
目
指
し
て

一
方
て
チ
ッ
プ
に
関
し
て
は

こ
の
一

0
年
間
も
依
然
と
し
て
取
扱
最
て
は
わ
が
国
ト
ッ
プ
の
座
を
維
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い
て
第
二
位
に
位
置
し
て
い
る
。

一
般
建
材

建
材

要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

K
D
材
化
・
集
成
材
化
は
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
く

と
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
環
境
下
、
当
社
に
お
け
る
木
材
部
門
は
、
①
地
球
環
境
保
全
に
配
慮
し
な
が
ら
、
輸
入
相
手

国
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
図
り
、

質
・
量
と
も
に
安
定
供
給
を
受
け
ら
れ
る
取
引
先
の
開
拓
を
図
る
こ
と
、

②
古
向
付
加
価
値
化
・
古
向
精
度
化
の
流
れ
に
沿
っ
て
、

の
国
内
に
お
け
る
普
及
と
拡
販
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

当
社
の
建
材
（
合
板

•
M
D
F
を
除
く
）

K
D
材
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
（
集
成
材
）

の
売
上
高
は
、
昭
利
六
十
三
年
三
月
期
が

一
四
一
四
億
九
六

0
0万
円
て
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
平
成
九
年
三
月
期
は
一
九
六
八
億
一

三
0
0万
円
と
な
っ
て
い
る
。

当
社
は
平
成
四
年
三
月
期
か
ら
住
宅
部
門
の
資
材
の
売
上
げ
を
「
資
材
」
と
し
て
区
分
し
て
計
上
し
て
い

る
た
め
、
九
年
三
月
期
の
「
資
材
」
売
上
高
の
う
ち
の
建
材
分
を
加
え
る
と
約
二
七
八
九
億
円
と
な
り
、

売
上
げ
の
伸
び
は
一

0
年
間
て
約
二
倍
に
ま
て
伸
び
た
こ
と
に
な
る
。

当
社
の
商
社
と
し
て
の
建
材
の
取
り
扱
い
は
内
口
銭
制
に
よ
る
も
の
て
あ
り
、
大
き
な
利
幅
は
望
め
な

い
が
確
実
な
利
益
計
上
を
行
う
こ
と
が
て
き
る
。
建
材
の
年
商
が
三

0
0
0億
円
に
迫
る
規
模
に
ま
て
拡

大
し
た
こ
と
は
、
建
材
部
門
が
当
社
の
経
営
規
模
の
拡
大
を
、
売
上
げ
•
利
益
両
面
て
安
定
し
て

支
え
て

き
た
と
い
え
る
。
建
材
取
扱
商
社
の
中
て
当
社
は
、
売
上
高
て
は
平
成
八
年
三
月
期
て
伊
藤
忠
建
材
に
次

＊
 

K
D
材

”Ki
ln D
r
y~

(乾
燥
炉
内
て
の
乾
燥
）
の
略
て
、
自
然
乾

燥
材
に
対
し
て
、
人
工
乾
燥
を
行
っ
て
所
定
の
含
水
率
ま
て

下
げ
た
材
を
い
う
。
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伸
び
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
木
造
住
宅
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
、

し
た
こ
と
、

ク
ロ
ス
仕
上
げ
の
不
燃
壁
（
石
膏
ボ
ー
ド
）
が
厚
物
化
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

【窯
業
建
材
】

旭
硝
子
の
外
装
材
「
ほ
ん
ば
ん
」
や
吉
野
石
膏
の
石
膏
ボ
ー
ド
の
取
り
扱
い
が
大
き
く

等
の
製
品
の
取
り
扱
い
を
伸
ば
す
こ
と
が
て
き
た
。

特
に
こ
の
一

0
年
、
こ
れ
ら
の
製
品
の
開
発
に
熱
心
な
永
大
産
業
・
朝
日
ウ
ッ
ド
テ
ッ
ク
・
住
建
産
業

っ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
が
て
き
た
の
は
、
①
た
え
ず
商
社
機
能
の
在
り
方
を
見
つ
め
、

一
体
販
売
」
を
行
う
な
ど
流
通
分
野
と
施
工
体
制
に
お
け
る
効
率
化
・
差
別
化
に
努
め
た
こ
と
、
②
商
百
叩

別
・
分
野
別
に
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
え
る
建
材
メ
ー
カ
ー
と
手
を
組
み
、

信
頼
関
係
に
立
脚
し
た
相

互
補
完
体
制
の
下
に
売
上
げ
拡
大
を
図
っ
た
こ
と
、

③
各
地
の
販
売
店
と
の
接
触
を
密
に
す
る
た
め
、
地

域
密
着
型
の
営
業
所
展
開
を
行
っ
た
こ
と
、
④
住
宅
本
部
の
建
築
棟
数
が
大
き
く
伸
び
た
こ
と
、
⑤
イ
ノ

こ
の
一

0
年
間
、
建
材
メ
ー
カ
ー
各
社
は
競
っ
て
新
規
商
品
の
開
発
を
行
い
、
高
付
加
価
値
化
・
高
意

匠
化
の
製
品
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
顧
客
の
嗜
好
に
応
じ
た
品
ぞ
ろ
え
に
力
を
注
い
だ
。
ま
た
、
現
場

て
の
省
力
化
と
、
天
候
な
ど
の
自
然
条
件
の
影
響
を
受
け
に
く
い
製
品
も
開
発
し
、
施
エ
コ
ス
ト
の
削
減

も
図
っ
て
き
た
。
当
社
の
取
扱
製
品
の
推
移
を
品
目
別
に
み
る
と
次
の
と
お
り
て
あ
る
。

【木
質
建
材】

木
質
建
材
に
は
内
装
材
・
造
作
部
材
・
フ
ロ
ア
・
壁
・
天
井
・
階
段
・
ド
ア
・
収
納
家

具
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
木
質
建
材
の
売
上
高
が
伸
び
た
理
由
と
し
て
は
、
①
窓
枠
・
回
り
縁
・
輻
木
な
ど

の
造
作
部
材
を
建
材
メ
ー
カ
ー
が
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
②
住
宅
の
床
が
カ
ー
ペ
ッ
ト
か
ら
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
に
切
り
替
わ
っ
て
き
た
こ
と
、
③
階
段

・
ド
ア
等
が
現
場
加
工
か
ら
建
材
メ
ー
カ
ー
の
工
場

生
産
や
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
に
移
っ
て
き
た
こ
と
、

④
押
入
れ
や
据
躍
家
具
が
取
り
付
け
の
収
納
家
具
に
替

ス
事
業
を
展
開
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
て
あ
る
。

モ
ル
タ
ル
か
ら
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
ヘ
移
行

「材
工
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昭
和
六
十
年
代
か
ら
今
日
に
至
る
最
近
一

0
年
間
の
合
板
業
界
を
み
る
と
き
、

と
し
て
、
①
輸
入
合
板
の
急
増
、
②
原
木
供
給
国
の
変
化
、
③
針
菓
樹
合
板
の
急
増
が
あ
げ
ら
れ
る
。

国
内
の
普
通
合
板
の
供
給
量
（
国
産
＋
輸
入
）

合
板

向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
も
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
施
主
・
エ
務
店
間
の
初
期
折
衝
段
階
に

け
る
施
工
の
合
理
化
・
統
合
化
に
よ
り

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
流
通
改
革
を
実
現
す
る
こ
と
、
③
住
宅
リ
フ

【
金
属
建
材
】

共
同
て
各
地
の
サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
り
、
三
協
ア
ル
ミ
の
製
品
の
は
か
に
も
多
種
多
様
な
サ
ッ

シ
を
そ
ろ
え
、
需
要
に
応
じ
て
き
め
細
か
く
対
応
て
き
る
よ
う
に
し
た
。

【
住
設
機
器
】

三
協
ア
ル
ミ
ほ
か
の
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
取
り
扱
い
が
伸
び
た
。
当
社
は
三
協
ア
ル
ミ
と

の
住
設
機
器
の
取
り
扱
い
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
現
在
、

ッ
ク
、

材
等
）

イ
ナ
ッ
ク
ス
、

伸
び
が
目
立
っ
た
が
、

サ
ン
ウ
エ
ー
ブ
、

ノ
ー
リ
ツ
、
江
本
工
業
等
の
製
品
を
扱
っ
て
い
る
。

バ
ブ
ル
期
に
は
古
翌
額
商
品
の

現
在
は
落
ち
着
い
た
実
用
的
な
も
の
に
比
重
が
移
っ
て
い
る
。

今
後
の
建
材
部
門
の
在
り
方
と
し
て
は
、
①
こ
れ
ま
て
当
社
が
取
り
扱
っ
て
い
な
か
っ
た
商
品
（
屋
根

に
も
力
を
入
れ
、
住
宅
一
棟
当
た
り
の
当
杜
取
扱
高
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
、
②
住
宅
現
場
に
お

ォ
ー
ム
分
野
へ
の
進
出
を
図
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

＊
 

「
ホ
ー
ム
ス
ケ
ッ
チ
」
と
名
付
け
た
住
空
間
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ま
た
、
流
通
機
能
強
化
を
目
指
し
て
、

焦
点
を
当
て
た
も
の
て
、

工
務
店
の
受
注
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
販
売
店
の
ト
ー
タ
ル
受
注
確
度
を

建
材
の
分
野
に
も
、
引
き
続
き
、
時
代
に
対
応
し
た
新
し
い
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
特
筆
す
べ
き
動
向

は
景
気
の
動
向
や
新
設
住
宅
着
工
戸
数
の
増
減
に
左
右

ヤ
マ
ハ
リ
ビ
ン
グ
テ

住
宅
の
高
級
化
に
つ
れ
て
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
・
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
・
空
調
機
器
な
ど

＊
 
ホ
ー
ム
ス
ケ
ッ
チ

地
域
の
木
材
・
建
材
店
が
、

1
務
店
と
施
主
と
の
初
期
折

衝
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
て
、
①
住
ま
い
方
ご
提
案
シ
ス
テ

ム
、
②
住
ま
い
の
ご
相
談
シ
ス
テ
ム
、
③
住
ま
い
の
デ
ザ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
当
社
と
建
材
メ
ー
カ
ー

三
社
が
共
同
て
開
発
し
た
も
の
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
木
材
・
建
材
店
は
物
件
情
報
の
早
期
入
手

と
工
務
店
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化
が
可
能
と
な
る
。

362 



1
0
年、

か
つ
て
の
主
要
供
給
国
て
あ
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
ゼ
ロ

フ
ィ
リ
ピ
ン
も
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
と

り
、
平
成
八
年
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
六
―
•
四
％

マ
レ
ー
シ
ア

ニ
八
•
四
％
、
米
・
加
・
ニ
ュ
ー
ジ

さ
れ
な
が
ら
も
‘

推
移
し
て
き
た

昭
和
六
十
二
年
か
ら
平
成
八
年
ま
て
の

一
0
年
間
、
九

0
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
前
後
て

（
最
古
向
九
九
四
万
／
平
成
八
年
、
最
低
八
八

一
万
／
平
成
七
年
、

平
均
九
三

0
万
立
方
メ

合
板
の
輸
入
比
率
は
昭
和
五
十
九
年
ま
て
は
二
％
以
下
だ
っ
た
が
、
六
十
年
四
・

七
・
七
％
、
六
十
二
年

一
六

・
八
％
と
伸
び
、
平
成
七
年
に
は
四
九
・
九
％
、

五
％
（
五
三

0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
）

八
年
に
は
つ
い
に
五
三

・

に
達
し
、
輸
入
量
が
国
産
量
を
上
回
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
等
の
原
木
産
地
国
が
原
木
輸
出
か
ら
製
品
と
し
て
の
合
板
輸
出
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
り
外
貨

獲
得
と
雇
用
の
安
定
を
図
る
政
策
を
と
っ
た
こ
と
、
輸
入
関
税
が
段
階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど

が
あ
る
。
輸
入
相
手
国
は
、
当
初
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
輸
入
量
の
九
五
％
以
上
を
占
め
て
い
た
が
、
①
マ

レ
ー
シ
ア
が
輸
出
に
力
を
注
い
だ
こ
と
、
②
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
日
本
に
輸
入
窓
日
会
社
を
つ
く
っ
た
こ
と

に
よ
り
市
場
原
理
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
た
こ
と
、
③
針
葉
樹
化
の
大
き
な
う
ね
り
が
出
て
き
た
こ
と
に
よ

ー
ラ
ン
ド

(
N
N
)
合
計
八
・
七
％
と
な
り
、
相
手
国
の
多
様
化
が
進
ん
だ
。

こ
う
し
た
輸
入
合
板
の
攻
勢
の
中
て
、
戦
後
の
復
興
を
支
え
、

高
度
成
長
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
日
本

の
合
板
産
業
は
、
な
ん
と
か
競
争
力
を
回
復
し
よ
う
と
経
営
努
力
を
重
ね
た
が
、
原
木
価
格
の
上
昇
と
労

働
集
約
型
産
業
に
お
け
る
彼
我
の
労
務
費
の
差
は
い
か
ん
と
も
し
難
く
、
徐
々
に
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
国
内
の
普
通
合
板
工
場
の
数
は
昭
和
六
十
二
年
に
は

一
四
七
て
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、

平
成
八
年
に
は
一

0
0
に
ま
て
減
少
し
た
。

こ
う
し
た
国
内
合
板
生
産
鼠
の
減
少
に
伴
い
、
南
洋
材
の
原
木
輸
入
量
も
昭
和
六
十
二
年
の
一

三
六
八

万
八

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
平
成
八
年
の
五
七
八

一
立
方
メ
ー
ト
ル
ヘ
と
大
き
く
減
少
し
た
。
こ
の

レ
）
。

9
/
 

ー
ト

-
％
、
六
十

一
年
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な
っ
た
の
に
対
し
て
、
昭
和
六
十
年
代
当
初
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
バ
、

い
合
っ
て
い
た
。
昭
和
六
十
二
年
は
サ
バ
五
一
％
、

サ
ラ
ワ
ク
四

0
％
て
あ
っ
た
が
、

輸
出
禁
止
（
平
成
五
年
）
に
よ
り
、
平
成
五
年
以
降
は
サ
バ
材
が
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
と
な
り
、

六
0
％
台
を
維
持
し
て
い
る
。
近
年
は
サ
バ
に
代
わ
っ
て
パ
プ
ア
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
が
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て

近
年
、
原
木
生
産
国
の
急
速
な
木
材
工
業
化
の
進
展
と
国
際
的
な
地
球
環
境
保
全
の
気
運
の
高
ま
り
に

よ
っ
て
、
南
洋
材
原
木
の
輸
人
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
米
材
・
北
洋
材•
N
Z

材
な
ど
を

用
い
た
合
板
の
針
葉
樹
化
が
最
近
に
な
っ
て
急
速
に
進
展
し
た
。
平
成
五
年
の
針
葉
樹
合
板
の
生
産
鼠
は

七
七
万
立
方
メ
ー
ト
ル
て
合
板
総
生
産
量
に
占
め
る
割
合
は

一
四
・
六
％
て
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
平
成

八
年
は

一
四
八
万
九

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
、

三
二

．
0
％
と
い
ず
れ
も
大
き
く
伸
び
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
合
板
業
界
の
激
動
期
に
あ
っ
て
当
社
は
、

①
輸
入
相
手
国
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
み
に
頼
ら
ず
、

サ
ラ
ワ
ク
両
州
が

一
位
の
座
を
競

た
え
ず
先
手
を
打
っ
て
次
の
よ
う
な
対
策
を
取

タ
ワ
ウ
（
サ
バ
州
）
、

ク
チ
ン

そ
の
後
サ
バ
材
の

サ
ラ
ワ
ク
が

②
品
質
を
要
求
さ
れ
る
建
材
・
住
設
メ
ー
カ
ー
等
へ
の
直
需
販
売
に
努
め
た
。

③
昭
和
六
十
三
年
九
月
、
名
古
屋
西
港
流
通
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
て
合
板
物
流
の
改
革
を
図
っ
た
（
平

そ
の
結
果
、
昭
利
六
十
三
年
九
月
期
の
輸
入
合
板
取
扱
高
は

―
二
八
億
五
九

0
0
万
円
て
あ
っ
た
も
の

が
、
平
成
九
年
三
月
期
に
は
三
六
七
億
四
四

0
0
万
円
へ
と
三
倍
近
く
に
ま
て
拡
大
し
た
。
そ
し
て
、
当

杜
の
普
通
合
板
取
扱
高
は
こ
の
一

0
年
て
四
四
八
億
一
九

0
0
万
円
か
ら
六
三
三
億
八
二

0
0
万
円
（
四

-
•
四
％
増
）

へ
と
伸
長
し
た
（
図
4

ー

2
)
。
当
社
は
合
板
取
扱
量
を
数
量
て
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

成
元
年
十
月
「
ス
ミ
リ
ン
物
流
セ
ン
タ
ー
」
を
分
離
独
立
）
。

に
駐
在
員
を
置
く
な
ど

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
輸
入
な
ど
供
給
国
の
多
様
化
を
図
っ
た
。

り
続
け
た
。

゜

い
る

（
サ
ラ
ワ
ク
州
）

左ラワン合板、右針葉樹合板
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を
必
要
な
だ
け
使
え
る
時
代
は
過
ぎ
去
り
つ
つ
あ
り
、
今
後
は
コ
ア
に
針
葉
樹
を
使
っ
た
合
板
や
全
針
薬

樹
合
板
が
主
流
を
占
め
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
①
輸
人
相
手
国
の
多
様
化
、
②
針
薬
樹
化
、
③
嵩
付
加

価
値
化
の
流
れ
は
一
層
加
速
度
を
増
し
、
④
物
流
の
合
理
化
を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
に
い
か
に
対
応
し
て
い

く
か
が
こ
れ
か
ら
の
当
社
を
含
め
た
合
板
業
界
の
課
題
と
い
え
る
。

（
中
質
繊
維
板
）

わ
が
国
の

M
D
F
の
国
内
生
産
と
輸
入
を
合
わ
せ
た
供
給
実
績
は
、
昭
和
六
十
二
年
が
二
三
万
九

0
0

0
立
方
メ
ー
ト
ル
て
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
平
成
八
年
は
八
二
万
二

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
と
こ
の
九
年

間
て
実
に
三
•
四
倍
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
輸
入
量
は
五
万
八
0
0
0

立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
二

万
一

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
ヘ
、

七
・

ニ
倍
も
の
伸
び
を
示
し
た
。

と
し
て
は
、
①
表
面
・
木
口
と
も
緻
密
て
機
械
加
工
性
が
よ
い
こ
と
、
②
塗
装
や
単
板
な
ど
に
よ
る
表
面

化
粧
が
美
し
く
仕
上
が
る
こ
と
、
③
寸
法
安
定
性
が
よ
く
大
型
パ
ネ
ル
も
作
れ
る
こ
と
、
④
合
板
に
近
い

物
性
を
も
つ
こ
と
か
ら
合
板
代
替
材
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
、
⑤
合
板
工
場
や
製
材
工
場
の
廃
材
が
利

用
て
き
る
た
め
地
球
環
境
保
全
に
貢
献
す
る
製
品
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

輸
入
量
の
急
増
は
国
内
の
生
産
体
制
が
需
要
の
拡
大
に
追
い
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
、

め
と
す
る
建
材
輸
入
商
社
が
積
極
的
に
国
内
市
場
の
開
拓
を
図
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。

合
板
・
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
な
ど
を
合
わ
せ
た
木
質
パ
ネ
ル
全
体
に
お
け
る
シ
ェ
ア
も
、

M
D
F
 

合
板
に
お
い
て
は
、
フ
ェ
ー
ス
（
表
面
）
・
バ
ッ
ク

（
裏
面
）
・
コ
ア

合
板
取
扱
鼠
は
大
き
く
伸
び
た
と
い
う
こ
と
が
て
き
る
。

M
D
F
が
こ
の
よ
う
に
伸
び
た
理
由

（芯）

1
0年
間

お
よ
び
当
社
を
は
じ

の
各
部
分
に
南
洋
材
原
木

図4-2 
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単
価
が
他
の
物
価
に
比
べ
て
（
波
を
打
ち
な
が
ら
も
）

は
と
ん
ど
横
ば
い
て
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と

こ
の

一
0
年、

ニ
ー
三
ミ
リ
の
薄
物
合
板
の
価
格
が
三

0
0
円
台
前
半
て
推
移
す
る
な
ど
、
合
板
全
体
の

翰入合板

平
成
元
．
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平
成
九
年
か
ら
十
年
の
初
頭
に
か
け
て
、
日
本
向
け
製
品
を
生
産
す
る
日
系
海
外
工
場
も
相
次
い
て
立
ち

て

M
D
F
は
一
―
・

ニ
％
か
ら
六
・

一
％
へ
上
昇
し
て
い
る
。
合
板
が
八
一
・
九
％
か
ら
七
四
・
一
％
へ
低

既
に
第
三
部
て
も
触
れ
た
と
お
り
、
当
社
は
昭
和
六
十
一
年
十
月
社
内
に

M
D
F
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

ル
ー
ト
販
売
は
も
と
よ
り
全
国
の
直
需
先
の
開
拓
に
鋭
意
努
力
し
た
。
ま
た
、

向
け
全
自
軍
を
引
き
受
け
、

「
N
P
ウ
ッ
ド
」

(
N
P
I
社
の
商
品
名
。

開
発
を
参
照
）
の
知
名
度
向
上
と
拡
販
を
図
る
と
と
も
に
、

Q
C
D

N
P
I
社
の
製
品
の
日
本

N
P
I
社
に
つ
い
て
は
第
四
節
事
業

重
視
し
た

「
メ
ー
カ
ー
営
業
」
を
行
い
、
国
内
メ
ー
カ
ー
と
対
等
の
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
マ
ツ
の
特
質
て
あ
る
白
っ
ぽ
い
色
が
生
か
さ
れ
た
「
N
P
ウ
ッ
ド
」
は
、
非
常
に
薄

い
突
板
な
ど
て
も
オ
ー
バ
ー
レ
イ
て
き
る
製
品
と
し
て
多
く
の
取
引
先
か
ら
珍
重
さ
れ
た
。
ま
た
平
成
四

年
一
月
、
地
球
環
境
保
全
に
貢
献
す
る
商
品
と
し
て
エ
コ
マ
ー
ク
も
取
得
し
た
。

N
P
I
社
は
平
成
三
年
に
第
ニ
ラ
イ
ン
を
、
九
年
に
第
三
ラ
イ
ン
を
増
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

続
い
て
国
附
の
旺
盛
な
需
要
に
応
え
る
べ
く
、
平
成
六
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

S
I
A
F
社
に
資
本
参
加

を
行
う
な
ど
、
輸
入
相
手
先
の
多
様
化
と
輸
入
旦
里
の
拡
大
を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
、

昭
和
六
十
三
年
九
月
期
は
三
二
億
九
三

0
0万
円
（
う
ち
輸
入
九
億
六
八

0
0万
円
）
だ
っ
た
の
に
対
し

て
、
平
成
九
年
三
月
期
は

一
―
四
億

一
七
0
0万
円
（
う
ち
輸
入
七
七
億
三
九

0
0万
円
）
と
、
当
社
木

が
相
次
ぎ
、

昭
和
六
十
二
年
に
は
二
社
（
年
間
生
産
能
力
三
二
万

一
0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
）
だ
っ
た
も

の
が
、
平
成
九
年
十
二
月
現
在
四
社
（
同
六

0
万

一
0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

今

H
ま
て
右
肩
上
が
り
の
成
長
を
続
け
て
き
た

M
D
F
市
場
も
、
日
本
国
内
て
生
産
に
参
入
す
る
企
業

図 4-4
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建
部
門
の
―
つ
の
柱
と
な
る
ま
て
に
成
長
し
た
。
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M
D
F
の
売
上
古
向
は

っ
て

こ
う
し
た
積
極
策
が
実

5 
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 Delivery)

を

図4-3 

め
て
き
た
と
い
え
る
。

下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と

こ
の
一

0
年、

M
D
F
は
着
実
に
合
板
代
替
材
と
し
て
の
位
置
を
古向

＊
 

ェ
コ
マ
ー
ク

闘
日
本
環
境
協
会
が
認
定
す
る
環
境
保
全
に
役
立
つ
商
品

に
表
示
さ
れ
る
マ
ー
ク
。
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の
に
対
し
て

M
D
F
の
優
位
性
を
生
か
し
た
新
し
い
用
途
開
発
、
耐
水

性
の
向
上
や
低
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
化
な
ど
の
高
付
加
価
値
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

C
A
D
＆
パ
ー
ツ
と
部
材
供
給
シ
ス
テ
ム
の
展
開
（
イ
ノ
ス
に
至
る
ま
で
）

平
成
四
年
四
月
、
営
業
開
発
部
は
、
建
設
省
主
導
の
新
憔
代
木
造
住
宅
供
給
シ
ス
テ
ム
の
一
環
と
し
て
、

(
C
&
P
)
事
業
を
開
始
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
選
定
さ
れ
た
大
型
販
売
店
を
通
じ
て
、

部
材
メ
ー
カ
ー
・
販
売
店
・
地
場
の
有
力
工
務
店
を
グ
ル
ー
プ
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
核
と
し
て
住
宅
資
材
を
ト
ー
タ
ル
に
供
給
し
よ
う
、
と
い
う
も
の
て
、
木
建
・
住

宅
に
次
ぐ
当
社
事
業
の
第
三
の
柱
へ
の
成
長
を
期
待
さ
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

つ
づ
い
て
平
成
五
年
四
月
、
営
業
第
一
部
が
部
材
供
給
シ
ス
テ
ム
事
業
を
開
始
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

*
2
 

は
、
当
社
の
住
宅
に
使
わ
れ
て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
（
構
造
材
・
羽
柄
材
・
階
段
材
・
「
イ
ン
タ
ー
シ

ュ
ノ
ー
ル
」
・
「
ル
ー
ム
セ
ッ
ト
」
）
の
五
点
セ
ッ
ト
を
中
心
と
し
て
、
生
産
合
理
化
を
実
現
し
た
主
要
資

材
を
総
合
的
に
供
給
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
も
の
て
あ
っ
た
。

C
&
P
が
一
般
の
エ
務
店
を
対
象
と
し
た

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
住
宅
本
部
の
指
定
工
務
店
も
含
め
て
販
売
対
象
と
し
た
。

C
&
P
と
部
材
供
給
シ
ス
テ
ム
は
近
代
化
志
向
の
多
く
の
エ
務
店
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
当

社
に
と
っ
て
も
次
に
述
べ
る
イ
ノ
ス
グ
ル
ー
プ
の
展
開
へ
の
貴
重
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
を
行
う
こ
と
が
て

C
A
D
＆
パ
ー
ツ

イ
ノ
ス
グ
ル
ー
プ
の
発
足

現
在
、
従
来
の
市
場
規
模
の
拡
大
に
伴
い

お
け
る
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
市
場
軟
化
を
招
く
お
そ
れ
も
出
て
き
た
。

上
が
り
、
国
内
て
は
供
給
過
剰
の
状
況
が
表
わ
れ
始
め
て
い
る
。

C
A
D
に
よ
る
情

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
国
内
と
海
外
に

*
1

羽
柄
材

敷
居
・
鴨
居
・
板
類
な
ど
、
造
作
用
に
用
い
ら
れ
る
比
較

的
材
寸
の
小
さ
い
製
材
品
の
総
称
。
「
端
柄
材
」
と
も
書
く
。

*
2

イ
ン
タ
ー
シ
ュ
ノ
ー
ル

壁
面
収
納
と
間
仕
切
り
収
納
の
機
能
を
あ
わ
せ
も
っ
た
収

納
家
具
て
、
住
友
林
業
グ
ル
ー
プ
の
商
品
名
。
「
間
仕
切
り

収
納
」
と
い
う
意
味
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
扉
・

側
板
・
棚

板
・
引
き
出
し
な
ど
て
構
成
さ
れ
、
建
築
現
場
て
組
み
立
て

る
。
本
来
の
家
具
と
し
て
の
機
能
を
充
実
し
た
上
に
、
居
住

性
・
耐
震
性
も
高
め
、
さ
ら
に
木
質
感
あ
ふ
れ
る
高
級
感
を

生
み
出
し
て
い
る
。
「
住
友
林
業
の
家
」
「
イ
ノ
ス
グ
ル

ー
プ

の
家
」
に
使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、

一
般
に
も
市
販
さ
れ
て
い

る。

MDF 
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を
大
切
に
し
な
が
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
発
想
て
、
お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
家
づ
く

S
a
t
i
s
f
a
c
t
i
o
n
 
満
足
し
て
い
た
だ
く
こ
と

O
r
i
g
i
n
a
l
i
t
y
 

N
e
i
g
h
b
o
r
s
h
i
p
 
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い

I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
 

「

I
N
o
s」
の
語
源
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
次
の
と
お
り
て
あ
る
。

、
A

J

o

,
f
 

「
イ
ノ
ス
グ
ル
ー
プ
」
を
罹

「イ
ノ
ス
グ
ル
ー
プ
推
進
部
」
を

近
代
化
を
図
り
、

木
造
住
宅
の
生
産
合
理
化
と
工
務
店
の
活
性
化
を
目
指
し
て
1

イ
ノ
ス
グ
ル
ー
プ
の
発
足

発
足
さ
せ
た
。

こ
の
事
業
の
ね
ら
い
は
、
当
社
が
開
発
し
た
木
造
住
宅
生
産
合
理
化
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
プ
レ
カ
ッ
ト
部

材
な
ど
の
合
理
化
・
省
力
化
部
材
を
地
域
工
務
店
に
供
給
し
、
生
産
性
と
品
質
の
向
上
に
よ
る
エ
務
店
の

さ
ら
に
木
造
住
宅
の
復
権
お
よ
び
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
も
の
て
あ
る
。
北
海

道
・
沖
縄
を
除
く
全
国
て
展
開
す
る
と
と
も
に
、
販
売
ツ
ー
ル
の
提
供
や
営
業
手
法
の
研
修
な
ど
の
営
業

支
援
体
制
も
強
化
し
て
い
っ
た
。
平
成
七
年
四
月
に
は
、
営
業
本
部
に

箇
く
と
と
も
に
、

七
支
店
・
営
業
部
に

一
主
席
と
若
干
名
の
社
員
か
ら
な
る

革
新
的
て
あ
る
こ
と

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
こ
と

こ
れ
ら
の
頭
文
字
を
と
り

「私
た
ち
は
、
木
造
住
宅
の
革
新
を
目
指
し
、
地
元
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い

り
を
推
進
し
ま
す
」
と
い
う
意
を
込
め
て

I
N
o
sを
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
と
し
た
。

イ
ノ
ス
グ
ル
ー
プ
事
業
の
特
徴
の
一
っ
は
、
全
国
各
地
に

C
A
D
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
た
こ
と
て

平
成
五
年
十
月
、
営
業
本
部
は

「住
友
林
業
の
ビ
ル
ダ
ー
ズ
シ
ス
テ
ム
・

I
N
o
sグ
ル
ー
プ
」
を

き
た
。

*
3

ル
ー
ム
セ
ッ
ト

枠
・
建
具
・
幅
木
・
回
り
縁
等
、
洋
室
の
造
作
部
全
般
の

総
称
て
、
当
社
の
商
品
名
。
部
材
を
部
品
化
し
て
加
工
・
仕

上
げ
・
塗
装
ま
て
の
工
程
を
工
場
て
行
い
、
現
場
て
は
組
み

立
て
る
だ
け
と
し
て
住
宅
生
産
の
効
率
化
を
図
っ
た
も
の
。

「
住
友
林
業
の
家
」
「
イ
ノ
ス
グ
ル

ー
プ
の
家
」
に
使
わ
れ

て
い
る
ほ
か
、

一
般
に
も
市
販
さ
れ
て
い
る
。

当
社
か
ら
各

地
の
部
材
メ

ー
カ
ー
に
O
E
M
生
産
を
依
頼
し
て
い
る
。
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あ
る
。
こ
の

C
A
D
は
耐
震
強
度
な
ど
を
含
め
た
当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
フ
ト
に
よ
る
合
理
的
設
計
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
て
行
い
、

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
と
の
部
材
生
産
と
も
連
動
て
き
る
上
に
、
積
算
精
度
が
極
め
て
高

く
、
会
員
工
務
店
お
よ
び
代
理
店
業
務
を
合
理
化
、
近
代
化
す
る
切
り
札
的
存
在
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ

企
画
提
案
型
住
宅
「

T
シ
リ
ー
ズ
」
と
注
文
型
住
宅
の
切
り
札
「
X
シ
リ
ー
ズ
」
の
発
売

企
画
提
案
型
住
宅
「

T
シ
リ
ー
ズ
」
は
平
成
五
年
八
月
に
発
売
を
開
始
し
た
。
合
理
化
、
省
力
化
を
徹

底
す
る
こ
と
て
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
高
め
た
上
に
、
当
社
が
長
年
住
宅
事
業
て
培
っ
た
設
計
力
を

企
画
型
四
五
プ
ラ
ン
の
中
に
集
約
し
た
商
品
て
あ
る
。
そ
の
後
、

数
も
一
三

0
プ
ラ
ン
と
な
り
、

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
重
ね
、

フ
リ
ー
プ
ラ
ン
対
応
も
可
能
と
な
り
、
今
日
て
は
イ
ノ
ス
グ
ル
ー
プ
販
売

棟
数
の
約
八

0
％
を
占
め
る
主
力
商
品
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
九
年
四
月
に
は

T
シ
リ
ー
ズ
を
全
面
改
定

し
、
注
文
型
自
由
設
計
住
宅
「
新
鮮
外
観

T
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
方
、

「
X
シ
リ
ー
ズ
」
は
高
級
注
文
型
自
由
設
計
住
宅
の
位
置
づ
け
て
、

イ
ノ
ス
グ
ル
ー
プ
の
高
級

商
品
と
し
て
、
平
成
七
年
八
月
発
売
を
開
始
し
た
。
通
し
柱
と
主
要
部
の
梁
に
ム
ク
材
の
一
・
五
倍
の
強

度
を
も
つ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
（
集
成
材
）
を
採
用
し
、
筋
か
い
は
住
宅
金
融
公
庫
の
巷
準
を
超

え
る
四
五
ミ
リ

x
1
0五
ミ
リ
の
太
さ
と
す
る
な
ど
、

高
耐
震
性
・
高
耐
久
性
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
多

様
化
し
つ
つ
あ
る
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
応
え
る
た
め
の
新
部
材
、
外
観
、
住
空
間
、

プ
ラ
ン

デ
ザ
イ
ン
、

コ
ン
セ
プ
ト
を
「
感
性
あ
ふ
れ
る
本
格
木
造
住
宅
」
と
し
た
。

機
能
な
ど
を
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
、

に
、
外
壁
・
屋
根
形
状
・
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
外
観
、
結
露
を
防
ぐ
と
と
も

さ
ら

に
躯
体
の
耐
久
性
・
断
熱
性
を
維
持
す
る
「
外
通
気
工
法
」
と
一

0
0
ミ
リ
の
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
の
採
用
な

ど
、
従
来
の
木
造
軸
組
の
エ
務
店
の
自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
に
対
し
て
、
大
き
く
差
別
化
し
た
商
品
と
な
っ

る゚

Tシリーズ
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自
由
設
計

イ
ノ
ス
グ
ル
ー
プ
の
家
は
、
各
会
員
が
各
地
方
に
合
っ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
行
い
地
域
展
開
が
て
き
る
の

が
強
み
て
、
現
在
「
信
濃
の
家
」
「
四
季
彩
の
家
」
な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ
る
五
二
種
類
の
愛
称
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
家
に
は
、
当
社
の
商
品
開
発
力
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
た
近
代
的
設
計
手
法

に
、
地
元
工
務
店
が
培
っ
て
き
た
地
域
に
お
け
る
信
用
と
家
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
相
乗
効
果
と
な
っ
て

生
か
さ
れ
、
木
造
志
向
の
強
い
地
方
に
も
歓
迎
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
五
年
の
イ
ノ
ス
グ
ル
ー
プ
発
足
以
来
九
年
三
月
末
ま
て
の
実
績
は
次
の
と
お
り
て
あ
る
。

収
益
性
の
高
い
事
業
へ
の
脱
皮

>

f

o

 

t
 形

態

構

造

木
造
軸
組
構
造

価

格

三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
四
六
万
円
台
よ
り

発
売
日

平
成
七
年
八
月
二
十
一
日

廂
品
名

企
画
提
案
型

oxシ
リ
ー
ズ
の
概
要

注
文
型
自
由
設
計
住
宅

「
X
シ
リ
ー
ズ
」
和
風
・
洋
風
仕
様

形

有旨
バ上ヽ

構

造

木
造
軸
組
構
造

価

格

三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
三
五
万
円
台
よ
り

発
売

H

商
品
名

O
T
シ
リ
ー
ズ
の
概
要

企
画
提
案
型
住
宅

「
T
シ
リ
ー
ズ
」
和
風
・
洋
風
仕
様

平
成
五
年
八
月
二
十
一

H

臨,, ,,  

「信濃の家」などのネーミングが入ったポスター
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平
成
九
年
(
-
九
九
七
）
三
月
期
に
は
七
九
か
所
と
な
り

こ
の
間
の
住
宅
完
工
棟
数
は
、
昭
和
六
十

371 第 4部

当
社
の
住
宅
事
業
は

こ
の
一

0
年
木
造
軸
組
構
法
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
急
速
な
成
長
を
遂
げ

第 2滋

住
宅
部
門

る
事
業
へ
脱
皮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

初
め
て
二

0
0
0棟
の
壁
を
突
破
す
る
こ
と
が
て
き
た
。

七
三
支
部
五
四
七
会
員
と
な
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
て
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
に
よ
り
、
会
員
間
、

支
部
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
き
た

(
C
A
D
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
三
四
か
所
）
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
建
材
系
二
社
、
商
社
系
五
社
が
組
織
す
る
他
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
受

注
棟
数
や
活
動
状
況
の
点
て
大
き
く
水
を
あ
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

②
上
棟
ベ

ー
ス

ニ
0
0
八
棟
の
達
成
（
平
成
九
年
三
月
期
）

③
人
材
群
の
育
成
・
成
長

当
社
お
よ
び
代
理
店
担
当
者
が
、
木
材
・
建
材
・
住
宅
に
ま
た
が
る
広
い
知
識
を
吸
収
し
、
資
材
か

ら
住
宅
関
連
産
業
ま
て
を
総
合
的
に
理
解
し
、
指
導
て
き
る
人
材
群
に
成
長
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
安
定
し
た
収
益
の
上
げ
ら
れ
る
事
業
規
模
を
確
立
し
、

第
三
節

―
つ
の
大
き
な
柱
と
な

て
き
た
。
昭
和
六
十
―
一
年
(
-
九
八
七
）
十
月
の
合
併
時
に
三
五
か
所
て
あ
っ
た
支
店
・
営
業
所
の
数
は
、

年
九
月
期
の
五
一
五
九
棟
か
ら
平
成
九
年
三
月
期
に
は
一
万
―
二
七

0
棟
に
達
し
た
。

①
全
国
工
務
店
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

会員の情報交換用に発行されているイノスグループNEWS

各部門の最近10年の歩み



住
宅
管
理
・
住
宅
企
画

昭
和
六
十
二
年
十
月
の
当
社
と
住
友
林
業
ホ
ー
ム
の
合
併
に
よ
り
住
宅
部
門
は
住
宅
事
業
部
と
な
り
、

住
宅
事
業
部
の
下
に
、
部
、
室
、
支
店
、
営
業
所
が
置
か
れ
た
。
住
宅
管
理
部
は
合
併
時
に
は
管
理
部
て

あ
っ
た
が
、

そ
の
後
、
業
務
部
、
査
業
部
と
名
称
が
変
わ
り
、
平
成
三
年
四
月
の
住
宅
本
部
発
足
に
伴
い

住
宅
管
理
部
と
な
っ
た
。

平
成
九
年
四
月
、
戦
略
立
案
機
能
を
強
化
す
る
た
め
本
部
部
門
の
整
理
統
合
と
新
業
務
の
追
加
が
行
わ

れ
、
住
宅
管
理
部
を
住
宅
企
画
部
と
改
称
、
翌
十
年
一
月
に
は
営
業
推
進
部
の
業
務
も
統
合
し
た
。
そ
の

結
果
新
組
織
は
、
①
業
績
・
予
算
チ
ー
ム
、
②
事
業
戦
略
チ
ー
ム
、
③
商
品
企
画
チ
ー
ム
、
④
広
告
宣
伝

チ
ー
ム
、
⑤
分
譲
チ
ー
ム
の
五
チ
ー
ム
と
、
本
部
事
務
セ
ン
タ
ー
に
改
編
さ
れ
た
。

以
下
に
住
宅
管
理
関
係
の
業
務
の
主
な
足
跡
を
ま
と
め
て
記
し
て
お
く
。

宅
管
理
部
の
経
理
部
門
は
新
設
さ
れ
た
経
理
部
へ
統
合
さ
れ
た
。

住
宅
営
業

当
社
が
住
宅
事
業
を
こ

こ
ま
て
拡
大
す
る
こ
と
が
て
き
た
の
は
、
①
支
店
・

営
業
所

・
展
示
場
を
積
極

的
に
展
開
し
全
国
的
規
模
に
ま
て
拡
大
し
た
こ
と
、
②
当
社
住
宅
の
知
名
度
が
上
が
り
、
優
れ
た
住
宅
と

し
て
の
プ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
こ
と
、

③
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
住
宅
新
商
品
を
次
々
と

発
表
し
、
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
、
④
合
併
に
よ
り
良
質
て
低
コ
ス
ト
の
索

材
・
部
材
・
建
材
の
安
定
供
給
が
受
け
ら
れ
る
体
制
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

以
下
に
、
住
宅
部
門
の
最
近
一

0
年
間
の
業
況
を
、
各
部
門
別
に
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

さ
ら
に
、
平
成
八
年
十
月
よ
り
機
能
的
な
組
織
体
制
の
実
現
を
図
る
た
め
、
住

図 4-5 
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規
模
の
拡
大
に
伴
う
組
織
弛
緩
を
防
ぎ
末
端
組
織
の
活
性
化
を
図
る
た
め
全
国
を
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

母
店
と
な
る
支
店
長
に
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
調
整
機
能
を
も
た
せ
た
制
度
て
あ
っ
た
。
そ
の
後
平
成
九
年
四
月
、

住
宅
本
部
を
地
域
別
に
全
国
一

0
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
本
部
権
限
を
大
幅
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
移
譲
す
る
こ

ブ
ロ
ッ
ク
統
括
部
の
営
業
推
進
機
能
を
よ
り
明
確
化
し
た
。
従
来
の
営
業
推
進
部
業
務
て
あ
っ
た
広
告

・

販
売
促
進
業
務
、
受
注
支
援
の
用
地
取
得
や
分
譲
業
務
、
商
品
企
画
業
務
は
、
住
宅
企
画
部
の
中
て
集
約

当
社
の
住
宅
建
築
顧
客
て
公
的
資
金
を
利
用
し
た
場
合
の
、
完

工
引
き
渡
し
時
か
ら
公
的
資
金
な
ど
が
実
行
さ
れ
る
ま
て
の
期
間
融
資
を
行
う
制
度
と
し
て
、
平
成
元
年

期
間
は
引
き
渡
し
か
ら
公
的
融
資
な
ど
の
実
行
日
ま
て
と
し
、
返
済
方
法
は
原
則
融
資
金
代
理
受
領
て
、

利
率
は
長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
マ
イ
ナ
ス
0
•
五
％
と
し
た
。
融
資
窓
口
は
当
初
ス
ミ
リ
ン
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
て
行
っ
て
い
た
が
、
平
成
四
年
住
友
林
業
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に
変
更
に
な
っ
た
。

【C
S
運
動
の
推
進
】

を
設
置
し
た
。

ス
ケ
ー
ル
も
年
々

平
成
元
年
十
一
月
、
住
宅
各
支
店
に
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
制
を
導
人
し
た
。
こ
れ
は
、

平
成
三
年
十
一
月
、
顧
客
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

C
S

(
C
u
s
t
o
m
e
r
 S
a
t
i
s
f
a
c
t
i
o
n
の
略
）
運
動
に
取
り
組
む
た
め
、
住
宅
本
部
内
に
「
C
S
推
進
委
員
会
」

導
入
の
背
景
と
し
て
は
、
昭
和
五
十
年
に
注
文
住
宅
に
本
格
的
に
進
出
し
て
以
来
、

大
き
く
な
り
、
市
場
の

ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
、
顧
客
の
期
待
と
要
望
に
的
確
に
応
え
る
こ
と
が
だ
ん
だ
ん

難
し
く
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
て
そ
れ
に
十
分
応
え
る
た
め
、
組
織
的
・
シ
ス
テ
ム
的
に
取
り
組
む
仕
組
み

十
二
月
よ
り
つ
な
ぎ
ロ
ー
ン
制
度
を
取
り
入
れ
た
。

【
つ
な
ぎ
ロ
ー
ン
の
取
り
扱
い
開
始
】

化
し
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
た
。

そ
の
後
平
成
十
年

一
月
に
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
を
全
国
八
ブ
ロ
ッ
ク

と
て
地
域
特
性
に
応
じ
た
営
業
展
開
を
図
る
こ
と
に
し
た
。

【
ブ
ロ
ッ
ク
制
導
入
】

（図
4
1
6
)
に
編
成
し
直
し

図 4-6 全国 8プロック区分図
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推
進
方
法
と
し
て
ま
ず
初
め
に
、
平
成
―
―
一
年
十
一
月

「ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
の
改
善
」
に
取

り
組
み
、
従
来
定
期
巡
回
が
月
間
必
要
件
数
の
六

0
％
し
か
消
化
て
き
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
九

0
％
を

超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
次
に
平
成
四
年
二
月

「自
己
検
査
の
充
実
」

相
談
）

の
徹
底
」
に
取
り
組
み
、
前
者
は
集
中
抜
き
取
り
検
査
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
て
当
初
一
回
の
検

査
て
改
善
指
摘
件
数
が
三
件
あ
っ
た
も
の
が
一

・
五
件
に
半
減
さ
れ
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
草
の
根
運
動

と
し
て
息
長
く
続
け
る
こ
と
に
し
た
。
平
成
五
年
七
月
に
は

「全
社
的
管
理
共
通
項
目
」
と
し
て
、
①
完

全
契
約
、
②
施
主
・
営
業
・
設
計
・
工
事
の
四
者
会
談
、
③
引
き
渡
し
一
週
間
前
の
施
主
立
ち
会
い
、
④

手
直
し
一
四
日
以
内
完
了
率
の
ア
ッ
プ
、
⑤
モ

ニ
タ
ー
制
の
実
施
の
五
項
日
を
設
定
し
、
改
善
に
取
り
組

ん
だ
。
そ
の
後
各
支
店
ご
と
の
「
分
科
会
」
て
年
間
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
支
店
主
導
て
活
動
を
行
っ
た
。

当
初
は
顧
客
サ
ー
、
ビ
ス
に
関
す
る
「
業
務
改
善
運
動
」
の
色
彩
が
濃
か
っ
た
が
、
徐
々
に
社
内
的
な
運

動
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
発
展
し
た

C
S
運
動
は
、

経
営
方
針
と
さ
れ
、
住
友
林
業
グ
ル

ー
プ
全
体
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
住
宅
部
門
て
は
、

C
S
運

動
を
顧
客
紹
介
率
お
よ
び
受
注
棟
数
ア
ッ
プ
の
た
め
の
具
体
的
な
運
動
と
し
て
再
生
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
た
め
引
き
渡
し
顧
客
に

「顧
客
満
足
度
調
査
」
を
実
施
し
、

s度
指
数
」
を
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
店
て
競
う
こ
と
て
運
動
の
成
果
を
上
げ
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

【営
業
と
設
計
一
体
の
組
織
改
正
】

事
と
い
っ
た
並
列
型
組
織
を
「
営
業
グ
ル
ー
プ
」
と
「
生
産
グ
ル
ー
プ
」
の
二
つ
の
組
織
に
編
成
し
直
し

た
。
こ
れ
は
受
注
、

生
産
と
い
う
日
的
に
対
応
し
た
新
組
織
に
し
た
も
の
て
、
例
え
ば
生
産
グ
ル

ー
プ
に

は
C
A
D
構
造
図
作
成
、
積
算
、
色
合
わ
せ
ま
て
行
う

「生
産
シ
ス
テ
ム
担
当
」
と
、

業
者
に
発
注
し
T
-

事
管
理
を
行
う

「生
産
管
理
担
当
」
を
躍
い
て
分
担
し
て
業
務
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
組
織
改
正

が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。

平
成
六
年
五
月
、
住
宅
本
部
各
支
店
の
従
来
の
営
業
、
設
計
、
エ

山
口
社
長
就
任
と
同
時
に
全
社
的
な

そ
の
結
果
得
ら
れ
る
具
体
的
数
値

「
C

「報
・
連
・
相
（
報
告
・
連
絡
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こ
の
一

0
年
間
の
営
業
上
特
筆
す
べ
き
こ
と
の
―
つ
は
、
消
費
税
導
入
に
よ
る
駆
け
込
み
受
注
て
あ
る
。

こ
と
に
な
っ
た
。
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て
き
た
。

の
生
産
性
の
向
上
と
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る
出
納
業
務
の
削
減
な
ど
が
実
現
し
た
。

次
い
て
平
成
七
年
十
二
月
か
ら
マ
ル
チ
バ
ン
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
住
宅
回
収
資
金
の
集
中
化
を
図

っ
た
。
従
来
住
宅
回
収
資
金
は
住
宅
各
支
店
よ
り
い
っ
た
ん
住
宅
管
理
部
の
口
座
に
送
金
し
、

社
の
各
口
座
に
送
金
し
て
い
た
。
同
シ
ス
テ
ム
を
使
う
と
本
社
て
毎
日
住
宅
各
支
店
の
回
収
口
座
の
預
金

を
本
社
の
一
口
座
に
集
中
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
各
支
店
て
は
返
資
の
た
め
銀
行
へ
出
向
き
送
金
し

て
い
た
手
間
が
省
け
、
支
店
休
H
の
資
金
移
動
お
よ
び
資
金
ル
ー
ト
の
短
絡
化
が
て
き
た
。

て
も
毎
日
銀
行
ご
と
に
資
金
繰
り
を
行
っ
て
い
た
事
務
が
省
け
、
資
金
運
用
の
効
率
化
を
進
め
る
こ
と
が

住
宅
営
業
の
推
進

階
建
事
業
担
当
、
法
人
担
当
を
置
い
た
が
、

さ
ら
に
本

一
方
、
本
社

昭
和
六
十
二
年
十
月
合
併
時
の
営
業
推
進
部
の
組
織
は
住
宅
営
業
を
核
に
営
業
企
画
、
営
業
推
進
、
営

業
管
理
機
能
が
あ
り
、
ほ
か
に
イ
ン
テ
リ
ア
部
門
を
も
っ
て
い
た
。
受
注
の
伸
長
に
つ
れ
て
業
務
も
拡
大

し
、
平
成
二
年
八
月
イ
ン
テ
リ
ア
部
門
は
部
と
し
て
独
立
し
た
。
そ
の
後
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
三

そ
れ
ら
の
部
門
は
平
成
六
年
四
月
夢
3
階
営
業
部
と
し
て
、

翌
七
年
四
月
特
販
部
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
。
平
成
十
年
一
月
営
業
推
進
部
を
住
宅
企
画
部
に
統
合

し
て
、
営
業
戦
略
を
含
め
た
住
宅
事
業
全
体
の
企
画
、
立
案
や
受
注
業
績
管
理
の
強
化
と
一
元
化
を
図
る

【
会
計
シ
ス
テ
ム
の
合
理
化
】

新
し
い
会
計
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
、
資
金
の
集
中
管
理
に
よ
る
事
務

て
営
業
と
設
計
が
一
体
と
な
っ
て
顧
客
に
対
応
し
て
契
約
を
促
進
し
た
り
、

工
事
へ
の
引
き
継
ぎ
を
ス
ム

ー
ズ
に
行
う
こ
と
て
契
約
か
ら
着
工
ま
て
の
期
間
を
短
縮
て
き
る
な
ど
の
効
果
を
ね
ら
っ
た
。

＊
 

マ
ル
チ
バ
ン
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

住
宅
査
金
回
収
に
関
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
て
本
社
が
毎
日
住

宅
各
支
店
の
回
収
口
座
の
預
金
を
本
社
の
一
口
座
に
集
中
さ

せ
る
シ
ス
テ
ム

。
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【
商
品
展
開
】

三
二
都
道
府
県
を
カ
バ
ー
す
る
全
国
組
織
と
な
っ
た
。

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
消
費
税
法
案
が
国
会
て
議
決
さ
れ
、

た
。
こ
れ
を
背
景
に
翌
年
一
月
、
駆
け
込
み
受
注
が
顕
著
と
な
り
、
営
業
効
率
一
・
三
も
の
記
録
が
て
た
。

平
成
元
年
三
月
期
の
受
注
戸
数
は
三
三
九
六
戸
て
前
年
同
期
対
比
て
―
二

0
％
も
の
高
率
と
な
っ
た
。
ま

た
平
成
九
年
四
月
か
ら
の
消
費
税
五
％
へ
の
改
定
に
際
し
て
は
、
駆
け
込
み
受
注
に
加
え
低
金
利
の
フ
ォ

ロ
ー
も
あ
り
、

【
地
方
展
開
】

八
年
度
上
半
期
の
受
注
棟
数
は
七

0
九
二
棟
と
前
年
同
期
比
ニ
―
-
％
に
も
な
り
、

度
完
工
棟
数
は
一
万
―
二
七

0
棟
と
前
年
同
期
比
一

0
九
・
三
％
と
な
り
、
売
上
げ
に
貢
献
し
た
。

売
上
げ
を
大
き
く
増
大
す
る
に
は
地
方
展
開
が
欠
か
せ
な
い
。
平
成
元
年
六
月
、
松
山

支
店
と
岡
山
営
業
所
を
開
設
し
て
そ
の
後
の
地
方
展
開
に
弾
み
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
バ
ブ
ル
終
焉

前
の
平
成
二
年
四
月
に
は
、
水
戸
支
店
、
宇
都
宮
支
店
、
群
馬
営
業
所
を
開
設
し
て
、
南
関
東
中
心
体
制

か
ら
北
関
東
へ
の
展
開
も
図
っ
た
。
な
お
、
群
馬
営
業
所
開
設
に
際
し
て
は
チ
ー
ム
営
業
手
法
を
導
入
し

た
。
平
成
三
年
に
は
四
月
熊
谷
営
業
所
を
開
設
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

十
月
金
沢
営
業
所
な
ど
地
方
中
核
都
市
を
中
心
に
営
業
所
を
八
か
所
設
置
し
た
。
平
成
六
年
四
月
新
潟
営

業
所
、
熊
本
営
業
所
を
開
設
し
た
は
か
、
既
進
出
地
域
の
深
耕
策
の
一
環
と
し
て
関
東
・
甲
信
越
・
東

海
・
北
陸
地
域
を
重
点
に
展
示
場
進
出
を
積
極
的
に
行
い
、
前
年
度
比
一
五
展
示
場
増
の
計
二
三
二
展
示

場
と
し
た
。

さ
ら
に
、

を
積
極
的
に
行
う
た
め
、
平
成
八
年
四
月
、
成
田
営
業
所
、

三
％
の
消
費
税
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

八
年

七
月
福
山
営
業
所
、
郡
山
営
業
所
、

よ
り
き
め
細
か
な
営
業
展
開
を
行
う
べ
く
新
規
エ
リ
ア
ヘ
の
進
出
と
展
示
場
展
開

山
口
営
業
所
、
富
山
営
業
所
と
淡
路
住
宅
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
岐
阜
支
店
（
平
成
九
年
四
月
名
岐
支
店
に
名
称
変
更
）
、

甲
府
支
店
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
住
宅
各
支
店
は
六

0
支
店
一
九
営
業
所
（
独
立
営
業
所
は
支
店
に
含
む
）

の
規
模
と
な
り
、

以
下
に
当
社
の
企
画
し
た
住
宅
に
つ
い
て
、
商
品
群
ご
と
に
発
売
に
至
る
経
緯
と
そ
の
展
開
に
つ
い
て

＊
 
チ
ー
ム
営
業

チ
ー
ム
内
て
業
務
の
流
れ
に
よ
り
訪
問
・
申
し
込
み
・
契

約
を
分
業
し
て
行
う
リ
レ
ー
式
の
営
業
手
法
。
平
成
三
年
ご

ろ
よ
り
群
馬
に
続
い
て
数
支
店
が
チ
ー
ム
営
業
の
実
践
に
入

り
、
翌
四
年
に
は

ご
一
の
支
店
が
導
入
を
図
っ
た
。
平
成
六

年
四
月
、
チ
ー
ム
営
業
大
会
を
東
西
て
開
催
し
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
。し

か
し
、
こ
の
方
法
は
、
そ
の
後
、
申
し
込
み
時
と
契
約

時
の
営
業
担
当
者
が
入
れ
替
わ
る
な
ど
の
問
題
点
を
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
受
注
か
ら
完
成
引
き
渡
し
ま
て

一
人
の

担
当
者
が
窓
口
と
な
る
個
人
営
業
へ
の
回
帰
が
進
ん
だ
。
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②

「
ゆ
う
」
1

ゆ
と
り
あ
る
住
ま
い
づ
く
り
の
提
案

合
併
後
初
の
新
商
品
は
、
平
成
元
年
一
月
に
発
売
し
た
新
提
案
企
画
住
宅
の

「
ス
テ
ラ
」
て
あ
っ
た
。

こ
の
商
品
の
発
売
に
は
、
当
社
が
年
間
五

0
0
0棟
を
超
え
る
規
模
に
成
長
し
、
次
の
目
標
て
あ
る
一
万

棟
を
目
指
す
に
当
た
っ
て
、
低
価
格
購
買
層
に
食
い
込
め
る
商
品
、
そ
し
て
人
的
効
率
の
面
か
ら
注
文
住

宅
に
比
べ
設
計
の
手
数
が
少
な
い
商
品
が
必
要
と
さ
れ
た
背
景
が
あ
っ
た
。
平
成
三
年
十
一
月
に

「
ス
テ

ラ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」
を
発
売
、
顧
客
の
要
望
を
よ
り
多
く
取
り
入
れ
た
プ
ラ
ン
や
オ
プ
シ
ョ
ン
を
追
加
し

て
仕
様
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。
そ
の
後
平
成
六
年
十
二
月
古
向
耐
久
性
木
造
住
宅
に
対
応
し
た

「
ス
テ
ラ
・

f

（
フ
ォ
ル
テ
）
」
を
発
売
、
プ
ラ
ン
数
を
従
来
の
二
0
0
プ
ラ
ン
よ
り
大
幅
に
増
や
し
た

四
五
一
プ
ラ
ン
と
し
て
、
二
世
帯
向
け
プ
ラ
ン
、
和
室
二
間
続
き
プ
ラ
ン
、
上
下
逆
転
プ
ラ
ン
な
ど
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し
た
。
平
成
九
年
四
月
に
は
高
耐
久
、

た
「
ス
テ
ラ
・
ベ
レ
ッ
ト
」
を
発
売
し
た
。

平
成
元
年
十
月
、

こ
れ
か
ら
の
ゆ
と
り
あ
る
住
ま
い
づ
く
り
を
提
案
す
る
木
造
注
文
住
宅
主
力
商
品
と

し
て
「
ゆ
う
」
を
発
売
し
た
。
社
内
の
新
商
品
へ
の
関
心
を
高
め
ム

ー
ド
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
常
業

推
進
部
て
は
社
内
説
明
会
に
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
舞
台
て
男
性
社
員
と
女
性
社
員
が
掛
け
合
い
の
演
技
を

し
な
が
ら
伝
え
て
い
く
形
式
を
と

っ
た
。

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
女
性
社
員
が
歌
い
、

ま
て
手
作
り
の
発
表
会
て
あ
っ
た
。
各
支
店
、
営
業
所
て
は
こ
の
舞
台
形
式
を
受
け
継
ぐ
形
て
顧
客
へ
の

発
表
会
を
実
施
し
た
。

平
成
二
年
九
月

「
ゆ
う
・
マ
ザ
ー
ズ
」
を
発
売
し
た
。
二
世
帯
住
宅
商
品
の
後
発
と
い
っ
た
形
て
は
な

く
、
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
片
親
同
居
(
-
•
五
世
帯
住
宅
）
と
い
う
新
し
い
概
念
を
打
ち
出
し
た
商
品

①

「
ス
テ
ラ
」
ー
ー
低
価
格
購
買
層
に
食
い
込
め
る
商
品

記
述
し
て
お
く
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
追
求
し

黒
子
、
照
明
係
に
至
る

「ゆう」 「ス テラ」
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ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
エ
法
に
よ
る
三
階
建
住
宅

「夢
3
階
W
」
を
首
都
圏
て
発
売
し
た
。
翌
六
年

九
月
、
重
最
鉄
骨
造
三
階
建
て
て
外
壁
に

A
L
C
パ
ネ
ル
を
使
用
し
た

「夢
3
階
S
」
と、

ク
リ
ー
ト
壁
式
構
造
て
二
階
・
三
階
が
木
造
軸
組
構
造
の
混
構
造
三
階
建
て
住
宅

「夢
3
階
M
」
を
そ
れ

ぞ
れ
発
売
し
た
。
平
成
八
年
二
月
に
は
木
造
軸
組
構
造
に
よ
る
三
階
建
て
注
文
住
宅

「木
造
讃
家
」
を
発

売
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
都
市
型
商
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
そ
ろ
う
こ
と
に
な
っ
た
。

⑤
「
F
O
R
E
S
T

携
し
て

（
フ
ォ
レ
ス
ト
）
」

マ
ル
チ
バ
ラ
ン
ス
エ
法
の
導
入
、
大
空
間
提
案 一

階
が
コ
ン

平
成
五
年
九
月
に
ナ
プ
コ
ホ
ー
ム
（
平
成
八
年
四
月
ス
ミ
リ
ン
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
に
社
名
変
更
）
と
連

④

「夢
3
階
」
ー
ー
都
市
型
商
品

て
も
あ
り

て
あ
っ
た
。
平
成
四
年
十
月
、
従
来
の

「
ゆ
う
」
の
後
継
商
品
と
し
て

「
ゆ
う
21
」
を
発
売
し
た
。
高
精

度
、
高
品
質
の
住
ま
い
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
構
造
材
に
精
度
と
耐
久
性
に
優
れ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

ウ
ッ
ド
（
集
成
材
）
を
採
用
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
二
0
年
の
長
期
保
証
制
度
を
実
現
す
る
こ
と
が
て
き
た
。

つ
づ
い
て
平
成
六
年
十
月
に
は
外
壁
材
に
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
使
用
し
た
洋
風
住
宅

「
ゆ
う
21
・
ス
ピ
リ

ッ
ツ
」
を
発
売
し
た
。
翌
七
年
五
月
、

「
ゆ
う
21
」
の
仕
様
、
設
備
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、

し
ん
ぷ
う

を
抑
え
た
洋
風
「
ゆ
う

2
1・
ビ
ッ
グ
オ
ー
ク
」

と
和
風
「
ゆ
う

2
1
•森
風
」

を
発
売
、
八
年
六
月
に
は
高

ェ
ク
セ
ル

断
熱
・
高
気
密
構
造
を
も
つ

「
ゆ
う
21
・
ビ
ッ
グ
オ
ー
ク
／
森
風

E
X
」
を
発
売
し
た
。

高
級
志
向
商
品
と
し
て
、
平
成
三
年
三
月

「憧
」
を
発
売
し
た
。
そ
の
後
平
成
五
年
十
一
月
住
宅
業
界

が
低
価
格
中
心
の
潮
流
の
中
、
高
級
洋
風
住
宅

「山
手
壱
番
館
」
を
発
売
し
た
。
外
壁
に
は
高
級
レ
ン
ガ

タ
イ
ル
を
使
用
し
、
内
装
は
木
質
感
重
視
の
特
徴
あ
る
仕
様
を
盛
り
込
む
な
ど
高
級
感
を
追
求
し
な
が
ら
、

価
格
を
坪
五

0
万
円
台
に
抑
え
た
も
の
と
し
た
。
高
級
洋
風
住
宅
の
強
化
は
当
社
の
目
途
と
す
る
と
こ
ろ

「高
級
住
宅
11
住
友
林
業
の
家
」

の
看
板
と
な
る
よ
う
期
待
さ
れ
て
の
誕
生
だ
っ
た
。

」

「童J 

③
 

「山
手
壱
番
館
」
1

高
級
仕
様
商
品

か
つ
価
格

「ゆう 21・ピッグオーク」

378 



客
に
対
応
て
き
る
よ
う
、
地
域
に
よ
り
適
量
の
土
地
を
確
保
し
注
文
住
宅
の
受
注
促
進
を
図
っ
た
。
ま
た
、

建
売
住
宅
に
も
良
質
な
木
造
住
宅
を
供
給
す
る
た
め
、
注
文
住
宅
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
入
念
な
施
工

分
譲
住
宅
事
業
の
進
め
方
と
し
て
当
初
、
土
地
は
な
い
が

「
住
友
林
業
の
家
」
に
住
み
た
い
と
い
う
顧

し
た
。
材
木
の
刷
り
込
み
は
「
住
友
林
業
特
選
檜
中
七
番
」
と
し
、
建
築
現
場
て
差
別
化
を
図
っ
た
。

平
成
九
年
十
月
に

「
F
O
R
E
S
T

性
能
を
向
上
さ
せ
た
「
マ
ル
チ
バ
ラ
ン
ス
工
法
」
と
、
住
ま
い
に
よ
り
広
が
り
の
あ
る
大
空
間
を
提
案
す

る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
従
来
の
注
文
住
宅
の
枠
組
み
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
外
観
デ
ザ
イ

ン
と
な
り
、
標
準
仕
様
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
内
装
設
備
仕
様
の
選
択
の
自
由
を
大
幅
に
ア
ッ
プ
さ
せ

た
も
の
と
な
っ
た
。

【「檜
」
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
】

「檜
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
た
。

「管
柱
、

土
台
、
火
打
土
台
」

平
成
六
年
六
月
、

平
成
四
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
森
林
育
成
三

0
0
年
を
記
念
し
て
、

の
構
造
部
材
に
各
地
の
銘
柄
品
の
ヒ
ノ
キ
材
を
使
用
し
、
従
米
の
標
準
仕

様
価
格
て
提
供
し
た
も
の
て
、
三
月
度
に
は
営
業
効
率
一
•
四
五
、
受
注
棟
数
―
―
―10
0棟
を
記
録
し
た
。

「
大
造
林
計
画
」

1
0
0
周
年
記
念

「産
直
檜
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
山
林
部
の
協
力

て
行
っ
た
。
自
社
林
か
ら
伐
り
出
し
た
ヒ
ノ
キ
材
特

一
等
を
構
造
材
に
使
用
し
て
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と

対
象
棟
数
を
一

0
0
0棟
と
し
て
、

分
譲
住
宅
事
業

年
十
二
月
用
地
部
と
し
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
枠
は
満
杯
と
な
っ
た
。

昭
和
六
十
二
年
十
月
の
合
併
時
に
、
分
譲
住
宅
事
業
を
行
う
不
動
産
開
発
部
を
設
罹
し
た
。
翌
六
十
三

そ
の
後
バ
ブ
ル
経
済
期
を
経
過
し
て
平
成
二
年
六
月
、
分
譲
住
宅
部
と
名
称
を

変
え
ス
リ
ム
化
を
図
っ
て
、
九
年
四
月
住
宅
企
画
部
に
業
務
を
引
き
継
い
だ
。

「ゆ
う
」
の
標
準
仕
様
て
あ
る
ヒ
ノ
キ
の
「
通
し
柱
」
に
加
え

（
フ
ォ
レ
ス
ト
）
」
を
発
売
し
た
。
こ
の
商
品
は
、
住
宅
の
基
本

＊
 

マ
ル
チ
バ
ラ
ン
ス
エ
法

床
と
耐
力
壁
の
剛
性
と
建
物
の
軸
組
強
度
を
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
建
物
全
体
の
ト
ー
タ
ル
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
家
づ

く
り
工
法
。

「FOREST(フォレスト）」の室内大空間
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の
完
成
宅
地
が
誕
生
す
る
手
は
ず
と
な
っ
た
。

を
基
本
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
が
、
今
日
て
も
そ
の
方
針
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

販
売
方
針
と
し
て
宅
地
開
発
事
業
は
主
業
務
と
せ
ず
、
宅
地
開
発
業
者
と
提
携
も
し
く
は
開
発
業
者
よ

受
注
を
条
件
に
も
し
く
は
建
て
売
り
の
形
て
販
売
を
行
っ
て
い
た
。
平
成
五
年
五
月
に
群
馬
県
前
橋
市
に

お
い
て
自
社
て
開
発
し
た
前
橋
み
ず
き
台
建
築
条
件
付
土
地
三
八
区
画
を
販
売
し
た
が
、
こ
の
物
件
は
土

地
購
入
か
ら
造
成
そ
し
て
分
譲
地
販
売
と
、
同
部
が
一
貰
し
て
手
が
け
た
例
外
的
な
分
譲
地
て
あ
っ
た
。

昭
和
六
十
二
年
度
よ
り
公
的
受
注
に
も
取
り
組
み
、
住
宅
都
市
整
備
公
団
の
土
地
に
当
社
が
建
物
を
建

築
し
、
公
団
が
販
売
す
る
と
い
う
共
同
分
譲
住
宅
を
関
東
圏
、
近
畿
圏
て
行
い
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

平
成
六
年
九
月
千
薬
県
市
原
市
て
定
期
借
地
権
付
分
譲
住
宅
と
し
て
、
建
築
条
件
付
土
地
一
八
区
画
と

定
期
借
地
権
付
分
譲
住
宅
三
戸
の
発
売
を
開
始
し
た
。
定
期
借
地
権
付
住
宅
と
は
、

賃
借
し
て
地
代
を
払
う
と
い
う
契
約
の
下
に
購
入
す
る
建
物
の
こ
と
て
、
購
入
価
格
は
所
有
権
分
譲
住
宅

に
比
べ
て
約
六

0
％
程
度
て
す
む
。
土
地
価
格
の
一
―

0
1
三
0
％
の
保
証
金
と
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
費
並

み
の
地
代
て
借
り
る
こ
と
が
て
き
る
た
め
資
金
の
少
な
い
人
に
と
っ
て
朗
報
て
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
年
代
の
後
半
に
取
得
し
、

土
地
を
五

0
年
以
上

そ
の
後
開
発
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
は
か
っ
て
い
た
奈
良
県
三
郷
町
の

宅
地
も
よ
う
や
く
平
成
十
二
年
三
月
に
は
区
画
整
理
事
業
が
完
了
す
る
め
ど
が
つ
き
、
二

0
0
区
画
以
上

分
譲
住
宅
の
業
績
推
移
と
し
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
の
土
地
売
上
げ
一
九
七
区
画
、
建
物
売
上
げ
一

三
四
戸
て
あ
っ
た
が
、
平
成
八
年
度
は
土
地
売
上
げ
一
四
四
区
画
、
建
物
売
上
げ
九
八
戸
に
減
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
分
譲
住
宅
事
業
は
現
在
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
環
境
の
変
化
に
柔

軟
な
姿
勢
て
の
ぞ
み
、
住
宅
各
支
店
と
密
接
に
関
係
を
保
っ
て
住
宅
販
売
の
促
進
に
取
り
組
ん
て
い
る
。

り
完
成
宅
地
を
購
入
し
建
物
を
販
売
供
給
し
て
い
た
。

つ
ま
り
土
地
の
み
の
販
売
は
行
わ
ず
建
物
の
注
文

！
 

'‘
 

具
グ
1

--:
（一

定期借地権付分譲住宅（市原市）
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し
た
。 イ

ン
テ
リ
ア
事
業

当
社
に
お
け
る
イ
ン
テ
リ
ア
事
業
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
当
初
、
営
業
推
進
部
の
所
管
事
業
と
さ
れ
て

い
た
。
事
業
の
拡
大
と
と
も
に
取
扱
品
目
も
多
様
化
し
、
業
績
貢
献
度
も
順
次
高
く
な
っ
て
き
た
の
て
、

平
成
二
年
九
月
に
は
、
幕
張
テ
ク
ノ
ガ
ー
デ
ン
に
、
国
内
住
宅
メ
ー
カ
ー
と
し
て
初
め
て
イ
ン
テ
リ
ア

総
合
展
示
場
て
あ
る
「
イ
ン
テ
リ
ア
メ
ッ
セ
」
を
開
場
し
、
家
具
を
中
心
と
す
る
イ
ン
テ
リ
ア
商
品
の
直

販
体
制
を
い
ち
早
く
構
築
し
た
。

さ
ら
に
平
成
四
年
十
月
、

照
明
器
具
の
全
国
一
括
納
材
シ
ス
テ
ム
を
、

ま
た
五
年
十
月
に
は
カ
ー
テ
ン
材
料
の
全
国
統

一
仕
入
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
確
立
、

イ
ン
テ
リ
ア
事
業
の
充
実

を
図
る
か
た
わ
ら
、
第
一
線
て
業
務
に
従
事
す
る
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
年
々
増
員
し
、
名

実
と
も
に
体
制
整
備
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

全
社
的
に
＂
顧
客
満
足
度
の
向
上

iI

を
掲
げ
て
売
上
げ
の
拡
大
と
と
も
に
質
の
充
実
を
目
指
す
流
れ
の

中
て
、
イ
ン
テ
リ
ア
部
と
し
て
は
顧
客
が
真
に
求
め
る
商
品
を
適
正
な
価
格
て
供
給
す
る
た
め
に
、
全
国

各
地
て
”
イ
ン
テ
リ
ア
フ
ェ
ア
＂
と
銘
打
っ
た
販
売
会
を
開
催

し、

売
上
古
向
の
確
保
と
社
員
へ
の
商
品
知

識
の
蒋
及
啓
蒙
を
図
っ
て
き
た
。

ま
た
平
成
九
年
十
月
の
「
フ
ォ
レ
ス
ト
」
発
売
に
伴
い
「

S
I
A
T
イ
ン
テ
リ
ア
カ
タ
ロ
グ
」
を
制
作
、

商
談
初
期
段
階
か
ら
顧
客
の
イ
ン
テ
リ
ア
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
出
し
て
、

イ
ン
テ
リ
ア
事
業
は
、

よ
り
満
足
度
の
高
い
商
品
を
提
供

て
き
る
よ
う
に
努
め
、

注
文
住
宅
の
営
業
と
併
せ
て
ト
ー
タ
ル
に
提
案
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
だ

「
住
友
林
業
の
家
」
に
ふ
さ
わ
し
い
住
空
間
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
建
築

物
全
体
の
価
値
を
上
げ
、
住
む
人
の
利
便
性
・
快
適
性
を
満
た
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
建
築
物
本
体
と
密
接
に
関
連
す
る
照
明
器
具
や
カ
ー
テ
ン
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
重
要
な
役
割
を
担
う

平
成
二
年
八
月
に
イ
ン
テ
リ
ア
部
と
し
て
独
立
し
た
。

インテリアメッセ（謀張テクノガーデン）
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【
事
務
の
合
理
化
】

商
品
の
内
容
や
種
類
も
充
実
し
て
き
た
。

も
積
極
的
に
使
用
す
る
よ
う
に
し
た
。

は
植
林
木
へ
の
切
り
替
え
を
進
め
て
き
た
。

さ
ら
に

M
D
F
（
中
質
繊
維
板
）
や
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド

た
。
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
最
初
の
本
格
的
導
入
て
あ
っ
た
。

家
具
に
至
る
ま
て
商
品
を
厳
選
し
、
あ
る
い
は
必
要
に
応
じ
て
”
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
＂
を
開
発
す
る
こ
と

て
他
社
と
の
差
別
化
を
図
り
、
当
社
の
独
自
性
を
強
く
訴
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
住
ま
い
方
の
多
様
化
に
伴
い
求
め
ら
れ
る
商
品
も
広
が
り
、
最
近
て
は
寝
装
家
具
（
ベ
ッ
ド
な

ど
）
・
ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン
・
掛
軸
・
絵
画
・
仏
壇
．
絨
毯
な
ど
ま
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
単
な
る
内
装
と
い
う
領
域
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
「
住
空
間
の
演
出
」
と
い
う
認
識
て

「住
友
林
業
の
家
」
と

一
体
に
な
っ
て
顧
客
満
足
度
を
古向
め
て
い
く
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

資
材
の
調
達

近
年
、
資
材
の
供
給
に
お
い
て
、
在
来
木
造
住
宅
工
法
の
合
理
化
の
た
め
に
よ
り
精
度
の
高
い
木
材
が

要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
ま
ず
木
材
の
乾
燥
に
取
り
組
ん
だ
。

の
よ
り
高
い
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
（
集
成
材
）

に
取
り
組
み
、
乎
成
五
年
か
ら
大
壁
柱
に
採
用
し

ま
た
地
球
環
境
保
護
の
立
場
か
ら
、
合
板
に
使
用
す
る
木
材
に
つ
い
て
は
再
生
可
能
な
樹
種
、
あ
る
い

製
品
供
給
と
し
て
は

「
イ
ン

タ
ー
シ
ュ
ノ
ー
ル
」
、
階
段
、

さ
ら
に
、
品
質
精
度

カ
ウ
ン
タ
ー
、
「
ル
ー
ム
セ
ッ
ト
」
、
洗
面

化
粧
台
、
外
壁
タ
イ
ル
な
ど
が
あ
る
が
、
住
友
林
業
グ
ル
ー
プ
各
社
の
協
力
に
よ
り
、
当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル

資
材
事
務
の
合
理
化
と
し
て
、
平
成
六
年
四
月
に
営
業
本
部
各
支
店
て
分
散
処
理

し
て
い
た
資
材
事
務
を
資
材
部
の
東
京
と
大
阪
の
二
か
所
に
集
約
し
た
。
ま
た
、
単
価
違
い
な
ど
の
エ
ラ

ー
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
抽
出
す
る
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
、
資
材
業
者
の
納
品
書
入
カ
デ
ー
タ
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生
産
管
理
と
合
理
化

住
宅
技
術

を
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
入
れ
て
送
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
品
書
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
力
が
毎
月
五

仕
人
れ
代
金
の
決
済
に
つ
い
て
は
、
平
成
元
年
、
全
資
材
業
者
に
対
し
て
従
来
手
形
て
支
払
っ
て
い
た

資
材
代
金
を
「
現
金
払
い
」
に
切
り
替
え
た
。
そ
の
結
果
、
手
形
発
行
、
現
物
管
理
な
ど
の
事
務
負
担
が

軽
減
さ
れ
た
。

足
さ
せ
、

【
物
流
の
合
理
化
】

生
産
の
合
理
化
お
よ
び
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
目
標
に
資
材
の
配
送
シ
ス
テ
ム
に
取
り
組
ん
だ
。
具

平
成
一1

一
年
十
一
月
、

生
産
管
理
部
と
共
同
て
「
資
材
配
送
合
理
化
委
員
会
」
を
発

体
的
に
は
、
資
材
を
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
配
送
す
る
こ
と
に
よ
る
工
期
の
短
縮
と
配
送
コ
ス
ト
の
低
減
を
定
量

的
に
測
定
し
た
。
こ
の
測
定
の
た
め
に
千
葉
県
流
山
市
に
物
流
実
験
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

設
や
柏
支
店
、
千
葉
支
店
の
協
力
も
受
け
た
。
こ
こ
て
開
発
さ
れ
た
物
流
セ
ン
タ
ー
の
入
庫
・
出
庫
処
理

を
含
む
物
流
管
理
シ
ス
テ
ム

(
P
A
L
S
)
は
、
現
在
各
地
の
建
材
・
納
材
店
て
稼
働
し
て
い
る
。

資
材
物
流
に
お
い
て
は
取
引
メ
ー
カ
ー
、
営
業
本
部
、
住
宅
本
部
、

材
の
安
定
供
給
を
推
進
し
て
い
く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
部
門
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

0
万
件
に
も
な
っ
て
い
た
事
務
作
業
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
。

ス
ミ
リ
ン
建

工
務
店
と
の
連
携
に
よ
り
多
種
、

大
量
の
材
料
が
常
時
流
れ
て
い
る
。
資
材
部
は
、
住
宅
本
部
の
各
部
や
各
本
部
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
資

昭
和
六
十
二
年
＋
月
の
合
併
時
は
バ
ブ
ル
景
気
の
さ
な
か
て
全
国
的
な
住
宅
着
工
数
の
急
激
な
伸
長
が

あ
り
、
施
工
技
能
職
不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
。
技
能
職
確
保
の
た
め
新
聞
な
ど
て
募
集
し
た
り
、
地
方
か
ら

＊
 

P
A
L
S
 

P
r
o
c
e
s
s
 A
c
c
e
l
e
r
a
t
i
n
g
 L
o
g
i
s
t
i
c
 S
y
s
t
e
m
の
略
日
て
卑
{

場
生
産
工
程
を

「物
量
の
合
理
化
に
よ
り
加
速
・
支
援
す

る
」
と
い
う
意
味
。
エ
務
店
、
メ

ー
カ
ー
、
納
材
店
の
間
て

行
わ
れ
て
い
た
従
来
の
納
材
慣
習
を
打
破
し
、
コ
ス
ト
意
識

に
基
づ
く
生
産
納
材
体
制
を
確
立
す
る
シ
ス
テ
ム
を
指
す
。
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問
題
な
ど
か
ら
全
面
的
な
導
入
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

ク
リ
ー
ト
を
現
場
に
設
置
し

め
、
現
場
の
中
に
時
間
の
管
理
を
取
り
入
れ
、

O
D
S

こ
う
し
た
な
か
、
生
産
シ
ス
テ
ム
の
合
理
化
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
六
十
三
年
羽
柄
材
の
プ
レ
カ
ッ
ト

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
て
現
場
て
パ
ー
ツ
造
り
を
し
て
い
た
羽
柄
材
が
、
工
場
て
加
工

し
て
現
場
に
持
ち
込
む
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
施
工
面
て
は
、

「住
友
林
業
建
築
技
術
専
門
校
」
（
三
八

七
頁
）
に
お
い
て
養
成
さ
れ
た
若
年
施
工
技
能
者
を
中
心
と
し
て
、
平
成
元
年
に
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
チ
ー

ム
を
編
成
、
こ
の
チ
ー
ム
が
謳
体
施
工
工
程
を
担
当
し
、
熟
練
技
能
者
は
内
部
造
作
工
程
を
担
当
す
る
と

い
う
施
工
の
分
業
化
を
始
め
た
。

平
成
二
年
に
は
幕
張
へ

C
A
D
セ
ン
タ
ー
を
移
動
し
て
、

A
D
の
活
用
に
よ
り
、
本
来
の
設
計
図
の
作
成
と
見
積
り
・
積
算
業
務
ば
か
り
て
な
く
、
プ
レ
カ
ッ
ト
エ

場
て
も
そ
の
生
産
情
報
を
活
用
す
る
と
い
っ
た

C
A
D
.
C
A
M
体
制
が
構
築
さ
れ
、
エ
務
店
の
実
行
予

算
・
現
場
コ
ス
ト
ま
て
的
確
に
把
握
て
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
同
年
、
的
確
な
工
期
の
実
現
の
た

ム
）
を
導
入
、

C
A
D
の
本
格
的
な
稼
働
を
開
始
し
た
。

C

（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
・
シ
ス
テ

ス
ミ
リ
ン
建
設
か
ら
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
現
場
の
作
業
量
を
時
間
単
位
て
計
り
、

日
の
仕
事
時
間
を
個
々
の
作
業
量
ご
と
に
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
た
こ
と
に
よ
り
、
作
業
鼠
と
大
工
手
間
賃
と

の
関
係
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

工
程
全
体
の
時
間
短
縮
も
図
る
こ
と
が
て
き
た
。

こ
の
こ

ヽ

さ
ら
に

ろ
住
宅
の
甚
礎
工
事
用
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
布
基
礎

「ペ
ト
ロ
ベ
イ
シ
ス
」
の
導
入
が

試
み
ら
れ
た
。
ペ
ト
ロ
ベ
イ
シ
ス
は
工
場
て
あ
ら
か
じ
め
製
造
さ
れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
型
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン

コ
ネ
ク
タ
ー
て
緊
結
す
る
こ
と
て
基
礎
工
事
の
施
工
効
率
を
格
段
に
向
上

さ
せ
、
耐
震
性
も
古
向
め
る
こ
と
が
て
き
る
。
平
成
四
年
五
月
、
千
葉
県
て
一
部
の
注
文
住
宅
に
利
用
を
開

始
し
、
同
年
十
二
月
に
は
近
畿
地
区
て
生
産
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
生
産
体
制
、

大
工
を
呼
ん
だ
り
し
て
対
応
に
追
わ
れ
た
。

コ
ス
ト
、
運
搬
上
の
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商
品
開
発

て
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

は
品
質
保
証
部
へ
移
管
し
た
。

平
成
七
年
三
月
期
に
は
こ
う
し
た
一
連
の
生
産
合
理
化
や
直
営
組
織
の
育
成
な
ど
、
施
工
力
の
総
合
的

な
向
上
に
努
め
た
結
果
、
完
工
引
き
渡
し
棟
数
は
一
万
棟
の
大
台
に
乗
り
、
分
譲
住
宅
七

0
棟
を
加
え
一

万
八
四
棟
と
な
っ
た
。

特
に
著
し
く
、
関
東
を
中
心
に
全
国
か
ら
約
―

1
0名
の
瓦
職
人
を
派
遣
し
被
災
地
の
家
の
瓦
の
補
修
を

行
っ
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
生
産
管
理
部
て
は
瓦
屋
根
の
補
強
策
を
行
う
よ
う
全
国
の
各
支
店
へ
通

知
、
直
ち
に
工
事
中
の
物
件
か
ら
実
行
し
た
。
平
成
七
年
九
月
に
は
兵
庫
県
西
宮
市
に
兵
庫
生
産
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
、
首
都
圏
な
ど
か
ら
要
員
を
長
期
派
遣
し
て
阪
神
地
区
の
復
興
工
事
の
支
援
を
行
い
、
九
年

【
生
産
管
理
部
と
技
術
開
発
部
の
統
合
】

「技
術
生
産
部
」
と
し
、
生
産
・
技
術
開
発
戦
略
の
企
画
、
立
案
機
能
を
強
化
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
生
産

管
理
部
の
業
務
て
あ
っ
た
工
事
の
総
合
調
整
、

ッ
ク
統
括
部
へ
、

平
成
九
年
四
月
生
産
管
理
部
と
技
術
開
発
部
を
統
合
し
て

工
事
店
、
設
計
事
務
所
の
管
理
に
付
随
す
る
業
務
は
ブ
ロ

ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
統
括
業
務
お
よ
び
施
工
に
関
わ
る
ク
レ
ー
ム
処
理
の
業
務

こ
の
結
果
、
技
術
生
産
部
の
業
務
体
制
は
商
品
開
発
チ
ー
ム
、
構
造
性
能
開
発
チ
ー
ム
、

住
宅
開
発
チ
ー
ム
、

平
成
四
年
十
月
、

セ
ラ
ミ
ッ
ク

シ
ス
テ
ム
開
発
チ
ー
ム
、
生
産
改
革
チ
ー
ム
、
業
務
チ
ー
ム
の
六
チ
ー
ム
に
分
か
れ

ソ
フ
ト
面
を
担
当
し
て
い
た
デ
ザ
イ
ン
開
発
室
と
ハ
ー
ド
面
を
担
当
し
て
い
た
技
術

開
発
部
商
品
開
発
担
当
と
の
統
合
に
よ
り
商
品
開
発
部
が
発
足
し
た
。
そ
の
後
、
商
品
開
発
は
、
平
成
九

九
月
ま
て
建
て
替
え
受
注
物
件
の
早
期
完
工
に
貢
献
し
た
。

【
阪
神
淡
路
大
震
災
て
の
対
応
】

平
成
七
年
一
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災
て
は
、
瓦
屋
根
住
宅
の
被
害
が
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年
四
月
組
織
改
正
に
よ
り
技
術
生
産
部
内
て
業
務
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

商
品
の
開
発
に
当
た
っ
て
は
、
住
む
人
の
立
場
に
立
っ
た
付
加
価
値
の
高
い
住
宅
づ
く
り
を
目
指
し
た
。

具
体
的
に
は
、
①
い
つ
の
時
代
に
も
対
応
て
き
る
よ
う
顧
客
側
か
ら
の
ニ
ー
ズ
だ
け
て
は
な
く
、
技
術
者

側
か
ら
の
新
し
い
提
案
を
組
み
入
れ
た
商
品
開
発
を
行
う
、
②
生
産
面
、
流
通
面
の
合
理
化
に
よ
り
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高
い
開
発
に
取
り
組
む
、
③
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
本
と
し
た
快
適
な
住
空
間
づ
く

り
の
手
法
を
確
立
さ
せ
、

入
れ
る
な
ど
て
あ
っ
た
。

「
人
と
地
球
に
や
さ
し
い
」

家
づ
く
り
を

「
住
友
林
業
の
家
」
の
開
発
に
取
り

主
な
開
発
商
品
と
し
て
は
、
平
成
四
年
十
月
に
発
売
し
た

「
ゆ
う
21
」
が
あ
る
。
構
造
材
に
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
（
集
成
材
）
を
大
輻
に
採
用
し
た
。
業
界
に
先
駆
け
て
の
採
用
て
あ
っ
た
が
、
強
度
に

平
成
九
年
に
開
発
し
た

「
フ
ォ
レ
ス
ト
」
て
は
「
マ

ル
チ
バ
ラ
ン
ス
エ
法
」
を
採
用
、

実
験
検
証
や
構

造
計
算
に
よ
り
構
造
性
能
面
を
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
表
記
て
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
面
材
の
採
用

（
壁
パ
ネ
ル
、
床
パ
ネ
ル
等
）
、
新
空
間
技
術
の
開
発
（
ペ
ン
タ
フ
レ
ー
ム
の
採
用
）
な
ど
、
従
来
の
木
造

住
宅
に
関
す
る
技
術
開
発
は
、
設
計
、
構
造
、
積
算
、
性
能
、
法
規
、

さ
ら
に

C
A
D
、
C
A
M
に
至

る
ま
て
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。
技
術
部
は
、
こ
れ
ら
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
な
が
ら
、
各
店
部
署
と

情
報
を
密
に
し
て
新
し
い
エ
法
や
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
て
き
た
。

技
術
部
の
組
織
は
、
技
術
部
門
、

技
術
開
発

C
A
D
部
門
、

C
A
M
部
門
の
三
部
門
に
分
か
れ
て
い
た
。
こ
の
う

ち
技
術
部
門
の
重
要
な
業
務
の
一
っ
に
、
各
支
店
へ
の
技
術
協
力
を
行
う
と
と
も
に
、

軸
組
構
法
の
枠
を
超
え
た
新
し
い
技
術
を
導
人
し
た
。

優
れ
て
お
り
施
工
精
度
の
向
上
も
図
れ
る
た
め
高
い
評
価
を
得
た
。

地
下
室
の
有
効
利
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住
友
林
業
建
築
技
術
専
門
校
の
開
校

レ
カ
ッ
ト
加
工
の
分
野
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
っ
た
。

一
方
C
A
M
部
門
は
、

C
A
D
デ
ー
タ
を
構
造
材
ば
か
り
て
な
く

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
、

E
W
S

用
、
木
造
三
階
建
住
宅
の
開
発
、

i

集
成
材
を
利
用
し
た
構
法
の
開
発
な
ど
、
社
会

の
動
向
に
合
わ
せ
て
最
新
の
住
宅
技
術
を
木
造
軸
組
構
法
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ

か
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
の
、
断
熱
・
気
密
問
題
を
ど
う
処
理
す
る
の
か
な

ど
に
つ
き
独
自
の
開
発
が
求
め
ら
れ
、
筑
波
研
究
所
と
一
体
に
な
っ
て
検
討
し
た
。

C
A
D
部
門
は
、
住
宅
用
C
A
D
の
開
発
、
推
進
を
行
っ
て
い
た
。
当
社
の

C

A
D
シ
ス
テ
ム
は
、

昭
和
六
十
年
十
月
に
開
発
チ
ー
ム
が
発
足
、
翌
六
十
一
年
七

月
池
袋
に

C
A
D
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
同
年
九
月
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

C

A
D
シ
ス
テ
ム
の
テ
ス
ト
運
用
を
始
め
て
い
る
。
平
成
六
年
五
月
に
は
、
大
型
汎

（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
・
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
）
と
い
う
高
性
能
の
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
各
支
店
に
配
謹
し
て
作
業
性
を

嵩
め
た
。
ま
た
平
成
七
年
十
月
、
住
宅
設
計
用
C
A
D
て
は
対
処
て
き
な
い
プ
ラ

＊
サ
イ
プ
ス
・
ワ
ン

ン
ニ
ン
グ
段
階
て
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援
シ
ス
テ
ム
と
し
て
「
S
A
I
P
S
1」

を
採
用
し
た
。

羽
柄
材
、
階
段
材
、
内
部
造
作
材
な
ど
に
つ
い
て
も
応
用
て
き
る
よ
う
に
し
、

プ

昭
和
六
十
三
年
四
月
、
当
社
は
ス
ミ
リ
ン
建
設
と
共
同
て
千
葉
県
四
街
道
市
に
住
友
林
業
建
築
技
術
専

門
校
を
開
校
し
た
。
同
校
を
設
立
し
た
日
的
は
、
住
宅
建
築
の
生
産
革
命
の
担
い
手
と
な
る
適
応
力
に
富

ん
だ
新
し
い
タ
イ
プ
の
建
築
技
能
者
の
養
成
に
あ
り
、
設
立
の
背
景
に
は
以
下
の
状
況
が
あ
っ
た
。

と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
集
成
材
を

い
か
に
し
て
在
米
構
法
に
組
み
込
ん
て
い
く

図 4-7 CAD、CAMシステム
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ソ
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同
校
の
存
在
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

若
き
技
能
者
を
送
り
出
し
た
。

「
技
能
五
輪
」

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
目
指
す
な
ど
レ
ベ
ル
も
向
上
し

教
育
訓
練
目
標
は
、

―
つ
に
は
住
宅
建
築
業
界
へ
の
若
年
労
働
者
の
参
入
が
年
々
減
少
、
職
人
の
高
齢
化
が
急
ピ
ッ
チ
て
進

み
、
そ
の
ま
ま
放
罹
す
る
こ
と
が
て
き
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
住
宅
の
質
の
向
上
が

必
須
条
件
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
た
め
住
宅
生
産
シ
ス
テ
ム
の
近
代
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

手
間
・
材
料
・
エ
期
の
無
駄
を
省
き
良
質
の
住
宅
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
う
し
た
会
社
の
目
指
す

と
こ
ろ
を
理
解
し
た
新
し
い
建
築
技
能
者
を
、
当
社
自
ら
の
手
て
養
成
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
た

の
て
あ
る
。

同
校
は
、
敷
地
約
四
二

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
、
教
室
・
実
習
棟
・
寮
を
含
め
た
建
物
の
総
面
積
約
二
九

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
て
、
訓
練
生
は
、
高
等
学
校
の
新
規
卒
業
者
を
対
象
と
し
、
合
格
者
は
全
員
ス
ミ
リ

ン
建
設
の
社
員
と
し
て
採
用
、
そ
の
数
は
例
年
五

0
名
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
採
用
さ

れ
た
ス
ミ
リ
ン
建
設
の
社
員
は
、
全
寮
制
の
当
校
併
設
の
寮
に
入
寮
し
、

入
社
後
初
年
度
の
研
修
と
し
て

一
年
間
当
校
へ
派
遣
さ
れ
、
建
築
大
工
と
し
て
必
要
な
基
礎
的
知
識
や
技
能
を
修
得
す
る
と
と
も
に
、
職

業
人
と
し
て
必
要
な
マ
ナ
ー
な
ど
を
訓
練
や
生
活
指
導
に
よ
り
身
に
つ
け
る
。

一
年
間
に
当
校
内
お
よ
び
実
習
現
場
に
お
い
て
学
科
、
実
技
な
ど
の
教
育
訓
練
を

実
施
し
て
木
造
住
宅
の
生
産
近
代
化
の
担
い
手
と
な
る
建
築
技
能
を
修
得
さ
せ
、
建
築
技
能
士
補
の
資
格

を
取
得
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
訓
練
修
了
後
は
、
各
ス
ミ
リ
ン
建
設
の
事
業
所
へ
配
属
さ
れ
る
。
平
成
十

年
三
月
に
は
第
一

0
期
生
の
訓
練
修
了
を
迎
え
、
過
去
一

0
年
間
て
五
一
三
名
（
う
ち
女
子
一
六
名
）
の

こ
の
よ
う
に
し
て
過
去
一

0
年
間
の
訓
練
て
教
育
訓
練
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
蓄
積
さ
れ
て
き
た
の
て
、
平
成

八
年
十
月
よ
り
外
部
工
務
店
か
ら
の
受
託
訓
練
も
開
始
し
、
九
年
度
に
は
六
八
名
が
参
加
し
た
。
外
部
訓

練
の
目
的
は
、
同
校
を
広
く
社
会
に
開
か
れ
た
訓
練
施
設
と
す
る
と
と
も
に
、
業
界
全
体
の
活
性
化
に
も

訓練校内での実習
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重
な
り

住
宅
安
全
管
理

検
査
•
安
全
管
理

昭
和
六
十
二
年
十
月
以
降
も
従
来
の
検
査
業
務
を
引
き
継
ぎ
、
検
査
室
と
し
て
現
場
施
工
検
査
業
務
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
現
場
の
安
全
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
た
め
安
全
管
理
業
務
を
加
え
た
。

合
併
前
か
ら
行
っ
て
い
た
検
査
業
務
は
、
徐
々
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
浸
透
と
施
エ
レ
ベ
ル
の
統
一
が
進
み
、

昭
和
六
十
二
年
に
全
棟
対
象
検
査
か
ら
抜
き
取
り
検
査
に
変
わ
り
、
品
質
管
理
を
工
事
担
当
者
の
自
主
検

査
に
ゆ
だ
ね
る
体
制
に
移
行
し
た
。
し
か
し
、
自
主
検
査
の
不
徹
底
や
新
規
工
務
店
の
指
導
不
足
な
ど
が

一
部
に
不
良
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
平
成

四
年
か
ら
は
各
支
店
の
工
事
物
件
を
数
日
間
て
ま
と
め
て
検
査
し
、

そ
の
結
果
を
工
事
関
係
者
全
員
の
前

て
講
評
す
る
「
集
中
検
査
」
に
変
更
し
た
。
集
中
検
査
の
回
数
を
重
ね
る
う
ち
に
不
良
箇
所
は
し
だ
い
に

減
少
し
、
平
成
十
年
一
月
、
検
査
業
務
を
品
質
保
証
部
へ
移
管
し
た
。

安
全
管
理
業
務
と
し
て
は
、
現
場
て
の
事
故
の
未
然
防
止
に
関
わ
る
安
全
指
導
を
重
点
的
に
行
い
、
墜

落
・
転
落
事
故
防
止
を
最
大
の
目
標
と
し
た
。
特
に
行
政
お
よ
び
関
係
機
関
の
指
導
に
先
駆
け
て
足
場
先

行
工
法
や
艇
体
内
部
の
先
行
床
、
転
落
防
止
ネ
ッ
ト
の
完
全
実
施
な
ど
を
指
導
し
て
き
た
。
さ
ら
に
現
在

て
は
安
全
推
進
部
と
し
て
労
働
災
害
防
止
や
作
業
効
率
向
上
の
た
め
作
業
前
後
、
作
業
中
の
整
理
・
整
頓
、

作
業
終
了
後
の
清
掃
、
片
づ
け
、
ゴ
ミ
の
分
別
を
行
う
な
ど
、
現
場
の

4
S
（
整
理
、
整
頓
、
清
潔
、
清

掃
）
を
指
導
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
努
力
が
実
を
結
ん
て
、
平
成
十
年
三
月
ま
て
に
五
支
店
、
営
業
所
に

貢
献
し
た
い
と
の
思
い
に
基
づ
く
も
の
て
あ
っ
た
。
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お
い
て
、

無
事
故
・
無
災
害
連
続

H
数
一
五

O
O
H
を
達
成
す
る
こ
と
が
て
き
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

工
事
中
の
事
故
防
止
の
た
め
職
人
に
対
す
る
教
育
の
推
進
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。
二
十

一
世
紀
に
は
低
層
住
宅
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
に
な
る
よ
う
、
安
全

平
成
元
年
十
月
、
住
宅
事
業
部
に
住
宅
に
関
わ
る
顧
客
か
ら
の
各
種
照
会
に
対
応
す
る
本
部
担
当
部
門

と
し
て
お
客
様
相
談
室
を
設
罹
し
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
個
々
の

ク
レ
ー
ム
の
実
情
把
握
と
社
内
各
部
署
に
対
す
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
指
示
や
迅
速
な
解
決
が
て
き
る
よ
う
に

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
完
成
引
き
渡
し
後
す
べ
て
の
物
件
に
つ
い
て
顧
客
の
声
を
収
集
す
る
調
査
て
、
平

均
八

0
％
の
回
収
率
と
な
っ
て
い
た
。
回
収
は
各
支
店
て
行
い
、
集
計
・
分
析
さ
れ
た
顧
客
の
評
価
結
果

は
関
係
各
部
署
に
配
布
し
、
「
住
友
林
業
の
家
」
の
改
善
へ
の
参
考
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

二
つ
日
は
相
談
室
へ
の
電
話
応
対
や
、
手
紙
の
受
付
処
理
に
当
た
る
業
務
て
、
窓
口
業
務
と
し
て
受
け

付
け
た
案
件
は
月
平
均
二
0
件
以
上
あ
り
、
年
間
て
は
約
二
七

0
件
は
ど
に
な
っ
た
。
内
容
に
よ
っ
て
は

支
店
あ
る
い
は
ス
ミ
リ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
対
応
を
依
頼
す
る
が
、
解
決
が
遅
れ
こ
じ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
も
の
や
、
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
顧
客
が
要
請
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
同
室
が
現
地
に
行
っ
て
直
接
解
決

へ
の
交
渉
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
の
は
か
に
平
成
六
年
六
月
か
ら
顧
客
の
満
足
を
よ
り
一
層
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

取
り
調
査
を
開
始
し
た
。
要
領
は
、

な
っ
た
。

品
質
保
証
と
お
客
様
相
談
室

の
推
進
に

H
々
努
め
て
い
る
。

モ
ニ
タ
ー
聞
き

四
半
期
ご
と
に

一
〇
邸
ず
つ
年
間
計
四
〇
邸
の
入
居
後
半
年
か
ら
一

同
室
の
業
務
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
っ
た
。

―
つ
は
顧
客
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
・
分
析
て
あ
っ
た
。

秘 •••••a•n 住宅＊•
お吝様相該室

お客様アンケート

お客様へお願い
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一
本
化
さ
せ
、
各
支
店
て
デ
ー
タ
が
取
り
出
せ
る
よ
う
に
な
る
。

年
た
っ
た
顧
客
の
生
の
声
を
収
集
す
る
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
行
い
、

を
図
っ
て
き
た
。

平
成
九
年
四
月
、

確
立
を
目
指
し
、

務
お
よ
び
検
査
業
務
、

ク
レ
ー
ム
は
「
共
通
の
財
産
」
て ）れ

「
住
友
林
業
の
家
」
評
価
資
料
の
充
実

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
統
括
、
施
エ
ク
レ
ー
ム
の
予
防
、

品
質
保
証
部
を
設
躍
し
た
。
翌
十
年
一
月
の
組
織
改
正
に
よ
り
、

C
S推
進
業
務
も
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

同
部
の
業
務
内
容
と
し
て
、
①
建
物
の
検
査
業
務
を
通
し
て
生
産
・
品
質
の
向
上
を
図
り
、

の
予
防
お
よ
び
引
き
渡
し
後
の
補
修
工
事
の
低
減
を
図
る
、
②
引
き
渡
し
済
み
顧
客
の
デ
ー
タ
管
理
に
取

り
組
み
、
引
き
渡
し
済
み
顧
客
の
デ
ー
タ
を
い
っ
て
も
照
合
・
検
索
て
き
る
よ
う
整
備
す
る
、
③
引
き
渡

ク
レ
ー
ム

し
済
み
顧
客
へ
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
構
築
す
る
た
め
、
二

0
年
ス
テ
ッ
プ
保
証
を
含
め
た
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
作
り
を
行
う
、
④
施
工
に
関
わ
る
ク
レ
ー
ム
発
生
を
予
防
す
る
た
め
、

情
報
の
オ
ー
プ
ン
化
を
図
る
と
と
も
に
再
発
防
止
策
を
各
支
店
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
、
⑤
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
や
ク
レ
ー
ム
処
理
を
通
し
て
得
た
顧
客
ニ
ー
ズ
の
デ
ー
タ
を
整
理
・
分
析
し
て
、
紹
介
受
注
促

進
が
図
れ
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
、
⑥
ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
を
充
実
さ
せ
て
補
修
工
事
の
迅
速

化
に
取
り
組
み
、
ま
た
緊
急
体
制
の
整
備
も
図
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

*
2
 

平
成
十
四
年
か
ら
始
ま
る
長
期
保
証
一

0
年
目
定
期
巡
回
に
向
け
、
情
報
シ
ス
テ
ム
部
と
共
同
て

A
C

O
S
に
よ
る
引
き
渡
し
済
み
顧
客
管
理
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
改
普
に
取
り
組
ん
て
い
る
。
新
シ
ス
テ
ム
て

は
、
デ
ー
タ
上
別
々
に
な
っ
て
い
る
引
き
渡
し
済
み
顧
客
デ
ー
タ
と
ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
デ
ー
タ
を

平
成
十
年
三
月
末
時
点
て
引
き
渡
し
済
み
物
件
は
既
に
約

一
0
万
七
0
0
0棟
と
な
り
、
今
後
、

ら
の
引
き
渡
し
済
み
顧
客
へ
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
含
め
た
顧
客
管
理
体
制
の

構
築
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ク
レ
ー
ム
の
予
防
に
つ
い
て
は
、

ク
レ
ー
ム

お
客
様
相
談
室
の
業

＊
1
 

二
0
年
ス
テ
ッ
プ
保
証
の

*
1

二
0
年
ス
テ
ッ
プ
保
証

平
成
四
年
十
月
の
「
ゆ
う
」
発
売
よ
り
保
証
期
間
を
二
0

年
に
延
長
し
た
制
度
。
引
き
渡
し
後

一
0
年
目
に
定
期
巡
回

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、
防
腐
・
防
蟻
工
事
・
バ
ル
コ
ニ
ー
部

の
防
水
剤
の
再
加
工
を
有
償
に
て
行
う
条
件
の
下
、
構
造
謳

体
て
あ
る
基
礎
・
土
台
・
梁
．
柱
・
小
屋
に
つ
い
て
の
構
造

強
度
に
つ
い
て
従
来
の
一

0
年
保
証
を
二
0
年
に
延
長
し
た
。

*
2
A
C
o
s
 

N
E
C
製
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
商
品
名
て
、

A
d
v
a
n
c
e
d

C
o
m
p
u
t
i
n
g
 O
p
e
r
a
t
i
n
g
 S
y
s
t
e
m
の
略
。
住
友
林
業
情
報

シ
ス
テ
ム
（
千
葉
市
）
に
設
晋
さ
れ
て
い
る
。
各
店
部
に
置

か
れ
た
端
末
と
し
て
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
て
入
出

力
が
て
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

チェックリスト
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当
社
が
特
建
事
業
に
進
出
し
た
の
は
、
以
下
の
理
由
に
よ
る
。

あ
る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
関
連
部
門
と
協
力
し
て
情
報
を
オ
ー
プ
ン
化
し
再
発
防
止
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ

昭
和
六
十
二
年
十
月
、
当
社
は
住
宅
事
業
の
多
様
化
を
目
指
し
、
戸
建
て
以
外
の
集
合
住
宅
や
ビ
ル
、

ホ
ー
ル
と
い
っ
た
大
型
建
造
物
の
市
場
に
参
人
す
る
た
め
、
住
宅
事
業
部
に
特
建
部
を
設
置
し
た
。
設
立

し
て
す
ぐ
に
「

P
R
O

—
F
I
T

」
と
い
う
愛
称
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
「
利
益
を
生
む
こ
と
と
土
地
·

建
物
の
オ
ー
ナ
ー
お
よ
び
住
む
人
の
利
益
を
プ
ロ
が
フ
ィ
ッ
ト
さ
せ
る
」
な
ど
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お

平
成
三
年
一
月
、
受
注
高
の
伸
長
に
伴
い
特
建
本
部
と
し
て
住
宅
本
部
か
ら
独
立
、
こ
れ
に
よ
り
当
社

の
営
業
関
係
の
部
門
は
、
営
業
本
部
、
住
宅
本
部
、
特
建
本
部
の
三
本
部
制
と
な
っ
た
。
特
建
本
部
は
、

同
年
五
月
体
制
を
拡
充
し
て
業
務
部
を
置
く
と
と
も
に
、
大
阪
特
建
部
を
設
置
し
て
近
畿
圏
て
の
営
業
カ

を
強
化
し
た
。
平
成
四
年
四
月
に
技
術
部
と
横
浜
営
業
所
を
新
設
し
た
。
横
浜
営
業
所
は
平
成
七
年
七
月
、

町
田
へ
移
転
、
東
京
南
営
業
所
と
し
た
。
平
成
八
年
四
月
阪
神
の
震
災
振
興
を
に
ら
み
神
戸
に
も
営
業
所

を
置
き
、
九
年
四
月
に
は
、
中
京
圏
に
進
出
す
る
た
め
名
古
屋
に
営
業
所
を
置
い
た
。

こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
従
来
ゼ
ネ
コ
ン
や
地
場
工
務
店
の
独
壇
場
て
あ
っ
た
が
、

し
内
需
拡
大
の
波
に
乗
っ
て
そ
の
規
模
は
大
き
く
拡
大
し
た
。
し
か
し
士
地
の
高
度
利
用
化
と
そ
れ
に
伴

う
資
金
・
税
務
・
相
続
な
ど
の
対
策
や
土
地
・
建
物
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
た
た
め
、
従
来
の
建

り
そ
の
後
特
建
部
の
商
標
と
し
て
使
用
し
た
。

囮
特
建
本
部
の
設
慣

ウ
を
蓄
積
て
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

バ
ブ
ル
経
済
に
突
入
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ド
R 特

建
本
部
と
し
て
の
主
力
商
品
は
、
サ
ク
シ
ー
ド

P

ぞ
れ
利
用
目
的
を
考
え
エ
法
を
選
択
し
た
。

築
・
施
工
と
い
う
ハ
ー
ド
機
能
だ
け
し
か
も
っ
て
い
な
い
業
者
て
は
対
応
て
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め

も
ろ
も
ろ
の
ソ
フ
ト
機
能
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
を
も
つ
企
業
の
進
出
が
待
望
さ
れ
た
。
そ
こ
て
当

特
建
事
業
の
当
初
の
ね
ら
い
は
、
戸
建
て
以
外
の
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
な
ど
賃
貸
用
集
合
住
宅
の

受
注
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
同
部
の
営
業
活
動
の
中
心
は
、

土
地
の
活
用
を
考
え
て
い
る
地
主
に
関
す
る

情
報
を
収
集
す
る
こ
と
て
あ
っ
た
。
そ
の
主
力
情
報
源
と
し
て
は
住
宅
本
部
、
関
連
会
社
、
賃
貸
管
理
会

社
、
金
融
機
関
、
設
計
事
務
所
、
税
理
士
事
務
所
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。
同
部
て
は
、

こ
れ
ら
の
情
報
源

に
対
し
て
土
地
の
有
効
活
用
に
関
す
る
事
業
説
明
会
や
情
報
交
換
会
を
積
極
的
に
実
施
し
て
質
の
高
い
地

次
に
行
っ
た
の
は
、
特
建
事
業
の
総
合
的
な
機
能
を
生
か
し
て
地
主
に
対
し
て
最
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

提
案
を
す
る
こ
と
て
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

オ
ー
ナ
ー
ズ
ル
ー
ム
付
き
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
提
案
、

主
に
有
利
な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
組
み
入
れ
た
提
案
、
相
続
税
対
策
に
重
点
を
罹
い
た
提
案
、
賃
貸
管
理
の

入
居
保
証
の
提
案
な
ど
て
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
特
建
部
て
は
、
地
主
に
対
し
て
最
適
な
事
業
提
案
を
す

る
た
め
、
多
角
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
情
報
の
収
集
を
行
っ
て
き
た
。

建
物
の
構
造
に
つ
い
て
、
当
社
は
今
ま
て
木
造
一
筋
て
き
た
が
、
特
建
部
て
は
利
用
形
態
や
テ
ナ
ン
ト

に
よ
り
収
益
（
賃
料
）
が
異
な
る
の
て
、
事
業
用
建
物
と
し
て
採
算
性
の
良
い
建
築
コ
ス
ト
て
の
対
応
が

要
求
さ
れ
た
。
例
え
ば
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
、

（
壁
式
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
、

ー
）
な
ど
て
あ
る
。

ア
パ

ー
ト
、

店
舗
、
倉
庫
、
商
業
ビ
ル
な
ど
が
あ
り
、

（
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
、

サ
ク
シ
ー
ド

S
（
重
鼠
鉄
骨
）
、

主
情
報
の
引
き
出
し
を
図
っ
た
。

社
も
注
文
住
宅
の
経
験
を
生
か
せ
る
新
規
事
業
と
し
て
参
入
し
た
の
て
あ
っ
た
。

地
そ
れ

サ
ク
シ
ー

サ
ク
シ
ー
ド

W
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ

ふ

特建本部で建てた集合住宅
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栃
木
に
続
き
群
馬
の
未
開
拓
市
場
に
切
り
込
み
、
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
販

つ
づ
い
て
平
成
九
年
五
月
に
は
、
ス
ミ
リ
ン
シ
ス
テ
ム
住
宅
群
馬
を
設
立
、
埼
玉

特
建
本
部
は
、

バ
ブ
ル
の
崩
壊
や
そ
の
経
済
情
勢
の
変
動
と
と
も
に
、
事
業
戦
略
を
見
直
し
つ
つ
今
日

に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
中
て
こ
れ
ま
て
に
得
た
成
果
は
、
木
造
戸
建
の
範
疇
外
て
あ
る

S
R
C
、
R
C
、

S
な
ど
の
建
築
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
て
き
た
こ
と
て
あ
る
。

さ
ら
に
、
平
成
九
年
十
月
、
木
造
戸
建
住
宅
の

実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
利
用
し
て
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
ア
パ
ー
ト
に
も
本
格
的
に
参
入
し
た
。
今
後
は

積
み
重
ね
た
成
果
を
生
か
し
な
が
ら
、
当
社
の
事
業
分
野
の
拡
大
の
一
翼
を
担
う
べ
く
、
更
な
る
受
注
拡

新
規
分
野
へ
の
進
出

シ
ス
テ
ム
住
宅
事
業
へ
の
進
出

当
社
は
新
規
に
工
業
生
産
住
宅
へ
進
出
す
る
た
め
、
平
成
四
年
三
月
技
術
開
発
部
の
中
に
シ
ス
テ
ム
住

宅
開
発
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
調
査
・
検
討
を
始
め
た
。

平
成
七
年
六
月
に
は
シ
ス

テ
ム
住
宅
開
発
部
を
設
置
し
て
対
外
的
に
も
進
出
を
発
表
し
、

シ
ス
テ
ム
住
宅
（
木
造
軸
組
ユ
ニ
ッ
ト
住
宅
）

八
年
六
月
に

の
事
業
化
段
階
に
入
っ
た
。

シ
ス
テ
ム
住
宅
と
は
、
自
由
設
計
さ
れ
た
木
造
軸
組
住
宅
を
ユ
ニ
ッ
ト
に
分
割
し
て
工
場
生
産
し
、
現
場

に
お
い
て
完
成
さ
せ
る
も
の
て
、
生
産
の
場
を
工
場
に
置
き
換
え
た
一
品
生
産
て
あ
り
、
量
産
住
宅
て
は

ま
ず
販
売
の
面
て
は
、
平
成
八
年
―
一
月
に
ス
ミ
リ
ン
シ
ス
テ
ム
住
宅
埼
玉
と
ス
ミ
リ
ン
シ
ス
テ
ム
住
宅

栃
木
を
設
立
し
た
。

、。

な
し

シ
ス
テ
ム
住
宅
部
と
改
称
、

五 大
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

システム住宅の工場内を動く無人のロポット台車

*
S
R
C
(
S
t
e
e
l
 Re
i
n
f
o
r
c
e
d
 
C
o
n
c
r
e
t
e
)
 
11
鉄
骨
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

R
C
(
R
e
i
n
f
o
r
c
e
d
 C
o
n
c
r
e
t
e
)
 
11
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト

s
(
S
t
e
e
l
)
 
11
鉄
骨
構
造
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社
に
は
、
単
独
展
示
場
を
設
け
た
。
な
お
ス
ミ
リ
ン
シ
ス
テ
ム
住
宅
埼
玉
（
久
喜
市
）

シ
ョ
ッ
プ
「
ポ
プ
リ
」
も
併
設
し
た
。

シ
ス
テ
ム
住
宅
の
製
造
を
開
始
し
た
。

平
成
八
年
七
月
、

た
。
構
造
材
に
は
、

に
は
、
輸
入
雑
貨

シ
ス
テ
ム
住
宅
第
一
号
工
場

と
し
て
同
年
七
月
群
馬
県
館
林
市
に
工
場
（
敷
地
約
一

0
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
竣
工
さ
せ
、
十
月
か
ら

シ
ス
テ
ム
住
宅
商
品
第
一
号
と
し
て
「
ホ
リ
デ
イ
ズ
」
を
発
売
し
た
。
こ
の
商
品
は
、

屋
上
に
庭
園
や
、
コ
ル
フ
練
習
設
備
を
装
備
す
る
な
ど
、
家
の
概
念
に
「
遊
び
心
」
を
加
え
た
も
の
て
あ
っ

ム
ク
材
に
比
べ
て
強
度
・
精
度
が
高
く
工
業
化
に
耐
え
得
る
高
品
質
の
木
材
て
あ
る

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
（
集
成
材
）
を
使
用
し
た
。
構
造
は
、
木
造
軸
組
の
ユ
ニ
ッ
ト
構
造
自
由
設

軸
組
構
法
の
住
宅
と
し
て
は
画
期
的
な
も
の
て
、
闘
日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー
の
「
木
造
住
宅
合

理
化
シ
ス
テ
ム
」
の
認
定
も
受
け
た
。

シ
ス
テ
ム
住
宅
事
業
へ
の
進
出
は
、
住
宅
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
の
急
激
な
変
化
に
対
応
て
き
る
新
し

い
住
宅
づ
く
り
の
実
践
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
将
米
に
向
け
、
住
宅
部
材
の
工
場
生
産
・
加
工
に
よ

る
徹
底
し
た
合
理
化
・
効
率
化
を
追
求
す
る
こ
と
が
必
要
て
あ
っ
た
。
即
ち
工
場
生
産
率
を
高
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
①
住
宅
建
築
に
お
け
る
将
来
的
な
労
働
力
の
減
少
や
熟
練
技
能
者
の
減
少
に
対
応
し
た
高
い

効
率
性
と
確
実
な
品
質
管
理
が
図
れ
る
、
②
高
ま
る
環
境
問
題
対
策
と
し
て
現
場
て
発
生
す
る
廃
材
の
よ

り
一
層
の
減
量
化
が
て
き
る
、
③
高
精
度
化
さ
せ
て
エ
期
の
短
縮
に
よ
る
大
輻
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
可
能

と
な
る
な
ど
て
あ
っ
た
。

計
て
、
工
場
生
産
率
は
八

0
%、
標
準
工
期
は
四

O
H
(
-
B
／
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
い
う
木
造

生
産
面
て
は
、
平
成
八
年
五
月
住
友
林
業
シ
ス
テ
ム
住
宅
工
業
を
設
立

aw, 

システム1主宅（南栗橋分譲・クレー

ンての据付け工事）
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夢
3
階
営
業
部
の
設
置

昭
和
六
十
二
年
の
木
造
三
階
建
住
宅
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、
都
市
を
中
心
と
し
て
三
階
建
住
宅
の
割
合

が
急
増
し
た
。
当
社
て
も
耐
火
住
宅
、
併
用
住
宅
、
二
世
帯
お
よ
び
多
人
数
大
型
住
宅
な
ど
都
市
型
住
宅

市
場
へ
の
参
入
を
考
え
、
平
成
二
年
六
月
、
技
術
開
発
部
に
セ
ラ
ミ
ッ
ク
住
宅
開
発
担
当
を
置
い
た
。
以

後
、
木
造
注
文
住
宅
て
培
わ
れ
た
設
計
力
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
木
造
部
材
を
応
用
し
、
鉄
骨
造
三
階
建
住
宅
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
次
い
て
翌
三
年
六
月
、
大
都
市
の
防
火
地
域
向
け
な
ど
に
対
応
す
る
三

階
建
て
住
宅
の
開
発
を
目
指
し
た
技
術
・
開
発
部
門
と
し
て
セ
ラ
ミ
ッ
ク
住
宅
開
発
室
を
設
置
し
た
。

平
成
六
年
四
月
に
は
、
「
夢
3
階
営
業
部
」
を
設
置
し
て
事
業
開
始
へ
の
準
備
を
行
い
、
同
年
十
月
横

浜
営
業
所
を
設
箇
し
て
販
売
を
開
始
し
た
。
平
成
七
年
四
月
大
阪
に
も
常
業
所
を
設
置
し
、
関
東
圏
、
近

畿
阻
に
お
け
る
本
格
的
な
販
売
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
現
在
、
鉄
骨
造
三
階
建
の
展
示
場
を
関

商
品
構
成
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
商
品
「
夢
3
階
S
」
か
ら
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
繰
り
返
し
、
平
成

九
年
四
月
の
「
夢
3
階
S
R
」
販
売
に
よ
り
、
現
在
の
建
築
基
準
法
第
三
八
条
の
規
定
に
甚
づ
く
建
設
大

臣
認
定
て
あ
る

S
R
J構
法
を
確
立
し
た
。

S
R
J構
法
は
、
三
階
建
て
市
場
へ
の
参
入
が
後
発
て
あ
っ
た
た
め
、
他
メ
ー
カ
ー
の
パ
テ
ン
ト
に
接

触
し
な
い
よ
う
当
社
独
自
の
謳
体
シ
ス
テ
ム
と
し
て
開
発
し
た
も
の
て
あ
る
。

特
販
部
の
設
置

昭
和
六
十
三
年
営
業
推
進
部
が
中
心
と
な
り
住
友
連
系
会
社
、
取
引
銀
行
な
ど
提
携
先
法
人
の
職
域
て

の
注
文
住
宅
の
販
売
活
動
を
始
め
た
。
以
降
平
成
二
年
ま
て
は
各
支
店
に
お
い
て
随
時
個
別
対
応
し
て
い

た
が
、
二
年
か
ら
六
年
の
間
は
住
宅
各
支
店
に
法
人
担
当
者
を
罹
き
、
展
示
場
外
の
資
料
収
集
窓
口
と
し

東
圏
に
四
か
所
、
近
畿
圏
に
―
-

l

か
所
開
設
し
て
い
る
。

*
1

建
築
碁
準
法
第
三
八
条
の
認
定

建
築
構
法
、
建
築
材
料
の
新
技
術
・
新
考
案
に
関
し
て
優

れ
た
新
考
案
が
な
さ
れ
た
場
合
、
現
行
の
建
築
基
準
法
、
建

築
学
会
碁
準
に
な
い
も
の
て
あ
っ
て
も
建
設
大
臣
が
認
め
た

場
合
に
限
り
実
施
工
が
可
能
と
な
る
認
定
。

*
2
S
R
J
構
法

S
u
m
i
r
i
n
 R
i
g
i
d
 f
r
a
m
e
 w
i
t
h
 t
h
e
 Joint b
o
x
の
略
。

重
量
鉄
骨
ラ
ー
メ
ン
構
法
を
進
化
さ
せ
、
柱
・
梁
部
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
を
ボ
ル
ト
接
合
し
て
現
場
溶
接
を
な
く
す
構
法
て
、

使
用
す
る
鋼
材
の
長
さ
を
短
く
て
き
、
狭
小
搬
入
路
の
多
い

都
市
部
て
の
建
築
に
適
し
て
い
る
。

「夢 3階s」（横浜平沼橋展示場）
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ス
ミ
リ
ン
建
設
グ
ル
ー
プ

六

新
し
い
展
開
を
始
め
た
関
係
会
社

格
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

域
の
住
宅
本
部
支
店
が
行
う
）
に
変
更
し
た
。

て
同
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
平
成
七
年
四
月
、
東
西
に
東
京
特
販
部
・
大
阪
特
販
部
を
お
い
て
、
申
し
込

み
か
ら
契
約
ま
て
一
貰
し
て
特
販
部
て
行
う
契
約
完
結
体
制
に
よ
り
、
一
層
の
法
人
営
業
活
動
の
拡
大
を

図
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
平
成
九
年
三
月
か
ら
、
申
し
込
み
専
従
体
制
（
契
約
に
つ
い
て
は
各
地

平
成
十
年
一
月
、
東
京
特
販
部
お
よ
び
大
阪
特
販
部
は
そ
れ
ぞ
れ
東
京
法
人
営
業
部
・
大
阪
法
人
営
業

部
と
名
称
変
更
し
た
。
同
時
に
、
東
海
圏
に
名
古
屋
法
人
営
業
部
を
新
設
、
①
脱
展
示
場
営
業
と
し
て
の

資
料
収
集
活
動
、
②
提
携
法
人
先
の
職
域
活
動
と
し
て
当
社
の

P
R
お
よ
び
相
談
会
な
ど
の
開
催
、
③
提

携
法
人
先
だ
け
て
は
な
く
取
引
先
社
員
、
当
社
O
B
、
知
人
な
ど
か
ら
の
紹
介
獲
得
、
④
法
人
以
外
の
情

報
パ
ー
ト
ナ
ー
の
拡
充
と
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
資
料
収
集
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
東
京

に
お
い
て
は
、
平
成
八
年
か
ら
試
行
し
て
い
た
法
人
請
負
事
業
（
不
動
産
大
手
か
ら
の
建
築
請
負
）
を
本

昭
和
六
十
三
年
九
月
期
の
当
社
直
営
の
住
宅
施
工
会
社
は
ス
ミ
リ
ン
建
設
・
大
阪
ス
ミ
リ
ン
建
設
・
広

友
建
設
・
ひ
の
き
建
設
の
四
社
（
合
計
施
工
能
力
八

0
0棟
規
模
）
て
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
当
社
住
宅
の

建
築
棟
数
の
伸
び
と
全
国
展
開
に
伴
い
、
東
北
ス
ミ
リ
ン
建
設
・
北
関
東
ス
ミ
リ
ン
建
設
・
東
海
ス
ミ
リ

ン
建
設
・
西
日
本
ス
ミ
リ
ン
建
設
の
四
社
を
平
成
五
年
四
月
に
、
ま
た
札
幌
ス
ミ
リ
ン
建
設
を
六
年
四
月

に
、
そ
れ
ぞ
れ
設
立
し
、
施
工
会
社
と
し
て
も
全
国
展
開
を
行
っ
た
。
平
成
九
年
三
月
期
に
は
、
こ
れ
ら
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は
、
住
宅
事
業
部
の
保
証
規
準
に
甚
づ
き
三
か
月
目
、

事
業
内
容
は
、
次
の
と
お
り
て
あ
る
。

ス
ミ

を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
の
も
の
て
あ
る
。

る
新
し
い
体
制
を
構
築
し
た
。
こ
の
体
制
は
、
ス
ミ
リ
ン
建
設
グ
ル
ー
プ
が
当
社
直
営
施
工
会
社
と
し
て

の
早
期
育
成
、
施
工
品
質
の
安
定
化
等
の
効
果
を
あ
げ
た
。

S
T
制
は
現
在
も
全
国
的
に
採
用
し
て
い
る
。

こ、

ま
f

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
に
は
、

平
成
七
年
六
月
、

「兵
庫
生
産
セ
ン
タ
ー
」
（
写
真
）
を
設
置
し
て
復
興
需
要
に
も
応
え
た
。

平
成
十
年
四
月
、
施
工
会
社
を
札
幌
か
ら
九
州
ま
て
一
四
社
と
し
、

果
た
す
べ
き
役
割
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
施
工
の
合
理
化
、
生
産
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
品
質
の
改
善

ス
ミ
リ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

昭
和
六
十
三
年
十
月
、

ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
門
を
分
離
独
立
さ
せ
、

株
式
会
社
を
設
立
し
た
。
資
本
金
は
一

0
0
0
万
円
（
住
友
林
業
一

0
0％
出
資
）
て
、
本
社
は
当
初
住

友
林
業
住
宅
本
部
内
に
置
い
た
。

さ
ら
に
平
成
三
年
四
月
、

リ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
再
び
設
立
し
た
。

ス
ミ
リ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ト
ム
ハ
ウ
ス
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
継
承
、

事
業
の
拡
大
を
図
り
、
社
名
を
住
友
林
業
ホ
ー
ム
テ
ッ
ク
と
改
称
し
て
資
本
金
も
一
億
円
に
増
資
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
九
年
四
月
、
住
友
林
業
ホ
ー
ム
テ
ッ
ク
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
門
を
分
離
独
立
さ
せ
、

①
「
住
友
林
業
の
家
」
引
き
渡
し
後
の
定
期
巡
回
、
臨
時
巡
回
業
務
を
行
っ
た
。
定
期
巡
回
に
つ
い
て

一
年
目
‘
―
一
年
目
の
三
回
実
施
し
た
。

ス
ミ
リ
ン
建
設
は
平
成
元
年

五

一
名
の
規
模
に
達
し
た
。

ス
ミ
リ
ン
建
設
グ
ル
ー
プ
は
、

＊
 

「
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
チ
ー
ム

(
S
T
)
制
」
を
採
用
し
、
若
手
技
能
職

の
施
工
会
社
合
計
て
、
売
上
高
は
六
六
二
億
三

0
0
0万
円
、
建
築
棟
数
は
三

0
三
九
棟
、
社
員
数
は
七

被
災
家
屋
の
補
修
に
加
え
て
、

そ
れ
を
ス
ミ
リ
ン
建
設
が
統
括
す

＊
 

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
チ
ー

ム

(
S
T
)
制

Structure T
e
a
m
の
意
。

一
人
の
リ
ー
ダ
ー
の
下
に
三
、

四
人
の
若
手
技
能
職
を
つ
け
て

―
つ
の
チ
ー
ム
を
構
成
し
、

そ
の
チ
ー
ム
に
よ
り
施
工
す
る
体
制
。

兵庫生産センター（兵庫県西宮市）
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④
後
H
の
対
応
の
た
め
ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
資
料
は
、
同
社
て
管
理
、
保
管
し
た
。

⑤
大
き
な
有
償
工
事
は
住
友
林
業
ホ
ー
ム
テ
ッ
ク
な
ど
へ
紹
介
し
た
。

業
務
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
巡
回
担
当
者
の
質
的
向
上
を
図
り
、
定
期
巡
回
や
補
修
処
理
の
期
限
内
実

施
を
徹
底
し
、
住
宅
本
部
支
店
と
の
一
体
化
対
応
に
よ
る
ク
レ
ー
ム
の
防
止
と
早
期
の
対
応
に
努
め
た
。

巡
回
・
手
直
し
を
契
約
ど
お
り
完
全
に
行
う
こ
と
は
当
然
の
こ
と
て
あ
る
が
、

と
て
顧
客
の
満
足
感
を
高
め
、

住
友
林
業
ホ
ー
ム
テ
ッ
ク

フ
ォ
ー
ム
専
門
会
社
と
な
っ
た
。
そ
の
ね
ら
い
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
専
業
化
に
よ
っ
て
効
率
化
と
質

「住
友
林
業
の
リ
フ
ォ
ー
ム
」
と
し
て
当
社
住
宅
、

一
般
戸
建
て
住
宅
、

マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
お
よ
び
オ
フ
ィ
ス
・
店
舗
の
改
装
等
業
務
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
て
あ
っ
た
。

ま
た
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
住
友
林
業
が
注
文
住
宅
へ
進
出
し
て
時
間
も
か
な
り
経
過
し
て
、
顧
客
の

増
改
築
・
改
装
・
住
設
機
器
の
更
新
な
ど
の
ニ
ー
ズ
も
発
生
し
て
お
り
、
住
宅
会
社
と
し
て
こ
れ
に
対
応

重
点
施
策
と
し
て
は
、
①
住
友
林
業
依
存
か
ら
脱
却
し
自
主
営
業
を
強
化
し
、
大
型
増
改
築
の
受
注
を

て
き
る
部
門
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
あ
っ
た
。

住
友
林
業
ホ
ー
ム
テ
ッ
ク
は
平
成
九
年
四
月
、
ス
ミ
リ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
独
立
し
た
こ
と
に
よ
り
リ

I .,. 
＇ 

｀ヤA

の
向
上
を
図
り
、

か
す
の
も
こ
の
会
社
の
使
命
て
あ
っ
た
。

リフ ォームの施工例
スミ リンメンテナンスの「ア フタ

ーメンテナ ンス (AM)カー ド」

こ。f
 

し
②
巡
回
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
補
修
工
事
て
簡
易
な
も
の
は
ス
ミ
リ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
社
員
が
補
修
、

そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
施
工
し
た
業
者
に
依
頼
し
補
修
を
行
っ
た
。

③
補
修
工
事
の
内
容
は
、
商
品
開
発
、
品
質
向
上
の
た
め
、

そ
の
つ
ど
住
友
林
業
ヘ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

そ
れ
を
よ
り
徹
底
す
る
こ

日
コ
ミ
や
評
判
て
新
規
顧
客
を
増
や
し
、
次
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
生

I 
屯~ー, , _ ... ,,.、""

心 ［カー ド（控 ・指示 ・完了）----·-----· ",,.,-,a-• .. , 
I~• 古 芍．迂,_:_;ふ五；ら.c ' 立~-cl--ニ::_ _

● , ,., .'  

'• • E守戸豆： lac: ー芸．翌宝竺てこL.c: : 二ここ；
， ... ● 9 

ー・--------一. --__ ,,_ ... ' ' -.---, 
9』...

;""':・ 雪''.'.ロ・ー'..; ・＿．．

ーロ□＿
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増
や
し
て
い
く
こ
と
、
②
他
社
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
品
質
を
重
視
し
、
品
質
チ
ェ
ッ
ク
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
の
自
主
検
査
を
行
う
こ
と
、
③
独
自
の
営
業
展
開
て
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
目
指
す
こ
と
な
ど
が
あ

事
業
環
境
の
変
化
に
対
応
ー
|
_
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
製
品
へ

昭
和
六
十
二
年
(
-
九
八
七
）
十
月
の
時
点
て
、
木
材
・
建
材
の
製
造
・
加
工
を
行
う
関
係
会
社
は
、

ス
ミ
リ
ン
木
材
工
業
（
新
居
浜
市
）
、

不
燃
建
材
工
業
（
富
士
市
）
、
南
隔
商
会
（
徳
島
市
）
、

N
P
I
社
（
ニ
ュ

こ
れ
ら
の
多
く
は
合
板
•
M
D
F
と
い
っ
た
い
わ
ば
素
材
の
生
産
が

こ
の
時
代
は
既
に
付
加
価
値
の
高
い
木
工
製
品
や
合
板
代
替
材
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
当
社
も
次
の
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

そ
う
し
た
流
れ
の
中
て
昭
和
六
十
三
年
二
月
、
新
居
浜
に
誕
生
し
た
の
が
ス
ミ
リ
ン
ホ
ル
ツ
て
、

リ
ン
木
材
の
加
工
部
門
を
分
離
独
立
さ
せ
、
集
成
材
製
品
を
主
体
と
す
る
住
宅
部
材
の
生
産
・
販
売
を
拡

と
と
も
に
、
翌
年
九
月
、

充
・
強
化
す
る
目
的
て
設
立
さ
れ
た
。
同
社
は
同
年
六
月
、
造
作
用
集
成
材
の
J
A
S
認
定
工
場
と
な
る

N
C
ル
ー
タ
ー
を
導
入
し
て
階
段
材
の
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
に
も
進
出
し
た
。

主
体
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

の
七
社
て
あ
り

げ
ら
れ
た
。

K
T
I
社
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

ス
ミ

ス
ミ
リ
ン
合
板
工
業
（
小
松
島
市
）
、
浜
田
産
業
（
静
岡
市
）
、
富
士

第

四

節

事

業

開

発

部

門

＊
 
N
C
ル
ー
タ
ー

「
ル
ー
タ
ー
」
は
垂
直
な
回
転
軸
に
エ
具
（
刃
物
）
を
備

え
、
水
平
方
向
に
固
定
し
た
部
材
に
穴
あ
け
・
溝
切
り
等
の

加
工
を
行
う
工
作
機
械
を
さ
す

C

「
N
C
」
と
は

N
u
m
e
r
i
c
a
l

C
o
n
t
r
o
l
の
略
て
、
数
値
に
よ
る
制
御
の
意
。

N
C
ル
ー
タ

ー
は
、
あ
ら
か
じ
め
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
た
数
値
情
報

に
よ
り
工
具
の
動
き
を
制
御
し
、
精
度
の
高
い
加
工
を
効
率

的
に
行
う
。
作
業
者
の
熟
練
を
必
要
と
せ
ず
、
同
形
の
加
工

を
す
る
場
合
に
適
し
て
い
る
。
当
社
グ
ル
ー
プ
て
は
平
成
十

年
六
月
現
在
、
ス
ミ
リ
ン
ホ
ル
ツ
・
ス
ミ
リ
ン
合
板
・
住
友

林
業
ク
レ
ッ
ク
ス
・
富
士
不
燃
建
材
工
業
の
四
社
に
迎
入
さ

れ
て
い
る
。
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浜
田
産
業
は
昭
和
六
十
三
年
二
月
、
住
設
機
器
お
よ
び
家
具
部
材
の
製
造
販
売
に
進
出
し
た
。
こ
れ
は
、

印
刷
・
加
工
技
術
を
活
用
し
た
高
付
加
価
値
製
品
の
商
品
化
を
図
り
、
経
営
の
多
角
化
を
ね
ら
っ
た
も
の

て
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
年
七
月
、
収
納
家
具

「イ
ン
タ
ー
シ
ュ
ノ
ー
ル
」
を
発
売
し
た
。
こ
の
製
品
は

「
住
友
林
業
の
家
」
の
差
別
化
に
貢
献
す
る
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。

一
方
て
平
成
元
年
(
-
九
八
九
）

十
月
、
原
木
高
と
輸
人
合
板
の
攻
勢
に
さ
ら
さ
れ
、
合
板
の
製
造
中
止
を
決
定
し
た
。
国
内
の
合
板
工
場

が
共
通
の
課
題
と
し
て
抱
え
て
い
た
内
陸
部
の
合
板
工
場
と
し
て
避
け
ら
れ
な
い
原
木
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

の
コ
ス
ト
を
、
経
営
努
力
だ
け
て
は
吸
収
て
き
な
く
な
っ
た
た
め
て
あ
る
。
以
後
同
社
は
、
当
社
住
宅
向

け
部
材
の
生
産
・
加
工
拠
点
と
し
て
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
り
、
平
成
三
年
十
月
、

「住
友
林
業
ク
レ
ッ

ク
ス
」
と
社
名
も
変
更
し
た
。
こ
の
社
名
の
ク
レ
ッ
ク
ス
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
十

X

〈

X
〉
を
求
め
て
創
造
を
続
け
る
企
業
）
と
い
う
意
味
を
込
め
た
も
の
。

ス
ミ
リ
ン
合
板
工
業
も
ま
た
、
付
加
価
値
の
高
い
製
品
へ
の
転
換
を
図
っ
た
。
昭
和
六
十
二
年
ご
ろ
は

普
通
合
板
が
売
上
高
の
約
六
割
を
占
め
て
い
た
が
、
塗
装
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル

（
塗
装
し
た
型
枠
合

板
）
な
ど
の
二
次
加
工
製
品
に
注
力
し
、
平
成
六
年
三
月
期
に
は
普
通
合
板
四

一
％
、
加
工
合
板
三
八
％

と
な
っ
た
。
ま
た
、
直
需
製
品
と
し
て
、
大
手
建
材
メ
ー
カ
ー
ヘ
の
住
設
機
器
用
甚
材
の
拡
販
に
も
努
力

し
た
。
こ
う
し
た
努
力
が
実
を
結
び
、
売
上
高
が
平
成
元
年
九
月
期
に
は
一

0
0億
円
を
突
破
し
、
ま
た

三
年
三
月
期
に
は
一
四

0
億
円
に
伸
長
し
、
徳
島
県
内
有
数
の
企
業
に
成
長
し
た
。

K
T
I
社

(
P
.
T
.
 Kutai T

i
m
b
e
r
 Indonesia) 
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
第
三
番
目
の
合
板
工
場
て
あ

っ
た
が
、
昭
和
六
十
三
年
に
は
同
国
内
て
の
合
板
工
場
は
一
二

0
を
数
え
る
よ
う
に
な
り
、
総
生
産
量
は

年
間
七

0
0万
立
方
メ
ー
ト
ル
・
輸
出
比
率
九
割
と
な
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
合
板
業
界
も
初
期
の
先

進
国
主
導
期
を
脱
し
て
一
人
歩
き
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
同
年
、

K
T
I
社
も
大
型
設
備
更
新
、

新
造
船
建
設

(Kutai
Raya:=:
、
六
五

0
0
ト
ン
）
、
隣
接
四
ー
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
埋
め
立
て
、

と甘

（
未
知
な
る
可
能
性

「インタ ーシュノ ール」

4011第 4部 第 2杭 各部門の最近10年の歩み



次
い
て
経
営
改
善
の
手
を
打
っ
た
。
こ
う
し
た
努
力
は
月
産
一
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
達
成
に
結
び
つ
い
た
。

そ
し
て
創
立
二
0
年
を
迎
え
た
平
成
二
年
、
森
林
開
発
権
（
伐
採
権
）
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
林
業
省
に
返
還

し
、
原
材
料
全
量
を
買
材
て
手
当
て
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

N
P
I
社

(
N
e
l
s
o
n
P
i
n
e
 Industries
,
 Lt

d
.)
 

（図

4
I
8
)

日
本
の
合
板
業
界
と
同
様
、

は
、
ド
イ
ツ
の
ク
ー
ス
タ
ー
社
製
連
続
プ
レ
ス

に
よ
り
高
品
質
の

M
D
F
の
生
産
を
続
け
た
。
製
品
の
約
七
割
を
日
本
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
台
湾
な
ど
に
輸
出
し
、
同
国
の
貴
重
な
外
貨
獲
得
源
と
な
っ
た
。
ま
た
、
薄
物
M
D
F
の
大
量
供
給

を
可
能
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、

日
本
を
は
じ
め
各
国
に
お
け
る
需
要
を
喚
起
す
る
役
割
も
果
た
し
た
。
年

産
一

0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
製
造
能
力
て
は
旺
盛
な
需
要
に
対
応
て
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
平
成
三
年
三

月
、
第
ニ
ラ
イ
ン
を
増
設
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
同
社
の
年
産
能
力
は
二
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
。

グ
ウ
ッ
ド
（
集
成
材
）

ス
ラ
グ
・
故
紙
を
原
料
に
用
い
た
ス
ラ
グ
石
膏
セ
メ
ン
ト
板
（
軒
天
用
）
を

主
力
製
品
と
し
て
い
た
が
、
平
成
四
年
、
当
社
住
宅
向
け
に
耐
火
破
風
板
の
販
売
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、

他
社
へ
の

O
E
M
生
産
て
は
あ
っ
た
が
、
時
宜
を
得
た
戦
略
商
品
と
な
り
、
大
幅
な
増
収
・
増
益
に
貢
献

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
外
装
タ
イ
ル
「
セ
ラ
ビ
ア
」
の
取
り
扱
い
も
開
始
す
る
な
ど
、
商
品
の

こ
う
し
た
既
存
の
関
係
会
社
に
加
え
て
、
平
成
二
年
二
月
、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
て
ェ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

の
生
産
を
行
う
た
め
、

P
C
R
社

(
P
l
u
m
C
r
e
e
k
 R
e
m
a
n
u
f
a
c
t
u
r
i
n
g
 J. 
V
.)
 

を
設
立
し
、
月
産

一
五
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
の
生
産
を
開
始
し
た
。
出
資
比
率
は
、
当
社
五

0
%、

ム
ク
リ
ー
ク
社
五

0
％
て
あ
る
。
こ
の
工
場
の
製
品
は
、
全
羅
を
日
本
向
け

多
角
化
を
図
っ
た
。

富
士
不
燃
建
材
工
業
は

と
品
質
の
向
上
が
至
上
課
題
と
な
っ
た
の
て
あ
る
。

（
当
社
向
け
）
輸
出
と
し
た
。

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

プ
ラ

当
初
は
ヒ
ノ
キ
単
板
ば
り
化
粧
柱
の
芯
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
強
度
が
あ
っ
て
変
形
の
極
め
て

少
な
い
特
長
が
認
め
ら
れ
、
平
成
五
年
十
月
、
「
ゆ
う
21
」
発
売
と
同
時
に
管
柱
に
採
用
さ
れ
た
。
当
時

図 4-8 NPI社の連続プレス
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②
米
国

③
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

宅
部
材
）

①
国
内

は
ま
だ
業
界
て
十
分
評
価
が
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
を
当
社
が
採
用
し
た
こ

と
は
、
木
材
・
建
材
・
住
宅
業
界
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
そ
の
後
、
こ
の
材
の
優
秀
性
が
伝
わ
る
に

以
上
の
よ
う
に
、
国
内
•
海
外
の
製
造
・
加
工
拠
点
と
し
て
の
関
係
会
社
群
は
、
当
社
住
宅
の
建
築
棟

数
が
伸
び
る
に
つ
れ
て
、

し
だ
い
に
当
社
住
宅
本
部
を
支
え
る
住
設
資
材
メ
ー
カ
ー
群
と
し
て
の
性
格
を

事
業
開
発
本
部
を
新
設

平
成
四
年
六
月
、
営
業
本
部
・
住
宅
本
部
・
特
建
本
部
に
続
く
第
四
番
目
の
本
部
と
し
て
、
事
業
開
発

本
部
が
新
設
さ
れ
た
。
製
造
・
加
工
事
業
を
行
う
関
係
会
社
を
一
元
的
に
管
理
し
、
木
材
・
建
材
事
業
の

効
率
的
な
推
進
を
図
る
目
的
て
設
置
さ
れ
た
も
の
て
、
製
造
・
加
工
事
業
を
企
画
・
推
進
す
る
事
業
開
発

部
と
、
業
績
を
管
理
す
る
事
業
管
理
部
が
設
け
ら
れ
、

さ
ら
に
鹿
島
事
業
推
進
部
が
組
み
入
れ
ら
れ
た
。

こ
の
時
点
て
、
稼
働
中
の
関
係
会
社
お
よ
び
進
行
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
次
の
と
お
り
て
あ
る
。

ス
ミ
リ
ン
合
板
工
業
（
合
板
）
、
住
友
林
業
ク
レ
ッ
ク
ス

（
住
宅
部
材
）
、

ス
ミ
リ
ン
ホ
ル

ツ
（
巣
成
材
）
、
富
士
不
燃
建
材
工
業
（
窯
業
建
材
）
、
南
陽
商
会
（
特
殊
合
板
）
、
鹿
島
事
業
（
住

C
L
P
社
(Coastal
L
u
m
b
e
r
 P
r
o
d
u
c
t
s
・
広
葉
樹
製
品
）
、

K
T
I
社
（
合
板
）
、

製
造
・
加
工
事
業
を
一
元
化

強
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

つ
れ
て
、
採
用
す
る
住
宅
会
社
も
増
え
て
い
っ
た
。

P
C
R
社
（
構
造
用
集
成
材
）

R
P
I
社

(
P
.
T
.
 Ri

m
b
a
 Partikel Indonesia・ 
パ

＊
 
鹿
島
事
業

鹿
島
事
業
は
後
に
住
友
林
業
ク
レ
ッ
ク
ス
鹿
島
事
業
と
な

る
。（
四
0
六
頁
参
照
）
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④
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

N
P
I
社

(
M
D
F
)

事
業
開
発
本
部
発
足
時
の
基
本
戦
略
ー
事
業
の
再
編

事
業
開
発
本
部
が
発
足
し
た
時
点
て
、
次
の
と
お
り
甚
本
戦
略
を
策
定
し
た。

即
ち
、
当
社
は
、

「国
内
外
の
事
業
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
加
工
事
業
の
在
り
方
の
見
直
し
を

契
機
と
し
て
、
事
業
の
再
編
に
取
り
か
か
る
べ
き
段
階
に
達
し
た
」
と
し
、
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
事

業
の
成
長
と
発
展
を
期
す
る
た
め
に
は
、

「市
場
ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
て
必
要
と
さ
れ
る
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
仕
組
み
を
会
社
内
に
ビ
ル
ト
・
イ
ン
し
、

そ
の
保
有
す
る
既
存
の
経
営
資
源
を
有
効
に
活

用
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
立
し
て
住
友
林
業
グ
ル
ー
プ
全
体
の
収

益
性
の
向
上
を
最
大
の
目
標
戦
略
と
す
る
」
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
次
の
三
点
を
重
点
課
題
と
し
た
。

①
事
業
全
体
の
高
付
加
価
値
化
に
よ
る
収
益
性
の
確
保

市
場
の
成
長
性
や
技
術
的
優
位
性
な
ど
の
差
別
化
要
因
の
な
い
製
品
ラ
イ
ン
を
外
部
や
海
外
工
場
か

ら
の
仕
入
れ
に
集
約
し
、
付
加
価
値
の
高
い
シ
ス
テ
ム
化
・
ユ

ニ
ッ
ト
化
な
ど
、
製
品
の
生
産
供
給

体
制
構
築
に
集
中
す
る
。

②
加
工
事
業
部
門
が
最
優
先
す
べ
き
顧
客
は
当
社
住
宅
部
門

住
宅
部
門
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
て
き
れ
ば
外
部
て
の
新
た
な
市
場
て
の
競
争
力
を
発
揮
て
き
る
。

住
宅
部
門
や
今
後
の
新
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
生
産
・
流
通
・
物
流
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
新

国
内
•
海
外
の
関
係
会
社
は
、
こ
の
基
本
戦
略
に
よ
っ
て
、
進
む
べ
き
針
路
が
改
め
て
明
確
化
さ
れ
、

し
い
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

③
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
体
制
の
確
立

ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
）

マ
ル
ン
ダ
イ
ン
ダ
社
（
木
工
品
）
、
グ
ル
テ
ィ
社
（
合
板
）
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シ
ア
社
が
四
七
•
五
％
、
I
F
C

（
国
際
金
融
公
社
）
が
五
％
、
そ
れ
ぞ
れ
出
資
し
た
。
こ
の
工
場
は

ル
・
ラ
ン
バ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー

コ
ー
ス
タ

事
業
開
発
本
部
を
中
心
と
し
た
、
索
材
と
そ
の
加
工
品
の
事
業
推
進
の
輪
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

ま
た
、
最
優
先
顧
客
が
住
宅
本
部
て
あ
る
こ
と
も
初
め
て
明
文
化
さ
れ
、
社
内
て
受
け
入
ら
れ
な
い
も

の
が
業
界
て
通
用
す
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
、
当
然
て
は
あ
る
が
厳
し
い
考
え
方
が
周
知
徹
底
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

合
弁
工
場
の
操
業
開
始
相
次
ぐ

平
成
四
年
五
月
、
広
葉
樹
製
材
の
合
弁
事
業
て
あ
る

C
L
P
社
の
工
場
（
米
国
ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア

州
）
が
完
成
し
た
。
資
本
金
は
二

0
0
万
U
S
ド
ル
て
、
当
社
と
三
津
橋
産
業
が
各
二
五
％
、

レ
ッ
ド
オ
ー
ク
を
日
本
規
格
に
よ
り
製
材
・
乾
燥
し
、
年
産

一
万
二

0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
の
全
量
を
日

本
へ
輸
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

つ
づ
い
て
同
年
八
月
、

ッ
ト
」

の
生
産
を
開
始
し
た
。

（
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
）
が
五

0
％
出
資
し
た
。

境
保
全
に
貢
献
す
る
意
図
も
含
ま
れ
て
い
た
。

ホ
ワ
イ
ト
オ
ー
ク
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
部
ジ
ャ
ワ
州
に

R
P
I
社
の
工
場
が
完
成
、

パ
ー
テ
ィ
ク
ル

ボ
ー
ド
の
生
産
を
開
始
し
た
。
資
本
金
は
ニ
―

0
0
万
U
S
ド
ル
て
、
当
社
と
カ
ユ
ラ
ビ
ス
・
イ
ン
ド
ネ

ジ
ン
ベ
ル
カ
ン
プ
社
の
九
フ
ィ
ー
ト
輻
連
続
プ
レ
ス
を
採
用
し
、
月
産
能
力
は
八
四

0
0立
方
メ
ー
ト
ル

て
、
合
弁
相
手
の
カ
ユ
ラ
ビ
ス
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
の
合
板
工
場
の
廃
材
を
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、

地
球
環

国
内
て
は
十
一
月
、
住
友
林
業
ク
レ
ッ
ク
ス
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
鹿
島
事
業
所
が
完
成
、
「
ル
ー
ム
セ

こ
の
よ
う
に
、
平
成
四
年
は
、
本
部
発
足
・
三
工
場
稼
働
と
事
業
開
発
本
部
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
年

住友林業クレックス鹿島事業所
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K
T
I
社
て
は
、
平
成
五
年
に
集
成
材
工
場
を
建
設
、
メ
ル
ク
シ
マ
ツ
の
集
成
材
の
生
産
を
開
始
し
た
。

海
外
で
も
多
角
化
・
高
付
加
価
値
化
を
追
求

制
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三
ラ
イ
ン
を
完
成
、
商
業
生
産
を
始
め
た
。

産
三
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
工
場
と
な
っ
た
。
原
料
の
ラ
ジ
ア
ー
タ
ー
パ
イ
ン
の
供
給
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ま
た
一
方
て
、
供
給
源
の
多
様
化
も
図
っ
た
。
平
成
六
年
三
月
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
S
o
n
a
e、
グ
ル
ー
プ
の

M
D
F
生
産
会
社
て
あ
る

S
I
A
F
社
に
資
本
参
加
し
、
同
社
に
第
ニ
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

F
供
給
契
約
を
結
ん
だ
。

以
上
三
社
合
計
て
、

二
0
0
0年
に
は
日
本
国
内
販
売
量
年
間
三

0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
安
定
供
給
体

ら
の

M
D
F
の
供
給
拠
点
と
し
た
。

つ
づ
い
て
平
成
七
年
十
二
月
、
ベ
ル
ギ
ー
の
S
p
a
n
o
社
と
も

M
D

ン
ド
国
内
て
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り

「
保
続
林
業
」

の
考
え
方
も
堅
持
さ
れ
て
い
た
。

）
れ
に
よ
り
同
社
は

一
工
場
と
し
て
は
世
界
最
大
級
の
年

環
太
平
洋
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
へ

と
な
っ
た
。

M
D
F
安
定
供
給
体
制
の
確
立

事
業
開
発
本
部
は
、
惟
界
的
な
木
材
資
源
枯
渇
の
流
れ
の
中
て
、
大
幅
な
需
要
増
が
見
込
ま
れ
る

M
D

F
の
供
給
源
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。
平
成
五
年
一
月
に
株
式
一

0
0
%
 

を
取
得
し
た

N
P
I
社
に
つ
い
て
は
、
順
調
に
稼
働
し
て
い
た
ニ
ラ
イ
ン
に
加
え
て
、
九
年
十
一
月
、
第

*
1

ス
カ
ー
フ
ジ
ョ
イ
ン
タ
ー

ス
カ
ー
フ
ジ
ョ
イ
ン
ト
は
短
尺
材
か
ら
長
尺
材
を
得
た
い

と
き
に
用
い
る
縦
方
向
の
接
合
方
法
の
一
種
（
な
な
め
そ
ぎ

継
ぎ
）
て
、
そ
の
工
程
て
切
削
．
接
着
剤
塗
布
・
圧
締
の
一

連
の
作
業
を
行
う
機
械
を

「
ス
カ
ー
フ
ジ
ョ
イ
ン
タ
ー
」
と

こフ
,＇` 

. . .. . タニ沢 ./ 

NPI社の工場外観
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っ
て
い
っ
た
の
て
あ
る
。

ん
て
い
る
。

に
は
年
間
ニ
―
六
万
台
の
ス
ピ
ー
カ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
生
産
し

一
八

0
0万
U
Sド
ル
の
売
上
げ
を
見
込

こ
の
工
場
は
五
年
目

社）

*
1
 

H
本
か
ら
ス
カ
ー
フ
ジ
ョ
イ
ン
タ
ー
を
導
入
、
長
尺
の
ス
カ
ー
フ
合
板
も
日
本
向
け
に
生
産
し
た
。

こ
う
し
た
新
製
品
へ
の
取
り
組
み
は
、
海
外
工
場
て
も
多
角
化
と
高
付
加
価
値
化
を
指
向
し
、
他
の
合

板
工
場
と
の
差
別
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
て
あ
る
。
現
在
の

K
T
I
社
の
月
産
能
力
は
、
普
通
合
板
九

ス
カ
ー
フ
合
板
・
ニ
次
加
工
合
板
・
木
工
製
品
の
合
計
二
八

0
0立
方
メ
ー
ト

N
P
I
社
も
高
付
加
価
値
化
を
志
向
し
た
。

イ
プ
）

の
生
産
を
行
い
、
現
在
、
全
生
産
量
に
占
め
る
割
合
は
約
一
割
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
低
ホ
ル

*
2

*
3
 

ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
化
に
も
取
り
組
み
、

U
F
タ
イ
プ
て
は

J
I
S
に
定
め
ら
れ
た

E
l
基
準
を
ク
リ
ア
し
て

い
る
こ
と
が
公
的
機
関
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
た
め
、
平
成
八
年
四
月
以
降
は
こ
の
タ
イ
プ
に
切
り
替
え
る

こ
と
と
し
た
。
現
在
は

M
U
F
タ
イ
プ
に
つ
い
て
も

E
1
基
準
ク
リ
ア
に
注
力
し
て
い
る
。

ま
た
、
当
社
は
平
成
八
年
七
月
、

R
P
I
社
の
近
く
の
ス
マ
ラ
ン
市
内
に
、

日
建
商
会
と
合
弁
て
設
立
し
た
。

こ
れ
は
、

ー
を
製
造
す
る

A
S
T
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社

(
A
S
T
I
社
）
を
テ
ク
ノ

（
パ
イ
オ
ニ
ア
の
一

0
0％
子
会

ル
と
な
っ
て
い
る
。

七

0
0立
方
メ
ー
ト
ル

ま
た

メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
を
使
っ
た
高
耐
水
性

M
D
F
(
M
U
F
タ

オ
ー
デ
ィ
オ
用
ス
ピ
ー
カ

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
の
二
次
加
工
を
考
え
て
い
た

当
社
と
、
海
外
進
出
先
を
探
し
て
い
た
テ
ク
ノ
の
思
惑
が
一
致
し
た
も
の
て
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
は
比
較
的
単
純
な
索
材
生
産
と
い
う
位
置
づ
け
を
さ
れ
て
い
た
海
外
工
場
て
も
、

多
角
化
・
高
付
加
価
値
化
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
新
製
品
の
開
発
、
新
規
分
野
へ
の
進
出
を
行
う
展
開
に
な

*

2

U

F
タ
イ
プ

U
F
と
は
、
尿
索
と
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
の
付
加
・
縮

合
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
ユ
リ
ア
ホ
ル
ム
ア
ル
デ

ヒ
ド
樹
脂
の

略
称
。

ユ
リ
ア
樹
脂
、
尿
索
樹
脂
と
も
呼
ば
れ
る
。
代
表
的

な
熱
硬
化
性
接
着
剤
て
、
合
板
•
M
D
F
・
パ
ー
テ
ィ
ク
ル

ボ
ー
ド
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

*

3

E

1
基
準

J
I
S
に
定
め
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
放
出
量
に
よ
る
区

分
の

こ
と
て
、

一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
の
放
出
鼠
に
よ
り
、

E

2
、

E
l
、

E
0
の
三
段
階
に
区
分
さ
れ
る
。

E
2
は
放
出

欝
五

・
O
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
、

E
1
は

一
・
五
ミ
リ
グ
ラ
ム

以
下
、
E
O

は
0
•

五
ミ
リ

グ
ラ
ム
以
下
。 KTI社の集成材
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が
て
き
た
。

事
業
開
発
本
部
は
、
本
部
発
足
時
の
重
点
課
題
を
各
関
係
会
社
ご
と
に
具
体
化
し
、
実
行
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
、
国
内
各
社
て
は
次
の
よ
う
な
経
営
が
展
開
さ
れ
た
。

ス
ミ
リ
ン
合
板
は
原
木
の
針
葉
樹
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
小
径
木
レ
ー
ス
を
導
入
し
、
資
源
の
有
効

活
用
を
図
っ
た
。
ま
た
、
平
成
六
年
三
月
住
設
部
を
設
固
し
、
当
社
住
宅
向
け
収
納
家
具
な
ど
の
住
設
機

器
の
製
造
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
合
板
か
ら
住
設
へ
の
転
身
て
は
先
輩
て
あ
る
住
友
林
業
ク
レ
ッ
ク
ス

の
協
力
を
得
て
、
現
在
て
は
当
社
住
宅
本
部
の
西
日
本
地
区
の
注
文
を
こ
な
せ
る
ま
て
に
成
長
し
た
。
最

終
的
に
は
、
市
況
商
品
依
存
型
か
ら
脱
却
し
、
基
材
か
ら
最
終
商
品
ま
て
を
一
貰
供
給
て
き
る
住
宅
資
材

住
友
林
業
ク
レ
ッ
ク
ス
は
商
圏
の
一
部
を
ス
ミ
リ
ン
合
板
に
移
譲
し
た
の
ち
、
受
注
ー
生
産
ー
出
荷
の

平
成
七
年
九
月
、

管
理
体
制
の
根
本
的
な
見
直
し
を
行
い
、
生
産
性
の
向
上
を
実
現
し
た
。
新
製
品
の
開
発
に
も
注
力
し
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
洗
面
化
粧
台
が
「
ベ
タ
ー
リ
ビ
ン
グ
商
品
認
定
」
と
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

ス
ミ
リ
ン
ホ
ル
ツ
は
新
型

N
C
ル
ー
タ
ー
を
導
入
す
る
な
ど
、
機
械
・
設
備
の
更
新
を
行
い
、
生
産
力

の
増
強
、
生
産
性
と
品
質
の
向
上
を
実
現
し
た
。

成
九
年
に
は
工
場
の
増
設
も
行
い
、
階
段
、

選
定
」
の
ダ
ブ
ル
受
賞
を
果
た
し
た
。

さ
ら
に
、
住
宅
本
部
の
需
要
増
大
に
応
え
る
べ
く
、
平

カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
の
量
産
体
制
を
整
え
た
。

富
士
不
燃
建
材
は
、
脱
水
プ
レ
ス
成
型
方
式
に
よ
る
高
意
匠
軒
天
事
業
に
進
出
、
平
成
九
年
一
月
に
商

業
生
産
を
開
始
し
た
。
脱
水
プ
レ
ス
機
の
設
岡
に
よ
り
、
外
壁
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
事
業
進
出
へ
の
足
が
か
り

供
給
会
社
と
し
て
の
地
位
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

囮
住
宅
資
材
専
門
メ
ー
カ
ー
群
の
構
築

むき芯の比較（右 2本が昭和62年、左 2本が平成 9年）

＊
 
小
径
木
レ
ー
ス

小
さ
い
直
径
の
原
木
て
も
合
板
に
加
工
て
き
る
切
削
機
械

の
こ
と
。
技
術
の
進
歩
に
よ
り

5
1
6
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま

て
む
き
芯
を
小
さ
く
て
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
左
の
写
真
参

照）。
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〇
建
材
系 筑

波
研
究
所
の
誕
生

昭
和
六
十
二
年
(
-
九
八
七
）
＋
月
の
合
併
か
ら
平
成
三
年

(
-
九
九

一
）
三
月
ま
て
、
当
社
の
研
究

開
発
は
各
本
部
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た

。

類
別
す
る
と
、
建
材
系
・
住
宅
系
•
生
物
系
と
な
る

。

一
部
門
に
分
か
れ
て
い
た
研
究
開
発
部
門

第
五
節
研
究
開
発
部
門

海
外
て
は

N
P
I
、
S
I
A
F、

し
て
、
米
国
の

C
L
P
、

の
参
人
の
影
響
を
受
け
、

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

K
T
I
、

R
P
I、
A
S
T
I
の
五
社
が
順
調
に
推
移
し
た
の
に
対

P
C
R
の
二
社
は
、
国
内
の
オ
ー
ク
製
材
品
の
不
振
や
後
発
集
成
材
メ
ー
カ
ー

そ
れ
ぞ
れ
平
成
六
年

・
九
年
に
合
弁
を
解
消
、
撤
退
し
た
。

平
成
九
年
三
月
の
関
係
会
社
（
国
内
四
社
・
海
外
五
社
）

の
売
上
高
は
、
国
内
三
四
九
億
円
、
海
外

一

八
0
億
円
、
従
業
員
数
は
国
内
六
七
七
名
、
海
外
―
1
0
八
―
一
名
と
な
っ
た
。

事
業
開
発
本
部
は
、
海
外
に
お
い
て
は
、

国
際
競
争
力
を
も
っ
た
生
産
供
給
体
制
の
確
立
を
図
り
、
国

内
に
お
い
て
は
時
代
に
即
応
し
た
高
付
加
価
値
化
・
省
力
化
・
省
資
源
化
を
図
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
そ

し
て
そ
れ
ら
は
今
、
「
有
機
的
に
構
成
さ
れ
た
住
宅
資
材
専
門
メ
ー
カ
ー
群
の
構
築
」
と
い
う
目
標
へ
の

スミリンホルツのカウンター
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発
活
動
を
一
元
化
し

ー
を
主
体
と
し
た
幅
広
い
テ
ー
マ
を
対
象
と
し
て
い
た
。

0
生
物
系

発
部
が
担
当
し
た
。

木
質
系
お
よ
び
非
木
質
系
の
研
究
開
発
は
事
業
開
発
部
（
昭
和
六
十
三
年
に
開
発
部
と
し
て
発
足
し
、

平
成
二
年
に
事
業
開
発
部
と
改
称
）
と
加
工
研
究
所
が
担
当
し
た
（
合
併
当
初
は
開
発
企
画
部
が
担
当

研
究
テ
ー
マ
は
、
①
木
質
改
良
、
②
住
宅
資
材
の
部
材
化
、
③
木
材
抽
出
成
分
の
利
用
、
④
無
石
綿

の
技
術
開
発
、
⑤
高
性
能
耐
火
材
の
開
発
な
ど
て
あ
っ
た
。

（
ノ
ン
ア
ス
ベ
ス
ト
）

住
宅
系
の
研
究
開
発
は
、
①
建
築
技
術
の
開
発
、
②
C
A
D
.
C
A
M
の
開
発
、
③
建
築
仕
様
の
企
画
、

④
住
宅
部
材
・
材
料
・
設
備
の
研
究
開
発
お
よ
び
改
良
の
四
項
目
を
対
象
と
し
、
住
宅
事
業
部
技
術
開

生
物
系
は
、
①
植
物
の
育
成
栽
培
の
調
査
・
研
究
・
開
発
、
②
生
物
工
学
技
術
の
調
査
・
研
究
・
開
発

を
担
当
業
務
と
し
、

開
発
企
画
部
（
合
併
当
初
は
「
農
林
技
術
開
発
室
」
と
呼
称
）
と
名
古
屋
研
究
所

が
担
当
し
た
。
土
壌
改
良
材
か
ら
植
物
メ
リ
ク
ロ
ー
ン
、

筑
波
研
究
所
の
開
設

平
成
三
年
四
月
、
各
地
に
分
散
し
て
い
た
建
材
系
・
住
宅
系
•
生
物
系
の
研
究
拠
点
を
統
合
、
研
究
開

一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
筑
波
研
究
所
を
開
設
し
た
。
ま
た
、

つ
く
ば
市
は
研
究
学
園
都
市
て
も
あ
り
、
こ
の
好
立
地
を
生
か
し
て
、
同
研
究
所
は
外
部
研
究
機
関
と
の

共
同
研
究
や
技
術
交
流
を
行
う
こ
と
に
よ
り
技
術
力
と
開
発
効
率
の
向
上
を
図
り
、
国
内
•
海
外
の
関
係

会
社
の
技
術
支
援
に
も
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
設
立
時
の
同
研
究
所
の
概
要
は
次
の
と
お
り
て
あ
る
。

0
住
宅
系

r
`
>
 カ

こf
 

し

の
ち
に
事
業
開
発
部
に
移
管
さ
れ
た
）
。

キ
ノ
コ
に
至
る
ま
て
、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

①恒温実験棟

②工作棟

③熱帯林研究用温室

④音響実験棟

⑤有機肥料棟

⑥暴露試験場

⑦育種用温室

⑧各種住宅実験棟

⑨屋外実物大実験棟

⑩空気質実験棟

⑪構造実験棟

⑫研究本館

⑬樹木庭園

筑波研究所（平成10年現在）
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演
な
ど
に
よ
り
、
社
外
へ
も
積
極
的
に
公
表
し
て
い
っ
た
。

筑
波
研
究
所
は
毎
年
研
究
員
の
増
強
を
行
い
つ
つ
、
実
験
設
備
も
実
験
住
宅
・
実
物
大
耐
力
壁
・
有
機

肥
料
棟
を
増
設
す
る
な
ど
、
機
器
類
も
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
。
三
研
究
部
門
と
も
独
自
の
研
究
テ
ー
マ
を

掲
げ
る
か
た
わ
ら
社
内
各
部
門
へ
の
支
援
業
務
、
あ
る
い
は
外
部
の
技
術
研
究
組
合
と
の
共
同
作
業
に
よ

る
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
社
内
の
み
な
ら
ず
、
学
会
や
学
会
誌
・
専
門
誌
に
お
け
る
発
表
・
講

平
成
三
年
四
月
か
ら
九
年
―二
月
ま
て
の
主
な
研
究
開
発
活
動
は
次
の
と
お
り
て
あ
る
。

家
づ
く
り
と
環
境
保
全
に
貢
献
し
た
研
究
開
発

生
物
系

③
主
実
験
設
備ホ

ッ
ト
プ
レ
ス
、
ジ
ョ
イ
ン
ポ
ー
ザ
ー
、

面
内
せ
ん
断
試
験
装
置
、
床
耐
力
試
験
装
置
、
木
材
万
能
試
験
機
、
各
種
住
宅
環
境
計
測

ク
リ
ー
ン
ベ
ン
チ
、
超
遠
心
機
、
古
向
速
液
体
ク
ロ
マ

ト
グ
ラ
フ
、
電
気
泳
動
装
置
、
分
光

光
度
計
、
振
と
う
培
養
器
、
植
物
育
成
チ
ャ
ン
バ
ー
ほ
か

機
器
は
か

住
宅
系

ブ
、
真
空
押
出
試
験
装
置
、
燃
焼
試
験
装
置
、

X
線
回
折
装
置
ほ
か

建
材
系

f‘
 カ

ェヤ
6

9
9
,
 

②
実
験
室

か
-

①
上
地
二
万
五
一
九
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
建
物
四
五
四
一
平
方
メ
ー
ト
ル

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
、

p
2
実
験
室
、
恒
温
恒
湿
室
、
住
宅
用
大
型
屋
内
実
験
室
、

モ
ー
ル
ダ
ー
、
音
響
試
験
機
、

工
作
室

オ
ー
ト
ク
レ
ー

（
本
館
・
別
棟
・
温
室
ほ

L
 

実験住宅（構造実験用） 木材への樹脂・薬剤の注入試験（加減圧釜中）
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っ
た
研
究
所
と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

•
水
分
グ
レ
ー
ダ
ー
の
開
発

・
脱
水
プ
レ
ス
成
型
に
よ
る
無
機
不
燃
建
材
（
リ
ブ
調
軒
天
お
よ
び
高
意
匠
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
）

•
新
階
段
シ
ス
テ
ム
の
開
発

・
木
造
軸
組
住
宅
用
金
物
（
筋
か
い
金
物
、
梁
受
け
金
物
、
継
手
金
物
、
柱
脚
金
物
な
ど
）

・
三
郷
浄
水
場
な
ど
か
ら
発
生
す
る
浄
水
ケ
ー
キ
の
育
苗
培
土
と
し
て
の
利
用
研
究

・
ヒ
メ
マ
ッ
タ
ケ
の
免
疫
薬
理
作
用
の
研
究

以
上
の
よ
う
に
、
筑
波
研
究
所
は
、
応
用
研
究
・
実
用
化
研
究
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

材
料
・
部
材
・
住
宅
の
体
系
的
な
技
術
開
発
に
よ
る
住
友
林
業
の
独
自
の
特
徴
を
も
っ
た
住
宅
づ
く
り
に

貢
献
し
て
き
た
。

一
方
、
生
物
系
も
土
壌
改
良
や
組
織
培
養
な
ど
の
研
究
開
発
を
進
め
て
き
た
。

今
後
は
、
独
自
の
技
術
創
出
の
源
て
あ
る
基
礎
研
究
に
も
注
力
し
、
輻
広
く
、
か
つ
高
い
技
術
力
を
も

・
ミ
ニ
バ
ラ
品
種
開
発

熱
帯
林
再
生
技
術
（
フ
タ
‘
‘
ハ
ガ
キ
科
樹
木
）
の
研
究

0
生
物
系

・
実
物
大
建
物
の
耐
震
実
験
、
加
力
実
験

・
木
造
住
宅
の
遮
音
、
制
振
対
策
の
研
究
開
発

気
密
・
断
熱
化
住
宅
の
開
発

0
住
宅
系

・
室
内
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
改
善

・
耐
水
性
M
D
F
・
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
の
開
発

〇
建
材
系

の
開
発

の
開
発

邑

MDFのホルムアルデヒドの測定中
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用
と
省
資
源
対
策
の
企
画
・
立
案
・
推
進
と
さ
れ
た
。

4131第 4部 第 2巌

グ
リ
ー
ン
環
境
室
の
発
足

一
九
八

0
年
代
の
後
半
か
ら
、
地
球
環
境
問
題
八
項
目
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
が
、

そ
の
中
て
、

地
球
温
暖
化
・
野
生
生
物
の
危
機
・
酸
性
雨
•
砂
漠
化
・
熱
帯
林
の
減
少
と
、
実
に
五
項
目

が
森
林
問
題
と
直
結
し
て
い
る
。
ま
さ
に
地
球
的
規
模
て
森
林
に
社
会
的
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
中
て
、
森
林
に
関
係
の
深
い
当
社
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
何
か
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
社

内
的
に
も
環
境
問
題
の
解
決
に
少
し
て
も
貢
献
て
き
な
い
か
、
と
い
う
気
運
が
盛
り
上
が
り
、

経
緯
の
下
、
平
成
―
一
年
(
-
九
九

0
)
五
月
、

「グ
リ
ー
ン
環
境
委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。

グ
リ
ー
ン
環
境
委
員
会
は
、
森
林
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
ど
う
す
る
か
を
中
心
と
し
た
検
討
を
行
い
、

問
題
点
を
分
析
し
た
。
当
社
が
貢
献
て
き
る
こ
と
と
し
て
、
当
初
は
発
展
途
上
国
も
含
め
た
大
学
の
講
座

へ
の
助
成
な
ど
が
検
討
さ
れ
た
も
の
の
、
当
社
が
も
っ
て
い
る
造
林
技
術
を
生
か
し
つ
つ
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
に
貢
献
て
き
る
事
業
と
し
て
、
熱
帯
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
浮
上
し
た
。
そ
し
て
、
環
境
問
題
に
本

格
的
に
取
り
組
む
組
織
と
し
て
、
平
成
三
年
一
月
、
「
グ
リ
ー
ン
環
境
室
」
が
発
足
し
た
。
同
室
の
役
割

は
、
地
球
環
境
問
題
に
対
す
る
基
本
方
針
の
策
定
、
熱
帯
林
対
策
の
立
案
お
よ
び
推
進
、
資
源
の
有
効
利

地
球
環
境
問
題
が
浮
上

第
六
節

地
球
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み

そ
う
し
た

＊
 
地
球
環
境
問
題
八
項
目

酸
性
雨
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
砂
漠
化
、
地
球
温
暖
化
、

海
洋
汚
染
、
廃
棄
物
問
題
、
野
生
動
植
物
種
の
危
機
、
熱
帯

林
の
滅
少
の
八
項
目
を
指
す
。

一
九
九

0
年
代
に
入
っ
て
、

人
類
共
通
の
問
題
と
し
て
世
界
各
国
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

各部門の最近10年の歩み



熱
帯
果
樹
な
ど
混
植
林
の
造
成
技
術
の
開

徴
生
物
を
利
用
し
た
育
苗
法
な
ど
の
開
発
、

図 4-9 

タ
バ
ガ
キ
科
苗
木
の
増
殖
方
法
の
開
発
、

*
1
 

組
織
培
養
に
よ
る
フ

ボルネオ島スプル地区

マレーシア連邦

,' 

... 三 ，＇クー，ー
ヽ~ー· ー..ー・—. . ―<j___ 

インドネシア共和国
西カリマンタン州

中部カリマンタン州

グ
リ
ー
ン
環
境
室
と
筑
波
研
究
所
は
、
熱
帯
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
案
の
作
成
を
急
ぎ
、

第
一
歩
と
し
て
、
当
社
と
長
年
に
わ
た
っ
て
関
わ
り
の
深
か
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
束
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
ス

験
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
平
成
三
年
十
一
月
、
当
社
は
報
道
機
関
に
次
の
と
お
り

発
表
し
た
。

の
早
生
樹
、

の
果
樹

④
所
要
経
費

の
焼
畑
や
伐
採
跡
地
を
元
の
生
態
系
に
近
い
状
態
に
戻
す
こ
と
を
主
眼
に
、
実

メ
ラ
ン
テ
ィ
、

ア
カ
シ
ア
マ
ン
ギ
ウ
ム
、

メ
ラ
イ
ナ
な
ど

ド
リ
ア
ン
な
ど

ヽ

マ
ン
ゴ
ー

調
査
費
を
含
め
、
初
年
度
五

0
0
0
万
円

⑤
実
施
担
当
部

筑
波
研
究
所

グ
リ
ー
ン
環
境
室
お
よ
び

⑥
実
験
・
研
究
計
画

ど
の
フ
タ
バ
ガ
キ
科
、
フ
ァ
ル
カ
ー
タ

①
実
験
林
区
域
面
積

②
開
始
日
平
成
三
年
十
二
月

③
植
栽
樹
種

カ
ポ
ー
ル
な

パリクパバン

ブ
ル
地
区
（
図
4
1
9
)

三

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

熱
帯
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ヘ
の
取
り
組
み

そ
の
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た
ち
も
戻
り
始
め
て
い
る
。

本
、
面
積
は
約
二
七

0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
逹
し
た
。

フ
タ
バ
ガ
キ
科
を
裸
地
に
植
え
て
も
根
づ
か
な
い
と
い

着
農
法
に
取
り
組
む
こ
と
を
促
す
た
め
て
あ
っ
た
。

林
技
術
が
不
十
分
て
あ
っ
た
た
め

発
、
士
壌
を
考
慮
し
た
複
数
樹
種
の
植
栽
試
験
、

天
然
更
新
試
験

フ
タ
バ
ガ
キ
科
を
選
ん
だ
の
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
優
生
種
て
あ
り
な
が
ら
そ
れ
ま
て
特
性
の
解
明
と
植

こ
れ
を
研
究
対
象
と
し
、
早
生
樹
は
地
元
経
済
の
振
興
に
早
く
役
立

て
よ
う
と
し
た
た
め
て
あ
っ
た
。
ま
た
、
換
金
樹
種
（
果
樹
）

は
、
地
元
民
が
焼
畑
農
法
を
放
棄
し
て
定

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形
態
は
相
手
国
て
地
に
つ
い
た
活
動
と
す
る
た
め
に
、

T
I
社
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
た
。
ま
た
、
学
術
的
に
も
技
術
的
に
も
高
い
レ
ベ
ル
の
も
の
と
す

る
た
め
、
東
京
大
学
農
学
部
造
林
学
研
究
室
と
の
共
同
研
究
と
し
た
。
そ
し
て
、

*
2
 

「
熱
帯
林
技
術
研
究
組
合
」
の
分
担
課
題
と
し
て
も
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
国
庫
補
助
も
得
た
。

う
に
、
研
究
内
容
は
も
と
よ
り
、
相
手
国
と
地
元
民
に
も
十
分
配
慮
し
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
林
業
省
と

K

H
本
の
林
野
庁
所
管
の

熱
帯
林
再
生
に
向
け
て
地
道
に

一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
い
う
こ
の
姿
勢
は
報
道
機
関
の
共
感
を
呼
び
、
各
紙
に
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
両
国
関
係
者
の
努
力
が
実
を
結
び
、

移
し
、
環
境
技
術
協
力
の
成
功
例
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
平
成
八
年
三
月
に
第
一
期
が
終
了
、
同
年

四
月
か
ら
五
か
年
計
画
て
第
二
期
に
入
っ
て
い
る
。
平
成
九
年
三
月
ま
て
に
植
栽
し
た
苗
木
は
約
四

0
万

わ
れ
て
い
た
定
説
を
く
つ
が
え
し
て
焼
畑
跡
の
隔
光
下
て
も
成
育
す
る
技
術
を
開
発
し
、
初
年
度
に
植
栽

し
た
も
の
は
数
年
て
一

0
メ
ー
ト
ル
近
く
に
達
し
、
順
調
に
成
育
し
て
い
る
。
ま
た
、
早
生
樹
は

一
0
メ

ー
ト
ル
以
上
の
林
と
な
り
、
果
樹
類
も
文
字
ど
お
り
実
を
結
び
始
め
た
。

そ
の
後
順
調
に
推

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
な
ど
の
動
物

国
際
機
関
を
は
じ
め
多
く
の
国
々
の
注
目
を
浴
ぴ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
後
さ
ら
に
「
自
然
と

人
の
共
存
す
る
森
」
を
現
実
の
も
の
と
す
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
が
、
当
社
の
真
価
が
発
揮
さ
れ
る
の
は

こ
の
よ

フタパガキ科の苗木（スプル実験林）

*
1

組
織
培
捉
に
よ
る
大
鼠
増
殖
法
を
確
立

フ
タ
バ
ガ
キ
科
は
、
一
般
的
に
数
年
に
一
回
し
か
結
実
し

な
い
た
め
、
苗
木
の
安
定
的
な
生
産
が
困
難
て
あ
っ
た
。
当

社
は
、
増
殖
方
法
の
研
究
に
取
り
組
み
、
組
織
培
養
技
術
に

よ
っ
て
ク
ロ
ー
ン
苗
を
大
羅
に
増
殖
す
る
こ
と
を
可
能
と
し

た
。
東
南
ア
ジ
ア
熱
帯
雨
林
の
フ
タ
バ
ガ
キ
科
の
主
要
樹
種

て
は
世
界
初
の
成
果
て
あ
る
。

*
2

熱
帯
林
技
術
研
究
組
合

熱
帯
林
の
再
生
に
関
す
る
技
術
開
発
を
推
進
す
る
た
め
、

「
鉱
工
業
技
術
研
究
組
合
法
」
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
、
産

官
学
の
協
力
て
運
営
さ
れ
る
技
術
研
究
組
合
。
民
間
企
業
か

ら
は
、
当
社
を
は
じ
め
、
王
子
製
紙
、
ト

ヨ
タ
自
動
車、

コ

マ
ツ
等
九
社
が
参
加
し
て
い
る
。
平
成
三
年
十
月
一
日
、
農

林
水
産
大
臣
の
設
立
認
可
を
得
た
。
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組
む
こ
と
に
し
た
。

実
施
効
果
を
上
げ
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

グ
リ
ー
ン
環
境
室
は
、
熱
帯
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
並
行
し
て

「実
際
の
事
業
活
動
の
中
て
生
じ
る

環
境
問
題
に
ど
う
取
り
組
む
か
」
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
平
成
七
年
四
月
か
ら
、
社
内
の
環
境
管
理
シ
ス

テ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

こ
れ
は
環
境
管
理
と
そ
の
監
査
制
度
を
自
主
的
に
導
入
し
た
も
の
て
、
ま
ず

1
0部
門
て
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
計
画
名
・
目
標
・
実
施
方
法
・
担
当
者
を
決
め
て
活
動
を
行
い
、

内
容
に
つ
い
て
中
間
お
よ
び
期
末
に
報
告
を
求
め
る
こ
と
と
し
、
翌
年
四
月
、
対
象
を
社
内
全
店
部
に
拡

大
し
た
。
各
店
部
の
実
施
内
容
は
、
身
近
な
も
の
か
ら
、

そ
し
て
て
き
る
も
の
か
ら
手
を
つ
け
て
い
く
と

い
う
環
境
保
全
の
甚
本
に
則
っ
た
も
の
と
し
、
環
境
問
題
に
関
す
る
社
員
の
意
識
改
革
を
行
う
と
と
も
に
、

こ
う
し
た
活
動
を
踏
ま
え
て
、
平
成
八
年
三
月
、

こ
の
規
格
は
、

I
S
 
0
1
4
0
0
1

「環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
」
に
も
取
り

I
S
o
（
国
際
標
準
化
機
構
）
が
定
め
た

「環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
改
善
を
継
続
的
に
進
め
て
い
く
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
規
格
」
て
、
平
成
八
年
九
月
、

発
効
し
た
。
規
格
の
内
容
は
、
①
経
営
ト
ッ
プ
が
企
業
の
環
境
方
針
を
決
定
し
、
各
部
署
に
お
い
て
そ
れ

に
甚
づ
く
計
画

(
P
l
a
n
)

を
立
て
、
②
そ
し
て
実
行

(Do)

よ
び
是
正

(
C
h
e
c
k
)

し
、
③
計
画
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
点
検
ぉ

し
、
④
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
場
合
は
再
度
方
針
や
計
画
を
見
直
す
(
A
c
t
)
、

と
い
う
も
の
て
、
常
に
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
継
続
的
な
改
善
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
ら

環
境
重
視
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て

む
し
ろ
こ
れ
か
ら
て
あ
る
と
い
え
る
。

二
十

一
世
紀
後
半
に
は
、
東
経
―

一
六
度
五
九
分
・
南
緯

0
度

一

六
分
の
ボ
ル
ネ
オ
島
東
部
三

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、

熱
帯
雨
林
が
実
現
し
て
い
る
て
あ
ろ
う
。

そ
の

四境方針

採用する．
か9サイクル．

リュースの向上に努める．

,. 当社の製品及び作寮,..、用される法双及び如'l
苓を慧知し、それらの雙求傘項を這守する..
た．必妥に応じ●●..  主基也を定め、それを
遵する．

,. 印"""シス9ム.,..即な改●を図るために、
環境目的及びa憬を扱定するとともに、少なく
とも l年9こ9回丸互しをする．

全ての従巣●9よ、この方針及びその精神を文讃する
こと ． •な覆墳方針の関示を外澤から費求された
編合には、公●する．

●住友林類株式会社
攻纏役副は長 ’ 
住宅小響長で和

環

境

理

念

「
住
友
林
業
は
森
を
育
て
る
実
体
験
を
通
じ
て
再
生
可
能

な
資
源
と
し
て
木
の
素
暗
ら
し
さ
と
自
然
の
恵
み
の
大
切

さ
を
学
ぴ
ま
し
た
。

地
球
の
環
境
を
守
る
と
い
う

21
世

紀
へ
の
重
大
な
テ
ー
マ
に
、
自
然
を
愛
す
る
企
業
と
し
て

環
境
へ
の
影
磐
を
認
識
し
、
環
境
保
全
と
調
和
の
取
れ
た

活
力
あ
る
企
業
活
動
に
よ
っ
て
社
会
に
貢
献
し
ま
す
。
」

令
住
友
林
業
株
式
会
社

虹 A霧

「環境理念」と「環境方針」のカー ド（表裏一体）

各社員がこのカー ドを身につけて方針を自身のものと

することを徹底した。

良

順調に成育中のフタパガキ科の木OOm)
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て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図 4-10 

お
り
、
よ
り
良
い
環
境
を
目
指
し
た
当
社
の
取
り
組
み
も
ま
た

（図
4

ー

10)
。
当
社
の
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
も
こ
の
規
格
に
則
し
た

こ
の

I
S0
1
4
0
0
1

の
認
証
を
取
得
し
た
。
特
に
、
当
社
が
取
得
し
た

認
証
は
、
家
づ
く
り
に
お
け
る
商
品
開
発
か
ら
、
設
計
・
施
エ
・
解
体
時
の
最

終
的
な
廃
棄
に
至
る
全
過
程
を
対
象
と
し
た
住
宅
業
界
初
の
も
の
て
、

し
か
も

北
関
東
と
い
う
広
い
エ
リ
ア
て
の
認
証
て
あ
り
、
当
社
が
環
境
に
配
慮
し
た
経

営
を
行
う
企
業
て
あ
る
こ
と
が
世
界
的
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
価
値

あ
る
も
の
て
あ
っ
た
。

環
境
問
題
は
、
次
か
ら
次
へ
と
地
球
的
規
模
て
難
題
が
持
ち
上
が
っ
て
き
て

エ
ン
ド
レ
ス

五
日 当

社
住
宅
本
部
お
よ
び
同
本
部
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
平
成
九
年
八
月
二
十

も
の
に
切
り
替
え
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

れ
て
い
る

環境管理システムのモデル図 (POCA)

経営者によ る見直し(A)

計画(P)

・環境側面

・法的およびその他の要求事項

・目的および目標

・環境管理プログラム

点検および是正処置(C)

・監視および測定

・不適合および是正並

ぴに予防処置

・記録

・環境マネジメント

システムの監査

実施および運用(D)

・体制および責任

・訓練、 自覚および能力

・コミュニケーション

・環境マネジメントシステムの文書

・文書管理

・運用管理

・緊急事態への準備および対応

出典： 「環境マネジメントシステム」日本規格協会
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乎
成
六
年
五
月
、
本
社
を
中
央
区
日
本
橋
小
網
町
一
四
ー

>
 

J
o
 

f
 組

織
の
統
合

総
務
部
の
組
織
は
、
昭
和
六
十
二
年
の
合
併
後
も
従
米
の
総
務
部
と
住
宅
事
業
部
総
務
部
と
に
分
か
れ

て
い
た
が
、
平
成
三
年
(
-
九
九
一
）
一
月
に
広
報
室
が
独
立
し
た
後
、
合
併
の
効
果
を
さ
ら
に
生
か
す

た
め
三
年
四
月
、
総
務
部
の
組
織
を
統
合
し
、
住
宅
事
業
部
の
総
務
担
当
を

「総
務
部
（
新
宿
）
」
と
し

ワ
ー
ビ
ル
に
移
転
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
名
実
と
も
に
―
つ
の
総
務
部
と
な
り
、
総
務
グ
ル
ー
プ
・
文
書

グ
ル
ー
プ
・
社
史
編
纂
グ
ル
ー
プ
・
総
務
部
（
大
阪
）
・
総
務
部
（
新
居
浜
）

て
の
支
店
支
援
機
能
が
総
務
部
に
移
管
さ
れ
、

の
構
成
と
な
っ
た
。

そ
の
際
、
従
来
の
会
社
法
務
に
加
え
て
、
住
宅
顧
客
と
の
法
務
的
ト
ラ
ブ
ル
や
代
金
回
収
業
務
に
つ
い

お
客
様
相
談
室
と
の
連
携
の
も
と
に
、
支
店
の
支
援
・
指

導
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
平
成
七
年
六
月
、
営
業
本
部
の
支
店
に
お
け
る
債
権
管
理
の
実
務
指

針
と
し
て
「
債
権
保
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
契
約
書
等
諸
文
書
の
電
子
化
を
進
め
る

な
ど
法
務
関
係
業
務
の
効
率
化
も
進
め
た
。

平
成
八
年
十
月
、
広
報
室
を
再
び
編
入
す
る
一
方
、
総
務
部
（
新
居
浜
）
を
新
居
浜
事
業
所
総
務
グ
ル

ー
プ
と
し
た
。

総
務
部 第

七

節

本

社

管

理

部

門

H
新
ビ
ル
か
ら
現
在
の
新
宿
グ
リ
ー
ン
タ

日新ピル
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広
報
の
活
動
に
は
、
①
会
社
情
報
の
対
外
発
表
、
②
C
I
の
企
画
お
よ
び
推
進
、
③
広
告
・
宣
伝
活
動
、

④
報
道
機
関
と
の
連
絡
・
調
整
、
⑤
会
社
案
内
等
媒
体
の
編
集
•
発
行
、
⑥
社
内
報
・
社
外
報
の
編
集
・

発
行
、
⑦
住
友
グ
ル

ー
プ
広
報
委
員
会
へ
の
参
画
、
⑧
社
外
対
応
の
窓
口
業
務
な
ど
が
あ
る
。
昭
和
六
十

二
年
(
-
九
八
七
）
十
月
、
総
務
部
に
初
め
て
広
報
担
当
者
が
罹
か
れ
、

こ
れ
ら
の
広
報
活
動
は
拡
大
・
充
実
し
て
い
っ
た
。
特
に
こ
の
一

0
年、

再
生
可
能
な
資
源
、
木
。

わ
た
し
た
ち
住
友
林
業
は
、
1
本
の
木
に

約
1
0
0
年
も
の
歳
月
を
か
け
な
が
ら
、

豊
か
な
森
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

1
 D
O年
単
位
の

森
づ
く
り
。

●住友林業

室
が
設
罹
さ
れ
る
に
及
ん
て

広
報
活
動

，
 

e
 

ーi
 

f
 

>

木な

フ
タ
バ
ガ
キ
科
の
木
の
種
子
に
は
羽
根
が
あ
り
、
大
き
さ
が
20cm
に

議思石
＇
も
な
る
も
の
も

。
樹
高
70m
と
い
う
成
木
か
ら
落
ち
る
と
き
、

の
羽
子
板
の
羽
根
の
よ
う
に
種
子
を
回
転
さ
せ
て
、
落
下
時
の
衝

界
撃
を
切
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
種
子
を
よ
り
遠
く
へ
飛

世
ば
す
の
に
も
役
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

面
よ
り
強
い
木
。

普
通
の
木
材
よ
り
強
く
、
狂
わ
な
い

一一—エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
（
集
成
材
）
を
、

一一
米
国
の
工
場
て
生
産
。
「
住
友
林
業

一
の
家
」
の
柱
、
梁
に
使

一
用
し
て
い
ま
す
。

一

i もっと木をきっと新しい住文化ニ i令住友林業
●住友林業旱立琴芭翠__________.. 

r日本経済新聞」に掲載した突き出し広告（昭和60年～）

さ
ら
に
平
成
三
年
一
月
、
広
報

＊
広
報
誌
（
紙
）
と
そ
の
発
行
期
間
（
合
併
以
前
も
含
む
）

『
常
緑
樹
』
（
社
内
報
）
第
一
号
i
四
三
号

（
昭
和
五
十
六
年
八
月
ー
六
十
三
年
七
月
）

『
萌
木
』
（
住
友
林
業
ホ
ー
ム
・

住
宅
事
業
部
社
内
報
）

第
一
号
ー
九
号
（
昭
和
六
十
二
年
一
月
ー
六
十
三
年
八
月
）

『樹
海
』
（
統
一
社
内
報
）
第
一
号
i
六
三
号

（
昭
和
六
十
三
年
一
月
ー
平
成
十
年
十
月
）
（
継
続
中
）

『広
報
マ
ン
ス
リ
ー
・
コ
ン
パ
ス
』
（
管
理
職
向
け
経
営
情
報

紙
）
第
一
号
ー
七
一
号

（
平
成
八
年
十
月
以
後
は
全
社
員
向
け
電
子
メ
ー
ル
て
配
信
。

九
年
九
月
以
後
「
樹
海
オ
ン
ラ
イ
ン
」
と
し
て
継
続
中
）

『
ス
ミ
リ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ス
』
（
住
友
林
業
グ
ル
ー
プ
誌
）
第
一

号

ー

第

一

七

号

（

平

成

元

年

四

月

ー

八

年

四

月

）

『
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

』
（
新
聞
記
事
の
ク
リ
ッ
ピ
ン

グ
）
第
一
号
ー
三
二
二
号

（
平
成
元
年
十
一
月
ー
九
年
一
月
）

（
電
子
メ
ー
ル
に
乗
せ
て
継
続
中
）

『グ
リ
ー
ン
グ
ラ
フ
』
（
英
文
社
外
報
）
第
一
号

i
九
号

（
平
成
四
年
三
月
ー
十
年
三
月
）
（
継
続
中
）

「イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
平
成
八
年
六
月
開
設
。

ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
 //www
.
 
sfc
.
 
c
o
.
 
j
p
 
(
継
続
中
）
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Jレ 見
た
当
社
の
イ
メ
ー
ジ
を
維
持
・
向

上
さ
せ
、
当
社
の
企
業
活
動
全
体
を

活
性
化
さ
せ
る
の
に
貢
献
し
た
。

＊
 

平
成
九
年
三
月
に
は

「
C
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

認
知
度
と
好
感
度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
社
内
て
は
新
た
な
共
通
理
念
の
下
、
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
目

標
に
す
え
て
、
自
ら
の
将
来
像
を
つ
く
り
あ
げ
活
力
の
向
上
を
目
指
す
、
②

「事
業
を
通
じ
て
社
外
に
貢

こ
れ
ら
の
推
進
に
当
た
っ
て

「自
然
の
恵
み
、
森
と
木
と
と
も
に
、

C
I
活
動
を
続
け
て
い
る
。

ー
シ
ャ
ル
を
放
映
し
て
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
、
新
間
、
雑
誌
に
登
場
さ
せ
る
ほ
か

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ア

ニ
メ
に
よ
る
テ
レ
ビ
コ
マ

森
、
そ
れ
は
生
命
の
根
源
。

わ
た
し
た
ち
は
森
を

nて
て
3
0
0
年
。
11指
す
の
は
秘
＂
か

な
地
球
で

t
全

r
 

心
-ム

i
,
＇ 

-J
L
 

“
そ
れ
は
人
礼
七
浄
化
し
~

追
卜
＊
＂
を
つ
く
り
、
地
往
を
う
る
お
す

9
の
．

れ
・
そ
れ
は

t
さ
と
L
、↑
"
る
9
の
の
枡
じ
．

森
か
ら

t
2れ
る
木

H
は、

n
↑
投
で
さ
る

生
の
~
源
で
あ
り
會

地
埠

R
墳
を
汚
さ
な
い
ク
リ
ー
ン
エ
・
1
"
ギ
ー
・

わ
た
（
し
た
ち
廿
反
林
史
は
，

~
心(
3
0
0
~

削
か
ら
位
を
g
し
會

さ
え
ざ
ま
な

h
払
で

“d駄
な
（
木

H
七
泊

IllL・

漏
外
で
b
森
林
沢
源
の
什
成
を
指
祁
．

呪
介
；
ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
會

A
~
g
W
"
＂
"
t
に
も
取
り
糾
ん
で
い
え
す

．

豊
か
な
生
活
を
創
造
す
る
」
を
C

「森
の
ち
か
ら
を
、
未
来
の
ち
か
ら
に
。
」
を
広
報
標
語
の
中
心
に
す
え
、

さ
ら
に
、
サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
原
作
の

「星
の
王
子
さ
ま
」
を
イ
メ
ー
ジ

C
I
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
白
鳥
英
美
子
の
歌
に
よ
る
イ
メ
ー

ジ
ソ
ン
グ

「F
o
r
e
s
t
o
f
 
M
y
 He
a
r
t」
を
制
作
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

事
務
所
・
事
務
機
器

・
什
器
等

平
成
二
年
四
月
、
当
社
は

「幕
張
新
都
心
」
と
い
わ
れ
た
地
域
に
、
複
合
型
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ

「幕
張
テ
ク
ノ
ガ
ー
デ
ン
」
の
ニ
フ
ロ
ア
を
購
人
、
情
報
シ
ス
テ
ム
室
・
千
薬
支
店
な
ど
が
入
居
し
た
。

幕張テクノガーデン

I
哲
学
と
し
て
位
置
づ
け

献
す
る
懸
け
橋
」
と
な
っ
て

「企
業
文
化
」
を
醸
成
す
る
、
の
二
点
を
目
的
と
し
て
い
る
。

＊
 
C
I
 

C
o
r
p
o
r
a
t
e
 I
d
e
n
t
i
t
y
の
略
。
自
社
が
何
の
会
社
て
あ
る

か
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、
に

つ
い
て
社
内
、
社
外
双
方
に
対
し
て
明
確
化
す
る
こ
と
。

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
①
社
外
か
ら
の こ

ウ
が
徐
々
に
蓄
積
さ
れ
、
社
外
か
ら

多
岐
に
わ
た
る
広
報
業
務
の
ノ
ウ
ハ

林業新聞等の専門紙に掲載された広告

（平成 4-10年）

＇{ 
~ ....... ..,, ー →心

r ，' 地球の豆に生きる琵．

● "'・'"・ 
:：：：：：'.::;:;・;::.:: 

屯::::::丑`尻：:： :::、:・;守；？，勺・.:... 
悶::.悶ぶ：；＇ぶ＇：
，；芯ぶ：;. 芯ぶ竺

侵

疇~住友林業
......... ロ"●●●、.............:・:・ 心---------:--.・::こ::::---"

星の王子さまのClポスター（平成 9年～）
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株
主
に
対
し
て
は
、
六
年
三
月
期
か
ら
事
業
報
告
書
を
カ
ラ
ー
化
す
る
と
と
も
に
内
容
の
充
実
を
図
っ

を
開
催
し
、

た
。
ま
た
、
報
道
機
関
や
機
関
投
資
家
に
対
し
て
は
、
年
二
回
、
決
算
と
中
間
決
算
の
発
表
時
に
説
明
会

I
R
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
企
業
実
態
の
開
示
（
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ズ
）
に
努
め
て
い
る
。

0
％
弱
て
推
移
し
て
い
る
。

（
別
巻
「
株
価

う
時
代
だ
っ
た
が
、
情
報
化
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
の
波
は
ま
た
た
く
間
に
当
社
に
も
押
し
寄
せ
、

液
晶
の

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
・
高
性
能
オ
フ
コ
ン
・
多
機
能
G
4
フ
ァ
ク
ス
な
ど
が
導
人
さ
れ
、

時
代
の
オ
フ
ィ
ス
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
オ
フ
ィ
ス
環
境
の
整
備
・
改
善
も
進
め
ら
れ
、
秘
書
管
理
業

務
の
合
理
化
・
速
報
性
の
向
上
を
目
的
と
し
た
秘
書
シ
ス
テ
ム

幅
な
効
率
化
が
実
現
し
た
。
ま
た
、
什
器
類
の
標
準
化
な
ど
に
よ
り
、
労
働
環
境
も
改
善
さ
れ
た
。

株
主
•
I
R

関
係

カ
ラ
ー

O
A
化

「
オ
リ
ー
ブ
」
も
導
入
さ
れ
る
な
ど
、

大

当
社
は
昭
和
六
十
三
年
九
月
期
ま
て
株
主
総
会
を
大
阪
市
中
央
区
の
住
友
ビ
ル
て
開
催
し
て
い
た
が
、

決
算
期
の
変
更
を
行
っ
た
平
成
元
年
三
月
期
以
降
は
、
同
市
内
の
住
友
生
命
本
町
ビ
ル
に
変
更
し
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
当
社
の
株
主
構
成
は
こ
の
一

0
年
、
特
に
大
き
く
は
変
化
し
て
い
な
い
。

の
推
移
•
主
要
株
主
と
株
主
数
」
参
照
）
ま
た
、
外
国
人
株
主
の
持
ち
株
比
率
は
三
年
三
月
期
ま
て
は

一

0
％
未
満
て
あ
っ
た
が
、
翌
年
は
一
五
•
五
％
、
五
年
三
月
期
に
は
二
0
•
五
％
と
な
り
、
そ
の
後
は
二

合
併
当
時
は
ま
だ
フ
ァ
ク
ス
が
や
っ
と
行
き
渡
り
、
ワ
ー
プ
ロ
と
パ
ソ
コ
ン
が
出
始
め
た
ば
か
り
と
い

ま
た
、
平
成
五
年
四
月
、
新
宿
野
村
ビ
ル
に
新
宿
支
店
・
ナ
プ
コ
ホ
ー
ム
な
ど
が
入
居
、
翌
六
年
に
は
新

宿
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
ビ
ル
ヘ
本
社
移
転
、
次
い
て
全
国
の
支
店
展
開
に
伴
う
事
務
所
の
新
増
設
や
統
括
ブ

ロ
ッ
ク
の
新
設
な
ど
、
事
務
所
の
新
設
・
移
転
が
相
次
ぐ

一
0
年
と
な
っ
た
。

＊
 
I
R
(
I
n
v
e
stor 
Relations)
活
動

投
資
家
向
け
の
広
報
活
動
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す
る
制
度
と
し
て
い
る
。

導
入
し
た
こ
と
に
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
複
線
型
人
事
制
度
を

人
事
制
度
も
、
昭
和
六
十
二
年
の
合
併
後
し
ば
ら
く
は
、
住
友
林
業
と
住
友
林
業
ホ
ー
ム
の
二
つ
の
制

度
が
併
存
し
た
。
平
成
二
年
の
東
証
上
場
時
に
こ
れ
ら
の
制
度
の
一
部
整
理
が
進
ん
だ
も
の
の
、
処
遇
差

新
人
事
制
度
は
平
成
六
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
従
来
―
一
本
立
て
て

あ
っ
た
各
制
度
を
統
合
し
た
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
資
格
制
度
に
専
任
職
を
設
け
た
こ
と
、
転
勤
に
対

す
る
取
り
扱
い
を
選
択
て
き
る
コ
ー
ス
選
択
制
度
を
設
け
た
こ
と
な
ど
、

次
い
て
平
成
七
年
四
月
、
こ
の
新
人
事
制
度
に
関
連
し
新
考
課
制
度
と
新
住
宅
営
業
給
与
制
度
を
導
入

し
た
。
新
考
課
制
度
は
、
上
司
と
部
下
に
よ
る
面
談
制
度
を
取
り
入
れ
、
資
格
制
度
や
能
力
重
視
の
給
与

制
度
の
前
提
て
あ
る
考
課
の
納
得
性
・
公
平
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
住
宅
営

業
給
与
制
度
は
、
業
績
を
ポ
イ
ン
ト
に
換
算
し
て
賞
与
算
定
の
基
礎
と
し
、
業
績
貢
献
度
が
大
き
く
反
映

な
お
、
労
働
組
合
も
林
業
系
と
ホ
ー
ム
系
の
二
組
合
が
併
存
し
て
い
た
が
、
平
成
七
年
七
月
に
統
一
さ

れ
、
現
在
の
住
友
林
業
労
働
組
合
と
な
っ
た
。

一
方
、
要
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
新
卒
・
既
卒
を
は
ば
―

―
分
の

一
ず
つ
採
用
す
る
方
針
を
続
け
て
き

た
。
こ
の
一

0
年
て
採
用
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
平
成
二
年
の
三
四
八
名
、
最
も
少
な
か
っ
た
の
は
九
年

の
一
九
六
名
て
あ
る
。
ま
た
、
他
社
に
先
駆
け
て
職
種
別
採
用
を
実
施
し
て
い
る
。

の
調
整
も
あ
り
、
制
度
統
一
に
は
六
年
半
の
歳
月
を
要
し
た
。

人
事
制
度
の
統

人
事
部
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ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
を
設
立
し
た
（
営
業
開
始
は
平
成
九
年
四
月
）
。
同
社
は
、
派
遣
社
員
の
質
的

が
そ
れ
ぞ
れ
付
与
さ
れ
る
。

従
来
の
再
雇
用
嘱
託
制
度
は
廃
止
し
た
。

国分寺寮

図 4-11 

名

350 

300 

250 

200 

150 

100 

業
務
職
七
六
二
名
、

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
社
員
数
は
昭
和
六
十
二
年
九
月
に
は
二
三
一
六
名
（
合
併
前
三
社
合
計
）
て
あ

っ
た
が
、
平
成
九
年
三
月
に
は
三
九
三
八
名
（
住
宅
営
業
職
―
二
七
七
名
、
建
築
技
術
職
一
三
―
二
名
、

一
般
職
五
八
七
名
）
に
ま
て
増
加
し
た
。

こ
う
し
た
背
景
に
対
応
し
福
利
厚
生
充
実
の
た
め
、
越
谷
寮
を
平
成
三
年
四
月
に
、
ま
た
国
分
寺
寮
を

平
成
八
年
三
月
に
、

そ
れ
ぞ
れ
新
設
し
た
。

定
年
延
長
と
永
年
勤
続
表
彰
制
度
の
改
定

昭
和
五
十
四
年
度
ま
て
の
定
年
は
五
五
歳
て
、
三
年
間
の
再
雇
用
嘱
託
期
間
（
雇
用
年
齢
五
八
歳
ま

て
）
を
設
け
て
い
た
が
、

昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
五
十
九
年
度
ま
て
四
段
階
て
引
き
上
げ
、
定
年
五
八
歳
、

再
雇
用
嘱
託
期
間
―
一
年
（
雇
用
年
齢
六

0
歳
ま
て
）
と
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
四
年
四
月
、
法
制
度
の
改

正
に
合
わ
せ
て
、
六

0
歳
へ
の
定
年
延
長
と
五
八
歳
て
の
役
職
定
年
制
（
い
ず
れ
も
現
行
）
を
実
施
し
、

平
成
元
年
二
月
、
永
年
勤
続
表
彰
制
度
を
勤
続
二
五
年
て
の
表
彰
か
ら
二

0
年
に
改
定
し
た
。
ま
た
、

平
成
四
年
七
月
に
は
従
来
住
宅
事
業
部
の
み
て
実
施
し
て
き
た
勤
続
一

0
年
て
の
表
彰
を
全
社
て
実
施
す

る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
表
彰
は
創
立
記
念
日
て
あ
る
二
月
二
十
日
に
行
わ
れ
、
勤
続
二

0
年
は
二
週

間
の
特
別
休
暇
と
旅
行
ク
ー
ポ
ン
、
勤
続
一

0
年
は
三
日
間
の
特
別
休
暇
（
有
休
外
）
と
旅
行
ク
ー
ポ
ン

ス
ミ
リ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
設
立

H
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
見
直
し
の
流
れ
を
受
け
、
平
成
八
年
十
二
月
、
人
材
派
遣
業
の
ス
ミ
リ
ン
ビ
ジ

採用（新卒・既卒）の推移

言：
． -~ 

~ 

~ 

~ 

' 

一一 ドー 一―

ドー 一

50 

゜昭62 63 平元 2 3
 

4
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修
の
甚
盤
づ
く
り
に
注
力
し
た
。

能
力
開
発
室
の
新
設

の
四
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

れ
る

も
計
画
し
て
い
る
。

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
業
務
の
円
滑
化
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

操
作
・
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
業
務
を
中
心
に
、
平
成
九
年
十
二
月
現
在
、

O
A
機
器

四
一
名
を
派
遣
し
て
い
る
。
将
来
的

に
は
、
住
友
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
職
業
紹
介
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
も
視
野
に
入
れ
て
、
高
齢
者
の
派
遣

厚
生
年
金
基
金
を
設
立

＊
 

「
住
友
林
業
厚
生
年
金
基
金
」
は
、

退
職
後
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、

平
成
二
年
四
月
、
設
立
さ
れ
た
。
基
金
設
立
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
報
酬
比
例
部
分
が
六

0
歳
か
ら
支
給
さ

（
働
い
て
い
る
場
合
て
も
減
額
な
し
）
‘
②
報
酬
比
例
部
分
が
厚
生
年
金
と
比
ベ
一
万
分
の

一
多
い
、

③
退
職
金
を
年
金
て
受
け
取
れ
る
、
④
会
社
側
は
福
利
厚
生
の
一
環
と
し
て
掛
金
を
損
金
て
落
と
せ
る
、

平
成
六
年
四
月
、
関
係
会
社
三
社
を
加
え
て
単
独
か
ら
連
合
へ
規
模
を
拡
大
し
た
当
社
の
厚
生
年
金
某

金
は
順
調
に
成
長
し
、
九
年
三
月
現
在
て
、
加
入
者
五
五
九
五
名
、
資
産
規
模
一
六
四
億
九
六

0
0
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
長
期
的
に
財
政
の
安
定
を
目
指
す
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

能
力
開
発
室
は
、
人
事
部
が
行
っ
て
い
た
社
員
研
修
の
企
画
・
立
案
・
実
施
を
専
門
的
に
担
当
す
る
組

織
と
し
て
、
平
成
三
年
一
月
、
新
宿
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
ビ
ル
に
誕
生
し
た
。
当
初
の
五
年
間
は
、
新
卒
導

入
時
研
修
や
管
理
職
研
修
な
ど
の
階
層
別
研
修
を
中
心
に
展
開
、
受
講
コ
ー
ス
を
個
人
が
選
択
て
き
る
研

修
を
初
め
て
実
施
し
た
り
、
自
己
啓
発
支
援
の
た
め
の
資
格
取
得
援
助
の
整
備
を
行
う
な
ど
、

全
社
の
研

＊
 
厚
生
年
金
基
金

厚
生
年
金
基
金
は
厚
生
省
管
轄
下
の
公
法
人
て
、
事
業
主

と
従
業
員
か
ら
の
掛
金
を
積
立
金
と
し
て
保
有
し
、
そ
の
運

用
管
理
に
当
た
る
。
碁
金
は
、
国
の
老
齢
厚
生
年
金
の

一
部

（
報
醗
比
例
部
分
）
を
国
に
代
わ
っ
て
給
付
す
る
と
と
も
に
、

積
立
金
か
ら
の
年
金
を
厚
生
年
金
に
上
乗
せ
す
る
形
て
支
給

す
る
。
基
金
が
設
立
さ
れ
た
企
業
に
勤
め
る
従
業
員
（
厚
生

年
金
保
険
被
保
険
者
）
は
、
必
ず
基
金
の
加
入
員
と
な
る
。
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経
理
部
（
管
理
部
・
財
務
部
）

律
心
を
も
っ
て
自
己
啓
発
に
励
む
社
員
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
新
人
事
制
度
の
発
足
や
主
席
・
チ
ー
フ
制
の
導
入
と
い
っ
た
組
織
の
変
更
、
従
業
員
数
の
急

増
、
職
務
の
専
門
化
の
進
行
に
よ
り
、
研
修
体
系
の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
、
平
成
八
年
四
月
、
新
教
育

体
系
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

新
教
育
体
系
は
職
種
別
研
修
を
主
軸
に
展
開
し
、
各
職
種
と
も
、
①
人
社
後
三
年
間
て
一
人
前
に
な
る

よ
う
に
す
る
甚
礎
研
修
、
②
対
人
折
衝
力
強
化
の
た
め
の
中
堅
研
修
、
③
部
下
・
後
輩
指
導
育
成
の
た
め

の
コ
ー
チ
研
修
の
三
段
階
と
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
を
「
行
動
科
学
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
研
修

内
容
に
統

一
し
て
継
続
実
施
し
、
対
象
社
員
が
全
員
受
講
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「共
通
手
法
・
共
通
言

語
」
を
社
員
の
中
に
根
づ
か
せ
る
こ
と
に
し
た
。

研
修
技
法
も
、
受
け
身
型
て
あ
る
講
義
方
式
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
加
え
て
、
自
ら
考
え
、
気
づ
き
、
相

互
に
学
習
す
る
、
参
加
型
と
も
い
え
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
方
式
を
導
入
し
、
学
習
効
果
を
裔
め
た
。
さ
ら
に
、

住
宅
営
業
職
・
建
築
技
術
職
の
中
か
ら
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
要
員
を
選
抜
し
、
育
成
し
た
。
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
な
っ
た
社
員
は
、
業
務
の
か
た
わ
ら
職
種
別
研
修
に
活
躍
し
、

よ
り
現
場
に
密
着
し
た
内
容
に

能
力
開
発
室
は
今
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
応
用
研
修
と
管
理
職
掌
研
修
の
一
層
の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
自

資
金
状
況
の
推
移

当
社
は
、
合
併
以
降
も

エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
発
行
を
続
け
た
。
昭
和
六
十
三
年
九
月
第
六

な
っ
て
い
る
。

＊
 

エ
ク
イ
テ

ィ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

企
業
の
新
株
式
発
行
を
伴
う
資
金
調
達
方
法
。
株
式
時
価

発
行
・
中
間
発
行

・
転
換
社
債
・
新
株
引
受
権
付
社
債
発
行

な
ど
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
銀
行
借
入
れ
よ
り
安
い
コ
ス
ト

て
資
金
を
調
達
て
き
る
た
め
、
わ
が
国
企
業
は
昭
和
五
十
五

年
以
降
、
活
発
に
エ
ク
イ
テ
ィ

・
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
平
成
二
年
以
降
、
株
価
が
低
迷
し
た
た
め
、
エ
ク

イ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
総
額
も
急
滅
し
た
。
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な
っ
た
た
め
、
同
社
を
三
億
円
の
配
当
と
と
も
に
清
算
し
た
。

図 4-12 

億円

900 

800 

700 

600 

500 

400 

300 

200 

100 

゜昭59 60 61 ．．． 
9 9 9 

も
と
も
と
財
務
部
（
現
・
経
理
部
）
は
ス
ミ
リ
ン
ホ
ー
ム
ロ
ー
ン
（
業
種
金
融
業
／
昭
和
五
十
一
年

債社付権

金

金

受

入

入

引

借

借

株

期

期

新

CP

長

短
日

い
う
こ
と
か
ら

回
債
（
ワ
ラ
ン
ト
債
一
億
ド
ル
）
、
翌
平
成
元
年
―
一
月
第
七
回
債
（
ワ
ラ
ン
ト
債
一

行
し
た
。
こ
の
時
期
、

わ
が
国
て
株
式
関
連
債
の
大
量
発
行
が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
①
第
二
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
以
降
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
す
る
ま
て
右
肩
上
が
り
の
株
価
が
続
い
た
こ
と
、
②
生
保
・
損
保
や

年
金
組
合
な
ど
の
機
関
投
資
家
が
成
長
し
て
き
た
こ
と
（
資
本
市
場
の
す
そ
野
の
広
が
り
）
な
ど
が
あ
げ

そ
の
後
、
業
績
向
上
に
伴
う
株
価
上
昇
に
よ
り
社
債
か
ら
株
式
へ
の
転
換
が
進
み
、
当
社
は
自
己
資
本

の
充
実
と
い
う
形
て
、
投
資
家
は
株
価
の
値
上
が
り
と
い
う
形
て
、

そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
こ
と

こ
う
し
た
自
己
資
本
対
策
の
成
功
と
、
住
宅
事
業
の
拡
大
に
伴
う
運
転
資
金
余
剰
お
よ
び
内
部
留
保
の

増
加
に
よ
り
、

昭
和
六
十
三
年
九
月
期
に
は
初
め
て
手
元
流
動
性
が
有
利
子
負
債
を
上
回
る
こ
と
と
な
っ

つ
づ
い
て
翌
平
成
元
年
三
月
期
に
は
金
融
収
支
も
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。
第
一
回
債
発
行
時
（
昭
和
五

十
三
年
）

に
は
直
接
金
融
（
資
本
の
部
を
含
む
）
と
間
接
金
融
（
銀
行
借
入
れ
な
ど
）

の
比
が
三
対
七
て

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
第
七
回
債
の
償
還
期
限
を
迎
え
た
平
成
五
年
に
は
八
対
二
に
変
貌
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
財
務
環
境
の
好
転
に
伴
い
、
財
務
担
当
の
役
割
は
金
融
機
関
か
ら
い
か
に
資
金
を
調
達
す
る
か
と

い
か
に
資
金
を
効
率
的
に
運
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
比
重
が
移
っ
て
い
っ
た
。

設
立
）
と
い
う
会
社
を
も
っ
て
い
た
が
、
当
初
の
目
的
て
あ
る
住
宅
顧
客
へ
の
融
資
と
い
う
役
割
が
な
く

な
っ
て
い
た
た
め
、
資
金
の
運
用
に
利
用
す
る
こ
と
と
し
、
同
社
を
通
じ
て
株
式
な
ど
へ
堅
実
な
投
資
を

行
い
、
当
社
の
財
務
体
質
の
改
善
に
努
め
た
。
平
成
元
年
十
月
、
資
金
運
用
を
当
社
て
直
接
行
う
こ
と
と

そ
の
後
平
成
三
年
六
月
に
な
っ
て
関
係
会
社
向
け
資
金
貸
付
け
お
よ
び
資
金
運
用
を
目
的
と
し
て
ス
ミ

財務主要データ（有利子負債／手元流動性の推移）

手元流動性

／ 

>

]

。f
 

が
て
き
た
。

ら
れ
る
。

•
五
億
ド
ル
）
を
発

＊
 

62 63平元 2 .... 
9 9 3 3 

3
.
3
 

4
.
3
 

5
.
3
 

6
.
3
 

9
.
3
 

.
3
 ゚

ワ
ラ
ン
ト
債

新
株
引
受
権
付
社
債
。
普
通
社
債
と
転
換
社
債
の
中
間
的

性
格
を
有
し
、
社
債
の
安
全
性
と
株
式
の
投
機
性
を
享
受
て

き
る
。
ワ
ラ
ン
ト
と
は
社
債
発
行
企
業
の
新
株
を
あ
ら
か
じ

め
決
め
ら
れ
た
行
使
価
格
て
購
入
て
き
る
権
利
て
、
株
価
の

数
倍
の
値
動
き
を
示
す
。
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い
う
業
務
を
行
っ
て
き
た
が

の
は

つ
づ
い
て
平

（図
4

ー

12)。

リ
ン
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。
財
務
部
は
、
同
社
を
通
じ
て
当
社
グ
ル
ー
プ
内
融
資
の
拡

大
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
全
体
の
資
金
効
率
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
以
前
と
同
様
、
手
堅
い
資
金
運
用
を
行

平
成
八
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
、
多
く
の
金
融
機
関
・
不
動
産
会
社
・
住
宅
会
社
が
多
額
の
不
良
資
産

を
抱
え
て
倒
産
あ
る
い
は
そ
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
中
て
、
当
社
が
健
全
な
財
務
体
質
を
保
っ
て
い
る

一
定
基
準
の
下
、
健
全
な
資
金
運
用
に
終
始
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
て
あ
る

一
方
、

独
自
の
資
金
調
達
ル
ー
ト
と
方
法
を
確
立
し
、
多
様
化
す
る
こ
と
に
も
注
力
し
た
。
平
成
三
年

に
格
付
機
関
に
よ
り
長
期
債

A
プ
ラ
ス
、
短
期
債

A
.
1
、
と
標
準
以
上
の
格
付
け
を
得
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
平
成
三
年
十
月
、
短
期
資
金
の
直
接
調
逹
手
段
て
あ
る

C
P
を
国
内
て
発
行
し
た
。

成
四
年
七
月
、
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
調
逹
の
た
め
ス
ミ
ト
モ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
・
、
杢
サ
ー
ラ
ン

ド
社
を
設
立
し
、

行
枠
の
母
体
に
住
友
林
業
本
社
、

こ
の
会
社
を
母
体
と
し
て
平
成
五
年
、
英
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
て
も
ユ
ー
ロ

C
P
プ
ロ
グ

*
2
 

ラ
ム

一
億
ド
ル
•
M
T
N
プ
ロ
グ
ラ
ム
ニ
億
ド
ル
の
発
行
枠
を
設
定
し
た
。
さ
ら
に
平
成
八
年
に
は
同
発

*
3
 

S
F
I
社、

S
F
N
Z
社
を
追
加
し
、
社
債
券
発
行
枠
二
億
ド
ル
の
更

改
設
定
も
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
直
接
調
達
て
得
ら
れ
た
資
金
は
、
住
友
林
業
香
港
有
限
公
司
の
借
入
金

返
済
に
充
て
る
な
ど
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
財
務
体
質
の
強
化
に
役
立
て
る
こ
と
が
て
き
た
。

平
成
八
年
十
月
、
住
友
林
業
香
港
を
閉
鎖
し
、

は
二
四
年
間
、
貿
易
の
ス
イ
ッ
チ
業
務
・
シ
ッ
パ
ー
向
け
融
資
・
財
務
部
に
お
け
る
資
金
運
用
の
代
行
と

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
て
第
三
国
間
貿
易
を
強
化
す
る
と
い
う
営
業
部
方
針
が

出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
二
四
年
間
の
歴
史
を
閉
じ
た
。

に
、
配
当
金
・
清
算
金
合
わ
せ
て
二
億
六

0
0
0万
円
を
残
す
こ
と
が
て
き
た
。

平
成
九
年
度
に
入
っ
て
、
住
宅
着
工
戸
数
が
調
整
期
を
迎
え
、
当
社
の
資
金
状
況
も
厳
し
く
な

っ
て
き

い
そ
の
利
益
を
当
社
に
還
元
し
て
い
る
。

S
F
I
社
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
転
し
た
。
同
社

三
億
三

0
0
0万
円
の
投
下
資
本
を
回
収
し
た
上

*
1
C
P
（
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ペ
ー
。ハ
ー）

米
国
て
発
達
し
た
企
業
の
短
期
資
金
調
達
手
段
。
無
担
保

約
束
手
形
形
態
の
償
還
期
間
七
ー
ニ
七
0
日
の
証
券
て
、
無

記
名
か
つ
割
引
形
式
て
発
行
さ
れ
る
。
わ
が
国
て
は
昭
和
六

十
二
年
に
国
内
C
P
の
発
行
が
認
可
さ
れ
た
。

*
2
M
T
N
プ
ロ
グ
ラ
ム

あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
範
囲
の
金
額
て
あ
れ
ば
、
い
つ

て
も
、
任
意
の
発
行
額
て
、
多
様
な
通
貨
て
資
金
を
調
達
て

き
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
（
枠
）
の
こ
と
。
M
T
N
は
"
M
e
 ,
 

d
i
u
m
 T
e
r
m
 N
o
t
e
“
の
略
。
発
行
枠
を
当
初
に
設
定
し
て

お
く
こ
と
て
機
動
的
な
発
行
が
可
能
と
な
り
、
投
資
家
の
二

ー
ズ
や
発
行
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
的
確
に
と
ら
え
る
こ
と
が
て

き
る
の
て
、
通
常
の
起
俄
よ
り
有
利
な
条
件
て
発
行
て
き
る

場
合
が
多
い
。
当
社
の
場
合
、
ユ
ー
ロ
市
場
て
こ
れ
を
設
定

こ。f
 

し
*
3
S
F
I
社

当
社
が
平
成
八
年
に
シ
ン
ガ
ボ

ー
ル
に
設
罹
し
た

”
S
u
m
i
t
o
m
o
 Forestry 
Investment 
Ltd
.
 
“
て
、
幸
木
師
i

は
、
南
洋
材
の
仲
介
業
務
お
よ
び
海
外
取
引
先
へ
の
金
融
業

務
（
資
料
編
参
照
）
。
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し
て
、

A
C
O
S
を
用
い
た
新
会
計
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

た
。
銀
行
・
証
券
な
ど
の
大
型
破
綻
が
相
次
ぎ
、

貸
し
渋
り
、

C
P
市
場
は
機
能
不
全
に
陥
る
な
ど
、
金
融
市
場
の
混
迷
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
、
当
社
も
今
後
本
格
化
す
る
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
ヘ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
国
内
外
の
金
融
機
関

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
経
理
部
が
ど
の
よ
う
に
舵
取
り
を
行
っ
て
い
く
か
、
社
内
外
か
ら
真
価
を
間
わ

資
金
集
中
管
理
方
式
の
採
用

当
社
は
、
資
金
運
用
の
効
率
化
と
事
務
の
合
理
化
を
目
的
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
調
達
・
運
用
両
面

平
成
四
年
九
月
、
手
作
業
に
よ
る
支
払
手
形
の
各
支
店
発
行
方
式
か
ら
、
各
支
店
て

A
C
o
s
入
力

平
成
七
年
十
―

一月
、
住
宅
本
部
各
支
店
か
ら
回
収
資
金
を
住
宅
管
理
部
の
口
座
を
経
由
し
て
本
社
に

送
金
し
て
い
た
方
式
を
改
め
、

「
金
融
恐
慌
」
が
さ
さ
や
か
れ
る
中
て
、
金
融
機
関
は

パ
ソ
コ
ン
の
マ
ル
チ
バ
ン
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
直
接
本
社

平
成
七
年
五
月
、
支
払
い
人
力
と
会
計
入
力
の
二
重
入
力
の
排
除
、
振
込
み
事
務
の

一
元
化
と
そ
れ

に
伴
う
資
金
運
用
の
効
率
ア
ッ
プ
、
領
収
書
発
行
事
務
と
従
業
員
支
払
い
事
務
の
合
理
化
を
目
的
と

③
新
会
計
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
本
社
一
括
支
払
い

の

一
口
座
に
集
中
す
る
方
式
と
し
た
。

②
マ
ル
チ
バ
ン
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
住
宅
回
収
資
金
の
集
中
化

し
た
支
払
い
デ
ー
タ
に
よ
る
本
社

一
括
発
行
方
式
に
切
り
替
え
た
。

①
支
払
手
形
の
本
社
一
括
発
行

に
お
け
る
本
社
集
中
化
を
図
っ
て
き
た
。

れ
る
、
厳
し
い
時
代
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

と
協
調
し
つ
つ
、
受
取
手
形
の
流
動
化
を
進
め
る
な
ど

一
層
の
財
務
体
質
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と

＊
 
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン

金
融
大
改
革
の
こ
と
。
昭
和
六
十
一
年
に
英
国
が
実
施
し

た
証
券
制
度
改
革
に
な
ら
っ
て
、
橋
本
首
相
が
構
想
を
打
ち

出
し
た
。
金
融
機
関
の
業
務
範
囲
の
拡
大
や
各
種
手
数
料
の

自
由
化
な
ど
の
規
制
緩
和
て
グ
ロ

ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化

を
進
め
、
市
場
に
活
況
を
取
り
戻
す
ね
ら
い
が
あ
る
（
「
ビ

ッ
グ
バ
ン
」
は
宇
宙
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
大
爆
発
を
指
す
言

葉）。
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メ
ー
ル
の
利
用
に
よ
り
、
処
理
速
度
と
分
析
能
力
は
大
き
く
向
上
し
た
。

必
要
な
数
字
と
情
報
収
集
の
効
率
化
を
図
り
、

決
算
業
務
等

そ
の
集
計
・
分
析
結
果
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
高
度
な

経
営
判
断
に
よ
り
役
立
つ
資
料
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
い
え
る
。

期
末
・
中
間
期
末
・
月
次
の
決
算
作
業
を
行
う
こ
と
も
ま
た
、

し
か
し
、
経
営
の
基
本
的
な
数

日
本
企
業
の
情
報
開
示
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
る
中
て
、

こ
の
一

0
年
間
、
基
本
的
に
は
変
化
は

＊
 デ

ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

報
開
示
）
促
進
の
動
き
は
当
社
に
も
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
押
し
寄
せ
た
。
商
法
・
証
券
取
引
法
な
ど

法
令
の
改
正
に
よ
り
、
計
算
書
類
・
有
価
証
券
報
告
書
な
ど
、
企
業
に
求
め
ら
れ
る
開
示
情
報
の
追
加
が

順
次
行
わ
れ
た
。
当
社
も
こ
れ
ら
の
情
報
開
示
の
拡
大
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
決
算
発
表
の
早
期
化
を

図
っ
て
き
た
。

連
結
決
算
に
つ
い
て
も
ま
た
情
報
開
示
が
進
む
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
五
十
三
年
九
月
期
に
は
関
係
会

社
三
社
が
連
結
対
象
て
あ
っ
た
が
、
平
成
九
年
三
月
期
に
は
そ
の
数
は
一
九
社
に
ま
て
拡
大
し
た
。
大
蔵

省
令
は
開
示
情
報
の
一
層
の
追
加
と
連
結
会
社
の
拡
大
を
求
め
て
い
る
。
当
社
は
数
年
後
に
は
単
体
決
算

と
同
程
度
の
情
報
開
示
を
連
結
決
算
に
適
用
し
、

グ
ル
ー
プ
全
社
の
連
結
を
目
指
し
て
い
る
。

決
算
業
務
に
つ
な
が
る

H
常
の
経
理
事
務
は
、
従
来
、
管
理
部
・
営
業
本
部
・
住
宅
本
部
に
分
か
れ
て

、。

な
し

し
ヽ

し
カ

字
を
ま
と
め
る
と
い
う
業
務
自
体
は
変
化
し
て
い
な
い
。

（情

こ
れ
ら
の
業
務
は

こ
の
一

0
年、

A
C
O
S
・
パ
ソ
コ
ン
・
電
子

予
算
・
業
績
管
理
業
務

従
来
管
理
部
が
行
っ
て
き
た
予
算
・
業
績
管
理
業
務
は
、
①
予
算
編
成
・
予
算
統
制
に
関
す
る
業
務
、

②
常
務
会
付
議
事
項
の
資
料
整
備
と
取
締
役
会
の
月
次
業
績
報
告
資
料
の
作
成
、
③
会
社
業
績
の
把
握
と

総
合
的
分
析
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
。

図 4-13 連結子会社数の推移
＊
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.
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デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

投
資
家
保
護
の
た
め
に
、
企
業
の
財
務
内
容
を
ガ
ラ
ス
張

り
に
す
る
こ
と
。
昭
相
五
十
六
年
の
商
法
改
正
以
降
、
デ
ィ

ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ

ー
促
進
の
動
き
が
続
い
て
い
る
。
平
成
三
年

か
ら
は
上
場
企
業
に
保
有
有
価
証
券
の
含
み
損
益
の
公
表
が

義
務
づ
け
ら
れ
、
五
年
四
月
か
ら
は
連
結
決
算
に
つ
い
て
対

象
子
会
社
の
範
囲
拡
大
と
地
域
別
損
益
の
開
示
が
義
務
づ
け

ら
れ
る
な
ど
、
国
際
碁
準
へ
の
適
合
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
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っ
て
い
る
。

全
社
ベ
ー
ス
て
の
納
税
事
務
も
ま
た
、
平
成
八
年
よ
り
経
理
部
の
所
管
と
な
っ
た
。
法
人
税
・
地
方

税
・
消
費
税
・
事
業
税
が
納
税
の
主
な
も
の
て
、
そ
れ
ま
て
は
管
理
部
が
担
当
し
て
い
た
。
当
社
は
、
平

成
七
年
一
月
の
大
阪
国
税
局
の
調
査
か
ら
、
特
別
国
税
調
査
官
（
特
官
班
）
の
担
当
会
社
と
な
っ
た
。

れ
は
、
当
社
が
税
務
的
に
も
大
企
業
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
以
後
二
年
ご
と
に
当
局
の
チ
ェ
ッ
ク
を

情
報
の
シ
ス
テ
ム
化
の
一
環
と
し
て
、

テ
ム
」

の
導
入
を
開
始
し
た
。

八
月
に
か
け
て
既
に
導
入
済
み
て
、
次
の
三
シ
ス
テ
ム
か
ら
成
っ
て
い
る
。

①
会
計
基
幹
シ
ス
テ
ム

木
材
・
建
材
、
住
宅
の
会
計
シ
ス
テ
ム
を
統
合
す
る
と
と
も
に
、
伝
票
式
会
計
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
式

②
経
費
人
出
金
シ
ス
テ
ム

支
払
い
を
財
務
部
て
の

一
括
銀
行
振
込
み
に
変
更
し
、
本
社
に
お
い
て
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
行
っ

③
営
業
入
出
金
シ
ス
テ
ム

経
費
入
出
金
シ
ス
テ
ム
の
一
部
と
し
て
営
業
本
部
系
の
業
務
シ
ス
テ
ム
と
リ
ン
ク
し
た
。

こ
れ
ら
の
導
人
に
よ
り
、
資
金
の
集
中
管
理
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る
出
納
業
務
の
削
減
が
実
現

ま
た
、

「管
理
会
計
」
は
、

て
き
、
事
務
の
生
産
性
が
向
上
し
た
。

>
 

,
o
 

f
 

会
計
に
移
行
し
た
。

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
財
務
会
計
」
に
つ
い
て
は
平
成
六
年
十
一
月
か
ら
翌
七
年

「
財
務
会
計
」
と
「
管
理
会
計
」
と
か
ら
な
る

こ
の
う
ち
、

行
っ
て
い
た
が
、
平
成
八
年
十
月
、
経
理
部
に
一
元
化
さ
れ
た
。

「
新
会
計
シ
ス

「財
務
会
計
」
と
同
時
期
に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
も
順
次
充
実
化
を
図 r

)

 

＊
 
特
別
国
税
調
査
官

大
型
て
複
雑
な
税
務
調
査
を
行
う
専
任
の
調
査
官
て
、
各

国
税
局
と
主
要
税
務
署
に
配
四
さ
れ
て
い
る
。
通
称
「
特

官
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
「
特
官
」
を
長
と
し
て
、
特
に
選

択
さ
れ
た
法
人
（
特
官
法
人
）
の
税
務
調
査
を
行
う
グ
ル
ー

プ
が

「特
官
班
」
て
あ
る
。
当
社
の
場
合
、
調
査
は
平
均
三

か
月
程
度
、
は
ば
二
年
に

一
回
行
わ
れ
る
。
法
人
に
と
っ
て
、

特
官
法
人
へ
の
格
上
げ
は
、
社
業
隆
盛
の
証
と
い
え
る
が
、

そ
の
反
面
、
適
正
申
告
義
務
に
対
す
る
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
を

受
け
る
こ
と
と
な
る
。
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与
信
先
に
つ
い
て
は
、
優
良
取
引
先
て
あ
る
特
定
与
信
先
、
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四

審

査

部

ス
ミ
リ
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
は
昭
和
五
十
四
年
に
設
立
さ
れ
た
後
、

五
十
六
年
に
リ
ー
ス
業
、
六
十

ま
た
、
六
十
三
年
六
月
に
開
始
し
た
情
報
シ
ス
テ
ム
事
業
は
平
成
三
年
十
一
月
、
住
友
林
業
情
報
シ
ス

テ
ム
設
立
時
に
移
管
し
た
。
昭
和
六
十
三
年
九
月
期
は
一

四
億
八

0
0
0
万
円
だ
っ
た
同
社
の
売
り
上
げ

は
、
平
成
十
年
三
月
期
に
は
五
六
億
四

0
0
0
万
円
、
と
実
に
三
・
八
倍
に
達
し
た
。
現
在
の
営
業
拠
点

は
、
本
社
（
幕
張
）
・
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
と
展
開
し
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
総
合
サ
ー
ビ
ス
会
社
と
し

ト
ム
ハ
ウ
ス
は
、
昭
和
六
十
二
年
に
は
店
舗
数
は
四
店
て
あ
っ
た
が
、
蒲
田
・
八
潮
・
光
が
丘
・
上
尾

と
出
店
し
、
平
成
四
年
十
一
月
に
は
八
店
舗
と
な
っ
た
。

し
か
し
、

競
争
激
化
の
波
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
後
関
東
地
区
に
お
け
る
業
界
の

七
年
四
月
に
久
喜
店
を
ス
ミ
リ
ン
シ
ス
テ
ム
住
宅
に
譲
渡
し
、

同
年
十
一
月
に
は
八
潮
店
を
ベ
ス
ト
電
器
と
提
携
し
て
業
態
変
更
す
る
な
ど
経
営
努
力
を
続
け
た
が
、
今

後
の
事
業
性
は
厳
し
い
と
判
断
し
、
十
年
三
月
末
、
関
西
電
波
に
全
株
式
を
売
却
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
事

業
か
ら
撤
退
し
た
。

こ
の
一

0
年
、
当
社
の
与
信
先
の
数
は
約
二
五

0
0
社
て
ほ
と
ん
ど
増
減
な
く
推
移
し
て
き
た
。

一
般
与
信
先
、

関
係
に
あ
る
政
策
与
信
先
に
区
分
し
、
与
信
審
査
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。

お
よ
び
資
本
等
業
務
提
携

て
の
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
る
。

年
に
旅
行
代
理
店
業
と
順
調
に
事
業
を
拡
大
し
た
。

ス
ミ
リ
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
と
ト
ム
ハ
ウ
ス

各部門の最近10年の歩み



ュ
ア
ル
は
現
在
も
日
常
業
務
や
研
修
用
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

も
に
与
信
権
限
を
引
き
上
げ
た
。

信
申
請
手
続
き
を
改
正
し
た
。

②
乎
成
八
年
六
月
、

営
業
本
部
の
各
部
長
が
与
信
管
理
の
責
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。

主
な
改
正
は
次
の
三
回
と
な
っ
て
い
る
。

与
信
管
理
制
度
は
、
営
業
本
部
の
組
織
改
正
が
行
わ
れ
た
と
き
に
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、

①
平
成
三
年
四
月
、
従
来
の
支
店
制
度
か
ら
商
品
部
門
別
損
益
責
任
体
制
に
改
め
ら
れ
た
の
に
伴
い
、

一
般
与
信
先
を
対
象
に
五
段
階
の
信
用
格
付
評
価
表
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
与

③
平
成
八
年
＋
月
、
営
業
の
地
域
戦
略
強
化
の
た
め
支
店
制
度
を
復
活
さ
せ
た
こ
と
に
伴
い
与
信
管
理

制
度
も
見
直
し
、
ラ
イ
ン
の
与
信
権
限
と
本
社
審
査
部
門
の
審
査
権
限
を
分
離
・
明
確
化
す
る
と
と

こ
れ
以
外
の
事
項
と
し
て
は
、
平
成
四
年
九
月
、
与
信
管
理
規
定
・
通
達
・
信
用
調
査
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
一
冊
に
ま
と
め
た

『与
信
管
理
実
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
の
改
定
版
が
作
成
さ
れ
、
こ
の
マ
ニ

当
社
の
住
宅
部
門
の
拡
大
•
発
展
と
と
も
に
、
住
宅
の
納
材
店
・
協
カ
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
・
建
材
メ
ー

カ
ー
ヘ
の
資
材
販
売
と
部
材
の
仕
入
れ
と
い
う
往
復
取
引
が
増
大
し
て
い
る
。
与
信
管
理
も
、
従
来
の
販

売
先
に
対
す
る
不
良
債
権
の
発
生
防
止
と
い
う
観
点
だ
け
て
な
く
、
取
引
先
管
理
を
通
じ
て
安
定
的
な
住

宅
生
産
へ
寄
与
す
る
と
い
う
面
に
お
い
て
も
、

重
要
性
が
増
し
て
き
て
い
る
。
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十
一
年
全
社
共
通
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
採
用
（
大
和
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

（
オ
フ
ィ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
担
当
を
配
憤
、
③
昭
和
六
十

一
年
六
月
情
報
シ
ス
テ
ム
室
を
新

な
り
後
れ
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
合
併
以
後
、
急
ピ
ッ
チ
て
追
い
上
げ
る
こ
と
と
な
る
。

昭
利
六
十
三
年
八
月
、
汎
用
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

「
A
C
o
s
六
一

0
/
-
0
」
を
導
人
し
、
二
五
事
業
所

を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
、
本
社
と
営
業
本
部
の
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
し
た
。
処
理
速
度
・
記
憶
容
量
・
シ
ス

平
成
二
年
五
月
に
は
情
報
シ
ス
テ
ム
室
を
幕
張
テ
ク
ノ
ガ
ー
デ
ン
に
移
転
す
る
と
と
も
に
、

ー
タ
も

「
A
C
o
s
六
三

0
/
-
0
」
に
更
新
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
ま
て
は
住
宅
本
部
は
オ
フ
コ
ン
を
使

用
し
て
い
た
が
、
翌
三
年
五
月
に

「
A
C
O
S
三
六

0
0／
六
」
に
更
新
し
た
の
を
機
と
し
て
、
住
宅
シ

ス
テ
ム
も
七
月
よ
り
「

A
C
o
s
」
て
使
用
を
開
始
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
調
査
分
析
か
ら
本
番
稼

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
当
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
も
相
当
大
型
な
も
の
と
な
り
、
開
発
面
・

運
用
面
を
一
層
強
化
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
そ
こ
て
平
成
三
年
十
一
月
、
ま
ず
は
人
材
の
確
保
・
専
門

技
術
の
蓄
積
を
目
的
と
し
、

や
が
て
は
蓄
積
さ
れ
た
技
術
を
も
っ
て
の
外
部
展
開
も
意
図
し
て
、
情
報
シ

約
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

働
ま
て
三
年
以
上
を
要
し
た
が

）
れ
に
よ
り

一
台
の
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
全
社
の
シ
ス
テ
ム
を
集

コ
ン
ピ
ュ

テ
ム
構
成
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も

こ
の
時
点
て
飛
躍
的
な
向
上
を
遂
げ
た
と
い
え
る
。

設
、
て
あ
る
が

オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
装
備
し
か
な
く

こ
の
分
野
て
は
世
間
一
般
に
比
べ
て
か

A タ
を
使
用
）
‘
②
昭
和
五
十
六
年
自
社
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

(「
N
E
C
S
1
0
 0
」)
を
設
置
、
管
理
部
に

0

合
併
以
前
の
当
社
の

E
D
P
（
電
子
デ
ー
タ
処
理
）
関
係
の
歩
み
て
特
筆
す
べ
き
事
項
は
、
①
昭
和
五

五
情
報
シ
ス
テ
ム
部

現在の「ACOS」 (NEC提供）
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月
、
本
社
内
に
電
子
メ
ー
ル

プ
ン
系
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
っ
た
。

こ
の
電

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
現

物
流
シ
ス
テ
ム

（
平
成
八
年
十
月
）
と
相
次
い
て
オ
ー

（
の
ち
に
イ
ノ
ス
販
売

用
管
理
を
目
的
と
す
る
住
友
林
業
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
と
し
て
独
立
さ
せ
た
。
同
社
は
新
し
い
シ
ス

テ
ム
と
し
て
「
木
建
予
算
実
績
管
理
」
「
新
会
計
基
幹
」
「
イ
ン
テ
リ
ア
」
「
住
友
林
業
緑
化
外
構
」
な
ど

を
次
々
と
開
発
し
て
当
社
グ
ル
ー
プ
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
事
業
内
容
の
拡
大
に
つ

段
階
的
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
。
ま
た
、
平
成
七
年
十
二
月
に
は
「
パ
ラ
レ
ル

A
C
o
s
p
x
七
八
〇

こ
う
し
た
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム
と
は
別
に
、

オ
ー
プ
ン
系
シ
ス
テ
ム
の
技
術
は
、
平
成
四
、
五
年
ご
ろ
か
ら
急
速
に
発
展
し
た
。
住
友
林
業
情
報
シ
ス

テ
ム
て
も
、

こ、

ま
↑

パ
ソ
コ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
業
務
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
本
格
的
に
取
り
組
み
、
平
成
五

年
三
月
、
本
格
的
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
ー
シ
ス
テ
ム
て
あ
る

C
&
P
シ
ス
テ
ム

管
理
シ
ス
テ
ム
に
発
展
）
を
開
発
し
た
。
以
降
、

そ
れ
ま
て
汎
用
機
中
心
だ
っ
た
同
社
の
技
術
者
集
団
が
、

（
平
成
五
年
十
月
）
・
情
報
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

パ
ソ
コ
ン
を
中
心
と
し
た
い
わ
ゆ
る

も
う
―
つ
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
ー
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
平
成
八
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
、

住
宅
本
部
全
支
店
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
住
宅
進
捗
シ
ス
テ
ム
を
展
開
し
た
。

場
て
顧
客
の
情
報
を
自
由
に
検
索
加
工
て
き
、
汎
用
系
と
オ
ー
プ
ン
系
の
融
合
型
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。

平
成
七
年
四
月
、
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
企
画
・
立
案
の
機
能
を
当
社
に
戻
す
こ
と
に
な
り
、
情

報
シ
ス
テ
ム
室
を
本
社
に
再
設
置
し
た
（
平
成
八
年
十
月
、
情
報
シ
ス
テ
ム
部
に
昇
格
）
。
同
室
お
よ
び

住
友
林
業
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
に
次
ぐ
第
三
の
通
信
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
平
成
八
年
四

(
N
E
C
製
「
ス
タ
ー
オ
フ
ィ
ス
」
）

の
第
一
次
展
開
を
行
っ
た
。

0

/
―
―
一
六

A
」
に
更
新
し
た
。

れ
て

「
A
C
O
S
三
六

0
0
/
-
0
」
（
平
成
四
年
四
月
）

「三
六

0
0/―

1
0
」
（
平
成
五
年
四
月
）
と

ス
テ
ム
室
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
の
運

表 4-2 当社のパソコンの分類表（平成10年 3月現在）

導入時期 種 類 代表的機種 メモリ OS 台数 特 記

平成6年度 デスクトップ PC982 I Xp、BX、Ap 8 M~  4 M MS-DOS 276 

以前 ノート PC9801Nx、NE 4 M~  2 M MS-DOS 72 

デスクトップ PC9821Xa7e、Xs 16M~ 8 M ウィンドウズ3.I 285 標準機を設定
7年度

ノー ト PC9821Ne3、Ne2 8 M~4 M MS-DOS Ne2は会計ACOS端末で導入98 

デスクトップ PC9821 Xcl 3、VIO 32M~16M 
ウィンドウズ95

396 電子メールシステム導入
ウィンドウズ3.1

8年度
ウィンドウズ95

（平成8/4)ネットワーク

ノート PC982 I Na 12、Nb7 32M~l6M 
ウィンドウズ3.I 

223 接続開始

デスクトップ PC9821Xa20、Xal6 32M ウィンドウズ95 315 原則ノート機を標準とし
9年度

ノート YERSA6035 I I 32M ウィンドウズ95 832 当社初のD0S/V機を導入

合 計 2,497 ネットワーク接続台数： I ,812台

注 I: PC982 I Xa20、Xal6系のパソコンは、住宅進捗サーパーとしても導入（約80台）

2 : ネットワーク接続はウィンドウズ導入パソコンのみ

3 : 標準機はネットワーク化を前提に機種統制のために設定。それまでは各店部独自に導入

4 : 会計パソコンはACOS端末として、主に入出金システムで使用
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六 0
0台
て
結
ん
だ
第
三
次
展
開
と
拡
大
、

九
月
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
も
開
始
し
た
。
こ
う
し
た

*
1
 

展
開
に
よ
り
、
全
社
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

W
A
Nー

L

ス
テ
ム
部
門
は
、

情
報
シ
ス
テ
ム
分
野
は

8
進
月
歩
て
あ
る
。
当
社
の
情
報
シ

*
2
 

パ
ソ
コ
ン
の
全
社
員
へ
の
配
備
・
ニ

0
0
0
 

型
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
情
報
処
理
型
の
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
切
り
替
え
と
い
っ
た
中
長
期
的
な
も
の
ま
て
、

か
ら
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

知
的
財
産
権
管
理
室

当
社
開
発
企
画
部
に
初
め
て
専
従
の
知
的
財
産
権
担
当
が
置
か
れ
た
の
は
、
平
成
三
年
七
月
て
あ
る
。

そ
れ
ま
て
は
特
許
の
案
件
が
出
る
た
び
に
、
開
発
部
が
処
理
し
て
い
た
が
、

と
保
護
が
重
要
な
企
業
活
動
と
な
っ
て
き
た
こ
と
、
筑
波
研
究
所
の
発
足
に
よ
り
、
開
発
体
制
が
整
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
専
任
を
涸
く
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
は
「
知
的
所
有
権
担
当
」
と
呼
ば
れ
た
。
担
当

年
問
題
へ
の
対
応
と
い
っ
た
短
期
的
な
も
の
か
ら
、
事
務
処
理

常
業
務
遂
行
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

に
業
務
に
活
用
す
る
時
代
に
突
入
、
も
は
や
現
在
の
当
社
の
日

A
N
が
整
備
さ
れ
、
当
社
て
も
全
社
員
が
パ
ソ
コ
ン
を

H
常
的

さ
ら
に
、
平
成
九
年

第
二
次
展
開
、
翌
年
八
月
に
国
内
全
事
業
所
を
パ
ソ
コ
ン

子
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
は
、
同
年
十
月
に
約
八

0
支
店
を
結
ん
だ

図 4-14 
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分
野
て
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の
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立
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)
 

広
域
お
よ
び
ロ
ー
カ
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

*
2

二

0
0
0
年
問
題

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
オ
フ
ィ
ス

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
西
暦
の
下
二
け
た
を
年
号
デ
ー
タ
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
問
題
。
西
暦
二

0
0
0年
は
一
九
九

九
年
の
翌
年
て
あ
る
の
に
九
九
年
か
ら

0
0年
へ
後
戻
り
し

た
か
の
よ
う
に
判
断
し
、
間
違
っ
た
計
算
を
行
っ
て
し
ま
う
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
在
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
メ
ー
カ
ー
各
社
と
も
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ

住宅進捗システムの構成

住宅本部
支店

面五管理システム（サーバー）

申込契約 着工 引渡

匝五I未着工進捗 Iビ竺直亘］

各担当の入力

基本情報を重複入力することなく、

各担当が進捗情報さえ入力すれば

その情報を支店全体で共有し活用

できるシステム

検索、

帳表出力

B[;J 
支店社員
がそれぞれ

自由に活用

できる

図 4-15 「スターオフィス」のメインメニューの画面
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に
至
っ
た
（
図
4

ー

16)
。

者
は
知
的
財
産
権
の
窓
口
業
務
を
行
う
か
た
わ
ら
、
社
内
各
店
部
に
対
し
て
啓
蒙
活
動
を
行
っ
た
。

業
務
の
中
に
出
願
の
ヒ
ン
ト
が
多
く
あ
る
こ
と
、
技
術
的
課
題
を
解
決
し
て
も
出
願
し
て
権
利
化
し
な
け

れ
ば
他
社
に
と
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
を
例
を
あ
げ
て
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
知
的
財
産
活
動
へ
の

部
に
活
動
を
推
進
す
る
「
パ
テ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
」
が
置
か
れ
た
。

こ
う
し
た
努
力
が
徐
々
に
実
を
結
び
、
出
願
件
数
は
平
成
三
年
度
四
九
件
、

1
0
三
件、

日
常

こ
の
活
動
の
重
要
性
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
各
店

四
年
度
八
一
件
、
五
年
度

と
順
調
な
伸
び
を
示
し
た
。
件
数
の
伸
び
に

つ
れ
て
担
当
者
も
増
員
さ
れ
、
住
宅
系

・
建
材

系
•
生
物
系
な
ど
の
他
、
商
標
・
意
匠
も
含
め
て
専
門
分
化
し
た
技
術
分
野
に
対
応
て
き
る
体
制
が
整
え

そ
し
て
平
成
六
年
四
月
、
知
的
財
産
権
管
理
室
が
発
足
し
た
。
当
社
の
知
的
財
産
活
動
は
、
組
織
面
て

も
本
格
的
に
整
備
さ
れ
た
わ
け
て
あ
る
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
出
願
に
つ
な
が
る
提
案
が
支
店
か
ら
も

げ
た
こ
と
を
表
わ
し
て
お
り
、

多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
支
店
の
活
動
の
活
発
化
は
社
員
が
課
題
解
決
に
挑
戦
し
、
成
果
を
上

そ
れ
だ
け
支
店
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
支
店
全

体
の
出
願
件
数
は
、
平
成
八
年
度
に
は
つ
い
に
、
本
社
と
筑
波
研
究
所
を
合
わ
せ
た
件
数
に
肩
を
並
べ
る

知
的
財
産
活
動
て
は
、
①
社
内
提
案
を
出
願
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
（
出
願
率
を
上
げ
る
）
‘
②
出
願

し
た
も
の
を
権
利
化
し
て
い
く
こ
と
（
登
録
率
を
上
げ
る
）
‘
③
権
利
化
し
た
も
の
を
実
用
化
し
て
い
く

こ
と
（
実
施
率
を
高
め
る
）
が
肝
要
て
あ
る
が
、

そ
の
い
ず
れ
も
前
年
度
記
録
を
更
新
し
続
け
て
現
在
に

至
っ
て

い
る
。
ま
た
、
実
施
許
諾
料
収
入
も
増
加
し
て
お
り
（
図
4

ー

18)
、
平
成
八
年
度
は
約
一
七

0
0

万
円
に
達
し
た
。
国
際
的
に
は
、
開
発
途
上
国
て
出
願
・

権
利
化
し
た
も
の
か
ら
実
施
許
諾
料
を
得
る
こ

と
が
日
本
な
ど
先
進
国
が
生
き
残
る
道
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
当
社
も
技
術
力
を
生
か
し
て
、
他
社
か
ら

ら
れ
て
い

っ
た
。

理
解
と
協
力
を
求
め
た
。
支
店
長
会
議
に
も
出
席
し

図 4-17 
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さ
ら
に
こ
の
収
入
を
得
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
知
的
財
産
活
動
の
活
発
化
を
ね
ら
っ
て
、
出

願
と
登
録
に
対
す
る
補
償
制
度
を
平
成
四
年
四
月
に
、
表
彰
制
度
を
六
年
六
月
に
そ
れ
ぞ
れ
制
定
し
た
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
提
案
と
出
願
の
優
秀
者
表
彰
と
活
用
さ
れ
た
権
利
の
実
施
補
償
を
、
平
成
八
年
三
月

に
初
め
て
実
施
し
た
。
以
後
毎
年
、
多
く
の
社
員
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

商
標
出
願
も
増
加
を
続
け
、
平
成
六
年
度
ニ
―
件
、

七
年
度
二
四
件
、

八
年
度
四
九
件
と
な
っ
て
い
る
。

「
エ
ク
セ
ル
」
「
フ
ォ
レ
ス
ト
」
の
商
標
て
は
同
業
他
社
が
使
用
し
始
め
た
が
、

警
告
し
て
使
用
を
中
止
さ

常
業
秘
密
保
護
運
用
活
動
は
、
平
成
六
年
六
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
毎
期

「営
業
秘
密
保
護
運
用
・
強

化
月
間
」
を
設
け
、
社
員
の
注
意
の
喚
起
と
認
識
の
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。

知
的
財
産
権
を
め
ぐ
る
環
境
は
今
、
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
多
く
の
企
業
て
知
的
財
産
活

動
が
優
先
順
位
の
高
い
経
営
戦
略
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
許
庁
て
も
長
官
が

フ
ロ
パ
テ
ン
ト
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
」
と
表
明
し
て
い
る
。
海
外
出
願
の
重
要
性
も
考
慮
に
入
れ
た
新

お
よ
び
関
係
会
社
の
内
部
監
杏
を
行
う
社
長
直
属
の
組
織
て
、
半

期
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
監
査
対
象
店
部
・
担
当
者
を
決
め
て
実
施
し
て
い
る
。

内
部
監
査
の
目
的
は

「会
計
お
よ
び
一
般
業
務
に
つ
い
て
、
運
営
の
制
度
と
そ
の
実
施
状
況
を
監
査
す

る
こ
と
に
よ
り
、
会
社
財
産
の
保
全
と
経
営
効
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
収
益
力
向
上
に
貢

監
査
室
は
、
全
本
部
と
そ
の
店
部
、

七

監

査

室

時
代
へ
の
機
敏
な
対
応
が
当
社
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

せ
た
。

「
H
本
に
も

＊

プ

ロ

パ

テ

ン

ト

「特
許
重
視
」
と
い
う
意
味
。
昭
和
六
十
年
、
米
国
の
レ
ー

ガ
ン
大
統
領
が
「
こ
れ
か
ら
の
米
国
の
生
き
る
道
は
知
的
財

産
権
の
蓄
梢
と
権
利
の
行
使
て
あ
る
」
と
主
張
、
日
米
知
的

財
産
権
摩
擦
が
起
こ
り
、
日
本
企
業
は
多
大
な
特
許
料
を
相

次
い
て
米
国
企
業
に
支
払
う
こ
と
と
な
っ
た
。
特
許
料
の
国

際
収
支
は
、
現
在
て
も
米
国
が
一
七
兆
円
の
黒
字
て
あ
る
の

に
対
し
て
、
日
本
は
四
兆
円
の
赤
字
て
あ
る
。
荒
井
特
許
庁

長
官
は
、
平
成
九
年
二
月
に
本
文
の
と
お
り
講
演
し
、
特
許

法
の
改
正
を
示
唆
し
た
。
米
国
よ
り
遅
れ
る
こ
と
、

実
に

一

二
年
て
あ
る
。
日
本
企
業
も
今
後
は
「
防
衛
的
出
願
」
か
ら

「活
用
て
き
る
（
特
許
料
を
稼
げ
る
）
出
願
」
へ
と
方
向
転

換
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

図4-18 実施料収入を得ている金物の略図

（パッシプ換気工法）
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最
近
は
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
に
よ
り
、
監
査
対
象
に
つ
い
て
、
信
頼
性
の
高
い
甚

本
的
な
デ
ー
タ
を
本
社
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
入
手
て
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
重
点
監

査
項
目
の
絞
り
込
み
や
前
回
監
査
時
と
の
比
較
な
ど
、
監
杏
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

近
年
、
企
業
の
内
部
監
査
の
あ
り
方
が
企
業
の
存
廃
そ
の
も
の
に
影
響
す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
き
て

い
る
。
以
前
に
も
増
し
て
、
厳
正
か
つ
緻
密
な
監
査
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

②
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
る
基
本
的
デ
ー
タ
の
入
手

八
0
か
所
、
関
係
会
社
は
約
四

0
社
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め

一
人
年
平
均
二

0
か
所
以
上
を
監
査

献
し
よ
う
と
す
る
も
の
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
監
査
の
範
囲
は
会
社
業
務
の
全
般
に
わ
た
り
、

こ
の
一

0
年
て
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
と
し
て
、
次
の
三
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
て
き
る
。

住
宅
本
部
の
支
店
の
増
加
や
関
係
会
社
の
増
加
に
よ
り
、
平
成
九
年
三
月
現
在
、
監
査
対
象
店
部
は
約

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

①
監
査
対
象
箇
所
の
急
増

原
則
と
し
て
業
務
監
査
と
会
計
監
査
を
行
っ
て
い
る
。
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【ま行】

幕張テクノガーデン 420 

枕木 78 

マダラフクロウ 355 

マツ 40 

まなぴの森 339 340 

マルチバンキングシステム 375 428 

マレーシア材 227 

満州事変 3 

未墾地 53 57 58 

未墾地解放 56 

耳切れ 143 

メランテイ 314 

メルクシマツ 320 406 

メルサワ 259 

木材業 211 

木材専用船 117 

木材総需給呈 222 

木材引き取り税 236 

百草園展示場 167 

木造軸組構法（在来構法） 275 

木造住宅産業協会 216 

持株会社整理委員会 9 12 

モニター制 374 

森の学校総合整備事業 340 

モントリオール・フロセス 348 

【や行】
矢板 193 

焼畑農法 415 

UFタイプ 407 

有利子負債 331 426 

優良林木保残作業級 346 

ユニットバス 362 

与信管理制度 432 

四大財閥 9 

［ら行】
ラオス材 227 

ラオスマツ 260 358 

ラジアーターパイン

118 210 248 250 262 356 

ラミン 257 

ラワン材 110 

ランブイエ宣言 202 

リフォーム事業 398 

流通形態 137 

林業基本法 176 

林業信用基金法 180 

林政審議会 216 227 

林総協 109 

輪伐体制 17 

林野庁長官賞 232 

倫理憲章 335 

ループル合意 203 

レーガノミックス 203 

列状一伐三残方式 343 

列状間伐 232 

列島改造プーム 214 

レッドウッド 357 

レッドオーク 405 

レッドシダー 108 

連結子会社 429 

連合国最高司令官 8 

連合国最高司令官総司令部 4 

連続プレス 402 

労使協調路線 205 

ロックウール 265 

【わ行】

ワラント債 215 300 301 426 

ワンワンベース 117 



日銀特融 132 

日合連 210 

日新ビル 418 

ニピンド 264 

日本型経営 205 

日本合板工業組合連合会 210 

H本住宅・木材技術センター 211 

日本木材輸入協会 109 

日本木造住宅産業協会 287 338 

日本林学会 230 

日本列島改造論 133 

H本列島改造プーム 219 

ニャトー 320 

ニュージーランド材 118 226 243 247 

熱帯雨林 321 

熱帯林技術研究組合 415 

熱帯林再生プロジェクト 414 

農山村経済更生政策 208 

農事研究所 55 

農地改革 9 53 66 

農地解放 7 

農地調整法改正 16 

【は行】

パーティクルボード 120 262 365 405 

ハードボード 120 

ハーベスタ 342 343 

廃材チップ 241 

買山事業 78 139 243 

椛積 139 

パイン 108 

ハウス 55 288 

羽柄材 367 

伐期齢 105 238 

パテントリーダー 436 

パプアニューギニア材 227 255 

バブル経済 207 301 325 330 

バブル現象 220 

浜問屋 102 

パラピ 320

パルプ材 143 

パルプセメント板 159 265 266 

阪神淡路大震災 337 385 

PS方式 152 

非皆伐施業 345 346 

非皆伐複層林施業 344 

ビジョナリーカンパニー 334 

ビジョン 334 

ヒノキ 40 

標準伐期齢 40 

ビルママツ 225 260 

品質管理 217 

フォーワーダ 342 

フォレスターハウス 350 

不況カルテル 210 224 

部材供給システム 367 

フタバガキ科 414 415 

ブツアン材 llO lll 

復興金融公庫 7 

物流管理システム 383 

不動産事業 163 

プラザ合意 203 206 325 

ブラックマンデー 325 

不良債権問題 326 

プリント合板 119 

プレカット 228 241 359 

ブレトンウッズ体制 201 

プレハブ構法 284 

プロセッサ 343 

ブロック制 373 

プロパテント 437 

分収方式 175 

米材 114 243 246 

平成不況 325 

米ツガ ll5 

米ヒ ll4 

米マツ 108 

ベターリビング商品 408 

ヘムロック 355 

弁甲材 193 

ペンシルシダー 259 

ベンチマーキング 334 

保安林 18 

保育間伐 232 

法人請負事業 397 

法正林 17 

報・連・相 374 

ホームセンター 216 

北洋材 109 ll8 252 

星の王子さま 420 

保続林業 218 333 347 349 406 

ポツダム宣言 3 

ホルムアルデヒド 367 

ホワイトウッド 357 

ホワイトオーク 405 

本社移転 336 
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針葉樹合板 262 

森林エコシステム 344 

森林管理データマップシステム 234 

森林組合 180 

森林法 175 

スカーフジョインター 407 

スギ 40 

スタグフレーション 202 

スプルース 355 

住友活機園 106 

住友の森エコシステム 349 

スラグ石膏セメント板 402 

スワンプ材 258 

SEALPA 254 

製材業 209 

生産性甚準原理 205 

背板 143 

セカンドグロス 115 

石綿スレート 265 

施業案 18 

施業計画 237 

石脅ボード 120 265 361 

セラヤ 79 111 

センガワン 257 

先進国首脳会議 202 

全木連 211 

総合保養地整備法（リゾート法） 220 

造材 78 

早生樹 414 

増伐 37 
創立五0周年 339 

組織培養 414 

ソ連材 226 243 

【た行】

第一次オイルショック 134 169 201 204 252 

大造林計画 350 

第二会社 16 23 

第二次オイルショック 201 206 

第二次世界大戦 3 

第二次臨調 206 

対日平和条約 4 

太平洋戦争 3 

第四次中東戦争 201 

択伐 231 344 

択伐施業 228 

ダグラスファー 108 355 

玉切 139 

タワーヤーダ 342 

ダンネージ 232 

チーム営業 376 

地球環境問題八項目 413 

地球サミット 348 

チップ 143 241 359 

知的財産権 435 

中質繊維板 216 

注文住宅 167 216 

超円高 328 

朝光丸 117 

長伐期 219 

直接投資方式 152 

貯木場 140 

チリ材 227 251 

チリマツ 251 

賃金カット 214 

ツーバイフォー構法 283 284 

つなぎロー ン 373 

提案制度 124 

定期借地権 380 

ディスクロージャー 429 

TT (TWO THOUSANDS)委員会 271 

定年延長 297 298 423 

低ホルムアルデヒド化 407 

手元流動性 331 426 

転換社債 215 226 299 

電子メール 434 

電柱 78 142 

天然更新施業 229 

天然更新 232 

天然林 230 231 

天然林選木作業 230 

東京証券取引所 331 

東京大学農学部 415 

造材 139 

特需景気 49 78 

特殊材 78 

特別国税調査官 430 

ドッジ・ライン 8 

トドマツ 232 

上場 140 

土曜休暇制度 297 

ドルショック 201 

ドル防衛策 133 

【な行】

南洋材 243 357 

二0年ステップ保証 391 

二000年問題 435 



金融緊急措置令 5 

金融ビッグバン 428 

クダクダ材 113 313 

グッドデザイン 408 

クルイン 111 

クローン 107 

群状択伐 345 346 

経営理念 97 334 

経済安定本部 62 

経済九原則 8 

経済協力開発機構 92 

経済団体連合会 235 

経済同友会 235 

経済白書 89 

傾斜生産方式 7 

経団連 216 236 

KD材 360

建築基準法 236 

建築基準法第三八条 396 

厚生年金基金 424 

構造不況業種 222 

構造用合板 211 

晶耐水性MDF 407 

高伐期複合構造林 238 

高伐期複層林 238 

合板 362 

合板工業 210 

坑木 38 141 

公募増資 172 

広葉樹 138 

交流材 39 78 

顧客満足度 374 

国際居住年 289 

国際通貨基金 ~92

国有林 208 

国有林野特別会計事業 208 

小作 57 58 

小作人 56 

コンクリート型枠 211 

【さ行】
債権保全マニュアル 418 

サイディング 378 

財閥解体 7 9 12 59 68 

SAIPS 1 387 

在来構法 281 284 

搾乳事業 192 

Sustainable Development 347 

サッシセンター 156 158 266 362 

三階建住宅 396 

三国間貿易 216 226 

3 C 132 

シイ 40 

CI (Corporate Identity) 296 419 420 

GHQ 4 7 8 9 11 21 61 

cs 333 

CS運動 373 

CS経営 333 

GNP 220 

シージングボード 224 265 

CP (Commercial Paper) 301 427 

JE方式 152 

ジェルトン 257 

自己資本比率 215 

資材林 34 80 

自作農創設特別措置法 53 

資産再評価法 62 

資産デフレ 326 

資産の再評価 61 

自山材 139 

システムキッチン 362 

持続可能な開発発展 347 

湿式工法 119 

シャウプ税制勧告 9 62 

集材機 78 

集成材 128 194 360 

住宅事業 164 

主伐 17 

小径木レース 408 

証券造林 174 

証券の民主化 59 61 68 

上場 331 

上場準備委員会 332 

消費税 327 330 

消費税導入 375 

常務会 171 

所得倍増計画 91 

除伐 17 

ジョンコン 113 257 258 

新会計システム 428 430 

真壁造り 282 

新建材 119 

新考課制度 422 

人工林 230 

新住宅営業給与制度 422 

新宿グリーンタワービル 418 

新設住宅着工数 222 

針葉樹 138 
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事 項

円相場 327 

【あ行】 塩ビタイル 121 

RC 394 欧州林業機械視察団 342 

IS014001 416 417 

IMF 92 

IUFRO (国際林業研究機関連合） 230 

赤字国債 132 204 

朝日森林文化賞 351 

アジア熱帯木材機関 255 

アジェンダ21 348 

アピトン材 llO 

アプキンド (APKINDO) 264 319 320 

アフターメンテナンス 374 

アラスカ材 227 

アルミサッシ 223 

ES 333 

El甚準 407 

いえづくり '85 288 

いざなぎ景気 131 132 

一伐三残間伐方式 232 

イノベーション 89 90 

イラン革命 202 

岩戸景気 90 91 

インシュレーションボード ll9 

インセンスシダー 108 

インドネシア林業省 415 

インフレーション 5 18 

売上税 218 

AA制 109

営業秘密保護 437 

HCLC 9 12 16 20 60 

ATTO 255 

永年勤続表彰制度 423 

ェクイティ・ファイナンス 425 

ェコマーク 366 

SRC 394 

SR提案制度 217 

SF'85 289 

S 394 

NCルーター 400 408 

MTNプログラム 427 

MDF (中質繊維板）

216 228 250 261 262 365 402 406 

MTP (Mnagement training program)研修

126 

エンジニアリングウッド（集成材）

356 395 402 

OECD 92 

OSB 262 

大壁造り 282 

大阪証券取引所 172 

ODA 207 

ODS (オペレーション・ダイヤグラム・シス

テム） 384 

オールドグロス 115 354 

OPEC 134 201 202 

オランウータン 415 

【か行】
外貨建転換社債 215 

外材小口 240 

会社更生法 162 

拡大造林 104 208 229 230 232 237 

家訓 97 

カシ 40 

カスタムカッ、卜 247 

活機園 55 

カナダ材 246 

株式関連債 331 426 

株式の上場 172 

ガラス繊維 265 

カラマツ 210 231 262 

ガリオア・エロア援助 ， 
カロフィラム 259 

カンキ集材 232 

環境管理システム 416 417 

乾式工法 119 

間伐 17 232 

企業会計原則 62 

企業再建整備法 10 19 

起業支出 19 

技術革新 89 90 

木摺 147 

記念の森（「まなびの森」） 339 

CAD 384 386 

CAD・CAMシステム 303 

CAM 384 

キャンツ 247 

QC 217 

行革審 206 

京都大学農学部 230 



プラムクリーク社 402 

古田俊之助 10 14 82 98 

プルフタニ 310 

PRO-FIT 392 

プロボリンゴ 315 

ベゲン社 317 

別子銅山 19 

ペトロベイシス 384 

ポートモレスビー 259 

ホームスケッチ 362 

細井清 77 94 

北海農林 20 25 27 31 37 55 64 

ポプリ 395 

ホリデイズ 395 

ポルトガル 366 406 

ボルネオ 23 

香港 226 

本樹 227 278 

ポンチアナック 258 

ほんばん 361 

【ま行】
マクドナルド社 249 

マクミラン社 247 

真下正樹 351 

松田興人 270 

松菱製紙 159 

マニラ 256 

マハカム河 314 

マルチバランスエ法 378 386 

丸紅 256 

マルンダインダ 404 

マレーシア 254 357 363 364 

三津橋産業 405 

三菱鉱業 142 

南ベトナム 259 

ミリ 258 

村上正康 113 

木造讃家 378 

【や行】
保田克己 32 77 94 128 135 

山一證券 132 

山口博人 333 

山崎完 213 214 227 235 251 275 288 

山手壱番館 378 

ヤマハリビングテック 362 

ゆう 377 

ユーエス・トレーディング社 114 

ゆう 21 378 

ゆう 21・スピリッツ 378 

ゆう 21・ビッグオーク 378 

ゅう 21・ 森風 378 

ゆう・マザーズ 377 

ユナコティンバー社 256 

夢3階 378396 

吉野石音 265 361 

【ら行】

ランドール 68 

リアンガベイ・ロギング社 111 

リオデジャネイロ 348 

リブナン・ヒジョー社 257 

リンバヌサンタラ社 258 

ルームセット 228 367 

ルスタム 313 320 

レーガン 203 

連系各社 15 

ロックウッドハウス 168 169 249 

ロビンフッド 226 234 

【わ行】
YKK 267 

ワシントン州 355 
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スミフタニ 153 

スミリンエンタープライズ 169 286 373 431 

スミリン建設 228 282 285 387 397 

スミリン合板工業 127 226 263 400 401 408 

スミリンエ法 281 

スミリンサッシセンター 228 308 

スミリン住宅流通 225 285 

スミリン住宅販売（大阪） 270 276 

スミリン住宅販売（東京） 270 278 

スミリン土地 128 163 168 

スミリン農産工業 155 156 308 

スミリンピジネスサービス 423 

スミリン物流センター 364 

スミリンホームローン 426 

スミリンホルツ 400 408 

スミリンメンテナンス 390 398 399 

スミリン木材工業 128 307 400 

スミリン緑化 224 292 

スンブルマリ社 (SMT) 258 

井華鉱業 42 43 

セラビア 402 

センターサイディング 266 

セント・レジス社 116 246 

Sonaeグループ 406 

ソロモン 357 

【た行］

大韓民国 8 

大昭和製紙 141 

第二東邦林業 79 

太平林業 141 

高田芳雄 128 

田上郷平 94 

滝の宮カントリークラブ 227 228 306 

谷口正毅 270 

タワウ 256 364 

朝鮮半島 19 

朝鮮民主主義人民共和国 8 

筑波研究所 409 

Tシリーズ 370 

テクノ 407 

土居万之助 16 30 77 94 

東海農林 20 25 27 30 35 55 64 

東京販社 216 

東南産業 264 

東邦農林 64 65 76 

東北開発 224 

東北パルプ 150 

常緑樹 296 419 

トムハウス 216 226 306 398 431 

【な行】

永渕郁郎 112 275 

中村合板 120 

中本元行 94 

名古屋西港流通センター 364 

ナプコホーム 228 286 378 

南閤商会 308 400 403 

日建商会 407 

日東紡 265 

H本板硝子 49 

日本硝子繊維 265 

H本スチレンペーパー 268 

日本パルプ工業 40 

ニュージーランド 109 216 248 

ニューパシフィック ・ティンバー・サプライ社

111 

沼田温昌 275 

ノーリツ 362 

【は行】

バークミン 155 

ハイカラー 123 

パプアニューギニア 254 258 357 364 

浜田産業 120 160 400 401 

バリクパパン 258 

PALS 383 

バンクーバー 225 247 356 

PCR社 402409 

BCFP社 247

東カリマンタン州 414 

日高礼四郎 275 

日立家庭電機販売 267 

ビッグオーク／森風 EX 378 

檜 227278 

ひのき建設 282 397 

H比文雄 31 67 

兵庫林業 20 25 27 29 34 55 64 

平岩舟ー 32 65 76 94 

平賀五郎 14 16 82 98 

広瀬宰平 43 

フィリピン 111 254 363 

フォレスト 378 386 

不二建販 162 

富士不燃建材工業 225 226 308 400 402 408 

扶桑農林 64 67 

扶桑林業 20 25 27 31 36 47 55 64 

フライ・アッシュ・ポード 226 



鴻之舞 11 

コースタル・ランバー・カンパニー 405 

コタキナバル 257 

【さ行】
榊原透ー 30 

サクシードP,R,S,W 393 

佐藤翼 113 

サバ 255 357 364 

ザ・ハウス 227 279 

サバファンデーション 256 

サマリンダ 258 313 

サムフォーデコ社 317 

サラワク 255 357 364 

サラワクティンバートレーディング 306 

サンウエーブ工業 132 362 

山王スレート 265 

三協アルミニウム工業 157 267 362 

サングラハ・アンディカ社 320 

サンクリラン 311 

3Kサッシ 157 

三郷町 269 

サンダカン 256 

産直檜 379 

叫易特殊製鋼 132 

叫易パルプ工業 40 41 

シアトル 115 149 246 

SIAF社 366406 

シーアラスカ 246 

C&P 367 

CLP社 405409 

CTタカハシ社 114 

塩崎治男 94 

塩田建設産業 224 225 304 

塩見嘉ー 32 76 94 

四国林業 20 25 27 33 41 57 64 65 74 

四国林業 225 233 

シテイ 3 227 

四手井綱英 230 

篠崎昭彦 352 

シプ 257 

ジャーディン・マセソン社 79 111 116 

ジャカルタ 216 226 

住建産業 361 

十条製紙 150 

住宅販売会社（販社） 216 225 

樹海 334 419 

庄野崇夫 285 

ジョージア・パシフィック社 114 

シンガポール 263 

新南開発 308 

シンプソン社 114 

スーパーサイディング 266 

菅野秀次郎 14 16 20 

スカルノ 311 

スコーブル 249 

鈴木馬左也 219 344 

スターネット 227 303 

ステラ 377 

ステラ・ヌーヴォー 377 

ステラ・ f(フォルテ） 377 

ステラ・ベレット 377 

Spano社 406

スハルト 311 

スブル 313 414 

スミカラーサイディング 266 

住友化工材工業 34 

住友吉左衛門（第一七代家長） 352 

住友吉左衛門友成（第一六代家長） 11 15 352 

住友銀行 21 

住友金属工業 164 

住友金属鉱山 142 

住友鉱業 38 

住友商事 79 111 252 

住友石炭鉱業 40 

住友石炭 142 

住友総本店 19 

スミトモ・フォレストリー・ネザーランド社

427 

住友ベークライト 34 127 

住友別子鉱山 42 

住友本社 11 13 15 

住友本社林業所 20 23 

住友林業アメリカ社 154 307 

住友林業クレックス 401 405 408 

住友林業月報 296 

住友林業建築技術専門校 384 387 

住友林業システム住宅工業 395 

住友林業住宅 226 273 

住友林業情報システム 303 431 434 

住友林業フォレストサービス 343 

住友林業ホーム

218 225 226 273 325 328 329 372 

住友林業ホームサービス 373 

住友林業ホームテック 398 399 

住友林業香港 154 427 

住友林業緑化 293 

スミビーム 122 266 
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下巻索引

人名、地名、会社名、商品名は「名称」欄に、その他はすべて「事項」欄に分類、掲載した。

名称

【あ行】
RLP社 263

RPI社 405407 

赤井龍男 230 346 

憧 378

朝日ウッドテック 361 

旭硝子 361 

朝日特殊合板 264 

ASTインドネシア社 407 

アストラ社 318 

アストラグループ 226 

安宅産業 252 

アムステルダム 357 

綾瀬プライウッド 160 

アラウコ社 251 

アルパック社 246 

飯田四三九 30 94 

伊藤忠建材 360 

伊藤忠商事 252 256 

イナックス 362 

井上孝 286 

井上利雄 30 

INOS 368 

イノスグループ 367 368 

伊庭貞剛 43 55 106 350 

イフレコ 310 312 

インターシュノール 367 401 

インテリアメッセ 381 

インドネシア 226 254 363 401 

インドネシア森林開発 153 

インフタニ 318 

ウェアハウザー社 114 116 

植村賓 33 65 94 97 135 

ACOS 391 428 433 

永大産業 120 211 264 361 

ェクスポート・パシフィック社 115 

ェクセルII 280 

SRJ構法 396 

SF 256 

SFI社 427

SFNZ社 427

SFCIT社 307

SLJグループ 263 

Xシリーズ 370 

NEPATCO 112 

NPI社（ネルソンパインインダストリー）

250 265 366 400 402 404 406 407 

NPウッド 366 

NP構法 286 

FAポード 266 

FFI社 150215 

FDC社 109113 153 310 

江本工業 362 

大阪殖林 224 325 328 

大阪販社 216 

太田商事 260 

大西和男 213 216 217 333 338 

岡村正夫 129 

小倉太郎 163 

小倉正恒 11 

落合嘉善 16 32 77 94 

【か行】

鹿島製鉄所 164 

カッパプリント 122 

カナダ 356 

ヵュラピス・インドネシア社 405 

カリマンタン 310 

カリマンタン森林開発協力会社 113 153 

カルティメックス社 153 

河井昇三郎 82 

河之北開発 306 

北ポルネオ 111 

木の香 278 

木の香・エクセル 280 

キャタモール・ティンバー社 150 

CAD&パーツ 367 

九州農林 20 25 27 32 39 56 64 

クチン 257 364 

クラワック港 247 

グルティ社 321 404 

KTI社 (P.T.KutaiTimber Indonesia) 

152 223 226 308 312 400 401 407 415 

ケチカン港 247 

小泉浩ー 286 



『紋
別
市
史
』

『
興
部
町
百
年
史
』

『龍
神
村
誌
・
上
下
巻
』

『諸
塚
村
史
』

第
三
版
』

下
巻
参
考
文
献

朝
日
新
聞
社

経
済
企
画
庁

■

一
般
情
勢

『近

代

日

本

総

合

年

表

岩

波

書

店

平

成

三

年

『朝
H
年
鑑
』

昭
和
六
十
三

1
平
成
九
年

『
10
大
ニ
ュ
ー
ス
に
見
る
戦
後
50
年

』

読

売

新

聞

社

平

成

八

年

『
経
済
白
書
』

経

済

安

定

本

部

、

昭

和

―

―

-

+

―

-
1
平
成
九
年

『戦

後

日

本

経

済

の

軌

跡

』

経

済

企

画

庁

平

成

九

年

『
日
本
経
済
の
現
況
』

経
済
企
画
庁
平
成
五
ー
九
年

『
経
済
統
計
年
報
』

日
本
銀
行
平
成
九
年

『

経

済

統

計

年

鑑

』

東

洋

経

済

新

報

社

平

成

九

年

有

沢

広

巳

監

修

『

昭

和

経

済

史

日

本

経

済

新

聞

社

昭

和

五

十

一

年

森
武
麿
、
浅
井
良
夫
、
西
成
田
豊
、
春
日
豊
、
伊
藤
正
直

『現
代
日
本
経
済
史
』

有
斐
閣
平
成
七
年

金
森
久
雄

『わ
た
し
の
戦
後
経
済
史
』

東
洋
経
済
新
報
社
平
成
七
年

三
橋
規
宏
、
内
田
茂
男
『
昭
和
経
済
史
（
下
）
』

日
本
経
済
新
聞
社
平
成
六
年

高
村
寿
一
、
小
山
博
之
『
日
本
産
業
史

(
4
)
』

日
本
経
済
新
聞
社
平
成
六
年

中
山
伊
知
郎
、
金
森
久
雄
、
荒
憲
治
郎
編
集

『経
済
辞
典
』
有
斐
閣
昭
和
五
十
一
年

（
市
町
村
史
）

別
子
山
村
史
編
簗
委
員
会

『別
子
山
村
史
』

本
川
村

『本
川
村
史
』

大
川
村
史
追
録
編
簗
委
員
会

『大
川
村
史
追
録
』

新
居
浜
市
史
編
纂
委
員
会
『
新
居
浜
市
史
』

新
居
浜
市

『新
居
浜
産
業
経
済
史
』

椎
葉
村

『椎
葉
村
史
』

諸
塚
村
史
編
簗
委
員
会

西
郷
村
『
西
郷
村
史
』

紋
別
市
史
編
纂
委
員
会

興
部
町
史
編
簗
委
員
会

龍
神
村
誌
編
纂
委
員
会

■

農
林
業
、
山
林

『農
林
行
政
史
』

『林
業
白
書
．一

愛
媛
県
別
子
山
村
昭
和
五
十
六
年

高
知
県
本
川

村

昭

和

五
十
四
年

高
知
県
大
川
村
昭
和
五
十
九
年

愛
媛
県
新
居
浜
市
昭
和
五
十
五
年

新
居
浜
市
昭
和
四
十
八
年

宮
崎
県
椎
葉
村
平
成
六
年

宮
崎
県
諸
塚
村
平
成
元
年

宮
崎
県
西
郷
村
平
成
五
年

北
海
道
紋
別
市
昭
利
―
二
十
五
年

北
海
道
興
部
町
平
成
五
年

和
歌
山
県
龍
神
村
昭
利
六
十
二
年

農
林
省
大
臣
官
房
総
務
課
昭
和
五
十
一
年

日
本
林
業
協
会
昭
和
四
十

1
平
成
九
年

林
材
新
間
社

『林
業
統
計
要
覧
』

林
野
弘
済
会
昭
和
五
十
年

『木
材
需
給
累
計
報
告
書
』

農
林
水
産
省
統
計
情
報
部
平
成
七
年

『木
材
需
給
と
木
材
工
業
の
現
況
』

林
産
行
政
研
究
会
昭
和
五
十
四
ー
平
成
九
年

『農
林
水
産
省
百
年
史
（
下
巻
）
』

日
本
農
業
研
究
所
昭
和
五
十
六
年

森
林
計
画
制
度
研
究
会
『
新
版
森
林
計
画
の
実
務
』

地
球
社
平
成
四
年

林
野
庁
造
林
保
全
課

『民
有
林
造
林
施
策
の
概
要
』

地
球
社
平
成
十
年

『
日
本
林
業
年
鑑
』

林
野
弘
済
会
昭
和
四
十
四
年

『
北
海
道
山
林
史
』

北
海
道
昭
利
二
十
八
年

寺

尾

辰

之

助

編

『

明

治

林

業

逸

史

』

大

日

本

山

林

会

昭

和

六

年

筒
井
迪
夫

『
日

本

林

政

の

系

諧

』

地

球

社

昭

和

六

十

二

年

小
倉
武
一

『土
地
立
法
の
史
的
考
察
』

農
林
省
農
業
総
合
研
究
所

萩
野
敏
雄

『
日
本
現
代
林
政
の
激
動
過
程
』

日
本
林
業
調
査
会
平
成
五
年

萩
野
敏
雄

『
日
本
現
代
林
政
の
戦
後
過
程
』

日
本
林
業
調
査
会
平
成
八
年

『
総
合
年
表
・
日
本
の
森
と
木
と
人
の
歴
史
』

日
本
林
業
調
査
会
平
成
九
年

日
本
林
業
技
術
協
会

『林
業
百
科
辞
典
』

丸
善
昭
和
四
十
六
年

『森
林
・
林
業
・
木
材
辞
典
』

日
本
林
業
調
査
会
平
成
七
年

岸
本
定
吉

『炭
』

丸
ノ
内
出
版
昭
和
五
十
一
年

■

木
材
業
、
木
材
工
業
他

『三
十
年
の
あ
ゆ
み
』

日
本
木
材
輸
入
協
会
昭
和
五
十
八
年

『南
洋
材
史
』

日
本
南
洋
材
協
議
会
昭
和
五
十
年

『米
材
百
年
史
』

日
本
米
材
協
議
会
昭
和
六
十
一
年

『合
板
七
十
五
年
史
』

日
本
合
板
工
業
組
合
連
合
会
昭
和
五
十
八
年

『
日
本
の
合
板
工
業
』

日
本
合
板
工
業
組
合
連
合
会
平
成
九
年

『深
川
木
場
』

林
材
新
聞
社
昭
和
五
十
年

『木
材
イ
ヤ
ー
プ
ッ
ク
』

日
刊
木
材
新
聞
社
平
成
九
年

『建
設
資
材
物
価
の

50
年
』

建
設
物
価
調
査
会
乎
成
九
年

宮
元
静
雄
『
ジ
ャ
ワ
終
戦
処
理
記
』

ジ
ャ
ワ
終
戦
処
理
記
刊
行
会
昭
和
四
十
八
年

田
口
三
夫
『
ア
ジ
ア
を
変
え
た
ク
ー
デ
タ
ー
』

時
事
通
信
社
昭
和
五
十
九
年

矢
野
成
典

『三
井
物
産
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
店
」

講
談
社
昭
和
五
十
七
年

今
田
述

『ト

ワ

ン

、

ガ

ン

バ

ル

か

？

』

中

央

公

論

社

平

成

二
年

特

集

「

戦

後

五

十

年

と

木

材

産

業

」

平

成

七

年

六

月

五

日

ー

九

日
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特
集
「
戦
後
史
」

■

住
宅
関
連

『
資
料
で
み
る
公
庫
の
あ
ゆ
み
』

住
宅
建
築
行
政
研
究
会
『
日
本
の
住
宅
と
建
築
』日

本
住
宅
協
会

日
刊
木
材
新
聞
社

平
成
七
年
十
月
七
日
、
十
日

住
宅
金
融
公
庫

平
成
二
年

平
成
元
年
、
平
成
七
年

西
山
如
三

『す
ま
い
考
今
学
』

彰
国
社
平
成
元
年

住

宅

政

策

研

究

会

『

図

説

日

本

の

住

宅

事

情

』

ぎ

ょ

う

せ

い

平

成

六

年

池
上
博
史
『
住
宅
産
業
の
未
来
展
望
』

東
洋
経
済
新
報
社
昭
和
六
十
二
年

住
宅
問
題
研
究
会
、
財
団
法
人
日
本
住
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
『
住
宅
問
題
辞
典
』

東
洋
経
済
新
報
社
平
成
五
年

■

住
友
関
係
研
究
書
等

畠
山
秀
樹

『住

友

財

閥

成

立

史

の

研

究

』

同

文

館

出

版

昭

和

六
十
二
年

佐
藤
稚
美

『幕
末
「
住
友
」
参
謀
広
瀬
宰
平
の
経
営
戦
略
』

講
談
社
平
成
七
年

伊
藤
玉
男

『あ

か

ゞ

ね

の

峰

』

山

川

静

雄

平

成

六

年

渡

部

行

『

浮

利

を

追

わ

ず

』

日

本

工

業

新

聞

社

昭

和

六

十

三

年

作
道
洋
太
郎
『
住
友
財
閥
史
』

教
育
社
平
成
九
年

■

住
友
グ
ル
ー
プ
各
社
社
史
他

『
別
子
開
坑
二
百
五
十
年
史
話
』

住
友
本
社
昭
和
十
六
年

『住

友

別

子

鉱

山

史

』

住

友

金

属

鉱

山

平

成

一―一年

『住
友
金
属
工
業
最
近
十
年
史
昭
和
四
十
ニ
ー
五
十
二
年
』
住
友
金
属
工
業
昭
和
五
十

二
年

『住
友
化
学
工
業
株
式
会
社
史
』

住
友
化
学
工
業
昭
和
五
十
六
年

『住
友
の
風
士
』

住
友
尚
事
昭
和
六
十
年

■

伝
記
・
自
伝
他

『住

友

春

翠

』

「

住

友

春

翠

」

編

纂

委

員

会

昭

和

三

十

年

『

半

世

物

語

』

住

友

修

史

室

昭

和

五

十

七

年

西
川
正
治
郎
『
幽
翁
』

文
政
社
昭
和
八
年

神
山
誠
『
伊
庭
貞
剛
』

日

月

社

昭

和
三
十
五
年

『鈴

木

馬

左

也

』

鈴

木

馬

左

也

翁

伝

記

編

纂

会

昭

和

三
十
六
年

富

田

重

明

編

『

村

田

重

治

翁

』

大

H
本
山
林
会
昭
和
十
五
年

津
田
久

『私

の

住

友

昭

和

史

』

東

洋

経

済

新

報

社

昭

和

六

十

三

年

■

住
友
史
料
館
資
料

『泉
屋
叢
考
』

（
一
ー
ニ
三
）
住
友
修
史
室
、
住
友
史
料
館

『

住

友

修

史

室

報

』

（

一
ー
一
七
）
住
友
修
史
室

『住
友
史
料
館
報
』

(
-
八
ー
ニ
九
）
住
友
史
料
館

昭
和
三
十
六

1
平
成
四
年

昭
和
五
十
ニ
ー
六
十
二
年

昭
和
六
十
二

1
平
成
十
年

『住
友
史
料
叢
書
』林

業
所
、
別
子
鉱
業
所
山
林
課
、
本
社
林
業
所
各
支
所

明
治
三
十
二
年
1

（
不
揃
）

林
業
所
各
支
所
大
正
九
年
1

（
不
揃
）

林
業
所
各
支
所
大
正
九
年
1

（
不
揃
）

林
業
所
各
支
所
大
正
九
年
1

（
不
揃
）

林
業
所
各
支
所
昭
和
十
八
年
1

（
不
揃
）

林
業
所
各
支
所
昭
和
二
十
二
年
1

（
不
揃
）

別
子
鉱
業
所
山
林
課
、
林
業
所
各
支
所
明
治
三
十
八
年
1

分
立
各
社
、
住
友
林
業

庶
務
綴

秘
書
綴

会
計
報
告
書

上
地
台
帳

立
木
台
帳

施
業
案
説
明
書

（
戦
後
）

営
業

報

告

書

昭

和

二

十

三

1
平
成
十
年

有

価

証

券

報

告

書

昭

利

四

十

五

1
平
成
十
年

定

時

株

主

総

会

資

料

（

決

算

の

ま

と

め

）

昭

和

四

十

五

1
平
成
十
年

管

理

者

資

料

昭

和

四

十

年

代

東
証
上
場
準
備
委
員
会
資

料

東

証

上

場

準

備

委

員
会

平

成

二
年

『住
友
林
業
月
報
』

昭
和
三
十
ー
五
十
年

『常
緑
樹
（
社
内
報
）
』

昭
和
五
十
六
ー
六
十
三
年

『樹
海
（
社
内
報
）
』

昭
和
六
十
三
1
平
成
十
年

『広
報
マ
ン
ス
リ
ー

・
コ
ン
パ
ス
（
管
理
職
向
け
経
営
情
報
紙
）
』
平
成
三
ー
九
年
＇

『
ス
ミ
リ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ス
（
住
友
林
業
グ
ル
ー
プ
誌
）
』

乎
成
元
ー
八
年

『
こ
だ
ま
（
創
立
五
周
年
毎
の
社
内
誌
‘
-
1
八
号
）
』

昭
和
二
十
八

1
平
成
六
年

■

先
輩
と
り
ま
と
め
資
料
お
よ
び
未
定
稿
な
ど

『住
友
乃
林
業
」

住
友
合
資
会
社
経
理
部
鉱
山
課
昭
和
八
年

脇
田
巌
編
『別

子

山

沿

革

史

』

昭

和

十

二
年

井
上
、
脇
田
編
『林
業
所
年
譜
』

昭
和
十
七
年

細
井
清
編
『林

業

所

通

史

』

昭

和

四

十

年

頃

細

井

清

編

『

北

海

道

の

林

業

』

他

各

地

の

林

業

昭

和

四

十

年

頃

細
井
清
編
『
南
方
事
業
』
他

昭

和

四

十

年

頃

細
井
清
編
『
住
友
本
社
の
解
体
と
林
業
六
社
の
設
立

1
合

併

』

昭

和

四

十

年

頃

進
藤
正
信
編
『別
子
の
林
業
（
其

一
1
三
の
二
）
』

昭
和
五
十
七
年

進
藤
正
信
編
『別
子
山
国
有
林
始
末
記
』

昭
和
五
十
七
年

大
山
和
久
編
『年
表
住
友
林
業
の
歩
み
』

昭
和
六
十
三
年

藤
本
伸
夫
編
『住
友
林
業
の
社
史
資
料
』
（

昭

和

五

十

年

ま

で

）

平

成

四

年

住
友
史
料
館
編

■

社
内
資
料

（
戦
前
）

実
際
報
告
書

(
-
i
ニー
）思
文
閣
出
版

昭
和
六
十
ニ
ー
乎
成
九
年
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れ
て
お
り
、
”
大
自
然
へ
の
報
恩
“
の
真
情
が
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

余
年
前
に
開
坑
さ
れ
た
時
代
ま
で
遡
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

先
人
の
偉
業
を
た
ど
り
社
業
の
幾
星
霜
を
顧
み
る

『住
友
林
業
社
史
』
を
、
こ
こ
に
上
梓
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
数
多
く
の
皆
様
方
に
、
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

『住
友
林
業
社
史
』
の
編
纂
は
、
当
社
の
創
立
五

0
周
年
記
念
事
業
と
し
て
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
会
社
創
立
の
日
は
、
住
友
本
社
の
財
閥
解
体
に
よ
り
山

林
事
業
が
六
社
に
分
割
さ
れ
た
、
昭
和
二
十
三
年
―
一
月
二
十

H
と
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
当
社
の
歴
史
を
語
る
と
き
、
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
の
は
”
山

と
森
と
木
“
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
五

0
年
間
で
は
語
り
尽
く
す
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
、
住
友
の
事
業
の
根
幹
で
あ
る
別
子
銅
山
が
三

0
0
有

し
た
が
っ
て
、
社
史
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
当
社
の
事
実
上
の
創
業
期
で
あ
り
、
し
か
も

「国
土
報
恩
」
の
思
想
か
芽
生
え
る
こ
と
と
な
る
、
別
子
銅
山

で
の
坑
木
や
製
錬
用
の
薪
炭
材
生
産
の
歴
史
か
ら
起
稿
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

本
書
上
巻
の
口
絵
に
掲
載
し
ま
し
た
よ
う
に
、
京
都
の
住
友
本
家
で
、

編
纂
の
基
本
方
針
と
し
て
、
三
世
紀
に
わ
た
る
時
代
の
潮
流
と
そ
の
背
景
を
踏
ま
え
、
社
業
の
碁
幹
で
あ
る
”
山
と
森
と
木
“
の
変
遷
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド

を
設
定
し
ま
し
た
。
別
子
銅
山
開
坑
か
ら
明
治
時
代
ま
で
を

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
、
大
正
時
代
か
ら
昭
和
時
代
ま
で
を

「
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
、
平
成
以
降
を

「
エ
コ

ロ
ジ
ー」

と
い
う
、
三
つ
の
視
座
か
ら
事
業
の
進
展
を
見
つ
め
つ
つ
執
筆
を
心
が
け
ま
し
た
。

ま
た
編
集
方
法
に
つ
い
て
は
、

加
工
事
業
、

学
博
士
、

い
ま
な
お
元
旦
の
床
の
間
に
据
え
ら
れ
る

「吹
炭
」
に、

上
下
巻
を
通
じ
て
編
年
形
式
を
主
体
と
し
ま
し
た
が
、

下
巻
に
つ
い
て
は
社
業
の
分
野
が
、

そ
の
す
べ
て
が
象
徴
さ

山
林
事
業
か
ら
木
材
流
通
・

そ
し
て
不
動
産
、
緑
化
、
注
文
住
宅
事
業
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
部
門
史
的
形
式
も
採
り
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

編
纂
作
業
は
、
平
成
五
年
七
月
、
総
務
部
内
に
社
史
編
纂
室
を
設
け
、
総
務
担
当
役
員
を
委
員
長
と
す
る
社
史
編
纂
委
員
会
を
設
置
し
た
の
に
始
ま
り
ま

す
。
専
従
の
担
当
者
を
配
属
し
て
具
体
的
な
編
纂
計
画
を
策
定
し
、
目
次
の
大
綱
を
定
め
ま
し
た
。
平
成
六
年
か
ら
、
住
友
史
料
館
館
長
小
葉
田
淳
先
生
（
文

日
本
学
士
院
会
員
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る
監
修
の
も
と
、
林
業
史
が
専
門
の
山
田
達
夫
先
生
（
農
学
博
士
、
大
阪
経
済
大
学
学
長
）

あ
と
が
き

の

校
閲
を
あ
お
ぎ
、
同
館
と
当
社
と
で
分
担
執
筆
の
う
え
取
り
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
住
友
史
料
館
に
は
、
住
友
の
始
ま
り
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

450 



編
集
協
力 （

下
巻
）

ま
で
を

「上
巻
」
と
し
て
執
箪
願
い
、

と
に
し
ま
し
た
。
ま
た

「別
巻
」
の
資
料
・
図
録
・
写
真
等
も
原
則
と
し
て
こ
の
分
担
に
従
い
、
同
館
と
当
社
が
収
集
整
理
に
当
た
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

執
筆
（
上
巻
）

そ
の
た
め
、

監
修
（
上
巻
・
下
巻
・
別
巻
）

そ
れ
以
降
、
昭
和
二
十
年
の
終
戦
か
ら
乎
成
十
年
ま
で
を

「下
巻
」
と
し
て
、
当
社
の
社
史
編
纂
室
が
執
筆
す
る
こ

住
友
史
料
館
館
長

住
友
史
料
館

当
社
社
史
編
纂
室

安
江
正
之

山
本
豊
一

（
敬
称
略
）

（
第
一
部
第

一
章）

（
第
一
部
第
二
章
•
第
三
章
）

（
第
二
部
）

（
第
三
部
）

（
第
一
、
二
、
三
部
）

（
全
巻
編
集
取
り
ま
と
め
）

川
久
保
幸
則
（
第
二
、
三
、
四
部
の
一
部
）

（
第
四
部
）

ほ
か
に
社
史
編
纂
委
員
会
委
員
七
名
お
よ
び
先
輩
三
名
に
草
稿
の
執
筆
を
依
頼
し
た
。

住
友
史
料
館

公
に
刊
行
す
る
社
史
と
し
て
は
、
今
回
初
の
作
業
で
あ
り
、

編
纂
業
務
の
な
か
で
も
資
料
の
探
索
と
そ
の
整
理
に
多
く
を
費
や
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

全
巻
を
通
じ
て
住
友
史
料
館
は
じ
め
社
団
法
人
大
日
本
山
林
会
な
ど
各
種
団
体
、
図
書
館
、
大
学
等
々
か
ら
貴
重
な
資
料
提
供
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
社
内
外
の
関
係
先
の
方
々
は
も
と
よ
り
、
先
輩
各
位
に
も
ヒ
ャ
リ
ン
グ
を
重
ね
、
資
料
の
調
査
確
認
を
し
た
り
、
客
観
性
・
公
正
性

を
期
す
た
め
に
校
閲
等
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
数
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
資
料
を
整
理
す
る
な
か
、
新
た
な
歴
史
的
事
象
が
確
認
で
き
た
と
き

や
、
昔
日
の
仕
事
ぶ
り
を
偲
ば
せ
る
貴
重
な
書
面
や
写
真
を
目
に
し
た
と
き
な
ど
、
予
期
せ
ぬ
喜
び
は
、
永
き
に
わ
た
る
編
纂
業
務
の
疲
れ
を
癒
す
大
い
な

武
谷
清
志

末
岡
照
啓

山
本
一
雄

安
国
良

今
井
典
子

小
葉
田
淳

本
文
の
監
修
か
ら
執
筆
、
編
集
ま
で
は
次
の
よ
う
な
陣
容
で
進
め
ま
し
た
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り
ま
す
れ
ば
、
望
外
の
悦
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

る
精
気
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
二
月

一方、

社
史
編
纂
委
員
会
委
員
長

真

下

正

樹

か
つ
て
の
山
林
作
業
の
様
子
や
機
材
道
具
類
の
考
証
の
た
め
に
、
財
団
法
人
林
業
科
学
技
術
振
興
所
の
辻
隆
道
先
生
に
は

特
段
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
な
ど
、
大
勢
の
方
々
か
ら
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
日
本
の
林
業
史
・
木
材
史
と
し
て
も

意
義
の
あ
る
資
料
内
容
を
盛
り
込
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
資
料
の
探
索
整
理
か
ら
始
め
る
と
い
う
、
初
の
社
史
編
纂
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

記
述
や
掲
載
資
料
に
不
備
な
と
こ
ろ
が
な
い
と
は
言
え
ず
、
皆
様
方
か
ら
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
承
り
な
が
ら
、
今
後
と
も
資
料
整
備
に
努
め
て
参
り
た

な
お
、
本
書
の
制
作
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

デ
ザ
イ
ン
と
レ
イ
ア
ウ
ト
は
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
C
&
I
年
史
セ
ン
タ
ー
の
石
坂
博
司
、

丸
栄
史
の
各
氏
に
ご
助
力
を
い
た
だ
き
、
本
文
リ
ラ
イ
ト
は
見
附
編
集
室
の
山
田
明
子
氏
に
お
願
い
し
、
労
を
煩
わ
せ
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
、

そ
し
て
、
こ
の
『
住
友
林
業
社
史
』
を
通
じ
て
、

ま
こ
と
に
大
勢
の
方
々
の
手
に
よ
り
、

B
々
の
汗
と
御
苦
労
に
よ
っ
て
実
を
結
び
、

土
田
至
子
、
金

上
梓
の
運
び
と

な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
改
め
ま
し
て
、
社
史
編
纂
に
携
わ
ら
れ
、
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
々
様
に
対
し
ま
し
て
、

心

一
企
業
の
歩
み
に
ご
理
解
を
賜
り
、
斯
界
に
も
い
さ
さ
か
な
り
と
も
資
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
と
な

住
友
林
業
株
式
会
社

常
務
取
締
役
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